
研究成果報告書

現
代
に
お
け
る
法
然
海
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

浄土宗総合研究所

① 

ISSN 1345-2959 



主E
4
1
i
J
 



浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
成
果
報
告
書

l

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
成
果
報
告
書

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

1 

は
じ
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に

第
一
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浄
土
教
列
祖
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阿
弥
陀
仏
観

曇
鴛
の
阿
弥
陀
仏
信
何
論

道
縛
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

ー

『安
楽
集
」
に
お
け
る
仏

・
凡
の
呼
応
関
係
に

つ
い
て
|

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

『観
経
疏
』
を
中
心
と
し
て
|

善
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の
阿
弥
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仏
信
仰
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|
行
儀
分
を
中
心
と
し
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|
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滞
土
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仰
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-
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と
の
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ー
浄
土
教
の
歴
史
と
そ
の
展
開
|

阿
弥
陀
仏
信
仰
論
は
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
と
、
被
救
済
者
と
し
て
の

衆
生
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
基
盤
の
上
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従

来
し
ば
し
ば
論
究
が
か
さ
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、

た
だ
単
に
、
救
済
者
と
し
て
の

阿
弥
陀
仏
の
仏
身
(
三
身
説
中
の
報
身
仏
て
あ
る
い
は
本
願
(
四
十
八
願
の
分
類
、

第
十
八
王
本
願
)
に
つ
い
て
の
論
議
で
も
な
く
、

，』，-、

ナ
J

ナ
J

た
だ
単
に
被
救
済
者
と
し

て
の
凡
夫
(
人
間
観
)
、
往
生
行
(
安
心
、
起
行
、
作
業
、
行
儀
)
、
往
生
浄
土
(
往

生
観
)
に
つ
い
て
の
論
議
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
論
議
を
重
層
的
に
統
合
し
つ

っ
、
救
済
者
と
被
救
済
者
と
が
い
か
に
関
わ
り
あ
い
、

そ
の
関
わ
り
を
と
う
し
て
被

救
済
者
は
い
か
に
質
的
な
転
換
を
す
る
か
、

と
い
っ
た
信
何
の
具
体
的
種
々
相
を
解

明
す
る
の
が
こ
の
阿
弥
陀
仏
論
で
あ
る
。

被
救
済
者
と
し
て
の
私
は
、
人
間
の
性
に
支
配
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
命
ず
る
ま
ま

に
、
た
だ
こ
の
世
を
オ
ン
リ
ー
と
す
る
生
の
営
み
を
く
り
ひ
り
げ
る
孤
独
者
で
あ

り
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
実
在
は
お
ろ
か
、
自
分
自
身
が
人
間
の
性
に
束

縛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
す
ら
把
握
で
き
な
い
ま
ま
、

そ
の
束
縛
か
ら
脱
出
す
る

藤
堂
恭
俊

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、

た
だ
自
身
の
こ
の
世
俗
に
お
け
る
栄
枯
盛
衰
や
、
肉

体
の
死
生
に
思
い
煩
う
ば
か
り
の
哀
れ
な
生
存
者
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
る
に
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
は
、

そ
の
よ
う
な
世
俗
に
埋
没
し
て
い
る

私
を
し
て
束
縛
か
ら
脱
出
せ
し
め
、

死
生
に
思
い
煩
ら
い
の
な
い
私
に
転
換
せ
し
め

ょ
う
と
す
る
利
他
度
生
を
自
身
の
根
本
願
望
と
し
、

し
か
も
そ
の
願
望
を
成
就
さ
せ

た
救
済
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
救
済
の
活
動
は
、
因
位
に
お
け
る
願
行
を
成

就
し
て
阿
弥
陀
仏
と
な
り
給
う
た
そ
の
時
以
来
、
迷
い
を
続
け
て
い
る
か
け
が
い
の

な
い
わ
が
子
に
向
か

っ
て
、
「
わ
が
名
を
と
な
え
よ
、

し
か
ら
ば
わ
が
国
に
迎
え
と

る
」
と
呼
び
か
け
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
絶
え
間
な
く
呼
び
続
け
ら
れ
て
い
る
。
被

救
済
者
と
し
て
の
迷
い
子
で
あ
る
私
は
、
阿
弥
陀
仏
の
そ
の
呼
び
か
け
の
声
、
願
成

就
の
救
済
の
聖
意
に
気
づ
く
と
、
気
づ
か
な
い
と
に
は
拘
ら
ず
、
そ
の
真
直
中
に
包

み
こ
ま
れ
、
被
救
済
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
被
救
済
者
と
い
う
表
現

は
、
救
済
者
に
よ
る
救
済
を
前
提
と
し
た
表
現
で
あ
る
か
ら
、
救
済
を
め
ぐ
る
能
所

の
関
係
は
、
救
済
者
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
の
願
成
就
の
聖
意
と
救
済
活
動
に
は
た
ら
く



中
に
成
立
す
る
。

阿
弥
陀
仏
信
何
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
主
軸
と
す
る
二
重
の
呼
応
関
係
の
上
に

成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
阿
弥
陀
仏
信
何
論
は
、
称
名
を
主
軸
と
す
る
二
重
の
呼
応

関
係
の
上
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
信
仰
上
の
具
体
的
な
種
々
相
を
解
明
す
る
に
あ

る

具
体
的
に
は
、

ま
ず
、
「
わ
が
名
を
称
え
よ
」
と
い
う
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
の
呼
ぴ

か
け
を
我
々
が
頂
戴
す
る
。
そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
御
名
を
呼
ぴ

奉
る
。
ま
た
心
の
中
で
「
ど
う
ぞ
、
こ
の
私
を
お
救
い
下
さ
い
」
と
、
阿
弥
陀
仏
に

呼
び
か
け
る
と
、

そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
阿
弥
陀
仏
が
救
い
の
手
を
差
し
の
べ
て

く
だ
さ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

阿
弥
陀
仏
信
仰
論
を
論
ず
る
に
は
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
に
生
き
た
人
の
言
行
を
資
料

〉」'し、

そ
れ
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。
法
然
上
人

(
1
1
3
3
1
1
2
1
2
)
』ま

口
称
念
仏
三
昧
発
得
と
い
う
体
験
者
で
あ
り
、
在
世
中
に

「源
空
は
す
で
に
得
た
る

心
地
に
て
念
仏
は
申
す
な
り
」
(「
つ
ね
に
仰
せ
ら
れ
け
る
御
調
」
第
二
十
三

・
『法

然
上
人
行
状
絵
図
』
第
二
十

一
巻
所
収
)

と
述
懐
さ
れ
、
「
い
け
ら
ば
念
仏
の
功
つ

j
u
nソ、

し
な
ば
浄
土
へ
ま
い
り
な
ん
。
と
て
も
か
く
て
も
、
此
身
に
は
思
ひ
わ

つ
ら

ふ
事
ぞ
な
き
と
思
ぬ
れ
ば
、

死
生
と
も
に
わ
づ
ら
ひ
な
し
」
(
「
同
上
」
第
二
十
七
)

と
い
う
心
境
に
達
せ
ら
れ
、
阿
弥
陀
の
信
仰
を
生
き
抜
か
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
上

人
の
言
行
こ
そ
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
論
ず
る
最
適
な
資
料
と
す
べ
き
で
あ
る
。

法
然
上
人
の
言
行
は
、

そ
の
遺
文
と
伝
記
の
上
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に

こ
の
遺
文
と
伝
記
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
新
古
の
層
が
あ
り
、
伝
承
の
過
程
に
お
い
て
修

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

飾
、
布
街
、
改
買
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

よ
ほ
ど
注
意
深
く
見
極
め
て
良
質

な
資
料
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
く
に
遺
文
に
は
漢
語
と
和
語
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
そ

の
な
か
和
歌
を
除
け
ば
、

ほ
と
ん
ど
、

ど
れ
一
つ
取
り
あ
げ
て
も
、
上
人
が
自
発
的

に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
他
の
需
め
に
応
じ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
。
こ
の
こ
と
は
、
上
人
が
自
身
の
宗
教
体
験
を
組
織
に
体
系
的
に
論
述
す
る
著

作
人
で
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
和
語
の
遺
文
に
は
消
息
、
問

答
、
法
語
と
い
う
類
が
あ
る
が
、

い
づ
れ
も
相
手
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

よ
人
は
ま
さ
に
対
機
説
法
の
人
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
考
え
て
み
る
に
、

上
人
は
自
身
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
客
観
的
に
論
述
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
自
発
的
に
い
く
つ
か
の
和
歌
を
遺
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
心

情
を
汲
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
信
仰
を
同
じ
く
す
る
道
俗
か
ら
の
問

い
に
答
え
て
い
る
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
信
何
に
対
す
る
幅
広
い
具
体
的
な
種
々
相
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、

ま
ず
第
1
章
に
お
い
て
は
中
国
浄
土
五
祖
の
信
仰
論

を
解
明
し
、
第
2
章
で
は
特
に
イ
ン
ド

・
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
浄
土
教
、
阿
弥
陀
仏

そ
の
も
の
へ
の
信
何
の
動
向
等
に
関
連
す
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
て
考
究
を
す
す
め

て
い
る
。

5 



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書

l
l

第

浄
土
教
列
祖
の
阿
弥
陀
仏
観

車早

曇
鷺
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

藤
堂
恭
俊

浄
土
教
思
想
は
、
仏
と
凡
夫
お
よ
び
そ
の
両
者
の
か
か
わ
り
の
上
に
成
立
す
る
。

そ
う
し
た
浄
土
教
の
仏
教
と
し
て
の
特
徴
を
、
思
想
史
的
視
野
に
立

っ
て
捉
え
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
曇
鴛
の
阿
弥
陀
仏
信
何
論
を
考
え
て
見
た
い
と
思
う
。

【

1
】
人
間
の
性
の
ま
ま

|
|
煩
悩

・
横
超

・
速
得
|
|

人
聞
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
結
使

・
煩
悩
を
、
人
間
の
性
と
し
て
一
律
平
等
に

具
有
し
て
い
る
。
し
か
る
に
仏
道
の
実
践
に
お
い
て
煩
悩
は
、
否
定
さ
れ
る
の
が
基

本
で
あ
る
。
浄
土
教
の
実
践
に
お
い
て
煩
悩
は
い
か
に
と
り
扱
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
。

て

有

ニ
凡
夫
煩
悩
成
就
一亦
得
レ
生
ニ
浄
土
二
ニ
界
繋
業
畢
寛
不
レ
牽
。
是
不
レ

6 

断
二
煩
悩
一得
一一浬
繋
分
↓
鷲
可
思
議
。

(『往
生
論
註
」
巻
下
)

二
、
彼
清
浄
仏
土
有
二
阿
弥
陀
如
来
無
上
賓
珠
↓
以
一一
無
量
荘
厳
功
徳
成
就
鳥
一

裏
投
下
之
於
所
一一
往
生

一者
心
水
山
口
宣
不
レ
能
下
転
一一
生
見
一為
無
生
智
上
乎。

『往
生
論
註
」
巻
下

三
、
彼
下
品
人
錐
レ
不
レ
知
一一
法
性
無
生
↓
但
以
下
称
一一仏
名
一カ
上
作
一一
往
生
意
一

願
レ
生
一一
浄
土
↓
彼
土
是
無
生
界
見
生
之
火
自
然
而
滅
。

『往
生
論
註
」
巻
下

四
、
若
得
レ往
一一
生
阿
弥
陀
浄
国
一裟
婆
五
道
一
時
頓
捨
。
故
名
-
横
裁
↓

(『安
楽
集
』
巻
下
)

五
、
若
論
-呆
生
垢
障
一難
一一実
欣
趣
↓
正
由
下
託
ニ
仏
願
一以
作
中
強
縁
上
致
レ
使
ニ

五
乗
斉
入
↓

(『観
経
疏
』
第
一
巻
)

六
、
往
生
浄
土
之
法
門
難
レ
未
レ
断
ニ
煩
悩
之
迷
↓
依
ニ
弥
陀
願
力
一生
ニ
極
楽
一者



永
離
二
三
界
一
出
二
六
道
生
死
↓
(
中
略
)
天
台
真
言
皆
難
レ
名
一一
頓
教
一断レ

惑
故
猶
是
漸
教
也
。
未
レ
断
ν
惑
出
ニ
過
三
界
之
長
迷
一故
以
此
教
事
一頓
中

之
頓
↓

(
「
無
量
寿
経
釈
』
)

左
記
の
一
か
ら
六
に
い
た
る
曇
鴛
、
道
縛
、
善
導
、
法
然
四
祖
師
の
釈
文
を
み
る

に
「
繋
業
」
、
「
生
見
」
、
「
不
知
法
性
無
生
」
、
「
五
道
」
、
「
垢
障
」
、
「
未
断
惑
」
と
い

う
よ
う
に
、
表
現
に
相
違
す
る
こ
と
ろ
が
あ
る
が
、

み
な
人
間
の
性
と
し
て
の
煩
悩

を
願
往
生
と
い
う
仏
道
の
上
に
許
容
し
、
あ
え
て
否
定
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
な
い

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
決
し
て
煩
悩
の
単
な
る
肯
定
、
監
充
を
意
味

し
な
い
。
そ
の
こ
と
を
具
体
的
に
一
に
お
い
て
は
「
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
得
れ
ば
繋

業
を
ひ
か
ず
」
と
言
い
、
三
に
お
い
て
は
「
見
生
の
火
自
然
に
減
す
」
、
四
に
お
い

て
は
「
五
道
一
時
に
頓
捨
す
」
と
言
い
、
ま
た
こ
に
お
い
て
は
「
生
の
見
を
転
じ
て

無
生
智
と
な
す
」
、
五
に
お
い
て
は
「
五
乗
斉
入
」
、
六
で
は
「
土
木
断
惑
と
雛
も
極
楽

に
生
ず
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
と
も
か
く
内
容
に
多
少
の
相
違
が
あ
っ
て
も
、
た
と

え
煩
悩
を
否
定
し
な
い
の
が
、
煩
悩
が
煩
悩
と
し
て
の
は
た
ら
き
を
し
な
い
こ
と

は
、
釈
文
に
共
通
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
煩
悩
を
し
て
煩
悩
の
は
た
ら
き
を
な
さ
し
め
な
い
の
は
、
一
、
三
、

四
の
場
合
は
浄
土
の
土
徳
、
土
用
で
あ
り
、
二
の
場
合
は
名
号
で
あ
り
、
五
と
六
の

場
合
は
念
仏
す
る
者
に
対
し
て
は
た
ら
く
阿
弥
陀
仏
の
願
力
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
浄
土
教
の
特
徴
を
四
に
お
い
て
は
「
横
裁
」
と
名
づ
け
、
六
に
お

い
て
は
「
頓
中
之
頓
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
「
横
」
は
「
竪
」
に
対
し
、

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第

章

塁
鴛
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

「
頓
」
は
「
漸
」
に
対
す
る
対
概
念
で
あ
る
。
こ
の
「
横
裁
」
、
「
頓
中
之
頓
」
と
し

て
捉

〔七〕え
、 ら

有れ
下 Z

P 昌
信土
方 教
便 の

塁掻
l_;!_ I乙
疾っ
至ぃ
町て
悟竜
越樹

致一
上 すて

竜規
曇
鷺
の

師
は

(『十
住
毘
婆
沙
論
」
巻
第
五
易
行
品

八
、
如
ν
是
修
二
五
念
門
行
一自
利
利
他
速
得
レ
成
ニ
就
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
↓

『往
生
論
』
長
行
)

九
、
言
三
速
得
ニ
阿
祷
多
羅
三
貌
三
菩
提
一是
得
-一
早
作
仏
一也。

(『往
生
論
註
』
巻
下

と
い
う
よ
う
に
、
「
疾
く
」
、
「
速
得
」
、
「
早
作
仏
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
仏
道
を
成
就
す
る
菩
薩
が
修
道
の
階
位
を
昇
進
す
る
よ
う
な
こ
と
な
く
し

て
、
「
阿
惟
越
致
」
や
「
阿
祷
多
羅
三
窺
三
菩
提
」
、
「
作
仏
」
を
成
就
す
る
か
ら

「す
み
や
か
」
と
内
容
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
天
親
菩
薩
は

見
一一彼
仏
一未
証
浄
心
菩
薩
畢
覚
得
ν
証
一一
平
等
法
身
一
与
ニ
浄
心
菩
薩
一与
ニ
上
地

菩
薩
一畢
寛
同
得
-一
寂
滅
平
等
↓

『往
生
論
』
長
行
)

と
、
「
常
倫
諸
地
の
行
を
超
出
す
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
受
け

た
曇
鴛
大
師
は

『無
量
寿
経
」
巻
上
に
説
く
、
法
蔵
菩
薩
の
第
二
十
二
必
至
補
処
の

願
を
踏
ま
え
て
、

案
ニ
此
(
無
量
寿
)
経
一推
一一
彼
国
菩
薩
一或
可
レ
不
下
従
二

地
一至
中一

一地
M

一一百
一一

十
地
階
次
一者
是
釈
迦
知
来
於
ニ
閤
浮
提
二

応
化
道
耳
。
他
方
浄
土
何
必
知
レ

此
。
五
種
不
思
議
中
仏
法
最
不
可
思
議
。
若
言
下
室
口
薩
必
従
二

地
一至
二

地
一

7 
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無
中
超
越
之
理
上
未
ニ
敢
詳
一也。

と
い
う
よ
う
に
、
あ
き
ら
か
に
「
超
越
之
理
」
を
も
っ
て
浄
土
教
の
特
徴
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。

【

2
】
因
果
応
報
と
信
仏
の
因
縁

|
|
難
行
自
力
と
易
行
他
力
|
|

次
に
一
二
三
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
掘
り
さ
げ
て
考
え
を
進
め
た
い
と
思
う
。
人
は

過
去
を
背
負
い
、
未
来
を
苧
み
な
が
ら
現
在
を
生
き
て
い
る
。
そ
の
核
を
な
す
の
が

業
で
あ
る
。
一
に
示
さ
れ
る
「
三
界
の
繋
業
」
の
最
た
る
者
で
あ
る
下
品
下
生
人
を

と
り
あ
げ
る
な
ら
ば
、
因
果
関
係
の
上
か
ら
当
然
堕
地
獄
必
定
の
造
罪
者
で
あ
る
。

こ
の
下
下
人
に
対
し
て
、

「観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
段
に
示
さ
れ
る

下
品
下
生
者
。
或
有
一一
衆
生
一作
一一
不
善
業
五
逆
十
悪
一具
一一
諸
不
善
↓
知
レ
是
愚

人
以
ニ
悪
業
一故
応
ド
堕

一悪
道
一経
二
歴
多
劫
一受
レ
苦
無
上
窮
。
如
レ
是
愚
人
臨
ニ

命
終
時
遇
下
善
知
識
種
種
安
慰
為
説
二
妙
法
一教
令
中
念
仏
M

此
人
苦
逼
不
連
念

仏
。
善
友
告
言
。
汝
若
不
レ
能
レ
念
者
応
レ
称
一一
無
量
寿
仏
↓
知
レ
是
至
心
令
-一
声

不
v
絶
具
一一
足
十
念
一称
二
南
無
阿
弥
陀
仏
↓
称
一一
仏
名
一故
於
一一
念
念
中
一徐
二
八

十
億
劫
生
死
之
罪
↓
命
終
之
時
見
下
金
蓮
華
猶
知
二
日
輪
一住
中
其
人
前
山
口
如
一二

念
頃
一即
得
レ
往
-盈
極
楽
世
界
↓

『観
無
量
寿
経
」
)

と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
令
声
不
絶
具
足
十
念
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
因
果
応
報
を
越
え
し
め
、
業
繋
か
ら
解
放
し
て
浄
土
の
人
た
ら
し
め

る
。
こ
の
こ
と
は
最
低
の
人
聞
を
視
野
の
な
か
に
入
れ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
曇
驚
大

8 

師
カT

易
行
道
者
謂
但
以
ニ
信
仏
因
縁
一願
レ
生
ニ
浄
土

一乗
ニ
仏
願
力
一使
得
レ
往
ニ
生
彼

清
浄
土
↓
仏
力
住
持
即
入
二
大
乗
正
定
取
県
↓

(『往
生
論
註
』
巻
上
)

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
信
仏
の
因
縁
」
を
も
っ
て
因
果
応
報
の
紳
を
打
ち
破

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
三
在
義
」
を
み
る
に

云
何
在
レ
心
。
彼
造
罪
人
自
依
-一
止
虚
妄
顛
倒
見
一生
。
此
十
念
者
依
ニ
善
知
識

方
便
安
慰
一間
ニ
実
相
法
一生。

一
実
一
虚
。
宣
得
二
相
比
↓
(
中
墨

云
何
在
レ縁
。
彼
造
罪
人
自
依
一一
止
虚
想
心
一依
一一
煩
悩
虚
妄
果
報
衆
生

一生
。
此

十
念
者
依
-斗
無
上
信
心
一依
ニ
阿
弥
陀
知
来
方
便
荘
厳
真
実
清
浄
無
量
功
徳
名

号
一生。

(
『
往
生
論
註
』
巻
上
)

と
い
う
よ
う
に
、
人
間
の
営
み
を
「
虚
妄
分
別
に
基
づ
き
、
煩
悩
虚
妄
の
果
報
の

衆
生
」
を
相
手
に
し
て
、
造
悪
を
か
さ
ね
る
と
指
摘
す
る
と
共
に
、

そ
れ
を
越
え
る

方
法
を
示
し
て
い
る
点
に
お
い
て
注
目
に
値
す
る
。

ま
た
二
に
示
さ
れ
る
往
生
を
願
う
「
生
の
見
」
の
「
見
」
は
、
竜
樹
菩
薩
が

『中

論
」
に
お
い
て
八
不
と
し
て
否
定
し
て
い
る

「見
」
で
あ
る
。
こ
の
「
見
」
を
具
体

的
に
八
不
と
し
て
示
し
た
竜
樹
菩
薩
は
七
に
お
い
て
、
「
信
方
便
を
も
っ
て
易
行
に

し
て
疾
く
阿
惟
越
致
に
至
る
者
あ
り
」
と
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
践
が
「
阿

惟
越
致
相
品
」
に



漸
漸
精
進
後
得
二
阿
惟
越
致
一者
。
今
可
二
解
説
↓
答
日
。
菩
薩
不
レ得
レ我
。
亦

不
ν
得
ニ
衆
生
↓
不
二
分
別
説
v
法
。
亦
不
ν
得
一一
菩
提
↓
不
二
以
ν
相
見
v
仏。

以
ニ此
五
功
徳
一得
下
名
ニ
大
菩
薩
↓
成
中
阿
惟
越
致
M

(『十
住
毘
婆
沙
論
」
巻
第
四
)

と
示
す
と
こ
ろ
の
漸
漸
精
進
の
菩
薩
が
実
践
す
る
人
法
二
空
の
具
体
的
実
践
と
し
て

の
「
五
功
徳
」
と
は
別
異
な
仏
道
実
践
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の

「
信
」
を
基
調
す
る
易
行
に
つ
い
て
、
竜
樹
笠
口
薩
は

阿
弥
陀
仏
本
願
知
レ
是
。
若
人
念
レ
我
称
レ
名
自
帰
即
入
ニ
必
定
一得
-一
阿
梼
多
羅

薮
三
笠
口
提
↓
是
故
常
応
一面
念
↓

(『十
住
毘
婆
沙
論
』
易
行
品
)

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
我
」
と
「
汝
」
と
い
う
人
格
的
関
係
の
上
に
成
立
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
注
目
に
値
す
る
。

つ
ま
り
「
信
」
を
能
取

・
所
取
の
関
係

を
離
れ
て
は
な
り
た
た
な
い
。

と
も
か
く
、
「
見
」
「
分
別
」
を
性
と
す
る
人
間
に
と
っ
て
、
人
法
二
空
の
具
体
的

実
践
で
あ
る
「
五
功
徳
」
は
、
能
取

・
所
取
の
関
係
の
上
に
仏
道
の
実
践
を
認
め
な

い
か
ら

「難
行
」
で
あ
り
、

「信
」
を
能
取

・
所
取
の
関
係
の
上
に
認
め
る
「
信
方

便
」
に
基
づ
く
実
践
は
「
易
行
」
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
に
竜
樹
仏
教

の
上
に
見
ら
れ
る
「
難
行
」
か
ら
「
易
行
」

へ
の
展
開
は

い
っ
た
い
何
を
意
図
し

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
仏
道
は
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
、

そ
の
門
戸
を
開
く
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
図
が
は
た
ら
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
法
然
上
人
の
言

葉
を
借
り
て
示
す
な
ら
ば

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

曇
雛
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

若
以
ニ
智
慧
高
才
一而
為
二
本
願
一者
愚
鈍
下
智
者
定
絶
一一
往
生
望
↓
然
智
慧
者
少

愚
疑
者
甚
多
。
(
『選
択
集
』
)

と
い
う
よ
う
に
、

そ
の
こ
こ
ろ
は
、
仏
道
の
実
践
を
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
平
等
に

な
き
し
め
る
た
め
に
「
難
」
を
捨
て
〉
「
易
」
を
開
顕
し
た
、

と
み
る
べ
き
で
あ

る
。
仏
道
は
人
法
二
空
の
実
践
に
堪
え
得
る
と
い
っ
た
特
定
の
人
の
た
め
に
あ
る
の

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
人
聞
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
具
え
て
い
る

性
で
あ
る
、
能
取

・
所
取
の
関
係
を
、
仏
道
実
践
の
上
に
認
め
た
の
が
「
信
方
便
」

に
基
づ
く
「
易
行
」
で
あ
る
か
ら
、
法
然
上
人
の
い
う
よ
う
に
「
諸
機
に
通
」
ず
る

か
、
否
か
こ
そ
、
難
易
を
分
別
せ
し
め
る
基
準
と
い
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
お
い
て

「行
」
そ
の
も
の
の
難
易
を
示
し
た
竜
樹
菩
薩
の
難
易
二
行
説

を
、
曇
鴛
大
師
は
時
代
、
社
会
に
対
す
る
、
す
る
ど
い
洞
察
に
基
づ
い
て
、

謹
案
竜
樹
菩
薩
十
住
毘
婆
沙
云
。
菩
薩
求
τ
阿
毘
政
致
一有
一一
二
種
道
。

者
難

行
道
二
者
易
行
道
。
難
行
者
謂
於
一
五
濁
之
世
一於
ニ
無
仏
之
時
一求
ニ
阿
毘
抜

致
一為
レ
難
。
此
難
乃
有
多
途
。
粗
言
一五

コ了

以
ニ
示
義
意
↓
(
中
略
)

五
者
唯

是
自
力
無
一一
他
力
持
イ

『往
生
論
註
』
巻
上
)

と
い
う
よ
う
に
、
現
在
を
「
五
濁
の
世
、
無
仏
の
時
」
と
捉
え
た
こ
と
は
、
仏
道
の

行
わ
れ
る
場
と
の
関
わ
り
を
持
た
せ
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
難
易
二
道
の
説

は
行
縁
と
い
う
新
局
面
を
ひ
ら
く
と
共
に

引
レ例
示

-自
力
他
力
相
↓
如
下
人
畏
-一
三
塗
一故
受
ニ
持
禁
戒
。
受

持
禁
戒
故

能
遊
中
四
天
下
回

如
レ
是
等
名
為
-一
自
力
↓
又
如
下
劣
夫
跨
レ
瞳
不
レ
上
従
一一
転
輪

9 
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王
行
一便
乗
ニ
虚
空
一遊
-面
天
下
一無
ν
所
ニ
障
擬
↓
如
是
-る
他
力
↓

「往
生
論
註
」
巻
下
)

と
あ
る
よ
う
に
自
他
二
力
説
を
樹
立
し
、
戒
定
慧
(
神
通
を
慧
に
含
め
る
)
を
「
自

カ
」
と
し
、
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
の
な
か
、

と
く
に
第
十
八
念
仏
往
生
の
願
、
第

十
一
住
正
定
衆
の
願
、
第
二
十
二
必
至
補
処
の
願
の
三
願
を
増
上
縁
と
す
る
こ
と
を

「
他
力
」
と
規
定
す
る
に
至
っ
た
。
曇
鴛
大
師
は
こ
の
よ
う
に
易
行
道
、
他
力
を
仏

道
実
践
の
上
に
、
難
行
道
、
自
力
と
別
異
な
仏
道
体
系
と
し
て
特
徴
づ
け
た
。
こ
の

こ
と
は
、
道
縛
に
さ
き
だ
っ
て
時
と
機
に
相
応
す
る
教
え
と
し
て
の
浄
土
教
を
、
中

国
社
会
の
上
に
確
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

【

3
】
願
心
荘
厳
の
世
界
と
二
種
法
身

外

浄
土
に
往
生
し
た
者
に
対
し
て
一
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
三
界
の
繋
業
を
牽
か
し
め

ず
、
ま
た
三
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
見
生
の
火
を
自
然
に
滅
せ
し
め
る
は
た
ら
き
を
持

つ
浄
土
に
つ
い
て
曇
鷲
大
師
は
、

仏
本
所
一ニ
以
起
こ
此
荘
厳
清
浄
功
徳
一者
。
見
ニ
三
界
一是
虚
偽
相
是
輪
転
相
是
無

窮
相
。
知
二
駅
媛
循
環
↓
如
一一
蚕
繭
自
縛
↓
哀
哉
衆
生
締
ニ
此
三
界
一顛
倒
不
浄
。

欲
下
置
ニ
衆
生
於
不
虚
偽
処
於
不
輪
転
処
於
不
無
窮
処
一得
中
畢
寛
安
楽
大
清
浄

処
凶
是
故
起
一七
此
清
浄
荘
厳
功
徳
↓

『往
生
論
註
」
巻
上

と
い
う
よ
う
に
、

三
界
に
し
ば
ら
れ
惑
業
苦
を
か
さ
ね
て
顛
倒
不
浄
な
る
人
聞
を
哀

れ
み
、
惑
業
苦
の
な
い
畢
寛
安
楽
大
清
浄
の
処
を
得
せ
し
め
る
救
い
の
場
と
し
て
捉

10 

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
浄
土
自
身
に
そ
な
え
る
救
済
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
事
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
作
願
門
釈
に
み
ら
れ
る

一
者
一
心
専
念
一一
阿
弥
陀
如
来
一願
レ
生
ニ
彼
土
↓
此
如
来
名
号
及
彼
国
土
名
号

能
止
二

切
悪
↓
二
者
彼
安
楽
土
過
三ニ
界
道
↓
若
人
亦
生
ニ
彼
国
一自
然
止
一一
身

口
意
悪
↓
三
者
阿
弥
陀
如
来
正
覚
住
持
力
自
然
止
下
求
ニ
声
聞
僻
支
仏
一心
M

此

ニ
一
種
止
従
ニ
如
来
如
実
功
徳
一生。

(『往
生
論
註
」
巻
下
)

と
い
う
三
止
を
一
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
持
つ
浄
土

lま

従
二
菩
薩
智
慧
清
浄
業
一起
荘
厳
仏
事
。
依
-一
法
性
一入
一一
清
浄
相
一。
是
法
不
-顧

倒
一不
ニ虚
偽
一名
為
二
真
実
功
徳
↓
云
何
不
二
顛
倒
一依
ニ
法
性
一順
ニ
二
諦
一故。

云
何
不
ニ虚
偽
摂
一衆
生
入
一一
畢
寛
浄
一故。

(『往
生
論
註
』
巻
上
)

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
法
性
に
よ
っ
て
二
諦
に
順
じ
、

し
か
も
衆
生
を
摂
め
と

っ
て
畢
寛
浄
に
入
ら
し
め
る
仏
の
自
内
証
に
基
づ
く
外
用
を
具
え
た
世
界
で
あ
る
。

天
親
菩
薩
は
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を

彼
無
量
寿
仏
国
土
荘
厳
第
一
義
諦
妙
境
界
相
。

(『往
生
論
」
長
行
)

と
捉
え
、
ま
た
、

そ
の
妙
境
界
相
を
三
種
荘
厳
功
徳
成
就
相
(
国
土
荘
厳
十
七
種
、

仏
荘
厳
八
種
、
菩
薩
荘
厳
四
種
。
計
二
十
九
種
相
)

と
明
示
す
る
と
と
も
に



向
説
観
察
荘
厳
仏
土
功
徳
成
就
。
荘
厳
仏
功
徳
成
就
。
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
就
。

此
三
種
成
就
願
心
荘
厳
。
応
知
墨
説
ニ
入
一
法
句
故
。

一
法
句
者
謂
清
浄
句
。

清
浄
句
者
謂
真
実
智
慧
無
為
法
身
故
。

(『往
生
論
」
長
行
)

と
い
〉
フ
よ
う
に
、

そ
れ
ら
三
種
荘
厳
功
徳
成
就
の
相
を

「願
心
に
よ
り
て
荘
厳
せ
ら

れ
た
り
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

論
目
。
最
清
浄
自
在
唯
識
為
ν
相
。
釈
目
。
菩
薩
及
如
来
唯
識
智
。
無
功
用
故

清
浄
。
離
ニ
切
障
一無
退
無
失
故
言
-一
自
在
↓
此
唯
識
智
為
一一
浄
土
体
一故
。
不
上

以
一一
苦
諦
一為
長
体
。
此
句
明
ニ
果
円
浄
↓

(
真
諦
訳

『摂
大
乗
論
」
釈

巻
第
十
五
釈
智
差
別
勝
相
)

と
示
さ
れ
る
か
の
十
八
円
浄
説
に
お
け
る
唯
識
智
を
体
と
す
る
浄
土
と
峻
別
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
所
謂
転
識
得
智
の
境
界
と
、

一
切
の
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
を
根
本

願
望
と
し
て
建
立
さ
れ
た
願
心
荘
厳
の
浄
土
と
の
相
異
は
、
顕
著
で
あ
る
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
天
親
菩
薩
は
、
三
種
荘
厳
功
徳
成
就
の
相
を

一
法
句
に
収
ま

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
法
句
と
は
真
実
智
慧
無
為
法
身
と
い
う
阿
弥

陀
仏
の
自
内
証
、

い
わ
ゆ
る
理
智
不
二
を
指
し
、

三
種
荘
厳
功
徳
成
就
の
相
は
そ
の

外
相
と
し
て
捉
え
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。

曇
鷲
大
師
は
こ
の
よ
う
に
天
親
菩
薩
の
浄
土
観
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

よ
り
一
層
具

体
的
、
積
極
的
に
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
の
特
徴
を
打
ち
出
す
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
す

な
わ
ち出

レ有
市
有
日
レ
徴
。
出
レ有
者
謂
出
二
三
有
↓
而
有
者
謂
一浄
土
有
一也
。

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

曇
鷺
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第

一
章

(『往
生
論
註
』
巻
上
)

と
、
「
有
を
出
て
、
而
も
有
」
と
浄
土
を
捉
え
て
い
る
こ
と
は
、

か
の
竜
樹
菩
薩
が

若
十
方
国
土
及
諸
仏
。
不
レ
空
者
空
為
レ有
レ
偏
。
有
レ
偏
名
-一
有
空
不
空
処
↓
今

実
不
偏
故
一
切
法
相
空
。

(『大
智
度
詳
細
』
巻
大
九
十
四
)

と
指
摘
し
た
有
空
、
不
空
と
い
う
偏
の
な
い

一
切
法
相
は
空
を
、
積
極
的
に
表
現
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、

「心
行
処
滅
。
言
語
道
断
」
(
『大
智
度
論
」
巻
第

一一
)
や
、
「
心
行
言
語
断
」
(『中
論
』
巻
第
三
、
観
法
品
)

と
い
う
よ
う
に
、
行
の

範
腐
を
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
積
極
的
、
肯
定
的
に
表
現
し
な
か
っ
た
究
極
の
世

界
を
、

「第

一
義
諦
妙
境
界
相
」、
す
な
わ
ち
三
有
を
越
え
た
有
の
世
界
と
し
て
積
極

的
に
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
を
し
て
浄
土
を
欣
慕
し
、
願
生
の

心
を
か
り
た
て
る
上
に
大
い
に
役
立
つ
わ
り
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
浄
土
が

冷
暖
自
知
的
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
世
界
と
し
て
在
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
に
浄
土

の
実
在
と
阿
弥
陀
仏
の
救
済
の
聖
意
を
、
如
何
に
し
て
も
伝
え
得
な
い
か
ら
で
あ

る

さ
ら
に
曇
鴛
大
師
は

観
-一
彼
浄
土
荘
厳
功
徳
成
就
↓
明
下
彼
浄
土
是
阿
弥
陀
如
来
清
浄
本
願
無
生
之

生
。
非
長
如
二
三
有
虚
妄
生
↓

(『往
生
論
註
』
巻
下
)

と
い
う
よ
う
に
、
荘
厳
功
徳
成
就
の
相
を
、
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
本
願
無
生
の
生
と
捉

え
て
い
る
。

い
う
と
こ
ろ
の
清
浄
と
言
い
、
無
生
と
い
う
表
現
は
、
阿
弥
陀
仏
の
自

11 
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内
証
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

い
う
と
こ
ろ
の

本
願
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は

。
応
レ
知
下
此
三
種
荘
厳
成
就
。
由
三
本
四
十
八
願
等
清
浄
願
心
之
所
一一
荘
厳
↓

因
浄
故
果
浄
。
非
中
無
因
他
国
有
上
也。

(『往
生
論
註
」
巻
下

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
法
蔵
菩
薩
が
因
位
に
お
い
て
、

お
こ
し
た
四
十
八
と
お

り
の
本
願
を
成
就
し
た
阿
弥
陀
仏
の
境
界
で
あ
る
三
種
荘
厳
功
徳
成
就
の
相
は
、
も

と
す
べ
て
の
人
を
救
済
す
る
願
心
の
成
就
し
た
世
界
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
自
内
証

に
対
し
て
外
用
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
自
内
証
と
し
て
の
無
生
と

外
用
と
し
て
の
荘
厳
功
徳
成
就
相
は
、
広
略
相
入
を
示
現
す
る
と
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち

。
上
国
土
荘
厳
十
七
句
。
如
来
荘
厳
八
句
。
菩
薩
荘
厳
四
句
為
レ
広
。
入

法
句
為
ν
略
。
何
故
示
ニ
現
広
略
相
入
4

請
仏
菩
薩
有
一三

種
法
身
一。

一
者
法

性
法
身
。
二
者
方
便
法
身
。
由
一法
性
法
身
一生
ニ
方
便
法
身
↓
由
ニ
方
便
法
身

出
一一
法
性
法
身
↓
此
二
法
身
異
而
不
レ
可
レ
分。

一
而
不
レ
可
レ
問
。
是
故
広
略
相

入
統
以
一一
法
名
↓
若
菩
薩
不
レ
知
一一
広
略
相
入
一則
不
レ能
て
自
利
利
他
↓

『
往
生
論
註
』
巻
下

と
い
う
の
が

そ
の
文
で
あ
る
。

こ
の
な
か
、
曇
驚
大
師
の
い
う
広
略
相
入
の

「略
」
と
は
、
天
親
菩
薩
の
い
う
と

こ
ろ
の
入
一
法
句
を
指
し
、
こ
れ
に
対
す
る
三
種
荘
厳
功
徳
成
就
相
を
「
広
」
と
命

名
し
、
広
略
と
い
う
対
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

一
法
句
と
三
種
荘
厳
功
徳

成
就
相
と
の
関
係
を
明
白
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
曇
鴛
大
師
の
二
種
法

12 

身
説
こ
そ
、
こ
の
両
者
の
関
係
を
あ
き
ら
か
に
し
た
妙
釈
と
い
っ
て
過
言
で
は
な

ぃ
。
略
と
規
定
さ
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
理
智
冥
合
、

つ
ま
り
自
内
証
と
し
て
の
法
性
法

身
が
、
人
間
の
世
界
に
向
か
っ
て
打
ち
た
て
た
荘
厳
功
徳
成
就
相
を
方
便
法
身
と
名

づ
け
、

そ
の
方
便
法
身
と
し
て
の
荘
厳
功
徳
成
就
の
相
は
、
願
生
者
を
そ
の
中
に
包

み
こ
み
、
救
い
取
り
、
法
性
法
身
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
自
内
証
を
さ
と
ら
し
め
る
働

き
を
す
る
。

つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
は
、
内
な
る
自
内
証
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な

く
、
外
に
向
か
っ
て
救
い
の
は
た
ら
き
を
な
す
と
共
に
、

そ
の
救
い
の
は
た
ら
き
は

願
生
者
を
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
自
内
証
を
さ
と
ら
し
め
ず
に
は
お
か
な
い
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
種
法
身
の
説
は
、
阿
弥
陀
仏
の
衆
生
救
済
の
願
心
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

【

4
】
念
称

・
名
号
観

・
第
十
八
願
釈

願
生
す
る
念
仏
者
に
は
た
ら
く
阿
弥
陀
仏
の
願
力
に
つ
い
て
は
、

『往
生
論
註
」

の
開
巻
努
頭
の
二
道
二
力
説
に
よ
る
と
、
第
十
八
、
十
一
の
二
願
を
暗
示
し
、

さ
ら

に
巻
末
の

「利
行
満
足
」
に
お
い
て

凡
是
生
-一
彼
浄
土
一及
彼
菩
薩
人
天
所
起
諸
行
。
皆
縁
一一
阿
弥
陀
如
来
本
願
力
一

故
。
何
以
言
レ
之
。
若
非
一一
仏
力
一四
十
八
願
便
是
徒
設
。

と
指
摘
し
、
第
十
八
、
十
て

二
十
二
の
三
願
の
願
文
を
列
挙
し
、
「
仏
願
力
に
縁

る
が
故
に
」
十
今
年
必
仏
を
も
っ
て
、

す
な
わ
ち
往
生
を
得
、
正
定
衆
に
住
す
、
常
倫

諸
地
の
行
を
超
出
し
、
現
前
に
普
賢
の
徳
を
修
習
す
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
本
願



カ
の
主
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
も
ま
た

安
楽
浄
土
是
無
生
忍
菩
薩
浄
業
所
レ
起
。
阿
弥
陀
如
来
法
王
所
領
。
阿
弥
陀
如

来
為
一一
増
上
縁
↓

(
『
往
生
論
註
』
巻
下
)

と
い
う
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
増
上
縁
の
は
た
ら
く
世
界
で
あ
る
と
言
い
き
っ
て
い

る
。
い
う
と
こ
ろ
の
増
上
縁
と
は
、
「
他
力
為
増
上
縁
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

他
力
と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
開
巻
壁
頭
に
示
さ
れ
る
「
信
仏
因
縁
」

の
縁
は
仏
願
力
で
あ
り
、

か
の
仏
願
力
を
信
じ
て
憶
念
称
名
す
る
願
生
の
因
に
呼
応

し
て
は
た
ら
く
増
上
縁
を
、
仏
願
力
と
捉
え
て
い
る
。

こ
の
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
増
上
縁
と
し
て
受
け
と
る
に
は
い
か
に
す
れ
ば
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
曇
鷲
大
師
は

『往
生
論
註
』
巻
上
に
八
番
か
ら
な
る
問
答
を
設

け
、
そ
の
な
か
で
『
無
量
寿
経
」
巻
上
に
説
く
第
十
八
願
と
、
「
観
無
量
寿
経
」
下

品
下
生
段
に
説
く
と
こ
ろ
を
比
較
し
て
、
「
唯
除
五
逆
誹
誘
正
法
」
と
「
五
逆
十
悪
」

と
い
う
罪
を
つ
く
る
者
が
、

ど
ち
ら
も
往
生
す
る
と
い
う
内
容
上
の
相
違
の
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
問
答
を
と
お
し
て
曇
驚
大
師
は
、
第
十
八
願
文
の
「
乃
至
十
念
」
の
十
念

を
、
下
下
品
所
説
の
「
令
声
不
絶
具
足
十
念
称
南
無
無
量
寿
仏
」
と
受
け
と
っ
た
こ

と
は
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
偉
大
な
業
績
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
本

願
の
十
念
は
南
無
無
量
寿
仏
と
声
に
だ
し
て
十
念
具
足
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し

か
し
声
と
念
と
に
つ
い
て
法
然
上
人
が
、
「
声
是
念
。
念
即
是
声
。
其
意
明
矢
」

(『選
択
集
』
第
三
章
私
釈
段
)
と
言
い
き
っ
た
よ
う
に
は
熟
し
て
い
な
い
。
す
な
わ

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

属
一
一
議
鵬
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

ち
曇
鴛
大
師
は

云
レ
念
者
不
レ
取
一一
此
時
節
一也
。
但
言
ν
億
二
念
阿
弥
陀
仏
↓
若
総
相
若
別
相
随
レ

所
ニ
観
縁
一心
無
二
他
想
一十
念
相
続
名
為
二
十
念
↓
但
称
二
名
号
一亦
復
如
レ是。

『往
生
論
註
』
巻
上
)

と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
念
は
憶
念
で
あ
り
、
声
は
下
下
口
聞
の
説
か
ら
す
る
な
ら
ば

憶
念
で
き
な
い
者
に
対
し
て
、
念
の
代
行
と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
き

ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
憶
念
す
る
の
は
阿
弥
陀
仏
の
総
相
、
別
相
い
づ
れ
に
し
て
も

そ
の
一
一
の
相
を
観
縁
し
つ
つ
憶
念
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

か
な
ら
ず
し
も
阿
弥

陀
仏
の
名
号
を
称
え
な
が
ら
観
縁
す
る
の
で
は
な
い
。

曇
驚
大
師
は
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
つ
い
て
名
体
不
離
の
考
え
を
示
し
て

問
日
。
名
為
法
指
如
一
一指
指
F

月
。
若
称
二
仏
名
号
一便
得
レ
満
レ
願
者
指
レ
月
之

指
応
一一
能
破
F

闇
。
若
指
レ
月
之
指
不
レ
能
レ
破
ν
闇
。
称
一一
仏
名
号
一亦
何
能
満
ν

願
耶
。
答
日
。
諸
法
万
差
不
レ
可
二
一
概
↓
有
一一
名
即
v
法
。
有
名
異
v
法
。
名

即
レ
法
者
諸
仏
菩
藍
名
号
。
般
若
波
羅
蜜
及
陀
羅
尼
章
句
禁
呪
音
辞
等
是
也
。

『往
生
論
』
巻
下

と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
「
名
の
法
に
即
す
る
」
と
は
、

ま
さ
に
名
体
不
離
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
名
体
不
離
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
仏
名
号
の
内
容
に
つ

い
て

阿
弥
陀
如
来
方
便
荘
厳
真
実
清
浄
無
量
功
徳
名
号
。

「往
生
論
註
」
巻
上

と
、
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
、

「方
便
荘
厳
」
と
い
う
の
は
阿
弥
陀
仏
の
外
用

13 
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の
功
徳
を
指
し
、
「
真
実
清
浄
」
と
い
う
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
自
内
証
の
功
徳
を
指

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
は
そ
の
仏
の
自

内
証
と
外
用
と
の
双
方
の
功
徳
を
具
有
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
名
号
観

は

如
来
是
実
相
身
。
是
為
物
身
。

『往
生
論
註
』
巻
下
)

と
い
う
曇
驚
大
師
の
仏
身
論
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
こ

と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
曇
驚
大
師
の
名
号
観
は

名
号
是
万
徳
之
所
レ
帰
也
。
然
則
弥
陀
一
仏
所
有
四
智
三
身
十
力
四
無
畏
等
一

切
内
証
功
徳
。
相
好
光
明
説
法
利
生
等
一
切
外
用
功
徳
。
皆
悉
摂
一一
在
阿
弥
陀

仏
名
号
之
中
一放
。
彼
名
号
功
徳
最
為
レ
勝。

と
い
う
法
然
上
人
の
名
号
観
の
さ
き
が
け
を
な
す
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
た

だ
し
、
法
然
上
人
は
、
名
号
に
勝
、
易
の
二
義
を
見
い
だ
し
た
が
、
曇
驚
大
師
は
名

号
の
勝
義
を
打
ち
た
て
た
が
、
易
義
を
十
分
に
実
の
ら
せ
て
い
な
い
。
と
は
い
っ
て

も
、
天
親
菩
薩
が
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
す
べ
て
の
衆
生
を
救
済
す
る
本
願
の
聖
意
を
、

人
間
に
向
か
っ
て
近
づ
け
示
し
た
三
種
荘
厳
功
徳
成
就
相
よ
り
も
、
な
お
一
層
人
間

に
近
づ
け
て
し
め
し
た
の
が
曇
鷲
大
師
の
名
号
観
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

ぅ
。
な
お
、
第
十
八
願
文
の
「
乃
至
十
念
」
に
つ
い
て
曇
鷺
大
師
は
、
た
だ
十
念
を

下
下
品
の
経
説
を
踏
ま
え
て
捉
え
た
が
、
「
乃
至
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
な

、A

コ
'-a宝
、

・
刀
て
ナ
九
・
カ

よ
う
や
く
道
縛
禅
師
に
至
っ
て
、
「
乃
至
」
を
含
め
て
十
念
を
捉
え
る

に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち

『安
楽
集
』
巻
下
の
第
七
大
門
に
お
い
て
、
裟
婆
と
浄
土

に
於
け
る
「
此
彼
の
修
道
に
功
を
用
い
る
軽
重
、
報
い
を
獲
る
真
偽
を
あ
か
す
」
な

14 

か
で
、
『
無
量
寿
経
」
巻
下
の
「
横
裁
五
悪
趣
自
然
閉
昇
道
」
を
解
釈
し
た
直
後
に

若
能
作
意
廻
願
向
レ
西
。
上
尽
二

形
一下
至
ニ
十
念
一無
レ
不
一一
皆
往
↓

一
到
一一
彼

国
一即
入
一孟
定
衆
↓
与
-一
此
修
レ道
一
万
劫
一斉
レ功
也
。

と
指
摘
す
る
に
い
た
っ
た
。

つ
ま
り
「
乃
至
」
を
「
従
多
向
少
」
の
義
と
し
て
解
釈

し
た
の
は
、
道
縛
禅
師
を
も
っ
て
矯
矢
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
善
導
大
師
の

「
乃
至
十
念
」
の
妙
釈
は
、
師
匠
道
縛
禅
師
が
示
さ
れ
た
妙
釈
を
継
承
さ
れ
た
と
い

っ
て
過
言
で
は
な
い
。

【

5
】
仏

・
凡
の
人
格
的
な
呼
応
関
係

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
、
『
往
生
論
註
」
巻
上
の
清
浄
功
徳
成
就
偶
の
釈
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
惑
業
苦
に
苛
ま
れ
る
人
間
に
、
畢
寛
安
楽
大
清
浄
の
処
を
得
せ
し
め
る

世
界
で
あ
り
、

ま
た
、
同
じ
く
巻
下
の
作
願
門
釈
に
み
ら
れ
る
三
止
義
の
よ
う
に
、

願
生
者
の
一
切
の
悪
を
止
め
る
世
界
で
あ
り
、
往
生
人
の
身
口
意
三
業
の
悪
と
二
乗

を
求
め
る
心
と
を
自
然
に
止
め
る
世
界
で
あ
る
。

つ
ま
り
浄
土
に
具
わ
る
は
た
ら
き

は
、
す
べ
て
救
わ
れ
る
べ
き
衆
生
に
か
か
わ
る
清
浄
化
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も

と
よ
り
浄
土
の
主
は
仏
で
あ
る
か
ら
、
浄
土
に
具
わ
る
清
浄
化
の
は
た
ら
き
は
、
仏

自
身
の
慈
悲

・
本
願
に
基
づ
く
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
ら
ば
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲

・
本

願
は
、

一
人
ひ
と
り
の
人
間
に
い
か
に
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
の
三
止
義
の

第
二
義
に
は
、
「
も
し
人
ま
た
、

か
の
国
に
生
ず
れ
ば
自
然
に
身
口
意
の
悪
を
止
む
」

と
指
摘
し
て
い
る
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
、
人
間
の
い
か
な
る
身
口



意
の
悪
業
を
、
い
か
に
清
浄
化
す
る
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
『
往
生
論
註
」
巻
下
に
示
さ
れ
る
仏
荘
厳
功
徳
成
就
備
の
第
二
、
三
、
四
偶

の
釈
に
注
目
し
た
い
。
長
文
で
は
あ
る
が
全
文
を
揚
げ
る
こ
と
に
す
る
。

凡
夫
衆
生
以
一
一身
口
意
三
業
造
v
罪
輪
-一
転
三
界
一無
レ
有
二
窮
己
↓
是
故
諸
仏
菩

薩
荘
ニ
厳
身
口
意
三
業
一用
治
二
衆
生
虚
証
三
業
一也。

云
何
用
治
一一
衆
生
↓
以
ニ
身
見
一故
受
二
三
塗
身
卑
賎
身
醜
柄
身
八
難
身
流
転
身
↓

如
レ
是
等
衆
生
見
二
阿
弥
陀
如
来
相
好
光
明
身
一者
。
如
レ
上
種
種
身
業
繋
縛
皆

得
ニ
解
脱
一入
ニ
如
来
家
一畢
寛
得
ニ
平
等
身
業
↓

衆
生
以
僑
慢
故
誹
一一
詩
正
法
一鍛
皆
一一
聖
賢
賢
掲
-一
庫
尊
長
↓
尊
者
父
也
。
長
者

有
徳
之
人
及
兄
党
也
。
如
是
之
人
応
レ
受
ニ
抜
舌
苦
痛
痘
苦
言
教
不
行
苦
無
名

聞
苦
↓
如
レ
是
等
種
種
諸
苦
衆
生
聞
一一
阿
弥
陀
知
来
至
徳
名
号
説
法
音
声
↓
如
レ

上
種
種
口
業
繋
縛
皆
得
一解
脱
一入一
一如
来
家
一
畢
寛
得
一
一平
等
口
業
イ

衆
生
以
一一
邪
見
一故
心
生
二
分
別
↓
若
有
若
無
。
若
非
若
是
。
若
好
若
醜
。
若
善

若
悪
。
若
彼
若
此
。
有
レ
如
是
等
種
種
分
別
。
故
長
治
二
三
有
一受
一一
種
一
種
分
別

苦
取
捨
苦
長
寝
二
大
夜
一無
ν
有
二
出
期
↓
是
衆
生
若
遇
ニ
阿
弥
陀
如
来
平
等
光

照
↓
若
聞
二
阿
弥
陀
如
来
平
等
意
業
↓
是
等
衆
生
如
ν
上
種
種
意
業
繋
縛
皆
得
ニ

解
脱
一入
一一
如
来
家
一畢
寛
得
三
平
等
意
業
↓

こ
の
よ
う
に
、
人
聞
が
み
ず
か
ら
の
身
口
意
の
三
業
の
上
に
あ
ら
わ
す
身
見
、
僑

慢
、
分
別
の
は
た
ら
き
に
対
し
て
、
阿
弥
陀
仏
は
相
好
光
明
身
と
い
う
身
業
、
至
徳

の
名
号

・
説
法
音
声
と
い
う
口
業
、
平
等
光
照
と
い
う
意
業
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の

繋
縛
か
ら
解
脱
せ
し
め
如
来
の
家
に
入
ら
し
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
巻
上
に
お
け

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

豊
鴛
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第
一
章

る
該
当
箇
所
の
釈
と
関
係
さ
せ
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
身
業
は
凡
夫
人

の
心
に
出
世
間
無
漏
の
諸
法
を
生
ぜ
し
め
、

口
業
は
無
生
法
忍
を
得
せ
し
め
、
意
業

は
無
分
別
の
心
を
得
せ
し
め
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
も
か
く
、
阿
弥
陀
仏
が
み
ず

か
ら
の
身
口
意
の
三
業
を
荘
厳
さ
れ
る
の
は

一
つ
に
か
か
っ
て
人
聞
に
そ
な
わ
る

身
口
意
三
業
の
汚
染
を
除
く
た
め
で
あ
る
、

と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
は
人
格
的
な
対
応
を
と
お
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。こ

の
阿
弥
陀
仏
の
上
に
認
め
ら
れ
る
人
格
的
対
応
は
、
善
導
大
師
に
よ
っ
て
さ
ら

に
仏
凡
の
人
格
的
呼
応
関
係
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち

『観
経
疏
」
定

善
義
の
第
九
真
身
観
文
の
妙
釈
の
な
か
に

問
日
。
備
修
-一
衆
行
一
但
能
廻
向
皆
得
ニ
往
生
↓
何
以
仏
光
普
照
唯
摂
ニ
念
仏
者
一

有
二
何
意
一也。

答
日
。
此
有
三
義
。

一
明
一一
親
縁
↓
衆
生
起
レ
行
日
常
称
レ
仏
仏
即
聞
レ
之
。
身

常
礼
ニ
敬
仏
一仏
即
見
ν
之
。
心
常
念
レ
仏
仏
即
知
レ
之
。
衆
生
億
二
念
仏
一者
仏
亦

憶
-一
念
衆
生
↓
彼
此
三
業
不
ニ
相
捨
離
↓
故
名
一一
親
縁
↓

二
明
二
近
縁
↓
衆
生

願
レ
見
レ
仏
仏
即
応
レ
念
現
一一
在
目
前
↓
故
名
一一
近
縁
一。
三
明
ニ
増
上
縁
↓
衆
生

称
念
即
除
ニ
多
劫
罪
↓
命
欲
レ終
時
仏
与
一一
聖
衆
一自
来
迎
接
。
諸
邪
業
繋
無
ニ
能

磁
一者
。
故
名
ニ
増
上
縁
↓

と
、
三
縁
義
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
な
か
第
一
の
親
縁
は
、
凡
夫
人
が
身
口
意
の
三

業
の
上
に
礼
敬
、
称
名
、
念
仏
す
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
こ
れ
を
見
、
問
、
知
さ
れ
る

か
ら
、
仏
凡
の
三
業
が
一
に
か
さ
な
り
あ
っ
て
、
離
捨
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
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る
。
ま
た
第
二
の
近
縁
は
、
阿
弥
陀
仏
を
見
た
て
ま
つ
り
た
い
と
い
う
願
い
を
も
っ

て
念
称
す
れ
ば
、

そ
の
念
称
に
応
じ
て
阿
弥
陀
仏
は
そ
の
人
の
目
前
に
現
在
し
給

ぃ
、
さ
ら
に
第
三
の
増
上
縁
は
、
命
終
の
時
に
称
念
す
れ
ば
阿
弥
陀
仏
は
聖
衆
と
共

に
そ
の
人
の
前
に
来
た
り
迎
接
し
給
う
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
邪
業
繋
の
障
擬
な
く
往
生

の
素
懐
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
義
は
共
通
し
て
、
願
生
者

の
称
念
と
い
う
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
阿
弥
陀
仏
は
見
聞
知
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の

総
身
を
現
じ
給
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
凡
夫
人
の
呼
び
か
け
を
前
提
し
、

そ
の
呼
び

か
け
に
応
じ
る
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
を
明
確
に
し
て
い
る
。
し
か
し
よ
く
考
え
る

な
ら
ば無

量
寿
経
云
。
法
蔵
比
丘
在
-一
世
鵠
王
仏
所
一
行
一
一菩
薩
道
一時
。
発
-一
四
十
八

願
二
一

願
言
。
若
我
得
レ
仏
十
方
衆
生
称
一一
我
名
号
一願
レ
生
一一
我
国
一下
至
二
十

念
一若
不
レ
生
者
不
レ
取
τ
正
覚
↓
今
既
成
仏
即
是
酬
因
之
身
也
。

(『観
経
疏
」
玄
義
分
)

と
善
導
大
師
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
わ
が
名
号
を
称
え
よ
」
と
は
、
阿
弥
陀

仏
が
一
切
の
衆
生
に
対
し
て
の
呼
び
か
け
で
あ
り
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
願
生

者
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
三
縁
義
に
み
ら
れ
る
仏
凡
の
呼
応
関
係
は
、
こ
の
四
十
八
願
釈
に
み

ら
れ
る
仏
凡
の
呼
応
関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
救
い
主
、
阿
弥
陀
仏

と
願
生
者
で
あ
る
凡
夫
人
の
聞
に
は
、
称
名
念
仏
を
と
お
し
て
仏
を
基
点
と
す
る
人

格
的
呼
応
関
係
と
、
願
生
者
を
起
点
と
す
る
人
格
的
呼
応
関
係
の
あ
る
こ
と
を
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
然
上
人
は

『御
誓
言
の
書
」
と
い
わ
れ
る

「一

枚
起
請

文
」
を、

「
た

r
一
向
に
念
仏
す
ぺ
し
」
と
結
ん
で
い
る
。

い
う
と
こ
ろ
の
称
名
念
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る
の
で
あ
る
。

仏
信
仰
の
内
容
は
、
こ
の
よ
う
な
仏
凡
二
重
の
人
格
的
呼
応
関
係
の
上
に
見
出
さ
れ



道
紳
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

ー
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
仏
・
凡
の

呼
応
関
係
に
つ
い
て
|

阿
川
文
正

本
論
で
は
「
道
縛
の
阿
弥
陀
仏
信
何
論
」
と
い
う
テ

l
マ
で
、
道
紳
の

『安
楽

集
」
に
お
い
て
「
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
と
の
関
係
」
が
ど
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
、

『安
楽
集
』
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る
「
仏

・
凡
の
呼
応

関
係
」
と
言
わ
れ
る
関
係
が
成
立
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
及
を

試
み
た
い
。

一
、
道
縛
の
伝
記
と
教
学
背
景
か
ら
考
え
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
と
の
関
係

道
紳

『安
楽
集
』
に
見
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
に

際
し
、

ま
ず
道
紳
の
伝
記
と
教
学
背
景
か
ら
考
え
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
と
の
関

係
に
つ
い
て
論
考
を
試
み
た
い
。

道
締
伝
の
基
本
資
料
と
し
て
道
宣
編

『続
高
僧
伝
』
巻
第
二
十
と
迦
才

『浄
土

論
」
巻
下
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
迦
才
「
浄
土
論
』
巻
下
所
説
の
道

紳
伝
を
提
示
し
た
い
。

沙
門
道
紳
法
師
は
、
亦
た
是
れ
井
州
晋
陽
の
人
な
り
。
乃
ち
是
れ
前
の
高
徳
大

鷲
法
師
の
三
世
己
下
の
懸
孫
の
弟
子
な
り
。
『
浬
繋
経
」

一
部
を
講
ず
。
毎
常

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

道
悼
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

に
鷺
法
師
の
知
徳
高
速
な
る
こ
と
を
讃
嘆
し
、
自
ら
云
は
く
、
「
相
ひ
去
る
こ

と
千
里
に
し
て
懸
殊
な
り
。
尚
を
講
説
を
捨
て
て
浄
土
の
業
を
修
す
。
己
に
往

生
を
見
る
。
況
や
、
我
れ
小
子
の
知
る
所
、
解
す
所
、
何
ぞ
多
と
為
し
、
此
れ

を
将
て
徳
と
為
す
に
足
ら
ん
や
。
」
大
業
五
年
従
り
己
来
、
即
ち
講
説
を
捨
て

て
浄
土
の
行
を
修
し
、

一
向
に
専
ら
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
礼
拝
供
養
し
相
続
し

て
間
無
し
。
貞
観
よ
り
己
来
、
有
縁
を
開
悟
せ
ん
が
為
に
、
時
時

『無
量
寿
観

経

一
巻
を
敷
演
し
、
井
土
の
晋
陽
、
太
原
、
波
水
の
三
県
の
道
俗
七
歳
以
上

を
示
誇
し
、
並
び
に
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と
を
解
す
。
上
精
進
の
者
は
、
小
豆

を
用
ひ
て
数
と
為
し
て
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と
、

八
十
石
、
或
い
は
九
十
石
を

得
。
中
精
進
の
者
は
五
十
石
を
念
ず
。
下
精
進
の
者
は
二
十
石
を
念
ず
。
諸
の

有
縁
を
教
え
て
、
各
の
西
方
に
向
ひ
て
沸
唾
、
便
利
せ
し
め
ず
。
西
方
に
背
き

て
坐
臥
せ
し
め
ず
。
『
安
楽
集
」
両
巻
を
撰
し
て
世
に
行
わ
る
る
を
見
る
。
去

る
貞
観
十
九
年
、
歳
次
乙
巳
、

四
月
の
二
十
四
日
に
悉
く
道
俗
と
与
に
別
れ
を

取
る
。
三
県
の
内
の
門
徒
別
れ
に
就
く
。
前
後
絶
え
ず
し
て
、
数
を
記
す
べ
き

こ
と
難
し
。
二
十
七
日
に
至
り
て
、
玄
中
寺
に
於
い
て
寿
終
す
。
時
に
白
雲
西

方
従
り
来
た
れ
る
有
り
。
変
じ
て
三
道
の
白
光
と
為
る
。
自
一房
の
中
に
於
い
て

徹
照
し
て
通
り
過
ぐ
。
終
詑
り
て
乃
ち
減
す
。
後
に
墳
陵
に
焼
く
時
、
亦
た
五

色
の
光
な
る
三
道
有
り
て
、
空
中
に
於
い
て
現
ず
。
月
輪
を
映
し
て
繰
る
。
続

り
詑
り
て
乃
ち
止
む
。
復
た
紫
雲
有
り
て
三
度
陵
の
上
に
於
い
て
現
ず
。
終
わ

り
に
遣
れ
る
弟
子
は
同
じ
く
期
の
瑞
を
見
る
。

若
し
経
に
准
じ
て
断
ず
れ
ば
、
並
び
に
是
れ
諸
仏
の
慈
、
善
根
力
、
能
く
衆
生
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浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

を
し
て
此
の
如
き
事
を
見
せ
し
む
。
又
、

「華
厳
経
』
の
備
の
説
に
准
ず
る
に
、

又
、
光
明
を
放
つ
を
見
仏
と
名
づ
く
。
此
の
光
、
命
終
の
者
を
覚
悟
せ
し
む
。

念
仏
三
昧
は
必
ず
仏
を
見
る
。
命
終
の
後
に
仏
前
に
生
ず
。

以
上
が
道
縛
の
伝
記
に
お
い
て
第
一
次
的
な
資
料
で
あ
る
迦
才

『浄
土
論
」
巻
下

所
説
の
道
縛
伝
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
道
縛
が

『浬
繋
経
』
か
ら

『観
経
」
に
移
行
し

た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
道
宣
編

『続
高
僧
伝
』
記
載
の
道
縛
伝
で
は
、
こ
の
移
行
の

聞
に
、
道
紳
が
慧
積
教
団
に
身
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
縛
の
修
学
背
景
を
考
え
る
と
、
道
縛
は
以
前
に
慧
積
教
団
で
空
理
の
実

践
を
学
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
道
紳
当
時
に
は
慧
積
教
団
を
中
心
に
、
無
相
の
修
行

が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
状
況
を

「安
楽
集
』
の
第
二
大
門
で

は
「
大
乗
の
無
相
の
妄
執
を
破
す
」
と
い
う
一
段
を
提
示
し
、
無
相
へ
の
妄
執
を
断

ち
往
生
浄
土
の
教
え
を
勧
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
顕
著
な
一
例
を
道
宣
編

『続

高
僧
伝
」
の
慧
積
門
下
の
智
満
伝
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

沙
門
道
紳
と
い
う
者
あ
り
。
夙
く
弘
誓
あ
り
。
友
と
し
て
敬
い
奉
る
に
よ

っ

て
、
満
を
仏
嚇
し
て
日
は
く
、
「
法
に
は
消
滅
あ
り
、
道
に
は
機
縁
あ
り
。
相
を

観
ず
る
は
そ
の
門
に
入
り
や
す
く
、
空
を
渉
る
は
頗
る
そ
の
位
を
限
る
。
願
は

く
は
、
所
説
に
随
っ
て
、
道
を
進
み
、
期
す
る
こ
と
あ
れ
。
」
満
す
な
わ
ち
肝

衡
し
て
告
げ
て
日
は
く
、
「
積
年
の
誠
業
、
葉
は
く
は
こ
こ
に
弘
く
持
ち
、
縁

虚
し
く
し
て
相
無
く
縁
す
べ
し
。
実
を
引
け
ば
、
何
ぞ
引
く
と
こ
ろ
有
る
や
。

宣
に
一
期
の
要
法
を
以
て
累
劫
に
埋
も
れ
ん
や
。
幸
わ
く
は
早
々
に
相
辞
し
て

妄
識
の
塵
な
か
ら
し
め
よ
。
悼
す
な
わ
ち
退
く
。

こ
こ
で
は
有
相
の
行
を
修
す
る
こ
と
の
容
易
さ
と
、
空
理
を
修
行
す
る
こ
と
の
困
難
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さ
を
比
較
し
、
帰
浄
を
勧
め
、
道
縛
は
空
理
を
体
得
し
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
て
も

念
仏
行
を
勧
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
道
縛
自
身
の
伝
記
及
び
そ
の
周
囲
の
逸
話
か
ら
伺
う
と
、
道
縛
の
浄

土
教
帰
入
の
過
程
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、

『浬
繋
経
』
の
研
究
及
び
講

説
、
慧
噴
教
団
へ
の
入
門
、
そ
し
て
浄
土
教
へ
の
帰
入
と
い
う
伝
歴
は
、
同
時
に
道

紳
の
内
面
の
経
緯
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、

『浬
繋
経
」
の
研
究
及
び
講

説
は
、
当
時
に
お
い
て
隆
盛
で
あ
っ
た
仏
性
研
究
に
道
縛
が
関
心
を
有
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
道
紳
の
ご
切
衆
生
が
有
し
て
い
る
成
仏
の
可

能
性
」
に
対
す
る
論
理
的
な
理
解
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
一
切
衆
生
が
有

し
て
い
る
成
仏
の
可
能
性
」
に
対
す
る
論
理
的
な
理
解
の
延
長
線
上
に
お
い
て
、
実

践
面
に
お
け
る
「
一
切
衆
生
が
有
し
て
い
る
成
仏
の
可
能
性
」
へ
の
追
求
が
慧
積
教

団
へ
の
入
門
に
お
い
て
慧
嘆
に
付
き
阿
蘭
若
法
を
修
習
し
空
理
の
実
践
か
ら
伺
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
道
紳
は
大
乗
仏
教
が
有
し
て
い
る
所
の
「
一
切

衆
生
の
成
仏
に
対
す
る
論
理
的
な
可
能
性
と
実
践
論
的
な
不
可
能
性
」
と
を
認
知
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

「
一
切
衆
生
の
成
仏
に
対
す
る
論
理
的

な
可
能
性
と
実
践
論
的
な
不
可
能
性
」
を
確
信
し
た
道
縛
は
、
現
世
に
お
け
る
成
仏

と
成
仏
を
目
的
と
し
た
種
々
の
実
践
方
法
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を

自
覚
し
、
こ
こ
に
現
世
に
お
い
て
衆
生
が
実
際
に
実
践
可
能
で
あ
り
、

か
つ
現
世
の

衆
生
に
お
い
て
実
際
に
論
理
的
に
も
実
践
的
に
も
成
仏
が
可
能
な
る
法
門
と
し
て
浄

土
教
を
見
出
し
、
自
身
及
び
末
世
衆
生
の
救
済
を
阿
弥
陀
仏
に
求
め
て
い
る
の
で
あ



る
。
こ
こ
に
道
縛
の
主
体
的
な
視
座
、
即
ち
道
縛
自
身
の
「
往
生
浄
土
の
主
体
と
し

て
の
自
己
」
と
い
う
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
こ
の
「
往
生
浄

土
の
主
体
と
し
て
の
自
己
」
と
い
う
意
識
を
可
能
と
さ
せ
し
め
る
「
阿
弥
陀
仏
の
現

前
的
存
立
」
を
道
紳
の
内
面
中
に
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
言
う
「
往
生
浄
土

の
主
体
と
し
て
の
自
己
と
し
て
の
意
識
」
と
「
阿
弥
陀
仏
の
現
前
的
存
立
」
と
は
、

『安
楽
集
」
巻
上
第
一
大
門
及
び
第
二
大
門
所
説
の
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
仏
土
論
と
菩

提
心
の
問
題
で
あ
り
、
道
縛
は
内
面
の
経
緯
の
結
果
と
し
て
見
出
し
た
浄
土
教
に
お

い
て
、

『安
楽
集
』
に
お
て
「
自
己
の
あ
り
ょ
う
」
と
「
自
己
を
救
い
た
ま
う
阿
弥

陀
仏
」
と
を
論
理
的
に
確
固
な
る
も
の
に
し
た
と
推
察
す
る
。

二
、
道
縛
の
教
化
内
容

で
は
、
道
縛
は
門
下
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
教
化
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
以
下
、
道
縛
門
下
の
整
理
を
通
じ
て
道
悼
の
周
囲
の
状
況
を
考
察
し
て
み
た

ぃ
。
こ
こ
で
は

① 

道
宣

『続
高
僧
伝
』

② 

迦
才

『浄
土
論
』

③ 

文
稔

・
少
康

『瑞
応
伝
」

④ 

真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『浄
土
往
生
伝
」

⑤ 

金
沢
文
庫
本

『漢
家
類
聴
衆
往
生
伝
」

以
上
の
資
料
を
使
用
し
、
道
縛
門
下
に
関
す
る
資
料
を
抽
出
し
て
い
こ
う
と
思
う。

道
宣

『続
高
僧
伝
』
で
は
、
道
縛
関
係
の
記
事
と
し
て
、
道
撫
及
び
善
導
の
二
名
の

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第

一
章

道
縛
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論 伝

記
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
撫
伝
(
『続
高
僧
伝
』
巻
第
二
十
所
収
「
道
紳
伝
」
付
伝
)

沙
門
道
撫
名
勝
之
僧
。
京
寺
弘
福
逃
レ
名
往
赴
。
既
達
玄
中
同
ニ
其
行

業
」
宣
通
浄
土
所
在
蒲
増
。

今
有
一一情
夫
一
口
侍
-一
掻
論
J

惟
心
不
レ念
縁
境
又
語
。
用
レ
此
招
ν
生
恐
難
一一

‘
，
晶
司
4
4
0

副
部
明
訓
刑
H

一

善
導
伝
(
『続
高
僧
伝
』
巻
第
二
十
七
所
収
「
曾
通
伝
」
付
伝
)

近
有
一一
山
僧
善
導
者
J

周
二遊
賓
寓
一求
ニ
訪
道
津
J

行
至
ニ
西
河
一遇
二
道
縛

部
一惟
行
一一
念
悌
菊
陀
浄
業
」
既
入
二
京
師
一康
行
一一
此
化
」

こ
の
両
者
の
伝
記
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
両
者
共
に
生
存
中
に
作
成
さ
れ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
道
縛
門
下
と
い
う
設
定
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

迦
才

『浄
土
論
』
に
は
道
紳
門
下
の
記
事
が
複
数
記
載
さ
れ
て
お
り
、
特
に
貞
観

年
間
の
記
事
の
八
件
に
関
し
て
は
、

い
ず
れ
も
道
悼
と
の
関
係
が
伺
わ
れ
る
。
こ
こ

で
道
縛
と
関
与
す
る
人
物
と
し
て

① 

僧
術
法
師
(
比
丘
僧

・
第
五
伝
)

② 

尼
大
明
月

・
尼
小
明
月
(
比
丘
尼

・
第
四
伝
)

盲
目
の
老
婆
(
優
婆
夷

・
第
三
伝
)

婦
女
表
婆
(
優
婆
夷

・
第
四
伝
)

婦
女
銚
婆
(
優
婆
夷

・
第
五
伝
)

③ ④ ⑤ 

以
上
の
五
名
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
五
名
の
記
事
か
ら
道
縛
の
教
化
対
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1

象
が
広
く
「
四
衆
」
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
道
縛
の
教
化
内
容
が

『観
経
」
の
講
説
を
通
じ
て
念
仏
実
践
を
説
示
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
記
事
は
い
ず
れ
も
出
典
が
未
詳
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
迦
才
が
直
接
に
見

聞
し
た
で
あ
ろ
う
事
例
を
迦
才
自
身
が
記
事
と
し
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

『往
生
西
方
浄
土
瑞
廃
耐
伝
」
(
以
下
、
『
瑞
感
伝
」
と
略
称
)
に
は

善
導
禅
師
(
第
十
二
)

①
 

② 

第
十-~ 
三日第
)十

付(
伝5

東
都
英
法
師

③ 

術
法
師

④ 

女 女 女 惰 尼
弟弟弟朝大
子 子 子 恒 明
銚表梁州月
婆(氏人
(第~ ~尼
第四第第小
四十{四 三(明
十( 四~十( 七5 月
五!2~三lf)(
~ ~第

十(
六~

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

以
上
の
八
名
を
道
紳
門
下
と
し
て
説
示
し
て
い
る
。
こ
の
『
瑞
慮
伝
」
は
、
恐
ら
く

道
宜

『続
高
僧
伝
」
及
び
迦
才

『浄
土
論
」
を
典
擦
と
し
た
可
能
性
が
高
く
、
術
法

師
伝
(
第
十
三
)
・
尼
大
明
月
伝
及
び
尼
小
明
月
(
第
二
十
六
)
・
女
弟
子
梁
氏
伝

(
第
四
十
三
)
・
女
弟
子
委
伝
(
第
四
十
四
)
・
女
弟
子
挑
婆
伝
(
第
四
十
五
)

関

し
て
は
、
迦
才

『浄
土
論
」
を
典
擦
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
、
善

導
禅
師
伝
(
第
十
一
己

・
東
都
英
法
師
伝
(
第
十
二
付
伝
)
・
惰
朝
恒
州
人
伝
(
第
三

七
)
に
関
し
て
は
、

『瑞
膝
伝
」
編
纂
当
時
に
存
在
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
何
ら

か
の
資
料
に
依
拠
し
説
示
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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善
導
禅
師
伝
(
第
十
二
)
に
は
、
善
導
と
道
紳
と
が
直
接
の
師
弟
関
係
に
あ
る
こ

と
を
説
示
し
、
道
紳
伝
中
に
は
後
日
「
道
縛
三
罪
」
と
い
わ
れ
る
内
容
を
提
示
し
て

い
る
。
こ
の
「
瑞
感
伝
」
説
示
の
「
道
紳
三
罪
」
は
現
時
点
で
は
初
出
で
あ
り

『瑞

膝
伝
」
の
編
纂
者
で
あ
る
文
誌
と
少
康
と
が
善
導
の
事
績
を
讃
歎
す
る
た
め
に
何
ら

か
の
資
料
に
よ
っ
て
挿
入
し
た
内
容
で
は
な
か
ろ
う
か
。

東
都
英
法
師
伝
(
第
十
二
付
伝
)

で
は
、
英
法
師
が
道
紳
の
道
場
に
入
室
し
念
仏

昧
を
実
践
し
た
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。

前
法
師
伝
(
第
十
三
)

は
、
お
そ
ら
く
迦
才

『浄
土
論
』
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ

り
、
道
紳
の

『観
経
」
講
説
に
遭
遇
し
て
以
後
念
仏
三
昧
を
実
践
し
奇
瑞
を
得
た
こ

と
を
説
示
し
て
い
る
。

尼
大
明
月
伝

・
尼
小
明
月
伝
(
第
二
十
六
)
も
、

お
そ
ら
く
迦
才

『浄
土
論
」
に

依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
臨
終
時
の
奇
瑞
を
説
示
し
て
い
る
。

階
朝
恒
州
人
(
第
三
七
)

は
、
迦
才

『浄
土
論
」
に
は
み
ら
れ
な
い
記
事
で
あ

り
、
時
代
的
に
多
少
問
題
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
小
豆
念
仏
の
実
践
を
道
紳
の
教

化
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
物
も
道
縛
の
一
教
化
対
象
と
し
て
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

女
弟
子
梁
氏
伝
(
第
四
十
三
)
、
女
弟
子
裳
伝
(
第
四
十
四
)
、
女
弟
子
桃
婆
伝

(
第
四
十
五
)
も
、

お
そ
ら
く
迦
才

『浄
土
論
』
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
道
紳

の
講
説
に
値
遇
し
て
以
後
念
仏
を
実
践
し
奇
瑞
を
得
た
こ
と
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

『瑞
態
伝
』
は
道
縛
門
下
に
関
し
て
は
多
分
に
迦
才

『浄
土
論
』
の



影
響
下
に
お
い
て
そ
の
記
事
を
収
録
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
迦
才

『浄
土

論
』
と
そ
の
視
点
を
大
き
く
異
と
す
る
点
は
、
両
者
の
道
縛
に
対
す
る
取
り
扱
い
で

あ
ろ
う
。
迦
才

『浄
土
論
」
に
お
い
て
道
紳
を
「
師
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
『瑞
阪
地
伝
』
で
は
「
道
縛
三
罪
」
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
お

そ
ら
く
道
紳
か
ら
直
接
浄
土
教
の
教
え
を
受
け
た
迦
才
と
、
善
導
に
対
す
る
讃
歎
が

盛
ん
で
あ
っ
た
時
代
に
活
躍
し
た
少
康
と
の
時
代
的
な
差
異
に
起
因
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
」
に
は
、

道
生
(
第
五
伝
)

道
闇
(
第
六
伝
)

道
諒
(
第
十
五
伝
)

道
昇
(
第
二
十

一
伝
)

道
嘩
(
第
二
十
二
伝
)

善
豊
(
第
五
十
六
伝
)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

以
上
の
六
名
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
生
(
第
五
伝
)

で
は
、
道
生
が
道
縛
門
下
に
な
り
一
日
一『
浬
繋
経
』
の
講
説
を

聞
き
理
解
を
深
め
る
が
、
人
生
の
無
常
を
感
じ

「浬
般
市
経
』
の
講
説
を
捨
て
て
浄
土

行
を
実
践
し
、
念
仏
三
昧
を
修
し
た
こ
と
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。

道
闇
(
第
六
伝
)

で
は
、
道
紳
入
滅
後
に
道
闘
が
玄
中
寺
に
赴
き
、
道
縛
門
下
に

迎
え
入
れ
ら
れ
道
縛
の
墳
墓
を
回
線
し
、
奇
瑞
を
得
た
こ
と
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
こ
の
道
聞
に
関
し
て
は

『観
無
量
寿
経
疏
』
と

い
う
著
作
が
断
簡
な
が
ら
現
存

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第

一
章

道
悼
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論 し

、
恵
谷
隆
戒
氏
に
よ
っ
て

『安
養
集
」
や

『伝
通
記
』
を
も
と
に
復
元
が
行
わ
れ

て
い
る
。

道
諒
(
第
十
五
伝
)

で
は
、
道
諒
が
道
縛
と
会
見
し
、
自
己
の
禅
定
力
で
は
三
界

を
離
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
道
紳
か
ら
濁
悪
末
世
に
お
い
て

西
方
極
楽
の
行
の
み
が
成
就
し
や
す
く
、
無
量
寿
国
の
み
が
往
生
し
や
す
い
浄
土
と

し
て
説
示
を
受
け
て

『無
量
寿
経
」
と

『観
経
』
を
伝
授
さ
れ
て
以
後
、
昼
夜
に
浄

業
を
持
ち
自
ら
四
巻
の
注
釈
書
を
撰
述
し
た
こ
と
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。

道
昇
(
第
二
十

一
伝
)

で
は
、
出
家
後
道
縛
に
師
事
し

『観
経
』
を
受
け
、
華
座

観
を
実
践
し
臨
終
時
に
奇
瑞
を
受
け
た
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。

道
瞭
(
第
二
十
二
伝
)

で
は
、
道
障
が
玄
中
寺
に
お
い
て
道
縛
に
師
事
し
、

『観

経
』
の
講
説
を
受
け
、

日
想
観
以
下
を
実
践
し
よ
う
と
し
た
が
、
凡
夫
の
心
の
放
に

定
心
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
ず
高
声
念
仏
を
実
践
し
次
第
に
観
察
を
進
め
、

つ

い
に
は
見
仏
を
体
験
し
、
そ
の
こ
と
に
対
し
道
紳
が
往
生
の
授
記
を
与
え
た
こ
と
が

説
示
さ
れ
て
い
る
。

善
豊
(
第
五
十
六
伝
)

で
は
、

善
豊
が
道
縛
の

『観
経
」
講
説
に
あ
い
白
蓮
観
の

実
践
を
十
年
間
行
い
、
奇
瑞
を
感
得
し
た
こ
と
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の

部
分
の
記
事
が
仮
に
乱
丁
等
な
く
説
示
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
善
豊
の
入
滅

は
元
和
十
二
年

(
8
1
7
)
と
い
う
こ
と
に
な
り
道
悼
の
生
存
時
期
と
大
き
く
異
な

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類
衆
往
生
伝
』
に
お

い
て
も
同
様
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め

一
概
に
乱
丁
等
と
は
言
い
難
い
が
、
記
事
の

内
容
か
ら
見
て
本
論
で
は

一
応
道
紳
門
下
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。
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以
上
の
六
名
の
記
事
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
資
料
性
か
ら

考
え
て
決
し
て
好
資
料
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
』
お
よ
び
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類
衆
往
生
伝
』
に
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
道
紳
門
下
に
関
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
以
上
、
こ
れ
ら
両
者
が
典
拠
と

し
た
非
濁
の
著
作
が
今
日
流
布
し
て
い
な
い
な
ん
ら
か
の
資
料
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら

の
伝
記
を
編
纂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
現
時
点
に
お
い
て
非
濁
が
具
体
的

に
典
拠
と
し
た
で
あ
ろ
う
典
籍
の
存
在
は
詳
ら
か
で
は
な
く
、

お
そ
ら
く
非
濁
と
い

う
人
物
が
活
躍
し
た
十
一
世
紀
半
ば
に
お
い
て
何
ら
か
の
形
で
流
布
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
資
料
に
基
づ
い
て
非
濁
が
こ
れ
ら
道
紳
門
下
に
関
す
る
伝
記
を
編
纂
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
察
さ
れ
る
。

金
沢
文
庫
本

『漢
家
類
衆
往
生
伝
」
で
は
、
道
縛
の
門
下
と
し
て

道
闇
(
第
六
伝
)

道
穂
(
第
二
十
伝
)

道
障
(
第
三
十
伝
)

善
豊
(
第
三
十
五
伝
)

① ② ③ ④ 

以
上
の
四
名
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
道
紳
門
下
に
関
す
る
伝
記
は

い
ず
れ
も
真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
」
と
同
様
の
内
容
で
あ
り
、
両
者
が

同
一
の
資
料
に
基
づ
い
て
別
々
に
編
纂
さ
れ
た
典
籍
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。こ

こ
ま
で
の
整
理
か
ら
諸
伝
記
載
の
道
紳
門
下
と
し
て
以
下
の
十
五
名
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

① 

善(道(
導~ 撫~
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② ③ 

東僧
都街
英法(
法(師笠
師さ

④ ⑤ 

尼
大
明
月

・
尼
小
明
月

盲
目
の
老
婆

婦
女
蓑
婆

婦
女
銚
婆

惰
朝
恒
州
人

道
生

道
聞

道
穂

道
昇

道
障

善
豊

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑪ 

こ
れ
ら
十
五
名
に
関
し
て
そ
の
記
載
資
料
を

【道
宣

『続
高
僧
伝
』
】
系
統

・【
迦
才

⑮ 

『浄
土
論
」
お
よ
び

『瑞
態
伝
』
】
系
統

・【
真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
』

お
よ
び
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類
衆
往
生
伝
」
】
系
統
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
三
系
統
は
お
そ
ら
く
そ
の
情
報
入
手
経
路
が
各
々
異
な
る
が
、
こ
れ
ら
の

資
料
を
概
観
す
る
と
、
道
締
の
教
化
内
容
は
あ
く
ま
で
も

『観
経
」
に
依
拠
し
、
念

仏
三
昧
の
実
践
を
勧
示
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
道
宣

「続
高
僧



伝
』
巻
第
二
十
所
説
の
道
紳
伝
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
道
宣
が
入
手

し
た
道
紳
に
関
す
る
情
報
が
正
確
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

そ
の
入
手
経
路
が
道
縛

に
関
与
す
る
人
物
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
察
す
る
こ
と
が
で
き

る

こ
こ
ま
で
の
内
容
か
ら
道
縛
の
門
下
に
つ
い
て
整
理
を
行
う
な
ら
ば
、
上
記
に
見

る
こ
と
が
で
き
た
十
五
名
は
、

お
そ
ら
く
は
道
縛
門
下
の
氷
山
の
一
角
で
あ
り
、

だ
多
数
の
道
紳
門
下
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
十
五
名
は
何
ら
か
の
形
で
彼
ら

が
体
験
し
た
奇
瑞
内
容
が
文
章
と
し
て
残
り
後
世
に
伝
承
さ
れ
た
結
果
と
し
て
諸
伝

に
収
録
さ
れ
、
今
日
そ
の
存
在
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
こ
の
十
五
名
以
外
に

も
多
数
の
善
男
子
善
女
人
が
道
悼
の
室
に
入
り
、
道
紳
の

『観
経
」
講
説
と
念
仏
三

昧
実
践
の
勧
示
を
受
け
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
自
己
の
も
の
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

「安
楽
集
」
で
は

『観
経
」
に
関
し
て
、

『安

楽
集
」
巻
下
第
五
大
門
「
問
答
施
釈
」
に
お
い
て
、
「
問
う
て
日
く
、
既
に
浄
土
に

生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
此
の
寿
の
尽
く
る
に
随
い
て
、
即
ち
往
生
を
得
と
言
う
は
、

聖
教
の
証
、
有
り
や
否
や
。
」
と
い
う
発
問
に
対
し
て
、
六
経
典
を
経
証
と
し
て

『観
経
」
を
引
用
し
、
「
二
に
は
観
経
に
依
る
に
、
九
品
の
内
に
皆
な
言
わ
く
、
臨
終

正
念
に
し
て
即
ち
往
生
を
得
と
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
、
先
述
の
浄
影
の

『観
経
」
注
釈
に
代
表
さ
れ
る
、
道
紳
以
前
の

『観
経
』
理
解
に
は
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
内
容
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
道
紳
は
九
品
一
々
の
願
生
者
は
臨
終
正
念
に
お
い

て
往
生
が
可
能
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
生
因
に
関
し
て
は
、

『安
楽
集
」
巻
下
第

四
大
門
に
お
い
て
「
念
仏
三
昧
の
修
習
実
践
」
を
勧
示
し
て
い
る
。
道
宣
は
こ
の
こ

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

道
悼
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第
一
章

と
を
評
し
て
道
縛
伝
に
お
い
て
「
西
行
康
流
斯
其
人
失
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
時
に

こ
の
十
五
名
に
代
表
さ
れ
る
道
縛
の
教
化
と
は
、
『安
楽
集
」
に
お
い
て
顕
著
に
説

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
道
縛
自
身
の
阿
弥
陀
仏
信
何
に
於
け
る
自
内
証
を
表
現
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
説
示
内
容
は
決
し
て
虚
言
や
机
上
の
空
論
な
ど
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
道
縛
自
身
が
自
己
の
阿
弥
陀
仏
信
何
を
実
際
の
も
の
と
し
た
上
で
、
末

ま

代
の
衆
生
に
対
し
て
念
仏
三
昧
の
修
習
実
践
を
説
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
道
縛
門
下
と
は
「
道
紳
が
自
己
の
阿
弥
陀
仏
信
何
を
具
体
的

に
説
示
し
た
際
に
、

そ
の
場
に
あ
っ
て
道
縛
の
講
説
を
受
け
、
念
仏
三
昧
を
修
習
実

践
し
た
人
々
」
で
あ
り
、

そ
の
人
数
も
多
数
の
善
男
子

・
善
女
人
が
推
定
さ
れ
、
当

時
に
お
い
て
一
大
集
団
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
道
紳
は
自
己
の
信
仰
の
実
際
を
一
般
大
衆
に
講
説
し
、
同
時
に
そ
の

内
容
を
教
義
的
に
体
系
化
し
た
も
の
が

『安
楽
集
」
と
い
う
形
に
な
っ
て
顕
現
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
体
系
化
の
根
底
に
は
、
常
に
、
先
述
の
「
自
己
の
あ
り
よ

う
」
と
「
自
己
を
救
い
た
ま
う
阿
弥
陀
仏
」
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

、
「安
楽
集
』
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
に
関
す
る
説
示

で
は
、

『安
楽
集
」
に
お
い
て
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
が
説
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『安
楽
集
」
は
仏
身
論
に
つ
い
て
、

『安
楽
集
』回
目
頭
の
第

一
大
門
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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問
日
今
現
在
阿
弥
陀
仏
是
何
身
極
楽
園
是
何
土

答
日
現
在
弥
陀
是
報
仏
極
楽
宝
荘
厳
国
是
報
土

然
古
旧
相
伝
皆
云
阿
弥
陀
仏
是
化
身
土
亦
是
化
土
此
為
大
失
也

若
爾
者
糠
土
亦
化
身
所
居
浄
土
亦
化
身
所
居
者
未
審
如
来
報
身
更
依
何
土
也

今
依
大
乗
向
性
経
排
定
報
化
浄
綴
者
経
云
浄
土
中
成
仏
者
悉
是
報
身
被
土
中
成

仏
者
悉
是
化
身

彼
経
云
阿
弥
陀
知
来
連
華
開
敷
星
王
知
来
龍
主
王
如
来
宝
徳
如
来
等
諸
如
来
清

浄
仏
剃
現
得
道
者
当
得
道
者
如
是
一
切
皆
是
報
身
仏
也
伺
者
如
来
化
身
由
如
今

日
踊
歩
健
如
来
魔
恐
怖
如
来
知
是
等
一
切
知
来
稼
濁
世
中
現
成
仏
者
当
成
仏
者

従
兜
率
下
乃
至
住
持
一
切
正
法

一
切
像
法
一
切
末
法
如
是
化
事
皆
是
化
身
仏
也

何
者
如
来
法
身
如
来
真
法
身
者
無
色
無
形
無
現
無
著
不
可
見
無
言
説
無
住
処
無

生
無
滅
是
名
真
法
身
義
也
。

問
ふ
て
日
は
く
、
今
現
在
の
阿
弥
陀
仏
は
是
れ
何
れ
の
身
ぞ
や
。
極
楽
の
国

は
是
れ
何
れ
の
土
ぞ
や
。

答
へ
て
日
は
く
、
現
在
の
弥
陀
は
是
れ
報
仏
な
り
。
極
楽
宝
荘
厳
国
は
是
れ
報

土
な
り
。
然
る
に
、
古
旧
相
ひ
伝
へ
て
皆
な
云
は
く
、
阿
弥
陀
仏
は
是
れ
化
身

な
り
。
土
は
亦
た
是
れ
化
土
な
り
と
。
此
れ
大
い
な
る
失
と
為
す
也
。

若
し
爾
ら
ば
、
被
土
も
亦
た
化
身
の
所
居
な
り
。
浄
土
も
亦
た
化
身
の
所
居
な

ら
ば
未
審
し
。
如
来
の
報
身
は
更
に
何
れ
の
土
に
依
る
や
。

今、

『大
乗
向
性
経
』
に
依
り
て
報
化
浄
機
を
緋
定
せ
ば
、

「経
」
に
云
は
く
浄

土
の
中
に
成
仏
す
る
は
悉
く
是
れ
報
身
な
り
。
検
土
の
中
に
成
仏
す
る
は
悉
く

是
れ
化
身
な
り
。
」
と
。
彼
の
経
に
云
は
く
、
「
阿
弥
陀
如
来
・
蓮
華
開
敷
星
王
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如
来

・
龍
主
王
如
来

・
宝
徳
如
来
等
の
諸
の
如
来
の
、
清
浄
仏
剃
に
し
て
現
に

道
を
得
た
ま
え
る
者
、
当
に
道
を
得
た
ま
は
ん
者
、
是
く
の
如
き
一
切
は
、
皆

な
是
れ
報
身
仏
也
。
何
者
か
知
来
の
化
身
な
る
。
由
し
、
今
日
の
踊
歩
健
如

来

・
魔
恐
怖
如
来
の
知
し
。
是
く
の
如
き
等
の
一
切
知
来
、
被
濁
世
の
中
に
現

に
成
仏
し
た
ま
え
る
者
、
当
に
成
仏
し
た
ま
は
ん
者
、
兜
率
よ
り
下
り
、
乃

至

一
切
の
正
法

・
一
切
の
像
法

・
一
切
の
末
法
を
住
持
し
た
ま
え
る
、
是
く

の
如
き
の
化
事
は
皆
な
是
れ
化
身
仏
也
。
何
れ
の
者
を
か
如
来
の
法
身
な
る

ゃ
。
如
来
の
真
法
身
と
は
、
無
色

・
無
形

・
無
現

・
無
著
に
し
て
、
不
可
見

・

無
言
説

・
無
住
処

・
無
生

・
無
滅

・
是
れ
を
真
法
身
の
義
と
名
づ
く
也
。
」
と
。

こ
の
第
一
問
答
で
は
、
今
現
在
に
お
い
て
衆
生
を
実
際
に
救
済
し
て
い
る
仏
身
で
あ

る
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
仏
土
に
つ
い
て
、
道
縛
以
前
の
浄
土
教
が
化
身
化
土
と
し
て
判

定
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
こ
れ
に
反
し
て
あ
く
ま
で
も
報
身
報
土
で
あ
る
こ
と
を

主
張
し
て
い
る
。

岡
田
如
来
報
身
常
住
云
何
観
音
授
記
経
云
阿
弥
陀
仏
入
浬
般
市
後
観
世
音
菩
薩
次

補
仏
処
也

答
臼
此
是
報
身
示
現
隠
没
相
非
滅
度
也

彼
経
云
阿
弥
陀
仏
入
浬
繋
後
復
有
深
厚
善
根
衆
生
還
見
知
故
即
其
証
也

又
宝
性
論
云
報
身
有
五
種
相
説
法
及
可
見
諸
業
不
休
息
及
休
息
隠
没
示
現
不
実

体
即
其
証
也
。



問
ふ
て
日
は
く
、
如
来
の
報
身
は
常
住
な
り
。
云
何
が

『観
音
授
記
経
』
に

「
阿
弥
陀
仏
入
浬
繋
の
後
、
観
世
音
菩
薩
、
次
に
仏
処
を
補
う
也
。
」
と
云
ふ

や答
へ
て
日
は
く
、
此
れ
は
是
れ
報
身
の
示
現
隠
没
の
相
な
り
。
滅
度
に
は
あ
ら

ざ
る
な
り
。

彼
の

「経
』
に
云
は
く
、
「
阿
弥
陀
仏
入
浬
繋
の
後
、
復
た
、
深
厚
善
根
の
衆

生
有
り
て
、
還
り
て
見
る
こ
と
、
故
と
の
如
し
。
」
と
。
即
ち
、
其
の
証
也
。

又
た

『宝
性
論
』
に
云
は
く
、
「
報
身
に
五
種
の
相
有
り
。
「
説
法
」
と
及
び

「
可
見
」
と
「
諸
業
不
休
息
」
と
及
び
「
休
息
隠
没
」
と
「
不
実
体
の
示
現
」

と
な
り
。
」
と
。
即
ち
、
其
の
証
也
。

こ
の
第
二
問
答
で
は
、
浄
影
が
提
示
し
た
阿
弥
陀
仏
入
滅
説
に
対
し
反
論
を
行
い
、

」
れ
を
「
示
現
隠
没
相
」
と
判
じ
て
い
る
。

問
日
釈
迦
如
来
報
身
報
土
在
何
方
也

答
日
浬
般
市
経
云
西
方
去
此
四
十
二
恒
河
沙
仏
土
有
世
界
名
目
無
勝
彼
土
所
有
荘

厳
亦
如
西
方
極
楽
世
界
等
無
有
異
我
於
彼
土
出
現
於
世
為
化
衆
生
故
来
在
此
裟

婆
国
土
非
但
我
出
此
土
一
切
知
来
亦
復
知
是
即
其
証
也
。

問
ふ
て
日
は
く
、
釈
迦
如
来
の
報
身
報
土
は
何
れ
の
方
に
在
ま
す
や
。

答
へ
て
日
は
く
、

『浬
繋
経
」
に
云
は
く
、
「
西
方
、
此
こ
を
去
る
こ
と
、

四
十

二
恒
河
沙
の
仏
土
に
世
界
有
り
。
名
づ
け
て
「
無
勝
」
と
日
ふ
。
彼
の
土
の
所

有
の
荘
厳
、
亦
た
、
西
方
極
楽
世
界
の
如
く
、
等
く
し
て
巽
り
有
る
こ
と
無

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

道
悼
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第
一
章

し
。
我
れ
彼
の
土
に
於
い
て
出
現
し
て
、
世
の
衆
生
を
化
せ
ん
が
為
の
故
に
、

来
り
て
此
の
裟
婆
国
土
に
在
り
。
但
だ
我
れ
の
み
此
の
土
に
出
づ
る
に
は
あ
ら

ず。

一
切
如
来
も
亦
た
復
た
是
く
の
知
し
。
」
と
。
即
ち
、
其
の
証
也
。

こ
の
第
三
問
答
で
は
、
先
の
第
二
問
答
を
受
け

『浬
繋
経
」
を
典
擦
と
し
、
阿
弥
陀

仏
の
「
示
現
隠
没
相
」
に
つ
い
て
、
釈
尊
の
此
土
に
お
け
る
浬
繋
相
と
彼
土
に
お
け

る
報
身
報
土
相
と
を
提
示
し
、

一
切
知
来
に
示
現
隠
没
相
が
存
在
す
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。問

日
鼓
音
経
云
阿
弥
陀
仏
有
父
母
明
知
非
是
報
仏
報
土
也

答
日
子
但
聞
名
不
究
尋
経
旨
致
此
疑
可
謂
錯
之
豪
毛
失
之
千
里
然
阿
弥
陀
仏
亦

具
三
身
極
楽
出
現
者
即
是
報
身
今
言
有
父
母
者
是
検
土
中
示
現
化
身
父
母
也
亦

如
釈
迦
如
来
浄
土
中
成
其
報
仏
応
来
此
方
示
有
父
母
成
其
化
仏
阿
弥
陀
仏
亦
復

如
是
又
知
鼓
音
声
経
云
爾
時
阿
弥
陀
仏
与
声
聞
衆
倶
国
号
清
泰
一
聖
王
所
住
其

城
縦
広
十
千
由
旬
阿
弥
陀
仏
父
是
転
輪
聖
王
王
名
月
上
母
名
殊
勝
妙
顔
魔
王
名

無
勝
仏
子
名
月
明
提
婆
達
多
名
寂
意
給
侍
弟
子
名
無
垢
称
又
上
来
所
引
並
是
化

身
之
相
若
是
浄
土
宣
有
輪
王
及
城
女
人
等
也
此
即
文
義
明
然
何
待
分
別
皆
不
善

尋
究
致
使
迷
名
生
執
也
。

問
ふ
て
日
は
く
、

『鼓
音
経
』
に
云
は
く
、
「
阿
弥
陀
仏
に
父
母
有
り
。」

と。

明
ら
か
に
知
ん
ぬ
。
是
れ
報
仏
報
土
に
は
あ
ら
ず
。

答
へ
て
日
は
く
、
子
、
但
だ
名
を
聞
い
て
、
経
旨
を
究
尋
せ
ず
し
て
、
此
の
疑

ひ
を
致
せ
り
。
之
れ
を
豪
毛
に
錯
り
て
、
之
を
千
里
に
失
す
と
謂
べ
し
。
然
る
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に
阿
弥
陀
仏
も
亦
た
三
身
を
具
し
、
極
楽
に
出
現
せ
る
は
、
即
ち
是
れ
報
身
な

り
。
今
、
父
母
有
り
と
言
ふ
は
、
是
れ
繊
土
の
中
に
示
現
せ
る
化
身
の
父
母

也
。
亦
た
釈
迦
如
来
の
如
く
、
浄
土
の
中
に
成
じ
た
ま
ふ
は
、
其
れ
報
仏
な

り
。
此
の
方
に
応
来
し
父
母
の
有
る
こ
と
を
示
し
成
た
ま
ふ
は
、
其
の
化
仏
な

り
。
阿
弥
陀
仏
も
亦
た
復
た
是
く
の
知
し
。
文
た
、

『鼓
音
声
経
』
に
云
ふ
が

如
し
。
「
爾
の
時
、
阿
弥
陀
仏
、
声
聞
衆
と
倶
な
り
き
。
国
を
清
泰
と
号
す
。

聖
王
の
所
住
な
る
其
の
城
は
、
縦
広
、
十
千
由
句
な
り
。
阿
弥
陀
仏
の
父
は
是

れ
転
輪
聖
王
な
り
。
王
を
ば
月
上
と
名
づ
く
。
母
を
ば
殊
勝
妙
顔
と
名
づ
く
。

魔
王
を
ば
無
勝
仏
と
名
づ
く
。
子
を
ば
月
明
と
名
づ
く
。
提
婆
達
多
を
ば
寂
意

と
名
づ
く
。
給
侍
の
弟
子
を
ば
無
垢
称
と
名
づ
く
。
」
文
た
、
上
来
引
く
所
は

並
び
に
是
れ
化
身
の
相
な
り
。
若
し
是
れ
浄
土
な
ら
ば
、
宣
に
輪
王
、
及
び

城
、
女
人
等
あ
る
や
。
此
れ
即
ち
文
義
明
然
な
り
。
何
ぞ
分
別
待
た
ん
や
。
皆

な
善
く
尋
究
せ
ず
、
名
に
迷
う
て
執
を
生
ぜ
し
む
る
こ
と
を
致
す
也
。

こ
の
第
四
問
答
で
は
、

『鼓
音
声
王
陀
羅
尼
経
」
を
典
擦
と
し
て
阿
弥
陀
仏
に
父
母

が
存
在
し
、
そ
れ
故
に
阿
弥
陀
仏
が
報
身
報
土
で
は
な
い
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、

阿
弥
陀
仏
一
仏
も
諸
仏
と
同
様
に
三
身
を
具
足
し
て
い
る
と
い
う
見
解
か
ら
、
西
方

極
楽
浄
土
に
存
在
す
る
仏
身
は
報
身
で
あ
り
、
『
鼓
音
声
王
陀
羅
尼
経
』
説
示
の
清

泰
国
に
存
在
し
て
い
る
仏
身
を
化
身
と
し
て
捉
え
、
あ
く
ま
で
も
西
方
極
楽
浄
土
に

存
在
し
て
い
る
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
が
報
身
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

問
日
若
報
身
有
隠
没
休
息
相
者
亦
可
浄
土
有
成
壊
事

答
日
如
斯
難
者
自
古
将
今
義
亦
難
通
雄
然
今
敢
引
経
為
証
義
亦
可
知
嘗
知
仏
身
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常
住
衆
生
見
有
浬
繋
浄
土
亦
爾
体
非
成
壊
随
衆
生
所
見
有
成
有
嬢
如
華
厳
経
云

由
如
見
導
師
種
種
無
量
色
随
衆
生
心
行
見
仏
剃
亦
然
是
故
浄
土
論
云
一
質
不
成

故
浄
稼
有
爵
盈
異
質
不
成
故
捜
原
則
冥
一
無
質
不
成
故
縁
起
則
万
形
故
知
若
拠

法
性
浄
土
則
不
論
清
濁
若
拠
報
化
大
悲
則
非
無
浄
検
也
又
汎
明
仏
土
対
機
感
不

同
有
其
三
種
差
別

一
者
従
真
垂
報
名
為
報
土
猶
如
日
光
照
四
天
下
法
身
知
日
報
化
如
光
二
者
無
而

忽
有
名
之
為
化
即
如
四
分
律
云
錠
光
如
来
化
城
与
提
婆
抜
提
城
相
近
共
為
親
婚

往
来
後
時
忽
然
化
火
焼
舗
令
諸
衆
生
観
此
無
常
莫
不
生
厭
帰
向
仏
道
也
是
故
経

云
或
現
劫
火
焼
天
地
皆
洞
然
衆
生
有
常
想
照
令
知
無
常
或
為
済
貧
乏
現
立
無
尽

蔵
随
縁
広
開
導
令
発
菩
提
心
三
者
隠
微
顕
浄
如
維
摩
経
仏
以
足
指
按
地
三
千
剃

土
莫
不
厳
浄
今
此
無
量
寿
国
即
是
従
真
垂
報
国
也
何
以
得
知
依
観
音
授
記
経
云

未
来
観
音
成
仏
替
阿
弥
陀
仏
処
故
知
是
報
也
。

問
ふ
て
日
は
く
、
若
し
報
身
に
隠
没
休
息
の
相
有
ら
ば
、
亦
た
浄
土
に
も
成

壌
の
事
有
る
べ
け
ん
や
。

答
へ
て
日
は
く
、
斯
く
の
如
き
の
難
は
古
よ
り
今
に
将
り
て
、
義
亦
た
通
じ
難

し
。
然
り
と
雄
ど
も
、
今
敢
へ
て
経
を
引
き
て
証
と
為
す
。
義
も
亦
た
知
る
べ

し
。
響
え
ば
、
仏
身
は
常
住
な
れ
ど
も
、
衆
生
の
浬
般
市
有
り
と
見
る
が
如
く
、

浄
土
も
亦
た
爾
り
。
体
は
成
壊
に
あ
ら
ず
。
衆
生
の
所
見
に
随
ひ
て
、
成
有

り
、
嬢
有
り
。

「華
厳
経
」
に
云
ふ
が
如
し
。
「
由
し
、
導
師
の
種
種
無
量
の
色

を
見
る
が
如
く
、
衆
生
の
心
行
に
随
ひ
て
、
仏
剃
を
見
る
も
亦
た
然
か
な
り
。
」



と
。
是
の
故
え
に

『浄
土
論
」
に
云
は
く
、
「
一
質
成
ぜ
ざ
る
が
放
に
、
浄
曲
倣

に
膨
盈
有
り
。
異
質
成
ぜ
ざ
る
が
故
に
原
を
捜
ぬ
る
に
則
ち
冥
一
な
り
。
無
質

成
ぜ
ざ
る
が
故
に
縁
起
す
れ
ば
則
ち
万
形
な
り
。
故
に
知
り
ぬ
。
若
し
「
法
性

の
浄
土
」
に
拠
ら
ば
則
ち
清
濁
を
論
ぜ
ず
。
若
し
「
報
化
の
大
悲
」
に
拠
ら

ば
、
則
ち
浄
機
無
き
に
は
あ
ら
ず
。
又
、
汎
く
仏
土
を
明
か
す
に
、
機
感
の
不

同
に
対
し
て
、
其
の
三
種
の
差
別
有
り
。

一
に
は
真
よ
り
報
を
垂
る
を
、
名
づ
け
て
「
報
土
」
と
為
す
。
猶
し
、

日
光
の

四
天
下
を
照
ら
す
が
如
し
。
法
身
は
臼
の
如
く
、
報
化
は
光
の
如
し
。

こ
に
は
無
而
忽
有
な
り
。
之
れ
を
名
づ
け
て
「
化
」
と
為
す
。
即
ち
、

『
四
分

律
」
に
云
ふ
が
如
し
。
「
錠
光
如
来
、
提
婆
抜
提
城
と
を
化
す
る
に
、
相
近
く

し
て
、
共
に
親
婚
を
為
し
て
往
来
す
。
後
の
時
に
、
忽
然
と
し
て
火
を
化
し
て

焼
術
し
、
諸
の
衆
生
を
し
て
、
此
の
無
常
を
観
せ
し
む
る
に
、
莫
不
厭
を
生
じ

て
仏
道
に
帰
向
せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
」
と
。
是
の
故
に

「経
」
に
云
は
く
、
「
或

ひ
は
劫
火
を
現
じ
て
焼
く
に
、

天
地
皆
な
洞
然
た
り
。
衆
生
の
常
想
有
る
に
は

照
し
て
無
常
を
知
ら
し
め
、
或
ひ
は
貧
乏
を
済
は
ん
が
為
に
現
ず
る
に
、
無
田
川
、

蔵
を
立
し
て
、
縁
に
随
ひ
て
、
広
く
開
導
し
て
、
菩
提
心
を
発
さ
し
む
。
」
と
。

三
に
は
械
を
隠
し
て
浄
を
顕
す
。

『維
摩
経
」
の
如
き
は
、
「
仏
、
足
指
を
以
て

地
を
按
ず
る
に
、

三
千
の
剃
土
、
厳
浄
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
」
と
。
今
、

此

の
無
量
寿
国
は
即
ち
是
れ
真
よ
り
報
を
垂
る
国
也
。
何
を
以
て
知
る
こ
と
を
得

る
や
。

『観
音
授
記
経
」
に
云
ふ
に
依
る
に
、
「
未
来
に
観
音
成
仏
し
て
、
阿
弥

陀
仏
の
処
に
替
わ
り
た
ま
ふ
。
」
と
。
故
に
知
り
ぬ
。
是
れ
は
報
也
。

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

道
縛
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

こ
の
第
五
問
答
で
は
、
先
述
の
阿
弥
陀
仏
に
お
け
る
「
示
現
隠
没
相
」
に
関
連
し

て
、
仏
身
に
お
い
て
示
現
隠
没
相
が
存
在
す
る
場
合
、
仏
土
に
も
成
壌
が
存
在
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
衆
生
の
感
見
可
能
な
る
範
囲

に
お
い
て
浄
土
に
お
い
て
も
「
成
の
場
合
」
と
「
壊
の
場
合
」
と
が
有
り
得
る
と
説

明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
又
汎
明
仏
土
対
機
感
不
同
有
其
三
種
差
別
」
と
述
べ
た
上

で
、
「
今
此
無
量
寿
国
、
即
是
従
真
垂
報
国
也
。
何
以
得
知
。
依
観
音
授
記
経
云
、

未
来
観
音
成
仏
替
阿
弥
陀
仏
処
。
故
知
。
是
報
也
。
」
(
今
、
此
の
無
量
寿
国
は
即
ち

是
れ
真
よ
り
報
を
垂
る
国
也
。
何
を
以
て
知
る
こ
と
を
得
る
や
。

『観
音
授
記
経
」

に
云
ふ
に
依
る
に
、
「
未
来
に
観
音
成
仏
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
処
に
替
わ
り
た
ま

ふ
。
」
と
。
故
に
知
り
ぬ
。
是
れ
は
報
也
。
)
と
説
示
し
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
が
「
真

か
ら
報
を
垂
れ
た
」
構
造
を
有
し
て
い
る
「
報
土
」
と
し
て
の
浄
土
と
し
て
説
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で

『観
音
授
記
経
」
が
引
用
さ
れ
阿
弥
陀
仏
の
入
滅
と
観
音
の
成

仏
と
を
説
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
内
容
は
、
恐
ら
く
は
、
先
の
第

一

問
答
と
第
二
問
答
と
を
観
音
菩
薩
の
上
に
お
い
て
説
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
決
し
て

矛
盾
の
論
旨
で
は
な
く
、

む
し
ろ
「
阿
弥
陀
仏
の
報
身
性
が
放
に
お
い
て
有
し
て
い

る
示
現
隠
没
相
」
を
以
っ
て
、
再
度
、
阿
弥
陀
仏
の
報
身
と
し
て
の
仏
格
を
提
示
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

『安
楽
集
』
に
お
い
て
説
示
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
阿
弥
陀

仏
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
こ
の
仏
身
は
、
あ
く
ま
で
も

「報
身
」
と
し
て
主
張
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
道
縛
は
何
故
に
「
報
身
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
」
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
っ
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た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『安
楽
集
」
で
は
「
報
身
」
に
つ
い
て
「
言
報
身
菩
提
者
備
修

万
行
能
感
報
仏
之
果
以
果
酬
因
名
日
報
身
円
通
無
磁
名
目
菩
提
」
(
報
身
の
菩
提
と

言
ふ
は
、
備
に
万
行
を
修
し
て
、
能
く
報
仏
の
果
を
感
ず
果
因
酬
す
る
を
以
て
名
け

て
報
身
と
臼
ふ
。
円
通
無
磁
な
る
を
名
づ
け
て
菩
提
と
日
ふ
。
)
と
述
べ
、
「
酬
因
感

果
の
仏
身
」
を
以
っ
て
「
報
身
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
道
縛
が
阿
弥

陀
仏
に
つ
い
て
「
本
願
の
成
就
を
既
に
行
い
、
現
に
衆
生
を
救
済
し
つ
つ
あ
る
仏

身
」
と
し
て
捉
え
、
「
本
願
」
を
極
め
て
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

『安
楽
集
」
に
お
い
て
「
本
願
」
が
以
下
の
よ
う
に
説

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
顕
著
に
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

又
岡
田
無
量
寿
大
経
云
十
方
衆
生
至
心
信
楽
欲
生
我
国
乃
至
十
念
若
不
生
者
不

取
正
覚
今
有
世
人
間
此
聖
教
現
在
一
形
全
不
作
意
擬
臨
終
時
方
欲
修
念
是
事
云

何答
日
此
事
不
類
何
者
経
云
十
念
相
続
似
若
不
難
然
諸
凡
夫
心
如
野
馬
識
劇
援
猿

馳
腸
六
塵
何
曾
停
息
各
須
宜
発
信
心
預
自
魁
念
使
積
習
成
性
善
根
堅
固
也
知
仏

告
大
王
人
積
善
行
死
無
悪
念
如
樹
先
傾
倒
必
随
曲
也
若
万
風
一
至
百
苦
湊
身
若

習
先
不
在
壊
念
何
可
弁
各
宜
同
志
三
五
預
結
言
要
臨
命
終
時
迭
相
開
暁
為
称
弥

陀
名
号
願
生
安
楽
国
声
声
相
次
使
成
十
念
世
嘗
如
蝋
印
印
泥
印
壊
文
成
此
命
断

時
即
是
生
安
楽
園
時
一
入
正
定
緊
更
何
所
憂
各
宜
景
此
大
利
何
不
預
魁
念
也
。

又
た
問
ふ
て
日
は
く
、

『無
量
寿
大
経
」

に
云
は
く
、
「
十
方
の
衆
生
、
至
心

信
楽
し
て
我
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
し
て
乃
至
十
念
せ
ん
に
、
若
し
生
ぜ
ず
ん
ば
、

正
覚
を
取
ら
じ
。
」
と
。
今
、
世
人
有
り
て
、
此
の
聖
教
を
聞
き
て
、
現
在
の
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一
形
に
全
く
作
意
せ
ず
、
臨
終
の
時
に
擬
し
て
、
方
に
修
念
せ
ん
と
欲
す
。
是

の
事
、
云
何
。

答
へ
て
日
は
く
、
此
の
事
、
類
せ
ず
。
何
と
な
れ
ば

『経
』
に
、
「
十
念
相
続

と
云
へ
る
は
、
難
か
ら
ず
に
似
た
り
。
然
れ
ど
も
、
諸
の
凡
夫
の
心
は
、
野
馬

の
如
く
、
識
は
援
猿
よ
り
劇
し
。
六
塵
に
馳
轄
す
る
こ
と
、
何
ぞ
曾
て
停
息
せ

ん
。
各
、
須
く
宜
し
く
信
心
を
発
し
て
、
預
め
自
ら
姐
念
し
、
積
習
し
、
性
を

成
じ
、
善
根
を
し
て
堅
固
な
ら
し
む
べ
し
。
仏
、
大
王
に
告
げ
た
ま
ふ
が
知

し
。
人
、
善
行
を
積
め
ば
、
死
せ
む
と
き
、
悪
念
無
し
。
樹
の
先
よ
り
傾
け
る

は
倒
る
る
に
必
ず
曲
れ
る
に
随
う
が
如
し
。
若
し
、

万
風
一
た
び
至
れ
ば
、
百

苦
、
身
に
湊
ま
る
。
若
し
習
ひ
先
よ
り
在
ら
ず
ん
ば
、
壊
念
、
何
ぞ
弁
ず
可
け

ん
。
各
、
宣
し
く
同
志
三
五
を
し
て
預
め
言
要
を
結
び
て
、
命
終
の
時
に
臨
み

て
、
迭
ひ
に
相
ひ
開
暁
し
て
、
為
に
弥
陀
の
名
号
を
称
し
て
、
安
楽
園
に
生
ぜ

む
と
願
じ
、
声
声
に
相
ひ
次
ひ
で
、
十
念
を
成
ぜ
し
む
べ
し
。
誓
へ
ば
、
蝋
印

を
以
て
泥
に
印
す
る
に
、
印
壊
れ
て
、
文
成
ず
る
が
如
し
。
此
の
命
断
ず
る
時

に
即
ち
是
れ
安
楽
固
に
生
ず
る
時
な
り
。

一
た
び
正
定
衆
に
入
ら
ば
、
更
に
何

の
憂
へ
る
所
か
あ
ら
ん
や
。
」
と
。
各
、
宜
し
く
此
の
大
利
を
量
る
べ
し
。
何

ぞ
預
じ
め
魁
念
せ
ざ
ら
ん
や
。

こ
の
部
分
で
は

「無
量
寿
経
」
第
十
八
願
文
に
対
し
世
間
の
人
々
が
こ
れ
を
信
じ
る

こ
と
な
く
、
他
の
行
法
を
実
践
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
道
紳
は
「
宣
同

志
三
五
預
結
言
要
臨
命
終
時
迭
相
開
暁
為
称
弥
陀
名
号
願
生
安
楽
国
声
声
相
次
使
成



十
念
也
」
(
各
、
宣
し
く
同
志
三
五
を
し
て
預
め
言
要
を
結
び
て
、
命
終
の
時
に
臨

み
て
、
迭
ひ
に
相
ひ
開
暁
し
て
、
為
に
弥
陀
の
名
号
を
称
し
て
、
安
楽
園
に
生
ぜ
む

と
願
じ
、
声
声
に
相
ひ
次
ひ
で
、
十
念
を
成
ぜ
し
む
べ
し
)

と
述
べ
、
臨
終
時
に
願

主
し
て
称
名
念
仏
を
実
践
す
る
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
浄
土
往
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
説
示
し
て
い
る
。

又
問
日
夫
生
為
有
本
乃
是
衆
累
之
元
若
知
此
過
捨
生
求
無
生
者
可
有
脱
期
今
既

勧
生
浄
土
即
是
棄
生
求
生
生
何
可
尽

答
自
然
彼
浄
土
乃
是
阿
弥
陀
如
来
清
浄
本
願
無
生
之
生
非
如
三
有
衆
生
愛
染
虚

妄
執
著
生
世
伺
以
故
夫
法
性
清
浄
畢
寛
無
生
而
言
生
者
得
生
者
之
情
耳
。

又
た
問
ふ
て
日
は
く
、
夫
れ
生
を
ば
有
の
本
と
為
す
。
乃
ち
是
れ
衆
累
の
元

な
り
。
若
し
此
の
過
を
知
り
て
生
を
捨
て
て
無
生
を
求
む
れ
ば
、
脱
期
有
る
べ

し
。
今
、
既
に
浄
土
に
生
ぜ
む
こ
と
を
勧
む
る
は
、
即
ち
是
れ
生
を
棄
て
て
、

生
を
求
む
。
生
の
何
ぞ
尽
く
べ
け
ん
や
。

答
へ
て
日
は
く
、
然
る
に
彼
の
浄
土
は
乃
ち
是
れ
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
本
願
、

無
生
の
生
な
り
。

三
有
の
衆
生
の
愛
染
虚
妄
執
著
の
生
の
如
き
に
は
あ
ら
ず
。

何
を
以
て
の
故
に
。
夫
れ
、
法
性
清
浄
に
し
て
、
畢
寛
無
生
な
れ
ば
な
り
。
市

る
に
生
と
言
う
は
、
得
生
の
者
の
情
な
る
の
み
。

こ
の
部
分
で
は
「
往
生
」
の
「
生
」
に
つ
い
て
、
「
生
」
こ
そ
が
「
有
」
の
根
源
で

あ
る
の
に
何
故
に
「
生
」
を
求
め
る
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
道
縛
は
浄
土
が

阿
弥
陀
仏
の
「
清
浄
な
る
本
願
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
「
願
力
所
成
と
し
て

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

道
悼
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

の
浄
土
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
浄
土
へ
の
往
生
を
「
無
生
の
生
」
と
し
て
説
明

し
て
い
る
。

問
日
菩
提
是

一
修
因
亦
応
不
二
何
故
在
此
修
因
向
仏
果
名
為
難
行
往
生
浄
土
期

大
菩
提
乃
名
易
行
道
也

答
日
諸
大
乗
経
所
耕
一
切
行
法
皆
有
自
力
他
力
自
摂
他
摂
何
者
自
力
嘗
如
有
人

怖
畏
生
死
発
心
出
家
修
定
発
通
遊
四
天
下
名
為
自
力
何
者
他
力
如
有
劣
夫
以
己

身
力
榔
騒
不
上
若
従
輪
王
即
便
乗
空
遊
四
天
下
即
輪
王
威
力
故
名
他
方
衆
生
亦

爾
在
此
起
心
立
行
願
生
浄
土
此
是
自
力
臨
命
終
時
阿
弥
陀
如
来
光
台
迎
接
逐
得

往
生
即
為
他
力
故
大
経
云
十
方
人
天
欲
生
我
国
者
莫
不
皆
以
阿
弥
陀
如
来
大
願

業
力
為
増
上
縁
也
。

若
不
知
是
四
十
八
願
便
是
徒
設
語
後
学
者
既
有
他
力
可
乗
不
得
自
局
己
分
徒
在

火
宅
也
。

問
ふ
て
日
は
く
、
菩
提
は
是
れ
一
な
り
。
修
因
は
亦
た
不
二
な
る
べ
し
。
何

が
故
ぞ
、
此
こ
に
在
り
て
、
因
を
修
し
て
仏
果
に
向
か
う
を
名
け
て
「
難
行
」

と
為
し
、
浄
土
に
往
生
し
、
大
菩
提
を
期
す
る
を
乃
ち
「
易
行
道
」
と
名
づ
く

る
や
。

答
へ
て
臼
は
く
、
諸
の
大
乗
経
に
緋
ず
る
所
の
一
切
の
行
法
、
皆
な
自
力

・
他

カ

・
自
摂

・
他
摂
有
り
。
何
者
を
か
自
力
な
る
や
。
警
へ
ば
、
人
有
り
て
、
生

死
を
怖
畏
し
て
、
発
心
出
家
し
、
定
を
修
し
、
道
を
発
し
、

四
天
下
に
遊
ぶ
が

如
く
を
、
名
け
て

「自
力
」
と
為
す
。
伺
者
を
か
他
力
な
る
や
。
劣
夫
有
り
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浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

て
、
己
が
身
力
を
以
て
騒
を
榔
ぐ
る
に
上
ら
ず
。
若
し
、
輪
王
に
従
え
ば
、
即

便
ち
、
空
に
乗
じ
て
四
天
下
に
遊
ぶ
が
如
し
。
即
ち
輪
王
の
威
力
の
放
に
「
他

方
」
と
名
づ
く
。
衆
生
も
亦
た
爾
り
。
此
こ
に
在
り
て
、
心
を
起
こ
し
、
行
を

立
て
、
浄
土
に
生
ぜ
む
と
願
ず
。
此
れ
は
是
れ
「
自
力
」
な
り
。
命
終
の
時
に

臨
み
て
、
阿
弥
陀
如
来
、
光
台
迎
接
し
て
、
逐
に
往
生
を
得
し
む
る
を
ば
、
即

ち
「
他
力
」
と
為
す
。
放
に

『大
経
』
に
云
は
く
、
「
十
方
の
人
天
、
我
国
に

生
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
皆
な
阿
弥
陀
如
来
の
大
願
業
力
を
以
て
増
上
縁
と
為
さ

ざ
る
こ
と
な
し
。
」
と
。
若
し
、
是
く
の
知
く
な
ら
ず
ん
ば
、

四
十
八
願
、
使

ち
是
れ
徒
ら
に
設
く
る
な
ら
ん
。
後
の
学
者
に
語
ら
く
、
既
に
他
力
の
乗
ず
べ

き
有
り
。
自
ら
己
れ
が
分
に
局
り
て
、
徒
ら
に
火
宅
に
在
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。

こ
の
部
分
で
は
浄
土
往
生
が
易
行
道
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
を
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
求

め
、
「
臨
命
終
時
、
阿
弥
陀
如
来
、
光
台
迎
接
逐
得
往
生
即
為
他
力
。
故
大
経
云
、

十
方
人
天
、
欲
生
我
国
者
、
莫
不
皆
以
阿
弥
陀
如
来
大
願
業
カ
為
増
上
縁
也
。
」
(
十

方
の
人
天
、
我
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
皆
な
阿
弥
陀
如
来
の
大
願
業
力
を
以
て

増
上
縁
と
為
さ
ざ
る
こ
と
な
し
。
)
と
述
べ
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
故
に
「
他
力
」

で
あ
り
「
易
行
道
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

第
五
又
問
日
一
切
衆
生
皆
有
仏
性
遠
劫
以
来
応
値
多
仏
何
因
至
今
侃
自
輪
廻
生

死
不
出
火
宅

答
日
依
大
乗
聖
教
良
由
不
得
二
種
勝
法
以
排
生
死
是
以
不
出
火
宅
何
者
為
二一

謂
聖
道
二
調
往
生
浄
土

其
聖
道
一
種
今
時
難
証

一
由
去
大
聖
遥
遠
二
由
理
深
解
微
是
故
大
集
月
蔵
経
云

30 

我
末
法
時
中
億
億
衆
生
起
行
修
道
未
有
一
人
得
者
当
今
末
法
現
是
五
濁
悪
世
唯

有
浄
土
一
門
可
通
入
路
是
故
大
経
云
若
有
衆
生
縦
令
一
生
造
悪
臨
命
終
時
十
念

相
続
称
我
名
字
若
不
生
者
不
取
正
覚
。

第
五
に
又
た
問
ふ
て
日
は
く

一
切
衆
生
、
皆
な
仏
性
有
り
。
遠
劫
よ
り
こ

の
か
た
、
応
に
多
仏
に
値
え
る
な
る
べ
し
。
何
に
因
っ
て
か
、
今
に
至
る
ま

で
、
伺
ほ
自
ら
生
死
に
輪
廻
し
て
、
火
宅
を
出
で
ざ
る
や
。

答
へ
て
日
は
く
、
大
乗
の
聖
教
に
依
る
に
、
良
に
二
種
勝
法
を
得
て
、
以
て
生

死
を
排
は
ざ
る
に
由
る
。
こ
こ
を
以
て
火
宅
を
出
で
ざ
る
な
り
。
何
を
か
二
と

為
す
。

一
に
は
謂
く
聖
道
、
二
に
は
謂
く
往
生
浄
土
な
り
。

其
の
聖
道
の
一
種
は
、
今
時
証
し
難
し
。

一
に
は
、
大
聖
を
去
る
こ
と
遥
遠
な

る
に
由
る
。
こ
に
は
、

理
深
く
、
解
微
な
る
に
由
る
。
是
の
故
に

『大
集
月
蔵

経
」
に
云
は
く
、
「
我
が
末
法
時
中
の
億
億
の
衆
生
、
行
を
起
こ
し
、
道
を
修

せ
む
に
、
未
だ
一
人
も
得
る
者
有
ら
じ
。
当
今
は
末
法
、
現
に
是
れ
五
濁
悪
世

な
り
。
唯
だ
浄
土
の

一
門
の
み
有
り
て
、
通
入
す
べ
き
路
な
り
。
」
と
。
是
の

故
に

『大
経
』
に
云
は
く
、
「
若
し
衆
生
有
り
て
、
縦
令
ひ
一
生
悪
を
造
る
と

も
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
、
十
念
相
続
し
て
、
我
が
名
字
を
称
せ
む
に
、
若
し

正
覚
を
取
ら
じ
」
と
。

生
ぜ
ず
ん
ば
、

こ
の
部
分
で
は
「
当
今
末
法
現
是
五
濁
悪
世
唯
有
浄
土

一
門
可
通
入
路
」
(
当
今
は

末
法
、
現
に
是
れ
五
濁
悪
世
な
り
。
唯
だ
浄
土
の

一
門
の
み
有
り
て
、
通
入
す
べ
き

路
な
り
。
)
と
述
べ
た
上
で
、
「
是
故
大
経
云
若
有
衆
生
縦
令
一
生
造
悪
臨
命
終
時
十



念
相
続
称
我
名
字
若
不
生
者
不
取
正
覚
」
(
是
の
放
に
、

『大
経
』
に
云
は
く
、
「
若

し
衆
生
有
り
て
、
縦
令
ひ
一
生
悪
を
造
る
と
も
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
、
十
念
相
続

し
て
、
我
が
名
字
を
称
せ
む
に
、
若
し
生
ぜ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
。
)

説
示
し
、
こ
こ
に
お
い
て
末
法
に
し
て
五
濁
悪
世
の
環
境
に
存
在
し
て
い
る
凡
夫

が
、
た
と
え
一
生
涯
に
お
い
て
悪
業
を
行
お
う
と
も
、
臨
終
時
に
お
け
る
十
念
の
実

践
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
が
可
能
な
こ
と
を
説
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

五
濁
悪
世
の
凡
夫
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
依
拠
す
る
が
故

に
、
臨
終
時
の
十
念
に
よ
っ
て
浄
土
往
生
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
浄
土
往
生
の
構
造

を
実
際
の
も
の
と
し
て
現
に
増
上
縁
と
し
て
作
用
し
て
い
る
も
の
は
、
「
如
来
の
大

願
業
力
」
で
あ
る
こ
と
を
、

「本
願
」
の
説
示
を
通
じ
て
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
伺

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
身
は
、
あ
く
ま
で
も
「
本
願
を
成
就
し
た
仏
身
」
で
あ

り
、
論
理
的
に
阿
弥
陀
仏
に
お
い
て
臨
終
時
に
お
け
る
衆
生
救
済
を
実
際
の
も
の
と

す
る
為
に
は
、
「
阿
弥
陀
仏
が
自
己
の
本
願
を
既
に
成
就
し
た
仏
身
」
で
あ
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。
即
ち
、
道
紳
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
は
今
現
在
に
お
い
て
衆
生

救
済
を
実
施
し
て
い
る
仏
身
で
あ
る
以
上
、

そ
の
仏
格
は
「
報
身
」
と
し
て
規
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
道
縛
が
阿
弥
陀
仏
を

「報
身
」
と
し
て
規
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
仏
身
と
は
、
先
述
の
浄
影
が
主
張
し
て
い
る
仏
身
と
は

大
き
く
そ
の
性
格
を
異
と
し
て
お
り
、
能
動
的
に
衆
生
を
救
済
し
つ
つ
あ
る
阿
弥
陀

仏
が
論
理
的
に
具
現
化
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
こ
こ
に
お
い
て
、
自
ら
の
本
願
の

放
に
衆
生
を
救
済
し
続
け
る

一
仏
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

道
悼
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第

章

阿
弥
陀
仏
一
仏
の
提
示
が

『安
楽
集
」
に
お
い
て
仏
身
論
が
展
開
さ
れ
る
際
の
本
意

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と

四、

「安
楽
集
』
所
説
の
生
因
論

で
は
、
こ
の
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
、
凡
夫
は
ど
の
よ
う
な
実
践
的
関
与
を

行
い
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『安
楽
集
』
巻
下
で
は
生
因
論
に
つ
い
て
「
念
仏
三
昧
」
の
実
践
と
そ
の
利
益
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『安

楽
集
」
そ
の
も
の
の
性
格
は
先
述
の
よ
う
に
曇
驚
の
著
作
か
ら
影
響
を
受
け
る
と
こ

ろ
が
多
い
が
、
生
因
論
に
関
し
て
は
『
論
註
」
巻
下
所
説
で
あ
り
、

か
つ
道
紳
と
同

時
代
の
典
籍
が
多
数
引
用
し
て
い
る
「
五
念
門
」
に
つ
い
て
、
何
の
説
明
も
行
わ
れ

て
い
な
い
。

で
は
、
道
縛
は
な
ぜ
五
念
門
を
採
用
せ
ず
、
念
仏
三
昧
の
実
践
を
説
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
明
確
な
こ
と
を
言
い
得
な
い
が
、

『安

楽
集
」
第
一
大
門
の
「
計
る
に
今
時
の
衆
生
は
即
ち
仏
、
世
を
去
り
て
後
の
第
四
の

五
百
年
に
嘗
れ
り
。
正
し
く
是
れ
機
悔
し
福
を
修
し
応
に
仏
の
名
号
を
称
す
べ
き
時

の
者
な
り
」
と
い
う
記
述
か
ら
考
え
る
と
、
五
念
門
と
は
機
根
、
即
ち
仏
道
実
践
の

能
力
が
比
較
的
に
高
い
者
を
対
象
と
し
た
実
践
行
で
あ
り
、

「今
時
の
衆
生
」
に
は

適
応
せ
ず
、

た
だ

「応
に
仏
の
名
号
を
称
す
」
こ
と
と
し
て
の
念
仏
三
昧
の
み
が

「今
時
の
衆
生
」
が
実
際
に
実
践
し
う
る
行
と
し
て
捉
え
、

五
念
門
を
採
用
せ
ず
に

念
仏
三
昧
の
実
践
を
提
唱
し
た
と
推
察
す
る
。
こ
の
道
縛
所
説
の
念
仏
三
昧
は
、
単
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な
る
学
説
上
の
提
唱
で
は
な
く
、
「
今
時
の
衆
生
」
が
実
際
に
行
い
得
る
実
践
行
と

し
て
、
か
っ

『安
楽
集
』
巻
上
第
三
大
門
に
見
ら
れ
る

『大
経
」
説
示
の
第
十
八
願

取
意
文
か
ら
「
本
願
行
」
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
念
仏
三
昧
は
「
往
生
浄

土
」
を
第
一
の
目
的
と
し
た
生
因
と
し
て
説
明
さ
れ
、

『安
楽
集
」
の
主
旨
が
こ
こ

に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
四
大
門
第
二
の
「
此
彼
の
諸

経
に
多
く
念
仏
三
昧
を
宗
と
為
す
こ
と
を
明
か
す
」
段
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
一
段

は
、
第
一
大
門
第
四
の
「
宗
旨
の
不
同
を
明
か
す
」
段
と
共
に
、
念
仏
三
昧
が
宗
要

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
道
紳
は
八
部
の
経
を
引
い

て
、
念
仏
三
昧
を
行
う
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
道
縛
は
阿
弥
陀
仏
が
「
今
時
の
衆
生
」
に
対
し
て
「
本
願
」
に
お
い

て
提
示
し
た
「
仏
の
名
号
を
称
す
」
と
い
う
実
践
行
を
「
念
仏
三
昧
」
と
し
て
整
理

し
、
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
の
実
践
論
的
関
与
を
「
念
仏
三
昧
」
に
求
め
、
こ
こ
に

「
往
生
の
因
」
を
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
生
因
論
に
お
い
て
、
能
取
と
し

て
位
置
し
て
い
る
阿
弥
陀
仏
と
、
所
取
と
し
て
存
在
す
る
衆
生
と
の
、
有
機
的
な

「
能
所
の
関
係
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
衆
生
の
視
座
に
立
脚
す
る
と
、
「
衆
生
」

と
「
阿
弥
陀
仏
」
と
の
関
係
性
の
上
に
お
い
て
の
み
に
成
立
し
得
る
往
生
浄
土
の
構

造
」
と
し
て
の
浄
土
教
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

五、

『安
楽
集
』
に
見
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
と
の
関
係

で
は
、

『安
楽
集
』
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
理
解
を
行
い
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
道
紳
が
多
大
な
思
想
的

影
響
を
受
け
た
曇
鷲
教
学
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
既

32 

に
藤
堂
恭
俊
博
士
が
そ
の
著

『無
量
寿
経
論
註
の
研
究
』
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
参
照
し
て
論
旨
を
進
め
て
い
き
た
い
。
藤
堂
氏
は
往
生
に
お
け
る
「
生

見
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
際
し
て
、
「
(
:
前
略
:
)
本
願
、
名
号
は
衆
生
を
予
想

し
、
そ
の
苦
悩
乃
至
そ
れ
か
ら
離
脱
と
し
て
の
願
生
を
前
提
と
す
る
、
仏
か
ら
衆
生

へ
と
い
う
方
向
を
も
っ
働
き
で
あ
り
、
衆
生
の
願
生
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
名
号
を
前

提
す
る
こ
と
に
お
い
て
衆
生
か
ら
仏
へ
と
い
う
方
向
を
形
成
す
る
も
の
で
、
相
互
に

他
を
予
想
し
、
前
提
と
し
、
互
い
に
方
向
を
異
に
せ
る
精
神
の
呼
応
し
合
う
と
こ
ろ

の
も
の
で
あ
る
。
」
と
説
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
藤
堂
氏
は
曇
鷲
教
学
に
お
け
る
阿

弥
陀
仏
と
衆
生
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
「
阿
弥
陀
仏
か
ら
衆
生
へ
の
本
願
及
び
名

号
を
通
じ
た
方
向
性
」
と
、
「
衆
生
か
ら
阿
弥
陀
仏
へ
の
願
生
及
び
本
願
名
号
を
通

じ
た
方
向
性
と
い
う
相
関
関
係
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
互
い
に
方
向
を
異
に
せ
る

精
神
の
呼
応
し
合
う
と
こ
ろ
」
と
表
現
し
、
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
の
関
係
性
を
「
呼

応
関
係
」
と
し
て
認
識
し
、
両
者
聞
の
人
格
的
な
対
応
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
実
際
に
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
自
身
を
存
立
し
た
も
う
て
い
る

阿
弥
陀
仏
と
、
阿
弥
陀
仏
の
救
済
の
み
に
依
る
以
外
に
三
界
か
ら
出
離
の
縁
が
想
定

し
得
な
い
衆
生
と
が
、
緊
密
な
主
体
的
宗
教
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
、
明
確
に

論
理
化
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
藤
堂
氏
の
所
説
を
参
照
し
て

『安
楽
集
』
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
の

関
係
性
に
つ
い
て
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
先
述
の

『安
楽
集
」
に
お
け
る
主
題
と
思
わ

れ
る
「
自
己
の
あ
り
ょ
う
」
と
「
自
己
を
救
い
た
ま
う
阿
弥
陀
仏
」
と
に
、
こ
の



「
呼
応
関
係
」
の
側
面
を
見
い
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
衆
生
が
「
仏
滅
後
第

四
の
五
百
年
の
環
境
に
存
在
す
る
今
時
の
衆
生
」
と
し
て
の
「
今
現
在
に
存
在
し
て

い
る
自
己
」
と
し
て
「
自
己
の
存
在
性
」
を
自
覚
し
、
そ
の
自
覚
に
対
応
し
て
、
自

己
と
は
異
な
っ
た
存
在
で
あ
る
「
他
者
」
と
し
て
の
「
阿
弥
陀
仏
の
存
在
」
を
認
知

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
阿
弥
陀
仏
が
自
ら
の
本
願
の
救
済
対
象
と
し
て
、

「
往
生
を
願
い
念
仏
を
実
践
す
る
凡
夫
の
心
性
」
(
他
者
)
を
覚
知
し
、
実
際
に
そ
の

凡
夫
を
自
ら
の
救
済
対
象
と
し
て
救
済
す
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
両
者
聞
に
お
い
て
各
々
が
自
ら
の
主
体
的
自
覚
に
よ
っ
て
、
他
者
の
存
在

を
必
然
的
に
必
要
と
し
、
両
者
が
共
に
「
自
己
に
対
す
る
他
者
」
と
し
て
自
己
と
他

者
と
を
認
識
し
自
覚
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
自
己
と
他
者
と
の
関
係

性
」
が
、
「
両
者
の
主
体
的
自
覚
」
の
上
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
、
両
者
間
の
み

に
お
け
る
ご
対
一
」
の
「
場
所
」
的
関
係
と
し
て
理
解
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
場
所
」
的
関
係
に
つ
い
て
、
「
自
己
と
他
者
の
一
対
一
の
両
者
間
の
み
に
お

い
て
成
立
す
る
呼
応
関
係
」
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

『安
楽
集
」
が
意
図
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
仏
身
を
「
衆
生
に
お
け
る
呼
応
関
係
に
際

す
る
他
者
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
論
考
か
ら
、
道
縛
が
提
示
し
た
阿
弥
陀
仏
は

「
衆
生
と
一
対
一
の
両
者
間

の
み
に
お
い
て
成
立
す
る
「
場
所
」
的
関
係
を
構
成
す
る
際
の
、
自
己
に
対
応
す
る

他
者
と
し
て
の
仏
身
」
と
し
て
の
性
格
が
色
濃
く
、
「
衆
生
と
呼
応
し
た
も
う
阿
弥

陀
仏
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
道
縛
が
捉
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
阿
弥
陀
仏
と
衆
生

と
の
関
係
性
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
呼
応
関
係
」
と
し
て
認
識
可
能
で
あ
り
、
両

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

道
緯
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論 者

聞
が
緊
密
な
主
体
的
か
つ
人
格
的
な
呼
応
関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
関
係
と

し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注

1 

正
蔵
5
0
・5
9
3
頁
1
5
9
4
頁

(
2
)
 
浄
全
6
・
6
5
9
頁

・
上

3 

原
漢
文

・
正
蔵
5
0
・
5
8
3
頁

・
中
1
下

4 

正
蔵
5
0
・
5
9
4
頁

・
上

5 

正
蔵
5
0
・
6
8
4
頁

・
上

6 

浄
全
6
・
6
5
8
頁

・
下

7 

浄
全
6
・
6
6
0
頁

・
上

8 

浄
全
6
・
6
6
2
頁

・
上

9 

浄
全
6
・
6
6
2
頁

・
下

10 

浄
全
6
・
6
6
2
頁

・
下

11 

こ
の

『往
生
西
方
浄
土
瑞
雁
耐
伝
」
に
関
し
て
は

『国
訳
一
切
経
』
史

伝
部
1
3
に
名
畑
応
順
氏
の
詳
細
な
解
題
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

12 

浄
全
続
1
6
・
5
頁

・
下

13 

浄
全
続
1
6
・
5
頁

・
下

14 

浄
全
続
1
6
・
6
頁

・
上

15 

浄
全
続
1
6
・
8
頁

・
下

16 

33 

浄
全
続
1
6
・
1
0
頁

・
下
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17 

浄
全
続
1
6
・
1
1
頁

・
下

18 

浄
全
続
1
6
・
1
1
頁

・
下

19 

浄
全
続
1
6
・
1
1
頁

・
下

(
却
)

浄
全
続
1
6
・
5
頁
・
下

(
幻
)

浄
全
6
・
6
6
2
頁

・
上
な
ど

(
詑
)

」
の
真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

「往
生
浄
土
伝
』
に
関
し
て
は
、
塚
本
善
隆

「
日
本
に
遺
存
せ
る
遼
文
学
と
そ
の
影
響
|
真
福
寺
の
『
戒
珠
集
往
生
浄

土
伝
』
と
金
沢
文
庫
の
『
漢
家
類
聴
衆
往
生
伝
」
に
つ
い
て
|
」
(
『塚
本
善

隆
著
作
集
」
第
6
巻
所
収
)
に
お
い
て
、
真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄

土
伝
」
と
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類
緊
往
生
伝
」
と
が

い
ず
れ
も
遼
僧
非

濁
の

『随
願
往
生
集
』
二
十
巻
及
び
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
に
依
拠
し
作

成
さ
れ
た
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
詳
細
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
塚

本
善
隆
「
日
本
に
遺
存
せ
る
遼
文
学
と
そ
の
影
響
:
・
真
福
寺
の
「
戒
珠
集

往
生
浄
土
伝
』
と
金
沢
文
庫
の

『漢
家
類
衆
往
生
伝
」
に
つ
い
て
:
・
」

(
「
塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻
所
収
)
に
お
い
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
真
福

寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
」
と
金
沢
文
庫
本

「漢
家
類
緊
往
生
伝
』

と
を
参
照
し
て
、
作
業
を
進
め
た
。
ま
た
、
こ
の
塚
本
論
文
で
は
真
福
寺

本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
」
と
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類
衆
往
生
伝
」
と

の
相
互
関
係
と
、
真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

「往
生
浄
土
伝
』
と
そ
の
他
の
諸

伝
と
の
相
関
関
係
と
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

23 

『塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻

・
2
4
1
頁

24 

『塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻

・
2
4
2
頁

34 

(
お
)

『塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻

・
2
4
7
頁

26 

「塚
本
義
隆
著
作
集
』
第
6
巻

・
2
5
1
頁

27 

『塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻

・
2
5
1
頁

28 

「塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻

・
2
7
4
頁

29 

恵
谷
隆
戒
著

『浄
土
教
の
新
研
究
」
3
4
1
頁
1
3
5
0
頁

(
初
)

こ
の
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類
爽
往
生
伝
」
に
関
し
て
は
、
既
に
高
雄
義

堅
「
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類
衆
往
生
伝
」
に
つ
い
て
」
(
『龍
大
論
集
」
3

1
0
所
収
)
、
及
び
塚
本
善
隆
「
日
本
に
遺
存
せ
る
遼
文
学
と
そ
の
影
響

-
真
福
寺
の

『戒
珠
集
往
生
浄
土
伝
」
と
金
沢
文
庫
の

「漢
家
類
爽
往
生

伝
』
に
つ
い
て
:
・
」
(
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻
所
収
)

に
お
い
て
、

詳
細
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

31 

「塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻

・
3
2
1
頁

32 

『塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻

・
3
2
8
頁

33 

『塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻

・
3
3
2
頁

(M) 
『塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
6
巻

・
3
3
5
頁

35 

道
宣

「続
高
僧
伝
」
巻
第
二
十

36 

道
宣

『続
高
僧
伝
」
巻
第
二
十
七
お
よ
び

『瑞
膝
伝
」

(
幻
)

迦
才

『浄
土
論
」
お
よ
び

「瑞
謄
伝
」

(
羽
)

『瑞
謄
伝
』

39 

迦
才

『浄
土
論
』
お
よ
び

「瑞
感
伝
」



(
判
)

迦
才

『浄
土
論
」
お
よ
び
『
瑞
雁
伝
」

41 

迦
才

『浄
土
論
』
お
よ
び

『瑞
臆
伝
』

42 

迦
才

『浄
土
論
』
お
よ
び

『瑞
臆
伝
』

43 

『瑞
膝
伝
』

44 

真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

「往
生
浄
土
伝
』

(
江
川
)

真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
』
お
よ
び
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類

衆
往
生
伝
』

46 

真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
』
お
よ
び
金
沢
文
庫
本
『
漢
家
類

衆
往
生
伝
』

(
灯
)

真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
』
お
よ
び
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類

緊
往
生
伝
』

48 

真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
』
お
よ
び
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類

衆
往
生
伝
』

49 

真
福
寺
本
戒
珠
仮
託

『往
生
浄
土
伝
』
お
よ
び
金
沢
文
庫
本

『漢
家
類

衆
往
生
伝
』

50 

浄
全

1
・
6
9
9
頁

・
下

(
日
)

浄
全
1
・
7
0
0
頁

・
下

52 

浄
全
1
・
6
9
5
頁

・
上
1
6
9
9
頁

・
上

53 

正
蔵
5

0
・
5
9
4
頁

・
上

54 

浄
全
1
・
6
7
6
頁

・
上
1
6
7
8
頁

・
上

55 

浄
全
1
・
6
7
7
頁

・
下

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

道
悼
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

56 

浄
全

1
・
6
7
8
頁

・
上

(町山

浄
全

1
・
6
8
0
頁

・
上

58 

浄
全

1
・
6
8
8
頁

・
上

59 

浄
全

1
・
6
8
9
頁

・
上

60 

浄
全

1
・
6
9
0
頁

・
下

61 

浄
全
1
・
6
9
2
頁

・
下

62 

浄
全
1
・
6
7
4
頁

・
上

63 

浄
全

1
・
6
9
2
頁

・
下

64 

浄
全

1
・
6
9
5
頁

・
上
1
6
9
9
頁

・
上

65 

藤
堂
恭
俊
著

『無
量
寿
経
論
註
の
研
究
」
・
1
1
0
頁
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善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

ー
『
観
経
疏
』

を
中
心
と
し
て
|

小
林
尚
英

は
じ
め
に

阿
弥
陀
仏
信
何
論
に
つ
い
て
、
藤
堂
恭
俊
博
士
は
次
の
よ
う
に
概
念
規
定
し
て
い

る

阿
弥
陀
仏
信
仰
論
は
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
と
被
救
済
者
と
し
て
の
凡

夫
と
の
聞
に
、
相
互
に
か
わ
さ
れ
る
人
格
的
呼
応
関
係
を
中
心
と
し
て
、

そ
の

基
盤
の
上
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
具
体
的
種
々
相
を
解
明
す
る
に
あ
る
。
従

来
、
先
学
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
論
究
が
か
さ
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
救
済
者

と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
身
上
に
関
す
る
報
身

・
報
土
観
、
あ
る
い
は
本
願
を
中

心
と
し
た
救
済
観
、
他
力
観
、

王
本
願
観
に
関
す
る
論
議
で
も
な
く
、

さ
p
り
に

ま
た
、
被
救
済
者
と
し
て
の
凡
夫
を
め
ぐ
り
人
間
観
、
煩
悩
観
、
末
法
観
、

る
い
は
安
心
、
起
行
、
作
業
、
行
儀
と
い
っ
た
実
践
論
を
始
め
、
往
生
観
な
ど

に
つ
い
て
の
論
議
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
論
議
を
踏
え
な
が
ら
重
層
的
に
統

合
し
つ
つ
、
救
済
者
(
仏
)
と
被
救
済
者
と
が
知
何
に
か
か
わ
り
あ
い
、

そ
の

か
か
わ
り
を
と
お
し
て
被
救
済
者
は
い
か
に
質
的
に
転
換
す
る
か
、

と
い
っ
た

念
仏
信
仰
の
具
体
的
な
種
々
相
を
解
明
す
る
の
が
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
で

(l
)
 

あ
る
。

こ
の
文
の
中
で
、
重
要
な
こ
と
は
藤
堂
博
士
が
「
救
済
者
(
仏
)

と
被
救
済
者
と

36 

が
、
如
何
に
か
か
わ
り
あ
い
、

そ
の
か
か
わ
り
を
と
お
し
て
被
救
済
者
は
い
か
に
質

的
な
転
換
を
す
る
か
、

と
い
っ
た
信
仰
の
具
体
的
種
々
相
を
解
明
す
る
の
が
、
こ
の

阿
弥
陀
仏
論
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
点
に
基
本

を
置
い
て
論
じ
た
い
と
思
う
。
今
回
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
善
導
の
「
法
界
身

釈
」
と
「
是
心
作
仏
・
是
心
是
仏
」
釈
に
し
ぼ
っ
て
、
こ
の
中
か
ら
、
仏
と
衆
生
、

つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
と
の
か
か
わ
り
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
こ
の
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
藤
堂
博
士
は
、

法
然
の
こ
と
ば
は
、
称
名
念
仏
を
基
盤
と
し
て
、
仏
凡
相
互
の
聞
に
呼
び

・
応

え
る
と
い
う
人
格
的
呼
応
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
阿
弥
陀

仏
に
よ
る
救
い
の
実
動
は
す
で
に
、

「わ
が
名
を
と
な
え
よ
」
と
い
う
呼
び
か

け
に
始
ま
る
。
そ
の
阿
弥
陀
仏
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
み

名
を
と
な
え
る
、

と
い
う
呼
応
の
関
係
と
、

さ
ら
に
、
「
阿
弥
陀
ほ
と
け
、

わ

れ
を
た
す
け
給
え
」
と
い
う
切
な
る
思
い
を
声
に
の
せ
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と

あ

み
名
を
と
な
え
る
そ
の
呼
び
か
け
に
、
阿
弥
陀
仏
は
応
え
て
救
済
の
手
を
さ
し

と
い
う
呼
応
の
関
係
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
仏
か
ら
凡
へ
、
凡
か
ら

{2) 

仏
へ
と
い
う
二
重
の
人
格
的
な
呼
応
関
係
が
称
名
念
仏
の
上
に
成
立
す
る
。

の
べ
る
、

と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
藤
堂
博
士
の
特
色
は
、
名
号
を
と
な
え
る
一
声
一
声
の

中
で
、
救
済
者
と
被
救
済
者
が
一
つ
に
結
ぼ
れ
る
と
し
て
い
る
こ
と
と
、
阿
弥
陀
仏

信
仰
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
主
軸
と
す
る
二
重
の
呼
応
関
係
の
上
に
成
立
す
る
と

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
称
名
を
中
心
と
し
た
呼
応
関
係
の
箇
所
を
み
る
と
、



「
定
善
義
」
の
親
縁
釈
で
、

一
明
二
親
縁
一衆
生
起
ν
行
口
常
称
ν
仏
仏
即
聞
レ
之
身
常
槍
ニ
敬
仏
一例
即
見
レ
之

心
常
念
レ
仏
仏
即
知
レ
之
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
彼
此
三
業
不
ニ
相
捨
離
一

と
い
っ
て
、
称
名
念
仏
の
な
か
に
救
済
者
と
被
救
済
者
と
の
呼
応
関
係
が
生
ま
れ
て

く
る
の
で
あ
る
。

藤
堂
博
士
は
前
述
の
如
く
阿
弥
陀
仏
信
仰
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
主
軸
と
す
る

二
重
の
呼
応
関
係
の
上
に
成
立
す
る
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

ま
ず
、
「
我
が
名
を
と
な
え
よ
」
と
い
う
、
仏
様
か
ら
の
呼
び
か
け
を
我
々
が

お

ん

よ

び

頂
戴
す
る
。
そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
阿
弥
陀
様
の
御
名
を
呼
奉
る
。
ま
た

心
の
中
で
「
ど
う
ぞ
、
こ
の
私
を
お
救
い
下
さ
い
」
と
仏
様
に
呼
び
か
け
ま
す

と
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
仏
様
が
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
て
下
さ
る
。

と
述
べ
て
お
り
、
阿
弥
陀
仏
信
何
論
は
、
称
名
を
主
軸
と
す
る
二
重
の
呼
応
関
係
の

上
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
信
仰
上
の
具
体
的
な
種
々
相
を
解
明
す
る
に
あ
る
と
し
て

い
る
。
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
な
が
ら
善
導
の
「
法
界
身
」
釈
や
「
是
心
作
仏
」
・
「是

心
是
仏
」
釈
の
中
か
ら
、
仏
凡
の
関
係
、
阿
弥
陀
仏
信
何
論
を
見
て
い
き
た
い
と
思

っ。

法
界
身
釈
に
つ
い
て

「観
経
」
第
八
観
に
、

諸
仏
如
来
是
法
界
身
入
二

切
衆
生
心
想
中
一是
故
汝
等
心
想
レ仏
時
是
心
即
是

三
十
二
相
八
十
随
形
好

と
述
べ
て
諸
仏
如
来
は
法
界
身
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
こ
の
法
界
身
に

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

つ
い
て
曇
驚
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ng
鷲
は

『往
生
論
註
」
で
、

言
ニ
諸
仏
如
来
是
法
界
身
一者
法
界
是
衆
生
心
法
也
以
三
心
能
生
一一
世
間
出
世
間

一
切
諸
法
一故
名
レ
心
為
ニ
法
界
一法
界
能
生
ニ
諸
如
来
相
好
身
一
亦
如
コ一色
等
能

生
二
眼
識
一是
故
仏
身
名
一忌
界
身
是
身
一不
行
ニ
他
縁
一是
故
入
二
切
衆
生
心
想

中
一心
想
仏
時
是
心
即
是
三
十
二
相
八
十
陪
形
好
者
賞
ニ
衆
生
心
想
仏
時
一仏
身

相
好
顕
ニ
現
衆
生
心
中
一也
響
如
ニ
水
清
則
色
像
現
水
之
輿
レ
像
不
ν

一
不
v
異
故

言
ニ仏
相
好
身
即
是
心
想
一也

と
い

っ
て
、
法
界
と
は
「
衆
生
の
心
法
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
衆
生
の
心

そ
の
も
の
を
さ
す
。
わ
れ
わ
れ
の
心
は
世
間
・
出
世
間
の

一
切
諸
法
を
生
ず
る
か
ら

で
あ
る
。
衆
生
の
心
そ
の
も
の
も
能
く
世
間

・
出
世
間
の
一
切
諸
法
を
そ
れ
ぞ
れ
の

界
別
に
応
じ
て
識
別
し
能
縁
す
る
が
ゆ
え
に
、
心
を
さ
し
て
法
界
と
い
っ
て
い
る
。

従

っ
て
わ
れ
わ
れ
衆
生
の
心
法
す
な
わ
ち
法
界
が
仏
身
を
縁
ず
る
な
ら
ば
、

そ
の
法

界
に
は
所
縁
の
諸
仏
如
来
の
相
好
身
が
生
ず
る
か
ら
、
か
く
し
て
生
じ
た
仏
身
を
名

づ
け
て
「
法
界
身
」
と
い
う
。
さ
れ
ば
こ
こ
で
法
界
身
と
は
衆
生
能
縁
の
心
想
に
生

ず
る
仏
の
相
好
身
の
意
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
経
に
は
「
諸
仏
如

来
ハ
是
レ
法
界
身
ナ
リ
入
コ
下
一

切
衆
生
ノ
心
想
ノ
中
勺

と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
も
し

わ
れ
わ
れ
が
仏
身
を
想
わ
な
い
な
ら
ば
仏
身
も
ま
た
現
ず
る
こ
と
が
な
い
。
次
に

「
是
心
即
是
三
十
二
相
八
十
随
形
好
」
と
は
衆
生
の
心
と
仏
と
の
関
係
を
示
す
も
の

で
、
衆
生
の
心
に
仏
を
想
う
時
、
仏
身
の
相
好
が
心
中
に
現
ず
る
の
は
清
き
水
と
色

像
の
関
係
の
如
く
で
あ
る
。
水
と
水
面
所
現
の
像
と
は
不

一
不
異
の
関
係
で
あ
る
。
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あ
た
か
も
水
清
け
れ
ば
則
ち
像
現
じ
、
清
か
ら
ざ
れ
ば
現
ぜ
ざ
る
が
ご
と
く
で
あ
っ

て
、
「
水
」
と
は
衆
生
の
心
法
を
、
「
清
し
」
と
は
仏
身
を
想
う
状
態
を
、
「
像
」
と

た
と
え

は
仏
身
を
さ
す
喰
で
あ
る
。
き
れ
ば
仏
身
は
衆
生
の
心
の
外
に
は
現
じ
な
い
け
れ
ど

も
、
も
し
心
清
か
ら
ざ
れ
ば
現
ず
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
善
導
の
法
界
身
釈
を
見
て
い
く
と

従
ニ
諸
仏
如
来
一下
至
二
心
想
中
一己
来
正
明
下
諸
仏
大
慈
膝
レ
心
即
現
有
二
期
勝

益
一故
勧
レ
汝
想
幸
之

と
い
っ
て
、
こ
れ
は
法
界
身
の
文
に
対
す
る
善
導
の
基
本
的
立
場
で
あ
る
。
さ
ら
に

ま
た
善
導
は

『観
経
』
で
い
う
「
入
一
切
衆
生
心
想
中
」
の
経
文
に
対
し
て
、

由
一円衆
生
起
りテ
念
ヲ
願
以レハ
見
立ン卜
諸
仏
寸
仏
即
以
-一無
擬
智
イ
知
日
一一

即
能
入
コ
彼
ノ

想
心
ノ
中
一一現
シ玉

と
い
っ
て
お
り
、
善
導
の
法
界
身
釈
は
直
接
曇
鴛
の
そ
れ
に
導
か
れ
て
、
諸
師
の
唯

識
法
身
の
観
や
無
想
離
念
の
観
に
対
し
、

も
っ
て
浄
土
門
本
来
の
具
体
的
な
事
観
の

立
場
を
顕
示
し
つ
つ
、
こ
れ
を
通
し
て
仏
は
ま
さ
し
く
わ
れ
わ
れ
の
た
め
の
仏
に
ほ

か
な
ら
な
い
所
以
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
単

に
こ
の
法
界
身
釈
を
見
る
だ
け
で
も
、
善
導
の
釈
意
が
浄
影
等
の
立
場
と
は
異
な
る

こ
と
で
理
解
で
き
る
。
か
く
し
て
善
導
の
法
界
身
の
解
釈
は
こ
こ
か
ら
次
の
如
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

言
ニ
法
界
一者
有
二
三
義
二
者
心
偏
故
解
一忌

界
一
二
者
身
偏
故
解
ニ
法
界
二
ニ
者

無
-一
障
凝
一故
解
一一
法
界
一正
由
二
心
到
一故
身
亦
臨
到
身
障
一一
於
心
一故
言
二
固
定
法

界
身
一也
言
一一法
界
一者
是
所
化
之
境
即
衆
生
界
也
言
レ
身
者
是
能
化
之
身
即
諸

(
叩
)

仏
身
也
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こ
こ
で
は
、

「
法
界
」
と
は
所
化
の
衆
生
界
を
指
し
、
「
身
」
と
は
能
化
の
仏
身
そ

の
も
の
を
さ
す
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
法
界
身
と
は
、
善
導
に
よ
れ
ば
能
化

所
化
一
体
に
成
就
し
て
、
所
化
の
衆
生
界
を
必
ず
摂
化
せ
ず
ば
や
ま
な
い
能
化
の
仏

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
仏
と
衆
生
と
を
二
元
的
に
示
し
て

身
(
心
)

い
る
。
こ
れ
は
、
善
導
の
確
信
を
示
し
た
「
諸
仏
ノ
大
悲
ハ於
ニ
苦
者
一心
偏
ニ
懸
ニ
念
ス

常
没
ノ
衆
生
ご
と
い
う
衆
生
救
済
の
具
象
化
で
あ
る
。

一
方
こ
れ
に
対
し
て
浄
影
等
の
諸
師
は
、
法
界
身
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

仏
法
界
身
入
ニ
於
一
切
衆
生
心
中
一故
勧
想
ν
之
是
故
己
下
明
下
仏
心
想
即
成
中
前

仏
入
-一
衆
生
心
一義
上
於
レ
中
四
句
一
明
二
心
是
仏
一言
二
是
故
一者
乗
ν
前
顕
ν
後
是

仏
法
身
入
-長
一
切
衆
生
心
一放
心
想
ν
仏
時
是
心
即
諸
仏
相
好

と
い

っ
て
、
こ
れ
に
よ
る
と
慧
遠
は
法
界
に
つ
い
て
真
如

・
法
性
の
異
名
で
あ
る
と

し
、
法
界
身
を
無
色
無
形
の
法
身
と
解
釈
し
、
こ
の
法
界
身
が
衆
生
の
心
想
の
中
に

入
り
、
衆
生
が
仏
を
観
想
す
れ
ば
、

そ
の
心
想
の
中
に
仏
は
相
好
を
現
成
す
る
と
い

っ
て
い
る
。
諸
法
は
勿
論

一
切
万
法
す
べ
て
法
界
の
体
性
を
具
す
る
も
の
と
し
、

一
元
的
な
も
の
で
あ

諸
仏
と
真
如
と
衆
生
の
心
想
と
は
、

一
体
上
の
諸
相
で
あ
り

る
と
い
っ
て
い
る
。
衆
生
は
、

み
ず
か
ら
の
心
性
を
き
よ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法

身
の
理
仏
を
具
し
、

そ
の
ま
ま
仏
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
故
に
、
『
観
経
」
が

所
説
の
法
界
身
の
観
法
は
、
法
身
同
体
の
真
知
観
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
善
導
は
、
こ
の
慧
遠
の
解
釈
を
排
し
て

既
言
レ
想
レ
像
偲
二
立
三
十
二
相
一者
真
如
法
界
身
宣
有
レ
相
而
可
レ
縁
有
レ
身
而



可
レ取
也
然
法
身
無
色
絶
ニ
於
眼
対
一更
無
二
類
可
v
方

と
述
べ
て
い
る
。
中
国
浄
土
教
諸
師
が
法
界
身
を
自
己
の
真
実
の
本
性
と
み
た
の
に

対
し
、
善
導
は

「言
~一法
界
↓
者
是
レ
所
化
之
ノ
境
即
衆
生
界
ナリ
也
言
な
身
卜
者
是
レ
能

化
ノ
之
身
即
諸
仏
ノ
身
ナリ
也
」
と
い
い
、
法
界
身
を
法
界
と
身
と
に
分
け
、
法
界
を

現
実
の
衆
生
と
し
、
身
を
仏
身
と
解
釈
し
て
い
る
。
中
国
浄
土
教
諸
師
が
法
界
身
を

二
冗
的
に
み
た
の
に
対
し
、
善
導
は
こ
れ
を
二
元
的
に
み
て
い
る
。
前
述
の
如
く
法

界
を
衆
生
と
み
る
の
は
曇
驚
の

『往
生
論
註
』
に
、
「
法
界
ハ
是
レ
衆
生
ノ
心
法
也
」

と
い
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
善
導
は
こ
の
よ
う
に
二

元
的
に
救
済
す
る
も
の
と
救
済
さ
れ
る
も
の
と
を
明
確
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
衆
生
の
上
に
仏
の
心
が
い
き
わ
た
り
、
衆
生
が
仏
を
見
よ
う
と
す
れ
ば
、

仏
は
衆
生
の
心
想
に
従
っ
て
現
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
や
が
て
第
九
真
身
観

釈
に
説
か
れ
る
「
彼
此
ノ三
業
不
一一相
捨
離
ご

と
い
う
銘
文
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
た
だ
浄
影
等
の
諸
師
が
、
法
界
身
を
無
色
無
形
の
法
性
身
と
解
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、

い
ま

一
つ
釈
然
と
し
な
い
も
の
が
残
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
会

に
於
い
て
発
表
し
た
い
と
思
う
が
、
例
え
ば
、
浄
影
は
、

「大
乗
義
章
」
第
十
九
に
、

四
身
を
説
く
が
、
要
す
る
に
、
浄
影
の
仏
身

仏
身
開
合
の
論
理
に
よ
っ
て
、

身

観
は
真
身
、
応
身
に
究
極
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『観
経
」
所
説
の
三
十
二
相
八

十
種
好
を
具
せ
る
阿
弥
陀
仏
を
観
ず
る
観
法
は
応
身
観
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
吉
蔵
は

『観
経
義
疏
』
で
想
法
身
仏
、
想
応
身
仏
の
二
種
の
観
法
を
示

し
、
法
界
身
は
、
第

一
の
想
法
身
仏
に
あ
た
る
と
い
っ
て
い
る
。
吉
蔵
は
、
こ
の
外

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

の
観
の
字
義
を
釈
し
て
「
観
有
二
三
種
二

観
一一実
相
法
身
二一
観
一一修

成
法
身
二
ニ
観
一一化
身
こ
と
い
っ
て
実
相
法
身
観
、
修
成
法
身
観
、
化
身
観
の
三
種

に、

『観
経
」

観
法
を
説
く
が
、
実
相
、
修
成
の
二
法
身
観
は
、

さ
き
の
想
法
身
観
に
あ
た
り
、
化

身
観
は
想
応
身
観
に
あ
た
る
。
要
す
る
に
、
浄
影
、
吉
蔵
等
が

『観
経
』
の
説
相
に

一
方
で
は
法
界
身
を
法
性
と
な
し
、
他
方
、
阿
弥
陀
仏
を
応
身
、
化
身
と

じ

か

ど

う

ち

ゃ
〈

す
る
こ
と
に
自
家
撞
着
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
方
に
於
い
て
は

『観
経
』
所
説
の
阿

つ
い
て

弥
陀
仏
を
応
身
と
し
な
が
ら
、
同
じ

「観
経
」
所
説
の
法
界
身
を
阿
弥
陀
仏
と
し
、

し
か
も
法
性
身
と
す
る
こ
と
に
う
な
ず
け
な
い
も
の
が
あ
る
。

言
葉
を
か
え
て
い
う

と
、
「
諸
仏
如
ハ是
レ
法
界
身
ナリ
」
と
い
う
大
前
提
が
あ
る
。
そ
の
諸
仏
の
随

一
で
あ

る
阿
弥
陀
仏
を
応
身
と
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
矛
盾
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
善
導
は
、

「諸
仏
如
来
ハ
是
レ
法
界
身
ナリ」

と
い
う
説
示
を
ふ
ま
え
て
、

「欲
以顕
わト
諸
仏
ハ
三
身
同
証
シ、
悲
智
果
円
ナル寸
等
斉
シテ
無
口一
端
身

一
坐
玉テヨリ
影
現

無
方
ナリ
意
ロ赴
コ
有
縁
一一時
キ
臨
可
決
貯
」
と
い
っ
て
諸
仏
は
三
身
同
証
な
り
と
し
、

各
々
、
有
縁
の
行
者
の
た
め
の
法
と
な
る
こ
と
を
明
か
し
、
術
通
な
き
凡
夫
の
た
め

に
は
、
作
意
に
も
不
作
意
に
も
、
常
に
、

そ
の
心
念
に
応
じ
て
、

み
ず
か
ら
現
じ
た

も
う
も
の
で
あ
る
と
し
、
法
界
身
を
徹
頭
徹
尾
有
相
的
に
と
ら
え
て
我
々
に
示
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

今
此
観
門
等
唯
指
レ方
立
レ相
住
レ
心
而
取
レ境
総
不
レ
明
-一
無
相
離
念
一也
如
来
懸

知
末
代
罪
濁
凡
夫
立
レ相
住
レ
心
尚
不
レ
能
レ
得

と
い

っ
て
い
る
文
の
中
に
凝
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
浄
土
宗
三
祖
良
忠

は、

『伝
通
記
」
で
、
こ
の
法
界
身
を
報
身
に
配
当
し
て
い
る
。
法
界
身
と
い
う
も
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の
は
、
利
他
の
活
動
体
を
示
す
も
の
と
し
て
受
け
と
め
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

を
報
身
と
す
る
こ
と
は

一
応
も
っ
と
も
で
あ
る
。
事
実
、
善
導
が
、

『玄
義
分
』

に
於
い
て
、
仏
身
を
、
法
身
、
報
身
、
応
身
の
三
身
に
開
き
、
阿
弥
陀
仏
が
報
身
で

あ
る
こ
と
を
、
経
説
を
引
用
し
て
証
明
し
た
こ
と
は
、

い
ま
さ
ら

い
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
阿
弥
陀
仏
を
含
め
た
諸
仏
如
来
に
対
す
る
善
導
の
面
目

は
、
む
し
ろ
、
こ
の
法
界
身
釈
の
中
に
、
す
べ
て
帰
納
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
放
に
、
あ
え
て
、
法
界
身
H
阿
弥
陀
仏
H
法
身
と
す
る
考
え
は
、
法
界
身

と
い
う
も
の
の
躍
動
的
活
動
的
な
意
義
を
そ
こ
な
う
よ
う
な
感
が
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
衆
生
の
念
が
根
源
的
に
は
全
宇
宙
的
と
も
言
え
る
阿
弥
陀
仏
の
法
界
身
と

も
相
即
し
て
相
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
界
と
は
、
仏
が
教
化
し
救

済
す
る
世
界
、
す
な
わ
ち
衆
生
界
で
あ
る
。
ま
た
身
と
は
教
化
す
る
身
、
す
な
わ
ち

諸
仏
の
身
で
あ
る
。

是
心
作
仏
・

是
心
是
仏
釈
に
つ
い
て

こ
こ
で
の
論
述
主
旨
は

『観
経
』
第
八
像
想
観
の
な
か
で
、
そ
の
特
徴
で
あ
る

「是
ノ
心
作
山
仏
ヲ
是
ノ
心
是
ν
仏
ナリ
」
の
文
に
つ
い
て
善
導
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て

い
る
か
を
ま
ず
み
て
い
き
、
次
に
仏
凡
の
関
係
、

つ
ま
り
仏
と
衆
生
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
論
じ
、

さ
ら
に
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
に
つ
い
て
も
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

周
知
の
よ
う
に

『観
経
」
像
想
観
で
は
、

ま
ず
「
想
仏
」
と
し
て
諸
仏
を
観
想
す
べ

き
教
理
的
根
拠
が
説
か
れ
て
い
る
。
諸
仏
は
「
法
界
身
」
で
あ
り
、
「
是
ノ
心
作
山

仏
ヲ
是
ノ
心
是
レ
仏
ナリ
」
と
い
う
有
名
な
教
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
次
に
「
想
像
」
と
し

て
、
最
初
に
華
座
の
上
に
坐
す
一
体
の
閤
浮
檀
金
色
に
輝
く
仏
像
を
観
じ
、

そ
の
周

聞
に
あ
る
荘
厳
も
観
想
す
る
。
さ
ら
に
仏
像
の
左
に
観
世
音
菩
薩
、
右
に
大
勢
至
宝
口
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薩
の
坐
像
が
あ
り
、
こ
の
三
尊
像
か
ら
放
た
れ
る
光
明
が
宝
樹
を
照
ら
し
、

々
の

宝
樹
の
下
に
も
三
尊
像
が
あ
っ
て
、
浄
土
に
遍
満
し
て
い
る
こ
と
を
観
ず
る
。
こ
う

し
て
、
浄
土
の
荘
厳
が
す
べ
て
妙
法
を
説
く
の
を
聞
き
、
こ
の
観
想
に
よ
っ
て
念
仏

三
昧
を
得
る
と
い
う
。
そ
こ
で
ま
ず
最
初
に
「
是
ノ
心
作
山
仏
ヲ
是
ノ
心
是
レ
仏
ナリ
」
の

釈
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、

『観
経
」
の
な
か
で
も
「
是
ノ
心
作
山
仏
ヲ
是
ノ
心
是
レ

仏
ナリ
」
の
文
は
銘
文
と
い
わ
れ
、
古
来
よ
り
中
国
浄
土
教
諸
師
に
注
目
さ
れ
解
釈

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
国
浄
土
教
諸
師
の
一
人
で
あ
る
浄
影
寺
慧
遠
は

「
是
心
作
仏

・
是
心
是
仏
」
に
つ
い
て
、

二
明
二
心
作
仏
」
成
一一
前
心
固
定
二
ニ
是
心
是
仏
、
結
一一
前
初
句
」
四
諸
悌
遍
知
従

心
想
生
結
二
前
第
一
一

一云
何
名
レ
作
云
何
名
レ
是
両
義
分
別
一
就
一一
例
観
始
終
一分

別
始
学
名
レ
作
終
成
即
是
二
現
嘗
分
別
諸
仏
法
身
輿
レ
己
同
体
現
観
レ
仏
時
心
中

現
者
即
是
諸
仏
法
身
之
体
名
二
心
是
仏
一
望
ニ
己
首
果
・
由
ν
観
生
ν
彼
名

-心

作
悌
一

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
仏
観
の
始
終
と
現
当
分
別
と
の
二
義
を
あ
げ
て
、
前
に
あ
る
法

界
身
釈
を
支
持
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
諸
仏
の
法
身
は
衆
生
と
同
体
で
あ
り
、
現
に

仏
を
観
ず
る
時
、
衆
生
心
中
に
現
ず
る
仏
身
は
諸
仏
の
法
身
の
体
で
あ
る
。
こ
れ
を

慧
遠
は
是
心
是
仏
の
意
味
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
是
心
作
仏
と
は
、
こ
の
観
に

よ
り
当
来
の
証
果
即
ち
成
仏
を
得
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

『観
経
」
そ
の
も
の
は
観

仏
経
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
仏
身
を
観
ず
る
な
ど
、
観
を
強
調
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
経
の
銘
文
と
い
わ
れ
る
「
是
心
」
の
文
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
心
が
仏
に



な
る
と
か
、
こ
の
心
が
す
な
わ
ち
仏
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
を
浄
土
教
の
立
場
で
、

特
に
善
導
が
、
ど
の
よ
う
に
み
て
い
る
の
か
。
中
国
浄
土
教
諸
師
と
は
全
く
見
方
を

か
え
て
解
釈
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
ど
う
い
う
点
に
あ
っ
た
の
か
、
心

と
仏
と
を
め
ぐ
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
「
是
心
」
の
文

の
見
方
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
心
と
仏
と
衆
生
な
ど
の
関
係
を
、
こ
の
経
の
注
釈
者
た

ち
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
っ
て
い
っ
た
か
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
「
是
心
」

の
解
釈
は
こ
の
『
観
経
』
の
特
徴
で
あ
る
「
観
」
と
い
う
こ
と
も
大
い
に
関
係
深

く
、
「
観
」
を
通
し
て
心
・
仏

・
衆
生
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
か
を
究
明
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。
そ
こ
で

『観
経
」
の
「
是
心
」
文
を
み
る
と
、

諸
仏
如
来
是
法
界
身
入
二

切
衆
生
心
想
中
一是
故
汝
等
心
想
レ
仏
時
是
心
即
是

三
十
二
相
八
十
陣
形
好
是
心
作
レ
仏
是
心
是
仏
諸
仏
正
編
知
海
従
二
心
想
一生
是

故
堅
一首
一
心
繋
レ
念
諦
観
一一
彼
仏
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
詞
三
貌
三
仏
陀
一

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
浄
影
、
天
台
、
吉
蔵
等
の
中
国
浄
土
教
諸
師
は
こ
の
一
文

を
証
権
と
し
て
、
観
念
的
な
唯
心
の
弥
陀
説
を
立
て
て
、

い
わ
ゆ
る
唯
識
法
身
の
観

や
自
性
清
浄
仏
性
観
を
も
っ
て
、
こ
の
経
の
宗
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

普
賢
晃
寿
氏
は

善
導
包
干
つ
唯
識
法
身
観
、
自
性
清
浄
仏
性
観
の
思
想
は
、
浄
影
嘉
祥
天
台
の

観
経
疏
の
思
想
を
含
む
事
は
勿
論
、
こ
れ
等
の
思
想
の
流
れ
を
く
む
当
時
の

人
々
、
更
に
唯
識
学
徒
の
説
を
さ
す
も
の
と
考
え
る

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
善
導
は
「
将
ラ
此
ノ
一
門
ノ
之
義
イ
、
作
一J

唯
識
法
身
ノ

之
観
↓
、
或
ハ
作
コ
自
性
清
浄
仏
性
ノ
観
↓
者
、
其
ノ
意
甚
錯
レリ。

絶
無
-
J

少
分
モ
相

現
代
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お
け
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法
然
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教
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想
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解
明

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
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第
一
章

似
て
必
」
と
い
っ
て
お
り
、
ま
た
、
良
忠
は

『観
経
定
善
義
略
紗
』
第
二
に
は
、

「此
ノ三
師
ノ
意
ハ以
ニ
理
ノ
仏
↓
為
ニ
所
観
境
↓
尤
可
レ破
レ
之
也
こ
と
い
っ
て
、
こ
れ
を

し
り
ぞ

斥
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
善
導
は
「
是
心
」
釈
に
お
い
て
信
心
を
強
調
し
、
こ

れ
に
よ
り
称
名
念
仏
の
道
を
説
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
浄
影

・
天
台

・
嘉
祥
の
い

う
ご
と
く
に
観
を
実
践
す
る
こ
と
は
、
凡
夫
に
と
っ
て
至
難
の
こ
と
で
あ
る
が
、
観

を
阿
弥
陀
仏
や
浄
土
に
対
す
る
信
心
に
よ
り
、
念
仏
を
契
機
と
し
て
う
け
と
っ
た

時
、
凡
夫
に
親
し
い
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
妄
想
妄
念
を
い
だ
く
現
実
の
心
で
浄
土

や
仏
を
主
観
的
に
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
励
行
し
や
す
く
す
る

た
め
に

さ
ら
に
善
導
は
指
方
立
相
を
説
く
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
基
礎
的
作
業
と
し
て
最
初
に
曇
鷺
の

「是
心
」
釈
を
見
て
い
く
と
、

『往

生
論
註
」
に

火是
不心
y田 作
!?仏
離重
品、

~~~し、

ほ能
レ

不在
離 ili

木守
士市 JL' 

興1リ是
能イム
焼者
レ )1;、
木~
木無
メ~ レ

ゴ 仏
火世
焼嘗
木和
即火

TF 
火{木
世竺出

と
い

っ
て
、
木
は
衆
生
心
、
火
は
化
身
に
警
え
て
い
る
。
こ
こ
で
暫
く
福
原
隆
善
氏

の
解
釈
に
よ
る
と
「
是
心
作
仏
」
と
は
、
衆
生
の
仏
を
想
う
心
が
仏
を
作
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
「
是
心
是
仏
」
と
は
、
こ
の
衆
生
の
作
仏
心
の
ほ
か
に
仏
は
ま
し
ま

さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
火
は
木
を
す
り
あ
わ
せ
る
こ
と
か
ら
生

じ
る
か
ら
、
火
は
木
を
離
れ
て
は
な
い
。
木
を
離
れ
な
い
か
ら
木
を
焼
く
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
で
木
が
火
と
な
る
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
木
を
焼
い
て
火
は
火
と
な
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
心
が
仏
を
つ
く
り
、
心
が
す
な
わ
ち
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
木
と
火
に
た
と
え
、
火
が
存
在
す
る
に
は
木
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
木
を
隊
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れ
で
は
火
は
な
い
。
火
が
木
を
離
れ
な
い
か
ら
、
木
が
火
に
よ

っ
て
焼
か
れ
る
。
木

が
焼
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
た
火
を
出
す
。
こ
の
よ
う
に
木
と
火
と
は
相
関
関

係
に
あ
っ
て
、
木
を
離
れ
て
は
火
は
な
く
、
火
を
離
れ
て
木
は
焼
か
れ
る
こ
と
は
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
曇
鷺
は
衆
生
の
心
と
仏
と
が
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。

良
忠
の
解
釈
に
よ
れ
ば

嘗
如
火
従
木
出
等
者
以
ニ
此
警
一合
レ
法
者
火
従
レ木
出
者
合
ニ是
心
作
仏
二=一
口依
ν

木
出
ν
火
即
依
ν
心
生
ν
仏
也
木
為
ν
火
焼
木
即
為
レ
火
者
合
ニ固
定
心
是
仏
一言
心
全

仏
而
心
外
無
ニ
別
仏
一謂
ニ
火
焼
v
木
木
火
非
レ
一
非
一
而
木
火
混
雑
其
相
唯

一

雄
二
仏
現
v
心
心
仏
非
ニ
非
一
而
心
仏
混
雑
其
相
唯
一
仏
性
論
第
四
云
如
一一
経

(初

)1

中
説
一迦
葉
嘗
如
下
以
三
一
木
相
指
一
即
能
生
レ火
火
生
之
時
還
白
焼
レ木
上
正

と
い
っ
て
火
が
木
よ
り
出
る
の
を
是
心
作
仏
と
い
う
。
そ
れ
は
木
に
よ
っ
て
火
を
出

す
と
い
う
こ
と
は
、
心
に
よ
っ
て
仏
を
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
木
が
火
の
た
め

に
焼
か
れ
て
木
が
火
に
な
る
こ
と
を
是
心
是
仏
と
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
心
が
全
く

そ
の
ま
ま
仏
で
あ
り
、
心
の
外
に
別
に
仏
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
木
と
火
は
非
一
で

あ
り
な
が
ら
、

そ
の
相
は
一
つ
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
た
と
え
は
衆
生
の
心

想
と
い
う
木
か
ら
仏
と
い
う
火
を
出
だ
し
、

そ
し
て
仏
の
火
が
衆
生
の
木
を
焼
く
こ

と
に
よ
っ
て
衆
生
が
仏
の
火
と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

鴛
の
木
と
火
の
た
と
え
に
よ
る
説
明
は
、
浄
影
、
天
台
、
吉
蔵
等
の
説
明
と
は

違
っ
た
点
が
見
出
せ
る
。
木
と
火
と
の
相
関
関
係
に
よ
り
、
衆
生
の
心
と
仏
と
は
相

離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
関
係
を
説
い
て
い
る
。
火
に
よ
っ
て
木
が
焼
か
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
木
が
ま
た
火
と
な
る
よ
う
に
、
衆
生
の
心
の
木
が
仏
に
よ
っ
て
焼
か
れ
る
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こ
と
に
よ
り
、
仏
と
い
う
火
に
な
る
。
仏
の
は
た
ら
き
が
な
く
て
は
衆
生
の
心
は
仏

と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
救
済
す
る
も
の
と
救
済
さ
れ
る
も

の
と
の
関
係
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
。
衆
生
の
心
は
仏
と
い
う
火
に
よ
っ
て
浄
化
さ

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
衆
生
の
心
は
不
浄
の
ま
ま
で
往
生
で
き
る
こ
と
を
意
味
す

ヲ
匂
。

こ
の
よ
う
に
曇
鷺
の
「
固
定
心
作
仏
是
心
是
仏
」
の
解
釈
は
す
な
わ
ち
仏
と
凡
夫
は

体
別
不
二
で
あ
り
、
も
し
衆
生
の
心
に
仏
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
仏
は
す
な
わ
ち
衆
生

の
心
中
に
現
じ
て
、
こ
こ
に
仏
心
と
凡
夫
の
心
は
相
即
し
、
不
異
一
体
と
な
る
が
ゆ

え
に
「
是
心
作
仏
」
と
い
う
ほ
か
な
く
、
こ
の
ゆ
え
に
ま
た
信
心
の
当
体
は
、

そ
の

ま
ま
「
是
心
是
仏
」
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
曇
鷲
の
立
場
に
つ

い
て
普
賢
晃
寿
氏
は
、

盆
鷺
は
論
註
の
観
察
門
に
観
経
を
く
り
込
み
、

そ
の
仏
身
観
法
と
し
て
法
界
身

釈
に
注
目
し
、
こ
れ
を
仏
身
の
相
好
を
観
ず
る
事
観
と
解
し
た
も
の
と
思
考
す

る
。
し
か
し
て
こ
の
論
註
を
受
け
て
成
立
し
た
の
が
、
観
経
の
解
説
書
と
云
わ

れ
る
安
楽
集
で
あ
り
、
こ
の
道
縛
の
弟
子
が
善
導
で
あ
る
。
こ
こ
に
観
経
を
理

観
で
解
す
る
聖
道
諸
師
に
対
し
、
曇
鴛
道
縛
の
浄
土
教
思
想
を
受
け
た
指
方
立

相
の
善
導
の
観
経
観
の
成
立
が
あ
る
。

と
い

っ
て
、
仏
身
の
相
好
を
観
ず
る
事
観
は
曇
鷺
に
は
じ
ま
り
、
道
紳
、
善
導
へ
と

継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

次
に
善
導
で
あ
る
が
、
彼
は
道
縛
か
ら
浄
土
の
法
門
を
受
け
、

『観
無
量
寿
経
疏
」



を
著
し
て
浄
土
教
に
画
期
的
な
方
向
を
示
し
、
日
本
浄
土
教
に
大
な
る
影
響
を
及
ぼ

し
、
こ
れ
を
指
南
と
す
る
学
僧
が
多
い
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
善
導
に
は

「観
経
疏
」
四
巻
を
は
じ
め
と
し
て
五
部
九
巻
の
著
作
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
釜
ロ
導

の

『観
経
」
玄
義
分
に
、
こ
の
経
の
宗
と
体
と
を
述
べ
て

今
此
観
経
即
以
ニ
観
仏
三
昧
一為
宗
亦
以
-一
念
仏
三
昧
一
為
レ宗
一
心
廻
願
往
生
二

浄
土
一為
レ体

と
い
っ
て
、
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
と
を
宗
と
し
、

一
心
に
廻
願
し
て
浄
土
に
往
生

す
る
の
を
体
と
な
す
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
次
に
善
導
の
「
是
ν
心
作
山
仏
ヲ
是
ノ
心
是
レ
仏
ナリ」

の
解
釈
を
み
て
い
く

と

言
一一
固
定
心
作
仏
一者
依
一一
自
信
心
一縁
レ
相
如
レ
作
也
言
二
是
心
是
仏
一者
心
能
想
レ

(
拘
)

仏
依
ν
想
仏
身
市
現
即
是
心
仏
也
離
ニ
此
心
一外
更
無
二
異
仏
一

と
あ
る
。
是
心
作
仏
と
は
、
仏
を
み
た
い
と
い
う
自
ら
の
信
心
に
よ
っ
て
、
仏
の
相

(
心
で
仏
の
相
好
を
)
作
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
是
心
是
仏

好
を
あ
ら
わ
す
の
が

と
は
、
心
で
よ
く
仏
を
み
た
い
と
想
う
。
そ
の
想
い
に
よ
っ
て
、
仏
身
が
現
れ
る
。

す
な
わ
ち
(
み
た
い
と
想
う
心
に
仏
が
現
れ
る
か
ら
)
こ
の
心
が
仏
で
あ
る
。
こ
の

(
想
う
)
心
を
離
れ
て
、

そ
れ
以
外
に
は
、

さ
ら
に
、
別
の
(
現
れ
る
)
仏
は
な
い
。

あ
る
い
は
、
あ
る
行
者
た
ち
が
、
こ
の
経
文
の
意
味
を
唯
識
法
身
観
で
あ
る
と

か
、
あ
る
い
は
、
自
性
清
浄
の
仏
性
観
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
の
見
解
は

甚
だ
し
い
誤
り
で
あ
る
。
決
し
て

い
さ
さ
か
も
似
て
い
な
い
。
す
で
に
「
(
仏

像
を
想
え
」
と
説
か
れ
て
、

三
十
二
相
を
立
て
た
の
で
あ
る
か
ら
、

ど
う
し
て
、
真

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論 如

法
界
身
を
具
体
的
な
相
好
で
み
た
り
、
具
体
的
な
仏
身
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
か
。
善
導
の
こ
の
解
釈
は
実
に
明
快
で
あ
る
。

九
品
皆
凡
夫
論
を
自
己
内
省
の
自
覚
と
し
て
経
文
を
読
み
と
り
、
報
身
報
土
論
を

主
張
す
る
善
導
に
と
っ
て
は
、
衆
生
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
と
な
り
、
仏
で
あ
る
と
い

う
解
釈
は
、
浄
影
等
の
諸
師
が
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
自
己
の
宗
教
体
験
と
し
て
は
あ

り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
是
心
釈
」
の
文
に
続
け
て
、
善
導
は
さ
ら
に
、

い
ま
こ
の
観
察
の
法
門
は
、

た
だ
た
だ
、
西
方
を
指
し
、
(
具
体
的
な
仏

・
浄
土
の
)

相
を
立
て
て
指
方
立
相
、
心
を
そ
こ
に
と
ど
め
て
、
(
具
体
的
な
仏

・
浄
土
の
)
対

象
を
み
る
こ
と
で
あ
る
。
決
し
て
、
(
法
身
の
)
無
相
離
念
を
説
い
て
い
る
の
で
は

な
い
。
如
来
は
、

は
る
か
に
末
代
の
罪
濁
の
凡
夫
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
。
(
凡
夫
に

と
っ
て
は
)
、
相
を
立
て
て
、
心
を
と
ど
め
て
み
る
こ
と
す
ら
難
し
い
。
ど
う
し
て
、

相
を
離
れ
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
れ
は
、
神
通
力
の
な
い
人
が
空
中
に
家

を
立
て
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
内
容
が
、
古
来
、
有
名
な
指
方
立

相
論
の
典
拠
で
あ
る
。
「
是
心
」
釈
を
通
し
て
善
導
の
仏
と
衆
生
と
の
か
か
わ
り
を

論
じ
て
き
た
が
、
浄
土
教
の
思
想
的
特
質
は
、
有
相
的
な
思
考
に
立
つ
と
こ
ろ
に
あ

る
と
言
え
よ
う
。
現
実
存
在
の
辺
に
あ
る
凡
夫
が
救
い
に
あ
ず
か
り
得
る
の
は
、
そ

の
よ
う
な
凡
夫
こ
そ
が
救
わ
れ
う
る
働
き
を
実
現
す
る
報
身
の
阿
弥
陀
仏
の
働
き
で

ホ
Y

。。
そ
こ
で
具
体
的
に
「
是
心
釈
」
の
解
釈
を
み
て
い
く
と
、
こ
こ
で
の
心
と
仏
と
の

関
係
は
、
諸
仏
は
つ
ね
に
法
界
の
心
を
知
り
た
ま
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て

衆
生
が
よ
く
想
い
を
な
す
な
ら
ば
、
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現
れ
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り
、
し
か
も
そ
の
心
が
よ
く
仏
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
善
導
は
、

「
唯
識
法
身
の
観
」
を
な
す
と
か
、
「
自
性
清
浄
仏
性
の
観
」
を
な
す
な
ど
誤
っ
た
解

釈
を
施
す
も
の
が
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
斥
け
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
る
こ
と
は

「依
司
自
ノ
信
心
ご

と
い
う
文
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
た
文
が

「
玄
義
分
」
に

『観
経
」
の
観
に
つ
い
て
、

一一=F観
者
照
也
常
以
一浄
信
心
手
一以
持
-一
智
慧
之
輝
一照
一一
彼
弥
陀
正
依
等
事
一

と
あ
る
が
、
「
自
ら
の
信
心
」
に
よ
っ
て
相
を
縁
ず
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
善
導

自
身
の
独
自
性
が
で
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
河
智
義
邦
氏
は
、

か
か
る
「
浄
土
教
的
観
」
の
在
り
方
を
、
信
心
の
智
慧
の
光
を
持
つ
以
外
に
真

の
事
観
成
就
の
道
が
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
す
の
で
あ
る
。
即
ち
、
人
間
的
観

の
立
場
は
仏
力
を
縁
と
し
て
見
に
転
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
思
惟
し

正
受
の
関
係
の
具
体
的
相
が
あ
り
、
「
異
方
便
」
と
し
て
の
定
善
の
展
開
の
意

義
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
し
て
い
る
。
善
導
の

「観
経
疏
」
は
固
よ
り
古
今
橋
定
の
疏
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
随
所
に
古
今
の
誤
謬
を
措
定
し
て
浄
土
教
の
真
髄
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
「
唯

識
法
身
の
観
」
や
「
自
性
清
浄
仏
性
の
観
」
に
よ
る
こ
と
は
凡
夫
に
と
っ
て
困
難
至

極
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
観
を
否
定
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
此
観
門
等
唯
指
レ方
立
レ相
住
レ
心
而
取
レ境
総
不
レ
明
一一
無
相
離
念
世
一知
来
懸

知
末
代
罪
濁
凡
夫
立
レ
相
住
レ
心
尚
不
レ
能
レ
得
何
況
離
レ
相
而
求
レ
事
者
如
下
似

無
二
術
通
一人
居
レ空
立
上ν
舎
也

と
い
い
、
方
を
指
し
相
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
や
そ
の
浄
土
を
心
を

住
せ
し
め
て
対
境
を
取
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
末
代
罪
濁
の
凡
夫
は
そ
の
こ
と
す
ら
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容
易
に
は
出
来
か
ね
る
。
他
に
心
を
奪
わ
れ
て
依
正
に
心
を
と
ど
め
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
指
方
立
相
し
な
け
れ
ば
、
凡
夫
に
は
と
う
て
い
理
解
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
善
導
は
指
方
立
相
を
立
て
て
い
る
が
、
こ
れ
は
観
想
の
対

象
で
あ
る
浄
土
は
「
た
だ
方
を
指
し
相
を
立
て
」
て
示
さ
れ
る
有
形
的

・
具
体
的
な

世
界
で
あ
っ
て
、
摂
論
学
派
や
禅
宗
系
な
ど
当
時
の
仏
教
界
一
般
で
考
え
ら
れ
て
い

た
無
形
的

・
唯
心
的
な
世
界
で
は
な
い
。
末
代
罪
濁
の
凡
夫
は
形
を
立
て
て
観
想
す

る
こ
と
さ
え
難
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、

ま
し
て
形
を
離
れ
て
具
体
的
な
観
想
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
は
ず
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
仏
は
は
る
か
昔
よ
り
知
り
た
ま
い
、
あ

え
て
西
方
と
い
う
方
角
を
指
示
し
て
、
形
あ
る
浄
土
を
現
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

つ

ま
り
指
方
立
相
は
、
わ
れ
わ
れ
凡
夫
の
た
め
の
仏
の
教
説
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
主
張
す

る
。
ま
た
河
智
義
邦
氏
に
よ
る
と
善
導
は
諸
師
の
如
く

『観
経
』
観
と
第
八
像
観
の

観
の
在
り
方
を
異
質
な
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
な
く
、

い
ず
れ
の
観
法
に
お

い
て
も
、

ど
こ
ま
で
も
末
代
罪
濁
の
凡
夫
と
関
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
の
阿
弥
陀
仏

・

浄
土
の
(
相
即
無
相
の
)
有
相
荘
厳
を
対
境
と
す
る
指
方
立
相
観
、
事
観
で
あ
る
こ

と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
善
導
が

『往
生
礼
讃
』
で
「
西
方
極
楽
ハ難
二
思
議
こ

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
浄
土
が
理
性
の
領
域
を
超
え
た
宗
教
的
な
永
遠
、
絶
対
の
世

界
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
善
導
は
か
か
る
永
遠
、
絶
対
の
世

界
も
、
凡
夫
に
と
っ
て
は
指
方
立
相
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
大
悲
の
本
願
に
あ
ら
わ
れ
、
衆
生
の
救
済
が
可
能
と
な
る
と
し
た
。
こ
れ

は
、
当
時
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
た
無
相
離
念
の
唯
心
的
な
浄
土
観
へ
の
対
決
を
意



図
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
指
方
立
相
の
浄
土
観
が
決
し
て
単
な
る
仮
の
方
便

説
で
は
な
く
、
浄
土
教
の
凡
夫
往
生
の
立
場
に
立
つ
限
り
当
然
の
浄
土
観
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
浄
土
が
西
方
に
位
置
す
る
理
由

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
道
縛
が

『安
楽
集
」
に
お
い
て
「
但
凡
夫
ノ
之
人
ハ身
心
相
ヒ

障
プ
若
向
ニ
鈴
方
一
一
西
ニ
往
寸
必
難
」
と
い
っ
て
、
凡
夫
の
た
め
に
西
方
浄
土
が
説
か
れ

る
と
す
る
の
は
、
指
方
立
相
説
の
先
駆
と
見
て
よ
い
。
善
導
は
こ
う
し
た
道
紳
の
考

え
方
を
継
承
し
、
凡
夫
往
生
を
い
っ
そ
う
強
調
す
る
立
場
か
ら
、
こ
れ
を
明
説
し
た

の
で
あ
る
。
藤
田
宏
達
氏
に
よ
る
と
原
始
浄
土
思
想
に
お
い
て
西
方
説
が
成
立
し
た

の
は
、
有
形
的
な
他
方
浄
土
観
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
善
導
の
指
方
立

相
説
は
い
わ
ば
浄
土
思
想
の
原
点
に
立
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
も

そ
も
経
典
そ
の
も
の
を
み
て
い
く
と
、
例
え
ば

『阿
弥
陀
経
」
に
「
従
川
是
レ
西
方

過
ヨ
十
寓
億
仏
土
↓
有
二
世
界
一名
テ
日
コ
極
楽
己
と
い
っ
て
い
る
こ
と
や
、

『無
量
寿

経
」
に
「
法
蔵
菩
薩
今
日
ニ成
仏
〆
現
ニ在
コ
西
方
一一
去
ぺ
此
ヲ
十
寓
億
剃
ナリ
其
ノ
仏
ノ
世

界
ヲ
名
テ
日
づ
安
楽
↓
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
両
経
は
指
方
立
相
論

の
代
表
的
典
拠
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
あ
る
意
味
で
は
経
典
に
こ
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
善
導
が
主
張
す
る
指
方
立
相
論
は
浄
土
教
の
正
統
な
展
開
上
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
う
。

そ
こ
で

『観
経
」

で
い
う
第
八
観
と
第
九
観
と
の
関
係
を
見
て
い
く
と
、
第
八
観

に
み
ら
れ
る
「
是
心
」
釈
が
善
導
で
は
第
九
観
に
主
眼
が
移
行
し
て
い
る
が
、
第
八

観
と
第
九
観
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て

一
従
-弘
告
阿
難
一下
手
身
相
光
明
日
来
正
明
下
告
命
結
ニ
成
前
像
観
一生
中
後

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第
一
章

真
身
之
観
上
也

と
い
い
、
良
忠
も

所
レ
云
法
界
身
者
第
八
第
九
中
何
乎
答
正
第
九
真
身
此
真
身
観
成
為
第
八
像
身

観
也

と
い
っ
て
、
第
八
観
は
第
九
観
を
成
ず
る
た
め
に
あ
る
の
で
あ
り
、
第
八
観
の
「
是

心
」
釈
は
第
九
観
の
見
方
へ
と
繋
が
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

浄
影
、
天
台
、
嘉
祥
等
の
中
国
浄
土
教
諸
師
に
対
し
て
、
そ
の
基
本
的
な
相
違
は

心
に
想
う
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
解
釈
の
相
違
か
ら
く
る
と
思
う
。
心
と
仏
と
の
関

係
に
お
い
て
、

そ
の
解
釈
を
巡
っ
て
善
導
と
諸
師
と
の
解
釈
の
相
違
が
生
ず
る
こ
と

に
な
っ
て
く
る
。
浄
影
、
天
台
、
嘉
祥
等
に
お
い
て
は
、
心
と
い
う
も
の
は
浄
心
で

あ
っ
て
、
現
前
の
自
己
の
妄
心
の
奥
に
清
浄
な
る
真
実
の
心
が
存
在
し
て
い
て
、

そ

の
心
が
仏
と
な
り
、

そ
の
心
そ
の
も
の
が
仏
で
あ
る
と
み
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
見
方
を
善
導
は
、

或
有
一一
行
者
一将
二
此
一
門
之
義
作
て
唯
識
法
身
之
観
或
作
一一
自
性
清
浄
仏
性

観
一者
其
意
甚
錯

と
い
っ
て
、
「
唯
識
法
身
の
観
」
と
か

「自
性
清
浄
仏
性
の
観
」
と
し
て
こ
の
見
解

を
斥
け
て
い
る
。
良
忠
の

『観
経
定
善
義
記
』
第
二
に
お
い
て

此
三
師
解
倶
賞
一一
唯
識
法
身
之
観
自
性
清
浄
仏
性
観
者

一日

二
種
観
義
出
一一占

察
経
一彼
経
下
云

一
者
唯
心
識
観
二
者
真
如
実
観
学
一唯
心
識
観
一者
所
謂
於
一一

一
切
時

一
切
慮
一随
身
口
意
所
有
作
業
一悉
富
一一
一
観
察
知
一一
唯
是
心
一
到
知
一唯

忘

念
無
一実
境

界

勿
レ令
一
休
廃
一是
名
レ
修
二
学
唯
心
識
観
一到
想
一一
見
内
外
色
-随
ν
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浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

心
生
闘
レ
心
滅
乃
至
習
レ想
ニ
見
仏
色
身
一亦
復
知
ν
是
陪
レ
心
生
随
レ
心
滅
知
レ
幻

知
レ化
一
一
若
学
二
習
真
如
実
観
一者
思
ニ
惟
心
性
無
生
無
滅
一不
レ住
ニ
見
聞
覚
知
一

求
レ
離
一
一
一
切
分
別
之
想
一乃
至
康
説
見
所
ν
言
唯
識
者
是
智
真
如
者
是
理
若
智
若

理
娃
非
ニ事
観
一故
今
斥
レ之

と
い
っ
て
、
善
導
に
な
ら
っ
て
こ
の
こ
観
を
破
斥
し
た
あ
と
、
こ
の
二
観
は

『占
察

経
」
に
説
か
れ
る
「
唯
心
識
観
」
と
「
真
如
実
観
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
「
唯
識
法
身
の
観
」
と
は
、
仏
を
想
う
こ
と
に
よ
っ
て
本
来
の
己
心
に
帰
る
こ

と
で
あ
り
、
諸
仏
如
来
は
法
界
の
身
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
遍
満
し
、

す
べ

て
仏
で
な
い
も
の
は
な
く
、
し
か
も
衆
生
の
心
想
の
中
に
輝
く
も
の
で
あ
る
。
迷
つ

て
い
る
衆
生
は
煩
悩
に
覆
わ
れ
、
こ
れ
に
気
づ
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
気
づ

か
せ
る
方
法
と
し
て
心
に
仏
を
想
う
こ
と
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
想
う
心
が

よ
く
仏
を
作
り
、

そ
の
心
そ
の
も
の
が
仏
で
あ
る
。
「
自
性
清
浄
仏
性
の
観
」
と
は
、

仏
を
想
う
こ
と
に
よ
り
自
己
の
本
来
の
清
浄
な
る
仏
性
を
顕
す
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
衆
生
の
本
性
は
も
と
も
と
清
浄
な
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
仏
性
と
い
っ
て
い

る
が
、

そ
の
自
性
本
来
清
浄
な
る
心
を
仏
を
想
う
こ
と
に
よ
っ
て
顕
す
こ
と
を
い
う

の
で
あ
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
本
来
の
自
己
に
帰
る
と
い
う
「
唯
識
法
身
の
観
」
と

同
じ
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
良
忠
は

「観
経
定
善
義
略
紗
』
第
二
に
、
「
唯
識
ト
真

如
卜
其
名
ハ錐
レ
異
卜
其
体
ハ是
レ
同
ナルヘシ
」
と
い
い
、
聖
間
も
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
観
に
よ
る
「
是
心
」
釈
は
、
仏
と
衆
生
の
心
と
は
別
の
も
の
で
は

な
い
の
で
あ
り
、
心
の
外
に
仏
は
な
く
、
仏
は
衆
生
の
心
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
衆
生
の
心
の
奥
に
仏
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
心
に
仏

を
想
う
と
い
っ
て
も
外
な
る
も
の
を
想
う
の
で
は
な
い
。
想
う
こ
と
に
よ
っ
て
本
来
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の
自
己
の
心
を
顕
し
、
本
来
の
自
己
に
帰
る
の
で
あ
る
。
心
に
想
う
こ
と
、

そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
仏
を
作
り
、

そ
の
心
そ
の
も
の
が
仏
な
の
で
あ
る
。
『
観
経
」
に
説
か

れ
る
法
界
身
を
自
己
の
真
実
の
本
性
と
み
る
の
で
あ
る
。

「
唯
識
法
身
の
観
」
、
「
自
性
清
浄
仏
性
の
観
」
と
は
心
に
想
う
こ
と
、

そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
仏
を
作
り
、

そ
の
心
そ
の
も
の
が
仏
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
善
導

は
全
く
根
本
的
に
立
脚
点
を
か
え
、
円
雲
踊
属
、
道
縛
を
う
け
て
、
心
を
浄
影
等
の
諸
師

が
浄
心
と
し
た
の
を
衆
生
の
劣
っ
た
心
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
心
は

「
唯
識
法
身
の
観
」
「
自
性
清
浄
仏
性
の
観
」
な
ど
と
い
っ
た
優
れ
た
観
法
の
で
き
る

心
で
は
な
く
、
現
実
の
迷
え
る
衆
生
の
心
な
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
善
導
の
場
合
、

「
是
心
」
の
文
に
お
け
る
心
も
、
衆
生
の
心
が
仏
を
想
う
と
き
、

そ
の
想
う
心
が
仏

そ
の
心
そ
の
も
の
が
仏
で
あ
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
し

く
そ
の
想
う
と
こ
ろ
の
凡
夫
の
意
識
の
上
に
仏
が
現
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ

と
な
る
と
か
、

ら
に
福
原
氏
の
理
解
は
仏
を
想
う
、
そ
の
想
い
に
仏
が
現
れ
、
仏
の
方
か
ら
衆
生
の

心
へ
入
っ
て
く
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
放
に
「
入
コ下

一
切
衆
生
ノ
心
想
ソ
中
一-」

と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
は
衆
生
が
仏
を
想
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
ま
た
「
彼
此
ノ
三
業
不
一一
相
捨
離
寸
」
に
お
い
て
も
、
「
口
常
一一称以レハ
仏
ヲ
」
「
身

常
ニ趨
一一
敬
スレハ
仏
イ
」
「
心
常
ニ念
バレハ
仏
ヲ
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
善
導

に
お
い
て
は
そ
の
こ
と
の
た
め
に
信
心
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
信
心
を
起
こ
し
て
心
に
仏
を
想
う
な

ら
ば
、
仏
は
い
つ
で
も
ど
の
よ
う
な
妄
念
を
有
す
る
衆
生
の
心
の
上
に
も
現
れ
る
と



い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
先
に
あ
げ
た
「
唯
識
法
身
の
観
」
「
自

性
清
浄
仏
性
の
観
」
と
は
全
く
異
な
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で

は
衆
生
が
仏
を
想
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
善
導
の
解
釈
は
、
浄

影
、
天
台
、
嘉
祥
な
ど
の
諸
師
の
仏
凡
一
体
、
生
仏
不
二
と
い
っ
た
立
場
と
は
立
脚

点
が
ち
が
い
、
五
濁
悪
世
の
凡
夫
は
本
来
の
自
己
の
真
実
心
を
開
発
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
仏
に
救
わ
れ
る
対
象
と
な
り
、
心
と
仏
の
関
係
に
お
い
て
も
、
観
ず
る

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
心
が
仏
に
な
る
と
か
、
そ
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
と
い
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、

三
縁
釈
で
い
う
よ
う
に
心
と
仏
と
は
相
離
れ
る
こ
と
な
く
、
衆

生
が
仏
を
想
え
ば
仏
は
そ
れ
を
知
る
と
い
っ
た
呼
応
関
係
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

良
忠
は
こ
の
点
に
関
し
て

『観
経
定
善
義
記
』
第
二
に
、

是
心
作
仏
者
依
自
信
心
縁
相
如
作
者
作
猶
レ
造
也
謂
行
者
起
レ
信
心
縁
一一
仏
相
一

此
思
想
位
漸
作
二
仏
相
一是
故
縁
レ
相
似
レ
造
一
一作
仏
一故
云
二
縁
相
如
作
一是
心
是

仏
等
者
謂
依
レ
縁
レ
相
仏
身
即
現
心
不
レ
想
レ
仏
仏
即
不
レ
現
心
想
レ
仏
故
仏
身
即

現
故
離
レ
心
外
全
無
ニ
仏
現
一故
云
一
一是
心
是
仏
一此
乃
是
心
作
仏
明
二
其
思
想
一固定

心
是
仏
明
一一其
見
仏
一

と
述
べ
て
い
る
。
是
心
作
仏
に
お
け
る
善
導
の
釈
は
、

行
者
が
よ
く
信
を
起
こ
し
て

仏
に
仏
相
を
縁
ず
れ
ば
、

そ
の
思
想
に
仏
相
を
作
す
、
仏
相
を
縁
ず
る
の
は
悌
を
造

作
す
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
是
心
是
併
と
は
、

そ
の
仏
相
を
縁
ず
る
こ
と
に

よ
っ
て
仏
身
が
現
ず
る
の
で
あ
る
が
、

も
し
心
に
仏
を
想
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
仏

は
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。
心
に
仏
を
想
う
こ
と
に
よ
っ
て
仏
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
心
を
離
れ
て
仏
が
現
れ
る
こ
と
は
全
く
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
を

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第

章

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論 是

心
是
仏
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
是
心
作
仏
は
そ
の
思
想
を
明
か
し
て
お

(M
)
 

り
、
是
心
是
仏
は
そ
の
見
仏
を
明
か
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
浄
土

教
に
お
け
る
仏
と
衆
生
と
の
関
係
に
つ
い
て

『観
経
」
の
「
是
心
」
釈
を
め
ぐ
っ
て

善
導
を
中
心
に
み
て
き
た
。
善
導
は
浄
影
、

天
台
、
嘉
祥
等
の
中
国
浄
土
教
諸
師
と

は
全
く
根
本
的
に
立
脚
点
を
か
え
、
曇
鴛
・
道
縛
を
う
け
て
二
元
的
に
救
済
す
る
も

の
と
救
済
さ
れ
る
も
の
と
の
関
係
と
し
て
こ
れ
を
と
ら
え
、
し
か
も
浄
心
で
な
い
罪

悪
生
死
の
凡
夫
の
救
済
さ
れ
る
道
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。

善
導
は
浄
影
等
中
国
浄
土
教
諸
師
の
解
釈
を
「
唯
識
法
身
の
観
」
と
か
「
自
性
清

浄
仏
性
の
観
」
と
し
て
厳
し
く
斥
け
て
い
る
。
こ
の
二
観
は
究
極
的
に
は
同
じ
よ
う

な
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
自
己
の
奥
に
潜
む
真
実
心
を
開
発
顕
現
す
る

こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
観
は
凡
夫
に
至
難
の
こ
と
と
し
て
善

導
は
未
断
惑
の
凡
夫
の
救
済
さ
れ
る
道
を
本
顕
で
あ
る
口
称
念
仏
に
求
め
た
の
で
あ

マ。。

四

ニ
縁
釈
に
つ
い
て

『観
経
」
第
九
真
身
観
の
「
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
を
釈
す
中
、
念
仏
行
者
が
摂

取
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、

問
日
備
修
二
衆
行
一但
能
廻
向
皆
得
ニ
往
生

一何
以
仏
光
普
照
唯
摂
一
一念
仏
者
一
有
一
一

何
意
一也
答
日
此
有
-一
三
義
二

明
二
親
縁
一衆
生
起
レ行
口
常
称
レ
仏
仏
即
聞
レ
之

身
常
礼
一一敬
仏
一仏
即
見
レ
之
心
常
念
レ
仏
仏
即
知
レ
之
衆
生
憶
一一
念
仏
一
者
仏
亦

憶
一一念
衆
生
一彼
此
三
業
不
二
相
捨
離
一故
名
一一親
縁
一
也
二
明
一一近
縁
一衆
生
願
レ

見
レ
仏
仏
即
応
レ
念
現
在
一一
目
前
一故
名
一一
近
縁
一
也
三
明
一
一増
上
縁
一衆
生
称
念
即

47 



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
l

1

除
一
一
多
劫
罪
一命
欲
レ
終
時
仏
興
一一
聖
衆
一自
来
迎
接
諸
邪
業
繋
無
一
一
能
磁
者
一
故

事
増
上
縁
一也

と
い
っ
て
、

三
縁
釈
を
説
明
し
て
い
る
。
衆
生
が
心
に
仏
を
想
う
こ
と
を
は
じ
め
、

衆
生
の
い
ち
い
ち
の
所
作
を
仏
が
感
取
し
て
お
り
、
こ
こ
に
浄
影
、
天
台
、
嘉
祥
等

の
諸
師
と
全
く
異
な
っ
た
受
け
取
り
方
を
し
て
い
る
の
に
注
目
さ
れ
る
。
善
導
は
曇

鴛
、
道
縛
を
う
け
、
あ
き
ら
か
に
救
済
す
る
も
の
と
救
済
さ
れ
る
も
の
と
の
関
係
と

し
て
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
実
存
の
背
景
を
ふ
ま
え
て
、
相
を
立
て
る
思
考

が
「
三
縁
」
と
い
う
関
係
概
念
で
語
ら
れ
て
い
る
。
衆
生
が
仏
を
〈
称
〉
〈
礼
〉

〈
念
〉
〈
憶
念
〉
す
れ
ば
、
仏
は
こ
れ
を
〈
聞
〉
〈
見
〉
〈
知
〉
〈
憶
念
〉
し
た
ま
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
と
衆
生
と
の
間
柄
は
、
呼
応
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
構
造

を
法
然
の
こ
と
ば
で
続
け
る
と
、

『往
生
浄
土
用
心
』
に
、

か
る
が
ゆ
え
に
阿
弥
陀
仏
の
三
業
と
行
者
の
三
業
と
、

か
れ
こ
れ
ひ
と
つ
に
な

り
て
、
仏
も
衆
生
も
お
や
子
の
ご
と
く
な
る
ゆ
え
に
親
縁
と
な
づ
く
と
候
め
れ

ば
、
御
手
に
ず
ず
を
も
た
せ
給
と
候
は
ば
、
仏
こ
れ
を
御
ら
ん
候
べ
し
。
御
心

に
念
仏
申
す
ぞ
か
し
と
お
ぼ
し
め
し
候
は
ば
、
仏
も
衆
生
を
念
じ
給
ふ
べ
し
。

き
れ
ば
仏
に
見
え
ま
い
ら
せ
、
念
ぜ
ら
れ
ま
い
ら
す
る
御
見
に
て
わ
た
ら
せ
給

は
ん
ず
る
也
。

と
い
っ
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
(
念
仏
行
者
)

の
関
係
が
、
有
相
的
な
表
現
構

造
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
構
造
の
中
核
は
、
阿
弥
陀
仏
の
三
業
と

行
者
の
そ
れ
と
が
「
ひ
と
つ
」
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

三
業
を
通
し
て
「
ひ
と
つ
」

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
仏
も
衆
生
も
お
や
子
の
ご
と
く
な
る
」
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
善
導
の
場
合
、
「
法
界
身
」「
是
心
作
仏
是
心
是
仏
」
釈
に
お
け
る

48 

仏
と
衆
生
と
の
か
か
わ
り
は
、
具
体
的
な
説
明
は
第
九
観
の
三
縁
釈
に
説
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
と
く
に
親
縁
釈
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
衆
生
の
阿

弥
陀
仏
に
対
す
る
身
口
意
の
三
業
が
、
衆
生
に
対
す
る
阿
弥
陀
仏
自
身
の
身
口
意
の

三
業
と
相
即
し
相
応
し
応
答
し
あ
う
の
で
あ
る
。
こ
の
応
答
性
こ
そ
は
人
格
と
人
格

と
の
あ
い
だ
の
対
応
関
係
の
も
っ
と
も
基
本
的
特
色
と
な
る
も
の
と
い
え
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
の
あ
い
だ
の
全
人
格
的
な
呼
応
の
み
が
あ
っ

て
、
そ
の
あ
い
だ
に
他
の
い
か
な
る
存
在
の
介
在
も
許
さ
な
い
親
密
極
ま
り
な
い
関

(
訂
)

係
が
成
立
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
非
常
に
大
き
な
重
要
な
問
題
で
あ
る
た

め
、
今
後
よ
り
構
築
し
て
充
実
し
た
論
文
を
書
く
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
中
間

報
告
論
文
と
す
る
。
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「
併
と
衆
生
l
『観
緩
』
の
「
是
心
」
釈
を
め
ぐ

っ
て

l
」

一
一
六
頁
1

一
七
頁
。

(
日
)

「浄
全
』

二

|
四
九
頁
。

56 

『捨
遺
語
燈
録
』
巻
下
(
『檀
王
本
』
三
O
四
頁

i
三
O
五
頁
)
。
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河
波
昌
論
文

「念
仏
三
昧
と
神
秘
主
義
l
善
導
大
師
の
「
親
縁
釈
」
と

そ
の
展
開
|
」
(
藤
堂
恭
俊
編
『
善
導
大
師
研
究
』
)
七
九
頁
。



善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

|
|
行
儀
分
を
中
心
と
し
て
|
|

福
西
賢
雄

一
、
は
じ
め
に

平
成
四
年
度
総
合
研
究
所
教
学
研
究
部
に
お
い
て
は
、
藤
堂
恭
俊
部
長
以
下
各
研

究
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
「
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
」
と
は

少
々
、

そ
の
視
点
を
変
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
信
仰
論
に
つ
い
て
、
成
果
を
論
述
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
従
来
と
そ
の
視
点
を
変
え
た
と
述
べ
た
こ
と
に
は
藤
堂
部
長
の
ご

指
摘
に
も
あ
る
通
り
、

い
わ
ゆ
る
「
仏

・
凡
の
聞
の
人
格
的
呼
応
関
係
」
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
に
そ
の
特
色
が
あ
る
。

ひ
と
口
に
仏
と
凡
夫
(
衆
生
)

と
の
人
格
的
呼
応
関
係
と
い
っ
て
も
仏
と
衆
生
の

聞
に
は
元
よ
り
絶
対
界

・
相
対
界
と
い
う
厳
然
た
る
隔
た
り
(
溝
)
が
あ
っ
て
、
両

者
が
親
し
く
相
ま
み
え
る
こ
と
、

又
人
格
的
な
呼
応
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
自

体
、
理
論
的
に
は
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
宗
教

・
信
仰
と
い
う
枠

組
み
で
そ
れ
ら
を
捉
え
た
時
、
真
理
と
し
て
の
絶
対
者
|
仏
ー
と
い
う
見
方
で
な

く
、
子
供
を
護
る
母
の
よ
う
な
救
済
者
と
し
て
の
仏
と
、
煩
悩
の
中
に
埋
も
れ
て
ど

う
し
ょ
う
も
な
く
な
っ
た
孤
独
者
と
い
う
被
救
済
者
と
し
て
の
衆
生
と
い
う
両
者
の

呼
応
関
係
を
そ
こ
に
見
出
せ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

絶
対
世
界
を
超
越
し
て
相
対
世
界
へ
と
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
る
仏
(
阿

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

四

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論 弥

陀
仏
)

と
孤
独
者
と
し
て
の
凡
夫
と
の
聞
に
そ
の
信
仰
の
具
体
的
種
々
相
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
ま
い
か
。
今
、

そ
の
人
格
的
呼
応
関
係
の
種
々
相
に
つ
い
て
少
し
述

べ
て
み
た
い
。

二
、
仏
・
凡
の
人
格
的
呼
応
関
係
と
は

藤
堂
部
長
の
言
を
借
り
る
な
ら
ば
「
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
と
は
救
済
者
と
し
て
の
阿

弥
陀
仏
と
被
救
済
者
と
し
て
の
衆
生
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
基
盤
の
上
に

論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
来
、

し
ば
し
ば
論
究
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
様
な
(
た

と
え
ば
)

た
だ
単
に
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
(
三
身
説
中
の
報
身
仏
)

あ
る
い
は

一
本
願
(
救
済
四
十
八
願
の
分
類
・
第
十
八
念
仏
王
本
願
)

に
つ
い
て

の
論
議
で
も
な
く
又
、
た
だ
単
に
被
救
済
者
と
し
て
の
凡
夫
(
人
間
観
)
・
往
生
行

(
安
心

・
起
行

・
作
業

・
行
儀
)
往
生
浄
土
(
往
生
観
)
に
つ
い
て
の
論
議
で
も
な

ぃ
。
そ
の
よ
う
な
論
議
を
重
層
的
に
統
合
し
つ
つ
救
済
者
と
被
救
済
者
と
が
い
か
に

か
か
わ
り
あ
い
、
そ
の
転
換
を
す
る
か
、
と
い
っ
た
信
仰
の
具
体
的
種
々
相
を
解
明

す
る
の
が
こ
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
で
あ
る
。
被
救
済
者
は
救
済
者
に
と
っ
て
「
衆
生

は
無
辺
な
れ
ど
も
誓
っ
て
度
せ
ん
こ
と
を
願
う
」
と
誓
願
さ
れ
る
様
に
時
間
的
、
空

間
的
に
不
特
定
多
数
者
で
あ
る
が
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
は
そ
れ
ら
不
特
定

多
数
と
さ
れ
る
衆
生
の
一
人
ひ
と
り
を
差
別
す
る
こ
と
な
く
、
あ
た
か
も
ひ
と
り
子

を
愛
護
憐
助
治
す
る
か
の
よ
う
に
平
等
視
し
て
、

一
人
ひ
と
り
を
救
済
し
て
や
ま
な

ぃ
。
ま
た
、
救
済
者
と
い
っ
て
も
す
べ
て
の
仏
が
被
救
済
者
と
そ
の
私
の
救
済
者
で

は
な
い
。
私
の
救
済
者
と
し
て
の
仏
は
い
か
な
る
系
列
の
仏
陀
観
に
属
す
る
仏
で
あ

51 



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

る
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
時
間

・
空
間
の
制
約
を
越
え

た
他
方
世
界
に
出
現
す
る
多
数
の
現
在
仏
が
、
被
救
済
者
と
し
て
の
私
が
信
仰
の
対

象
と
す
る
仏
で
あ
り
、
「
法
報
応
」
の
三
身
説
中
の
報
身
仏
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
で

あ
る
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
救
済
さ
れ
る
一
人
ひ
と
り
を
衆
生
と
い
う
代
名
詞
に
よ

っ
て
把
え
る
の
は
あ
ま
り
に
も
抽
象
的
で
あ
る
か
ら
煩
悩
と
い
う
人
間
の
性
に
支
配

さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
振
り
ま
わ
さ
れ
て
い
る
孤
独
者
と
し
て
の
私
、

と
い
う
べ
き

で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
か
ら
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
は
絶
対
者
と
し
て
彼
此

二
岸
の
断
絶
を
こ
え
て
、
専
ら
一
人
ひ
と
り
の
救
済
に
か
か
わ
る
の
に
対
し
て
被
救

済
者
と
し
て
の
私
は
相
対
者
と
し
て
彼
岸
か
ら
絶
え
間
な
く
は
た
ら
き
か
け
て
い
る

阿
弥
陀
仏
の
救
済
を
専
ら
何
ぐ
の
で
あ
る
。
被
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
願
成

就
の
聖
意
、
救
済
活
動
の
は
た
ら
く
真
只
中
に
在
り
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
く

こ
と
が
な
い
が
、
時
と
し
て
こ
の
世
の
営
み
に
蹟
き
、
死
生
に
思
い
煩
っ
た
り
、
と

い
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
よ
う
や
く
阿
弥
陀
仏
の
呼
び
か
け
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

こ
の
阿
弥
陀
仏
の
声
な
き
呼
び
か
け
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
み
名
を
声
に
出
し
、

そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
。
そ
の
私
の
称
え

る
称
名
の
一
声
、

一
声
ご
と
に
「
な
に
と
ぞ
こ
の
私
を
お
救
い
下
さ
い
」
と
い
う
切

な
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
は
久
し
く
待
ち
わ
び
て
い
た
私
の
切
な

る
思
い
を
託
し
た
称
名
の
声
に
応
じ
て
救
済
の
手
を
さ
し
の
べ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
わ
が
名
を
唱
え
よ
、
し
か
ら
ば
わ
が
国
に
迎
え
と
る
」
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
呼
ぴ

か
げ
と
、

そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
私
の
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
称
名
の
声
と
に
は

呼
応
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
「
私
の
か
け
が
え
の
な
い
愛
し
子
」
「
私
の
救
い
主
阿

弥
陀
仏
」
と
し
て
救
済
者
と
被
救
済
者
が
一
つ
に
結
ぼ
れ
る
。
阿
弥
陀
仏
信
何
は
阿

52 

弥
陀
仏
の
名
号
を
主
軸
と
す
る
二
重
の
呼
応
関
係
の
上
に
成
立
す
る
。
従
っ
て
阿
弥

陀
仏
信
仰
論
は
称
名
を
主
軸
と
す
る
二
重
の
呼
応
関
係
の
上
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
信

仰
上
の
具
体
的
種
々
相
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
」
(
『阿
弥
陀
併
信
何
論
要
約
」
)

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

従
来
の
、
救
済
者
た
る
「
絶
対
者
阿
弥
陀
仏
」
を
個
別
に
観
察
し
て
論
ず
る
の
で

は
な
く
、
又
、
被
救
済
者
と
し
て
の
凡
夫
の
往
生
行
の
み
を
単
独
に
論
ず
る
の
で
も

な
い
。
部
長
の
主
張
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
重
層
的
に
統
合
し
つ

っ
、
そ
れ
ら
の
か
か
わ
り
合
い
|
呼
応
関
係
|
に
目
を
転
じ
て
論
議
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
過
去
に
於
い
て
は
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
新
し
い
側
面
か
ら

の
信
何
論
を
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
す
る
、

み
名
を
唱
え
る
、
救
っ
て
下
さ
い
と
願

ぅ
、
そ
の
切
な
る
思
い
を
仏
自
身
が
見
、
聞
き
、
知
る
、

そ
し
て
又
、

わ
れ
わ
れ
の

礼
拝
、
念
仏
、
称
名
に
応
じ
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
仏
は
わ
れ
わ
れ
に

わ
が
名
を
唱
え
よ
、

と
い
っ
て
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
あ
り
、

そ
の
呼
び
か
け
に
応

じ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
南
無
阿
弥
陀
仏
と
み
名
を
唱
え
る
、
こ
こ
に
仏

・
凡
の
聞
の
呼

応
関
係
が
成
立
す
る
。
仏
か
ら
凡
へ
、
凡
か
ら
仏
へ
、

と
い
う
二
重
の
呼
応
関
係
が

称
名
念
仏
の
上
に
成
立
す
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
仏
凡

の
問
の
断
絶
、
越
え
が
た
い
溝
の
あ
る
こ
と
も
否
定
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
な
お
、

仏
凡
聞
の
人
格
的
呼
応
関
係
が
念
仏
の
上
に
成
立
す
る
こ
と
も
確
た
る
こ
と
で
あ

る
。
又
、
浄
土
教
は
仏
と
人
間
と
の
関
係
の
上
に
成
立
す
る
宗
教
で
あ
り
、
唐
の
善



導
大
師
(
六
一
三
|
六
八
ご
が
『
観
経
疏
」
散
善
義
に
明
か
し
た
二
種
深
信
、

わ
ゆ
る
機
法
二
信
は
そ
の
教
学
の
根
本
的
思
想
立
場
を
表
し
て
い
、
信
機
と
は
罪
悪

生
死
の
凡
夫
で
あ
る
機
(
人
)

の
自
覚
で
あ
り
信
法
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
救
済
さ

れ
る
と
い
う
法
(
仏
)

の
立
場
を
明
か
し
て
い
る
の
も
、
大
師
の
人
間
観
(
人
聞
は

所
詮
、
生
死
流
転
、
罪
業
深
重
の
機
根
H
凡
夫
)
、
宗
教
観
に
根
ざ
し
て
い
る
。
重

ね
て
述
べ
る
な
ら
、
定
善
義
に
於
い
て
は
、
念
仏
す
る
衆
生
に
「
親
縁
、
近
縁
、
増

上
縁
」
の
三
縁
の
あ
る
こ
と
を
妙
釈
さ
れ
、
こ
こ
に
お
い
て
、
宗
教
的
感
応
道
交
|

仏
凡
聞
の
人
格
的
呼
応
関
係
|
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
を
知
る
。

又
、
人
格
的
呼
応
関
係
に
関
わ
る
具
体
的
種
々
相
の
中
心
的
論
点
は
時
間
的

・
空

間
的
絶
対
性
を
超
越
し
た
「
本
願
成
就
身
、
光
明
摂
取
身

A

来
迎
引
接
身
」
と
し
て

の
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
「
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
は
絶
対
者
と
し
て
彼
此
二
岸

の
断
絶
を
こ
え
て
専
ら
一
人
ひ
と
り
の
救
済
に
か
か
わ
る
の
に
対
し
て
被
救
済
者
と

し
て
の
私
は
相
対
者
と
し
て
彼
岸
か
ら
絶
え
間
な
く
働
き
か
け
て
い
る
阿
弥
陀
仏
の

救
済
を
仰
ぐ
人
間
の
性
に
支
配
さ
れ
て
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
孤
独
者
と
し
て
の
私
」

と
い
う
自
覚
、

と
い
っ
た
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

、
善
導
大
師
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
信
何
論
の
根
幹

先
述
し
て
き
た
称
名
念
仏
を
主
軸
と
す
る
仏

・
凡
問
の
人
格
的
呼
応
関
係
に
基
づ

く
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
の
具
体
的
種
々
相
を
、
例
え
ば
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
『
逆
修
説

法
」
の
中
で
「
常
光
、
神
通
光
」
と
に
分
け
て
論
じ
て
み
せ
た
元
祖
法
然
上
人
の
思

想
大
系
に
そ
の
成
熟
を
見
る
こ
と
は
異
論
を
は
さ
む
余
地
は
な
い
け
れ
ど
、
元
祖
が

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

四

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第
一
章

し〉

「
た
だ
偏
え
に
善
導
一
師
に
依
る
」
と
一
貫
し
て
傾
倒
し
た
善
導
大
師
(
以
下
敬
称

略
)
に
そ
の
源
流
を
見
出
せ
る
こ
と
は
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
帰
結
と
考
え
ら
れ

る

そ
の
宗
教
感
性
は
「
理
法
界
」
の
立
場
を
と
っ
た
善
導
以
前
の
諸
師
、

た
と
え
ば

天
台
、
浄
影
寺
、
嘉
祥
大
師
ら
、
先
賢
ら
の
そ
れ
と
は
、
全
く
一
線
を
画
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
「
事
法
界
」
「
指
方
立
相
」
の
立
場
を
称
揚
し
た
善
導
な
ら
で
は
の
も
の

と
い
え
る
。
教
相
分
で
あ
る

『観
経
疏
」
定
善
義
に
お
け
る
「
是
心
作
仏

・
是
心
是

仏
」
の
解
釈
や
、

ま
た
「
故
ェ言
ニ
是
法
界
身
↓
也
言
コ
法
界
↓
者
是
レ所
化
ノ
境
即
衆
生

界
也
、
言
山身
卜
者
是
レ能
化
ノ
之
身
即
諸
仏
ノ
身
計引
」
(
『
浄
全
』
二、

灯
)

と
い
っ

た
主
張
か
ら
も
古
今
楢
定
と
呼
ば
れ
た
『
観
経
』
を
べ

l
ス
に
諸
師
と
は
違
う
独
自

の
感
覚
の
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
の
関
わ
り
の
境
界
が
知
ら
れ
る
。

今
、
広
く
行
儀
分
を
見
る
に
当
た
っ
て
、
古
今
よ
り
そ
の
成
立
時
期
が
早
く
、

又

内
容
的
に
見
て
思
想
大
系
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た

「
教
相
分
」
中
、
特
に
阿
弥
陀

仏
信
何
論
の
中
心
的
論
旨
の
基
盤
と
な
る
箇
所
に

つ
い
て
少
し
そ
の
釈
文
を
抜
粋

し
、
論
述
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

定
善
義
の
「
第
九
真
身
観
」
の
釈
文
、
就
中

「
光
明
遍
照
十
方
世
界
の
文
」
に
つ
い
て
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

五
従
-一
無
量
寿
仏
一下
至
訓
摂
取
不
捨
一一
己
来
ハ正
ク
明
刊
観
ラ
身
別
相
イ
光
益
判
ル

「ヲ

有
縁
k

即
有
コ
其
五

一ニハ
明
一J

相
ン
多
少
↓

二
明
一一ハ
好
ノ
多
少
イ

ニ
ニハ
明
コ

光
ノ
多
少
↓

四
ニハ

明

光

照

ノ
遠
近
イ

五
明
刊
光
ノ
所
w
及
慮
ロ
偏
曲
家
中
摂
益
l

岡
田
ク
備
ニ
修
ユルニ
衆
行
↓
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但
能
廻
向
スレハ
皆
得
-一
往
生
↓
何
以
併
光
普
照
スニ
唯
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摂
コル
念
仏
ノ者
)ミヲ
有
コ
何
ニ意↓
也

答
日
此
ニ有
コ
三
義

一
二ハ
明
一一
親
縁
↓
衆

生
起
づ
行
ヲ
口
常

一一
称
以レハ
例
ヲ
例
即
聞
ほ
之
身
常
ニ礼
-一
敬
スレハ
仏
↓
仏
即
見
ほ
之
ヲ

心
常
ニ念
以
レ
ハ仏
ヲ

仏
即
知
山
之
ヲ
衆
生
憶
ニ
念
ス
レ
ハ仏
↓
者
仏
亦
憶
一念
シ玉
衆
生
↓

彼
此
ノ三
業
不
ニ
相
捨
離
寸
故
名
ニ
親
縁
一也

二
明
コ
近
縁
一衆
生
願
川
レ
ハ
見
寸

仏
ヲ
仏
即
応
レ
念
現
ニ
在
コス
目
前

故
ニ
名
コ
近
縁
↓
也

一ニハ

明
二
増
上
縁
↓

衆
生
称
念
スレハ

即
除
ニ
多
劫
ノ
罪
↓
命
欲
叫
終
ン
ト
時
仏
与
一一聖
衆
↓ミ
自
来
迎
接
シ玉

諸
ノ
邪
業
繋
無
二
能
凝
ル
者
ザ
故
ニ名
コ
増
上
縁
↓
也
自
余
衆
ノ
行
そ
雄
レ
名
コ
是
レ
善
↓

若
比
コレハ
念
仏
}一
一
者
全
非
比
技
-一
一
也

(
『浄
全
』
二
、

n
m
u
n
H
d
J
 

a

q

A
性
、

「相
の
多
少
を
明
し
、
好
の
多
少
を
明
し
、
光
の
多
少
を
明
し
光
照
の
遠
近
を
明

し
光
の
及
ぶ
所
の
慮
偏
に
摂
益
を
蒙
る
こ
と
を
明
す
」
と
五
義
を
の
べ
、
普
く
照
ら

す
は
ず
の
仏
光
明
が
な
ぜ
念
仏
者
の
み
を
摂
取
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
を
い
だ
し
、

そ
の
解
答
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
三
縁
の
義
」
を
立
て
て
そ
の
由
を
述
べ
て
い
る
。

ま
さ
し
く
「
衆
生
行
を
起
し
て
口
常
に
仏
を
称
す
れ
ば
、
仏
即
ち
之
を
聞
給
い
て

身
常
に
仏
を
敬
礼
す
れ
ば
仏
即
ち
之
を
見
給
う
心
に
常
に
仏
を
念
ず
れ
ば
仏
即
ち
之

を
知
り
給
う
、
衆
生
仏
を
憶
念
ず
れ
ば
、
仏
亦
衆
生
を
憶
念
し
給
う
、

彼
此
の
三
業

相
捨
離
せ
ず
」
と
し
て
衆
生
と
仏
と
の
不
相
捨
離
を
以
て
「
親
縁
」
と
名
づ
け
る
。

同
様
に
、
「
衆
生
が
仏
を
見
た
い
と
願
え
ば
仏
は
現
に
目
前
に
在
す
」
と
し
て

「近

縁
」
を
明
し
、
「
衆
生
称
念
す
れ
ば
多
劫
の
罪
を
除
き
、
命
終
の
夕
べ
に
は
仏
聖
衆

と
共
に
来
迎
す
」
と
い
い
「
増
上
縁
」
を
挙
げ
て
い
る
。

マ
サ

こ
れ
ら
は
正
し
く
二
祖
の
申
す
と
こ
ろ
の
「
不
離
仏

・
値
遇
仏
」
で
あ
る
と
思
わ

れ
、
宗
教
的
な
仏

・
凡
の
呼
応
関
係
が
確
信
で
き
る
解
釈
で
あ
ろ
う
。

又
、
念
仏
に
比
す
れ
ば
、
他
の
諸
善
万
行
は
「
全
非
比
技
」
と
ま
で
言
い
切
り
、

54 

本
願
念
仏
行
の
す
ぐ
れ
た
さ
ま
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。

仏
と
衆
生
の
親
し
く
相
ま
み
え
る
様
を
「
三
縁
」
の
妙
釈
で
以
て
解
釈
す
る
善
導

の
宗
教
観
の
根
幹
を
知
る
の
で
あ
る
。

又
同
じ
く

『玄
義
分
」
で
は
「
弥
陀
浄
国
は
当
に
是
れ
報
な
り
や
是
れ
化
な
り

ゃ
、
答
白
く
是
れ
報
に
し
て
化
に
非
ず

い
か
ん
が
知
る
こ
と
を
得
た
る
。
大
乗
同

性
経
に
説
く
が
如
し
、
西
方
安
楽
阿
弥
陀
仏
は
報
仏
報
土
な
り
と
、

又
無
量
寿
経
に

云
く
:
:
:
中
略
:
:
:
今
既
に
成
仏
し
給
え
り
即
ち
是
れ
酬
因
の
身
な
り
」
と
述
べ
仏

身
論
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
及
び
極
楽
浄
土
を
報
身
、
報
土
と
断
定
し
て
い
る
。
(
『浄

全

10 

『定
善
義
」
第
八
像
想
観
の
釈
文
に
は

一吉同一忌
界
↓
者
是
所
化
之
境
即
衆
生
界
也
言
レ身
卜
者
是
レ能
化
ノ
之
身
即
諸
仏
ノ
身

也

言
-
入
衆
生
心
想
中
↓
者
乃
由
円
衆
生
起
げ
念
願
レ
見
コルト
諸
仏
↓
仏
即
以
二
無

磯
智
↓
知
M
-
一即
能

入
コ
彼
ノ
想
心
ノ
中
現
づ玉

(『浄
全
」

47 

法
界
身
に
つ
い
て
「
法
界
は
こ
れ
所
化
の
境
、
即
衆
生
界
な
り
、
身
と
は
こ
れ
能

化
の
身
、
即
ち
諸
仏
の
身
」
と
論
じ
所
化
の
境
、
能
化
の
身
と
い
う
聖
凡

一
体
の
境

界
を
の
べ
、

「
衆
生
が
念
じ
て
諸
仏
を
見
奉
り
た
い
と
願
え
ば
仏
は
そ
の
無
擬
智
を

以
て
知
り
、
よ
く
彼
の
想
心
中
に
入
り
て
現
じ
る
」
と
重
ね
て
衆
生
の
想
い
を
仏
が

察
す
る
境
地
を
論
ず
る
。
続
い
て

百
二
是
心
作
仏
斗
者
依
-一
自
信
心
一一
縁
日ル

回
目
ヲ
円
U

い

F
ノ
』
日

ふ
介
1
A
U
1
F
レ
h
v
t
L
1
L

言
是
ノ
心
是
仏
↓
者

心
能
想
以ル
ハ仏
ヲ

依
け
想
ニ仏
身
而
現
ス
即
是
ノ
心
仏
ナ
リ
也

離
プ
此
ノ
心
↓
外
更



無
口ハ
ナリ
異
仏
一者
也

(『浄
全
』

47 

是
心
作
仏
・
是
心
是
仏
に
つ
い
て
も
同
意
趣
の
見
解
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

『観
経
疏
」
を
少
し
ひ
も
と
く
だ
け
で
も
善
導
の
阿
弥
陀
仏
観
を
開
陳
せ
ら
れ
る
わ

け
で
、
こ
れ
ら
大
師
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
大
前
提
と
な
る
思
想
大
系
を
踏
ま
え
た
上

で

(
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
の
関
わ
り
、
呼
応
論
)
行
儀
分
を
術
献
す
る
。

四、

『観
念
法
門
』
と
五
種
増
上
縁
に
つ
い
て

「観
念
法
門
」
は
そ
の
具
名
を
具
さ
に
は

『観
念
阿
弥
陀
仏
相
海
三
昧
功
徳
法
門
」

と
称
し
、

一
巻
本
で
あ
る
が
内
容
的
に
は
前

・
後
に
分
か
つ
こ
と
が
出
来
る
。
聞
ち

前
分
で
は

『観
無
量
寿
経
』
に
よ
り
観
仏
三
昧
を

『般
舟
三
昧
経
」
に
よ
り
念
仏
三

昧
の
法
、
諸
経
に
よ
り
入
道
場
三
昧
の
法
、
あ
る
い
は
、
道
場
内
機
悔
発
願
の
法
を

明
か
し
、
後
分
で
は

『無
量
寿
経
」
に
よ
っ
て
念
仏
往
生
を
願
う
者
の
五
種
の
利
益

(
五
種
増
上
縁
)

の
あ
る
こ
と
を
説
く
。

今
こ
こ
で
は
仏

・
凡
の
人
格
的
呼
応
関
係
の
関
連
か
ら
、
後
分
に
説
く
「
五
種
増

上
縁
義
」
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

依

経
ニ明
コ
五
種
増
上
縁
義
↓
一
巻

依

無
量
寿
経

依

十
六
観
経

依

浄
土
三
昧
経
一
ム

ノ、

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第
一
章

四

謹
テ
依
コ
釈
迦
仏
教
六
部
ノ
往
生
経
等

願
けル

顕
下
明
称
ニ
念
シテ
阿
弥
陀
仏
一

生
コン
ト
浄
土

一者
ノ

現
生
ニ
即
チ
得
一一
延
年
転
寿

1

不
ν
遭
中
九
横
ノ
之
難
上

一一

ニ
異
ニハ
知
-
J

下
ノ
五
縁
義
ノ
中
説

(『浄
全
」
四、

立l

『
観
念
法
門
』
の
後
分
と
さ
れ
る
部
の
出
の
文
は
前
記
の
よ
う
で
あ
り
、
「
六
部
の
往

生
経
等
」
に
阿
弥
陀
仏
を
称
念
す
る
者
に
は
「
現
生
」
に
九
横
の
難
に
あ
わ
ず
、

と

明
記
さ
れ
て
あ
る
旨
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
詳
し
く
は
以
下
に
五
縁
の
義
を

明
か
す
、

と
し
て
い
る
。
前
述
し
た
「
三
縁
釈
」
の
増
上
縁
の
釈
文
で
は
、

衆
生
称
念
す
れ
ば
即
ち
多
劫
の
罪
を
除
く
、
命
、
終
ら
ん
と
欲
る
時
、
仏
、
聖

衆
と
共
に
自
ら
来
迎
し
給
う
、
諸
の
邪
業
繋
、
能
く
擬
る
者
無
し
、
故
に
増
上

縁
と
名
く
云云

(『浄
全
』

49 

と
述
べ
て
お
り
、

「増
上
縁
」
の
名
称
に
関
連
さ
せ
て
考
え
る
な
ら
、
五
種
増
上
縁

は
い
わ
ゆ
る
来
迎
引
接
の
勝
縁
と
理
解
し
た
い
。

本
文
で
は
小
さ
な
問
答
を
掲
げ
た
後
、

答
目
、
現
生
及
ヒ
捨
報
決
定
シテ

有
二
大
功
徳
利
益
一準
ニ
依
仏
教

顕
-一
明
セ
ン

- 0 五

者 種
滅 ノ

増
罪レ
増布

四。上犬

者縁菌

縁

二
者
三

ニ
者
ニハ

護
五。念

者雲
増
上
縁

見
仏

増
上
縁

摂
生
増
上
縁

護
生
増
上
縁
ナリ

(
『
浄
全
」

一、
227 

と
五
義
の
名
称
を
挙
げ
る
。

つ
ぶ
さ
に
は

一
々

に
つ
い
て
逐
一
述
べ
ら
れ
て
ゆ
く
。

今
少
し
見
て
み
よ
う
。

55 



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

O
滅
罪
増
上
縁

滅
罪
増
上
縁
で
は
主
に

『観
経
」
の
九
品
段
、
下
品
三
生
に
説
く
、

い
わ
ゆ
る

「
八
十
億
劫
生
死
之
罪
」
の
除
滅
等
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
下
品

下
生
者
の
滅
罪
に
つ
い
て
述
べ
る
に
は

又
如
一一
下
品
下
生
人

経
コテ
歴
地
獄
↓

一
生
具
ニ
造
コ
五
逆
極
重
之
罪
↓

受
川「
苦
ヲ

無
レ
窮
罪
人

得
げ
病
ヲ

欲
以ルニ
死
アント
遇
わ
善
知
識
ノ
教
称
コル「
弥

陀
仏
ノ
名
↓
十
声
此シムルニ
於
ニ
声
声
ノ
中
三

除
-一
滅
ス

八
十
億
劫
ノ
戸
生
死
ノ
重

罪

此
亦
是
レ
現
生
滅
罪
増
上
縁
ナ
リ

(
『
浄
全
」
二
、
228 

と
し
て
、
十
声
の
念
仏
が
阿
弥
陀
仏
を
し
て
、
下
品
下
生
の
罪
人
を
も
救
っ
て
十
声

の
声
声
の
中
に
(
呼
)
応
答
し
て
(
応
)
罪
を
除
滅
す
る
、

と
い
う
内
容
が
論
じ
ら

れ
る
。

O
護
念
増
上
縁

本
項
と
次
に
出
る
見
仏
三
昧
増
上
縁
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
他
の
増
上
縁
釈
に
比

し
て
極
め
て
多
い
。
仏
凡
の
人
格
的
呼
応
と
い
う
側
面
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
護
念
増

上
縁
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
釈
文
の
第
一
に
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

即
知

第
十
二
観
ノ
中
説
云
一

若
シ
有
ν
人
一
切
時
処
日
夜
ニ
至
シテ
心
げ
観
-

想
〆
弥
陀
浄
土
二
報
荘
厳
一

若
見
不
ゴ
見

無
量
寿
仏
一一
化
作
無
数
ノ
化
仏
↓

観
音
大
勢
至
亦
作
-一

無
数
ノ
化
身

常
ニ
来
}一
至
シ五

此
ノ
行
人
之
所
一
亦
是
レ

現
生
護
念
増
上
縁
ナリ

(「浄
全
』
二
、
228 

文
中
の
「
第
十
二
ノ
観
ノ
中
」
と
い
う
の
は

『観
経
」
第
十
二
観
「
普
想
観
」
の

56 

文
で
あ
り
来
迎
引
接
の
説
相
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
一
文
で
は
正
に
衆
生

の
想
い
を
仏
が
見
て
と
る
様
を
顕
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

文
、
続
く
説
示
で
は
、

『観
経
」
の
光
明
偏
照
の
文
を
引
用
し
て
、

仏
の
光
明
に

浴
す
る
者
の
救
済
を
説
い
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
引
用
文
前
半
で
は
全
く
「
親

縁
」
を
補
説
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

(
そ
の
も
の
を
述
べ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
)

目
を
引
く
。

又
如
ヨ
観
経
ノ
下
ノ
文
イ

若
有

人
至

Jし、

堕。塁
影。阿
謹弥
7 陀

イム
及

主主

薩

観

音
勢
至
常
輿
一一
行
人
一

作
-一
勝
友
知
識
↓

此
レ
亦
是
レ
現
生
護

念
増
上
縁
ナリ

(
*
前
半
)
文
知
-一
第
九
真
身
観
ニ
説
テ
云
寸
弥
陀
仏
金
色
ノ
身
事

相
ノ
光
明
遍
照
ヲ
十
方
衆
生
↓

身
毛
孔
ノ
光
亦
遍
コ
照
ス
衆
生

一円
光
亦
遍
コ
照
ス

衆
生
↓

八
万
四
千
ノ
相
好
等
ノ
亦
遍
ク
照
コ
衆
生
↓

又
知
寸
前
ノ
身
相
等
ノ
光
一
一

一一
遍
ク
照
ユ
十
方
世
界
イ

専
ラ
念
ユル
阿

但
有
U
H

弥
陀
仏
↓
衆
生
1

彼
ノ
仏
ノ
心
光
常
ニ
照
コ
是
人
イ

摂
護
不
レ
捨
玉ハ

総
〆
不
レ

三ム
日岡
レセ

照
一一
摂
スルノハ
余
ノ
雑
業
ノ
行
者
イ

此
レ
亦
是
レ
現
生
護
念
増
上
縁
ナリ

(
*

後
半
)
(
『浄
全
』
二
、
228 

引
用
文
後
半
部
で
は

い
わ
ゆ
る
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
作
用
に
つ
い
て
積
極
的
に

論
じ
ら
れ
て
お
り
、
大
師
の
信
仰
心
の
内
な
る
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
浴
す
る
と

き
、
自
己
を
意
識
さ
れ
、
自
覚
さ
れ
る
、

と
い
う
宗
教
的
経
験
則
か
ら
の
発
露
を
再

確
認
さ
せ
ら
れ
る
。



O
見
仏
三
昧
増
上
縁

見
仏
三
味
増
上
縁
で
は
、
ま
ず
本
文
に

即
如
ニ
観
経
説
云

一摩
掲
提
国
ノ
王
夫
人
名
一一
章
提
希

毎
在
二
宮
内
一
願
ニ
常
ニ

見
可
仏
ヲ

這
ニ
向
-一
脅
闇
帽
山
一-

悲
泣
敬
礼
仏
逼
知
レ
念
即
於
一一
脅
山

王
宮
出
現
シ
玉ウ
夫
人
己
一
挙
レ
頭
即
見
二
世
尊
身
紫
金
色

坐
一一
宝
蓮
華
一

(
:
:
:
中
略
:
:
:
)
但
使
下
有
一一
心
ニ
願
可

「見
上ラン卜
者
一
依
コ
夫
人
一-

至
山ラ
心

憶
長

併
ヲ
定
ヲ
見
「無
レ
疑
此
レ
即
是
弥
陀
仏
三
念
願
力

外
一一加
スルヵ
故
ニ
得
レ

令
日「ヲ
見
仏
寸

(『浄
全
」
四

『観
経
」
に
お
け
る
王
舎
城
の
悲
劇
の
段
を
い
だ
し
、
章
提
希
夫
人
が
至
心
に

「
常
に
仏
を
見
ん
と
願
じ
迄
に
脅
閣
帽
山
に
向

っ
て
悲
泣
し
、
敬
礼
す
、
仏
遁
に
念

を
知
り
て
・
:
:
・」
と
夫
人
(
凡
夫
)

と
仏
と
の
人
格
的
呼
応
を
証
明
し
、
本
文
で
は

前
出
中
略
部
に

如
一」
此
ノ
護

非
二
直
夫
人
ノミ
心
至
見
仏
↓ルニ
亦
与
一一
未
来
ノ
凡
夫
ノ
起
レ
教

使
下
有
一一
心
願
可

「見
上一フント
者
ヲシテ

一
依
コ
夫
人
一一至
レ
心
憶
肝
仏
ヲ
(『浄
全
』
四、

230 

と
し
て
、
章
提
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
未
来
に
向
か
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
凡
夫
に
こ
の

種
の
見
仏
の
心
が
起
こ
り
う
る
も
の
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
。

本
文
で
は
「
弥
陀
の
三
念
願
力
外
に
知
す
る
が
故
に
見
仏
せ
し
む
る
こ
と
を
得
」

と
述
べ
、
そ
の
三
力
と
は

如
一一
般
舟
三
昧
経
ニ
説
云
ニ

ニハ
者
以
-つ大
誓
願
力
寸
如
レ
念
スルヵ
故
得
一一
見
仏
づ

「ヲ

二
者
以
二
三
昧
定
カ
イ
加
念
スルヵ
故

一一
得
-見
仏

1
「ヲ
三
者
以
一一
本
功
徳
力
↓

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

四

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

念
スルヵ
故
得
ニ
見
仏
づ
「
ヲ
己
下
ノ
見
仏
縁
ノ
中
例
ニ
同
ス
此
義
一故
ニ
名
コ
見
仏
三
昧

増
上
縁
↓
(『浄
全
』
四、

230 

と
し
て
般
舟
三
昧
経
よ
り
大
誓
願
力
、
三
昧
定
力
、
本
功
徳
力
を
あ
げ
て
い
る
。
以

没

下
の
経
証
は
主
に

『観
経
』
(
特
に
第
八
像
想
観
の
観
想
)
を
あ
げ
て
い
る
け
れ
ど

も

『般
舟
三
昧
経
』
の
意
に
同
じ
、

と
確
定
し
て
い
る
わ
け
で
、
今
少
し
そ
の
本
文

を
引
用
し
て

『観
経
』
の
経
証
に
つ
い
て
浄
土
見
仏
三
昧
培
上
縁
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
。
ま
ず
支
婁
迦
識
訳
の
一
巻
本

『般
舟
三
昧
経
」
(
『
大
正
蔵
」
十
三
、

41B 

に
は
極
楽
の
古
訳
で
あ
る

「須
摩
提
」
が
出
、
興
味
深
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。

-
如
法
行
持
戒
完
具
独
一
処
止
念
西
方
阿
弥
陀
仏
今
現
在

随
所
聞
当
念
去

此
千
億
万
仏
利

其
国
名
須
摩
提

一
心
念
之

一
日
一
夜
若
七
日
七
夜
:
:
:

中
略
・
・
・
・
・
・
念
阿
弥
陀
仏
専
念
故
得
見
之
即
問
持
何
法
得
生
此
国

欲
来
生
者
当
念
我
名

阿
弥
陀
仏
報

宝雪
仁コ

莫
有
休
息
則
得
来
生
仏
言

専
念
故
得
往
生

戸'4

吊

イ旦

念
仏
身
有
三
十
二
相
八
十
種
好
巨
億
光
明
徹
照
:
・
:
~

等
と
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
相
好
光
明
を
、
常
に
念
ぜ
よ
、
と
説
く
。
又
、
も
う
一
本

の

『般
舟
三
昧
経
」
(
同
人
訳
、

『大
正
蔵
』
十
三
、
仰

1
)
巻
上
に
は
、

心
念
一一
西
方
阿
弥
陀
仏

今
現
在
随
レ
所
レ
聞
当
レ
念

去
是
間
千
億
万
仏
剃
其

国
名
-一
須
摩
提
一

在
t
衆
菩
薩
中
央
一説
ν
経

一
切
常
ニ
念
阿
弥
陀
仏
一:
:
:
中

略
:
:
:
聞
一一
阿
弥
陀
仏
一数
数
念
用
-一
是
念
一放

見
一一
阿
弥
陀
仏
一

見
レ
仏
己
従

間

当
下
持
我
等
法
一生
中
阿
弥
陀
仏
国
l

語
一一
是
菩
薩
一言

爾
時
阿
弥
陀
仏

欲
レ
来
一一
生
我
国
一者

常
念
レ
我
数
数

常
当
下
守
レ
念

莫
レ
有
一一
休
息
一

立日

力日

57 

是
得
来
中
生
我
国
仁

仏
言
是
菩
薩
用
二
是
念
仏
一故

当
得
生
阿
弥
陀
仏
国



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
1
1

常
当
念
如
是
仏
身

有
二
三
十
二
相
一悉
具
足
光
明
徹
照
:
:
:
~

と
、
前
出

『三
昧
経
」
と
同
意
趣
の
記
述
が
見
え
、
本
経
に
於
い
て
は
更
に
、
仏
の

ニ
念
願
力
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
件
り
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

是
三
昧
仏
力
所
レ
成

持

ニ
仏
威
神
一

於
三
昧
中
立
者
有
二
三
事
一

神
力
一

持
ニ
仏
三
昧
力
一

持
二
本
功
徳
力
一

持
-一
仏
威

用
一一
是
三
事
一

故
得
レ
見
レ
仏

(『大
正
蔵
」
十
三
、

905 

で
あ
り
、

「観
念
法
門
」
本
文
で
は
三
力
を
「
大
誓
願
力
、

三
昧
定
力
、
本
功
徳
力
」

と
し
て
お
り
、
莫
然
唆
昧
と
し
た
「
仏
威
神
力
」
を
「
大
誓
願
力
」
と
釈
し
て
、
仏

の
上
求
菩
提
の
四
弘
誓
願
、
別
し
て
は
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
大
願
の
願
力
に
依

っ
て

見
仏
増
上
縁
の
勝
縁
と
結
び
つ
け
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

『般
舟
三
昧
経
」
に
於
け
る

「
口
称
念
仏
、
想
仏
想
好
」
等

の
、
凡
夫

・
仏
と
の
呼
応
関
係
を

『観
念
法
門
』
の
中
に
引
き
「
見
仏
三
昧
増
上

縁
」
と
し
て
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
も
の
で
あ
る
。

本
文
に
よ
れ
ば
、
如
来
(
阿
弥
陀
仏
)
が
、
未
来
世
に
至
る

一
切
衆
生
に
、
西
方

極
楽
浄
土
を
観
ず
る
こ
と
を
広
説
し
、
衆
生
が
望
め
ば
、
仏
願
力
を
以
て
、

そ
の
願

い
を
か
な
え
よ
う
、

と
す
る
人
格
的
呼
応
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
「
明

鏡
で
自
分
を
見
る
が
の
如
き
」
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
又

「観
経
」
に
お
け
る
観

法
を

『観
念
法
門
』
で
は
、

仏
告
一づ
章
提
一一
一

汝
ハ
是
レ
凡
夫
?
心
想
又
劣
ナリ

不
レ
能
一一
遠
ク
見
叫「

使
ワ
諸
仏
如
来
ニ
有
一一
異
方
便

令
中ニ
汝
等
↓
見
上

天
人
白
け
仏
言

我

ハ
今

因
す
仏
力
-一
一

故
見
一一
彼
国
土
ブ
・・・
・・
中
略
・
・
・
・
・
・
専
心
注
意
亦
同
二
上
ノ
夫
人
一一
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得
つ
見
「ヲ
即
云
一

一
ニ観
ν
之
ヲ

極
テ
令
コメテ

7
7
1

閉
目
開
目
ニ皆
令
レ
得
レ

見
「ヲ

知
げ
此
ノ
想
ノ
者
ヲ
名
テ
為
コ
組
見
↓

此
謂
コ

覚
想
中
見
一故
云
ニ
粗
見
↓

若
得
で
定
心
三
昧
及
ヒ
口
称
三
昧
者
心
眼
即
開
見
一一
彼
浄
土
ノ
一
切
荘
厳
↓

説
クモノ
無
コ卜
窮
尽
づ

也

又
以
ニ
此
ノ
経
↓
証
二

切
ノ
凡
夫
但
使
山ハ
傾
け
心
ヲ

定
テ
有
-一
見
セ
義

一応
レ
知

(
『浄
全
」
四、

ま
ず
定
心
三
昧
、

口
称
三
昧
を
得
て
後
、
心
眼
聞
き
て
、
彼
の
浄
土
の

一
切
荘
厳

を
見
る
、
と
説
く
。
こ
れ
も

「
口
称
念
仏
」
を
前
面
に
い
だ
し
、
こ
の
経
(
『観

経
』
)
に
よ

っ
て
そ
れ
は
証
明
さ
れ
て
お
り
、

一
切
の
凡
夫
の
観
法
に
耐
え
る
も
の

で
あ
る
、
と
明
確
に
述
べ
る
。
本
文
で
は
次
に
第
七
華
座
観
で
の
観
想
を
出
す
。
す

な
わ
ち又

如
-一
下
ノ
華
座
観
ノ
中
説
云
一

仏
告
ニ
阿
難
掌
提
一仏
当
=一
為
レ
汝
説
ニ
除
苦
悩

法
一:
:
:
中
略
:
:
:
若
仏
滅
後
諸
衆
生
等
云
何
観
二
見
上ルヘキ
阿
弥
陀
仏
及
ヒ二
菩

薩

仏
即
告
言
汝
及
衆
生
欲
観
コント

彼
ノ
仏
↓
者

筆
想
成
己
次
当
ν
想
レ仏
想
レ
仏
ヲ
時
キ

是
心
即
想
レ
作
-

当
レ
起
-泊
客
与
七
宝
ノ
地

上
作
-一
蓮
華
ノ
想

十
二
相
↓

従
二
頂
上
一
下
至
一一
蜘
鉄
坐
一一
己
来

ノ

身
分
亦
皆
想
ν
之
ヲ

随
二
心
想
一時
ニ
仏
身
即
現
スト

此
是
レ
弥
陀
ノ三
力
外
加
シテ

即
得
見
仏
スル「ヲ

(『浄
全
」
四

231 

こ
の

『観
念
法
門
』
の
見
仏
三
昧
増
上
縁
に

つ
い
て
の
論
説
は
、

ま
さ
に

『観
経

致
レス

疏
』
定
善
義
、
第
八
像
想
観
で
の
観
法
の
心
意
に
他
な
ら
ず
、

そ
の
一
説
と
比
較
し

て
論
ず
る
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
。



第
八
像
想
観
の
釈
文
に
お
い
て
は
、

言
〉
法
界
↓
者
固
定
ν
所
化
之
境
即
衆
生
界
也
、
言
レ
身
ト
者
是
レ
能
化
之
身
即
諸
仏
ノ

身
也
:
:
:
中
略
:
:
:
一
言
ニ
是
心
作
仏
↓
者
依
ニ
自
信
ノ
心
一一
一
縁
サ
「

目
以
ヲ

nu
シ

-FFノ

4

・買
ν
b
l

也

言
ひ
是
心
是
仏
↓
者
心
能
ノ
想
以レハ

仏
ヲ

即
是
心

依
け
想
仏
身
而
現
ス

仏
ナリ
也

無
コハナリ

47 

離
コ
此
ノ
心
↓
外
更

異
仏
一
者
也
(
『
浄
全
」
二、

と
前
出
釈
文
に
つ
い
て
の
同
趣
意
の
論
を
展
開
し
て
お
り
、

『観
念
法
門
』
本
文
で

は
次
に
第
九
真
身
観
、
下
品
の
往
生
人
の
例
を
出
し
、
見
仏
増
上
縁
の
縁
と
し
て
い

る
。
こ
れ
も
同
様
の
手
法
で
比
較
検
討
し
た
い
。

又
知
コ
下
ノ
真
身
観
ノ
中
ニ
説
テ
云
↓

仏
告
一づ
阿
難
一一
像
観
成
シ
己
次
更
観
コヘシ
無

量
寿
仏
身
↓
真
金
色
眉
間
事
相
円
光
化
仏
及
相
好
等
光
但
当
三
憶
想
〆

令
コム
心

眼

ヲ
以

見

吐フ

見
己
即
見
二
十
方
一
切
諸
仏
一:
:
:
中
略
:
:
:
又
如
ニ
観
音
勢
至

普
雑
等
ノ
観
及
ヒ
下
ノ
九
品
ノ
人
ザ
一
生
起
レ
行
乃
至
-一
七
日
一
日
十
声
一
声
等
一一
一

命
欲
山ル
終
ント
時

願
コル
見
仏
一者

若
現
生
ニ
乃

遇
一一
善
知
識
一一
行
人
自
能
ク

心
口
ニ
称
一一
念
スレハ
弥
陀
仏
イ
仏
即
与
ニ
聖
衆
一華
台
来
現
スルニ

行
人
見
仏
〆
亦

見
ニ
聖
衆
華
台
等
↓
(『浄
全
』
四、

231 

232 

「観
経
」
真
身
観
と
散
善
九
品
の
下
品
段
の
経
文
を
比
較
的
率
直
に
引
い
て
い
る

と
思
わ
れ
、
「
玄
義
分
」
で
は

対
ヨハ

下
輩
ノ
三
人
イ
者
諸
師
云
ク
此
レ
等
ノ
之
人
ハ
乃
是
レ
大
乗
始
学
ノ
凡
夫
ナリ

随
3

過
ノ
転
重
一-
分
テ
為
一三
一品
↓
未
W

ハ
有
一一
道
位
一難
叶
弁
コ
階
降
イ
者
:
:
:
命
欲
山

終
ント

教
テ
令
糾

仏
ヲ一

声
上
爾
ノ

称
川ル

時
過
下
善
知
識
ノ
為
説
二
大
乗
↓

時
阿
弥
陀
仏
即
遺
コ
化
仏
菩
薩
↓
来
-一
迎
〆
此
ノ
人
イ

即
得
コシメ玉
往
生
イ
J

E

(

『浄

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

四

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第
一
章

全
』
二
、
8 

と
あ
る
。

『般
舟
三
昧
経
」
等
の
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
通
り
で
、
こ
こ
で
は
省

略
し
た
い
。

O
摂
生
増
上
縁

浄
土
に
摂
取
し
て
、
願
生
さ
せ
る
仏
力
|
光
明
摂
取
身
の
弥
陀
ー
を
縁
と
す
る
増

上
縁
と
解
釈
し
た
い
。
こ
の
本
文
で
は
主
と
し
て

『大
経
』
の
四
十
八
願
文
か
ら
の

引
用
を
中
心
に
そ
の
機
縁
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

人
格
的
呼
応
関
係
の
根
拠
と
考
え
た
い
称
名
念
仏
に
つ
い
て
、
本
文
引
用
で
は
次

の
様
に
述
べ
て
い
る
。

即
知
コ
無
量
寿
経
ノ
四
十
八
願
ノ
中
ノ
説
一仏
ノ
言
ク

若
我
レ成
仏
セ
ンニ
十
方
ノ
衆
生

願
レ
生
-一
我
国
一

称
-一
我
ヵ
名
号
↓

下
至
三
十
声

若
不
り

乗
コ
我
願
力

生
者
不
レ
取
-一
正
覚
↓

此
レ
即
テ
是
レ
願
往
生
ノ
行
人
命
欲
レ
終
時
願
力
摂
シテ
得
コム

往
生
↓

故
ニ名
コ
摂
生
増
上
縁
↓
(
『浄
全
』
四、

233 

こ
れ
は
言
う
迄
も
な
く
、
第
十
八
念
仏
王
本
願
の
文
に
導
師
の
釈
を
施
し
た
も
の

で
「
仏
願
力
」
と
い
う
観
点
を
強
調
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
重
要
点

は

「称
二
我
名
号
一」
の
文
で
あ
り
、
「
わ
が
名
を
称
え
よ
」
と
の
呼
び
か
け
で
あ
る

こ
と
は
異
論
の
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

『往
生
礼
讃
』
に
は
、

又
如
一一
無
量
寿
経
一云
若
シ
我
成
仏
センニ
十
方
衆
生
称
-一
我
名
号
一
下
至
ニ
十
声
一-

若
レ
不
生
者
不
レ
取
一一
正
覚
一

彼
仏
今
現
在
レ
世
成
仏
シ玉へリ
嘗
レ
知
本
誓
重
願
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l

不
ν
虚
衆
生
称
念
スレパ

(『浄
全
』
四

376 

必
得
-註

生

一

「称
ニ
我
名
号
一下
至
二
十
声
一」
の

一
文
を
掲
げ
称
名
念
仏
の
高
揚
し
て
い
る
所
見

が
あ
る
。

又、

『大
経
」
で
の
三
輩
段
を
引
合
い
に
出
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
に
随
っ
て
、

「有
二
上
中
下
一随
其
ノ
根
性
一仏
皆
勧
専
ラ
念
ニ
無
量
寿
仏
名
一其
人
命
欲
レ
終
時
偽
与
一一

聖
衆
一白
来
迎
接
〆
尽
ク
得
コ
ムト
往
生
イ」

(『浄
全
』
四、

加
)
と
述
べ
、
来
迎
引
接
を

説
く
。
こ
れ
も

「称
仏
名
」
の
得
益
と
い
え
よ
う
。

例
文
の
一
例
に

『観
経
」
第
十

一
観
を
引
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

一
文
は
、
普

想
観
は
来
迎
引
接
、
往
生
の
得
益
と
は
い
い
難
く
、
疑
問
も
あ
る
の
だ
が
、
本
稿
で

は
触
れ
な
い
。

次
に
は
ま
た

『大
経
』
よ
り
三
例
ほ
ど
引
用
し
て
お
り
、
第
十
九
願
臨
終
現
前
の

願
、
第
二
十
願
必
果
遂
願
、
第
三
十
五
願
女
人
往
生
の
願
、

と
こ
れ
ら
は
皆
往
生
の

得
益
を
現
ず
る
が
故
に
こ
こ
に
引
か
れ
た
と
考
え
た
い
。
そ
の
中
第
三
十
五
願
を
釈

し
て

義
日
乃
由
一弥
陀
本
願
力
一
故
女
人
称
ニ
仏
名
号
一

正
ク
命
終
ノ
時

即

転
コ
女

身

得
レ
成
一寸
男

子
↓
:
:
:
応
ν

云
三
女

人

不

レ
得
ν

知

今

或

有
一一道

俗

一

生
コル「ヲ
浄
土

一者

此
是
妄
説

不
レ
可
レ
信
ス
也

(
『浄
全
」
四

4
 

9
d
 

q
f
u
 

女
人
で
も
命
終
の
時
「
因
弥
陀
名
願
カ
」
に
よ
り
男
子
に
転
じ
て
往
生
を
得
、
と

明
ら
か
に
申
し
述
べ
、
こ
こ
で
も

「称
ニ
仏
名
号
こ

と
い
う
呼
び
か
け
が
不
可
欠

で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
の
を
知
る
。

O
謹
生
増
上
縁

60 

第
五
番
護
生
増
上
縁
で
は
、
弥
陀
の
四
十
八
願
が

一
切
衆
生
を
摂
取
し
て
浄
土
に

ルゅ
ん
び
と

又
何
人
の
衆
生
を
得
生
さ
せ
ら
れ
る
の
か
と
い

往
生
す
る
こ
と
は

い
か
な
る
人
、

う
問
い
を
出
し
、
答
え
に

『観
経
」
を
引
い
て

仏
告
ニ
章
提
一汝
今
知
ルャ
不
ャ
阿
弥
陀
仏
去
叫

此
不
ν
遠
ラ

汝
当
コ一
計
念
〆
諦

観
-一
彼
国
一

未
来
世
ノ
一
切
ノ
凡
ヲ〆
夫

得

内
生
月
西
方

今

以
3

此
経
↓
謹
スルニ

但
是
仏
滅
後
ノ
凡
夫
乗
y
仏
ノ
願
力
一一
定
テ

浄
業
成
者
ノナリ
亦
令
下

極
楽
国
土
μ

得
二
往
生

1
「即
是
レ
謹
生
増
上
縁
ナリ

(『浄
全
」
四

234 

『観
経
」
の
説
相
に
よ
る
と
仏
滅
後
の
凡
夫
が
「
仏
願
力
」
に
乗
じ
て
往
生
す
る

こ
と
を
得
る
、
こ
れ
が
謹
生
(
浄
土
に
生
る
こ
と
を
設
す
る
の
意
か
)
増
上
縁
と
述

べ
て
い
る
。
本
文
で
は
釈
迦
の
仏
教
(
仏
法
)

は
一
種
で
あ
る
の
に
、
何
故
に
信

・

不
信
が
お
き
る
の
か
、

と
の
問
い
に
、
凡
夫
の
機
根
に
善
性
人
と
悪
性
人
の
二
種
の

機
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
、

と
性
善
、
性
悪
説
か
ら
の
影
響
を
鑑
み
ら
れ
る

一
文
を

載
せ
て
そ
の
解
答
と
し
て
い
る
。

本
増
上
縁
で
は
経
証
を

『大
経
」
よ
り
引
用
し
て

衆
宝
国
土
有
一一
五
百
億
宝
楼
一

其
ノ
楼
問
中

有
一一
通
量
ノ
天
人

一作
ニ
天
伎
楽
イ

此
衆
者
中
皆
説
コ
念
仏
法
僧
イ

此
想
成
己
命
欲
レ
終
時
定
生
二
彼
国
一
又
以
て
此

経

証
亦
是
謹
生
増
上
縁
(
『浄
全
』
四

235 

悌
告
て
阿
難
一一

其
有
二
衆
生

一生
ニ
彼
ノ
国
一一
者

皆
悉
住

於
信 7

;与定
肌之
喜

雫
乃 ニ
至十
一・方

諸
仏
皆
共
讃
歎
彼
仏

一

若
有
衆
ニ
生

一

念
願
ν
生
1

ント
彼
ノ
国

一
即
得
ニ
往
生
づ
「
ヲ
住
一
不
退
転
一
又
以
二
此
経
ヨ

間

一其
ノ
名
号
ヲ

証
亦
是



護
生
増
上
縁
(
『
浄
全
」
四

等
と
述
べ
て
お
り
『
小
経
」
か
ら
も
「
若
一
日
:
:
:
」
の
段
を
引
用
し
て
、

:
:
:
若
仏
ハ滅
後
ノ
一
切
ノ
造
罪
ノ
凡
夫
但
廻
ν
心
ヲ
念
U

阿
弥
陀
仏
↓
願
勺
ハ
生
立ント

浄
土
一一

上
尽
二
百
年
↓
下
至
二
七
日
一
日
十
声
三
声
一
声
等
一-

命
欲
レ
終
ン
ト

時
仏
ト
与一
一聖
衆
一
白
来
テ

迎
接
〆
即
得
ニ
往
生

1
「ヲ
如
二
上
六
方
等
ノ
仏
辞
舌
イ

定
テ

為
二
凡
夫
ザ
作
は
証
ヲ
罪
滅
〆
得
レ
生
スル

「ヲ
若
不
下
依
コ
此
ノ
証
一一

得
上
ν
生
「ヲ

者

一六
方
諸
仏
ノ
静
舌

一ヒ
出
け
口
ヨリ

己
後
終
--

不
げ
還
-一
入
セ
口
一自
然

燐セ
ント

(
『
浄
全
』
四
、
出

と
妙
釈
さ
れ
て
い
る
。

結
び
で
は

又
白
一一
諸
行
人
等
二

切
罪
悪
凡
夫
スラ

尚
蒙
-一
罪
滅
↓

証
一一
摂
得
生
↓

伺

況

聖
人
願
レ
生
ヲ
而
不
レ得
レ
去
「ヲ
也

(
「
浄
全
」
四

235 

と
し
て
、
謹
生
増
上
の
機
縁
を
明
か
し
て
い
る
。

以
上
五
種
増
上
縁
義
に
つ
い
て
、
人
格
的
呼
応
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
を
指
摘
し
、

経
証
と
も
含
め
て
論
じ
て
み
た
。

『観
念
法
門
」
は

「行
門
中
の
教
門
」
と
も
言
わ

れ
、
教
学
的
背
景
の
濃
い
内
容
で
あ
り
、
こ
と
に

「増
上
縁
義
」
で
は
来
迎
に
基
づ

く
見
仏
等
に
於
い
て
、
仏
凡
聞
の
呼
応
関
係
と
縁
が
深
い
所
が
処
々
見
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

行
儀
分
の
他
で
も
そ
の
関
係
を
見
る
べ
く
以
下
、
再
考
、
叙
述
す
る
。

善
導
の
根
本
義
た
る
九
品
皆
凡
夫
の
精
神
も
、
十
種
善

・
悪
人
考
に
つ
い
て
見
る

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

四

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

こ
と
が
出
来
た
こ
と
も

『観
念
法
門
』
の
特
色

と
い
え
よ
う
。

五、

『往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
仏

・
凡
聞
の
呼
応
関
係
に

つ
い
て

『往
生
礼
讃
」
に
お
い
て
は
序
分
に

「観
経
』
に
基
づ
い
て
、
往
生
人
の
三
心
具

足
を
説
示
し
て
い
る
。
中
で
も
深
心
釈
に
つ
い
て
は

二
者
深
心
即
是
真
実
ノ
信
心
ナリ

信
下
知
シ
自
身
ハ
是
レ
具
足
煩
悩
ノ
凡
夫
善
根
ヲ

壊

薄
少

流
一-
転
一一三
界
一

不
レ
出
中
火
宅
t

今
信
下

知
弥
陀
ノ
本
弘
誓
願
及

称
ユル「ヲ
名

往
生
勺
「
ヲ

競
↓
下
至
一一
十
声
一
声
等

得
中

{
疋
テ

乃
至

念
無
レ有
-一
疑
心
一故

一一名
コ
深
心
↓
(『浄
全
』
四
、

354 

と
、
簡
潔
に
述
べ
る
の
に
止
ま
る
け
れ
ど
も

「観
経
疏
」
で
は

日
一一
深
心
一
者
即
是
深
信
ス
ル

之
心
也

亦
有
一三

種

決
定
〆

深

信
ス
自

身
ハ
現
ニ
是
罪
悪
生
死
ノ
凡
夫
畷
劫
ヨリ

己
来
タ
常
没
常
流
転
〆
無
汁

有
一一
出
離
ノ
之
縁

決
定
〆
深
ク
信
ス

二
者
三

彼
ノ
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願

A

摂
一一
受
シ玉

衆
生
↓

定
テ
得
つ
往

彼
ノ
仏
願
カ
ニ

鉦…
げ

疑

無
げ
慮

乗

生

(
『
浄
全
』

57 

と
二
種
に
分
け
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。

『疏
」
で
は
深
心
釈
に
つ
い
て
は
大
変
に

細
微
に
亙
っ
て
論
じ
て
お
り
、

二
穏
深
信
と
し
て
「
就
人
立
信
、
就
行
立
信
」
を
申

さ
れ
て
、
更
に
「
二
河
白
道
」
の
喰
え
を
用
い
て
深
く
信
ず
る
心
を
重
要
に
扱
っ
て

い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

自
ら
の
機
根
を
深
く
知

っ
て

(
内
省
)
煩
悩
具
足

・
善
根
薄
少
と
し
て
、

そ
の
機

を
助
け
給
う
の
が
、
大
悲
弥
陀
の
大
仏
願
力
で
あ
り
、
「
称
名
号
下
至
十
声
」
と
い
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う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
す
な
わ
ち
、
仏
と
凡
夫
と
の
人
格
的
呼
応
を
感
応
さ
せ
ら
れ

る
本
文
で
は
往
生
人
の
三
心
具
足
の
次
に
、
天
親
所
説
の
五
念
門
を
出
し
、

又

修
の
法
を
行
ず
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

特
に
身

・
口

・
意
三
業
に
か
か
わ
る
、
礼
拝
門

・
讃
歎
門

・
観
察
門
に
つ
い
て
輿

味
深
い
解
釈
を
見
る
。

一
者
身
業
礼
拝
門
所
ν

謂
一
心
専
至
恭
敬
合
掌
香
華
供
養
〆

礼
-一
拝
ス
彼
阿

弥
陀
仏
寸

云

云

二
者
三
口
業
讃
歎
門
所
ν
謂
専
う
ヲ
意

讃
一一
歎
ス
彼
ノ
仏
ノ
身
相
光
明
一
切
ノ
聖

衆
ノ
身
相
光
明
及
ヒ
彼
ノ
国
ヲ
中
ノ
一
切
ノ
宝
荘
厳
ノ
光
明
等
↓

知
一一
観
経
ニ
説
↓

. . 
2三

Z三

ニ
者
ニハ
意
業
憶
念
観
察
門
所
謂

専
づ

意
ヲ

念
二
観
ス
彼
ノ
悌
及
一
切
ノ
聖

衆
ノ

如
-一
観
経
ニ
説
↓

唯
除
コ
睡
時
イ

恒

憶

身
相
光
明
国
土
ノ
荘
厳
等
イ

恒
三
念

恒
五
観

故
ニ名
コ

観
察
門
↓
(『浄
全
』
四

此
ノ
事
等
↓

恒
回
想

355 
特
に
「
彼
の
仏
」
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
の
身
相
、
光
明
、
荘
厳
、
等
に
深
く
関
係
し

て
い
る
説
相
を
述
べ
て
お
り
、
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
の
か
か
わ
り
を
説
く
上
で
重
要

と
考
え
ら
れ
る
。

一二
、心、

五
念
と
い
う
安
心
、
起
行
に
対
し
て
作
業
と
し
て
の
四
修
に
つ
い
て
詳
説

を
施
し
称
名
念
仏
を
ど
の
様
に
し
て
行
ず
る
か
に
ふ
れ
た
段
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
恭

敬
修

・
無
余
修

・
無
間
修
す
べ
て
に
相
続
し
て
中
止
し
な
い
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
長
時

修
と
述
べ
て
お
り
、
特
に
、
無
余
修
で
は

62 

無
余
修
所
レ

称
コ
彼
仏
名

調

専
ラ

専
-一
念
専
一一
一
想

専
礼
四

専
五
讃
ス

四

不

中
止

長
時
修
ナリ

H
Hチ
ヨ
E
レ

日
μ

巨
珂

:

3

3

 

3
J

、
'
ν
B
V

無
間
修
で
は

-
・
・
相
続
〆

恭
敬

礼
拝

称
名

讃
歎

憶
念

観
察

回
向

発
願
ス

心
心
相
続
〆
不
下
以
コ
余
業
↓
来
シ
間
上
故
ニ
名
日
都
品
…
間
修
↓
(『浄
全
』
四、

355 

と
し
て
、
無
余
修
、
無
間
修
に
往
生
行
の
す
べ
て
が
内
包
さ
れ
る
と
解
せ
る
論
説
を

展
開
し
て
い
る
。

又
、
機
の
自
覚
を
示
す
記
述
と
し
て

然

今
時
ノ
衆
生

悉
ク

為
山
煩
悩
ニ繁
縛
↓
未
レ

免
-一
悪
道
生
死
等
ノ

苦
ーヲ

随
一一
縁
起
行
二
切
ノ
善
根
具
一一
一

速
ニ同
ヌ

願
レス

往
-一
生
セント
阿
弥
陀
仏

国

到
コ
彼
ノ
国
一一
己
レハ

如
レ
上
ノ
-F
(『浄
全
」
四

更

飯
山
所

レ
畏
ル

356 

と
続
け
ら
れ
て
お
り
、
阿
弥
陀
仏
ひ
と
え
に
帰
依
し
て
、
仏
力
を
た
の
む
様
の
肝
要

を
述
べ
て
い
る
。

本
文
で
は
こ
の
後
に
幾
つ
か
の
間
答
を
出
し
、
以
下

「大
経
』
に
よ
り
日
没
の
礼

讃
偽
を
掲
げ
、
六
時
の
礼
讃
と
し
て
構
成
し
て
い
る
。

そ
の
問
答
部
分
に
は
、
多
分
に
教
相
的
な
論
理
展
開
を
し
て
い
る
。
即
ち
、

問
日
伺
ヵ
放
ソ
不
レ
令
レ
作
レ
観
ヲ
直
ニ

遣
計ハ
専
ラ
称
ニ
名
字
↓
者

有
山
何
意
一也

答
日
乃
チ
由
一ゴ
衆
生
障
重
〆

境
細
ニ
心
繰
ナレハ
識
鵬
〆
神

飛
プ

成
就
↓

観
難
日

也

大
聖
悲
憐
〆
直
ニ
勧
テ
専
ラ

称
コシム
名
{
子
↓

称
名
ハ

正
由
日

是
ヲ
以
テ



易
↓

即
チ
生
ス

(
『
浄
全
」
四

356 

故

相
続
〆

と
し
て
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
の
呼
応
を
示
し
、
文
、

問
日

一
切
ノ
諸
仏
三
身
同
ク

亦
応
コ
無
二
ヲ
随
け

方

謹
シ

悲
智
円
ヵ
ニ

ー
し
‘
、
〆

今

T
4
べ

課
二
称
セ
二

仏
コ
亦
応
レ
得
レ
生
スル

「ヲ
何
ヵ
故
ソ

西
方
↓

歎
ニ〆

偏

勧
メ
テ

専
一一
セシムル
ハ礼
念
等
イ
有
山
何
義

也

悠
口
日

所
謹

平
等

一一
〆

是

レ

一
ナレトモ
:
・:
弥
陀
世
尊
本
発
ノ
深

摂
一一
化
スル
十
方
↓
但
使
刊
信
心
求
念
スルモノヲ
〆
上
尽
コ

諸
仏
ノ

重
誓
願
以
コ

光
明
名
号
イ

青5

往
生
づ
「
ア

下
至

-7十
声

一
声
等
一-
以
-一
仏
願
力
↓

易
時
得
-

(『浄
全
」
四、

と
論
じ
、
明
ら
か
に

「観
経
」
光
明
循
照
の
文
を
念
頭
に
置
い
た
一
文
を
示
唆
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
光
明
名
号
の
文
か
ら
は
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
浴
す
る
も

の
の
清
浄
化
、
光
明
に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
救
済
を
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
る
説

示
を
開
陳
せ
ら
れ
、
又

「念
仏
衆
生

・
摂
取
不
捨
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の

が、

「但
使
下
信
心
求
念
スルモノヲ〆
上
尽
二

形
一
下
至
一一
十
声

一
声
等
一
:
:
:
」
の
後
半

の
説
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
仏
辺
と
機
辺
に
立
つ
、
機
の
自
覚
に
よ
り
救
済
を
あ
お
ぐ

衆
生
と

「
わ
が
名
を
唱
え
よ
」
と
呼
び
か
け
続
け
る
仏
と
の
人
格
的
な
呼
応
関
係
を

知
実
に
表
し
て
い
る
と
解
釈
し
た
い
。

又
、
こ
の
宗
教
的
感
応
が
、
以
下
の
本
文
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
、

iv
haト
巳
'

ゴ
ー
ゴグ
下

戸、

ニハ
じじ

-イ

レ

ム目
中

応
レ

滅
山内

除
レ
障
ヲ

是
称
-一念
ス
ル
ニ
余
仏
寸

罪
ヲ
也

知

能
ク
知
げ
上
ノ
念
念
相
続
畢
命
ヲ
為
レ
期
者

十
ハ
即
チ
十
生
シ百
ハ
即
チ

若
シ

百
生
ス

ヨマず
ル
カ

引供'
一一

与
一-
仏
ノ
本

何
ヲ
以

故

-4
3
外
ノ
雑

縁

一

正
念
寸

故

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

四

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第

一
章

願
一
得
コヵ

相

応
万
「
ヲ

随
ニ
順
スルヵ

仏

語

不
す

違
日

故

教

故

故
ナリ

(『浄
全
』
四

356 

と
あ
っ
て

『観
経
疏
』
散
善
義
の
「
就
行
立
信
」
釈
に
出
る
、
開
宗
の
御
文
た
る
、

一
心

一一
専
ラ
念
コ
弥
陀
名
号
イ

行
住
坐
臥
ニ
不
レ
問
ハ
時
節
ノ
久
近
ヲ
念
念
不
捨
者

是
名
コ
正
定
之
業
↓

順
コルヵ
彼
仏
ノ
願
一故

58 

『浄
全
』

お
よ
び
、

文
の
開
宗
の
御
文
で
あ
る
、

上
来
雄
日
説
コ

望
コハ
仏
本
願

向

定
散
両
門
之
益
↓

意
在
日
衆
生
ヲ
〆

専
称
ヨシムル

弥
陀
仏
ノ
名
↓

(『浄
全
』
二
、
71 

と
い

っ
た
論
旨
に
合
致
す
る
も
の
と
考
え
た
い
。

」
の
ほ
か

『玄
義
分
』

』ま
十
声
ノ
称
仏
ハ
即
有
一一十
願
十
行
一具
足
ス
:
:
:
中
略
:
:
:
但

能
上
ミ
尽
-J

一
形
イ
下
モ
至一

7
十
念
一一
以
一一仏
願
カ
イ

今
此
ノ
観
経
ノ
中
ノ

莫
け

不
コ云「
皆
往
↓

(『浄
全
』
二
、
10 

等
と
あ

っ
て
、
仏
願
力
(
本
願
力
)

の
威
神
無
極
な
様
、
称
名
念
仏
が
本
願
に
順
ず

る
正
行
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
強
調
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

特
に
本
文
に
於
い
て
は
「
解
行
不
同
一一〆
専
雑
有
レ
巽
但
使

専
う
意
作
ス
者
ハ
十
ハ

即
チ
十
生
ス

こ

(
『浄

全
』
四

町
)
と
い
っ

不
至
心
ノ
者

千
ヵ
中
ニ

鉦…
レ

て
、
専
ら
の
正
行
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
、
弥
陀
の
大
悲
に
か
な
い
、
往
生
を
得

る
、
と
断
言
し
て
い
る
の
も
画
期
的
で
あ
る
。

礼
拝
行
と
し
て
の
六
時
の
礼
讃
の
偏
に
つ
い
て
は
、
日
没
の
備
に

『大
経
」
よ
り

み

な

十
ニ
光
仏
の
御
名
を
挙
げ
て
い
る
の
が
特
色
で
、
本
文
但
書
に
は
、

63 
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生
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成
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命
ス

故
ニ我
レ
頂
礼
〆
生
}一
彼
ノ
国

問
日
何
故

号

阿
弥
陀

答
日
弥
陀
経
及
観
経
云
ク

彼
仏
光
明
無
量
ニ/

照
-一
十
方
国

無
山
所
ニ
障
凝
っル
:
:
:
(
中
略
)
・
:
:
某
有
ヨ

衆
生

一
遇
ニ
斯

光
一-
者
ハ

三
垢
消
滅
身
意
柔
額
ナリ
歓
喜
踊
躍
〆

善
心
生
ス

駕
若
在
一三
塗
動

苦
之
慮
一-

見
コハ

復
苦
悩
一
:
:
:
(
中
略
)

:
:
:
弥
陀
ノ

無
コ

此
ノ
光
明
寸

身
相
光
明
ハ

釈
迦
如
来
一
劫
説
そ

不
レ
能
レ
尽
ス
者
ナリ

如
-一
観
経
一二
玄
寸

一
ノ
光
命
遍
ク
照
二
十
方
世
界
イ

摂
取
シテ
不
レ
捨
今
既
ニ
観
経
ニ

念
仏
ノ
衆
生
ヲ

有

如
山
此
ノ
不
思
議

何

不

増
上
ノ
勝
縁
一

摂
一一
護
ス

行
者
寸

続
〆
称
観
礼
念
シテ
願

往
生

「浄
全
』
四
、

358 

『大
経
」
光
明
歎
徳
章
の
文
、

又

『観
経
』
光
明
偏
照
の
文
な
ど
を
引
用
し
て
、

念
仏
往
生
増
上
の
縁
と
結
ん
で
い
る
。

日
没
よ
り
日
中
に
至
る
六
時
の
礼
讃
偽
を
所
説
し
お
わ
る
と
、
他
著
作
で
は
あ
ま

り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
、
機
悔
思
想
を
開
陳
し
て
い
る
。
三
品
の
機
悔
を
挙
げ
、

「如
レ
此
機
スレハ
者
不
レ
問
一」
久
近
↓
所
有
ノ
重
障
頓
ニ
皆
滅
尽
ス-
J
E
」
と
い
い
こ
れ
ら
深

重
の
餓
悔
も
、
至
心
に
阿
弥
陀
仏
に
帰
命
す
る
が
放
な
り
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

向
西
〆

十
声
称
コ

寛
テ
・:・
.. 

阿
弥
陀
仏
観
音
勢
至
諸
菩
薩
清
浄
大
海
衆
一

得

聞
守
弥
陀
ノ
本
願
ノ

往
生
↓

名
号
↓
一
心

称
念
〆

求
二
願
ス

仏

慈
悲
不
レ
捨
コ玉ハ
本
弘
誓
願
↓

得
受
シ玉へ云云

(『浄
全
」
四

375 

:
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'
J

、
'v'uw

又

問
日
称
=
念
礼
観
スルニ
阿
弥
陀
仏
イ

有

何
ノ
功
徳
利
益

現
世

答
日
若
シ

称
コル「
阿
弥
陀
仏
寸

64 

一
声
スレハ

即
能
除
ニ
滅
ス

八
十
億
劫
生
死
ノ

重
罪
↓
(『浄
全
』
四

375 

と

『観
経
」
を
基
に
し
た
論
述
を
作
り
、
続
け
て

十
往
生
経
ニ

阿
弥
陀
仏
イ
願
コレハ

往
生
↓

玄
ク

若
シ

有
二
衆
生
一

念
コ

者
彼
ノ
仏
即
遣
刊一

一五

円
U
キ

-E 
•••

•
•. 

4
U
P

ニ

観
経

二
十
五
ノ
菩
薩
↓

擁
中
護
セ
行
者
げ

玄
寸

願
以レハ

彼

若
シ

称
-一
礼
念
阿
弥
陀
仏
H

往
-一
生
セント
彼
ノ
国
一-

者

仏
即
遺
刊ニ
無
数
ノ
化
仏

無
数
ノ
化
観
音
勢
至
菩
薩
↓

護
中

念
セ

行
者
げ

(『浄
全
」
四、

375 

相

と
述
べ
て
、
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
の
呼
応
関
係
に
よ
る
つ
な
が
り
を
経
証
を
以
て
論

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
大
経
』
に
も
引
用
を
求
め

如
二
無
量
寿
経
ニ
云
↓

若
シ
我
ル
成
仏
セ
ンニ

下

十
万
ノ
衆
生
称
一一

我
名
号
↓

至
コテ
十
声

若
レ
不
生
者
、
不
レ
取
コ
正
覚
↓

と
第
十
八
念
仏
王
本
願
を
挙
げ
、
次
に
引
き
続
い
て

彼
ノ
仏
今
現
ニ
在
づ
世
ニ
成
仏
シ百へリ

富
山
知
ル
本
誓
重
願
不
ν
虚
ヵラ

衆
生
称

念
スレハ
必
ス
得
一一
往
生
↓

(『浄
全
』
四

376 

と
銘
文
を
寄
せ
て
お
り
、
仏
と
衆
生
と
の
人
格
的
呼
応
関
係
|
|
善
導
教
学
の
根
幹

|
|
ι
は
こ
こ
に
極
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
本
文
で
は
「
小
経
」
か
ら
も
経
証
を
引
い
て

願

そ
の
論
旨
に
説
得
力
を
深
め
て
い
る
。

若
有
一一
衆
生
一

聞
け
説
コ

阿
弥
陀
仏
↓

即
応
〆

執
-一
持
スル

名
号
↓

若

一
白
若
二

日
乃
至
七
日
一
心

称
山テ
仏
ヲ

命
欲
レ
終
ン
時
トキ

不
山ハ

乱
レ

阿
弥
陀
仏
与
ニ諸
ノ

其
前
一-

此
ν
人
終
時
心
不
て
顕
倒
t

聖
衆
一現
ニ

在
コス



即
得
ν

往
ニ
生
スル「ヲ
彼
ノ

国

弥
陀
仏
↓

若
ハ
七
日
及
ヒ

一
日
下
至
コ

必
ス
得
ニ
往
生
イ

証
二
誠
ス

此
ノ
事
イ

若
称
レ
仏
往
生
スル

者
ハ

常

護
念
↓

故
ニ
名
コ
護
念
経
↓
A. 
ーす

既

諸
ノ仏
子
等
何
ソ
不
コ
ャ

励
げ
意
ヲ

若
シ有
コ
衆
生

称
ニ
念
出
スル「ヲ
阿

十
声
一一
乃
至
コマテ

一
声
一
念
等
一一

故
ニ
名
コ

護
念
経
↓
次
下
ノ
文
ニ
云
ク

為

六
方
値
河
沙
等
ノ

諸
仏
ニ
之
所
一一

有一
一此
ノ
増
上
ノ
誓
願
ノ

可
Vキ

猿
ム

去
也
(
「
浄
全
」
四、

376 

「般
舟
讃
」
に
於
い
て
は
、

六、

『般
舟
讃
』
に
お
け
る
仏

・
凡
問
の
人
格
的
呼
応
関
係
に

つ
い
て

そ
の
具
名
に
あ
る
よ
う
に
、
「
般
舟
三
昧
行
道
往
生

讃
」
の
通
り
、
往
生
の
勝
縁
に
あ
づ
か
る
た
め
、
『
観
経
』

『大
経
』
等
に
題
材
を
求

め
善
導
自
ら
が
七
言
一
句
の
偏
頒
を
著
し
、
七
日
或
は
九
十
日
身
行
無
聞
に
常
行
道

を
行
う
こ
と
に
よ
り
三
業
無
間
と
な
り
、
定
心
を
得
る
の
を
目
的
と
し
た
行
儀
を
厳

の
体
裁
に
類
似
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

修
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
構
成
的
に
は

『浄
土
法
事
讃
』
偽
頒
部
で

い
る
。
序
分
の
は
じ
め
に
お
い
て
は

前
序
で
は
浄
土
に
生
ま
れ
る
即
因
と
し
て
三
業
清
浄
な
る
こ
と
を
重
要
と
述
べ
て

釈
迦
如
来
実

一一
是
レ

慈
悲
ノ
父
母
ナリ

無
上
ノ
信
心
↓

又
説
コ
種
種
ノ
方
便
寸

見
ノ
凡
夫
イ

若
シ
じ
じ
ク
ト
ー

ム
臼
H

b

制

υ
レ

教
ニ
修
行
スレハ

者
則
チ

若
シ
見
三

聞
セハ

有
コ
人
ノ
行
v
善
ヲ

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明 種

々
ノ
方
便
ヲ以

発
一一
起
セシメ玉
我
等
ヵ

教
門

非

我
等
倒

但
為

門
門
見
仏
〆
得
レ

生
コル

「ヲ
浄
土
一一

者
即
チ

以
レ
善
ヲ
助
けョ

之
ヲ

若
見

第

一
章

四

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

聞

有

讃
吋ョ
之
若
聞
〉

円
H
ド
手
'
b

ヤヘ

日μ

止
制
ロ

ν

人
V
行
ユル

教

人
ノ
説
v

行
ヲ

一了原
叫

f
lレ

若
間
〉

悟

喜
内
之

(
『浄
全
」
四、

人
ノ
有
戸
悟
スル「
即
依
け

之

529 

等
、
と
広
く
釈
尊
一
代
の
通
仏
教
に
帰
依
す
る
文
を
掲
げ
、
次
に
「
同
以

諸
仏

為
師
:
:
:
」
と
諸
仏
(
ひ
い
て
は
阿
弥
陀
仏
)
に
帰
依
す
る
こ
と
を
説
く
。
前
序
に

於
い
て
は
、

主
に
奉
持
師
長
に
よ
り
身
口
意
三
業
を
清
浄
に
な
し
て
浄
土
に
生
ず
る

即
因
と
な
す
こ
と
を
説
く
の
を
特
長
と
し
て
い
る
。

如
ニ
諸
仏
菩
薩
ノ
所
作
ノ
随
喜
り

我

亦
知
レ
是
ノ

ーヘ
-ア

ド

ι一

随
喜
ス

此
ノ
善

キ艮

廻
レ生
ヨン卜
浄
土
一-

(『浄
全
』
四

529 

欲
ν
生
コン
ト
浄
土
一一

必
ス

須
日
自
動
メ

康

讃
コ
浄
土
ノ
依
正

勤
レテ

他

報

事
↓
(『浄
全
』
四

529 

荘
厳
ノ

狭
義
に
は
弥
陀
の
浄
土
へ
願
生
す
る
者
の
善
(
依
正
二
報
の
讃
歎
等
)
を
説
く
。

人
格
的
呼
応
そ
の
も
の
を
前
面
に
出
す
記
述
は
多
く
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
本
文

(
讃
歎
文
)
に
は

『観
経
』『
大
経
』
『
弥
陀
経
」
等
よ
り
引
用
を
ほ
ど
こ
し
た
創
作

文
を
の
せ
て
お
り
、
以
下
、
逐
次
見
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。

一
日
七
日
専
称
レ

命
断
ァ須
奥
生
コ
安
楽
一-

悌

一
ヒ
入
弓
弥
ノ
陀
浬
繋
国

即
得
一一
不
退
↓
証
コ
無
生
↓

万
劫
ノ
修
功
ハ実
ニ難
山続

一
時
煩
悩
百
千
問
ハレハナリ

若
待
一一裟
婆
ノ
証
法
忍
寸

六
道
恒
沙
ノ

劫
ニモ
未
げ

期
セ

貧
臨
ハ即
是
輪
回
ノ
業
ナリ

煩
悩
宣
ニ

是
レ無
生
ノ
因
ナランヤ

験
ユルニ
此
ノ
食
膿
火
焼
ノ
苦
↓

65 

不
ν
如
一二走
テ
入
一一
ハ

弥
陀
国
一-

(『浄
全
』
四
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530 
深
重
罪
業
の
凡
夫
、
煩
悩
に
ま
み
れ
た
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
性
を
も
っ
人
聞
が
仏

に
助
け
を
求
め
、
弥
陀
の
浄
国
に
生
ま
れ
る
す
べ
を
ま
ず
述
べ
る
。

こ
こ
に
仏
凡
の
人
格
的
呼
応
関
係
の
衆
生
よ
り
の
呼
び
か
け
が
示
さ
れ
る
。
浄
土

の
教
え
(
「観
経
」
『
弥
陀
経
』
等
)

は
入
無
生
の
た
め
に
頓
教
で
あ
る
こ
と
が
そ
の

大
前
提
と
な
る
。

又
、
続
き
の
一
文
と
し
て
次
の
文
を
挙
げ
る
。

四
十
八
願
因
げ

一
一
ノ
誓
願
ハ為
コナリ

衆
生
イ

亙
ニ
発
ス身

相
ノ
光
明
照

法
界

光
ノ
所
川

及
フ
慮
皆
蒙
川
益

一一

ノ
光
明
相
続
〆
照

照
-一
寛
セン

念
仏
往
生
人
↓

欲
はル一一
比
コ
十
方
諸
仏
国
一一

極
楽
安
川ル

身
ヲ
実

-一
是
レ
精
ヅリ

(『浄
全
』
四

530 

こ
の
様
な
例
文
は
例
え
ば

「往
生
礼
讃
』
等
に
も
類
似
し
た
記
載
が
見
ら
れ
る
け

れ
ど
も
、
本
論
稿
で
も
先
述
し
た
よ
う
に
、
備
の
光
明
に
浴
す
る
も
の
の
身
意
柔
軟

に
な
る
様
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
仏
と
凡
と
の
呼
応
関
係
な
い
し
光
明
に
よ
る
人

格
の
清
浄
化
を
具
現
せ
し
め
る
記
載
と
考
え
る
。
典
拠
と
し
て
は
、

『大
経
』
光
明

歎
徳
章
の
部
に
詳
し
い
。
即
ち

其
レ
有
コ
衆
生

身
意
柔
額
ナリ
歓
喜
踊
躍
シ

遇
コ
期
ノ
光
一一
者
ハ

三
垢
消
滅
シ

善
心
生
ズ

駕
若
シ
在
コ
三
塗
勤
苦
之
所

見
立レハ

此
ノ
光
明
一
皆
得
コ
休
息
↓

無

一復
タ

苦
悩
一寿
終
之
後

皆
蒙
コ

三

(『浄
全
」

13 

解
脱
イ

、

な
ど
が
先
ず
思
い
あ
た
る
。

本
文
に
戻
っ
て
釈
迦
如
来
の
慈
悲
の
心
を
説
い
た
後
に
、
次
の
ご
と
く

66 

一
切
知
来
ノ
設
計五フモ
方
便
寸

亦
同
コ

今
日
ノ
釈
迦
尊
一-

簡
レテ

悟
解
4

ルヲ

入
一一
員
門

機
ニ設
レ
法
ヲ
皆
蒙
ν
益
ヲ

各
得
コ

門
門
不
同
フ

八
万
四
ナルハ

為
レ滅
コンヵ
無
明
ト
果
ト
業
因
づ

一
レ
声
称
念
スレハ
罪
皆
除
ク
(『浄
全
』
四、

利
剣

即
チ
是
レ
弥
陀
ノ
競
ナリ

と
述
べ
「
弥
陀
の
名
号
は
利
剣
な
り
」
と
し
て
、
称
名
号
第

一
を
説
く
の
を
尊
し
と

す
る
。
こ
れ
も
「
わ
が
名
を
唱
え
よ
」
と
い
う
仏
の
大
慈
悲
に
合
致
し
た
表
現
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
増
上
縁
を
勝
縁
と
す
る
偶
頒
と
し
て
は
、

門
門
不
同
ナルヲ
名
ヨ
漸
教
↓

証
ユルナリ
無
生
↓

万
劫
苦
行
〆

畢
命
ヲ

為
レ〆

期
卜
専
ク
念
仏
スレ
ハ

須
奥

命
断
テ
仏
迎
将
シ玉フ

-
(
中
略
)

欲
比ハ

到
守
弥
陀
ノ
安
養
国
一

念
仏
戒
行
必
須
け

回

戒
行
専
精
ナレハ
仏
讃
シ

臨
終

一
念
ノ
之
間
ニ
入
一一
仏
会
一一
一

華
座
ヲ
自
来
迎
ス

ニ
界
六
道
永
ク
除
げ
名
ヲ

一子

(『浄
全
」
四
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が
考
え
ら
れ
、
臨
終
来
迎
を
位
置
付
け
て
い
る
。

本
文
で
は
、
極
楽
の
荘
厳
に
つ
い
て
述
べ
、
「
一
切
見
ル
者
ノ
起
コ

悲
心
イ」

(「浄

全
」
四、

間
)
と
し
て
欣
求
浄
土
の
心
を
起
こ
す
こ
と
強
く
せ
し
め
、

同
縁
同
行
何
ノ
時
ニヵ
来
ラン

我
今
到
山『ハ
此
ニ仏
願
力
也

普
ク
願
ハ閤
浮
ノ
知
識
等

同
ク
行
相
親
テ
願
クハ
莫
山
退
「

専
フ諦
コ

弥
陀
観
経
等
イ

礼
仏
観
察
〆
童
ク
須
レ
国
ス



一
切
時
中
一相
続
〆
作
シテ

至
げ
死
ヲ
盛
岡
ν
期
卜
専
ニ復
タ
専
ナレ

一
ヒ
到
ニ
弥
陀
ノ
安
養
国

畢
寛
遁
遁
即
浬
繋
ナリ

(『
浄
全
』
四

533 

等
と
説
き
、
読
調
、
観
察
、
礼
拝
行
な
ど
の
正
行
を
勧
め
る
一
文
を
い
だ
し
て
い

る
新
段
落
に
入
る
と
以
下
の
如
く
出
る
。

般
舟
三
昧
楽

岡
田

シ

f
品
昨
四
日

ニ

"n
一7
1
a幸
一

誓
願
〆
今
生
ニ

行
住
坐
臥
ニ専
ラ
念
仏
シ

一
切
善
業
併
須
げ

同

念
念
時
中
ニ

即
チ
上
山
金
剛
台
一一

常
ニ
機
悔
スレ

終
時

一
切
時
中
ニ望
げ

百
ヨ
ヲ
1
し
〆

『けに

'ウ
↑

表
一一
知
セ
ヨ

凡
聖
ノ
心
相
向
づ

仏
知
計

衆
生
心
ノ
雑
乱
↓ルヲ
偏
ニ教
主主フ
正
念
〆
住
日ョト
西
方
一一

不
可
知
コ

弥
陀
国
ノ
遠
近
↓

(
略
)

莫
レ
論
一一
弥
陀
ノ
摂
不
摂
づ

意
ロ
在
-一

専
心

一一
同
スル「
不
v
同

但
使
同
げ

心
ヲ
決
シ
定
〆
向
へハ

臨
終
ニ
華
益
ヲ

自
来
迎
ス
(
『
浄
全
』
四、

533 
こ
の
段
で
は

『観
経
』
雑
想
観
に
基
づ
い
て

『観
経
疏
」
に
明
か
す
「
是
心
是
仏

是
心
作
仏
」
の
意
(
こ
こ
ろ
)
を
い
だ
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

専
ら
称
名
念
仏
を
す
す
め
、
仏
が
衆
生
の
心
雑
乱
な
る
こ
と
を
知
っ
て
、
偏
に
西

方
を
教
え
る
と
説
く
。
そ
れ
は
、
弥
陀
の
大
慈
大
悲
の
願
力
の
摂
、
不
摂
、

又
衆
生

の
心
、
専
一
か
そ
う
で
な
い
か
に
拘
ら
ず
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
決
定
心
を
以
て
、
大

慈
悲
心
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
り
来
迎
を
頂
く
、

と
い
う
仏
と
衆
生
と
の
人
格
的
呼
応

関
係
を
説
く
と
い
え
よ
う
。

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第

章

四

普
ク

勧
ユ
有
縁
ノ
道
俗
等
一一-

念
仏
シ専
心
ニ
諦
経
シ

行
住
坐
臥
ニ
心
相
続
レハ

或
ハ想
、ノ

惑
ハ観
ス
ル
ニ
除
コ
罪
障
↓

成
三ニ
昧
↓
(『浄
全
』
四

536 

以
ン
仏
力
↓
故

舎
ス
是
レ
専
心
ニ行
ヨョ
仏
教
イ

観

無
コ
雑
乱
↓ル

礼
一一
讃
シ
荘
厳
↓

極
楽
ノ

荘
厳
自
然

-一
見
ル

皆
是
レ
弥
陀
ノ
本
願
力
ナリ

こ
の
一
説
で
は
、
主
に
道
俗
の
時
衆
が
心
専
一
に
し
て
、
念
仏
、
読
調
、
礼
拝
す

そ
れ
ら
荘
厳
を
観
想

る
こ
と
に
よ
り
極
楽
の
荘
厳
を
見
る
こ
と
を
説
く
け
れ
ど
も
、

す
る
こ
と
に
よ
り
罪
障
を
除
く
、
と
し
て
こ
れ
ら
皆
、
大
悲
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に

依
る
と
述
べ
て
お
り
、
観
察
行
等
に
よ

っ
て
も
本
願
の
力
を
蒙
る
こ
と
を
広
い
意
味

で
肯
定
し
て
お
り
、
称
名
念
仏

一
行
以
外
に
も
、
仏
力
の
加
祐
を
証
謹
し
て
い
る
段

当
然
の
帰
結
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
考
え
た
い
。
善
導
で
は
、
未
だ
本
願
念
仏
の
み
を
選
択
す
る
に
は
至
ら
ず
こ
れ
は

光
光
相
照
〆

供
一一
養

シ仏
↓

本
文
で
は
又
、
増
上
縁
に
つ
い
て
述
べ
た
件
り
が
あ
り
、
以
下
の
様
で
あ
る
。

異
口
同
音

一一
讃
コレパ
極
楽
↓

弥
陀
応
げ

時
ニ
動
コ
身
相
↓

所
り
放
y

神
光
色
無
尽
ナリ

照
シ詑
テ
光
〆
従
一一
頂
上

一入
リ

収

光
ァ
未
山

尽
キ
弥
陀
笑
テ

念・
念-

TF-幅_，. ~ 

常

機
'悔

ナ

凡
聖
相
ヒ
知
リ
境
相
ヒ
照
ス

身
光
編
ク
照
-一
十
方
ノ
国
↓

同
光
還
照
一J
ス
弥
陀
会
↓

大
衆
同
ク
知
山

授
記
ノ
光
寸
ト

並
日
ク
&
ロ
マ)

大
衆
一一
一
専
心

一一
聴
ヵ
シム

不

安日

4・尋
能・念

一 -5ミ.弥
陀

旬・尋
仏.一

還・
憶・

即
チ
是
レ
衆
生
ノ
増
上
縁
ナリ
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538 

「
増
上
縁
な
り
」
と
述
べ
て
衆
生
の
滅
罪
来
迎
を
示
唆
す
る
け
れ
ど
も
こ
の
段
は
正

に
仏
と
凡
の
人
格
的
呼
応
関
係
を
示
す
も
の
と
考
え
た
い
。
特
に
、

念
念
称
名
常
機
悔

と
い
い
念
仏
称
名
を
勧
め
、
次
に

人
能
ク
念
レ

凡
聖
相
ヒ

知
リ
境
相
照

仏

仏
還
憶
シ玉プ

と
出
し
て
、
衆
生
の
念
仏
を
仏
が
知
り
(
還
憶
)
、
凡
と
聖
と
が
そ
の
境
界
を
相
い

知
り
、
仏
智
仏
光
が
衆
生
を
照
ら
す
様
を
示
し
、
こ
れ
が
「
わ
が
名
を
唱
え
よ
」
と

呼
び
か
け
る
仏
と
衆
生
と
の
増
上
縁
|
絶
対
界

・
相
対
界
を
こ
え
た
|
と
結
ん
で
い

る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
解
釈
は
、
正
に
三
縁
釈
そ
の
も
の
の
思
想
を
引
用
、
応
用
し
た
も
の
と
解
し

た
い
。
増
上
縁
と
は
説
き
な
が
ら
も
、
親
縁

・
近
縁
を
も
含
有
し
た
思
想
と
い
え
よ

ぅ
。
あ
た
か
も
幼
子
が
母
を
求
め
て
呼
ぶ
の
に
応
え
て
母
が
愛
で
つ
つ
む
よ
う
に
、

仏
が
凡
夫
の
呼
び
声
に
応
え
て
下
さ
る
、

と
い
う
の
が
肝
要
で
あ
る
。

同
様
の
記
載
、
記
述
|
人
格
的
呼
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
ー
を
以
下
抜
き
出

し
て
逐
次
言
及
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

ニ
明
六
通
常

偏
ク
入
見

衆
生
ノ
心
想
中

自
在

一一
〆

仏
ノ
身
相
好
依
け

心
ニ起
ル

随

念
ニ
即
現
ユ

真
金
ノ
仏
↓

真
金
ハ
即
チ
是
レ
弥
陀
ノ
相
ナリ

人
前
一一

円
光
化
仏
現
コ

相
好
弥
多
〆

八
万
四
ナリ

一一

ノ
光
明
照
コ
十
方
イ

不
下
為
一一
余
縁
づ

光
リ
普
ク
照
げ

唯
覚
コ

念
仏
往
生
ノ
人
↓

万
行
倶
ニ

同
〆
皆
得
三
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住
吉

念
仏
ノ一

行
最
モ
為
川
尊

間
生
雑
善
恐
ク

無
山

過
日
一
月
七
日
ノ
念
一一
一

『，J
ロ同
q
y

寸
ノ
戸
司

(『浄
全
」
四

541 

三
明
六
通
と
は
、

い
わ
ゆ
る
宿
明
智
、
天
眼
智
、
漏
尽
智
、

の
他
三
神
通
を
い

ぃ
、
合
し
て
六
神
通
と
み
な
し
仏
陀
の
特
性
と
す
る
。
こ
の
段
で
は
六
神
通
を
以

て、

『観
経
疏
」
に
説
く
と
こ
ろ
の
三
縁
釈
、
是
心
作
仏
、
是
心
是
仏
の
妙
釈
で
広

説
し
て
い
る
。
即
ち

一
ニハ
明
二
親
縁
↓

衆
生
起
川テ
行
ヲ

仏
即
聞
ぽ

之
身
常
ニ

日
常
ニ
称
バレハ
仏
ヲ

礼
一一
敬
スレハ

仏

即

見
バフ

之
ヲ

心

常

念
川レハ

仏
ヲ

仏

即

知

ほフ

仏

之
ヲ

衆
生
憶
一一
念
スレ

彼

此
ノ
三
業

仏
亦
憶
念

2

衆
生
イ

仏

者

不
二
相
捨
離
寸
:
:
:
J
i
-
--
(『
浄
全
」
二
、
48 

又

『歓
経
』
第
八
像
想
観
の
釈
文
に
も

一同
一一
入
衆
生
心
想
中
↓
者
乃
由
円

見
コルト
諸

仏
↓

衆
生
起
レ
念
ヲ

願

仏
即
以
一一
無
磁
智
↓

知
山ニ

即

能
入
万

現
シE
フ
:
:
:
(
『浄

彼
ノ
想

心
ノ
中
古

全

47 

等
、
同
様
の
表
現
を
偶
頒
に
た
く
し
、
仏
凡
問
の
人
格
的
呼
応
関
係
を
見
証
し
て
い

る
。
お
よ
び
、
諸
善
万
行
、
雑
善
で
は
そ
の
往
生
の
力
弱
く
、
称
名
の
念
仏
一
行
が

最
も
尊
れ
た
り
、

と
本
願
念
仏
の

一
行
を
称
揚
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
興
味

深
い
点
で
あ
る
。
本
文
は
こ
の
先
、
後
序
ま
で
は

『観
経
」
の
上
品
上
生
か
ら
下
品

下
生
者
の
往
生
の
因
を
説
く
段
を
意
識
し
て
、
同
様
の
形
式
で
も
っ
て
書
き
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。



中
で
も
、
下
品
の
段
で
は
専
称
名
号
に
よ
る
救
済
を
詳
細
に
説
い
て
お
り
、
こ
こ

に
善
導
の
凡
夫
救
済
の
強
い
決
意
を
う
か
が
え
る
。

下
品
上
生
で
は

般
舟
三
昧
楽

頓
超
ヨ
生
死
↓

出
コ
裟
婆
↓

下
品
上
生
ノ
凡
夫
等

無
コ
余
善

具

造
計
十
悪
↓

増
-一
長
〆
無
明
↓

但
快
w
意
ヲ

-
(
中
略
)

罪
人
臨
終
ニ
得
3
重
病
↓

神
識
昏
狂
シ
心
倒
乱
ス

地
獄
十
分
十
分
ト〆
眼
前
ニ
現
ス

-
(
中
略
)

教
テ
令
日一一
合
掌
シ念
コ
弥
陀
↓

一
声
ノ
称
仏
除
コ

衆
苦
↓

五
百
万
劫
ノ
罪
消
除

化
仏
菩
薩
尋
レ

声
ヲ
到
テ

我
レ
故
ラニ

華
ヲ
迎
山
汝
ヲ
来

行
者
見
ヨ
仏
ノ
光
明
イ
喜
ヒ

持

即
テ
坐
-一
七
宝
蓮
華
ノ
上
山

従
げ
仏
須
奥
ニ
還
一一
宝
国
一一

『浄
全
」
四、

544 

545 

と
説
き
、
「
我
が
名
を
唱
え
よ
」
と
い
う
弥
陀
の
大
悲
心
を
述
べ
、
下
品
中
生
段
に

於
い
て
は

地
獄
ノ
猛
火
皆
来
リ
逼
ム

門
川
ド

k
圭
ン

良
布
山
下

当
け
時

善
知
識
ノ

発
コテ
大
慈
悲
↓

教
材
念
仏
M
シムル
ニ地
獄
ノ
猛
火
変
げ

風
ト山
田仲
シ

天
華
旋
転
〆
随
け

風
ニ落
y

(
『浄
全
」
四、

545 

下
品
下
生
段
に
於
い
て
は

下
品
下
生
ノ
凡
夫
等

十
悪
五
逆
皆
能
ク
造
ル

如
り
此
ノ
愚
人
ハ多
ク
造
け

無
り窮
山

劫

経
-一
歴
〆
地
獄
↓

罪

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

四

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第
一
章

臨
終
ニ忽
一一

令
んて
安
穏
廿ラ

遇
下
善
知
識
ノ

局
ニ
説
ヨ
妙
法
↓

万
風
解
ク
時
貧
げ
忍
マ
痛
ヲ

教
え
主

念
仏
寸
不
レ
能
川
念
スル

善
及
告
テ
言
ク
専
ラ

専
ラ
称
コヘシト
無
量
寿
↓

合
掌
〆

正
念
ニ〆

声
声
連
注
〆
満
コシムレハ
十
念
↓

念
念
ニ消
-一
除
ス
五
逆
ノ
障
イ

誘
法
卜
闇
提
卜
行
コルモノ
十
悪
↓

同
心
念
仏
スレ

罪
皆
除
ク

(『浄
全
」
四

545 

等
と
述
べ
て
い
る
。
下
品
段
に
於
い
て
は
他
段
に
比
し
て
、

よ
り

一
層
、
人
格
的
呼

応
関
係
を
強
く
打
ち
出
し
て
お
り
、
な
か
で
も
下
生
段
で
は
、

「観
経
」
の
下
品
下

生
段
に
説
く
経
説
を
ほ
と
ん
ど
同
様
と
い
え
る
程
、
引
用
礼
讃
し
て
お
り
、

「令
声

不
絶
具
足
十
念
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
専
心
念
仏
の
意
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

以
下
に

『観
経
』
の
下
品
下
生
段
を
挙
げ
て
具
体
的
に
見
証
し
た
い
。

下
品
下
生
者
トハ

或
ハ

有
ニ
衆
生
一
作
コ
不
善

業
タル

五
逆
十
悪
↓

具
-

諸
ノ
不
善
↓

遇
h
リ

種

中
略
)
:
:
:
臨
一一
命

終
ノ
時
一一

善
知
識
ノ

種

教
テ
令
川ル
ニ
念

仏
H

此
ノ
人

苦

ニ

説

妙

法

イ

安

慰
〆

為

逼
ラシテ

不
レ
遣
す

念
仏
ゴ
一
一
善
友

告
ヲ
言
ク

汝

若

不
ν
能
川
念
スル「
者

応
山卜

A

F
W
メ
古
田
'
ヲ
〆

称
コ

如
げ
是
ノ
至
心

不
在
絶
ェ

無
量
寿
仏
↓

具

足
〆
十
念
イ

称
ユルヵ
仏
名
寸

故
一一
於
一一念
念
ノ

中
三
除
コ

称
ユ
南
無
弥
陀
仏
↓

八
十
億
劫
ノ
生

死
ノ
之
罪
ァ

見
向
金

蓮

華
ノ
猶
シ

如
コ
日
輪
イ

命
終
ノ
之
時

住
帆
ル
ヲ
其
ノ
人
ノ
前
μ

-
(『
浄
全』

50 

前
出
の
偽
頒
に
あ
る
如
く
、
正
に
こ
の
下
生
段
を
経
証
と
し
て
い
る
と
い

っ
た
内

69 



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

容
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
わ
け
で
、
こ
れ
が
仏

・
凡
の
人
格
的
呼
応
関
係
を
示
す

と
し
て
も
問
題
は
な
い
と
考
え
た
い
。

七、

『浄
土
法
事
讃
」
に
於
け
る
仏
凡
聞
の
人
格
的
呼
応
関
係
に
つ
い
て

『法
事
讃
」

一
巻
は
そ
の
具
名
を
上
下
巻
で
異
に
す
る
の
を
特
徴
と
し
て
お
り

上
下
巻
頭
で
は
「
転
経
行
道
願
往
生
浄
土
法
事
讃
」
上
巻
末
で
「
西
方
浄
土
法
事

讃
」
下
巻
に
於
い
て
は
「
安
楽
行
道
転
経
願
生
浄
土
法
事
讃
」
と
記
さ
れ
る
。

下
巻
は
専
ら

『弥
陀
経
』
を
十
六
段
に
分
か
ち
、

そ
れ
ら
を
読
請
し
て
転
経
行
道

す
る
行
儀
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
前
行
方
便
を
説
い
た
上
巻
で
も

前
序
に
於
い
て

如
来
ノ
善
巧
総
〆

生
一寸
極

楽
一一

専

勧
コテ

四
生
↓
棄
コテ
此
裟
婆
イ

析

称、

吊
問
ヤ
シ
ム

-言
"
で

名
号
↓
兼
テ

弥
陀
経
↓

(『浄
全
」
四

l 

と
念
仏
の
他
に

『弥
陀
経
」
読
請
を
勧
め
る
一
文
を
寄
せ
て
あ
る
。

上
巻
本
文
に
於
い
て
は
行
道
の
讃
党
の
偏
と
し
て
弥
陀
、
釈
迦
、
十
方
諸
如
来
を

道
場
に
奉
請
し
た
の
ち
、

七
字

一
句
の
偏
頒
を
述
べ
讃
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

断
懐
ス
釈
迦
大
悲
主

十
方
恒
沙
ノ

諸
世
尊

不
ν
捨
3

慈
悲
巧
方
便
イ

共
ニ
讃
一JE
へリ
弥
陀
ノ

弘
誓
門
↓

弘
誓
多
門
ニ〆
四
十
八
ナリ

偏
ニ標
コ

念
仏
イ

最
局
親
川

;
¥
じ
じ
ク

i
J
ノ
ム
困
問

念
日レハ
仏
仏
還
テ
念
y

玉フ

専
心
ニ想
山

仏
ヲ
仏
知
す
人
ヲ

(「浄
全
』
四、

8 

と
し
て
仏
と
衆
生
と
の
呼
応
関
係
を
明
確
に
論
じ
て
い
る
。

『観
経
疏
定
善
義
』
に

よ
れ
ば
、
第
八
像
想
観
を
釈
し
て
、

吾一口
一ハ
一

入
衆
生
心
想
中
↓
者
乃
由
一円
衆
生
起
づ
念
ヲ

仏
即
以
-一
無
擬
智
↓
知
時一
即
能
入
一J
彼
ノ
想
心
ノ
中
一-

念
ノ
中

夢
定
ノ
中
ニ
見
守

仏
ヲ

者
ノハ

即
成
コ
斯
ノ
義
↓

縁
バル「ヲ
相

若
ハ

略
)
:
:
:
言
-
J

是
心
作
仏
↓
者

依
コ
自
ノ
信
心
一-

言一
ハ一
是
心
是
仏
↓
者
心
能
スレハ
想
レ
仏
ヲ

依
レテ

外
更
ニ飯山
コハナリ
奥
仏
一者

也

(
『浄
全
』

木目
'山、

仏
身
而
現
ス

仏
ナリ
也

離
コ
此
ノ
心
↓

と
述
べ

又
「
第
九
真
身
観
」
釈
で
は
、

何
以
一プヵ
仏
光
普
照
スニ

唯
摂
コルニ
念
仏
)
者
ノミヲ

有
三一
義

一
ニハ
明
ユ
親
縁
イ

衆
生
起
す
行
ヲ

聞
レ玉

願
以レハ

見
立ン
ト

現
シ玉

有
山
何
ニ意
↓
也

之
ァ

衆
生
憶
ニ
念
スレハ
仏
イ
者

仏
亦
憶
ニ
念
シ玉
衆
生
↓

仏
即
見
岨
之
心
常
ニ
念
日レハ
仏

日
常

之
ヲ
身
常
ニ
礼
一一
敬
スレハ
仏
↓

離
ーセ

放

名
コ
親
縁
↓

也

二ニ

ハ
明
コ
近
縁
↓

応
げ
ニ念

現
ニ
在
ヲ
目
前
う故
ニ
名
コ
近
縁
↓

三
縁
釈
、
特
に
親
縁

・
近
縁
釈
で
も
っ
て
称
名
念
仏
が
橋
わ
た
し
と
な
り
仏
と
衆
生

49 

と
の
聞
に
呼
応
関
係
が
生
ず
る
様
子
を
述
べ
る
。

70 

諸

仏
イ

但
諸
ノ
行
者
若
ハ想

也
:
:
:
(
中

知
凶
作
ノ
也

即
是
ノ
心

46 
答
日
夕
此
ニ

称
川レハ
仏
ヲ

仏
即

仏
即
知
岨

衆
生
願
可

彼
此
ノ
三
業
不
一一
相
捨

見
守
仏
ヲ
即

也

三

(『浄
全
』

唯
有
コ
念
仏
イミ

富
山知
ル本
願
最
為
強
ト

同
様
の
考
察
は

『往
生
礼
讃
』
に
あ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

蒙
日
光
摂
↓

六
方
ノ
如
来
辞
ヲ

舌
証
ス

専
ラ
称
コレ

『浄
全
』
四
、

372 

と
し
て
、
念
仏
の
力
最
も
強
し
と
言
明
し
て
い
る
。

名
号
イ
至
コト
西
方
一一



下
巻
に
目
を
移
す
と
、

「阿
弥
陀
経
』
を
十
六
段
に
分
か
っ
た
内
、
第
三
段
「
極

楽
園
土
七
重
欄
楯
・
:
:
」
の
章
段
解
釈
文
に
、

願
往
生
願
往
生
・・
・
・
・
・
万
事
家
生
皆
捨
離
専
心
発
願
〆
向
〉
西
方
一-
弥
陀
ノ
名
号
相

続
〆
念
スレハ
化
仏
菩
薩
眼
ノ
前
ニ
行
ナル

与
〉
華
台
イ

或
授
レ
手
ヲ
須
央

-一

或
ハ

命
尽
レハ

皆
願
り

17 

仏
迎
将
シ玉フ
衆
等
同
げ
心
ヲ

住
ン卜

(『浄
全
』
四、

と
説
か
れ
、
こ
こ
は
明
ら
か
に
三
縁
釈
、
中
で
も
増
上
縁
に
か
か
わ
る
念
仏
の
勝
縁

を
明
か
す
と
考
え
る
。
即
ち
、

何
以
ヵ

仏
光
並
目
照
ス

唯
摂
コル

答
日
ク

有
一一
何
意
寸
也

念
仏
ノ
者
ザミヲ

此
ニ有
二
三
義
一:
:
:
三ニハ
明
コ
増
上
縁
一衆
生
称
念
スレハ

n
H
ド
ト
R
ク

同
広
昨
肢
ニ

多
劫
ノ
罪
↓

命
欲
レ

終
ント
時

仏
興
一一
聖
衆
↓ミ
自
来
テ

迎
接
シ玉

諸
ノ
邪
業
ニ
繋

E
n
じ
じ

府
主
μ
二
'骨円

凝
ル者
ザ

故
ニ名
ニ
増
上
縁
↓
也

(
『浄
全
』

49 

と
説
か
れ
る
の
に
よ
る
。

「阿
弥
陀
経
』
流
通
分
に
お
け
る
讃
歎
文
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
称
名
念
仏
を

讃
じ
て
い
る
。

種
種
法
門
皆
解
脱
スレトそ

鉦小
川

過
げルハ
念
仏
〆

住
コ一一
西
方

上
尽
コ

汗3

至
コ
十
念
一-

為
ニ
弥
陀
ノ
弘
誓
重
づ

三
念
五
念
マテ
仏
来
迎
シE
ノ、ニ
直

致

使
一寸
凡
夫
ヲ〆

25 

念
スレハ

即
チ
生
寸(『
浄
全
』
四

我
国
で
は
法
然
上
人
も

「
一
紙
小
消
息
』
の
名
で
知
ら
れ
る
消
息
文
に

自
身
は
こ
れ
煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
な
り
と
い
へ
り
。
十
方
に
浄
土
お
ほ
け
れ

と
も
西
方
を
ね
か
う
、
十
悪
五
逆
の
衆
生
も
む
ま
る

〉
ゆ
か
へ
な
り
。
諸
仏
の

中
に
弥
陀
に
帰
し
た
て
ま
つ
る
は
、

三
念
五
念
に
い
た
る
ま
で
、

み
つ
か
ら
き

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第

章

四

善
導
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

た
り
て
む
か
へ
給
ふ
か
ゆ
へ
に
。
:
:
:
云云

(『昭
法
全
」
棚
「
黒
田
の
聖
人
へ

っ
か
は
す
御
文
」

と
記
し
て
、
阿
弥
陀
知
来
の
本
誓
の
重
願
空
し
か
ら
ざ
る
こ
と
を
重
ね
て
申
し
述
べ

て
い
る
の
を
知
る
。

八
、
お
わ
り
に

善
導
大
師
の
行
儀
分
の
著
作
四
部
五
巻
に
つ
い
て
藤
堂
部
長
の
提
唱
さ
れ
た
新
し

い
見
地
か
ら
の
「
阿
弥
陀
仏
信
何
論
」
の
展
開
を
抜
粋
し
、
言
及
し
て
き
た
の
で
あ

る
が
、

そ
こ
に
は

「仏

・
凡
聞
の
人
格
的
呼
応
関
係
」
を
論
じ
た
も
の
が
数
多
く
見

ら
れ
、
本
願
念
仏
の

一
行
に
救
い
を
求
め
、
又
、
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
と
を
「
三
縁

釈
」
で
も

っ
て
妙
釈
さ
れ
た
、
大
師
の
心
か
ら
な
る
宗
教
的
信
何
心
を
垣
間
見
る
思

い
で
あ
る
。

本
論
園田
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
的
な
絶
対
界

・
相
対
界
と
い

っ
た
厳
然
た

る
隔
た
り
を
超
越
し
て
、
衆
生
の

「称
名
念
仏
」
に
応
え
る
慈
愛
に
満
ち
た
母
の
知

き
阿
弥
陀
如
来
と
、
煩
悩
に
う
ず
も
れ
て
、

ど
し
ょ
う
も
な
い
凡
夫
た
る
我
々
と
の

聞
の
感
応
道
交
|
|
こ
れ
を
人
格
的
呼
応
関
係
と
名
づ
け
る
ー
ー
を
論
じ
る
こ
と

で
、
新
し
い
側
面
か
ら
の
善
導
大
師
の
往
生
観
、
浄
土
観
、
宗
教
観
と
い
う
も
の

を
、
古
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
論
理
的
な
解
釈
か
ら
の
枠
組
み
を
越
え
て
見
証

で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
思
想
大
系
が
我
が
国
に
於
い
て
大
師
以
来
、
約

五
百
年
を
経
て
法
然
上
人
に
よ
り

「選
揮
本
願
念
仏
」
の
一
行
に
帰
結
し
た
こ
と
は

後
世
の
わ
れ
わ
れ
の
目
に
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
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『緯
浄
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
併
と
凡
夫
と
の
関
係

ー
指
方
立
相
に
対
す
る
法
相
と
の
対
論
を
中
心
と
し
て
|

村
上
真
瑞

一
、
は
じ
め
に

私
は
、
以
前
浄
土
に
関
し
て
の
様
々
な
問
題
、

す
な
わ
ち
浄
土
の
有
漏
無
漏

・
三

界
摂
不
摂

・
仏
身
仏
土
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
懐
感
の
問
答
は
誰
を
意
識

(l
)
 

し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た

別
の
論
文
に
お
い
て
、
私
は
、
懐
感

(
A
・
D
七
C
後
半
)

と
同
時
代
、
同
地
域
に

お
い
て
著
名
な
法
相
の
学
者
で
あ
っ
た
窺
基

(
A
・
D
六
三
二

l
六
八
二
)
が
、
法

相
唯
識
の
立
場
か
ら
種
々
の
問
題
を
主
体
的
に
論
じ
た

『大
乗
法
苑
義
林
章
」
に
注

目
し
て
、
浄
土
に
関
す
る
考
え
方
を
調
べ
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
窺
基

は
中
国
浄
土
教
諸
家
の
考
え
方
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
り
、
浄
土
教
を
論
難
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
論
に
お
い
て
い
か
に
論
争
を
展
開
し
て
い
っ
た

か
を
考
察
し
、
か
っ
、

そ
の
相
互
の
背
景
に
は
い
か
な
る
思
想
が
存
在
し
て
い
る
の

か
を
発
表
し
て
い
る
。

今
固
ま
ず
第
一
に
こ
れ
ら
の
論
文
で
考
察
し
た
浄
土
に
対
す
る
諸
問
題
を
根
底
と

し
て
、
救
済
さ
れ
る
対
象
と
し
て
の
凡
夫
に
注
目
し
て
、
懐
感
の
人
間
観
を
考
察
し

て
み
た
い
と
思
う
。

続
い
て
、
懐
感
の
師
善
導
の
説
く
指
方
立
相
論
に
基
づ
い
て
、
法
相
と
の
聞
に
繰
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り
広
げ
ら
れ
た
論
争
を
取
り
上
げ

い
か
な
る
立
場
か
ら
懐
感
は
指
方
立
相
を
理
解

し
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
最
後
に
、
阿
弥
陀
悌
と
、
凡
夫
と
の
呼
応

関
係
を
取
り
上
げ
、
本
願
力
が
凡
夫
に
加
え
ら
れ
た
時
、
凡
夫
の
業
の
働
き
が
い
か

に
変
わ
っ
て
い
く
か
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

『
稗
湾
土
群
疑
論
」
の
問
答
に
お
い
て
最
も
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

懐
感
の
論
述
形
式
は
、
問
答
の
相
手
が
あ
る
時
は
問
い
を
発
し
た
相
手
の
立
場
を
最

初
に
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
法
相
が
相
手
で
あ
れ
ば
、
法
相
の
論
理
か
ら
第
一

に
説
明
し
、
法
相
の
論
理
を
懐
感
自
身
が
よ
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
で
、
順
序
立
て
て
浄
土
教
の
立
場
を
説
明
し
て
く
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
一
つ
の
問
答
に
お
い
て
相
手
の
立
場
を
一
応
説
明
し
て
い
る
部
分

が
有
る
の
で
、
伊
土
教
の
立
場
と
相
反
す
る
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
が

懐
感
の
主
張
で
あ
る
と
誤
解
す
る
傾
向
が
強
い
の
で
、

そ
の
後
の
論
理
的
展
開
を
よ

く
吟
味
し
な
け
れ
ば
懐
感
の
本
意
が
解
ら
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

ま
た
、
今
回
の
論
文
作
製
に
あ
た
っ
て
は
、

サ
ミ
ッ
ト
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム

ズ

・
伊
藤
行
人
氏
の
索
引
作
製
ソ
フ
ト
「
S
A
K
U
I
N
2
」
を
用
い
て
、
用
語
の

検
索
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
煩
雑
な
作
業
を
い
と
も
簡
単
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

今
回
の
論
文
で
考
察
す
べ
き
も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
懐
感
の
人
間
観
を
踏
ま

え
た
上
で
、
凡
夫
に
対
し
て
の
阿
弥
陀
悌
か
ら
の
本
願
力
に
よ
る
救
済
と
い
う
点
に

注
目
し
て
、
懐
感
の
阿
弥
陀
悌
観
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
論
文
の



ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

二
、
懐
感
の
人
間
観

懐
感
が
人
聞
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

『稗
浄
土
群

疑
論
』
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
、
人
間
の
呼
称
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
く
る
。
広
く
は
、
衆
生
、
有
情
、
人
と
呼
ば
れ
、
あ
る
い
は
、
菩
薩
、
凡

夫
、
凡
愚
な
ど
そ
の
呼
称
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
用
法
を
考
察
し
て

み
た
い
と
思
う
。

衆
生
に
つ
い
て
は
、

『緯
浄
土
群
疑
論
』
中
に
二
百
三
十
八
箇
所
が
検
索
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
を
考
察
し
て
み
る
と
、
衆
生
と
い
う
呼
称
の
中
に
多
く
の
意
味
が
含
ま
れ

て
い
る
。

先
づ
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
と
し
て
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
、
「

一
切
衆
生
」「
十

方
衆
生
」
「
未
来
衆
生
」
「
裟
婆
衆
生
」
な
ど
が
あ
る
。
以
下
に
あ
げ
る
索
引
の

一
覧

は
、
資
永
版
の

『稗
浄
土
群
疑
論
』
の
巻
、
帖
、
行
で
あ
る
。

〈
一
切
衆
生
〉

3
巻
6
帖
5
行
業
者
即
廃
浬
繋
鰹
説

《
一
切
衆
生
〉
不
定
業
多
決

3
巻
口
帖
ロ
行
除
逆
誘
正
法
何
闘
邪
逆
者
哉
若

〈
一
切
衆
生
〉
至

4
巻
却
帖
凶
行
心
及
未
入
十
信

《
一
切
衆
生
〉
論
其
信
位
難
未
堅

5
巻
5
帖
7
行
《
一
切
衆
生
〉
悉
得
生
者
悌
何
故
除
十
四
那
由
他

5
巻
山
帖
9
行
鏡
益

〈一

切
衆
生
〉
但
往
宣
説
勿
生
疑
慮
善
男
子

5
巻
目
帖
l
行
即

《一

切
衆
生
〉
若
行
若
坐
一
切
時
慮
皆
得
念
併

5
巻
お
帖
2
行
於

《一

切
衆
生
〉
常
起
慈
心
二
於

〈
一
切
衆
生
〉
不
毅

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

5
巻
お
帖
3
行
其
行
若
有
鍛
者
終
不
往
生
三
於

〈
一
切
衆
生
〉
深

5
巻
お
帖
7
行
常
念
元
有
休
康
八
於

〈
一
切
衆
生
V

起
尊
重
心
除

6
巻
l
帖
3
行
問
日
魚

〈
一
切
衆
生
〉
求
生
浄
土
悉
得
生
耶
信
用
亦

6
巻
l
帖
日
行
也
又
経
言
亦
令

《
一
切
衆
生
〉
得
生
滞
土
不
得
生

6
巻
l
帖
H
行
過
也
稗
日
此
有
二
稗
一
一
棒

〈
一
切
衆
生
〉
悉
令
得

6
巻
2
帖
6
行
室
生
者
嘗
知

《
一
切
衆
生
〉
皆
有
併
性
錐
富
成
悌

6
巻
2
帖
日
行
准
知
約
有
縁
説
不
擦

〈
一
切
衆
生
〉
論
難
併
康

6
巻
目
帖
日
行
其
義
即
令

《一

切
衆
生
〉
観
見
此
相

7
巻
目
帖
7
行
是

〈
一
切
衆
生
〉
犯
罪
者
薬
破
戒
者
護
若
破
戒
之

7
巻
お
帖
ロ
行
棒
業
念
悌
三
昧
門
見

〈一

切
衆
生
〉
業
知
鏡
中
像

7
巻
訂
帖
5
行
者
観
悌
三
昧
海
経
言
此
三
昧
是

《一

切
衆
生
〉
犯

〈十
方
衆
生
〉

3
巻
l
帖
4
行

〈十
方
衆
生
V

至
心
信
楽
欲
生
我
園
乃
至
十
念
若

3
巻
目
帖
H
行
得
悌

〈十
方
衆
生
〉
至
心
信
繁
欲
生
我
園
修
行
普

6
巻
お
帖
2
行
弘
誓
願
中
説
設
我
得
例

《十
方
衆
生
》
愛
菩
提
心

〈裟
婆
衆
生
〉

4
巻
口
帖
2
行
引

〈裟
婆
衆
生
》
十
方
恒
沙
諸
併
世
尊
出
康
長
舌

6
巻
目
帖
日
行
十
方
一
切
諸
悌
以
此
併
特
輿

〈裟
婆
衆
生
〉
有
縁

以
上
で
あ
る
。

一
切
衆
生
の
用
法
は
数
多
く
見
出
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
例
教
の
輪
廻
観
の
各
界
と
共
に
用
い
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、

「無
色
界
衆
生
」

「
賢
聖
衆
生
」

「地
獄
衆
生
」
「
五
乗
衆
生
」
「
五
趣
衆
生
」
な
ど
で
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あ
る
。
す
な
わ
ち

〈元
色
界
衆
生
》

-
巻
9
帖
6
行

〈
元
色
界
衆
生
〉
元
貿
色
身
可
生
浄
土
以
浄
土
是

〈
賢
聖
衆
生
〉

3
巻
加
帖
7
行
正
法
鍍
比
口

〈
賢
聖
衆
生
〉
十
方
一
切
清
淳
併
土
共

〈地
獄
衆
生
〉

4
巻
幻
帖
7
行
境
不
起
何
妨
知

〈地
獄
衆
生
V

十
不
善
業
道
中
唯

《
五
乗
衆
生
〉

5
巻
羽
帖
日
行
依
稔
伽
師
地
論
説
有

〈
五
乗
衆
生
〉
元
始
己
策
法

《
五
趣
衆
生
〉

2
巻
幻
帖
6
行
脱
往
生
十
方
諸
併
浄
土
以
此
准
知

〈
五
趣
衆
生
〉

以
上
で
あ
る
。

次
に
、
凡
夫
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
凡
夫
と
シ
ノ
ニ

ム
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
場
合
、
特
に
凡
夫
の
煩
悩
や
罪
悪
に
焦
点
を
当
て
た
場
合
が
多
く
現
わ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、

「凡
夫
衆
生
」「
凡
愚
衆
生
」
「
心
被
衆
生
」「
衆
生
流
転
綴
土
」

「
煩
悩
衆
生
」

「衆
生
煩
悩
織
盛
」

「五
逆
十
悪
罪
根
衆
生
」「
十
悪
衆
生
」
「
衆
生
造

五
逆
十
悪
」
「
下
品
衆
生
」
「
極
悪
衆
生
」
「
重
罪
衆
生
」

「苦
悩
衆
生
」
「
苦
衆
生
」

な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

《
凡
夫
衆
生
〉

-
巻
日
帖
凶
行
問
日

〈
凡
夫
衆
生
〉
所
生
浄
土
凡
夫
未
得
元
漏
滞

6
巻
目
帖
H
行
念
併
功
徳
雄
得
往
生
滞
土
還
是

《
凡
夫
衆
生
〉
往

〈凡
愚
衆
生
〉
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2
巻
叩
帖
ロ
行
土
若
以
本
願
大
悲
通
引

一
切

《
凡
愚
衆
生
〉
乃
至

5
巻
ロ
帖
日
行
結
使
念
云
何

〈
凡
愚
衆
生
V

具
足
煩
悩
而
能
作
彼

5
巻
目
帖
3
行
生
出
世
解
脱
之
園

〈
凡
愚
衆
生
〉
多
繁
三
界
綴
土

〈心
核
衆
生
》

-
巻
加
帖
印
行
浄
機
可
成
然
彼
西
方
唯
浄
非
核

《
心
被
衆
生
V

不

〈衆
生
煩
悩
織
盛
〉

2
巻
口
帖
7
行
時
意
耶
答
併
以

〈衆
生
煩
悩
織
盛
〉
流
轄
生
死
沈

〈五
逆
十
悪
罪
根
衆
生
〉

2
巻
お
帖
凶
行
経
言

《
五
逆
十
悪
罪
根
衆
生
》
唯
能
念
悌
皆
生
浮

〈十
悪
衆
生
》

2
巻
お
帖
ロ
行
念
即
生
淳
土
還
是
斯
輩

《
十
悪
衆
生
〉
不
信
念
悌

〈衆
生
造
五
逆
十
悪
〉

3
巻
1
帖
6
行
言
下
品
下
生
者
或
有

〈衆
生
造
五
逆
十
悪
〉
元
悪

〈下
品
衆
生
V

2
巻
お
帖
H
行
勝
鈴
方

〈
下
品
衆
生
〉
生
亦
不
退
況
飴
勝
者
絵
悌

〈極
悪
衆
生
》

3
巻
口
帖
9
行
康
掻

〈
衆
生
〉
如
伺
護
大
誓
願
接
引
有
縁

〈極
悪
衆
生
〉
令
生

3
巻
口
帖
刊
行
生
如
何
表
大
誓
願
接
引
有
縁

〈極
悪
衆
生
〉
令
生

〈重
罪
衆
生
》

3
巻
M
帖
日
行
愛
殊
勝
大
願
引

一
切

〈
重
罪
衆
生
〉
栴
我
名
者
罪



〈苦
悩
衆
生
》

5
巻
幻
帖
日
行
縛
雄
有
悲
懸
〈
苦
悩
衆
生
〉
随
遇
悪
縁
退
菩
薩
行

〈苦
衆
生
》

5
巻
口
帖
9
行
名
馬
八
事
易
得
一
者
外
道
二
者
有

〈
苦
衆
生
〉

5
巻
H
帖
7
行
行
登
不
退
位
救

《
苦
衆
生
〉
方
欲
元
間
長
時
具
修

6
巻
叩
帖
2
行
生
被
土
救

〈苦
衆
生
》
難
死
非
苦
也
以
心
析
繁
願

6
巻
口
帖
5
行
勢
至
集
極
繁
世
界
度

《
苦
衆
生
〉
彼
土
既
云
極
繁

6
巻
口
帖
6
行
即
腰
元

〈苦
衆
生
》
何
因
乃
言
集
極
祭
園
度
苦
衆

6
巻
口
帖
6
行
即
臆
元
苦
衆
生
何
因
乃
言
集
極
楽
園
度
《
苦
衆
生
〉

6
巻
口
帖
7
行
苦
衆
生
角
度
他
土

《
苦
衆
生
V

耶
答
通
度
自
他
土

6
巻
口
帖
8
行
生
魚
度
他
土

〈苦
衆
生
》
耶
答
通
度
自
他
土
〈
苦
衆
生
》

6
巻
口
帖
9
行
問
日
自
土
既
元
苦
衆
生
云
何
度
白
土
《
苦
衆
生
〉

6
巻
口
帖
刊
行
生
他
土
錐
有

〈苦
衆
生
》
慮
須
往
彼
度
苦
何
因
乃

6
巻
ロ
帖
1
行
局
利
益
故
集
本
園
逼
盤
沈
論
或
言
度
合
台
衆
生
〉

6
巻
ロ
帖
4
行
生
故
言
集
極
楽
園
度
《
苦
衆
生
〉
如
経
論
言
八
地

7
巻
目
帖
9
行
今
者
団
周
未
来
世
五
《
苦
衆
生
〉
犯
戒
比
丘
不
善
悪

7
巻
訂
帖
8
行
言
如
来
今
者
同
局
未
来
世
五

〈苦
衆
生
V

犯
戒
比
丘

以
上
で
あ
る
。
衆
生
も
凡
夫
と
シ
ノ
ニ
ム
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
極
め
て
多
い
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
「
苦
衆
生
」
が
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
は
苦
を
背
負
っ
た
存
在
で
あ
る
と
の
懐
感
の
認
識
が
強
く
現
わ
れ

て
い
る
と
い
う
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

次
に
、
浄
土
や
念
悌
な
ど
と
共
に
用
い
ら
れ
て
、
阿
弥
陀
併
の
救
済
の
対
象
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
浄
土
衆
生
」
「
悌
国
中
衆
生
」
「
往

生
衆
生
」
「
接
引
衆
生
」
「
念
悌
衆
生
」
「
教
化
衆
生
」
「
西
方
衆
生
」
「
衆
生
生
阿
弥

陀
悌
園
」
「
衆
生
識
心
託
悌
本
願
」
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

〈
浄
土
衆
生
〉

-
巻
口
帖
ロ
行
耶
若
一
言
有
者
何
即

《
浄
土
衆
生
V

是
人
天
非
四
天

-
巻
目
帖
1
行
局
者
中
有
是
化
生
市
非
是
五
趣
及
《
浄
土
衆
生
V

-
巻
M
帖
2
行
本
願
輿
衆
生
令
局
現

《浄
土
衆
生
》
宿
於
悌
所
有

4
巻
口
帖
H
行
諸
惑
不
善
之
心

《
浄
土
衆
生
〉
元
斯
悪
境
故
乗
本

5
巻
目
帖
5
行
死
凡
夫
不
可
生
浄
土
以
〈
浄
土
衆
生
》
皆
是
嘗
得

6
巻
7
帖
ロ
行
超
二
乗
修
得
神
通
何
妨
《
浄
土
衆
生
》
得
通
勝
於

6
巻
目
帖
2
行
知
何
解
緯
稗
日
《
浄
土
衆
生
〉
難
受
分
段
両
元
有

〈悌
圏
中
衆
生
》

4
巻
口
帖
8
行
得
《
悌
圏
中
衆
生
》
所
得
五
通
或
見
或
聞
下
至
百

〈往
生
衆
生
〉

-
巻
目
帖
凶
行
十
八
願
元
斯
願
故
如
其
有
者

〈往
生
衆
生
V

膝
亦

-
巻
犯
帖
3
行
元
所
得
而
得
往
生
也
以

〈
往
生
衆
生
〉
有
凡
有
聖

2
巻
6
帖
2
行
現
現
作
諸
化
身
十
方
迎
接

〈往
生
衆
生
》
彼
諸
化

2
巻
加
帖
6
行
問
日

〈往
生
衆
生
》
唯
此
人
趣
得
修
浄
業
而
得
往

2
巻
却
帖
叩
行
問
日

〈往
生
衆
生
》
修
浄
業
者
有
何
相
貌
知
巳
即

《接
引
衆
生
〉
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2
巻
5
帖
1
行
来
本
元
生
滅
以
悌
本
願
元
限
大
悲

《
接
引
衆
生
〉

2
巻
口
帖
H
行
願

〈接
引
衆
生
〉
欲
令
生
併
浄
土
宣
特
別
時
之
意

2
巻
お
帖
1
行
約
有
縁

《接
引
衆
生
〉
共
併
有
縁
必
依
如
来
本
願

会
芯
悌
衆
生
〉

4
巻
幻
帖
日
行
光
皆
照
《
念
例
衆
生
〉
掻
受
不
捨
光
照
如
童
日
之

5
巻
7
帖
叩
行
賓
語
宣
有
虚
偲
市
謬
説
耶
然

〈念
悌
衆
生
〉
聞
淳

〈教
化
衆
生
〉

2
巻
幻
帖
刊
行
願
者
此
封
所
化
之
機
説
也
諸
偽

《
教
化
衆
生
〉
皆

4
巻
口
帖
7
行

〈教
化
衆
生
》
現
作
魔
王
縦
使
是
魔
還
是
菩
薩
何

5
巻
4
帖
日
行
而
来
生
此
裟
婆
世
界

〈教
化
衆
生
》
若
但
是
浄
土

6
巻
ロ
帖
5
行
菩
薩
由
多
寂
謹
虞
知
理
不
肯
出
定
《
教
化
衆
生
〉

6
巻
ロ
帖
6
行
諸
悌
摩
頂
動
令
出
定

〈教
化
衆
生
》
即
其
義
也
故

〈西
方
衆
生
〉

6
巻
7
帖
日
行
問
日
未
知
往
生

〈
西
方
衆
生
〉
馬
是
分
段
生
死
馬

《衆
生
生
阿
弥
陀
悌
園
》

6
巻
1
帖
6
行
菩
薩
不
慮
霊
願
若
有

一
〈衆
生
生
阿
弥
陀
悌
園
〉
未
蓋

《
衆
生
識
心
託
併
本
願
〉

2
巻
5
帖
日
行
徳
湛
然
常
寂
元
去
元
来

〈衆
生
識
心
託
備
本
願
〉

以
上
で
あ
る
。
「
湾
土
衆
生
」
「
往
生
衆
生
」
な
ど
の
よ
う
に
阿
弥
陀
併
の
本
願
力
に

よ
っ
て
救
わ
れ
た
後
の
衆
生
と
い
う
用
法
も
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
阿
弥
陀
併
の
救
済
の
概
念
や
、
阿
弥
陀
併
の
行
で
あ
る
念
品
開
行
な

ど
と
共
に
用
い
ら
れ
る
衆
生
の
用
法
が
大
変
多
い
こ
と
か
ら
、
懐
感
は
、
特
に
浄
土

76 

教
に
帰
依
す
る
人
々
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
「
衆
生
」
を
用
い
て
い
た
と
い
う
事

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、

三
階
教
の
述
語
と
共
に
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
第
三
階

衆
生
」
「
第
二
階
衆
生
」

「第
二
階
誘
法
衆
生
」
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

〈第
三
階
衆
生
〉

3
巻
4
帖
ロ
行
減
之
二
過
也
彼
経
慮
言
唯
除

〈
第
三
階
衆
生
〉
離

3
巻
5
帖
5
行
逆
等
文
即
是
撚
除
一
切

〈
第
三
階
衆
生
〉
重
也
難

3
巻
7
帖
印
行
取
訳
者
如
何
言
除
五
逆
即
是
一
切

〈
第
三
階
衆
生
〉

3
巻
8
帖
H
行
者
若
其

〈第
三
階
衆
生
》
造
五
逆
者
縦
令
行
於
普

3
巻
ロ
帖
6
行
億
四
天
下

〈第
三
階
衆
生
》
元
逢
禅
師
之
教
者
特

3
巻
ロ
帖
H
行
得
生
於
浄
土
例
不
局

〈第
三
階
衆
生
》
別
説
普
経

3
巻
口
帖
1
行
故
知
併
可
局

〈第
三
階
衆
生
》
別
説
普
経

一
巻
令

3
巻
M
帖
刊
行
階
集
録
言
今
千
年
己
後

《第
三
階
衆
生
》
唯
合
行

4
巻
2
帖
4
行
往
生
之
法
今
日
既
多
是

〈第
三
階
衆
生
〉
如
何
皐

〈第
二
階
衆
生
》

3
巻
口
帖
日
行
受
此
言
成
大
失
也
又
悌
鋳
第

《二
階
衆
生
〉
説
観
鰹
等
教
三

《第
二
階
誘
法
衆
生
〉

4
巻
1
帖
日
行
得
生
此
即

〈第
二
階
誘
法
衆
生
V

亦
不
得
生
津
土

以
上
で
あ
る
。

三
階
教
に
関
す
る
論
述
は
、

『稗
浄
土
群
疑
論
』
の
第
三
巻
に
集
中

し
て
見
出
さ
れ
る
。
懐
感
は
三
階
教
に
は
特
に
強
い
危
機
感
を
感
じ
て
批
判
し
て
い



た
と
い
う
態
度
が
明
ら
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
衆
生
の
呼
称
に
お
い
て
懐
感
は
、
凡
夫
と
シ
ノ
ニ
ム
に
用
い
て
、

衆
生
の
持
つ
罪
悪
性
に
焦
点
を
当
て
た
り
、

又
、
罪
悪
を
有
す
る
が
故
に
、
阿
弥
陀

併
の
救
済
の
対
象
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

次
に
〈
有
情
》
に
つ
い
て
は
、

『稗
浄
土
群
疑
論
』
中
に
以
下
の
十
六
箇
所
が
検

索
さ
れ
る
。〈

有
情
V

《
異
熟
五
殖
有
情
〉

-
巻
ロ
帖
日
行
安
立

《有
情
〉
利
祭
等
事
不
同
於
此
三
界
等
相
名

-
巻
ロ
帖
日
行

《
異
熟
五
議
有
情
〉
世
間
三
界
通
三
性
及
器
世
間

-
巻
H
帖
5
行
裟
婆
世
界
欲
色
雨
界
勝
劣
不
同
欲
色

《
有
情
》
優

-
巻
H
帖
日
行
賓

《有
情
〉
生
彼
衆
生
諸
菩
薩
等
未
滅
異
熟
何
得

-
巻
目
帖
5
行
漏
義
寛
三
界
義
局
浄
土
凡
夫
但
名
化
生
《
有
情
》

-
巻
目
帖
2
行
他

《有
情
》
現
元
漏
浄
土
今
往
生
浄
土
謂
依
例
浄

3
巻
お
帖
1
行
止
住
百
歳
在
万
兵
劫
利
益
《
有
情
〉
又
有
稼
言
如

4
巻
6
帖
1
行
彼
浄
土
往
生

〈
有
情
》
又
彼
難
念
悌
不
義
元
上
菩

4
巻
お
帖
ロ
行
身
心
適
悦
而
不
貧
著
増
長

《有
情
〉
元
量
元
数
不

5
巻
H
帖
5
行
也
若
矯
志
悌
果
設
三
菩
提
懸
諸

〈有
情
〉
速
謹
正

5
巻
却
帖
2
行
紗
香
華
難
令
見
見
者
身
心
適
悦
而
不
増
長

〈有
情
》

6
巻
1
帖
刊
行
弘
誓
大
願
不
簡
怨
親
故
一
切

《有
情
〉
元
不
生
也

6
巻
5
帖
4
行
懸
含
識
常
在
生
死
抜
苦
《
有
情
》
魔
繁
生
死
故
日

6
巻
目
帖
5
行
皆
属
物
現
令
得
陪
仰
利
益

《
有
情
》
他
既
不
見
即

6
巻
目
帖
6
行
態
衆
生
過
蹄

一
子
是
諸
《
有
情
〉
大
蹄
依
慮
局
洲

6
巻
目
帖
3
行
稗
迦
如
来
此
方
成
道
説
経
馬
此
裟
婆

〈有
情
》
指

以
上
で
あ
る
。

有
情
は
衆
生
と
シ
ノ
ニ
ム
で
あ
り
同
じ
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
る
が
、
数
は
衆
生

に
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
。
玄
笑
以
後
の
新
訳
語
で
あ
る
か
ら
、

『簿
浄
土
群
疑
論
」

に
お
い
て
は
、
特
に
玄
笑
以
後
の
法
相
関
係
の
論
書
を
引
用
し
た
時
に
法
相
の
述
語

と
共
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、

「異
熟
五
謹
有
情
」
な
ど
で
あ
る
。

次
に
、

〈
人
》
に
つ
い
て
は
、

『稗
浄
土
群
疑
論
」
中
に
五
百
四
十
七
箇
所
が
検
索

さ
れ
る
。
人
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
用
法
が
見
出
さ
れ
る
。

先
づ
、
普
通
に
人
間
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、

「那
由

他
人
」
「
善
男
子
善
女
人
」
「
死
人
」
「
命
終
人
」
「
南
閤
浮
提
人
」「
北
欝
車
越
人
」

な
ど
で
あ
る
。
付
随
し
て
固
有
名
調
の

「章
提
希
夫
人
」
な
ど
も
見
出
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち

〈那
由
他
人
〉

3
巻町
ω
帖
ロ
行
億
《
那
由
他
人
〉
己
入
浬
繋
是
四
悪

〈
人
》
多
令
在
家

5
巻
5
帖
4
行
令
生
彼
固
有
十
四

《
那
由
他
人
〉
稜
菩
提
心
願
生

〈
善
男
子
善
女
人
〉

3
巻
目
帖
叩
行
斯
諸

《善
男
子
善
女
人
》
往
昔
己
於
諸
如
来
前
聞

4
巻
M
帖
1
行
悪
者
上
生
経
言
若

《
善
男
子
善
女
人
V

犯
諸
禁
戒

7
巻
却
帖
日
行
説

〈善
男
子
善
女
人
》
端
坐
係
念
専
心
想
彼
阿
弥

7
巻
M
帖
1
行
絶
若
有

〈善
男
子
善
女
人
》
起
信
敬
心
於
彼
風
行
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《
死
人
》

5
巻
8
帖
5
行
十
念
亦
得
往
生
阿
弥
陀
悌
封
経
日

〈
死
人
V

能
念

《命
終
人
〉

3
巻
口
帖
5
行
難
也
併
意
欲
明
臨

《命
終
人
〉
若
能
稽
悌
一
撃

5
巻
目
帖
凶
行
問
日
念
悌
言
少
習
皐
不
難
臨

〈命
終
人
〉
時
極
迅

〈南
閤
浮
提
人
V

《
北
穆
軍
越
人
〉

-
巻
口
帖
4
行

〈南
閤
浮
提
人
》
矯
是
東
西
二
洲
及

《
北
穆
車
越
人
〉

〈章
提
希
夫
人
〉

2
巻
目
帖
日
行
倶
非
行
者

〈章
提
希
夫
人
〉
及
五
百
侍
女
併
記
得

以
上
で
あ
る
。

次
に
悌
教
に
関
わ
る
名
称
と
し
て
は
、
「
小
乗
人
」
「
小
乗
位
人
」
「
聾
聞
之
人
」

「
大
乗
之
人
」
「
二
乗
人
」
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

〈小
乗
人
V

3
巻
M
帖
9
行
根
性
人
畿
大
乗
心
彼
是

〈
小
乗
人
》
今
馬
表
大
乗

《小
乗
位
人
〉

5
巻
M
A
帖
ロ
行
棒
日
決
揮
分
善
根

《
小
乗
位
人
〉
居
在
被
土
退
時

《聾
間
之
人
》

5
巻
犯
帖
4
行
偏
先
断
也
人
執
煩
悩
障
於
浬
般
市

《撃
聞
之
人
〉
深

6
巻
目
帖
8
行
長
劫
方
始
道
成
正
費
法
華
経
魚
針

〈撃
聞
之
人
〉

〈大
乗
之
人
V

5
巻
幻
帖
ロ
行
香
世
界
唯
是
趣
《
大
乗
之
人
V

於
此
裟
婆
修
行
八

《二
乗
人
〉
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2
巻
M
帖
日
行

〈二
乗
人
〉
等
不
生
信
心
故
須
多
賓
世
尊
涌
賓
塔

以
上
で
あ
る
。

次
に
、
凡
夫
又
は
、
罪
悪
の
人
と
し
て
人
聞
を
捉
え
る
時
の
名
称
が
あ
る
。
例
え

ば
、
「
凡
夫
人
」「
凡
愚
之
人
」

「
愚
疲
之
人
」
「
大
愚
人
」
「
愚
人
」
「
四
悪
人
」
「
悪

人
」
「
罪
人
」
「
造
逆
人
」
「
五
逆
人
」
「
逆
人
」
「
誘
法
人
」
「
破
戒
之
人
」
「
闇
提
人
」

「
三
毒
人
」
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

《
凡
夫
人
〉

-
巻
5
帖
9
行
定
自
在
所
生
色
即
能
令

〈
凡
夫
人
〉
眼
所
見
今
此

《
凡
愚
之
人
〉

-
巻
却
帖
ロ
行
西
方
元
量
蕎
園
然

〈
凡
愚
之
人
》
在
俗
紛
擾
不
能

《
愚
嬢
之
人
〉

5
巻
幻
帖
8
行
獄
極
重
之
業
現
世
軽
受

〈愚
療
之
人
》
現
世
軽
業

《大
愚
人
〉

7
巻
3
帖
日
行

〈大
愚
人
〉
不
別
将
矯
少
故
軽
市
不
取
亦
名
馬
大

《愚
人
〉

2
巻
4
帖
3
行
善
逗
物
機
《
愚
人
〉
莫
知
執
文
迷
義
今
言
邪
道
理

2
巻
目
帖
日
行
故
経
記
歎
此
人
員
得
生
西
方
也

《
愚
人
〉
牌
謂
即

2
巻
町
四
帖
日
行

〈愚
人
》
元
悪
不
造
逢
善
知
識
教
栴
偽
名
具
足
十

4
巻
1
帖
6
行
日
観
経
言
如
此

〈
愚
人
〉
元
悪
不
造
経
歴
地
獄
受

7
巻
目
帖
日
行
例
言
併
滅
度
後
此
等

〈愚
人
〉
元
枯
元
蹄
依
慮
併



〈
四
悪
人
〉

5
巻
1
帖
8
行
外
道
如
是

〈悪
人
〉
我
乃
不
聴
受
一
飲
水
以
自
供

3
巻
泣
帖
ロ
行
億
那
由
他
人
己
入
浬
繋
是
《
四
悪
人
〉
多
令
在
家

6
巻
目
帖
6
行

《
悪
人
〉
不
生
元
怨
憎
曾
苦
資
縁
元
乏
元
求
不
得

3
巻
泣
帖
H
行
紫
外
道
尼
々
子
論
是

〈
四
悪
人
》
所
有
弟
子
常
相

7
巻
幻
帖
M
行
逆
等

〈悪
人
〉
悉
可
畢
得
是
三
昧
也

3
巻
お
帖
7
行
受
諾
焼
煮
劫
火
若
焼
是

《
四
悪
人
》
及
六
百
四
寓

7
巻
訂
帖
9
行
不
善

〈悪
人
〉
五
逆
誹
誘
行
十
六
種
悪
律
儀
者
同
局

〈悪
人
〉

〈罪
人
〉

3
巻
H
帖
日
行
謂
九
品
生
人
善
悪
別
説
故
於
最
下
《
悪
人
〉
不
説

6
巻
1
帖
印
行
極
重
而
得
往
生
何
有
《
罪
人
〉
(
過
此
者
不
得
生

3
巻
U
帖
H
行
一
念
之
法

一
念
是
善
人
生
法
別
説
〈
悪
人
〉
生
法
是
故
特

6
巻
幻
帖
H
行
雁
滅
罪
元
別
但
以
三
品
《
罪
人
V

罪
業
有
其
多
少

3
巻
目
帖
3
行
念

《
悪
人
〉
之
法
失
善
悪
多
少
一
一
挙
擦
包
故
回
捲

6
巻
泊
帖
M
行
下
品
中
生
地
獄
猛
火
一
時
倶
至

〈罪
人
〉
忙
怖
念

3
巻
目
帖
9
行
中
必
具
十
念

〈悪
人
》
之
法
失
故
僕
以
魚
下
乃
至

7
巻
6
帖
日
行
切
火
焔
化
局
玉
女
〈
罪
人
》
遁
見
心
生
歓
喜
我
欲

3
巻
目
帖
刊
行
中
必
有
十
念
十
念
之
法
施
於
《
悪
人
〉
〈
悪
人
〉
位
中

7
巻
7
帖
9
行
浄
之
物
尿
尿
臭
慮
盈
流
子
外
爾
時

〈罪
人
》
即
作

3
巻
目
帖
H
行
有
善
悪
二
人
耶

〈悪
人
》
位
中
邪
正
相
雑
是
故
簡

7
巻
7
帖
M
行
局
亮
腐
地
獄
痛
撃
如
詠
歌
音
《
罪
人
〉
聞
己
如
此

3
巻
目
帖
凶
行
簡
言
除
非
逆
誘
失
而
乃
以
非
邪
〈
悪
人
〉
之
類
同

7
巻
8
帖
2
行
四
義
異
火
華
一
以
行
者
観
悌
三
昧
経
説

〈
罪
人
》

3
巻
目
帖
3
行
善
人
不
除
邪
善
人
何
由

《
悪
人
》
法
中
取
正

《悪
人
》

7
巻
8
帖
ロ
行
地
獄
痛
撃
如
詠
歌
音
《
罪
人
》
聞
己
如
此
好
慮
吾

3
巻
目
帖
4
行
而
除
邪

《
悪
人
〉
耶
又

〈悪
人
》
法
中
取
正
悪
除
彼
邪

7
巻
8
帖
凶
行
也
四
悌
者
彼
経
一
切
火
焔
化
局
玉
女

〈罪
人
》
造

3
巻
目
帖
7
行
除
何
馬

《
悪
人
V

法
中
亦
論
取
合
除
邪
悪
即
論
除

7
巻
M
帖
1
行
彼

《罪
人
》
造
衆
重
罪
罪
業
勢
力
能
感
悪
道
受
苦

3
巻
目
帖
叩
行
邪
善
人
乃
得
名
局
邪
悪
類
何
不

《悪
人
》
法
中
邪

7
巻
幻
帖
5
行
魔
香
属
何
但
証
惑
百
姓
亦
是
王
法

〈罪
人
》
現
在

3
巻
目
帖
日
行
悪
類
市
亦
得
名
邪
善
人
又
《
悪
人
》
法
中
有
邪
正

〈造
逆
人
》

3
巻
目
帖
凶
行
除
其
邪

《
悪
人
〉
何
局
観
経
十
念
取
正
悪
不
説
言

3
巻
1
帖
日
行
二
観
経
取
者
是
軽
心
《
造
逆
人
》
害
経
除
者
是
重

3
巻
加
帖
9
行
合
得
生
津
土
如
何
今
日
遣
彼
三
階
〈
悪
人
〉
同
於

3
巻
1
帖
H
行
心

《
造
逆
人
〉
三
観
経
取
者
唯
是
造
五
逆

《
人
》
蕎
経

3
巻
犯
帖
凶
行
道
不
至
善
道
滅
悌
正
法
又
是

《悪
人
〉
命
終
之
後

3
巻
2
帖
6
行
取
者
是
封
己
〈
造
逆
人
》
毒
鰹
除
者
是
封
未
造
逆

4
巻
3
帖
3
行
就
八
法
非

《悪
人
〉
也
唯
有
化
蛮
機
土
是
悪
慮
也

3
巻
3
帖
日
行
若
不
《
造
逆
人
〉
不
論
念
之
多
少
一
聾
十
聾
俣
生
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現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

五

「穫
浄
土
群
疑
論
」
に
お
け
る
併
と
凡
夫
と
の
関
係



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
l
l

3
巻
7
帖
6
行
是
未

〈造
逆
人
〉
如
何
言
除
三
階
即
名
造
逆
之
者

《三
毒
人
〉
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3
巻
7
帖
日
行
斯
三
難
也
又
未

〈造
逆
人
〉
是
造
逆
根
機
故
即
名

4
巻
7
帖
9
行
以
此
文
鳥
護
定
判
是
魔
即
膝
元
邪

今一
毒
人
〉
不

3
巻
7
帖
凶
行

《
造
逆
人
〉
願
中
除
五
逆
宣
約
根
機
説
也
以
此
雨

以
上
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
い
て
、
「
愚
人
」「
慈
人
」

「罪
人
」「
逆
人
」
な
ど
の
用
法

〈
五
逆
人
》

が
大
変
多
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
懐
感
は
、
人
間
の
存
在
を
根
本
的
に
罪
悪
か
ら

3
巻
1
帖
M
行
心
造
逆
人
三
観
経
取
者
唯
是
造

〈
五
逆
人
〉
喬
経

離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

3
巻
1
帖
凶
行
逆
類
入
者
経
除
者
正

《
五
逆
人
〉
五
観
鰹
取
者
是

次
に
、
罪
悪
の
人
と
比
較
し
て
逆
の
名
称
を
出
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え

3
巻
6
帖
l
行
元
間
罪
寧
容
三
階
之
類
威
是

〈
五
逆
人
》
若
言
皆

ば
、
「
聖
人
」
「
善
人
」
「
浄
戒
人
」
「
持
戒
人
」
「
有
智
之
人
」
な
ど
で
あ
る
。
す
な

3
巻
8
帖
2
行
人
雄
未
造
逆
以
是
根
機
故
名
馬

〈
五
逆
人
〉
亦
可

わ
ち

3
巻
8
帖
4
行
非

〈
五
逆
人
〉
耶
斯
六
難
也
若
言
第
二
階
人
亦
約

《聖
人
〉

〈逆
人
V

《
逆
類
人
〉

-
巻
4
帖
2
行
若
愛
化
土
者
云
何
地
上

〈
聖
人
》
生
稗
日
計
彼
地

3
巻
1
帖
凶
行

〈
逆
類
人
〉器
開
経
除
者
正
五
逆
人
五
観
鰹
取
者
是

-
巻
泣
帖
9
行
生
也
以
往
生
者
非
唯

〈
聖
人
〉
凡
夫
亦
生
也
又
悌

3
巻
5
帖
凶
行
之
苦
業
輿
果
畢
非
是

《
逆
人
〉
若
以
今
生
未
有
造

3
巻
4
帖
凶
行
何
以
迩
責
故
嘗
是
凡
者
之
失
非

〈
聖
人
〉
之
誤
也

3
巻
6
帖
2
行
是

〈
逆
人
〉
即
腹
悉
是
邪
定
之
爽
元
非
生
報
之
業

3
巻
7
帖
日
行
設
聖
道
謄
亦
名
馬

〈
聖
人
〉
若
言
我
是

〈
聖
人
〉
使
成

3
巻
口
帖
H
行
彼
責
容
許
不
満
十
念
其
命
己
終
寧
遣

〈
逆
人
V

不

3
巻
口
帖
8
行
又
法
蔵
比
丘
如
経
所
讃
是
大
菩
薩
十
地

〈
聖
人
〉

〈誘
法
人
V

3
巻
幻
帖
日
行
馬
賊
行
賊
住
況
諸
悌
浄
土
純
是

〈
聖
人
V

市
此
悪

6
巻
却
帖
日
行
経
説

〈誘
法
人
〉
堕
此
阿
鼻
地
獄
此
問
劫
壊
更
生

4
巻
お
帖
日
行
潤
有
支
令
生
相
績
亦
元
有
過
問
有
筆

《
聖
人
〉
可

7
巻
M
帖
刊
行

会
説
法
人
〉
請
尋
聖
教
以
除
疑
惑
也

4
巻
犯
帖
8
行
生
浄
土
彼
既
即
《
聖
人
〉
寧
得
頓
超
阿
僧
祇
成
歎

〈破
戒
之
人
〉

4
巻
訂
帖
5
行
法
護
法
住
法
堪
違
法
筆
元
自
問
子

〈
聖
人
〉
難
是
鈍
根

7
巻
幻
帖
5
行
悌
三
昧
斯
即
戒
根
清
浄
三
昧
現
在

〈破
戒
之
人
〉

4
巻
お
帖
3
行

〈聖
人
〉
不
受
苦
報
只
如
退
法
種
姓
不
及
思
法
種

〈闇
提
人
V

5
巻
ロ
帖
日
行

〈聖
人
〉
念
耶
不
雑
結
使
念
者
宣
是
断
煩
悩
護
者

3
巻
2
帖
5
行
取
者
非

〈闇
提
人
〉
蕎
控
除
者
是

〈闇
提
人
V

九
観
経

5
巻
ロ
帖
凶
行
念
耶
此
経
意
者
明
非
凡
愚
念
不
是
欲
説

〈聖
人
〉



6
巻
7
帖
5
行

〈
聖
人
〉
所
得
五
通
勝
於
滞
土
凡
夫
類
也
只
如
北

次
に
、
三
輩
九
品
と
の
関
連
か
ら
い
く
つ
か
の
用
法
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

7
巻
目
帖
2
行
是

《
聖
人
〉
大
菩
薩
得
念
悌
三
昧
也
知
賢
護
経
言

「
上
人
」
「
下
人
」
「
三
輩
人
」
「
上
生
人
」
「
上
品
三
人
」
「
中
品
三
人
」
「
中
三
品
人
」

〈善
人
〉

「
下
輩
三
人
」
「
下
品
人
」
「
下
品
三
人
」
「
下
三
品
人
」

「下
品
下
生
之
人
」
「
初
三
品

3
巻
M
帖
M
行
一
念
之
法
一
念
是

《善
人
〉
生
法
別
説
悪
人
生
法
是
故
特

人
」
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

3
巻
目
帖
2
行
中
即
有
一
念

〈善
人
〉
之
法
失
後
乃
至
中
亦
有
十

〈上
人
〉

3
巻
目
帖
同
行
言
除
逆
誘
失
亦
可

〈善
人
〉
位
中
邪
正
相
殺
何
不

-
巻
M
帖
7
行
也
文
併
有
大
神
力
能
令

《
上
人
》
見
積
不
見
浄
如

3
巻
目
帖
2
行
又
言
一
念
輿
十
念
極
略
之
言

〈善
人
》
法
中
取
正

2
巻
お
帖
日
行
中
陰
頭
下
足

〈上
人
V

鬼
傍
生
猶
如
鳥
飛
平
身
行

3
巻
目
帖
3
行

〈
善
人
〉
不
除
邪

《善
人
〉
何
由
悪
人
法
中
取
正
悪
人

7
巻
町
四
帖
2
行
智
慧
詞
緋
縦
横
非
斯

〈
上
人
〉
難
弘
妙
旨
如
也

3
巻
目
帖
5
行
悪
及
邪
善
亦
可

〈善
人
〉
法
中
取
正
善
除
彼
邪
善

《下
人
〉

3
巻
目
帖
9
行
慮
於
善
慮
除
何
馬
乃
於
悪
魔
除
文

〈
善
人
〉
法
中

-
巻
口
帖
6
行
迦
尼

天
耶
若
是
四
天

〈
下
人
〉
趣
者
彼
北
穆
箪

3
巻
目
帖
印
行
邪

《善
人
〉
乃
得
名
馬
邪
悪
類
何
不
悪
人
法
中
邪

-
巻
口
帖
9
行
生
耶
若
言
是
人
趣
而
不
得
名
四
天

〈下
人
〉
等
亦

3
巻
目
帖
日
行
悪
類
而
亦
得
名
邪

〈
善
人
〉
又
悪
人
法
中
有
邪
正

-
巻
口
帖
M
行
義
何
妨
若
言
四
天

《
下
人
》
趣
等
外
元
別
人
趣
四

3
巻
目
帖
日
行
経
取

《善
人
〉
除
悪
者
又
寄
経
十
念
取
正
悪
即
説

-
巻

μ
帖
9
行
不
見
浄
土
或
能
令

〈
下
人
》
見
浄
不
見
械
如
以
足

《浄
戒
人
V

〈三
輩
人
〉

3
巻
7
帖
ロ
行
五
逆
之
者
亦
可
具

《
浄
戒
人
〉
是
可
得
聖
者
難
未

6
巻
幻
帖
7
行
経
説

〈三
輩
人
〉
皆
毅
元
上
菩
提
之
心
悉
得
悌
迎

〈持
戒
人
〉

〈上
生
人
〉

3
巻
7
帖
日
行

〈
持
戒
人
〉
斯
困
難
也
文
観
経
言
取
五
逆
即
是
己

6
巻
却
帖
2
行
問
日
下
品

〈
上
生
人
〉
罪
錐
多
下
品
中
生
五
逆
詩

6
巻
M
帖
ロ
行
根
人
只
由
持
戒
得
有
浅
深
及
不

〈
持
戒
人
〉
但
行

〈上
品
三
人
》

〈有
智
之
人
》

6
巻
幻
帖
2
行
分
九
品
者
且

〈
上
品
三
人
》
諸
師
取
捨
有
多
同
異

5
巻
口
帖
7
行
雨
門

《
人
〉
成
九
品
差
別
利
根
心
静
之
者
教
修
有

〈中
品
三
人
〉

以
上
で
あ
る
。

6
巻
お
帖
日
行
脱
或
是
略
市
不
述
有
緯

《
中
品
三
人
〉
併
以
大
慈
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6
巻
幻
帖
l
行
経
所
明
之
行
嘗
此

《中
品
三
人
〉
非
嘗
本
願
也
又

〈中
三
品
人
V

5
巻
幻
帖
8
行
方
便
中
或
七
方
便
前
位

《
中
三
品
人
〉
矯
先
求
聾

6
巻
辺
帖
刊
行

〈中
三
品
人
〉
退
大
乗
心
愛
小
乗
意
退
大
乗
行
修

6
巻
M
帖
日
行
善
根
人
一
師
云

〈中
三
品
人
〉
並
是
種
解
脱
分
善

〈下
輩
三
人
》

7
巻
4
帖
7
行
元
遁
殊
勝
功
徳
如

〈
下
輩
三
人
〉
生
来
造
悪
垂
終

〈下
口
問
人
〉

6
行
3
巻
担
帖
8
行
徳
勝
五
威
力
勝
護
心
勝
者
此

〈
下
品
人
〉
是
大
乗

〈下
品
三
人
V

3
巻
8
帖
5
行
根
機
爵
造
逆
者
即
慮

《
下
品
三
人
V

同
成
一
品
之

〈下
三
品
人
》

6
巻
幻
帖
日
行
小
乗
業
行
有
浅
深
成
中
三
品

〈
下
三
品
人
》
退
大

6
巻
M
帖
M
行

〈
下
三
品
人
〉
只
由
遇
縁
造
罪
多
少
軽
重
不
同
分

〈下
品
下
生
之
人
〉

3
巻
5
帖
7
行
若
謂
観
経
下
品
下
生
之

〈
人
〉
即
是
解
太
過
之
難

〈初
三
品
人
V

6
巻
幻
帖
8
行
退
造
善
造
悪
昇
降
不
同
分
成
九
品

〈初
三
品
人
〉

以
上
で
あ
る
。

次
に
、
浄
土
を
願
生
す
る
念
仏
の
行
人
と
し
て
の
呼
称
も
い
く
つ
か
見
出
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
「
来
迎
行
人
」
「
往
生
人
」
「
往
生
之
人
」
「
迎
接
行
人
」

「
起
行
之
人
」

「
願
生
人
」
「
費
菩
提
心
人
」
「
修
行
之
人
」
「
念
併
之
人
」
「
十
念
人
」
「
専
修
之
人
」
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「
笠
口
提
之
人
」
「
善
根
人
」
「
嬬
頂
位
人
」
「
障
喜
三
昧
人
」
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

〈来
迎
行
人
V

-
巻
叩
帖
刊
行
人
臨
命
終
時
阿
弥
陀
傍
輿
諸
聖
衆

〈来
迎
行
人
〉

6
巻
目
帖
9
行
輿
諸
化
例

〈来
迎
行
人
〉
九
往
生
者
経
言
如
弾
指

6
巻
目
帖
日
行
願

《
来
迎
行
人
〉
生
傍
園
土
唯
中
品
下
生
不
言
聖

〈往
生
人
〉

2
巻
目
帖
8
行
具
足
即
得

〈往
生
人
》
故
別
分
離
唯
願
之
人
是
昼
間

〈往
生
之
人
〉

-
巻
訂
帖
1
行
非

〈往
生
之
人
》
九
品
差
別
室
得
唯
言
元
所
得

〈迎
接
行
人
》

2
巻
5
帖
H
行
功
徳
勝
カ
自
心
総
長
現
有
来
有
去

〈
迎
接
行
人
》
見

〈起
行
之
人
〉

2
巻
目
帖
日
行
《
起
行
之
人
〉
必
有
修
行
之
意
彼
雛
未
能
起
行
賞

2
巻
却
帖
2
行
衆
多
義
願
別
時
意
自
関
委
願
非
是

〈起
行
之
人
〉

〈願
生
人
V

2
巻
詑
帖
凶
行

《
願
生
人
〉
天
心
非
殊
勝
順
生
死
流
増
長
有
業
故

4
巻
目
帖
l
行
倍
然
恐
浄
土
是
彼
殊
方
諸

〈願
生
人
〉
恐
難
得
往

〈愛
菩
提
心
人
〉

3
巻
2
帖
I
行

〈
聾
菩
提
心
人
》
蕎
経
除
者
是
不
愛
菩
提
心
人
六

〈修
行
之
人
〉



7
巻
目
帖
1
行
元
至
教
但

《修
行
之
人
〉
終
斯
闇
室
絶
諸
視
聴
心

と
し
て
、
津
土
教
を
批
判
す
る
意
味
で
の
呼
称
も
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。
例
え

《念
悌
之
人
〉

ば
、
「
唯
愛
願
人
」
「
唯
願
之
人
」
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

4
巻
目
帖
8
行
佑

〈念
偽
之
人
V

言
見
悌
皆
是
魔
鬼
曾
不
自
覚
不

〈唯
褒
願
人
〉

〈十
念
人
〉

2
巻
目
帖
日
行
不
得
往
生
不
取
正
覚
不
言

《
唯
護
願
人
〉
不
得
生

3
巻
2
帖
H
行
者
是
唯
具
足

〈
十
念
人
〉
蕎
経
除
者
是
通
具
足
十

《唯
願
之
人
〉

《専
修
之
人
〉

2
巻
目
帖
8
行
具
足
即
得
往
生
人
故
別
分
離

《
唯
願
之
人
〉
是
局

4
巻
3
帖
凶
行
生

〈専
修
之
人
〉
千
元
一
失
即
此
鰹
下
文
言
何
以

以
上
で
あ
る
。

《菩
提
之
人
〉

次
に
、

三
階
教
の
述
語
と
共
に
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、

「二
階
人
」

5
巻
訂
帖
5
行

〈菩
提
之
人
〉
故
非
二
乗
種
亦
非
二
乗
名
也
局
己

「三
階
人
」

「三
階
悪
人
」
な
ど
で
あ
る
。

〈善
根
人
〉

〈二
階
人
〉

3
巻
2
帖
日
行
十
三
観
経
取
者
種
解
脱
分

〈善
根
人
》
蕎
鰹
除
者

3
巻
2
帖
日
行

〈二
階
人
》
霧
経
除
者
是
第
三
階
人
十
五
観
経
取

3
巻
2
帖
ロ
行
是
不
種
解
脱
分

《善
根
人
〉
十
四
観
鰹
取
者
是
第

3
巻
4
帖
8
行
有
太
過
失
及
太
滅
失
太
過
失
者
第

〈二
階
人
〉
亦

6
巻
M
帖
7
行
下
生
人
是
種
解
脱
分

〈善
根
人
〉

一
師
云
中
品
上

3
巻
6
帖
日
行
即
以
能
造
逆
故
名
造
逆
根
機
即
第

〈二
階
人
〉
亦

6
巻
M
帖
印
行
前
三
解
脱
分

〈善
根
人
〉
中
品
下
生
曾
種
解
脱
分

3
巻
7
帖
l
行
罪
便
少
第

《二
階
人
》
第
三
階
人
根
邪
能
以
悪
覆

6
巻
M
帖
日
行

〈善
根
人
〉一

師
云
中
三
品
人
並
是
種
解
脱
分
善

3
巻
8
帖
3
行
第

〈二
階
人
〉
縦
令
造
於
五
逆
以
非
逆
根
機
故
膝

〈嬬
頂
位
人
V

3
巻
8
帖
4
行
非
五
逆
人
耶
斯
六
難
也
若
言
第

《
二
階
人
〉
亦
約

3
巻
2
帖
刊
行
観
経
取
者

〈嬬
頂
位
人
〉
義
経
除
者
非
嬬
頂
位
人

3
巻
口
帖
日
行
浄
土
乃
唯
以
別
法
委
願
救
蛮
第

《二
階
人
〉
不
普

〈闇
喜
三
昧
人
〉

3
巻
ロ
帖
H
行
千
世
界
第

〈
二
階
人
》
依
此
教
門
修
行
悉
得
生
於

7
巻
お
帖
H
行
功
徳
品
説

〈随
喜
三
昧
人
〉
誓
如
有

《
人
〉
定
蕎
百
歳

3
巻
凶
帖
刊
行
逆
之
庭
置
第

〈二
階
人
〉
之
語
大
師
何
民
不
須
之

以
上
で
あ
る
。

3
巻
加
帖
日
行
階
調
師
作
此
難
者
未
知
裟
婆
世
界
第

〈二
階
人
》

次
に
、
別
時
意
趣
を
説
明
す
る
中
の
述
語
と
し
て
、

た
だ
願
の
み
あ
り
て
行
な
し

3
巻
目
帖
日
行
邪
元
正
誘
輿
不
誘
成
擦
不
得
往
生
第

〈二
階
人
〉
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3
巻
幻
帖
8
行
此
過
諸
悌
不
救
耶
復
未
知
此
罪
第

〈
二
階
人
〉
亦

3
巻
H
帖
3
行

《
三
階
人
〉
即
慈
悲
勝
於
緯
迦
智
慧
過
元
量
蕎
即

84 

3
巻
目
帖
日
行
而
不
救
此
頴
第

〈
二
階
人
〉
亦
不
得
生
浄
土
何
因

3
巻
M
帖
9
行
語
何
故
不
於
除
逆
之
慮
安
第

〈
三
階
人
〉
之
名
取

3
巻
目
帖
H
行
得
第

《
二
階
人
〉
造
此
輪
罪
而
蒙
悌
救
耶
調
師
以

3
巻
初
帖
8
行
所
漬
奔
故
知
此
鰹
演
奔
衆
生
即
第

〈
三
階
人
〉
不

4
巻
1
帖
ロ
行
引
衆
多
聖
教
欲
謹
邪
人
不
生
未
知
第

〈
二
階
人
〉

3
巻
目
帖
6
行
第

《
三
階
人
〉
悉
唯
居
在
裟
婆
世
界
成
悉
誘
法
鍍

4
巻
2
帖
3
行
三
階
衆
生
往
生
之
法
観
鰹
等
教
是
第

〈
二
階
人
〉

3
巻
幻
帖
8
行
能
詩
正
法
鍛
賢
聖
耶
若
許
亦
有
第

〈
三
階
人
V

不

〈
三
階
人
〉

3
巻
お
帖
6
行
筆
嘗
根
普
法
益
善
星
是

〈
三
階
人
〉
馬
讃
諦
十

3
巻
2
帖
日
行
二
階
人
寄
経
除
者
是
第

〈
三
階
人
〉
十
五
観
経
取

3
巻
お
帖
9
行
己
後
正
人
斯
蓋
唯
是
邪
悪
第

〈
三
階
人
V

唯
合
行

3
巻
4
帖
印
行

〈
三
階
人
〉
不
造
五
逆
元
文
説
除
膝
等
是
取
也
経

3
巻
お
帖
ロ
行
鼻
地
獄
此
即
如
来
悪
心
憎
嫉
第

〈
三
階
人
V

留
其

3
巻
5
帖
日
行

〈
三
階
人
〉
皆
名
造
逆
之
者
若
過
去
身
己
受
泥
梨

3
巻
町
四
帖
日
行
局
人
説
是
法
華
経
若
第

〈
三
階
人
〉
不
得
聴
謂
大

3
巻
7
帖
1
行
造
罪
便
少
第
二
階
人
第

〈
三
階
人
〉
根
邪
能
以
悪

3
巻
訂
帖
ロ
行
偏
以
此
而
謹
第

〈
三
階
人
〉
不
得
生
於
浄
土
耶
若

3
巻
7
帖
2
行
階
人
也
又
禅
師
既
栴
第

〈
三
階
人
〉
即
是
五
逆
之
者

4
巻
1
帖
日
行
第

〈
三
階
人
〉
有
罪
不
可
滅
除
元
億
不
生
浄
土
慶

3
巻
7
帖
7
行
斯
二
難
世
又
第

〈
三
階
人
》
未
造
五
逆
即
名
五
逆

4
巻
l
帖
凶
行
何
昂
偏
謹
第

〈
三
階
人
〉
不
得
生
也

3
巻
8
帖
日
行
逆
第

《
三
階
人
〉
非
是
不
得
生
於
浄
土
然
須
行
於

〈三
階
悪
人
》

3
巻
9
帖
4
行
師
猫
開
此
教
抜
彼
第

〈
三
階
人
〉
故
日
説
諸
悌
不

3
巻
却
帖
9
行
合
得
生
滞
土
知
何
今
日
遺
彼

〈
三
階
悪
人
》
同
於

3
巻
目
帖
5
行
成
二
別
三
難
又
普
法
能
救
第

〈
三
階
人
〉
即
唯
救
不

以
上
で
あ
る
。

3
巻
叩
帖
7
行
之
人
耶
馬
是
第

〈
三
階
人
V

造
逆
寛
元
得
滅
罪
之

ま
た
、
数
詞
と
し
て
の
人
も
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
て
い
る
。

3
巻
叩
帖
刊
行
別
法
者
第

〈三
階
人
〉
逆
輿
不
逆
修
行
別
法
悉
不

以
上
人
に
つ
い
て
は
、
「
悪
人
」
「
罪
人
」
「
五
逆
人
」
な
ど
の
使
い
方
が
多
い
こ

3
巻
口
帖
ロ
行
法
立
誓
遂
除
第
三
階
者
三
難
民
是
第

〈
三
階
人
〉
寛

と
か
ら
、
中
国
浄
土
教
の
特
色
で
も
あ
る
、
自
ら
を
救
わ
れ
が
た
い
器
で
あ
る
と
信

3
巻
ロ
帖
日
行
別
委
普
願
矯
此
第

〈
三
階
人
》
百
億
四
天
下
所
有

ず
る
信
機
の
立
場
が
強
く
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
聖

3
巻
口
帖
6
行
棒
迦
如
来
不
解
救
第

〈
三
階
人
》
亦
乃
十
方
恒
沙

人
、
善
人
な
ど
の
本
来
あ
る
べ
き
人
間
の
姿
も
同
時
に
数
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

3
巻
目
帖
8
行
設
其
普
法
済
彼
第

〈
三
階
人
V

耶
寧
容
大
聖
世
尊

か
ら
、
懐
感
は
、
救
わ
れ
が
た
い
器
の
人
間
で
は
あ
る
が
、

そ
の
中
に
も
戒
律
を
守



り
本
来
あ
る
べ
き
理
想
の
姿
に
向
か
っ
て
い
く
べ
き
態
度
を
大
切
に
し
て
い
た
の
で

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、

三
階
教
に
関
す
る
述
語
が
多
い
の
は
、

ほ
と
ん
ど
が
第
三
巻
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
懐
感
が
特
に
三
階
教
に
対
し
て
第
三

巻
に
取
り
上
げ
批
判
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
凡
夫
に
つ
い
て
は
、

『稗
浄
土
群
疑
論
』
中
に
以
下
の
九
十
二
箇
所
が
検

索
さ
れ
る
。
こ
の
凡
夫
に

つ
い
て
は
、
大
き
く
五
つ
の
用
法
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
菩
薩
撃
聞
二
乗
な
ど
と
共
に
悟
り
の
階
位
の
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
も

の
。
例
え
ば
、
「
小
行
菩
薩
二
乗
凡
夫
」「
地
前
凡
夫
」「
地
前
菩
薩
及
二
乗
凡
夫
」

な
ど
で
あ
る
。

〈小
行
菩
薩
二
乗
凡
夫
〉

-
巻
お
帖
H
行
元
二
路

〈
小
行
菩
薩
二
乗
凡
夫
〉
修
菩
薩
行
欲
求

〈地
前
凡
夫
〉

-
巻
4
帖
1
行
第
一
稼
若
是
他
受
用
土
者
云
何

〈地
前
凡
夫
》
生

-
巻
8
帖
3
行
弱
不
得
往
生
上
能
見
下
馬
欲
接
引

〈地
前
凡
夫
〉

-
巻
口
帖
日
行
地
己
還
本
識
及
有
漏
六
七
識
井

〈地
前
凡
夫
〉

2
巻
9
帖
H
行
動

〈地
前
凡
夫
〉
撃
間
等
生
有
何
意
也
稗
日
諸
経

〈地
前
菩
薩
及
二
乗
凡
夫
〉

-
巻
2
帖
日
行
筋
於

〈
地
前
菩
薩
及
二
乗
凡
夫
〉
以
成
所
作
智
撃

次
に
、
有
漏
無
漏
を
論
ず
る
も
の
、
例
え
ば

「凡
夫
之
心
未
得
元
漏
」

「凡
夫
有

漏
之
身
」
な
ど
で
あ
る
。

〈
凡
夫
之
心
未
得
元
漏
》

-
巻
8
帖
8
行
漏
土
還
元
漏

《
凡
夫
之
心
未
得
元
漏
〉
依
彼
如
来

〈
凡
夫
有
漏
之
身
》

-
巻
目
帖
7
行
今
此
亦
爾
錐
是

〈
凡
夫
有
漏
之
身
〉
不
得
名
馬

次
に
、
凡
夫
の
能
力
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
。
例
え
ば
、
「
不
可

思
議
非
諸
凡
夫
所
度
量
也
」
「
不
可
以
凡
夫
之
智
測
量
」
「
非
是
凡
夫
所
測
度
」
な
ど

で
あ
る
。
す
な
わ
ち

《
不
可
思
議
非
諸
凡
夫
所
度
量
也
〉

2
巻
目
帖
刊
行
不
可
思
議
非
諸

〈
凡
夫
〉
所
度
量
也

〈不
可
以
凡
夫
之
智
測
量
》

-
巻
M
帖
日
行
之
力

〈不
可
以
凡
夫
之
智
測
量
》
大
聖
作
此
疑
難

〈非
是
凡
夫
所
測
度
〉

-
巻
目
帖
ロ
行
其
業
力
感
報
極
長

〈非
是
凡
夫
所
測
度
〉
経
文
頼

次
に
、
悪
と
共
に
用
い

ら
れ
る
も
の
、
例
え
ば
、
「
極
悪
凡
夫
」

「十
悪
罪
悪
凡

夫
」
な
ど
で
あ
る
。

〈極
悪
凡
夫
〉

2
巻
お
帖
6
行
薩
或
龍
樹
等
得
生
西
方

〈極
悪
凡
夫
〉
亦
生
正
信

5
巻
H
A

帖
印
行
趣
非
揮
滅
也
如
何

一
生
浄
土

《極
悪
凡
夫
〉

聾

〈十
悪
罪
悪
凡
夫
〉

2
巻
羽
帖
8
行
逆

〈十
悪
罪
悪
凡
夫
〉

一
念
十
念
至
誠
徹
到
乗
例

以
上
で
あ
る
。
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次
に
、
煩
悩
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
顕
わ
し
て
い
る
も
の
。
例
え
ば
、
「
縛
凡
夫
」

「著
相
凡
夫
」「
凡
夫
有
邪
三
毒
」
「
一
切
凡
夫
民
煩
悩
賊
之
所
害
者
」
「
凡
夫
煩
悩
織

盛
」
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
に
付
随
し
て
、

「惑
凡
夫
」
「
経
毛
凡
夫
」
な
ど
の
呼
称
も

見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

《縛
凡
夫
〉

-
巻
目
帖
5
行
得
生
浄
土
雁
言
己
浄
其
心
E
具

〈
縛
凡
夫
〉
見
修

《著
相
凡
夫
V

-
巻
目
帖
凶
行
若
爾
者
不
可

〈著
相
凡
夫
〉
具
衆
罪
業
心
有
所
得

〈
凡
夫
有
邪
三
毒
》

4
巻
6
帖
日
行
衆
持
花
来
迎
既
是

〈凡
夫
有
邪
三
毒
〉
知
伺
不
是

《
一
切
凡
夫
魚
煩
悩
賊
之
所
害
者
〉

4
巻
2
帖
H
行
来
世

《
一
切
凡
夫
居
間
煩
悩
賊
之
所
害
者
〉
説
清
浄

《
凡
夫
煩
悩
織
盛
》

4
巻
お
帖
2
行
用
現
行
煩
悩
以

〈凡
夫
煩
悩
織
盛
〉
命
終
皆
悉
顕

《惑
凡
夫
〉

4
巻
口
帖
日
行
逢
補
慮
親
聞
大
乗
具

〈惑
凡
夫
》
更
元
願
掻
還
起

4
巻

M
帖
刊
行
斯
苦
果
生
彼
浄
土
具

〈惑
凡
夫
》
雄
元
聖
道
不
及

《軽
毛
凡
夫
V

4
巻
却
帖
刊
行
信
菩
薩
名
馬
外
凡
亦
日

〈軽
毛
凡
夫
〉
嘗
如
軽
毛

以
上
で
あ
る
。

凡
夫
に
つ
い
て
は
、
以
上
五

つ
の
用
法
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
菩
穫
の
階
位
か

ら
最
も
低
い
位
に
位
置
し
、
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
有
漏
の
姿
を
皇
し
、

86 

能
力
は
大
変
劣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
罪
悪
、
煩
悩
な
ど
と
共
に
用
い
ら
れ
て
、
本
当

に
救
わ
れ
が
た
い
人
間
の
器
、
信
機
の
立
場
を
強
く
顕
わ
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
凡
愚
に
つ
い
て
は
、

「稗
浄
土
群
疑
論
」
中
に
以
下
の
十
一
箇
所
が
検
索

さ
れ
る
。

〈凡
愚
〉

-
巻
却
帖
ロ
行
西
方
元
量
蕎
園
然

〈
凡
愚
〉
之
人
在
俗
紛
擾
不
能

2
巻
叩
帖
ロ
行
土
若
以
本
願
大
悲
通
引
一
切

〈
凡
愚
〉
衆
生
乃
至

3
巻
却
帖
9
行
唯
有
念
悌
易
修
易
四
月
子
浅
識

〈
凡
愚
〉
猶
能
修
習
抜

5
巻
ロ
帖
ロ
行
岡
田
知
弥
勅
愛
閉
経
説
十
念
非
〈
凡
愚
〉
念
不
雑

5
巻
ロ
帖
日
行
結
使
念
云
何

〈
凡
慰
〉
衆
生
具
足
煩
悩
而
能
作
彼

5
巻
ロ
帖
H
行
不
雑
結
使
念
耶
緯
臼
非

〈
凡
愚
〉
念
者
宣
即
是
於

5
巻
ロ
帖
凶
行
念
耶
此
経
意
者
明
非

《
凡
愚
》
念
不
是
欲
説
聖
人

5
巻
目
帖
3
行
生
出
世
解
脱
之
園
《
凡
愚
》
衆
生
多
繁
三
界
綴
土

5
巻
目
帖
6
行
順
断
惑
門
故
言
非

〈
凡
愚
V

念
不
雑
結
使
念
知
大

7
巻
目
帖
日
行
教
偽
行
例
法
誘
引

〈
凡
愚
》
大
増
誹
誘
請
陳
至
教

7
巻
幻
帖
日
行
不
可
思
議
非
諸

〈
凡
愚
〉
所
測
量
也

以
上
凡
愚
に
つ
い
て
は
、
凡
夫
と
ほ
と
ん
ど
シ
ノ
ニ
ム
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

菩
薩
に
つ
い
て
は
、

『稗
滞
土
群
疑
論
』
中
に
以
下
の
二
百
三
十
二
箇
所
が
検
索



さ
れ
る
。

先
づ
、
菩
薩
の
呼
称
に
も
い
く
つ
か
の
分
類
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

地
前
の
菩
薩
と
八
地
以
上
の
菩
薩
と
で
は
自
ず
か
ら
内
容
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
地

前
の
菩
薩
は
、
「
地
前
菩
薩
及
二
乗
凡
夫
」
「
地
前
菩
薩
聾
聞
凡
夫
未
設
」
「
小
行
菩

薩
二
乗
凡
夫
」
「
小
行
菩
薩
等
識
心
雄
劣
依
託
如
来
本
願
力
」
「
初
義
心
菩
薩
」
「
十

信
菩
薩
」
「
浅
行
菩
薩
」
「
初
地
菩
薩
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
、
凡
夫
と
同
格
で
扱
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

〈地
前
菩
薩
》

-
巻
2
帖
日
行
盛
岡
於

〈
地
前
菩
薩
〉
及
二
乗
凡
夫
以
成
所
作
智
撃

-
巻
4
帖
3
行

《
地
前
菩
薩
〉
整
聞
凡
夫
未
護
遍
満
員
如
来
断
人
法

-
巻
4
帖
印
行
説
初
地
巳
上
生
他
受
用
土
《
地
前
菩
薩
》
生
嬰
化

-
巻
5
帖
印
行
亦
爾
以
本
願
力
令
彼

《
地
前
菩
薩
〉
等
生
受
用
土

-
巻
7
帖
6
行
随
義
臆
思
也
又
縦
令

〈地
前
菩
薩
〉
等
自
識
相
分

〈小
行
菩
薩
V

-
巻
4
帖
7
行

《
小
行
菩
薩
〉
等
識
心
難
劣
依
託
如
来
本
願
勝
力

-
巻
お
帖
H
行
元
二
路

〈
小
行
菩
薩
〉
二
乗
凡
夫
修
菩
薩
行
欲
求

7
巻
2
帖
8
行
問
日
知
元
量
蕎
鰹
一
言

〈
小
行
菩
薩
〉
及
修
習
少
福

〈
初
護
心
菩
薩
》

7
巻
加
帖
H
行
念
悌
三
昧
正
是

〈初
姿
心
菩
薩
〉
修
祭
次
第
也

〈十
信
菩
薩
V

3
巻
2
帖
4
行
観
経
取
者
是

〈十
信
菩
薩
》
人
爵
経
除
者
非
十
信
菩
護
人

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

4
巻
却
帖
凶
行

〈十
信
菩
薩
〉
名
魚
外
凡
亦
日
軽
毛
凡
夫
嘗
知
軽
毛

4
巻
却
帖
日
行
退
名
阿
韓
政
致
菩
薩
也
依
此
綴
土

〈十
信
菩
薩
〉

6
巻
幻
帖
7
行
家
者
一
緯
此
之
九
品
並
是

《
十
信
菩
薩
V

約
住
約

〈浅
行
菩
薩
〉

5
巻
幻
帖
叩
行
或

〈浅
行
菩
薩
V

大
智
増
上
猶
有
退
縛
雄
有
悲
懸
苦
悩
衆
生

〈初
地
菩
薩
〉

4
巻
幻
帖
3
行
悩
耶

E
如

〈初
地
菩
薩
〉
猶
有
微
細
破
戒
之
垢

4
巻
却
帖
H
行
阿
韓
政
致
若
従
一
義

《初
地
菩
薩
〉
入
第
二
阿
僧

以
上
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
八
地
以
上
の
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
「
大
菩
薩
」
「
大
菩
薩
十
地
聖

人
」
「
三
賢
菩
薩
」
「
十
地
三
賢
菩
薩
」
「
不
軽
菩
薩
」
「
八
地
菩
薩
」
「
阿
碑
抜
致
菩

薩
」
「
深
肇
菩
薩
」
「
大
乗
菩
薩
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
懐
感
は
、
論
を
進
め
る
上
で
法

相
の
立
場
を
説
明
す
る
た
め
に
、
菩
薩
の
変
現
す
る
浄
土
と
凡
夫
の
浄
土
と
を
区
別

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
八
地
以
上
の
菩
穫
を
転
識
得
智
し
て
心
清
浄
に
し
て
唯
心
的

な
浄
土
を
完
成
さ
せ
た
も
の
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

〈大
菩
薩
〉〈
大
菩
薩
十
地
聖
人
〉

-
巻
2
帖
8
行
鐙
他
受
用
身
土
者
信
用
初
地
己
上
諸

〈
大
菩
薩
V

用

-
巻
4
帖
5
行

〈
大
芝
口
薩
〉

微
細
智
心
所
嬰
微
妙
受
用
浄
土
然
以

-
巻
7
帖
8
行
所
見
微
妙
清
浄
賓
土
然
以
諸

〈
大
菩
薩
V

受
用
法

-
巻
目
帖
凶
行
此
説

〈大
菩
薩
》
等
非
天
非
人
因
順
絵
方
故
有
人

3
巻
口
帖
8
行
又
法
蔵
比
丘
知
紐
所
讃
固
定

《
大
菩
薩
十
地
聖
人
〉
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4
巻
M
帖
4
行
観
諸

〈大
菩
薩
〉
遊
戯
神
通
或
嘆
紗
香
或
嘗
美
食

そ
れ
以
外
に
固
有
名
調
と
し
て
、
「
世
親
菩
薩
」
「
龍
樹
菩
薩
」
「
観
世
音
菩
薩
」

88 

5
巻
目
帖
9
行

〈
大
菩
薩
〉
衆
而
極
集
世
界
乃
有
元
量
元
漫
整
聞

「
地
蔵
菩
薩
」
な
ど
も
見
出
さ
れ
る
。

5
巻
お
帖
H
行
彼
唯
有
清
津

《
大
室
口
薩
〉
衆
元
二
乗
名
也
極
禦
世

以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
菩
薩
の
呼
称
に
つ
い
て
も
、
「
地
前
菩
薩
」
「
小
行

7
巻
目
帖
2
行
是
聖
人

〈
大
菩
薩
〉
得
念
悌
三
昧
也
如
賢
護
経
言

菩
薩
」
「
初
震
心
菩
麓
」
「
十
信
菩
薩
」

「
浅
行
菩
薩
」
「
初
地
菩
薩
」
な
ど
の
用
法
を

〈三
賢
菩
薩
〉

考
察
す
る
と
、
菩
薩
と
い
う
呼
称
で
呼
ば
れ
る
人
間
で
あ
っ
て
も
、

そ
こ
に
は
煩
悩

2
巻
出
帖
5
行

〈三
賢
菩
薩
V

或
龍
樹
等
得
生
西
方
極
悪
凡
夫
亦
生
正
信

を
断
じ
き
れ
な
い
罪
悪
に
ま
み
れ
て
い
る
様
子
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
阿
弥
陀

〈十
地
三
賢
諸
菩
薩
〉

併
の
救
済
以
外
に
は
出
離
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
と
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

2
巻
目
帖
9
行
本
願
得
生
西
方

〈
十
地
三
賢
諸
菩
薩
〉
衆
亦
信
此

る

〈不
軽
笠
口
薩
〉

以
上
懐
感
の
人
間
観
を
「
稗
浄
土
群
疑
論
』
の
中
に
用
い
ら
れ
る
人
間
の
呼
称
を

3
巻
お
帖
2
行
知

〈
不
経
菩
薩
V

於
像
法
増
上
慢
四
衆
中
出
世
不

通
し
て
考
察
し
て
き
た
が
、
広
く
は
衆
生
、
有
情
、
人
と
呼
ば
れ
、
あ
る
い
は
、
菩

〈
八
地
菩
薩
〉

薩
、
凡
夫
、
凡
愚
な
ど
そ
の
呼
称
は
様
々
で
は
あ
る
が
、

『樟
浄
土
群
疑
論
」
の
中

4
巻
目
帖
9
行
矯
念
退

〈
八
地
菩
薩
〉
入
第
三
阿
僧
祇
元
四
種
退

に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
も
の
は
、
三
つ
の
立
場
で
あ
る
。

4
巻
目
帖
ロ
行
悪
元
記

〈
八
地
菩
薩
〉
等
具
四
不
退
故
名
阿
韓
政

第
一
の
立
場
は
、
固
有
名
調
な
ど
を
含
ん
で
第
三
者
的
に
捉
え
た
も
の
で
あ
り
、

〈阿
韓
政
致
菩
薩
〉

客
観
的
に
人
聞
を
見
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

4
巻
却
帖
日
行
退
名

〈
阿
稗
政
致
菩
薩
〉
也
依
此
械
土
十
信
菩
薩

第
二
の
立
場
は
、
対
論
の
相
手
の
範
鴫
に
関
わ
る
立
場
で
あ
る
。
例
え
ば
、
法
相

《深
四
四
子
菩
薩
〉

が
相
手
で
あ
れ
ば
法
相
の
立
場
か
ら
、

三
階
教
が
相
手
で
あ
れ
ば
三
階
教
の
立
場
か

5
巻
幻
帖
8
行
下
若

〈
深
筆
菩
薩
》
大
悲
増
上
己
得
不
退
不
畏
己

ら
、
論
述
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
観
を
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
時
、
懐
感
は
自

〈大
乗
菩
薩
〉

ら
の
博
学
を
生
か
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
間
観
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。

5
巻
但
帖
3
行
養
此
即

〈
大
乗
菩
薩
〉
名
難
輿
彼
小
果
名
同
然
義

懐
感
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
従
来
か
え
っ
て
懐
感
の
本
来
の
立
場
を
見
に
く
く

5
巻
訂
帖
日
行
趣
例
故
知
即
是

《
大
乗
菩
薩
〉
行
也
然
直
往
之
人

し
て
、
誤
解
を
さ
れ
て
き
た
こ
と
す
ら
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
立
場
は
、

以
上
で
あ
る
。

問
答
の
中
で
必
ず
相
手
の
聞
い
に
対
し
て
の
答
え
の
中
で
行
な
わ
れ
、
懐
感
の
主
体



的
な
立
場
は
必
ず
最
後
に
現
わ
れ
て
く
る
の
で
懐
感
の
本
来
の
立
場
と
は
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
三
の
立
場
は
、
ま
さ
に
懐
感
の
主
体
的
な
立
場
か
ら
論
ず
る
人
間
観
で
あ
る
。

衆
生
、
有
情
、
人
、
菩
薩
、
凡
夫
、
凡
愚
す
べ
て
の
呼
称
の
中
に
、
煩
悩

・
そ
れ
は

あ
ら
ゆ
る
人
聞
が
誰
で
も
本
来
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
決
し
て
断
ず

る
こ
と
が
で
き
な
い
罪
悪
に
ま
み
れ
た
赤
裸
々
な
人
間
の
姿
を
見
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
第
三
の
立
場
こ
そ
懐
感
の
主
体
的
な
人
間
の
捉
え
方
と
い

っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

三
、
『緯
浄
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
指
方
立
相
を
め
ぐ
る
法
相
と
の
対
論

『浄
土
宗
大
辞
典
」
巻
第
二
に
於
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

指
方
立
相
と
は
、

て
い
る
。

「『
無
量
誇
経
』
上
に
お
い
て
「
因
順
絵
法
故
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
人

聞
の
世
界
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
方
角
に
基
づ
い
て
西
方
で
あ
り
、
人
聞
が
本

来
具
有
し
て
い
る
取
像
性
に
根
ざ
し
て
の
立
相
な
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
併
の
浄
土
は

そ
の
願
心
所
成
の
世
界
で
あ
る
か
ら
、
救
わ
れ
る
べ
き
衆
生
に
か
か
わ
り
が
な
い
は

ず
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
当
然
自
ら
の
世
界
を
、

「飴
方
に
因
順
」
し
て

「指
方
立

相
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
て
み
る
と

「指
方
立
相
」
は
阿
弥
陀
仰
の
本
願
の
聖
意

の
現
わ
れ
と
い
う
他
な
い
。」

と
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
備
が
凡
夫
の
た
め
に
具
体
的
な
浄
土
の
姿
と

方
角
を
顕
わ
し
出
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

懐
感
の
師
善
導
は
い
か
に
捉
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

『観
無
量
需
鰹
疏
』
巻
第

ニ
定
善
義
に
お
い
て

言
一」
是
心
是
傍
↓
者
心
能
想
以レハ
偽
ヲ
依
け
想

一一
悌
身
而
現
ス
。
即
是
ノ
心
併
ナリ
也。

離
ヨ
此
ノ
心
↓
外
更
ニ無
ヨハナリ
異
例
一者
也
。

言一」
諸
併
正
編
知
↓
者
此
レ
明
刊
諸
悌
ハ

得
ゴ
マ
フ
ヲ
モ
ツ
テ
園
満
無
障
磁
智
↓
作
意
卜
不
作
意
ト
ニ
常
ニ
能
偏
ク
知
コ
マ
フ
法
界
ノ
之

ニタリトイフコ
ト
ヲ

心
イ
。
但
能
作
山ハ
想
ヲ
即
従
コ
汝
ヵ
心
想
一一
一
而
現
シタマフコト
似
中

如
生
日日ルニ
也。

モテ

或
ハ有
コ
行
者
一時

二
此
ノ一

門
ノ
之
義
イ
作
コ
唯
識
法
身
ノ
之
観
↓
或
ハ作
コ
自
性
清

品
伊
偽
性
ノ
観
↓
者
其
ノ
意
甚
錯
レリ
。
絶
テ
無
J

少
分
そ
相
似
↓ルコト
也
。
既
ニ
一言
口け
想
山ト

像
ヲ
仮
ニ
立
セ
ル
三
十
二
相
↓
者
ノ
員
如
法
界
ノ
身
宣
ニ
有
け
相
市
可
げ
縁
ス
有
け
身
市

可
りャ
取
ル
也
。
然
ニ
法
身
ハ
無
色
ニシテ
絶
コ
於
眼
封
↓
更

一一
無
一J

類
トシテ
可
計
方
フ
。

故
ニ
取
コ
虚
空
↓
以
喰
コ
法
身
ノ
之
盟
一一
也
。
又
今
此
ノ
観
門
等
ハ唯
指
レ
方
ヲ
立
け
相
ヲ

住
け
心
ヲ
市
取
な
境
ヲ
。
線
テ
不
レ
明
コ
無
相
離
念
イ
世

。

如

来

懸

知
タマフ
末
代
罪

濁
ノ
凡
夫
ノ
立
づ

相
ヲ
住
づ
心
ヲ
尚
不
り
能
ν
得
ルコト。

何
ニ
況
ャ
離
け
相
ヲ
而
求
りハ

事
ヲ
者

如

似

無

守
術
通

A

人
ノ
居
内テ
空
ニ
立
白
金
口ヲ
也
。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、

善
導
は

「観
無
量
蕎
鰹
』
第
八
像
想
観
の

「是
心
是
悌
」
の

解
釈
を
通
し
て
次
の
よ
う
に
指
方
立
相
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
諸
例
の
至
ら
ぬ
と
こ

ろ
の
な
い
無
限
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
心
を
知
り
、
併
に
想
い
を
作
し
た
も
の

の
心
に
悌
身
は
本
願
他
力
を
も
っ
て
似
現
す
る
。
こ
れ
を
、
唯
識
の
止
観
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
観
と
し
た
り
、
自
性
清
浄
な
る
法
身
を
観
ず
る
こ
と
と
す
る
の
は
誤
り
で

あ
る
。
真
如
法
界
は
虚
空
の
如
く
具
体
的
な
取
像
性
を
持
た
ず
、
目
に
も
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
凡
夫
に
は
到
底
測
り
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
知
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浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書

l

来
は
、

そ
の
よ
う
な
凡
夫
の
た
め
に
三
十
二
の
姿
を
具
体
的
に
表
わ
し
出
し
、
西
方

と
い
う
方
角
も
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
凡
夫
に
と
っ
て
は
、

た
と
え
相
を
立
て
た
と

し
で
も
、

な
お
心
を
そ
こ
に
集
中
す
る
こ
と
は
至
難
の
技
で
あ
る
。
ど
う
し
て
相
を

離
れ
て
心
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
さ
に
そ
れ
は
空
中
に
家
を
建
て
る
こ
と

に
等
し
い
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
お
い
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
善
導
は
唯
識
の
止
観
や
自
性
清

浄
法
身
観
な
ど
を
取
り
上
げ
て
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張

が
、
窺
基
に
影
響
を
与
え

「大
乗
法
苑
義
林
章
』
な
ど
に
お
い
て
、
逆
に
浄
土
教
に

対
す
る
批
判
を
強
め
て
く
る
一
因
と
も
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く

『観
無
量
蕎
鰹
疏
」
巻
第
三
定
善
義
の
日
想
観
の
釈
に
お
い
て
、

欲
ば
令
一J

卜
衆
生
ヲシテ
識
け
境
ヲ
住
戸
心
ヲ
指
山卜
方
ヲ
有
川
在
コト。

不
レ
取
ニ
冬
夏
ノ
爾

時
↓
唯
取
コ
春
秋
二
際
イ
。
其
ノ
日
正
東
ヨリ
出
テ
直
ニ
西
ニ
没
スO

禰
陀
例
園
ハ
嘗
一3

日
ノ
没
スル
慮
一一直
チ
ニ西
ノカタ
超
一一
過
ス十
寓
億
利
↓
即
是
ナリ。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
併
は
、
凡
夫
の
衆
生
に
対
し
て
浄
土
と
い
う
対
象
を
知
ら
し

め
心
を
そ
こ
に
集
中
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
方
角
を
指
し
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
夏
や
冬
の
太
陽
で
は
な
く
、
春
秋
の
ち
ょ
う
ど
彼
岸
の
中
日
に
太
陽
は
、

宇
品
つ

す
ぐ
東
か
ら
の
ぽ
り
、
真
西
に
沈
む
。
阿
弥
陀
知
来
の
浄
土
は
ま
さ
に
ま
っ
す
ぐ
西

に
十
万
億
の
国
々
を
超
え
た
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
あ
る
と
し
て
、
凡
夫
の
た
め
に
わ
ざ

わ
ざ
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、

そ
れ
で
は
懐
感
は

『稗
浄
土
群
疑
論
』
に
お
い
て
い
か
に
こ
の
部
分
を
解

釈
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『稗
浄
土
群
疑
論
」
巻
第
六
に
よ
る
と

問
日
観
経
ニ
言
是
ノ
心
作
山
例
ヲ
是
ノ
心
是
レ
悌
ナリ
諸
例
正
遍
知
海
ハ
従
コ
心
想
一
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タ
マ
フ
卜
。
云
何
ソ
是
ノ
心
即
能
作
山
悌
ヲ
也
。
緯
シテ
日
案
コルニ
唯
識
ノ
之
理
寸
心

外
ニ元

一J

別
法
一首
問
法
寓
相
皆
是
レ自
心
ナリ
。
故
ニ起
信
論
-二
百
心
生
スレハ
諸
法
生
ス

心
滅
スレハ
諸
法
滅
スト。

維
摩
経
ニ
言
闇
3

其
ノ
心
淳
一一
即
偽
土
浄
シ
ト
。
又
言
心

垢
ナルカ
故
ニ
衆
生
垢
ナリ
心
浄
ナルヵ
故
一-
衆
生
浄
ナリト。

故
一一

知
ヌ
寓
法
ハ
皆
心
ノ
愛

現
ナルコトヲ
。
嘗
一円
用
3

此
ノ
心
↓
観
コル
彼
ノ
悌
↓
時
ド
阿
弥
陀
悌
ァ
局
ヨ
本
性
相
↓
衆

生
ノ
観
心
縁
コルトキ
彼
ノ
如
来
↓
不
レ
能
一一
一
心
外
ニ
見
守
ト
悌
ノ
員
相
石
田
一一一
観
心
掛
愛
シテ

作
コ
影
像
ノ
相
寸
是
ノ
影
像
ノ
相
ヲ
名
テ
日
-一
相
分
↓
能
観
ノ
之
心
ハ是
レ
於
見
分
ナリ
見
相

雨
分
ハ
皆
不
レ
離
U

於
自
謹
分
一一
一
見
分
ノ
之
力
能
ク
現
コ
相
分
↓
故
ニ
名
コ
是
心
作
悌
↓

也
。
此
ノ
相
分
ハ
即
是
自
護
分
心
ナリ
。
元
コ
別
ニ
有
戸卜
鵠
故
ニ
名
一一
是
心
是
例
↓

欲
以ルニ
観
コント
如
来
ノ
一
切
功
徳
↓
皆
用
一」
自
心
所
蟹
ノ
影
像
イ
故
ニ
名
コ
諸
悌
正
遍

知
海
従
心
想
生
↓
也
。
或

ハ
由
一J
心
想
一一
修
ラ

種
種
ノ
行
↓
局
す

高
徳
ノ
因
寸

名
コルナリ
正
遍
知
海
従
心
想
生
↓
故
ニ
賢
護
鰹
ノ
第
一
一
ノ初
ニ言
菩
瑳
モ
亦
爾
ナ
リ
一

心
ニ善
思
シテ
見
コ
諸
ノ
知
来
↓
見
己
テ
即
住
ス
住
シ
己
テ
問
げテマアル
義
ヲ
。
解
緯
シタマフハ

歓
喜
シテ
即
能
思
惟
セ
ョ
。
今
此
ノ
悌
ハ者
従
ゴヵ
何
ノ
所
一来
タマフ
而
我
ヵ
是
ノ
身
ハ復

従
レ何
ク
出
ル。

観
コルニ
彼
ノ
如
来
↓
寛
ニ元
コ
来
慮
及
以
去
慮
一
。
我
身
モ
亦
爾
ナリ。

本
ヨリ
元
一)
出
慮
一宣
ニ
有
三
時
選
一彼
レ
復
廃
レ
作
コ
知
U

是
思
惟
↓
今
此
ノ
三
界
ハ唯

心
ノミナリ
。
是
ノ
心
ニ有
川
例
。
何
ヲ
以
ノ
故
ニ。
随
コ
彼
ノ
心
念
一-還
テ
自
見
山
心
ヲ。

今

我
従
け
心

一一
見
山
保
ァ
我
ヵ
心
作
山
悌
ト
我
ヵ
心
是
レ
例
ナレハ
我
ヵ
心
是
如
来
ナリ
我
ヵ
心

是
レ我
身
ナリ
我
ヵ
心
見
山
悌
ヲ。

心
ハ不
レ
知
レ
心
ヲ
心
ハ
不
川
見
レ
心
ヲ。

華
巌
ニ亦
言

心
ハ
知
一)
工
ナ
ル
董
師
ザ
葺
コク
種
種
ノ
五
陰
↓
。

一
切
世
間
ノ
中
ニ
元
-
J

法
!
J
テ
市



不
可
フ
コ
ト
造
。
如
げ
心
ノ
併
モ
亦
爾
ナリ
。
如
げ
…悌
ノ
衆
生
そ
然
リ
。
心
ト
悌
ト
及
衆
生
ト

此
ノ
三
元
勺
差
別
一心
ニ有
山
垢
位
ヲ
名
テ
日
ニ
衆
生
↓
心
純
浄
ナル
時
三
名
テ
日
ν
矯
川

併
卜
即
其
ノ
義
ナ
リ
也

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、

ま
ず
懐
感
は
、
唯
識
の
理
を
案
ず
る
に
と
断
わ
っ
た
上
で
、

唯
識
の
立
場
か
ら
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

問
う
て
言
う
、
観
鰹
に
「
こ
の
心
併
を
作
る
。
こ
の
心
こ
れ
悌
な
り
。
諸
偽
正
遍

知
海
は
心
想
よ
り
生
じ
た
ま
う
と
」

一言
う
が
、

ど
う
し
て
こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
よ
く

併
を
作
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
解
釈
し
て
言
う
唯
識
の
道
理
を
考
え
る
に
心
の
外
に
別

に
存
在
は
無
い
。
あ
ら
ゆ
る
存
在
、
あ
ら
ゆ
る
姿
す
べ
て
自
分
の
心
で
あ
る
。
故
に

起
信
論
に
き
一
口
う
「
心
生
ず
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
生
ず
る
。
心
滅
す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ

る
存
在
が
滅
す
る
」
と
。
維
摩
経
に
言
う
、
「
そ
の
心
の
清
き
に
随
い
て
、

そ
の
ま

ま
悌
土
が
浄
い
と
。
又
言
う
、
心
が
汚
れ
て
い
る
が
故
に
衆
生
が
汚
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
心
が
清
浄
で
あ
る
が
放
に
、
衆
生
が
清
浄
な
の
で
あ
る
と
。
故
に
あ
ら
ゆ
る

存
在
は
皆
心
の
変
現
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
心
を
用
い
て
彼
の

阿
弥
陀
仰
を
観
ず
る
時
に
当
た
り
て
、
阿
弥
陀
併
を
常
住
不
変
な
絶
対
の
真
実
の
姿

と
為
し
て
衆
生
の
観
ず
る
心
彼
の
如
来
を
心
に
変
現
す
る
時
、
心
の
外
に
仰
の
真
相

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
さ
に
衆
生
の
観
ず
る
心
が
変
じ
て
阿
弥
陀
併
の
影
像

の
姿
を
作
す
の
で
あ
る
。
こ
の
影
像
の
姿
を
名
づ
け
て
相
分
と
い
う
。
観
ず
る
心
は

見
分
で
あ
る
。
見
相
両
分
は
、
皆
自
証
分
に
お
い
て
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。
見
分
の

力
、
能
く
相
分
を
現
ず
る
の
で
あ
る
。
故
に
「
是
心
作
例
」
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ

の
相
分
は
、
そ
の
ま
ま
自
証
分
で
あ
る
。
別
に
瞳
が
有
る
の
で
は
な
い
。
故
に
「
固
定

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

心
是
悌
」
と
説
く
の
で
あ
る
。
如
来
の
一
切
功
徳
を
観
じ
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
皆

自
分
の
心
の
所
変
の
影
像
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
放
に
、
「
諸
悌
正
遍
知
海
従
心
想

生
」
と
説
く
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
心
想
に
由
っ
て
種
々
の
行
を
修
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
功
徳
の
因
と
な
る
こ
と
を
「
正
遍
知
海
従
心
想
生
」
と
説
く
故
に
、
賢
護
経
の
第

二
の
初
め
に
言
う
菩
薩
も
亦
そ
の
通
り
で
あ
る
。

一
心
に
善
思
し
て
諸
の
如
来
を
見

る
。
見
お
わ
り
て
即
ち
併
の
境
地
に
住
す
。
住
し
お
わ
り
て
併
の
境
地
の
内
容
を
問

い
た
て
ま
つ
る
。
解
穫
し
た
ま
わ
ば
歓
喜
し
て
即
ち
能
く
思
惟
せ
よ
。
今
こ
の
悌

は
、
何
の
所
よ
り
か
来
た
も
う
の
か
。
我
が
こ
の
身
は
復
何
く
よ
り
出
る
の
か
。
彼

の
知
来
を
観
ず
る
に
寛
に
来
た
る
処
及
び
去
る
処
は
な
い
。
我
が
身
も
亦
そ
の
通
り

で
あ
る
。
本
よ
り
出
る
処
な
し
、

ど
う
し
て
ま
た
転
じ
て
還
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う

か
。
彼
復
こ
の
よ
う
な
思
惟
を
作
す
べ
き
で
あ
る
。
今
こ
の
三
界
は
、
唯
だ
心
の
み

で
あ
る
。
是
の
心
に
悌
有
す
。
何
を
以
て
の
故
に
彼
の
心
念
に
随
て
還
り
て
自
ら
心

を
見
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
我
心
に
従
い
て
併
を
見
る
。
我
が
心
仰
と
作
る
。
我
が

心
が
そ
の
ま
ま
併
な
れ
ば
、
我
が
心
は
如
来
で
あ
る
。
我
が
心
是
れ
我
が
身
な
り
。

我
が
心
併
を
見
る
。
心
は
心
を
知
ら
ず
。
心
は
心
を
見
ず
と
。
華
巌
に
亦
言
く
、
心

は
工
な
る
絵
師
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
種
々
の
五
陰
を
描
く
。

一
切
世
間
の
中
に

存
在
と
し
て
作
ら
ざ
る
と
い
う
こ
と
な
し
。
心
の
如
く
併
も
亦
そ
の
よ
う
で
あ
る
。

併
の
如
く
衆
生
も
そ
う
で
あ
る
。
心
と
併
と
及
び
衆
生
と
こ
の
三
は
差
別
な
い
と
。

心
に
汚
れ
が
あ
る
有
る
位
を
名
づ
け
て
衆
生
と
一
言
う
。
心
純
浄
な
る
時
を
ば
名
づ
け

て
併
と
為
す
と
言
う
。
こ
れ
ら
が
そ
の
意
味
で
あ
る
。

と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
唯
心
浄
土
の
立
場
か
ら
心
が
清
浮
な
る
に
し
た
が
っ
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緯
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l

て
、
悌
土
は
心
の
中
に
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
が
加

わ
る
こ
と
の
な
い
、

ま
さ
に
唯
識
の
立
場
そ
の
も
の
を

一
方
的
に
示
し
て
い
る
。
師

の
善
導
が
否
定
し
た
唯
識
観
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
主
張
は
、
後
の
問
答

と
比
較
し
て
み
る
と
、
唯
識
の
道
理
の
上
か
ら
考
え
た
こ
と
で
あ

っ
て
、
懐
感
の
本

意
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
部
分
で
あ
る
。

そ
し
て
、

又
窺
基
の

『大
乗
法
苑
義
林
章
」
に
お
い
て
説
か
れ
る
浄
土
教
に
対
す

る
主
張
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
窺
基
は

『大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
例
土
章
に
お
い
て
、
他
受
用
土

の
三
界
摂
不
摂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
議
を
展
開
し
て
い
る
。

若
位
受
用
土
ハ
或
ハ
在
一一
色
界
ノ
浄
居
天
上
一一
或
ハ
西
方
等
慮
所
不
定
ナリ。

法
華
ニ

亦
言
衆
生
見
一一
劫
室
テ
大
火
ニ
所
ピ
焼
時
、
我
此
土
ハ安
穏
ナリ
天
人
常
ニ充
満
セリト
。

十
地
ノ
所
見
ハ
乃
是
レ
報
土
、
地
前
ノ
所
見
ハ
乃
是
化
土
ナリ
。
随
レ
宜
ニ
而
現
ス。

何

得
三
定
げ
方
ヲ
別
シテ
指
コトヲ

一
慮
↓
。
欲
山テ
令
日
衆
生
ヲシテ
起
-一
勝
タル

欣
心
寸
別

一一

指
コ
慮
所
一。
随
ヨ
心
ノ
浄
慮
一一
即
浄
土
ノ
廃
ナリ
。
化
土
ハ
必
ス
随
一J
三
界
ノ
慮
所
ニ

任
レ
物
ニ
化

4

ドルニ
生
ヲ
即
便
現
スルヵ
故
ニo
古
人
於
け
此
ニ
種
種
ニ
分
別
スO

三
界
之

外
ニ
別
ニ
有
一一
慮
所
一以
馬
ニ
浄
土
↓。

理
必
不
レ
爾
所
化
ハ
必
有
一一
異
熟
識
在
つト
異

熟
識
在
ハ
必
是
レ
三
界
ノ
癒
ナリ
。
何
得
レ
出
目トァ
界
ヲ。

土
非
一ハ
一
界
繋
一一言レ
超
コ
三

界
寸
。
非
一一
慮
有
一ト
別
随
コ
所
化
一一
故
ニ。

と
説
か
れ
る
。
概
説
す
る
な
ら
ば
、
他
受
用
の
国
土
は
あ
る
経
典
に
よ
れ
ば
色
界
の

浄
居
天
の
上
に
あ
る
と
説
き
、
あ
る
経
典
に
よ
れ
ば
西
方
に
あ
る
と
説
く
か
ら
、

定
の
場
所
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『妙
法
蓮
華
経
』
(
「
如
来
蕎
量
品
」
鳩
摩

羅
什
訳
)

に
は
、
世
界
の
存
続
期
聞
が
過
ぎ
て
、
世
界
が
大
火
に
よ
っ
て
焼
か
れ
る
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時
も
わ
が
国
土
安
ら
か
に
穏
や
か
で
あ
り
、
天
人
が
常
に
満
ち
満
ち
て
い
た
と
説
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
十
地
の
菩
薩
の
所
見
は
、
報
土
で
あ
り
、
地
前

の
凡
夫
の
所
見
は
化
土
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
理
に
し
た
が
っ
て
現
ず
る
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
他
受
用
土
の
方
位
を
定
め
た
り

一
つ
の
決
ま
っ
た
場
所
を
定

め
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
場
所
や
方
角
を
定
め
て
い
る
教
え
は
、
人
々
を
し

て
浄
土
を
希
う
心
を
起
こ
さ
し
め
ん
が
た
め
に
(
方
便
と
し
て
)
定
め
て
い
る
の
で

あ
る
。
心
が
清
ら
か
で
あ
れ
ば
浄
土
も
ま
た
清
ら
か
で
あ
る
。
凡
夫
が
変
現
す
る
化

土
は
必
ず
三
界
に
存
在
す
る
様
々
な
物
に
心
を
託
し
て
変
現
す
る
か
ら
三
界
摂
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
以
前
か
ら
こ
の
三
界
摂
の
浄
土
に
理
屈
を
つ
け
て
、

三

界
の
外
に
特
別
に
あ
る
場
所
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
者
が
い
る
。
し
か
し
、
本
来
、

道
理
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
凡
夫
に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
た
浄
土
に
は
、
必
ず
異

熟
識
が
あ
る
。
異
熟
識
が
存
在
す
る
心
は
三
界
摂
に
他
な
ら
な
い
。
ど
う
し
て
三
界

を
出
過
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
(
三
界
の
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
か
ら
解
放
さ
れ
て
こ

そ
三
界
を
超
え
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
)
し
た
が
っ
て
、
指
方
立
相
の
よ
う
に

浄
土
と
い
う
場
所
が
特
別
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
心
に
し
た
が
っ
て
浄
土
は
変
現
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
と
示
し
心
の
汚
れ
た
凡
夫
の
変
現
す
る
浄
土
は
三
界
摂
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
、
方
角
を
定
め
形
を
も

っ
て
表
わ
す
、
指
方
立
相
の
浄
土
に
対
し
て
は
、

心
の
清
ら
か
さ
の
な
い
凡
夫
は
そ
の
心
に
相
応
し
た
浄
土
し
か
変
現
で
き
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、

お
の
お
の
個
人
の
心
に
し
た
が

っ
た
浄
土
が
変
現
さ
れ
る
と
し
て
、
指

方
立
相
の
浄
土
を
立
て
る
こ
と
を
唯
識
の
論
理
を
も
っ
て
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ



う
に
窺
基
は
、
中
国
浄
土
教
家
(
特
に
善
導
)

の
指
方
立
相
に
対
し
て
、
厳
し
い
論

難
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
論
難
は
、
先
に
善
導
の

『観
無
量
蕎
経
疏
』
に
お
い
て
唯

識
の
観
を
否
定
し
た
こ
と
に
対
す
る
反
駁
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
法
相
か
ら
の
論
難
を
反
駁
し
て
善
導
の
本
意
を
法
相
な
ど
に
対

し
て
明
ら
か
に
せ
ん
が
た
め
に
、
懐
感
は

『稗
コル
浄
土
ノ
群
疑
↓
論
』
を
著
述
し
た

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の

『大
乗
法
苑
義
林
章
」
に
お
け
る
浄
土
教
に

対
す
る
論
難
が
、
懐
感
に

『緯
浄
土
群
疑
論
』
を
著
述
せ
し
め
た
一
つ
の
要
因
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
懐
感
は
次
の
よ
う
に
論
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
『
稗
湾
土
群
疑
論
』

巻
第
六
に
よ
る
と

問
日
観
経
ニ言
若
見
γ
テマツレハ
眉
間
自
宅
↓
者
八
寓
四
千
ノ
相
自
然
ニ
富
山
見
ルO

云

何
ソ
得
山ャ
見
コ卜ヲ
元
見
頂
相
イ
。
緯
シテ
日
有
ル
鰻
伴
者
ノ
言
此
ノ
元
見
頂
相
ハ
既
ニ
名
7

元
見
頂
↓
寅
ニ
不
レ
可
す
見
ル
。
然
ルニ
言
つ
ハ
見
守

八
高
四
千
ノ
相
↓
者
此
レ
質
ニ
ハ

除
コ
元
見
頂
相
↓
但
見
守
リ
鈴
ノ
八
寓
三
千
九
百
九
十
九
相
↓
以
ν
少
ヲ
従
け
多
ニ

摺
γ

テ
名
テ
同局
ν
見
ト
其
レ
質
ニ
ハ
不
レ
見
-一
斯
ノ一

相
↓ハ
也
。
不
山
南
フ
名
義
遂
ニ
即
相

違
シヅン
。
如
h
須
弥
ノ
被
け
焚
ヵ
唯
一
塵
ノミ
在
ル
大
海
ノ
将
二
淘
ナント
唯
一
滞
ノミ
在
ルフ

不
M
レ
可
ヨ
説
テ
言
v
有
コト
山
海
在
づ
卜
。
此
モ
亦
如
w
是
ノ
栂
ンテ
観
コルコト
諸
想
イ
皆

悉
周
遍
セ
リ
。
唯
此
ノ
一
相
ノミ
不
げ
可
弓
観
見
寸
不
レ
可
-一
説
テ
言
J
V

不
レ
観
-一諸
相
イ
。

有
ヵ
稗
シテ
言
。
此
ノ
相
難
下
復
不
レ
同
コラ
諸
相
一
多
分
不
げそツテ
見
名
付ト
元
見
頂

相
比

例
ノ
威
神
力
加
ニ
被

Z
衆
生
一
一於
一一
観
行
ノ
中
一一
還
復
得
W

メタマフ
見
コトヲ
。

然
モ
他
受
用
身
愛
化
身
等
ハ
従
川
首
至
づ

足
ニ
皆

矯
山
物
ノ
現
γ

テ
令
け
得
ゼ
賂

何
ヲ
コ
ト
ヲ
利
一一
益
シタマフ
有
情
↓
他
既
ニ
不
山
見
即
元
コン
利
益
一何
ソ
得
D

名
テ
局
コトヲ

他
受
用
身
↓
即
臆
一ジ
此
ノ
之
一
相
ハ
非

日
他
受
用
一-
局
h

頼
コテ
此
ノ
相
殊
勝
第

↓ルコト
ぷ

Z
ヵ
物
ヲシテ
尊
重
此
多
不
す
得
レ
見
コトヲ
故
ニ
名
コレトモ
元
見
頂
相
↓
復

同局
二
衆
生
ザ
現
コテ
斯
ノ
衆
相
↓
令
コマフ
他
ヲシテ
受
用
シ
尊
重
寸
。
修
スル
者
ノ
何
ソ
妨
り

得
山トヲ
見
コトヲ
。
如
円
四
梓
迦
悌
ノ
馬
山
剃
ニ
除
センヵ
髪
イ
上
セテ
令
幻
タマワ
ン
ヵ
見
レ
頂
ヲ

彼
ノ
紳
匂
亦
然
ナリ
。
不
レ
可
引ラ
執
りテ
文
ヲ
以
取
コ
其
ノ
義
↓
即

令
引
タ
マ
フ
一

切

衆

生
ヲシテ
観
-一
見
セ
此
ノ
相
↓
市
)

と
説
か
れ
る
。
概
説
す
る
な
ら
ば
、

問
う
て
言
う
、
観
躍
に
言
く
若
し
眉
間
自
宅
を
見
た
て
ま
つ
ら
ば
、

八
万
四
千
の

相
は
自
然
に
ま
さ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
。
ど
う
し
て
、
元
見
頂
相
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
稗
し
て
言
う
、
有
る
解
釈
す
る
者
が
言
う
、
こ
の
元

見
頂
相
は
す
で
に
元
見
頂
と
名
づ
け
て
い
る
の
で
実
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
八
万
四
千
の
相
を
見
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
、
本
当
は
元
見
頂
相
を

除
い
て
た
だ
、
残
り
の
八
万
三
千
九
百
九
十
九
相
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
少
を
以
て

多
に
し
た
が

っ
て
、
総
じ
て
見
る
と
名
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
当
は
そ
の
元
見

頂
相

一
相
だ
け
は
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
元
見
頂
相
と
い
う

名
の
意
味
と
ま
っ
た
く
相
違
し
て
し
ま
う
。
須
菊
山
が
焚
か
れ
て
唯
一
塵
の
み
が
あ

る
こ
と
。
又
大
海
の
特
に
渇
れ
な
ん
と
し
て
、
唯

一
滴
の
水
の
み
在
る
こ
と
を
説
い

て
山
や
海
が
あ
る
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
元
見
頂
相

の
こ
と
も
ま
た
こ
の
比
喰
の
よ
う
で
あ
る
。
線
じ
で
あ
ら
ゆ
る
相
を
観
ず
る
こ
と
皆

す
べ
て
周
遍
し
て
い
る
。
こ
の
一
相
の
み
観
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
、
説
い
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て
あ
ら
ゆ
る
相
を
観
ぜ
ず
と
言
つ
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
有
る
人
が
稗
し
て
言
う
。
こ
の
元
見
頂
相
は
復
た
諸
相
と
同
じ
で
は
な

ぃ
、
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
元
見
頂
相
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て

も
、
悌
の
威
神
(
本
願
)
力
が
衆
生
に
加
え
ら
れ
て
観
行
の
中
に
於
て
、
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て
も
ら
え
る
。
し
か
も
他
受
用
身
饗
化
身
等
は
首
よ
り
足
に

至
る
ま
で
皆
衆
生
の
局
に
現
じ
て
仰
ぎ
見
る
こ
と
を
得
せ
し
め
て
衆
生
を
お
救
い
下

さ
る
の
で
あ
る
。
他
受
用
身
と
い
う
の
で
あ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
即
ち

救
済
す
る
力
が
無
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ど
う
し
て
他
受
用
身
と
言
う
名
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
、

い
や
で
き
な
い
。
即
ち
こ
の
元
見
頂
相
だ
け
は
他
受
用
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
元
見
頂
相
は
最
高
に
勝
れ
た
相
で
あ
り
、
衆
生

に
対
し
て
尊
重
の
心
を
抱
か
せ
る
た
め
に
、
な
か
な
か
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
元
見
頂
相
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
衆
生
の
た

め
に
阿
弥
陀
併
は
本
願
力
を
用
い
て
そ
の
元
見
頂
相
を
見
せ
し
め
て
、
衆
生
を
他
を

受
用
し
て
尊
重
の
心
を
抱
か
し
め
た
も
う
の
で
あ
る
。
浄
業
を
修
す
る
者
に
ど
う
し

て
見
さ
せ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か

い
ゃ
な
い
。
緯
迦
悌
も
髪
を
剃
除
す
る
た
め
に

上
げ
て
元
見
頂
相
を
見
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
彼
の
阿
弥
陀
併
も
ま

た
、
衆
生
に
対
し
て
本
願
力
を
用
い
て
顕
わ
し
出
し
て
下
さ
る
の
で
あ
る
。
文
を
固

執
し
て
そ
の
意
味
を
取
り
違
え
て
は
な
ら
な
い
。
元
見
頂
相
と
い
え
ど
も
本
願
力
を

以
て
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
見
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
「
固
定
心
作
例
是
心
是
併
」

の
説
明
を
唯
識
の
み
で
行
な
っ
た
懐
感
が
、

そ
の
立
場
を
翻
し
て
、
次
の
問
答
に
お

い
て
本
願
力
が
加
わ
っ
た
時
、
汚
れ
た
衆
生
の
心
に
対
し
て
阿
弥
陀
悌
か
ら
の
大
き
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な
本
願
力
の
増
上
縁
に
よ
っ
て
、
元
見
頂
相
と
い
え
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
説
明
は
ま
さ
に
師
善
導
の
指
方
立
相
の
立

場
を
貫
い
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

次
に

「無
量
書
経
』
巻
下
に
説
か
れ
る
指
方
立
相
す
な
わ
ち
、
「
因
順
飴
方
」
の

立
場
を
懐
感
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

『緯
浄
土
群
疑
論
」
巻
第
一
に
よ
る

と

難
レ
知
日
有
漏
ノ
鱒
性
ハ
不
川
出
-三

界
↓
然
モ
以
}一
別
義
寸
但
得
レ
名
コ卜ヲ
有
漏
りミ
不
レ

得
レ
名
コトヲ
三
界
↓
。
故
ニ三

界
ノ
名
ハ
局
リ
有
漏
ノ
名
ハ
寛
シ。

亦
如
行
凡
夫
得
山ハ

生
コ卜ヲ
西
方
一一
一
非
判
五
趣
ノ
掻
ι。
故

一一
元
量
蕎
鰹
ニ
言
ク
横
ニ
裁
一」
五
悪
趣
↓
悪
趣
自

然
ニ
閉
ト。

又
阿
禰
陀
鰹
ニ
言
彼
悌
ノ
園
土
ニハ
元
コ
三
悪
趣
一等
卜
。
又
元
量
蕎
経
ニ

言
ク
彼
園
ノ
衆
生
ハ
非
レ
天
ニ
非
レ
人
ニ
因
ニ
順
スルヵ
飴
方
一
一故

一一
有
コ
人
天
之
競
一故
ニ

知
ヌ
彼
土
ニハ
元
一J

五
趣
一。
既
ニ
許
コトモ
生
ス
ル
モ
ノ
ハ
是
レ
凡
夫
↓リト
而
非
-一五
趣
ノ
所

掻
一一。
何
ソ
妨
わ
土
ァ
名
〉トモ
有
漏
↓
而
モ
非
判
ト
ヲ
三
界
ノ
所
牧
μ
。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
懐
感
は
、
凡
夫
の
変
現
す
る
浄
土
は
有
漏
で
あ
っ
て
も
三
界

不
摂
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張
す
る
。
こ
れ
は
窺
基
の
第
八
識
を
存
す
る
も
の
は
す

べ
て
三
界
摂
で
あ
り
、
有
漏
で
あ
る
と
す
る
主
張
と
相
反
す
る
。
ま
た

『無
量
蕎

経
』
の
「
横
載
五
悪
趣
」
(
巻
下
)
の
文
や

「因
順
絵
方
」
(
巻
上
)
の
文
を
引
い

て
、
阿
弥
陀
併
の
本
願
力
に
よ
れ
ば
、
横
閉
な
る
力
が
加
え
ら
れ
、
極
楽
浄
土
に
い

る
と
説
か
れ
る
人
天
は
、
本
来
は
真
の
人
天
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
窺
基
が
、
浄

土
は
西
方
に
あ
っ
た
り
、
浄
居
天
上
に
あ
っ
た
り
し
て
、

そ
の
場
所
は
さ
だ
か
で
は



な
い
と
し
た
主
張
に
対
し
て
、
こ
れ
を
指
方
立
相
に
よ
っ
て
、
凡
夫
の
た
め
に
は
方

角
や
姿
、
形
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
方
角
は
西
方
で
あ
り
、
極
楽
浄

土
に
あ
る
と
説
か
れ
る
浄
居
天
は
本
来
真
実
の
天
で
は
な
い
と
し
て
、
西
方
を
肯
定

し
、
浄
居
天
上
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
窺
基
の
説
を
否
定
す
る
も
の
で
あ

る
次
に
同
じ
く

『稗
津
土
群
疑
論
』
巻
第
一
に
よ
る
と
、

大
智
度
論
ニ
言
ク
津
土
ハ非
ニ
三
界
一一
。
元
け
欲
故
ニ
非
-一
欲
界
一一
一
。
地
居
ナルヵ
故
ニ
非
-一

色
界
一。
有
吋
形
故
ニ非
口
元
色
界
一-
。
此
論
ノ
義
意
ハ
非
下
是
レ
津
土
ハ
元
漏
ノ
識
心
ノ

所
現
ナルヲモツテ
浄
土
ハ
名
町
ニ
ハ
出
コ
三
界
↓
。
但
有
漏
ノ
識
心
所
蟹
ノ
浄
土
ノ
器
世

問
ノ
相
ノ
布
置
法
用
ノ
安
立
、
有
情
利
祭
等
ノ
事
、
不
げ
同
コラ
於
此
ノ
三
界
等
ノ
相
一一

名
川
ナ
リ
非
コ
三
界
一也。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、

『大
智
度
論
』
を
引
い
て
浄
土
は
三
界
不
摂
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
浄
土
は
無
漏
で
あ
る
か
ら
三

界
不
摂
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
有
漏
の
識
心
を
変
現
さ
せ
た
浄
土
で
あ

っ
て
も
、

の
荘
厳
な
ら
び
に
、
人
々
を
利
益
す
る
具
体
的
な
事
柄
が
、
こ
の
三
界
世
界
と
異
な

っ
て
い
る
か
ら
三
界
不
摂
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
懐
感
以
前
の
浄
土
教
の
祖

師
の
中
で
、
こ
れ
程
何
度
も
重
ね
て
凡
夫
所
変
の
浄
土
の
有
漏
を
強
調
し
た
祖
師
は

い
な
い
。
な
ぜ
懐
感
は
、
凡
夫
所
変
の
土
を
有
漏
で
あ
っ
て
か
つ
三
界
不
摂
で
あ
る

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
、
考
察
す
る
時
、

『大
乗
法
苑
義
林
章
」
巻
第

七
末
偽
土
章
に
お
い
て
、
た
と
い
十
地
の
菩
薩
で
あ
ろ
う
と
、
第
八
阿
頼
耶
識
の
存

在
す
る
も
の
は
、
有
漏
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
主
張
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

同
じ
よ
う
に
三
界
摂
の
論
拠
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
窺
基
は
、
凡

夫
所
変
の
土
は
第
八
阿
頼
耶
識
が
存
在
す
る
か
ら
、
有
漏
で
あ
り
、
三
界
摂
で
あ
る

と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
懐
感
と
窺
基
と
の
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
懐

感
は
、
窺
基
の
説
を
論
破
す
る
た
め
に
、
こ
の
論
述
を
な
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
凡
夫
所
変
の
土
が
、
有
漏
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
曇
驚
以

来
暗
に
執
著
に
よ
っ
て
執
著
を
遣
る
と
い
う
形
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
窺
基
に
指
摘
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
有
漏
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
が
、
あ
え
て
こ
こ
で
、
有
漏
で
あ
っ
て
も
三
界
不
摂
で
あ
る
と
す
る
の
は
、

阿
弥
陀
併
の
本
願
力
の
増
上
縁
に
よ
る
救
済
力
を
強
調
し
、
法
相
の
位
置
づ
け
と
は

異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
善
導
の
指
方
立
相
の
論
述
を
初
め
と
し
て
浄
土
教
と
法
相
と
の
聞
で
様
々
に

論
争
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
懐
感
は
、
法
相
と
の
論
争
に
お
い
て
も
相
手

そ

の
立
場
に
対
す
る
理
解
も
示
し
つ
つ
、
常
に
凡
夫
は
煩
悩
を
断
ち
切
れ
な
い
存
在
で

あ
り
、
心
の
汚
れ
た
有
漏
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
有
漏
な
る
凡
夫
が
三

界
を
勝
過
し
た
浄
土
に
往
生
で
き
る
の
は
、
阿
弥
陀
併
の
本
願
力
が
凡
夫
に
加
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法
相
の
唯
心
浄
土
と
立
場
は
確

実
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四、

『稗
浄
土
群
疑
論
』
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
併
と
凡
夫
と
の
呼
応
関
係

次
に
、
阿
弥
陀
併
と
凡
夫
と
の
呼
応
関
係
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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l

『緯
浄
土
群
疑
論
」
巻
第
六
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
阿
弥
陀
備
と
凡
夫
と
の
関
わ
り

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

言
〉
度
苦
衆
生
↓
化
併
集
ヨ
白
土
ノ
中
一一一化

一J

テ
諸
ノ
菩
薩
之
官
りテ
輿
二
大
悲
心
↓
捨
コテ

自
土
ノ
祭
イ
遺
守
生
コテ
他
方
一一-行
一づ
大
悲
ノ
行
ザ
教
中
化
セ
十
方
ノ
有
縁
ノ
衆
生
M
故
ニ

言
わ
集
コ
極
楽
園
一一
度
判卜
苦
ノ
衆
生
日
知
立
鰹
論
二
一
=
弓
八
地
ノ
菩
薩
由
計
多
ク
寂
ニ

謹
スルユ
虞
知
ノ
理
↓
不
一一一
肯
テ
出
け
定
ヲ
教
一一
化
セ
衆
生
↓
。
諸
悌
摩
け
頂
ヲ
勧
テ
令
刊マフト

出

山テ
定
ヲ
教
中
化
セ
衆
生
日
即
其
ノ
義
ナリ
也
。
故
ニ
維
摩
経

-一
言
ク
此
土
ノ
菩
薩
ハ

於
一一
諸
ノ
衆
生
一
大
悲
堅
固
ナリ
ト
。
又
言
是
ノ
人
乃
能
捨
弓
清
浄
ノ
土
↓
而
来
テ
祭
刊

此
ノ
多
コ
怨
害
一慮
日

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
併
は
、
諸
の
菩
薩
に
働
き
か
け
て
大
悲
心
を
輿
さ
し
め
、
自

ら
真
如
の
理
を
証
す
る
こ
と
に
安
住
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
清
浄
の
土
を
捨
て
て
汚

れ
の
多
い
此
土
へ
赴
か
せ
し
め
、
有
縁
の
苦
の
衆
生
を
教
化
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。

常
に
併
は
煩
悩
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
凡
夫
の
こ
と
を
見
守
っ
て
教
化
の
手
を
差
し

伸
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

「稗
浄
土
群
疑
論
』
巻
第
六
に
は

阿
弥
陀
例
ノ
光
明
遍
ク
照
-
J

タマフ
十
方
世
界
↓
因
げ
光
ニ
得
レ
見
守
ァ
十
方
ノ
悌
↓
也。

般
舟
三
昧
経
ニ
説
カク
政
陀
和
菩
薩
請
ラ
緯
迦
牟
尼
悌
一一
言
ク
未
来
ノ
衆
生
云
何
ンカ

得
山
見
守
マ
ア
ル
コ
ト
ヲ
十
方
ノ
諸
悌
↓
悌

教
7

令
川
タマフ
念
コ
阿
弥
陀
悌
↓
即
見
コテマ
y
ル
十

方
一
切
ノ
諸
悌
↓
以
下
此
ノ
悌
特
ニ
輿
-一
裟
婆
ノ
衆
生
一
有
V
縁
先
於
一一
此
ノ
悌
一一
専
心
ニ

稽
念
スレハ

三
昧
易
げ
成
シ
除
吋
障
ヲ
滅
以レハ

罪
ヲ
光
明
遍
照
スニ

見
コテマツル

十
方
ノ

例
↓
也

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仰
の
光
明
は
、
遍
く
十
方
の
世
界
を
照
ら
し
、

そ
の
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光
に
よ
っ
て
十
方
の
併
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
特
に
、
阿
弥
陀
併
は
、

裟
婆
の
衆
生
と
縁
が
深
い
の
で
、
阿
弥
陀
悌
だ
け
を
専
心
に
栴
念
す
れ
ば
、
三
昧
に

入
る
こ
と
が
で
き
、
障
り
を
除
い
て
罪
を
滅
し
阿
弥
陀
併
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
見
悌

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く

『緯
浄
土
群
疑
論
』
巻
第
六
に
は

今
言
一一
一
亦
見
守

悌
心
斗
者
是
レ
見
コナリ
相
分
心
↓
也
。
経
ニ
言
一ワ
悌
心
トハ
者
大
慈

悲
↓
是
ナリ
也
。
然
ニ
悌

一有
コ
縁
W

テ
理
ヲ
内

一一
謹
スル
智
心
一有
刊
一縁
けテ
事
ヲ
外
ニ
観
ユル

衆
生
↓
心
上
。
如
コハ
縁
理
内
護
智
心
イ
是
レ
自
謹
分
心
ナリ
。
悌
ト
悌
ト
ノミ
相
知
タ
マフ
。

十
地
モ
不
レ
測
ラ
。
縁
事
外
観
衆
生
心
ハ
見
分
心
ナリ
亦
悌
卜
例
卜
ノミ
相
知
タマフ
。
十

地
モ
不
レ
測
フ
縁
一イ
ァ
理
ト
及
事
づ

外
ニ
観
コレハ

衆

生
↓
相

分

心
ナリ
。
知
来

加

被
シタマへハ
乃
至
コテ
獄
猿
一一
亦
知
コ
悌
心
↓
也。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
併
の
内
証
と
外
用
の
功
徳
を
唯
識
の
論
を
以
て
説
明
し
て
い

る
。
併
の
大
慈
悲
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
凡
夫

・
猿
に
さ
え
に
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い

る
心
は
偽
の
相
分
心
で
あ
り
、
道
理
と
現
象
の
両
面
を
顕
わ
し
出
し
て
衆
生
の
前
に

現
わ
れ
て
い
る
姿
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
理
の
み
を
以
て
内
に
智
を

証
す
る
心
は
自
証
分
心
で
あ
り
併
に
し
か
解
ら
な
い
境
地
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
現
象
の
み
を
以
て
外
に
衆
生
の
た
め
に
現
わ
れ
る
は
見
分
心
で
あ
る
が
、
衆

生
に
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
常
に
大
慈
悲

を
以
て
凡
夫
を
見
守
っ
て
い
て
下
さ
る
阿
弥
陀
併
の
心
は
、
道
理
と
現
象
と
を
駆
使

し
て
、
影
に
な
り
日
向
に
な
っ
て
で
き
る
限
り
の
力
を
用
い
て
我
々
に
働
き
か
け
て



い
て
下
さ
る
併
の
大
き
な
カ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く

「線
通
げ
土
群
疑
論
」
巻
第
六
に
は

四
ニ
滅
ト
ハ者
此
ノ
専
念
悌
ハ言
約
ニシテ
易
w
修
二

念
至
誠
ナレハ
即
能
滅
コテ
八
十
億

劫
ノ
生
死
ノ
重
億
ブ
氷
絶

コ
裟
婆
三
途
ノ
苦
報
↓
也
。
五
ニ
縁
ト
ハ者
阿
弥
陀
悌
畷
遠

劫
ヨリ
己
来
タ
共
一一
衆
生
↓
結
縁
極
テ
重
シ
有
コ
於
供
養
見
聞
障
喜
同
行
等
ノ
縁
一。

乗
一J
テ
此
ノ
宿
因
一二

心
ニ
栴
念
スレハ
尋
け
聾
ヲ
則
救
テ
永
絶
コム
五
燐
↓
也
。
六
ニ
迎
トハ

者
以
-一
念
品
開
シテ
罪
垢
滅
除
4

ルヲ
阿
弥
陀
備
罪
J

テ
本
誓
願
一両
竺
一諸
ノ
聖
衆
↓
親
ク
自

来
迎
シタマフ
。
絵
法
ハ
不
ν
然
ラ
。
故
ニ
須
コ
念
悌
4

也
。
七
ニ
生
トハ
者
如
肝
彼
ノ
願

一一

言
判
乃
至
十
念
セ
ンニ
若
不
ν
生
セ
者
不

V
F
一正
覚
↓
也
。
以
三
斯
ノ
七
義
勝
コルヲ
諸
ノ

法
門
4

故
ニ勘
コ
衆
生
↓
終
時
ニ念
悌
セ
シムルナリ
也。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
念
傍
の
功
徳
を
挙
げ
る
中
凡
夫
と
の
深
い
関
わ
り
を
示
し
た
も

の
が
顕
わ
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
念
併
に
よ
っ
て
こ
の
先
八
十
億
劫
も
の
間
生

死
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の
重
罪
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

阿
弥
陀
併
と
衆
生
の
縁
は
無
始
よ
り
こ
の
か
た
極
め
て
深
い
も
の
で
あ
る
。
常
に
衆

生
と
共
に
供
養
し
、
共
に
見
聞
し
、
共
に
喜
び
、
共
に
行
じ
て
下
さ
る
。

一
心
に
念

僻
す
れ
ば
、
五
戒
を
犯
し
た
報
い
に
よ
っ
て
火
に
焼
か
れ
る
よ
う
な
苦
し
み
も
阿
弥

陀
悌
は
永
く
断
ち
切
っ
て
下
さ
る
。
ま
た
、
念
併
す
る
も
の
を
阿
弥
陀
併
は
自
ら
が

親
し
く
お
迎
え
に
来
て
下
さ
る
。
そ
し
て
、
間
違
い
無
く
極
楽
浄
土
へ
生
ま
れ
さ
せ

て
下
さ
る
。

以
上
考
察
し
て
来
た
よ
う
に
阿
弥
陀
併
と
凡
夫
と
は
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
極
め

て
深
い
縁
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
念
併
す
る
も
の
を
常
に
親
し
く
大
慈
悲
を
以
て
見
守

り
救
済
し
て
下
さ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
こ
の
先
八
十
億
劫
も
の
間
生
死
を
繰
り
返

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の
重
罪
を
持
っ
た
者
で
あ
っ
て
も
、
阿
弥
陀
悌
の
本
願
力

が
加
え
ら
れ
救
済
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
輪
廻
す
べ
き
業
が
作
用
し
な
く
な
り
、

重
罪
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
、
む
す
び

以
上
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
懐
感
の
人
間
観
に
お
い
て
は
、

「稗
滞
土
群
疑
論
」

の
中
に
用
い
ら
れ
る
人
間
の
呼
称
を
通
し
て
考
察
し
て
き
た
が
、
広
く
は
衆
生
、
有

情
、
人
と
呼
ば
れ
、
あ
る
い
は
、
菩
薩
、
凡
夫
、
凡
愚
な
ど
そ
の
呼
称
は
様
々
で
あ

る
。
し
か
し
、
懐
感
の
主
体
的
な
立
場
か
ら
論
ず
る
人
間
観
は
、
衆
生
、
有
情
、

人
、
菩
薩
、
凡
夫
、
凡
愚
す
べ
て
の
呼
称
の
中
に
、
煩
悩

・
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
人
間

が
誰
で
も
本
来
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
決
し
て
断
ず
る
こ
と
が
で
き

な
い
罪
悪
に
ま
み
れ
た
赤
裸
々
な
人
間
の
姿
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
立

場
こ
そ
懐
感
の
主
体
的
な
人
間
の
捉
え
方
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、

『稗
湾
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
指
方
立
相
を
め
ぐ
る
法
相
と
の
対
論
に
お

い
て
は
、
善
導
の
指
方
立
相
の
論
述
を
初
め
と
し
て
浄
土
教
と
法
相
と
の
間
で
様
々

に
論
争
が
行
な
わ
れ
て
中
に
お
い
て
、
懐
感
は
、
常
に
凡
夫
は
煩
悩
を
断
ち
切
れ
な

い
存
在
で
あ
り
、
心
の
汚
れ
た
有
漏
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
有
漏
な
る

凡
夫
が
三
界
を
勝
過
し
た
浄
土
に
往
生
で
き
る
の
は
、
阿
弥
陀
併
の
本
願
力
が
凡
夫

に
加
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
相
の
唯

心
浄
土
と
立
場
は
確
実
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

五

「
簿
浄
土
群
疑
論
」
に
お
け
る
悌
と
凡
夫
と
の
関
係

第
一
章



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

次
に
、

「稗
淳
土
群
疑
論
」
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
併
と
凡
夫
と
の
呼
応
関
係
に
お
い

て
は
、
阿
弥
陀
併
と
凡
夫
と
は
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
極
め
て
深
い
縁
に
よ
っ
て
結

ば
れ
、
念
併
す
る
も
の
を
常
に
親
し
く
大
慈
悲
を
以
て
見
守
り
救
済
す
る
こ
と
を
強

く
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
こ
の
先
八
十
億
劫
も
の
間
生
死
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
程
の
重
罪
を
持
っ
た
者
で
あ
っ
て
も
、
阿
弥
陀
併
の
本
願
力
が
加
え
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
輪
廻
す
べ
き
業
が
作
用
し
な
く
な
り
、
重
罪
を
滅
し
て
救
済
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
懐
感
は
、

『稗
滞
土
群
疑
論
」
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
偽
と
救
済
さ
れ
る
凡
夫

と
の
関
係
を
大
変
積
極
的
に
論
述
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
従
来
懐
感
は
浄

土
教
を
法
相
の
立
場
か
ら
解
明
し
た
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
本
来
の
懐
感
の

立
場
は
、
善
導
の
説
く
凡
入
報
土
思
想
が
そ
の
根
底
で
あ
り
、
法
相
の
説
く
唯
心
浄

土
思
想
は
法
相
思
想
の
常
識
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
述
べ
た
も
の
で

あ
り
、
本
来
の
懐
感
の
立
場
か
ら
は
離
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ

ろ〉つ。凡
入
報
土
の
思
想
が
根
底
に
な
け
れ
ば
、
罪
悪
に
ま
み
れ
た
凡
夫
が
無
始
よ
り
こ

の
か
た
深
い
縁
の
あ
る
阿
弥
陀
仰
の
本
願
力
の
た
す
け
に
よ
っ
て
、
た
と
え
こ
の
先

八
十
億
劫
も
の
間
生
死
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
の
重
罪
を
持
っ
た
者
で

あ
っ
て
も
、
輪
廻
す
べ
き
業
が
作
用
し
な
く
な
り
、
重
罪
を
滅
し
て
救
済
さ
れ
る
と

い
う
仰
と
凡
夫
と
が
互
い
に
縁
を
持
ち
合
っ
て
呼
応
す
る
と
い
う
思
想
は
構
築
し
得

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

註

l 

拙
論

『稼
湾
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
慈
恩
の
影
響
(
「印
度
学
仏
教
学
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研
究
」
第
三
十
六
巻
第
一
号

拙
論

「稗
滞
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
浄

2 

土
の
一
考
察
(
『法
然
学
会
論
叢
」
第
五
号
)

拙
論

『蒋
浄
土
群
疑
論
』
に
お
げ
る
慈
恩
の
影
響
(
『印
度
学
仏
教
学

研
究
」
第
三
十
六
巻
第
一
号

拙
論

『稗
浄
土
群
疑
論
』
に
お
け
る
法

3 

相
と
の
対
論
(
『偽
教
文
化
研
究
」
第
三
十
五
号

行
で
あ
る
。

〈衆
生
V

以
下
の
一
覧
表
は
、
費
永
版

『稗
浄
土
群
疑
論
」
の
巻
、
帖
、

-
巻
1
帖
日
行
、

-
巻
叩
帖
日
行
、

-
巻
目
帖
刊
行
、

-
巻
目
帖
凶
行
、

-
巻

M
帖

2
行、

-
巻
お
帖
3
行、

-
巻
お
帖
日
行
、

-
巻
泊
帖
7
行、

2
巻

5
帖

6
行、

2
巻

6
帖
2
行、

2
巻
口
帖

H
行、

2
巻

H
帖

9
行、

-
巻
3
帖
日
行
、

-
巻
口
帖
8
行、

-
巻
M
帖
日
行
、

-
巻
加
帖
印
行
、

-
巻
M
帖

2
行、

-
巻
お
帖
7
行

-
巻
mm
帖
日
行
、

-
巻
拘
帖
8
行

2
巻

5
帖
8
行

2
t主
7
山口

O
一丁、

:
1
1
0
1
f
 

2
巻
口
帖
日
行
、

2
讐

5
自
6
一丁一、

:
」21
1
1
1
f

-
巻

9
帖
6
行、

1
き
1
白

2
子、

ー

l
t
l
f

-
巻
目
帖
l
行、

-
巻
却
帖
日
行
、

-
巻
M
帖
凶
行
、

-
巻
お
帖
9
行、

象
-
7上口
l
一丁、

室
内
L
巾山

L

f

f

-
巻
詑
帖
3
行、

2
巻
5
帖
日
行
、

2
巻
叩
帖
ロ
行
、

2
巻

H
帖
5
行、

2
巻
口
帖
7
行、

-
巻
9
帖
H
行、

-
巻
目
帖
1
行、

-
巻
目
帖
凶
行
、

-
巻
お
帖
H
行、

-
巻

M
帖
凶
行
、

-
巻
加
帖
3
行、

-
巻
お
帖
4
行
、

2
巻
5
帖
1
行、

2
巻
6
帖
1
行、

2
巻
ロ
帖
凶
行
、

2
巻

H
帖
8
行、

2
巻
口
帖
9
行、



2
巻
目
帖
4
行、

2
巻
口
帖
印
行
、

2
巻
口
帖
日
行
、

2
巻
四
帖
3
行、

2
巻
お
帖
8
行、

2
巻
お
帖
印
行
、

2
島
-
v
刀・自

2
子、

2
き
門
川
・
自

6
-
7
、

4
2
4
1
f

A方1
2
1
1
f

2
巻
お
帖
4
行、

2
巻
却
帖
7
行、

2
巻
お
帖
H
行、

2
巻
お
帖

9
行、

2
巻
却
帖
日
行
、

3
巻

1
帖

4
行、

3
巻

5
帖

5
行、

3
巻
8
帖

M
行、

3
巻
口
帖
凶
行
、

3
巻
ロ
帖
日
行
、

3
巻
却
帖
7
行、

3
巻

μ
帖
叩
行
、

3
巻
目
帖

6
行、

3
巻
却
帖
5
行、

3
巻
M
帖
凶
行
、

4
巻

3
帖

9
行、

4
巻
9
帖
4
行、

4
巻
口
帖
凶
行
、

4
巻
幻
帖
日
行
、

2
釜
O
占
6
一了、

'
4
4
活
1
q
J
A川
市
・
胃

i
f
1

3
巻
6
帖

5
行、

3
巻
叩
帖

H
行、

3
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行、

-
巻
お
帖
H
行、

2
巻

7
帖
凶
行
、

2
巻
目
帖
9
行、

2
巻
口
帖
4
行、

2
巻
却
帖
日
行
、

2
巻
幻
帖
9
行、

2
巻
お
帖
7
行、

2
巻
却
帖
刊
行
、

3
巻

2
帖
4
行、

3
巻
口
帖
2
行、

3
巻
口
帖
凶
行
、

3
巻
お
帖
M
行、

4
巻
3
帖
5
行、 研

究
成
果
報
告
書
ー
ー

-
巻
2
帖
8
行、

-
巻
4
帖
7
行、

-
巻
6
帖
3
行、

-
巻
7
帖
6
行、

-
巻
7
帖
凶
行
、

-
巻
M
帖
日
行
、

-
巻
M
帖
8
行、

-
巻
お
帖
1
行、

2
巻
8
帖
9
行、

2
巻
叩
帖
日
行
、

2
巻

M
帖
凶
行
、

2
巻
目
帖
5
行、

2
巻
お
帖
5
行

2
巻
羽
帖
8
行、

2
巻
出
帖
9
行、

3
巻

2
帖
4
行、

3
巻
口
帖
8
行、

3
J
t
主

A
官
ト
白
、
4
J

一TJ
、

，‘
4
2
I
q
L
・巾
T
t
・壬
1

3
巻
幻
帖
1
行、

4
巻
叩
帖
凶
行
、

4
巻
叩
帖
日
行
、

-
巻
2
帖
日
行
、

1
巻
4
帖
3
行、

4
巻
目
帖
6
行、

-
巻
4
帖
8
行、

l
巻
4
帖
刊
行
、

4
巻

H
帖
4
行、

-
巻

6
帖
3
行
、
l
巻
7
帖

1
行、

4
巻
却
帖
5
行、

-
巻
7
帖
7
行、

1
巻
7
帖

8
行、

4
巻
お
帖
1
行、

-
巻
8
帖
4
行、

1
巻
目
帖
凶
行
、

4
巻
幻
帖
3
行、

-
巻
目
帖
2
行、

1
巻
目
帖
3
行、

4
巻
却
帖
日
行
、

-
巻
お
帖
3
行、

1
巻
お
帖
H
行、

4
巻
却
帖
5
行、

-
巻
却
帖
3
行、

2
巻
7
帖

2
行、

4
巻
却
帖
日
行
、

2
巻
9
帖
日
行
、

2
巻
叩
帖
8
行、

4
巻
M
帖
4
行、

2
巻
叩
帖
日
行
、

2
巻
口
帖
2
行、

5
巻
9
帖
6
行

2
巻
目
帖
日
行
、

2
巻
目
帖

H
行、

5
巻
叩
帖
凶
行
、

2
巻
お
帖
9
行、

2
巻
幻
帖
7
行、

5
巻
口
帖
ロ
行
、

2
巻
お
帖

6
行、

2
巻
羽
帖
7
行、

5
巻
打
帖
日
行
、

2
巻
却
帖

6
行、

2
巻
却
帖
8
行、

5
巻
幻
帖
8
行、

2
巻

M
帖
7
行、

2
巻
担
帖

9
行、

5
巻
幻
帖
日
行
、

3
巻
4
帖

5
行、

3
巻
5
帖
日
行
、

5
巻
訂
帖
1
行、

3
巻
ロ
帖
3
行、

3
巻
ロ
帖
凶
行
、

5
巻
詑
帖
2
行、

3
巻
お
帖
2
行、

3
巻
お
帖
8
行、

5
巻
担
帖
刊
行
、

4
巻
2
帖
l
行、

4
巻
3
帖
2
行、

5
巻
お
帖
6
行、

4
巻
叩
帖
刊
行
、

4
巻
叩
帖
日
行
、

5
巻
M
帖
1
行、

4
巻
目
帖
M
行、

4
巻
目
帖
7
行、

4
巻
H
帖
6
行、

4
巻
却
帖
ロ
行
、

4
巻
お
帖
5
行、

4
巻
幻
帖
4
行、

4
巻
却
帖
H
行、

4
巻
却
帖
刊
行
、

4
巻
初
帖
M
行、

5
巻
9
帖
2
行、

5
巻
9
帖
7
行、

5
巻
口
帖
1
行、

5
巻
口
帖
日
行
、

5
巻
お
帖
日
行
、

5
巻
幻
帖
印
行
、

5
巻
お
帖
4
行、

5
巻
況
帖
3
行、

5
巻
犯
帖
2
行、

5
巻
お
帖
2
行、

5
巻
お
帖
9
行、

5
巻
M
帖
9
行、

4
巻
口
帖
5
行、

4
巻
目
帖
凶
行
、

4
巻
H
帖
6
行、

4
巻
目
帖
3
行、

4
巻
幻
帖
ロ
行
、

4
巻
却
帖
9
行、

4
巻
却
帖
4
行、

4
巻
却
帖
日
行
、

4
巻
目
帖
ロ
行
、

5
巻

9
帖
3
行、

5
巻
叩
帖
3
行、

5
巻
口
帖
2
行、

5
巻
ロ
帖
9
行、

5
巻
幻
帖
4
行、

5
巻
幻
帖
日
行
、

5
巻
羽
帖
凶
行
、

5
巻
出
帖
日
行
、

5
巻
犯
帖
日
行
、

5
巻
お
帖
2
行、

5
巻
お
帖
H
行、

6
巻
1
帖
6
行、

4
巻
ロ
帖
凶
行
、
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4
巻
H
帖
3
行、

4
巻
M
帖
8
行、

4
巻
目
帖
5
行、

4
巻
お
帖
ロ
行
、

4
巻
却
帖
ロ
行
、

4
巻
却
帖
4
行、

4
巻
却
帖
日
行
、

4
巻
お
帖
凶
行
、

5
巻
9
帖
5
行、

5
巻
叩
帖
日
行
、

5
巻
口
帖
4
行、

5
巻

H
帖
3
行、

5
巻
幻
帖
6
行、

5
巻
幻
帖
ロ
行
、

5
き
9
上口

4
-丁、

t

‘4
宅
q
r
u
品
川
l
T
i
4
1

5
巻
幻
帖
日
行
、

5
巻
詑
帖
凶
行
、

5
巻
目
帖
3
行、

5
巻
お
帖
凶
行
、

6
巻
1
帖
6
行



6
巻
2
帖

8
行、

6
巻
4
帖
日
行
、

6
巻
5
帖
日
行
、

6
巻
6
帖
4
行、

6
巻
7
帖
凶
行
、

6
巻
目
帖
日
行
、

6
巻
詑
帖
7
行、

6
巻
お
帖
4
行、

6
巻
幻
帖
2
行、

5
ま
2
3中口
5
一丁、

4

・可

当
官
ハ
ペ
u
am叩
附

f
T
A
4
4
1

6
巻

M
帖
4
行、

6
巻
M
帖
7
行、

5
象
-A-r口
O
一T
、

1
4寄
っ
U
品
川

7
1
A
4
1

7
巻
目
帖
5
行、

7
巻
加
帖
日
行
、

7
巻
お
帖
日
行
、

7
巻
町
必
帖
2
行、

6
巻
2
帖
H
行、

6
巻

5
帖
日
行
、

6
巻

5
帖
日
行
、

6
巻
6
帖
5
行、

6
巻
ロ
帖
2
行、

6
巻
目
帖
日
行
、

6
巻
辺
帖
日
行
、

6
巻
M
帖

1
行、

6
巻
お
帖
9
行、

6
巻
M
帖
1
行、

6
巻
M
帖
5
行、

6
巻
M
帖
7
行、

7
巻
2
帖
8
行、

7
巻
目
帖
凶
行
、

7
巻
却
帖
H
行
、

7
巻

M
帖
日
行
、

7
巻
犯
帖
ロ
行
、

6
巻

3
帖
9
行、

6
巻

5
帖
ロ
行
、

6
巻
6
帖
2
行、

6
巻

7
帖
3
行、

6
巻
ロ
帖
5
行、

6
巻
目
帖
9
行、

6
巻
幻
帖
3
行、

6
巻
お
帖
刊
行
、

6
巻
お
帖
ロ
行
、

6
巻
M
帖
2
行、

6
巻
M
A

帖
6
行、

6
巻
担
帖
7
行、

7
巻
目
帖
日
行
、

7
巻
加
帖
1
行、

7
巻
目
帖
2
行、

7
巻
却
帖
4
行、

『
浄
土
宗
大
辞
典
』
巻
第
二
二
三
ハ
頁
C

7
巻
お
帖
4
行、

7 

『浄
土
宗
全
書
』
第
二
巻
四
七
A
|
B

8 

『浄
土
宗
全
書
』
第
二
巻
三
五
A
|
B

9 

6
巻
3
帖
ロ
行
、

6
巻

5
帖
日
行
、

6
巻
6
帖

3
行、

6
巻

7
帖

H
行、

6
巻
ロ
帖
7
行、

6
巻
目
帖
日
行
、

6
巻
幻
帖
4
行、

6
巻
羽
帖
ロ
行
、

6
象
2
3
占
4
一丁
、
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4
Z
I
q
J
品
川

T
T
i
4
1

6
巻

M
帖

3
行、

6
巻
M
帖
6
行、

6
巻
M
A
帖
9
行、

7
巻
口
帖
3
行、

7
生

0
占
6
一了、

F
t
』
昔
、

η
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品
川

T

，R4
4
1

7
巻
幻
帖
H
行、

7
巻
犯
帖
1
行、

11 

安
永
九
年
三
月
校
正
改
点
洛
陽
書
林
版

『大
乗
法
苑
義
林
章
』
七
巻
末

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

帖

帖

(ロ)
『大
正
蔵
経
」
九
巻
四
三
頁

C

13 

賓
永
版

『稗
浄
土
群
疑
論
」
六
巻
一
七
帖
九
行
|
一
八
帖
一
一
行

14 

費
永
版
『
稗
浄
土
群
疑
論
」

一
巻
一

O
帖
六
行
|
一
三
行

15 

『大
正
蔵
経
』

一
二
巻
二
七
四
頁
B

16 

『大
正
蔵
経
』

一
二
巻
二
七
一
頁
C

17 

費
永
版
『
稗
浄
土
群
疑
論
』

一
巻
一
二
帖
九
行
|
一
四
行

18 

「
大
正
蔵
経
』
二
五
巻
三
四

O
頁
A

19 

資
永
版

『稗
津
土
群
疑
詳
細
』
六
巻
二
一
帖
一
行
八
行

20 

資
永
版

『緯
浄
土
群
疑
論
』
六
巻
一
九
帖
七
行
一
三
行

21 

資
永
版
「
緯
浄
土
群
疑
論
』
六
巻
二
一
帖

一
四
行

二
二
帖
四
行

22 

費
永
版

『稗
浄
土
群
疑
論
』
六
巻
一三

帖

一
三
行
|
三
二
帖
六
行

23 

八
十
億
劫
生
死
の
罪
は
、
こ
の
先
将
来
八
十
億
劫
も
の
間
生
死
を
重
ね

ね
ば
な
ら
な
い
重
罪
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

『稗
浄
土
群
疑
論
」
に
は

-
巻
況
帖
ロ
行
浄
土
如
地
観
等
言
作
是
観
者
除
八
十
億
劫
生

以
下
に
示
さ
れ
て
い
る
。

7
巻
M
帖
4
行

-
巻
汎
帖
凶
行
又
言
稽
偽
名
故
於
念
念
中
滅
八
十
億
劫
生
死

2
巻
ロ
帖
5
行
行
也
由
此
三
業
善
行
能
滅
八
十
億
劫
生
死
重

費
永
版

『稗
浄
土
群
疑
論
』
六
巻
一
五
帖
一
四
行
|
一
七
帖
八
行

2
巻
目
帖
日
行
除
八
十
億
劫
生
死
之
罪
捨
身
他
世
必
生
浄
例
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2
巻
目
帖
日
行
八
十
億
劫
生
死
重
罪
得
生
西
方
何
故
滅
罪
是

五

「穫
浄
土
群
疑
論
」
に
お
け
る
備
と
凡
夫
と
の
関
係



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書

l

3
巻
3
帖
3
行
能
滅
者
何
因
綬
言
於
念
念
中
滅
八
十
億
劫
生
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3
巻
目
帖
3
行
念
悌

一
撃
能
除
八
十
億
劫
生
死
重
罪
功
徳
元

4
巻
目
帖
4
行
八
十
億
劫
生
死
重
罪
得
生
西
方
其
義
十
也
言

4
巻
幻
帖
凶
行
念
中
除
八
十
億
劫
生
死
之
罪
斯
六
異
也
言
重

6
巻
幻
帖
日
行
下
生
稿
彼
偽
名
倶
滅
八
十
億
劫
生
死
之
罪
何

6
巻
幻
帖
凶
行
方
下
二
品
人
罪
漸
多
故
有
八
十
億
劫
等
罪
矯

6
巻
お
帖
7
行
其
罪
障
言
滅
八
十
億
劫
下
品
下
生
其
罪
最
重

6
巻
羽
帖
8
行
放
令
具
足
十
念
栴
阿
弥
陀
悌
於
今
年
必
中
滅
八

十
億
劫
生
死
之
罪
放
此
三
品
説
滅
罪
殊
非
是

6
巻
お
帖
日
行
悌
至
誠
由
心
徹
到
滅
除
八
十
億
劫
重
罪
問
若

6
巻
目
帖
1
行
億
何
故
同
前
八
十
億
劫
答
行
者
命
終
時
其
気

6
巻
却
帖

6
行
劫
受
罪
然
有
九
八
十
億
劫
罪
者
以
此
人
造
葱

6
巻
却
帖
7
行
重
罪
長
養
過
去
諸
飴
業
皆
令
有
力
能
招
九
八

十
億
劫
生
死
之
報
如
一
念
眠
心
現
前
能
焼

6
巻
初
帖
日
行
栴
悌
滅
八
十
億
劫
重
罪
得
生
浄
土
也

6
巻
目
帖
M
行
言
約
易
修
一
念
至
誠
即
能
滅
八
十
億
劫
生
死

6
巻
目
帖
ロ
行
滅
八
十
億
劫
生
死
之
罪
罪
既
滅
除
何
故
華
開

7
巻
目
帖
日
行
問
日
未
知
念
併
滅
八
十
億
劫
重
罪
得
生
西
方

※
平
成
八
年
に
伊
藤
行
人
氏
の
「
S
A
K
U
I
N
2
」
を
使
っ
て
編
集
し
た
拙

編

『縛
浄
土
群
疑
論
」
索
引
C

D

R

O

M
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照

さ
れ
た
い
。



法
然
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

藤
堂
恭
俊

序

説

阿
弥
陀
仏
信
仰
論
は
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
と
、
被
救
済
者
と
し
て
の
衆

生
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
基
盤
の
上
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
来

し
ば
し
ば
論
究
が
か
さ
ね
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、

た
だ
単
に
、
救
済
者
と
し
て
の
阿

弥
陀
仏
の
仏
身
(
三
身
説
中
の
報
身
仏
)
、
あ
る
い
は
本
願
(
救
済

四
十
八
願
の

分
類
、
第
十
八
王
本
願
)
に

つ
い
て
の
論
議
で
も
な
く
、

ま
た
た
だ
単
に
被
救
済
者

と
し
て
の
凡
夫
(
人
間
観
)
、
往
生
行
(
安
心
、
起
行
、
作
業
、
行
儀
)
、
往
生
浄
土

(
往
生
観
)
に

つ
い
て
の
論
議
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
論
議
を
重
層
的
に
統
合
し

つ
〉
、
救
済
者
と
被
救
済
者
と
が
い
か
に
か
か
わ
り
あ
い
、

そ
の
か
か
わ
り
を
と
お

し
て
被
救
済
者
は
い
か
に
質
的
な
転
換
を
す
る
か
、

と
い

っ
た
信
仰
の
具
体
的
種
々

相
を
解
明
す
る
の
が
、
こ
の
阿
弥
陀
仏
論
で
あ
る
。

被
救
済
者
は
、
救
済
者
に
と

っ
て
「
衆
生
は
無
辺
な
れ
ど
も
、

誓
っ

て
度
せ
ん
こ

と
を
願
う
」
と
誓
願
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
間
的

・
空
間
的
に
不
特
定
多
数
者
で
あ
る

が
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
は
、

そ
れ
ら
不
特
定
多
数
と
さ
れ
る
衆
生
の
一
人

ひ
と
り
を
差
別
す
る
こ
と
な
く
、
あ
た
か
も
、

ひ
と
り
子
を
愛
護

・
憐
慰
す
る
か
の

よ
う
に
平
等
視
し
て

一
人
ひ
と
り
を
救
済
し
て
や
ま
な
い
。
ま
た
、
救
済
者
と
い

っ
て
も
、
す
べ
て
の
仏
が
被
救
済
者
と
し
て
の
私
の
救
済
者
で
は
な
い
。
私
の
救
済

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

法
然
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阿
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陀
仏
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仰
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者
と
し
て
の
仏
は
、

い
か
な
る
系
列
の
仏
陀
観
に
属
す
る
仏
で
あ
る
か
を
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
。
仏
に
は
、
釈
迦
仏
を
基
点
と
す
る
そ
の
前
仏
と
し
て
の
過
去
仏
、
釈

迦
仏
を
継
承
す
る
後
仏
と
し
て
の
未
来
仏
と
い
っ
た
世
襲
制
的
系
列
に
属
す
る
地
上

出
現
の
仏
が
あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
時
間
・
空
間
の
制
約
を
こ
え
た
他
方
世
界
に

出
現
す
る
多
数
の
現
在
仏
が
あ
る
。
こ
の
な
か
、
被
救
済
者
と
し
て
の
私
が
、
信
何

の
対
象
と
し
て
救
済
を
何
ぐ
仏
は
、
後
者
の
仏
陀
観
に
属
す
る
仏
で
あ
り
、
法
報
応

の
三
身
説
中
の
報
身
仏
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
い
う
な
ら

ば
、
本
願
成
就
身
、
光
明
摂
取
身
、
来
迎
引
接
身
と
し
て
の
阿
弥
陀
一
仏
に
限
ら
れ

る
。
ま
た
、
被
救
済
者
は
無
辺
で
あ
る
が
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て

救
済
さ
れ
る
の
は

一
人
ひ
と
り
の
衆
生
で
あ
る
。
従
っ
て
救
済
さ
れ
る

一
人
ひ
と
り

を
、
衆
生
と
い
う
代
名
調
に
よ
っ
て
捉
え
る
の
は
あ
ま
り
に
も
抽
象
的
で
あ
る
か

ら
、
煩
悩
と
い
う
人
間
の
性
に
支
配
さ
れ
、

そ
れ
に
よ

っ
て
振
り
ま
わ
さ
れ
て
い
る

孤
独
者
と
し
て
の
私
と
い
う
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
は
、
絶
対
者
と
し
て
彼
此

二
岸
の
断
絶
を
こ
え
て
、
専
ら

一
人
ひ
と
り
の
救
済
に
か
か
わ
る
の
に
対
し
て
、
被

救
済
者
と
し
て
の
私
は
、
相
対
者
と
し
て
彼
岸
か
ら
絶
え
間
な
く
は
た
ら
き
か
け
て

い
る
阿
弥
陀
仏
の
救
済
を
専
ら
何
ぐ
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
救
済
者
と
し
て
の

阿
弥
陀
仏
と
被
救
済
者
と
し
て
の
私
と
は
、
決
し
て
「
と
」
に
よ
っ
て
対
等
に
並
立

祝
さ
れ
る
関
係
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀

仏
は
、
被
救
済
者
と
し
て
の
私
に
と
っ
て
「
私
の
救
い
主
、
阿
弥
陀
仏
」
と
し
て
頼

り

・
仰
が
れ
る
仏
で
あ
り
、
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救
済
者
の

一
人
ひ
と
り
を
「
私
の
か
け
替
え
の
な
い
愛
し
子
」
と
し
て
愛
護

・
憐
懲

し
、
救
済
す
べ
き
子
で
あ
る
、
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
被
救
済
者
と
し
て
の
私
は
、
人
間
の
性
に
支
配
さ
れ
な
が
ら
、

そ
の

命
ず
る
ま
ま
に
、
た
だ
こ
の
世
を
オ
ン
リ
ー
と
す
る
生
の
営
み
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
孤

独
者
で
あ
り
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
実
在
は
お
ろ
か
、
自
分
自
身
が
人
間

の
性
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
す
ら
把
握
で
き
な
い
ま
ま
、

そ
の
束
縛
か
ら

脱
出
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、

た
だ
自
身
の
こ
の
世
俗
に
お
け
る
栄
枯
盛

衰
や
、
肉
体
の
死
生
に
思
い
煩
ら
う
ば
か
り
の
哀
れ
な
生
存
者
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
る
に
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
は
、

そ
の
よ
う
な
世
俗
に
埋
没
し
て
い
る

私
を
し
て
束
縛
か
ら
脱
出
せ
し
め
、
死
生
に
思
い
煩
ら
い
の
な
い
私
に
転
換
せ
し
め

ょ
う
と
す
る
利
他
度
生
を
自
身
の
根
本
願
望
と
し
、
し
か
も
そ
の
願
望
を
成
就
さ
れ

た
救
済
者
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
そ
の
救
済
の
活
動
は
、
因
位
に
お
け
る
願
行
を
成

就
し
て
阿
弥
陀
仏
と
な
り
給
う
た
そ
の
時
以
来
、
迷
い
を
続
け
て
い
る
か
け
替
え
の

な
い
わ
が
子
に
向
っ
て
、
「
わ
が
名
を
と
な
え
よ
、
し
か
ら
ば
わ
が
国
に
迎
え
と
る
」

と
呼
び
か
け
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
絶
え
間
な
く
呼
び
続
け
ら
れ
て
い
る
。
被
救
済

者
と
し
て
の
迷
い
子
で
あ
る
私
は
、
阿
弥
陀
仏
の
そ
の
呼
び
か
け
の
声
、
願
成
就
の

救
済
の
聖
意
に
気
づ
く
と
、
気
づ
か
な
い
と
に
拘
ら
ず
、

そ
の
真
直
中
に
包
み
こ
ま

れ
、
被
救
済
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
被
救
済
者
と
い
う
表
現
は
、
救
済

者
に
よ
る
救
済
を
前
提
と
し
た
表
現
で
あ
る
か
ら
、
救
済
を
め
ぐ
る
能
所
の
関
係

は
、
救
済
者
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
の
願
成
就
の
聖
意
と
救
済
活
動
の
は
た
ら
く
中
に
成

立
す
る
。

被
救
済
者
と
し
て
の
私
は
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
願
成
就
の
聖
意

・
救
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済
活
動
の
は
た
ら
く
真
直
中
に
在
り
な
が
ら
、

そ
の
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
な
い

が
、
時
と
し
て
こ
の
世
の
営
み
に
蹟
き
、
死
生
に
思
い
煩
ら
っ
た
り
と
い
っ
た
こ
と

を
契
機
と
し
て
、

よ
う
や
く
阿
弥
陀
仏
の
呼
び
か
け
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
阿
弥

陀
仏
の
声
な
き
呼
び
か
け
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
南
無
阿
弥
陀

仏
と
み
名
を
声
に
だ
し
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
。
そ
の
私
の
と
な
え
る
称
名
の

一
声

一
声
ご
と
に
、
「
な
に
と
ぞ
、
こ
の
私
を
お
救
い
下
さ
い
」
と
い
う
切
な
る
思

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
は
久
し
く
待
ち
わ
び
て
い
た
私
の
切
な
る
思
い

を
託
し
た
称
名
の
声
に
応
じ
て
、
救
済
の
手
を
さ
し
の
べ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
「
わ
が
名
を
と
な
え
よ
、

し
か
ら
ば
わ
が
国
に
迎
え
と
る
」
と
い

う
阿
弥
陀
仏
の
呼
び
か
け
と
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
私
の
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い

う
称
名
の
声
と
に
は
呼
応
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
「
な
に
と
ぞ
、

こ
の
私
を
お
救
い
下
さ
い
」
と
い
う
私
の
切
な
る
思
い
を
託
し
た
南
無
阿
弥
陀
仏
の

声
と
、
そ
の
称
名
の
声
に
応
じ
る
阿
弥
陀
仏
の
救
済
活
動
に
も
、
呼
応
の
関
係
が
認

め
ら
れ
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏
と
み
名
を
称
え
る

一
声
一
声
に
、
阿
弥
陀
仏
と
私
は

「と
」
に
よ

っ
て
結
ぼ
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
私
の
か
け
替
え
の
な
い
愛
し
子
」
、

「私

の
救
い
主
、
阿
弥
陀
仏
」
と
し
て
、
救
済
者
と
被
救
済
者
が
一
つ
に
結
ぼ
れ
る
。

阿
弥
陀
仏
信
仰
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
主
軸
と
す
る
二
重
の
呼
応
関
係
の
上
に

成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
阿
弥
陀
仏
信
何
論
は
、
称
名
を
主
軸
と
す
る
二
重
の
呼
応

関
係
の
上
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
信
何
上
の
具
体
的
な
種
々
相
を
解
明
す
る
に
あ

る



阿
弥
陀
仏
信
何
を
論
ず
る
に
は
、
阿
弥
陀
仏
信
何
に
生
き
た
人
の
一
言
行
を
資
料
と

し
、
そ
れ
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。
法
然
上
人
こ
二
三
ニ
ー
ー
一
一
二
二
年
)
lま

口
称
念
仏
三
昧
発
得
と
い
う
体
験
者
で
あ
り
、
在
世
中
に
「
源
空
は
す
で
に
得
た
る

心
地
に
し
て
念
仏
は
申
す
な
り
」
(
「
上
人
つ
ね
に
仰
ら
れ
け
る
御
詞
」
第
二
十
三

『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
第
二
十

一
巻
所
収
)
と
述
懐
さ
れ
、
「
生
け
ら
ば
念
仏
の
功

つ
も
り
、
し
な
ば
浄
土
へ
ま
い
り
な
ん
。
と
て
も
か
く
て
も
、
此
身
に
は
思
ひ
わ
っ

ら
ふ
事
ぞ
な
き
と
思
ぬ
れ
ば
、
死
生
と
も
に
わ
づ
ら
ひ
な
し
」
(
「
向
上
」
第
二
十

七
)
と
い
う
心
境
に
達
せ
ら
れ
、
阿
弥
陀
の
信
何
を
生
き
抜
か
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
上
人
の
言
行
こ
そ
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
論
ず
る
最
適
な
資
料
と
す
べ
き
で
あ
る
。

法
然
上
人
の
言
行
は
、

そ
の
遺
文
と
伝
記
の
上
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に

こ
の
遺
文
と
伝
記
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
新
古
の
層
が
あ
り
、
伝
承
の
過
程
に
お
い
て
修

飾
、
布
街
、
改
鼠
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
注
意
深
く
見
極
め
て
良
質

な
資
料
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
く
に
遺
文
に
は
漢
語
と
和
語
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。
そ

の
な
か
和
歌
を
除
け
ば
、

ど
れ
一
つ
を
取
り
あ
げ
て
も
、
上
人
が
自
発

ほ
と
ん
ど
、

的
に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
他
の
需
め
に
応
じ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
、
上
人
が
自
身
の
宗
教
体
験
を
組
織
的
体
系
的
に
論
述
す
る

著
作
人
で
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
和
語
の
遺
文
に
は
消
息
、

問
答
、
法
語
と
い
う
類
が
あ
る
が

い
づ
れ
も
相
手
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
上
人
は
ま
さ
に
対
機
説
法
の
人
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
考
え
て
み
る
に
、
上
人
は
自
身
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
客
観
的
に
論
述
す
る
こ

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

法
然
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
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と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
自
発
的
に
い
く
つ
か
の
和
歌
を
遺
し
て
い
る
の
で
、

そ

の
心
情
を
汲
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
信
何
を
同
じ
く
す
る
道
俗
か
ら

の
問
い
に
答
え
て
い
る
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
信
何
に
対
す
る
幅
広
い
具
体
的
な
種
々
相

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
も
か
く
、
現
存
す
る
宗
祖
法
然
上
人
の
言
行
に
関
す
る
資
料
を
駆
使
し
な
が

ら
、
上
人
を
と
お
し
た
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
思
う
。

阿
弥
陀
仏
信
何
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て

い
か
に
取
り
組
む
こ
と
が
最
勝
の
方
法

で
あ
ろ
う
か
。
法
然
上
人
は
、
「
光
明
偏
照
十
方
世
界

念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
の

こ
〉
ろ
を
」
と
題
し
て

月
か
け
の
い
た
ら
ぬ
き
と
は
な
け
れ
と
も

な
か
む
る
ひ
と
の
こ
〉
ろ
に
そ
す
む

此
歌
入
続
千
載
集

『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
第
三
十
巻
第
六
段
所
収
)

(

1

)

と
い
う
和
歌
を
遺
し
て
い
る
。

こ
の
和
歌
は
上
人
の
何
歳
の
と
き
、

ど
こ
で
詠
ま
れ
た
か
審
ら
か
で
な
い
が
、

『観
無
量
寿
経
』
第
九
仏
身
観
の
な
か
に
説
か
れ
る
摂
益
の
文
の
心
を
詠
ま
れ
た
和

歌
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
「
月
か
げ
の
い
た
ら
ぬ
さ
と
は
な
け
れ
ど
も
」
と
い
う
前

半
の
句
と
、
「
な
か
む
る
ひ
と
の
こ
〉
ろ
に
そ
す
む
」
と
い
う
後
半
の
句
と
に
分
け

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
の
句
は
、
被
救
済
者
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
迷
え
る

人
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
、
阿
弥
陀
仏
の
救
済
の
心
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
後
半
の
句
は
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
の
救
済
の
心
に
こ
た
え
る
被
救
済
者

の
心
を
表
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
半
の
句
は
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
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の
立
場
に
た
っ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
後
半
の
句
は
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏

の
救
済
を
何
ぎ
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
被
救
済
者
の
立
場
に
立

っ
て
理
解
す
べ
き
で
あ

る
。
と
は
い
っ
て
も
、
前
半
の
句
と
後
半
の
句
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
視
さ
る
べ
き
で
な

く
、
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
救
い
の
世
界
を
表
明
し
、
阿
弥
陀
仏
信
何
の
実
態
を
歌

い
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
救
済
者
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
と
被
救
済
者
と
し
て

の
凡
夫

つ
ま
り
仏
と
凡
と
の
呼
応
関
係
の
上
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か

る
視
点
に
た
っ
て
、
法
然
の
自
詠
の
和
歌
を
中
心
と
し
て
論
究
を
進
め
よ
う
と
思

う

法
然
の
遺
文
に
は
、
漢
語
と
和
語
の
二
様
が
現
存
し
て
い
る
。
し
か
し
和
漢
い
ず

れ
の
遺
文
も
、
例
え
ば
、

『選
択
集
』
の
よ
う
に
執
筆
依
頼
に
こ
た
え
て
の
撰
述
で

あ
っ
た
り
、
東
大
寺
に
お
け
る
三
部
経
の
講
釈
や
『
逆
修
説
法
」
の
よ
う
に
招
請
に

こ
た
え
て
の
講
釈

・
説
法
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
人
の
質
問
に
対
す
る
返
答
で
あ
っ
た

り
、
書
翰
に
対
す
る
返
信
で
あ

っ
た
り
と
い
う
よ
う
に
、
他
の
求
め
に
応
じ
て
示
さ

れ
た
内
容
が
多
い
。
し
か
し
自
詠
の
和
歌
は
、
法
然
が
自
身
の
信
仰
の
世
界
を
、
自

発
的
に
三
十
一
文
字
の
上
に
表
現
し
た
内
容
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
随
自
意
と
随
他

意
の
相
異
を
重
視
す
る
限
り
、
仏
凡
の
人
格
的
呼
応
関
係
と
い
う
念
仏
信
何
の
内
実

を
理
解
す
る
上
に
お
い
て
は
、
随
自
意
よ
り
な
る
自
詠
の
和
歌
に
そ
の
素
材
を
求
め

る
こ
と
に
至
当
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

法
然
の
和
歌
は
、

了
恵
道
光
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

『黒
谷
上
人
語
灯
録
』
巻

一

五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
諸
人
伝
説
の
詞
」
に
続
い
て
九
首
を
連
載
し
て
い
る
。
し

か
る
に
こ
れ
よ
り
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
遺
文
集
で
あ
る
醍
醐
本

「法
然
上
人
伝
記
』

や

「西
方
指
南
抄
』
に
は
、
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い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
法
然

の
和
歌
を
ま
っ
た
く
収
録
し
て
い
な
い
。

『法
然
上
人
行
状
画
図
』
(
以
下

『四
十
八

巻
伝
』
と
略
称
)
に
は
第
三
十
巻
に
十
七
首
の
和
歌
を
載
せ
て
い
る
。
『
和
語
灯
録
』

と

『
四
十
八
巻
伝
」
の
双
方
に
収
録
さ
れ
て
い
る
和
歌
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
四

十
八
巻
伝
」
で
は
無
題
の
和
歌
を
七
首
収
録
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
は
一
首
あ
て
題

名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『和
語
灯
録
」
に
は
す
べ
て
題
名
は
付
さ
れ

て
い
な
い
。

さ
て
こ
こ
に
、
法
然
の
念
仏
信
仰
に
お
け
る
仏
凡
聞
に
み
ら
れ
る
人
格
的
呼
応
関

係
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
双
方
に
共
通
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

月
か
げ
の
い
た
ら
ぬ
さ
と
は
な
け
れ
と
も

な
か
む
る
人
の
こ
〉
ろ
に
ぞ
す
む

と
い
う
和
歌
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
解
明
を
す
す
め
よ
う
と
思
う
。

仏
凡
の
人
格
的
呼
応
関
係

光
明
の
摂
不
摂
|
|
「月
か
け
の
い
た
ら
ぬ
さ
と
は
な
け
れ
ど
も
」

「
ひ
か
り
」
「
光
明
」
そ
れ
は
大
自
然
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
日
光
で
も
、
月
光
で
も

な
く
、

さ
ら
に
電
灯
な
ど
の
人
工
的
な
ひ
か
り
で
も
な
く
、

そ
れ
ら
が
よ
く
照
ら
す

こ
と
の
で
き
な
い
人
間
の
心
内
を
照
射
し
、
人
間
に
み
ず
か
ら
の
影
、
聞
を
知
ら
し

め
、
か
つ
閣
を
破
し
そ
の
は
た
ら
き
を
転
じ
「
変
成
」
せ
し
め
る
阿
弥
陀
仏
の
光
明

で
あ
る
。

阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
は
、
浄
影
寺
慧
遠
(
五
二
三

五
九
二
)
に
よ
っ
て
摂
法



身
の
願
ご
二
、

一一、

一
七
)
摂
浄
土
の
願
(
三
十
一
、
三
十
二
)
お
よ
び
摂
衆

生
の
願
(
ほ
か
の
四
三
願
)

の
三
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
第
十
八
願
念

仏
往
生
の
願
に
つ
い
て
法
然
は
そ
の
著
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
第
六
章
私
釈
段
の
な

か
で

「為
本
願
中
之
王
也
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
王
本
願
を
め
ぐ
っ
て
法
然
は

『三
部
経
釈
』
に
お
い
て
「
名
号
を
も
っ
て

(
往
生
の
)
因
と
し
て
衆
生
を
引
接
し

給
ふ
事
を
一
切
衆
生
に
あ
ま
ね
く
き
か
し
め
ん
が
た
め
に
、
第
十
七
(
諸
仏
称
揚

の
)
願
」
を
た
て
ら
れ
、

さ
ら
に

「横
に
一
切
衆
生
を
ひ
ろ
く
摂
取
せ
ん
が
た
め

に
」
第
十
二
光
明
無
量
の
願
を
た
て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
竪
に
十
万
世
界
を
ひ
ろ

く
利
益
せ
ん
が
た
め
に
」
第
十
三
寿
命
無
量
の
願
を
た
て
ら
れ
た
と
指
摘
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
第
十
二
、
十
三
、
十
七
の
三
願
は
も
と
も
と
阿
弥
陀
仏
が
成
仏
の
た
め

に
因
位
に
お
い
て
た
て
ら
れ
た
自
利
の
顕
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
自
利
の

願
は
願
成
就
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
、
第
十
八
念
仏
往
生
の
願
を
扶
翼
し
、
助
成
す
る

利
他
の
は
た
ら
き
と
し
て
、
利
他
度
生
に
か
か
わ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
法
然
の
見
解

に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。
し
て
み
る
と
第
三
十

一
国
土
清
浄
の
願
と
第
三
十
二
厳
飾
の

二
願
も
ま
た
さ
き
の
三
願
と
お
な
じ
よ
う
に
、
も
と
も
と
阿
弥
陀
仏
自
身
が
成
仏
の

た
め
に
た
て
ら
れ
た
国
土
に
関
す
る
自
利
の
顕
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
の
願
成
就
に

お
い
て

一
切
衆
生
を
し
て
阿
弥
陀
仏
国
土
を
欣
慕
せ
し
め
、

さ
ら
に
称
名
の
行
者
を

迎
え
る
救
済
の
場
と
し
て
の
は
た
ら
き
を
持
つ
に
い
た
る
、

と
理
解
し
得
る
で
あ
ろ

ぅ
。
法
然
は

『三
部
経
釈
』
に
お
い
て
「
阿
弥
陀
如
来
の
国
土
を
成
就
し
給
ふ
も
、

衆
生
を
引
接
せ
ん
が
た
め
な
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
所
以
も
、

そ
こ
に
あ
る
と
い
っ

て
も
よ
い
。
し
て
み
る
と
第
十
二
、
十
三
、
十
七
の
三
願
と
第
三
十

て

三

十
二
の

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

ー」

/¥ 

法
然
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

二
願
、
総
じ
て
こ
れ
ら
の
五
願
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
願
成
就
に
お
い
て
、
第
十
八
念
仏

往
生
の
願
を
主
軸
と
す
る
四
十
三
願
と
共
に
、
利
他
度
生
の
は
た
ら
き
を
す
る
こ
と

を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
月
か
け
の
い
た
ら
ぬ
さ
と
は
な
け
れ
と
も
」
と
、
「
さ
へ
ら
れ
ぬ
ひ
か
り
の
あ
る

を
」
と
い
う
両
句
の
そ
れ
ぞ
れ
に
示
さ
れ
る
「
ひ
か
り
」
を
、

一
切
衆
生
に
向
か
っ

て
は
た
ら
き
か
け
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
二
光
明
無
量

の
願
が
そ
の
成
就
に
お
い
て
利
他
度
生
の
は
た
ら
き
に
転
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
こ
ま
つ
の
も
と
を
す
み
か
に
て
」
と
い
う
臨
終
来
迎

を
待
ち
わ
び
る
願
望
は
、
法
然
の
居
住
所
と
し
て
の
九
条
兼
実
の
邸
宅
で
あ
る
小
松

殿
を
指
す
と
同
時
に
、
「
千
と
せ
ふ
る
」
と
い
う
表
現
が
お
か
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、

阿
弥
陀
仏
が
成
仏
以
来
、
無
量
蕎
の
往
昔
よ
り
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
称
名
の
願
生

者
を
待
ち
わ
び
ら
れ
る
本
願
大
慈
悲
心
の
真
只
中
に
摂
尽
さ
れ
て
い
る
法
然
の
心
的

住
所
を
歌
っ
た
句
で
あ
る
、
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
然
は

「師
秀
説
州
』

の
三
七
日
の
条
に
お
い
て

菊
陀
如
来
護
一一
蕎
命
無
量
願
一
非
下
盛岡
一一
御
身
一求
中
長
書
之
果
報
か
篤
一一
済
度
利

生
可
v
久
。
又
篤
レ令
三
衆
生
委
-一
欣
求
之
心
一也。

一
切
衆
生
皆
願
一一
書
長
事
一

故
也
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
は
そ
の
発
願
に
お
い
て
願
成
就
の
上
に
そ
な
わ
る

べ
き
利
他
度
生
の
は
た
ら
き
を
予
想
し
て
い
る
こ
と
に
き
ず
か
さ
れ
る
。
い
っ
て
み

れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
因
位
の
発
願
に
お
い
て
一
切
衆
生
を
そ
の
願
心
の
な
か

に
包
み
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
総
じ
て
阿
弥
陀
仏
は
、
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ま
さ
に
全
分
他
受
用
身
と



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

し
て
の
本
願
成
就
身
で
あ
り
一
切
衆
生
を
済
度
す
る
救
済
仏
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ

阿
弥
陀
仏
は
、

一
切
衆
生
に
向
か
っ
て
一
律
平
等
に
漏
れ
な
く
「
ひ
か
り
」
を
照
射

し
て
影
を
示
し
、

そ
の
閣
を
知
ら
し
め
、
本
願
大
慈
悲
の
よ
び
か
け
に
気
ず
か
し

め
、
称
名
行
者
の
一
声
一
声
に
こ
た
え
て
そ
の
目
前
に
姿
を
現
じ
給
う
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
阿
弥
陀
仏
の
称
名
の
声
に
呼
応
す
る
人
格
身
で
あ
る
。

法
然
は

『師
秀
説
州
』
の
三
七
日
の
条
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
常
光
と

神
通
光
の
二
種
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

此
阿
蒲
陀
悌
常
光
、
於
ニ
八
万
上
下
無
央
数
諸
併
園
土

一無
ν
所
ν
不
レ
照
。
八
方

上
下
付
二
極
集
一指
ニ
方
角
一世。

就
-一
此
常
光
一有
一一
異
説
↓
則
平
等
覚
綬
惣
云
一
一身
光
↓
異
説
往
生
要
集
勘
レ
之、

可
レ
見
失
。
常
光
者
長
照
不
断
照
光
也
。

次
神
通
光
者
、
是
別
別
照
光
也
。
知
下
稗
迦
来
欲
説
二
法
花
経
一之
時
照
中
東
方

高
八
千
土
上
者
、
則
神
通
光
也
。

阿
菊
陀
悌
神
通
光
者
、
掻
取
不
捨
光
明
也
。
有
一一
念
悌
衆
生
一之
時
照
、
無
-一
念

例
衆
生
一之
時
無
レ
照
故
也
。
(
中
略

得
一一
如
レ
是
殊
勝
光
一事
、
則
酬
ニ
因
位
願
行
プ
謂
彼
偽
法
裁
比
丘
昔
、
於
-一
世
自

在
王
悌
所
」
奉
レ
見
ニ
二
百
一
十
億
諸
例
光
明
一
選
揮
思
惟
願
言
。
設
我
得
レ偽

光
明
有
一一
能
限
量
一、
下
至
レ
不
ν
照
二
百
千
億
那
由
他
諸
悌
園
一者
、
不
レ
取
一一
正

費
↓
云
々

愛
二
此
願
一之
後
兆
載
永
劫
之
問
、
積
ν
功
累
ν
徳
願
行
倶
穎
得
ニ
此

光

こ
の
な
か
常
光
は

『無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
(
後
漢
支
婁
迦
識
訳
)
巻
第
一
に
示
さ

れ
る
「
仏
頂
中
光
明
」
あ
る
い
は

『観
無
量
寿
経
』
(
劉
宋
直
良
耶
舎
訳
)
第
九
真
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身
観
文
に
一不
さ
れ
る
「
無
量
蕎
仏
身
相
光
明
」
、

そ
れ
ぞ
れ
項
光
、
頂
光
、
身
光
、

と
い
う
よ
う
に
表
現
に
統
一
を
欠
く
が
、
総
て
そ
の
内
容
は
常
光
の
表
現
と
し
て
受

け
と
ら
れ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
常
光
は
、
あ
ま
ね
く
十
方
世
界
に
漏
れ
な
く
ゆ
き
わ
た

り
、
す
べ
て
の
も
の
を
一
律
平
等
に
摂
尽
す
る
「
長
時
不
断
照
光
」
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
神
通
光
は
、
善
導
大
師
の

『観
念
法
門
」
に
示
さ
れ
る
「
身
相
明
等
光
一

一
遍
照
十
万
世
界
但
有
専
念
阿
弥
陀
仏
衆
生
彼
仏
心
光
常
照
是
人
摂
護
不
捨
」
と
同

義
異
語
と
考
え
ら
れ
、
念
仏
す
る
も
の
だ
け
が
摂
益
を
蒙
る
摂
取
不
捨
の
光
明
で
あ

る
。
こ
の
光
明
に
関
す
る
二
義
は
、
「
月
か
げ
」
の
和
歌
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
和
歌
の
前
半
の
句
は
常
光
を
内
容
と
し
、
後
半
の
句
は
神

通
光
を
内
容
と
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
然
は
常
光
と
神
通
光
に
つ
い
て
個
別
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。
常
光
に
つ
い
て

は
「
長
時
不
断
照
光
」
と
言
い
神
通
光
に
つ
い
て
は
「
別
別
照
光
」
と
い
う
の
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
常
光
と
神
通
光
と
は
あ
く
ま
で
も
個
別
の
光
明
な
の
だ
ろ

う
か
、
あ
る
い
は
、
光
源
を
一
に
す
る
光
明
で
あ
る
か
が
説
明
す
る
に
当
た
っ
て
そ

の
特
徴
を
捉
え
て
個
別
に
説
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
で
あ
る
常

光
も
神
通
光
も
と
も
に
法
然
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
因
位
に
お
け
る
「
願
行
に
こ

た
え
」
た
願
成
就
の
光
明
で
あ
る
か
ぎ
り
、
願
心
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
願

心

・
本
願
の
聖
意
に
、
摂
取
不
捨
す
べ
き
衆
生
と
不
摂
取
す
べ
き
衆
生
と
い
う
よ
う

な
差
別
の
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
光
明
に
照
射
さ
れ
る
者
は
念
仏
者
で
あ

つ
で
も
な
く
て
も
、
念
仏
に
反
駁
す
る
者
も
、
無
関
心
の
者
も
を
し
な
べ
て
一
律
平



等
に
救
済
す
べ
き
衆
生
と
し
て
、
な
ん
の
変
わ
り
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
て
み
る

と
、
こ
れ
ら
の
衆
生
は
そ
の
ま
ま
常
光
の
真
只
中
に
摂
尽
さ
れ
て
い
る
が
、

「念
仏

衆
生
有
時
照
、
念
仏
衆
生
無
時
照
無
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
念
仏
す
る
者
だ

け
が
光
明
を
享
受
し
、
摂
益
を
蒙
る
。
こ
の
光
明
に
神
通
光
と
い
う
名
称
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
と
も
か
く
阿
弥
陀
仏
の
本
願
聖
意
の
波
長
に
あ
わ
せ
る
か
否
か
に
か
か

わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
摂
取
の
光
明
の
真
只
中
に
摂
尽
さ
れ
て
い
て

も
、
そ
れ
に
背
を
向
付
て
、
光
明
の
波
長
を
捉
え
よ
う
と
し
な
い
人
に
あ
っ
て
は
、

摂
取
不
捨
の
光
明
も
不
摂
取
の
光
明
と
い
う
外
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
光
明
に
よ
る

摂
取

・
不
摂
取
は
、

一
に
か
か
っ
て
衆
生
の
側
に
お
け
る
出
来
事
で
あ
っ
て
、
光
明

そ
れ
自
身
は
享
受

・
不
享
受
双
方
の
衆
生
を
摂
尽
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏

の
救
済
の
願
心
は
、

そ
れ
ほ
ど
広
大
無
辺
で
あ
り
、
親
心
そ
の
も
の
で
あ
る
。

口
称
念
仏
者
に
お
け
る
仏
凡
の
隔
絶
と
近
親
|
|
「
な
か
む
る
人
」
|

法
然
は
長
い
年
月
に
わ
た
る
仏
道
修
行
を
と
お
し
て
、

二
つ
の
自
覚
を
も
っ
た
。

そ
の
一
つ
は
高
弟
の
弁
長
(
二
六
二
一
二
三
八
)
が
そ
の
著
書

『徹
選
択
集
』

巻
上
に
、
師
の
述
懐
と
し
て
示
し
て
い
る
。
「
三
学
非
器
」
の
自
覚
で
あ
る
。
法
然

が
比
叡
山
に
お
い
て
聖
道
門
の
修
行
に
と
り
く
み
、
我
が
身
我
が
心
の
上
に
戒
定
慧

の
三
学
を
ま
ど
か
に
実
現
す
べ
く
精
進
努
力
を
か
さ
ね
た
。
し
か
る
に
、
そ
の
成
果

は
念
願

・
期
待
と
は
裏
腹
に
、

三
学
を
全
う
し
得
な
い
自
分
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

み
ず
か
ら
の
精
進
努
力
を
も
っ
て
し
で
も
、

な
お
、
三
学
の
全

う
を
囲
む
、
打
ち
破
る
こ
と
の
で
き
な
い
障
害
を
自
分
自
身
の
う
ち
に
発
見
し
た
こ

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明
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と
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
仏
道
を
実
践
す
る
そ
の
当
体
、

い
わ
ゆ
る
器

・
機
に
か
か

わ
る
内
省
で
あ
り
、
自
覚
で
あ
る
。
戒
定
慧
の
三
学
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
出
離
得
脱

し
得
な
い
と
い
う
の
が
、
仏
道
の
常
規
で
あ
る
。
三
学
非
器
を
自
覚
し
た
法
然
に
と

っ
て
こ
の
こ
と
は
、

出
離
得
脱
の
道
を
断
た
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
苦
悩
の
深
さ
を
図
り
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
苦
悩
の
一
端
は
、

「
昨
日
も
い
た
ず
ら
に
く
れ
ぬ
、
今
日
も
又
む
な
し
く
あ
け
ぬ
。
い
ま

い
く
た
び
か

く
ら
し
、

い
く
た
び
か
あ
か
さ
ん
と
す
る
」
と
い
う
絶
望
の
言
葉
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

ム
ユ
つ
の
自
覚
は
、

口
称
念
仏
の
一
行
に
徹
し
た
法
然
が
「
十
悪
の
法
然
房
、
愚

療
の
法
然
一房
」
と
述
懐
し
た
罪
悪
の
凡
夫
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
と
い
う
自
覚
で
あ

る
。
こ
の
自
覚
は
口
称
の
一
行
を
と
お
し
て
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
ら
し
出
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
影
、
心
内
の
閣
に
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ

は
、
な
す
べ
き
善
は
努
力
を
か
さ
ね
な
が
ら
も
容
易
に
行
い
得
ず
、
な
す
べ
か
ら
ざ

る
悪
は
心
な
ら
ず
も
行
う
私
こ
そ
罪
悪
の
凡
夫
で
あ
り
、
貧

膜

療
の
三
毒
煩
悩

に
振
り
因
さ
れ
て
生
死
界
に
流
転
を
続
け
「
無
有
出
離
之
縁
」
の
私
こ
そ
煩
悩
具
足

の
凡
夫
で
あ
る
、

と
い
う
自
覚
で
あ
る
、
法
然
は
「
煩
悩
を
心
の
あ
る
じ
と
し
て
念

仏
を
心
の
ま
ら
う
人
と
す
る
事
は
、
雑
毒
虚
仮
の
善
に
て
往
生
に
は
き
ら
は
る
る

也
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
煩
悩
を
も

っ
て
自
分
自
身
の
主
人
公
と
し
て
、

そ
の
命

ず
る
ま
ま
の
日
暮
ら
し
を
か
さ
ね
て
い
る
私
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
救
い
主

で
あ
る
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て

「阿
弥
陀
ほ
と
け
我
を
た
す
け
た
ま
え
」
(
常
に
仰
せ

ら
れ
け
る
詞
)
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と
い
う
思
念
を
口
称
の
一
声
一
声
に
の
せ
、

そ
の
思
い
と
口
称
の
行



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

が
つ
の
れ
ば
募
る
ほ
ど
「
煩
悩
を
心
の
あ
る
じ
」
と
し
、

な
す
べ
き
こ
と
を
怠
り
、

な
す
べ
か
ら
ざ
る
を
行
う
私
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
願
大

慈
悲
心
の
懐
の
真
只
中
に
摂
尽

・
摂
取
さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
覚
と
裏
表
を
な
す
と

い
っ
て
よ
い
。
「
さ
え
ら
れ
ぬ
ひ
か
り
の
あ
る
を
お
し
な
へ
て

へ
た
て
か
ほ
な
る

あ
さ
か
す
み
か
な
」
と
い
う
自
詠
の
和
歌
は
ま
さ
に
こ
の
心
を
よ
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
る
。こ

の
よ
う
に
、
「
三
学
非
器
」
と
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
と
い
う
こ
つ
の
自
覚
を

理
解
す
る
と
、
前
者
は
浄
土
土
木
帰
人

・
開
宗
以
前
に
お
い
て
「
難
証
の
聖
道
」
と
も

「
聖
道
難
行
の
さ
か
し
き
道
」
と
も
い
わ
れ
る
聖
道
門
の
修
行
を

「
か
ち

(
徒
歩
)
」

と
い
う
自
力
の
実
践
を
と
お
し
て
得
ら
れ
た
自
覚
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者

は
浄
土
帰
人

・
開
宗
以
後
に
お
い
て
「
易
往
の
浄
土
」
と
も
「
易
行
道
」
と
も
い
わ

れ
る
浄
土
門
他
力

・
「
阿
弥
の
願
の
ふ
ね
に
の
り
て
」

・
称
名
の
一
行
を
は
げ
む
こ
と

を
と
お
し
て
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
知
ら
し
め
ら
れ
、
気
づ
か
さ
れ
た
自
覚
で
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
点
で
、
こ
の
二
つ
の
自
覚
を
同

一
視
す
る
こ
と
な
く
、
別
個
の
も
の
と
し

て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
法
然
に
お
い
て
こ
の
二
つ
の
自
覚
は
、
個
々

ば
ら
ば
ら
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
前
者
の
自
覚
は
、
浄
土
帰
人
へ
の
踏
台
の
役
割
を

は
た
す
も
の
で
あ
り
、

三
学
非
器
の
自
覚
が
あ

っ
て
こ
そ
自
力
に
よ
る
得
脱
の
道
を

捨
離
し
て
、
他
力
に
よ
る
救
済
を
仰
ぐ
に
至

っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
実
に
法
然

の
三
学
非
器
の
自
覚
は
、
偉
大
な
る
転
換
を
さ
せ
る
要
因
で
あ

っ
た。

罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
と
い
う
自
覚
は
、
仏
凡
の
隔
絶
で
も
あ

る
。
口
称
の
一
行
を
と
お
し
て
思
念
が
阿
弥
陀
仏
に
向
か
っ
て
は
た
ら
け
ば
は
た
ら

く
ほ
ど
に
、
阿
弥
陀
仏
と
の
聞
に
こ
え
が
た
い
断
絶
の
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
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の
で
あ
る
。
だ
か
ら
三
学
非
器
に
お
け
る
出
離
得
脱
の
道
が
断
た
れ
た
と
い
う
絶
望

感
と
相
異
す
る
。
救
い
主
阿
弥
陀
仏
の
本
願
聖
意
の
懐
の
な
か

・
摂
取
不
捨
の
光
明

の
真
只
中
に
あ
っ
て
の
隔
絶
感
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
口
称
の
一
行
は
念
仏
者
を
し

て
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
隔
絶
感
を
い
だ
か
せ
し
め
る
だ
け
で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
私

を
救
い
た
ま
え
と
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
み
名
を
称
え
る
。
そ
の
念
仏
者
の
身
口
意
の

三
業
に
応
じ
て
人
格
的
に
対
応
す
る
阿
弥
陀
仏
に
親
近
感
を
い
だ
か
し
め
ら
れ
る
。

法
然
は
、

『往
生
浄
土
用
心
』
の
な
か
に
お
い
て
、

た
〉
し
善
導
の
三
縁
の
中
の
、
親
縁
を
緯
し
給
ふ
に
、
衆
生
ほ
と
け
を
穏
に
す

れ
は
、
併
こ
れ
を
見
給
ふ
。
衆
生
岬
仰
を
と
な
う
れ
は
、
悌
こ
れ
を
き
〉
給
ふ
。

衆
生
仰
を
念
す
れ
は
、
悌
も
衆
生
を
念
し
給
ふ
。
か
る
か
ゆ
へ
に
阿
繍
陀
悌
の

三
業
と
行
者
の
三
業
と
、

か
れ
こ
れ
(
彼
此
)

ひ
と
つ
に
な
り
て
、
偽
も
衆
生

も
お
や
子
の
こ
と
く
な
る
ゆ
へ
に
、
親
縁
と
な
っ
く
と
候
め
れ
は
、
御
手
に
す

す
を
も
た
せ
給
と
候
は
〉
、
悌
こ
れ
を
御
ら
ん
候
へ
し
。
御
心
に
念
悌
申
す
そ

か
し
と
お
ほ
し
め
し
候
へ
は
、
例
も
衆
生
を
念
し
給
ふ
へ
し
。
さ
れ
は
併
に
見

え
ま
い
ら
せ
、
念
せ
ら
れ
ま
い

ら
す
る
御
身
に
て
わ
た
ら
せ
給
は
ん
と
す
る

也
。
さ
は
候
へ
と
も

つ
ね
に
御
し
た
の
は
た
ら
く
へ
き
に
て
候
也
。
三
業
相

態
の
た
め
に
て
候
へ
し
。
三
業
と
は
身
と
口
と
意
と
を
申
候
也
。
し
か
も
併
の

本
願
の
稽
名
な
る
か
ゆ
へ
に
、
聾
を
本
鉢
と
は
お
ほ
し
め
す
へ
き
に
て
候
。

と
説
い
て
い
る
。

阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
よ
っ
て
内
心
の
閣
を
照
ら
し
だ
さ
れ
れ
ば
照
ら
さ
れ
る
ほ
ど



に
、
自
分
は
罪
悪
生
死
煩
悩
具
足
凡
夫
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
に
遠
く
へ
隔
た
る
こ
と

際
限
の
な
い
私
で
あ
る
、

と
い
う
思
い
を
深
め
る
。
乙
の
隔
絶
聞
が
つ
の
れ
ば
募
る

ほ
ど
「
阿
弥
陀
仏
ほ
と
け
、

わ
れ
を
た
す
け
た
ま
え
」
と
い
う
切
な
る
思
い

業
)
に
か
ら
れ
、

そ
の
思
い
を
声
に
託
し

・
の
せ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
名
の
一
行

(
口
業
)

に
励
み
、
仏
前
に
ぬ
か
ず
い
て
礼
拝
(
身
業
)
を
か
さ
ね
る
。
こ
の
念
仏

者
の
阿
弥
陀
仏
に
向
け
ら
れ
た
働
き
を
受
け
た
阿
弥
陀
仏
は
、

そ
の
礼
拝
の
姿
を
、

我
が
名
を
称
え
る
称
名
の
声
を
、
「
た
す
け
た
ま
え
」
の
思
い
を
、
も
ら
す
こ
と
な

く
見
、
問
、
知
し
た
ま
う
の
で
あ
る
。
善
導
は
、
こ
の
凡
夫
と
仏
と
の
交
流
、
呼
応

の
関
係
を
「
親
縁
」
(
『
観
無
量
寿
疏
』
定
善
義

第
九
観
の
釈
)

と
名
ず
け
て
い

る
。
法
然
は
、
念
仏
者
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
を
ま
ち
わ
び
る
阿
弥
陀
仏
に
つ
い

て、
晴
陀
の
本
願
を
決
定
成
就
し
て
、
極
祭
世
界
を
荘
厳
し
た
て
三
御
目
を
見
ま
は

し
て
、

わ
か
(
我
)
名
を
と
な
ふ
る
人
ゃ
あ
る
と
御
ら
ん
し
、
御
み
〉
を
か
た
ふ
け

て
、
わ
か
名
を
稿
す
る
仏
ゃ
あ
る
と
、

よ
る
ひ
る
き
こ
し
め
さ
る
〉
也
。
(
示
或
人

五
回
)

と
示
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
こ
そ
ま
さ
に
、
仏
凡
の
呼
応
を
捉
え
て
あ
ま
り
が
な

し3
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こ
の
よ
う
に
念
仏
者
が
身
に
礼
拝
し
、

口
に
称
名
し
、
心
に
憶
念
す
る
と
い
う
阿

弥
陀
仏
に
向
け
ら
れ
た
は
た
ら
き
か
け
は
、
決
し
て

一
方
通
行
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
阿
弥
陀
仏
は
こ
れ
に
応
え
る
に
見

・
聞

・
知
を
も

っ
て
念
仏
者
の
身
口
意
の
三

業
に
対
応
し
た
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
善
導
は

「彼
此
三
業
不
相
捨
離
」
と

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明
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章
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い
、
法
然
は
「
か
れ
こ
れ
ひ
と
つ
に
な
り
て
、
仏
も
衆
生
も
お
や
子
の
ご
と
く
な

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
凡
か
ら
仏
へ
、
仏
か
ら
凡
へ
と
い
う
人
格
的
呼
応

意

関
係
が
称
名
念
仏
の
一
行
の
上
に
具
現
す
る
。
こ
の
こ
と
は
俗
の
言
葉
を
も
っ
て
す

れ
ば
、

ま
さ
し
く

「
手
ご
た
え
」
で
あ
り
、
仏

・
凡
の
双
方
に
お
い
て
感
取
す
る

「
手
ご
た
え
」
で
あ
る
。
こ
の
感
応
道
交
の
不
思
議
は
、
人
間
の
思
慮

・
分
別
の
よ

く
捉
ふ
え
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
「
心
を
い
た
し
、

ま
こ
と
を
は
げ
む
」
な
ら
ば
、

必
ず
や

「
手
ご
た
え
」
・
「
し
る
し
」
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
法
然
は
「
し
る
し
な
く

し
て
は
、

わ
が
心
に
は
づ
べ
し
」
(
和
語
灯
録
)

と
言
い
切
っ
て
い
る
。
ま
た
、
念

仏
の
信
仰
が
、
高
揚
す
れ
ば
す
る
に
し
た
が
っ
て
自
詠
の
「
夏
」
の
和
歌
の
よ
う
に

「
ほ
と
け
に
い
つ
か
あ
ふ
ひ
く
さ
」
と
、
阿
弥
陀
仏
と
の
対
面
を
願
う
心
が
お
こ
り
、

さ
ら
に
ま
た
、
自
詠
の
「
逢
仏
法
捨
命
と
い
へ
る
こ
と
を
」
と
題
す
る
和
歌
に
お
け

る
よ
う
に
「
あ
ふ
に
は
身
を
も
、
を
し
み
や
は
す
る
」
と
ま
で
、

万
難
を
は
い
し
て

も
阿
弥
陀
仏
を
見
た
て
ま
つ
り
た
い
、

と
い
う
心
情
に
か
ら
れ
る
。
こ
の
見
仏

・
対

面
の
お
も
い
を
口
称
の
一
行
に
た
く
す
る
な
ら
ば
阿
弥
陀
仏
は
そ
の
思
い
、
称
名
の

声
に
こ
た
え
て
み
ず
か
ら
の
姿
、
尊
体
を
念
仏
者
の
真
正
面
に
あ
ら
わ
し
た
も
う
の

で
あ
る
。
善
導
は
こ
れ
を
「
近
縁
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
と
も
か
く
、
念
仏
者
が
阿

弥
陀
仏
に
向
か
っ
て
は
こ
ん
だ
見
仏

・
対
面
の
お
も
い
は
、
決
し
て
「
片
思
い
」
に

終
わ
ら
ず
に
、
阿
弥
陀
仏
は
必
ず
そ
れ
に
こ
た
え
て
尊
体
を
目
前
に
現
在
し
た
ま
う

の
で
あ
る
。

法
然
は

「御
誓
言
の
書
』
と
い
わ
れ
る
『
一
枚
起
請
文
』

の
な
か
に
「
た
だ
往
生

極
楽
の
た
め
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
し
て
、
う
た
が
い
な
く
往
生
す
る
ぞ
と
お
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も
い
と
り
て
、
申
す
ほ
か
に
は
別
の
子
細
候
わ
ず
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
る
に
法

然
自
身
は
「
往
生
す
る
ぞ
と
お
も
ひ
と
」
る
の
で
は
な
く
「
源
空
は
す
で
に
得
た
る

心
地
に
て
念
仏
は
申
す
な
り
」
と

『上
人
常
に
仰
せ
ら
れ
け
る
調
」
の
上
に
記
載
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
往
生
は
す
で
に
決
定
し
た
と
い
う
確
信
に
み
ち
み
ち
た
心
境
に
安

住
し
て
い
る
。
将
来
か
な
ら
ず
実
現
さ
れ
る
往
生
を
わ
が
心
内
に
さ
き
ど
り
し
て

「
往
生
す
る
ぞ
と
お
も
ひ
と
」
る
心
情
と
、
「
す
で
に
得
た
る
」
と
い
う
過
去
完
了
形

を
も
っ
て
示
さ
れ
る
心
情
と
の
相
異
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
法
然

に
し
て
臨
終
を
待
ち
わ
び
る
和
歌
を
二
首
遺
し
て
い
る
こ
と
に
戸
惑
い
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
。
か
の
『
選
択
要
決
」
を
撰
述
し
た
著
者
法
然
の
愛
弟
子
の
勢
観
房
源
智

(
一
一
八
三
|
一
二
三
八
)
は
そ
の
第
九
条
の
な
か
に
お
い
て
「
先
師
の
常
の
言
に

云
わ
く
、
武
士
と
上
人
は
多
く
最
後
に
い
た
り
、
恥
辱
を
顕
わ
す
な
り
」
と
、
師
法

然
の
言
葉
を
記
載
し
て
い
る
。
死
を
重
視
す
る
こ
と
極
め
て
深
い
は
ず
の
武
士
と
出

家
者
に
し
て
命
終
の
時
に
臨
ん
で
心
が
乱
れ
、
正
念
に
住
し
得
な
い
、

と
い
う
法
然

の
指
摘
は
特
定
の
人
物
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く

一
般
的
傾
向
を
指
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
乗
願
房
宗
源
(
一
二
ハ
八
|

一一

一五

二

に
よ
っ

て
伝
承
さ
れ
た
、
「
あ
わ
れ
こ
の
た
び
、

し
お
は
せ
ば
や
」
(
和
語
灯
録
)

と
い
う
法

然
の
述
懐
に
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。

乗
願
房
は
日
ご
ろ
法
然
か
ら
「
お
ほ
く
も
、
す
く
な
く
も
念
仏
申
さ
ん
人
の
い
の

ち
つ
き
ん
時
は

阿
弥
陀
仏
ほ
と
け
聖
衆
と
と
も
に
き
た
り
て

む
か
え
た
ま
ふ
べ

し
」
と
聴
聞
し
て
い
た
だ
け
に
「
今
生
に
お
い
て
、

か
な
ら
す
極
楽
往
生
を
遂
げ
た

い
」
と
い
う
師
の
言
葉
に
我
が
耳
を
疑
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
す
で
に
得
た
る
心

地
」
の
師
法
然
で
す
ら
、
自
身
の
往
生
を
さ
も
不
確
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
仰
せ
ら
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れ
た
の
で
は
、
門
弟
た
ち
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
問
い
返
し
た
の
に
対
し

て
「
上
人
う
ち
わ
ら
ひ
て
の
た
ま
わ
く
、
蓮
台
に
の
ら
ん
ま
で
は
、

い
か
で
か
こ
の

お
も
ひ
は
た
え
候
べ
き
」
と
答
え
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
来
迎
を
得
て
こ
の
身
を
蓮

台
に
の
せ
て
頂
く
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
に
思
い
続
け
る
ほ
か
な
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
法
然
の
心
内
に
は
、
自
分
が
申
し
つ
づ
け
て
き
た
称
名
(
往
生
の

因
)
に
よ
っ
て
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
る
(
往
生
の
果
)
、

と
い
う
不
遜
な
お
も
い
が

露
ち
り
ほ
ど
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
来
迎
を
得
て
こ
そ
往
生
の
素
懐
は
達
成
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
願
生
者
の
称
名
(
往
生
の
因
)
に
こ
た
え
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
大

願
業
力
(
往
生
の
増
上
縁
)
に
す
が
り
ま
か
せ
る
と
い
う
心
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ

「
こ
の
お
も
ひ
は
た
え
候
べ
き
」
と
述
懐
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
然
の
心
は
ど
こ

ま
で
も
機
辺
に
立
ち
続
け
た
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
と
い
っ
て
よ
い
。

法
然
は
本
願
を
信
じ
往
生
を
願
っ
て
称
名
す
る
人
も
、

そ
う
で
な
い
人
も
人
は
誰

で
も
命
終
の
時
を
迎
え
る
と

又
か
ろ
き
や
ま
ひ
を
せ
ん
と
い
の
り
候
は
ん
事
も
、
心
か
し
こ
く
は
候
へ
と

も
、
や
ま
ひ
も
せ
て
し
に
候
人
も
、
う
る
は
し
く
お
は
る
時
に
は
、
断
末
魔
の

く
る
し
み
と
て
、

八
高
の
塵
労
門
よ
り
、
無
量
の
や
ま
ひ
身
を
せ
め
候
事
、
百

千
の
ほ
こ
つ
る
き
に
て
、
身
を
き
り
さ
く
か
こ
と
し

『往
生
浄
土
用
心
』

と
、
か
な
ら
ず
死
苦
に
お
そ
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

さ
ら
に
そ
の
上
「
妄
念
う
ち

に
も
よ
を
し
て
、
境
界
自
体
当
生
の
三
種
の
愛
心
き
を
い
お
こ
る
」
と
説
い
て
い
る

の
に
よ
る
と
、
身
体
的
苦
痛
に
加
え
て
三
愛
に
よ
る
精
神
的
さ
い
な
み
を
う
け
る
の



で
あ
る
。

し
か
る
に
、
念
仏
者
は
命
終
に
臨
ん
で
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
を
得
て
、

未
曾
有

故
障
敬
心
外

無
二
他
念
↓
而

亡
二
三
種
愛
心
一更
無
ν
起。

E
文

例
、
近
一一行
者
一
加
持

護
念

故
也
。
(
中
略
)

在
生
之
間
往
生
行
成
就
人
、
臨

終
必
可
得
-一

聖
衆
来
迎
↓
得
二
来
迎
一時、

忽
可
ν

住
二
正
念
一也
。
(
逆
修
説
法
)

と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
願
生
者
が
在
生
時
に
い
ま
だ
見
た
て
ま
つ
っ
た
こ
と
の

な
い
、
こ
う
ご
う
し
い
尊
体
の
来
現
を
感
得
し
、

そ
れ
に
心
奪
わ
れ
、

そ
れ
に
心
を

集
中
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
、

い
き
お
い
顛
倒
し
錯
覚
し
失
念
す
る
心
の
乱
れ

が
お
の
ず
か
ら
消
え
、
正
念
に
住
す
る
こ
と
を
得
て
迎
接
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
を
ま
さ
し
く
来
迎
引
接
身
と
し
て
、
念
仏
者
の
願
往
生
心
に

こ
た
え
る
仏
で
あ
る
。
善
導
は
こ
の
臨
終
来
迎
に
対
し
て
増
上
縁
と
い
う
名
称
を
与

ぇ
、
親
縁
、
近
縁
、
増
上
縁
の
三
義
を
も
っ
て
摂
益
の
文
を
解
説
し
て
い
る
。
そ
の

こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
法
然
は
命
終
に
際
し
て
招
か
ざ
る
身
体
的
と
精
神
的
の

二
重
の
苦
の
到
来
を
最
悪
の
事
態
と
し
て
自
身
の
う
え
に
予
想
し
た
か
ら
こ
そ
、
聖

衆
の
来
迎
を
待
ち
わ
び
た
の
で
あ
ろ
う
。

む

び

す
仏
凡
の
人
格
的
呼
応
の
成
果
|
|
「
こ
こ
ろ
に
ぞ
す
む
」
|
|

法
然
は

『選
択
集
』
開
巻
努
頭
に
、
内
題
に
続
い
て
本
文
に
入
る
前
に
さ
き
だ

っ

て

「南
無
阿
弥
陀
仏

往
生
之
業

念
仏
為
先
」
と
い
う
十
四
文
字
を
お
い
て
い

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

法
然
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

第
一
章

ーム

/¥ 

る
。
私
は
こ
の
十
四
文
字
の
な
か
に
浄
土
宗
の
所
求
(
目
的
)
所
帰
(
信
仰
の
対

象
)
去
行
(
目
的
達
成
の
方
法
)
の
三
つ
を
読
み
と
る
。
す
な
わ
ち
、
割
注
の
「
往

生
之
業
」
と
い
う
な
か
の
「
往
生
」
は
所
求
を
示
し
、
「
念
仏
為
先
」
と
い
う
な
か

の
「
念
仏
」
は
所
求
を
達
成
す
る
方
法

・
実
践
と
し
て
の
去
行
を
示
し
、
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
の
な
か
の
「
阿
弥
陀
仏
」
は
、
浄
土
の
主
人
公
と
し
て
何
が
れ
、
帰
命
し

往
生
を
願
う
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
所
帰
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
、
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
の
六
字
は
去
行
と
し
て
の
念
仏
を
具
体
的
に
願
生
者
み
.
す
か
ら
の
口
を
と
お
し

て
称
え
る
名
字
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

私
は
こ
の
拙
稿
に
お
い
て
、
往
生
を
願
う
凡
夫
が
称
名
す
る
こ
と
を
「
我
が
名
を

称
え
よ
、

し
か
ら
ば
漏
れ
な
く
、
わ
が
国
土
に
迎
え
取
る
」
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
呼

び
掛
け
に
こ
た
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
阿
弥
陀
仏
が
光
明
を
も
っ
て
摂
取

し
、
さ
ら
に
臨
終
の
枕
べ
に
来
迎
し
た
ま
う
こ
と
は
、
凡
夫
の
称
名
に
こ
た
え
て
の

こ
と
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
仏
凡
の
人
格
的
呼
応
関
係
を
探
る
こ
と
に
努
め
て
き

た
。
阿
弥
陀
仏
の
呼
び
か
け
の
ま
ま
に
称
名
を
持
続
す
る
行
者
が
、
最
終
的
に
往
生

浄
土
の
素
懐
を
と
げ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
称
名
を
持

続
す
る
と
い
っ
て
も
持
続
す
る
念
仏
者
自
身
は
、
も
と
も
と
三
毒
に
お
お
わ
れ
た
煩

悩
具
足
の
凡
夫
で
あ
る
。
そ
の
煩
悩
具
足
の
凡
夫
は
称
名
持
続
中
に
お
い
て
、
称
名

す
る
以
前
の
自
分
と
以
後
の
自
分
と
の
聞
に
、

ど
の
よ
う
な
相
異
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
か
。

法
然
は
、

「十
二
箇
条
の
問
答
』
に
お
い
て

滞
摩
尼
珠
と
い
ふ
た
ま
(
珠
)
を
、
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の
用
力
に
て
、

そ
の
水
き
よ
く
な
る
か
こ
と
し
。
衆
生
の
心
は
つ
ね
に
名
利
に

そ
み
て
、
に
こ
れ
る
か
の
水
の
こ
と
く
な
れ
と
も
、
念
併
の
摩
尼
珠
を
投
く
れ

は
、
心
の
み
つ
お
の
つ
か
ら
き
よ
く
な
り
て
、
往
生
を
う
る
事
は
念
併
の
ち
か

ら
(
力
)
也
。

と
述
べ
て
い
る
。
摩
尼
珠
が
濁
水
を
し
て
清
水
に
変
成
せ
し
め
る
巧
用
を
所
有
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
称
名
念
仏
の
功
用
が
よ
く
名
利
を
こ
と
と
す
る
人
を
し
て

「
を
の
ず
か
ら
き
よ
く
な
り
て
、
往
生
を
う
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
法

然
は
、

『選
択
集
』
第
三
章
の
中
で
唐
中
期
の
法
照
の

「浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀

讃
」
本
か
ら

彼
悌
因
中
立
一一
弘
誓
↓
聞
レ
名
念
レ
我
線
迎
来
。
不
レ
簡
一一
貧
窮
牌
富
貴
↓
不
ν

簡
-一
下
智
輿
高
才
↓
不
ν
簡
一一多
聞
持
一一
浄
戒
↓
不
レ
簡
一一
破
戒
罪
根
深
↓
但
使
一一

廻
ν
心
多
念
悌
↓
能
令
-瓦
際
機
長
成
v
金
。

と
い
う
一
文
を
引
用
し
て
、
称
名
の
一
行
が
よ
く
す
べ
て
の
人
を
し
て
平
等
に
往
生

せ
し
め
る
こ
と
の
文
証
と
し
て
い
る
。
法
然
は
ま
た
こ
の
法
照
の
文
を

『念
仏
大

意
』
に
引
用
し
て
、

「
そ
の
う
つ
わ
も
の
を
き
ら
わ
ず
、
こ
と
ご
と
く
往
生
の
因
と

な
る
こ
と
う
た
か
ひ
な
し
」
と
言
い
、

ま
た

『念
仏
往
生
要
義
抄
」
に
引
用
し
て
、

「
こ
の
文
の
心
は
、
智
者
も
愚
者
も
、
持
戒
も
破
戒
も
、

た
だ
念
仏
申
さ
ば
、

み

な

往
生
す
と
い
ふ
事
也
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

『念
仏
大
意
」
と

『念
仏
往
生

要
義
抄
」
と
は
念
仏
を
申
す
者
を
誰
、
彼
と
選
び
だ
て
を
し
な
い
と
い
う
点
で
、

『選
択
集
」
と
同
じ
視
点
に
た
っ
て
こ
の
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
る
に

『往
生
浄
土
用
心
」
に
は
こ
れ
ら
と
違
っ
た
視
点
に
た
っ
て
法
照
の
こ
の

文
を
引
用
し
て
、
「
人
を
も
き
ら
わ
ず
、

た
だ
名
号
を
だ
に
念
ぜ
は
、

い
し
か
わ
ら
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を
変
じ
て
、
金
と
な
さ
ん
が
ご
と
く
、
来
迎
せ
ん
と
御
約
束
候
也
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
文
に
示
さ
れ
る

「浄
摩
尼
珠
と
い
う
珠
を
、

に
ご
れ
る
水
に
投
ぐ
れ
ば
、

珠
の
用
力
に
て
、

そ
の
水
き
よ
く
な
る
」
と
い
う
「
用
力
」
あ
る
い
は
「
い
し
か
わ

ら
を
変
じ
て
金
と
な
さ
ん
」
と
い
う
「
変
成
」
を
、
来
迎

・
往
生
以
前
に
お
け
る
称

名
行
者
の
臨
終
、

と
く
に
平
生
の
上
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

法
然
は
、

『師
秀
説
草
」
の
三
七
日
の
条
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
光
蕎
二
無
量

を

『無
量
書
経
』
に
基
づ
き
な
が
ら
讃
歎
す
る
な
か
、
光
明
の
功
徳
に
つ
い
て
無
量

光
よ
り
超
日
月
光
に
い
た
る
十
二
光
に
つ
い
て
説
明
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
、

と
く
に
清
浄
、
歓
喜
、
智
慧
の
三
光
明
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

次
清
浄
光
者
、

人
師
緯
云
。
無
貧
善
根
所
生
光
也
。
云
々
。
貧
有
レ
二
、
姪
貧

財
也
。
清
滞
者
、
非

-
e

但
除
て
却

汗
検
不
通
げ
一
断
ニ
除
其
二
貧
一也
。
貧
名
-

4

不

浄
一故
也
。
若
約
レ
戒
者
、
富
一一
不
姪
戒
不
樫
貧
戒
一。
然
者
法
磁
比
丘
昔
不
姪

不
健
貧
所
生
光
故
、
鰯
二
此
光
一者

滅
一一
貧
欲
之
罪
↓
若
有
レ
入
金
貝
盛
雄
レ
不
レ

得
レ持
二
不
姪
不
貧
戒
一
至
心
専
念
一一
此
阿
禰
陀
例
名
統
一者
、
即
彼
例
放
-一
無
貧

清
醤
げ
之
光
照
鯛
縁
取
放
、
除
ニ
姪
貧
財
貧
之
不
浄
一
滅
一一
無
戒
破
戒
之
罪
俗
、

成
ニ無
貧
善
根
身
一
均
ニ
持
戒
清
浄
人
一也。

次
歓
喜
光
者
、
此
是
無
臨
善
根
所
生
光
也
。
久
持
一一
不
眠
悉
戒
一得
二
此
光
一故

云
二無
損
所
生
光
↓
鰯
一一
此
光
一者
滅
一
瞬
悉
罪
。
然
者
雄
二
臨
増
盛
人
一
専
修
念

働
者
、
以
一一
彼
歓
喜
光
一掻
取
故
、
膿
悉
罪
滅
同
一一
忍
辱
人
↓
是
亦
如
=一
前
清
浄

光
滅
一一
貧
欲
罪
一矢
。



次
智
慧
光
者
、
此
是
無
媛
善
根
所
生
光
也
。
久
修
二

切
智
慧
一
断
ニ
童
愚
療

之
煩
悩
一得
ニ
此
光
一故、

云
一一
無
療
所
生
光
↓
此
光
亦
滅
ニ
慰
療
之
罪
↓
然
者

雄
二
無
智
念
偽
者
一
照
一一
彼
智
慧
光
」
婿
取
故
、
即
滅
一一
愚
疲
億
一
興
-ゐ

無
レ有
一一
勝
劣
↓

こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
、
念
仏
者
に
そ
な
わ
る
貧
欲
、
膜
悉
と
い
う
人
間

の
性
が
そ
れ
ぞ
れ
に
は
た
ら
い
て
淫
貧
の
人
を
し
て
「
持
戒
清
浄
人
等
」
人
に
生
ま

れ
か
わ
ら
せ
、
膜
悉
の
人
を
し
て
「
忍
辱
人
」
と
同
じ
人
に
生
ま
れ
か
わ
ら
せ
、
愚

療
無
知
の
人
を
し
て
「
智
愚
勝
劣
ア
ル
事
ナ
シ
」
と
い
わ
れ
る
人
に
生
ま
れ
か
わ
ら

せ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
貧
欲
罪
滅
」
と
言
い
「
愚
媛
罪
滅
」
と
指
摘
し
て
い
る

が
、
そ
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と

は
、
貧
欲
、
蹟
悉
。
愚
療
と
い
う
三
毒
煩
悩
が
断
除
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、

む
し

ろ
罪
の
行
い
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
三
毒
煩
悩
の
一
一
の
は
た
ら
き
が
な
く
な
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『四
十
八
巻
侍
」
第
三
十
六
巻
六
段
に
、
法
然
自
詠
の
「
冬
」
と
題
す
る
「
ゆ
き

の
う
ち
に
仏
の
み
名
を
と
な
ふ
れ
ば

つ
も
れ
る
つ
み
も
や
か
で
き
え
ぬ
る
」
と
い

う
和
歌
一
首
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
、
「
つ
も
れ
る
つ
み
も
や
か
で
き
え
ぬ

る
」
と
は
自
分
が
積
み
重
ね
て
来
た
罪
の
数
々
が
消
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
、
あ
る
い
は
阿
弥
陀
仏
の
光
明
の
照
触
を
得
て
、
こ
れ
か
ら
さ
き
、
罪
の
行
い
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
煩
悩
の
は
た
ら
き
が
、
そ
の
は
た
ら
き
を
な
く
す
こ
と
、

と
受

け
と
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
既
成
の
罪
が
消
え
た
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら

さ
き
罪
の
行
い
を
さ
せ
る
煩
悩
の
は
た
ら
き
が
、
残
存
し
て
い
る
と
あ
っ
て
は
、
有

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
一
章

ー」

/¥ 

法
然
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
論 り

難
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
触
し
て
以
降
、
煩
悩
の
は
た
ら

き
が
、

お
の
ず
か
ら
は
た
ら
か
な
く
な
っ
て
こ
そ
め
で
た
く
、
尊
く
有
り
難
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
不
遜
な
私
は
そ
の
よ
う
に
こ
の
和
歌
を
理
解
し
て
い
る
。
法
然

は
、
「
無
量
蕎
経
釈
」
に
お
い
て
「
往
生
浄
土
之
法
是
末
レ
断
レ
惑
出
-一
三
界
一
法
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
「
未
断
惑
」
と
い
う
の
は
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
触
し

た
人
が
、
人
間
の
性
と
し
て
の
食
欲
、
膜
幸
一
心
、
愚
療
を
否
定
し
た
ま
ま
、

そ
れ
ら
の

は
た
ら
き
が
は
た
ら
か
な
く
な
っ
て
、
持
戒
清
浄
の
人
や
忍
辱
の
人
、

さ
ら
に
は
智

愚
勝
劣
あ
る
こ
と
の
な
い
人
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
。
そ

の
こ
と
は
と
も
か
く
、
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
、
歓
喜
、
智
慧
の
三
光
明
を
「
不
姪
不
健

食
所
生
光
」
「
無
膜
所
生
光
」
「
無
療
善
根
所
生
光
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
法

蔵
比
丘
が
四
十
八
の
誓
願
を
実
現
す
べ
く
、
兆
載
永
劫
に
わ
た
る
修
行
を
か
さ
ね

て
、
願
行
の
成
就
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
善
根
に
そ
な
わ
る
功
徳
が
、
念
仏
者
に
対
し

て
利
他
度
生
の
は
た
ら
き
と
し
て
は
た
ら
く
、
神
通
光
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
触
さ
れ
得
た
念
仏
者
の
心
内
に
お
け
る
出
来
事
、
す
な

わ
ち
生
ま
れ
変
わ
り
、

い
わ
ゆ
る
「
変
成
」
は
、

ま
さ
に
念
仏
者
に
お
け
る
心
の
主

人
公
の
入
れ
替
え
で
あ
る
、

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
然
は
、

『七
箇
条
の

起
請
文
」
の
な
か
で

つ
ね
に
煩
悩
は
お
こ
る
也
。
お
こ
れ
と
も
煩
悩
を
は
心
の
ま
ら
(
客
)
人
と

し
、
念
併
を
は
心
の
あ
る
し
(
主
)

と
し
つ
れ
は
、
あ
な
か
ち
に
往
生
を
は
さ

え
ぬ
也
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
よ
っ
て
照
蝕
さ
れ
る
以
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前
は
、
煩
悩
を
み
ず
か
ら
の
主
人
公
と
し
て
、

そ
の
命
ず
る
ま
ま
に
振
る
舞
い
、
罪

120 

を
重
ね
て
い
た
が
、

ひ
と
た
び
光
明
に
照
触
す
る
こ
と
を
得
る
な
ら
ば
、
煩
悩
が
そ

の
は
た
ら
き
を
し
な
く
な
り
、
主
人
公
の
座
を
あ
け
わ
た
し
て
阿
弥
陀
仏
が
心
の
主

人
公
と
な
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
触
し
得
た
、

い
わ
ゆ

る
「
な
が
む
る
人
」
は
、

み
ず
か
ら
の
心
の
阿
弥
陀
仏
を
主
人
公
と
し
て
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
わ
が
心
に
阿
弥
陀
仏
を
勧
請
一
す
る
こ
と
、
心
に
宿
す
こ
と

が
で
き
た
れ
ば
こ
そ
「
こ
こ
ろ
に
そ
す
む
」
と
表
現
し
う
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
法
然
の
自
詠
の
和
歌
に
素
材
を
求
め
、
仏

・
凡

の
人
格
的
呼
応
関
係
を
主
軸
と
し
て
法
然
の
念
仏
信
何
の
内
実
に
つ
い
て
解
明
し
て

き
た
。



第

一立早

阿
弥
陀
仏
信
仰
の
起
源
と
発
展

初
期
阿
弥
陀
仏
経
典
の
成
立

は
し
が
き

阿
弥
陀
仏
の
信
仰
は
、

い
つ
、

ど
こ
で
、

ど
の
様
に
し
て
興
起
し
た
の
で
あ
ろ
う

香
川
孝
雄

か
。
そ
の
こ
と
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
最
近
、

弥
陀
(
〉
B
X削
σZ)
仏
像
の
台
座
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
タ
キ
シ
ラ
か
ら
阿
弥
陀

(2
)
 

の
立
像
が
発
見
さ
れ
、

マ
ト
ゥ
ラ

1
近
郊
か
ら
阿

目

次

(〉ヨ一
円削
σゲ
白
)
仏
の
坐
像
と
観
音
(
〉
〈
同
一o
E
Z雪
印
吋
白
)

い
ず
れ
も
西
紀
二
世
紀
の
ク
シ

ャ
1
ナ
王
朝
時
代
の
遺
品
で
あ

っ
て
、
阿
弥
陀
仏

は
し
が
き

が
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
崇
拝
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る

一
大
発
見
で
あ
っ
た
。
し

て
中
国
初
伝
時
代
訳
出
の
阿
弥
陀
仏
経
典

か
し
考
古
学
的
遺
品
は
こ
れ
の
み
で
、
こ
の
方
面
か
ら
初
期
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
実

二
、
〈般
舟
三
昧
経
〉
の
諸
本

態
を
知
る
こ
と
は
殆
ど
絶
望
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
な
し
得
る
こ
と
は
、

三
、
『三
巻
本
』
と

『一

巻
本
」
の

『般
舟
三
昧
経
』

現
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
文
献
資
料
に
た
よ
る
外
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
歴
史
的
な
文

四
、
〈
般
舟
三
昧
経
〉
諸
本
の
成
立
次
第

献
は
皆
無
で
あ
り
、
自
然
と
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
説
い
た
経
典
類
に
た
よ
る
こ
と
と
な

五
、
〈
般
舟
三
昧
経
〉
と

〈
八
千
頒
般
若
経
〉

る
。
と
こ
ろ
で
経
典
と
い
え
ど
も
幾
度
も
改
変
が
加
え
ら
れ
、

そ
の
多
く
は
漢
文
に

六
、
『大
阿
弥
陀
経
』
と

〈八
千
頒
般
若
経
〉

訳
さ
れ
た
翻
訳
経
典
で
あ
り
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
し
て
古
い
も
の
で
も
、
十

七、

〈阿
弥
陀
経
〉
と

『大
阿
弥
陀
経
』

二
・
三
世
紀
以
後
の
写
本
で
あ
っ
て
、
経
典
成
立
当
時
の
形
態
を
と
ど
め
て
い
る
と
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は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
で
き
う
る
限
り
古
い
経
典
を
選
び
出
し
、

か
っ
そ

の
中
で
も
原
初
形
態
と
思
わ
れ
る
部
分
を
抽
出
す
る
作
業
に
よ
っ
て
、
初
期
阿
弥
陀

仏
信
何
の
信
仰
形
態
を
知
る
こ
と
が
残
さ
れ
た
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。

今
、
そ
の
こ
と
へ
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
初
期
阿
弥
陀
仏
経
典
に
は
ど
の
様
な

経
典
が
あ
り
、
ど
の
様
な
成
立
過
程
を
経
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

ま
た
こ
の
信
仰
は
大

乗
仏
教
思
想
史
の
中
で
ど
の
様
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
ら
の
問
題

に
絞
っ
て
考
察
を
加
え
た
い
。
こ
の
こ
と
は
初
期
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
実
態
を
知
る
た

め
の
一
つ
の
基
礎
作
業
で
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

一
、
中
国
初
伝
時
代
訳
出
の
阿
弥
陀
仏
経
典

経
典
成
立
の
新
古
を
探
索
す
る
た
め
に
は
種
々
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の

一
つ
に
中
国
訳
経
史
を
手
掛
か
り
と
す
る
方
法
が
あ
る
。
中
国
で
漢
訳
さ
れ
た
経
典

は
、
そ
の
翻
訳
者
の
名
が
判
明
し
て
い
る
場
合
が
多
い
上
に
、
中
に
は
訳
出
年
時
さ

え
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も
経
典
成
立
の
最

下
限
は
確
定
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
経
典
自
体
の
成
立
は
そ
れ
よ
り
も
何
年
か
以
前

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
筆
者
は
経
典
成
立
史
と
中
国
訳
経
史
と
は
、

ほ
ぽ
平

行
線
を
辿
る
と
考
え
て
よ
い
様
に
思
う
。
勿
論
、
例
外
は
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

少
な
く
と
も
支
婁
迦
識
や
支
謙
が
訳
出
し
た
経
典
は
大
乗
経
典
の
中
で
も
最
初
期
の

成
立
と
位
置
づ
け
て
よ
い
様
に
思
う
。
そ
の
意
味
か
ら
、

ま
ず
こ
の
両
人
の
訳
出
経

典
の
中
で
阿
弥
陀
仏
の
信
仰
に
関
係
す
る
経
典
を
拾
い
あ
げ
て
み
た
い
。

中
国
へ
大
乗
仏
教
を
伝
え
た
最
初
の
人
は
支
婁
迦
識
で
あ
る
が
、
彼
は
ま
た
阿
弥

陀
仏
信
仰
を
説
く

『般
舟
三
昧
経
』
を
訳
し
て
い
る
。
(
一
七
九
年
訳
)
こ
の
経
は
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後
世
、
鹿
山
の
慧
遠
の
浄
土
教
を
生
む
母
胎
と
な
り
、
中
国
浄
土
教
に
大
き
な
影
響

力
を
持
っ
た
重
要
な
経
典
で
あ
る
。
彼
は
外
に

『道
行
般
若
経
』
や

『阿
関
仏
国

経
』
な
ど
を
訳
し
、

そ
こ
に
は
阿
弥
陀
仏
信
何
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
が
、

「般

舟
三
昧
経
」
と
は
無
関
係
で
は
な
い
。
し
か
し
私
は
従
来
、
支
謙
訳
と
し
て
伝
承
さ

れ
て
き
た

『阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
棲
仏
桓
過
度
人
道
経
」
(
以
下

『大
阿
弥
陀
経
』

と
略
称
)
も
実
は
支
婁
迦
識
の
訳
で
あ
ろ
う
と
の
見
解
を
先
に
発
表
し
た
。
詳
し
い

こ
と
は
再
説
し
な
い
が
、
訳
語
や
訳
風
か
ら
見
て
、
ど
う
し
て
も
支
婁
迦
識
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。

支
謙
訳
出
経
典
は
「
出
三
蔵
記
集
」
に
よ
れ
ば
、
三
十
六
部
四
十
八
巻
あ
っ
た
と

伝
え
て
い
る
。
支
謙
の
翻
訳
活
動
の
年
代
は
、
呉
の
黄
武
(
二
一
一
一
一
|
二
二
八
年
)

の
初
め
よ
り
建
輿
中
(
二
五
二
二
五
三
年
)

の
約
三
十
年
間
で
、
支
婁
迦
識
の
孫

弟
子
に
当
た
る
。
彼
の
訳
出
経
典
の
中
に
は
阿
弥
陀
仏
信
仰
に
関
係
の
あ
る
も
の
が

(5
)
 

多
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

た
と
え
ば

『大
阿
弥
陀
経
』
を
従
来
の
伝
統
説
の
如
く
支
謙
訳
と
す
れ
ば
、
こ
の

経
は

『無
量
寿
経
」
の
田
英
訳
で
あ
っ
て
、
専
ら
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
何
と
須
摩
提
(
極

楽

のへ
外の
に 往
『 生
老を
女勧
人(め
経旦て

るに

は

今
寿
尽
当
下
生
一一阿
弥
陀
仏
国
一供
中
養
諸
仏
上
却
後
六
十
八
億
劫
。
当
下
作
仏
号
一一

健
波
一其
国
名
中
化
益
十
日
目
(
大
正
蔵
十
四
、
九
一
一

一b

と
あ
り
、

「私
詞
昧
経
』
に
は



於
レ
是
世
寿
終
後

便
生
上
一一兜
率
天
一

当
三
願
生
一一
安
穏
国

寿
無
極
法
王
前

妙
薬
王
国
土
中

無
怒
仏
教
授
慮

常
当
ニ
願
到
レ
彼
生
↓
(
大
正
蔵
十
四
、

八
一
三

a
|
b
)

と
説
か
れ
、
こ
の
場
合
は
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
を
「
寿
無
極
法
王
」
と
い
い
、
極
楽
の

こ
と
を
「
安
穏
国
」
と
い
っ
て
そ
こ
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

『菩
薩
生
地
経
』
は
経
録
で
は
『
差
摩
掲
経
』
と
い
う
名
で
出
て
い
る
が
、

そ
こ

は
寿
終
悉
当
レ
生
レ
於
-L
四
方
無
量
寿
仏
清
浄
国
↓
(
大
正
蔵
十
四
、

八
一
四
b
)

と
し
、

『慧
印
三
昧
経
』
に
は
阿
弥
陀
仏
の
前
生
を
慧
上
王
と
説
き
(
大
正
蔵
十
五
、

四
六
四
b

生
一蚕
摩
詞
提
一

旦
L
阿
弥
陀
仏
一

坐
レ
於
-一
蓮
華
一到

大
正
蔵
十
五

四
六
五

a)

阿
弥
陀
仏
前

と
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
専
ら
阿
弥
陀
仏
を
説
く
の
で
は
な
く
て
、
阿
関
仏
国
へ

の
往
生
も
同
時
に
説
い
て
い
る
。

『無
量
門
微
密
持
経
」
も
僧
祐
以
来
、
支
謙
訳
と
さ
れ
て
き
た
経
典
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
昔
、
宝
首
曜
王
知
来
あ
り
、
滅
度
に
臨
ん
で
光
乗
転
輪
王
の
太
子
無
念
徳

首
が
仏
よ
り
無
量
門
微
密
持
(
〉

E
コ
E
lg
c
r
g
lB
卸
『
山
口
叫
)
を
聞
い
て
出
家
し

た
。
そ
の
時
、
尊
者
子
月
行
は
無
念
徳
首
よ
り
こ
の
陀
羅
尼
を
聞
い
て
願
楽
し
、
随

喜
の
功
徳
に
よ
っ
て
後
に
成
仏
し
て
錠
光
仏
と
な
っ
た
。

か
の
無
念
徳
首
は
今
の
西

方
無
量
寿
仏
で
あ
る
。
(
大
正
蔵
十
九
、
六
八
一

C

|
六
八
二

a)
と
法
蔵
説
話
と

は
ま
た
違
っ
た
阿
弥
陀
仏
の
本
生
談
を
説
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
支
謙
訳
と
伝
え
ら
れ
る
経
典
に
は
古
く
は
境
野
黄
洋
氏
が
指
摘
さ

れ
た
ご
と
く
、
支
謙
訳
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
も
の
が
多
い
。

『大
阿
弥
陀
経
』
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
が
、
外
に
も
『
無
量
門
微
密
持
経
』
は
そ
の
訳
語
を
検
討
す
る
と
、

浬
繋
、
陀
羅
尼
、
向
精
多
羅
三
貌
三
菩
提
、
夜
叉
な
ど
、
後
世
に
な
っ
て
か
ら
用
い

ら
れ
た
比
較
的
新
し
い
語
が
使
わ
れ
て
い
て
支
謙
訳
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『差
摩

掲
経
」
に
は
「
無
量
寿
仏
清
浄
国
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
竺
法
護
の
訳
語
の
感
が
あ

る

(
境
野
氏
は

『無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
を
竺
法
護
訳
と
見
る
か
ら
)

と
し
、
菩
薩

を
開
士
と
訳
す
こ
と
か
ら
も
竺
法
護
訳
と
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、

と
述
べ

ら
れ
る
。

『慧
印
三
昧
経
』
に
し
て
も
橿
想
拘
舎
羅
は
己
℃
叫
苫

w
E山
田
一
苫
の
音
写
で

あ
る
が
、
支
謙
は
変
謀
明
恵
と
か
善
権
と
意
訳
す
る
の
が
常
で
あ
り
、
こ
の
様
な
音

写
は
用
い
な
い
習
性
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
疑
わ
し
い
。

こ
の
様
に
見
て
く
る
と
、
支
謙
訳
経
典
に
阿
弥
陀
仏
に
関
す
る
経
典
が
多
い
、

と

い
う
こ
と
に
も
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
故
に
中
国
初
伝
時
代
の
阿
弥
陀

仏
経
典
と
し
て
確
か
な
も
の
は
支
婁
迦
識
の
訳
に
な
る

『般
舟
三
昧
経
』
と

『大
阿

弥
陀
経
』
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
原
典
の
成
立
も
お
そ
ら
く
他
の
阿
弥
陀

仏
経
典
と
比
べ
れ
ば
最
古
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
稿
で
は
右
の
両

経
を
中
心
と
し
て
考
察
を
進
め
よ
う
と
思
う
が
、
〈
小
阿
弥
陀
経
〉
が
こ
れ
ら
の
経

典
よ
り
も
古
い
と
考
え
る
一
部
の
学
者
の
説
が
あ
る
か
ら
、
最
後
に
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
も
触
れ
よ
う
と
思
う
。
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浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書

l

二
、
〈般
舟
三
昧
経
〉
の
諸
本

〈般
舟
三
昧
経
〉
の
諸
本
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

〔漢
訳
〕

般
舟
三
昧
経

後
漢

支
婁
迦
識
訳
(
吋

Z
。・

2
∞)

巻

{木

・
元
・
明
三
版
と
高
麗
版
と
の
聞
に
か
な
り
の
相
違
点
が
あ
る
。

般
舟
三
昧
経

巻

後
漢

支
婁
迦
識
訳
(
づ

Z
。・

2
斗
)

高
麗
版
に
の
み
収
録
さ
れ
て
い
る
。

抜
阪
菩
薩
経

巻

失
訳
(
、
『
・

2
0
・
t由
)

『三
巻
本
」
の

「嘗
喰
品
」
第
四
、

『賢
護
分
』
で
い
え
ば

「正
信
品
」
第
固
ま

で
の
訳
で
あ
る
。

大
方
等
大
集
経
賢
護
分

五
巻

惰

閣
那
眠
多
訳
(
、
『
-
Z
0
・
2
5

〔チ
ベ
ッ
ト
訳
〕

ぜ
『
話
相
川
印
百
円
凶
同
一
門
印
「

m
q
Z吉
田
認
可
日
ヨ
コ
O
コ
印
己
ヨ
己
己

σ印
E
m印
宮
」
円
一
門
戸
コ
ベ
岳
吉

(
日
)

m
y
g
σ
苫

σ白
円
宮
市
関
印
℃
由
。

F
2
3
.一
ヨ
号

現
在
仏
の
面
前
に
立
つ
三
昧
と
名
づ
く
る
聖
な
る
大
乗
経
)

焚
名

同
)
「
国
々
三
宮
コ
コ
白

l∞
ロ
仏
門
出
d

釦

l
ω白
5
3
c
w
y印〈
2
5
-
E
1ω白
『
己
叫
己
主

1
ω
3
5・

，--， r.n. 
サ嬰
ン可

ス告
ク E
リ喜
ツ.?'

ト::<:l
文 Ei
~ ::l 

白

断( 呂
片gr

r1-
白

訳

へ
ル
ン
レ
氏
が
カ
ダ
リ
ツ
ク
に
て
己
胃
応
互
の
ロ
匂

E
文
字
で
書
か
れ
た
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
卜
文
の
紙
本

一
葉
を
発
見
し
た
。

「賢
護
分
』
で
は
第
四
巻
の

「称
讃
功
徳

品
」
長
行
の
後
半
か
ら
偶
文
の
ほ
ぽ
終
わ
り
に
至
る
ま
で
に
相
当
し
、

『三
巻
本
』
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で
は
巻
中
の

「擁
護
品
」
長
行
の
後
半
よ
り
偏
文
の
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
ま
で
に
当
た

る

こ
の
外
に
モ

ン
ゴ
ル
語
訳
も
一
本
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
漢
訳
の
諸
本
に
つ
い
て
智
昇
は

『開
元
釈
教
録
」
に
前
後
七
訳
あ

っ
て
三
存

四
欠
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
第
一
訳
か
ら
第
七
訳
ま
で
を
順
番
に
並
べ
て
整
理

す
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

)
 

句

E
A(
 
般
舟
三
昧
経
三
巻
賦
訣
字

後
漢
月
支
三
蔵
支
婁
迦
識
訳
第
一訳

(2) 

般
舟
三
昧
経
二
巻

後
漢
天
竺
三
蔵
竺
仏
朔
訳
第
二
訳

(3) 

般
舟
三
昧
経
一
巻

後
漢
月
支
三
蔵
支
婁
迦
識
訳
諮
問
録

(4) 

般
舟
三
昧
念
仏
章
経
一
巻

後
漢
代
失
訳
第四訳

(6) (5) 

抜
肢
韮
口
薩
経

一
巻
問
題
転
時
点
議
是
諸
離
録

般
舟
三
昧
経
三
巻

西
晋
三
蔵
竺
法
護
訳
第六訳

(7) 

大
方
等
大
集
賢
護
経
五
巻
題
詩
話

こ
の
中
で
智
昇
が
現
存
す
る
と
言
う
の
は
川
、

ω、
川
の
三
経
の
み
で
あ
り
、
残

る

ω、

ω、
凶
、
附
の
四
経
は
欠
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
説
に
は
多



く
の
疑
問
点
が
あ
り
、
欠
本
と
し
た

ωの
『
一
巻
本
』
は
現
に
高
麗
蔵
に
現
存
す
る

ば
か
り
か
、
少
し
智
昇
と
は
時
代
が
ず
れ
る
が
同
じ
唐
代
に
長
安
に
お
い
て
活
躍
し

た
善
導
は
、
そ
の
著
『
観
念
法
門
』
の
中
で
こ
の
「
一
巻
本
』
を
長
々
と
引
用
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
開
元
録
』
巻
一

(
大
正
蔵
五
五

四
七
八
C

」
に
よ
れ

ば
、
「
三
巻
本
』
も
『
一
巻
本
」
も
共
に
支
婁
迦
識
の
訳
で
あ
っ
て
、

し
か
も
両
者

共
に
光
和
二
年
の
訳
と
す
る
。
こ
の
様
な
こ
と
は
有
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
実
際
に
七
回
も
翻
訳
が
行
わ
れ
た
の
か
、
こ
れ
も
甚
だ
疑
わ
し
い
。
そ
こ
で
ま
ず

経
録
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
が
ま
た
大
混
乱
を
起
こ
し
て
い
て
容
易

に
そ
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
幸
い
平
川
彰
氏
が
〈
般
舟
三

昧
経
〉
に
関
す
る
項
を
詳
し
く
研
究
せ
ら
れ
た
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
に
譲

り
、
重
要
事
項
の
み
を
拾
い
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

現
存
最
古
の
経
録
で
あ
る

『出
三
蔵
記
集
」
巻
こ
に
は
支
婁
迦
識
訳
経
の
項
に

「
般
舟
三
昧
経
二
巻
」
(
但
し
麗
本
は
一
巻
と
す
る
)
と
し
て
光
和
二
年
十
月
八
日
の

訳
と
記
し
て
い
る
。
(
大
正
蔵
五
五
、
六
b
)
ま
た

『同
録
』
巻
二
の
「
新
出
奥
出

経
録
」
に
は
支
識
訳
二
巻
と
竺
法
護
訳
二
巻
と
を
あ
げ
「
右
一
経
二
人
異
出
」
(
同

一
四
b
)
と
あ
る
。

「出
三
蔵
記
集
」
で
は
〈
般
舟
三
昧
経
〉
は
二
巻
で
あ
っ
て
、

支
婁
迦
識
と
竺
法
護
の
訳
を
伝
え
る
の
み
で

『
一
巻
本
』
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て

、A
戸
i
h

、A
O

し
+
匂
し

『
法
経
録
』
巻

一
で
は
「
般
舟
三
昧
経
二
巻

耳
目
世
竺
法
護
訳
」
(
同
一
一
五
C
)

と
し
、
「
衆
経
異
訳
」
の
中
に
支
識
訳
の

『
一
巻
本
』
を
あ
げ
て
い
る
。
(
同
一
二

O

b
)
こ
こ
に
初
め
て
支
婆
迦
識
訳
の

『
一
巻
本
』
が
顔
を
出
す
の
で
あ
る
。
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仏
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『三
巻
本
』
と
し
て
登
場
す
る
の
は
次
の

『仁
寿
録
』
巻
一
が
最
初
で
「
般
舟
三

昧
経
三
巻
輔
ニ
晋
世
竺
法
護
訳
」
(
同
一
五
一

b
)
と
し
て
出
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
最
初
は
三
巻
で
な
く
て
二
巻
で
あ
っ
た
と
も
恩
わ
れ
る
。
そ
の
二
巻
本
は
支

婁
迦
識
が
訳
し
た
と
す
る
伝
承
と
、
信
一
法
謹
が
訳
し
た
と
す
る
も
の
と
二
つ
の
流
れ

が
あ
っ
た
。

さ
ら
に

『歴
代
三
宝
紀
」
巻
四
で
は
竺
仏
朔
の
項
に
「
般
舟
三
昧
経
二
巻
」
(
大

正
蔵
四
九
、

五
三
C
)

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
『
古
今
訳
経
図
紀
』
巻

(
大
正
蔵
五
五
、
三
五

O
a
)
『大
周
録
』
巻
三
(
同
三
八
八
b
)
に
も
伝
え
ら

れ
た
。こ

れ
ら
の
伝
承
が
混
然
と
し
て
『
開
元
録
」
の
一
一
=
口
う
よ
う
な
三
存
四
欠
の
説
が
生

ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
実
際
は
そ
の
様
に
七
回
も
翻
訳
さ
れ
た
と

私
は
考
え
な
い
。

竺
法
護
訳
説
に
つ
い
て
考
え
る
に
、

そ
の
説
が
出
て
来
た
の
は
作
者
不
詳
の

『般

舟
三
昧
経
記
』
の
記
述
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
そ
の
文
と
は

般
舟
三
昧
経
。
光
和
二
年
十
月
八
日
。
天
竺
菩
薩
竺
朔
仏
。
於
ニ
洛
陽
一出。

菩
護
法
護
。
時
伝
一
言
者
。
月
支
菩
薩
支
識
授
与
。
河
南
洛
陽
孟
福
字
元
士
。

障
一一
侍
菩
薩
↓
張
蓮
字
少
安
筆
受
。
令
一一
後
普
著
ν
在
↓
。
建
安
十
三
年
。
於
-仏

寺
中
一
校
定
悉
具
足
。
後
有
ニ
写
者
↓
皆
得
二
南
無
仏
↓
又
言
。
建
安
三
年
歳
在

戊
子
八
月
八
日
於
て許
昌
寺
一技
定
。

と
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
中
「
菩
薩
法
護
」
な
る
語
が
不
可
解
で
あ
る
。
宇
井
伯
寿
氏

も
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
「
菩
薩
法
護
と
あ
る
の
が
よ
く
は
解
せ
ら
れ
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ぬ
。
法
護
の
法
は
菩
護
法
と
つ
づ
く
の
で
あ
ら
う
し
、
護
は
救
助
、
守
る
、
助
け
る

の
意
味
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
ら
れ
る
だ
け
で
、
結
局
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。
塚

本
善
隆
氏
も
「
こ
の
句
詳
か
な
ら
ず
」
と
註
さ
れ
て
い
て
両
碩
学
共
に
理
解
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
思
う
に

『出
三
蔵
記
集
』
の
撰
者
、
僧
祐
は
こ
の
「
菩

薩
法
護
」
の
句
を
竺
法
護
と
受
け
取
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
単
な
る
推

測
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
不
可
解
な
語
が
竺
法
謹
訳
経
説
を
生
み
出
し
た
に
違
い
な

ぃ
。
そ
し
て
こ
の
説
が
後
の
経
録
に
伝
承
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
う
一
つ
の
竺
仏
朔
訳
経
説
も
同
じ
く
こ
の

『経
記
」
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る。

「経
記
』
を
読
め
ば
一
見
、
信
一朔
仏
が

『般
舟
三
昧
経
」
を
漢
訳
し
た
か
に
見

え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
字
井
伯
寿
氏
は
『
道
行
経
後
記
」
の
記
事
と
照
ら
し
合

(れ
)

わ
せ
て
、
漢
訳
し
た
の
は
支
婁
迦
識
で
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

『道
行

経
後
記
」

Iま

光
和
二
年
十
月
八
日
。
河
南
洛
陽
孟
元
士
口
授
勺
天
竺
菩
薩
竺
朔
仏
寸。

時

伝
言
訳
者
月
支
菩
薩
支
識
。
時
侍
者
南
陽
張
少
安
。
南
海
子
碧
。
勧
助
者
孫

和
。
周
提
立
。

と
あ
る
文
の
「
口
授
」
と
は
竺
朔
仏
が

『道
行
般
若
経
」
の
党
文
を
口
授
し
た
と
読

み
、
「
伝
言
訳
者
」
と
い
う
の
が
党
文
を
実
際
に
漢
訳
し
た
人
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が

支
婁
迦
識
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

『般
舟
三
昧
経
』
の
場
合
も
そ
れ
と
同

じ
で
、
佐
一
期
仏
が
党
本
を
費
来
し
て
読
請
し
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
支
婁
迦
識
が
漢

語
に
訳
し
た
の
で
あ
る
、

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

『道
行
経
後
記
」
の
宇
井
氏
の
訓

じ
方
に
は
少
々
無
理
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
が
、

し
か
し

『出
三
蔵
記
集
』
に
収
め

ら
れ
る

『道
安
録
」
に
は

「般
舟
三
昧
経
』
も

『道
行
般
若
経
」
も
竺
朔
仏
の
訳
経
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と
な
っ
て
お
ら
ず
、
支
婁
迦
識
の
訳
経
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は

宇
井
氏
の
説
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
こ
の
見
方
が
正
し
け
れ
ば
竺
朔
仏
の

訳
経
説
は
抹
消
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

結
局
、
竺
法
護
、
竺
朔
仏
の
訳
経
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

『般
舟
三
昧

経
記
』
の
紛
ら
わ
し
い
記
事
に
よ

っ
て
誤
解
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る

一
巻
本
の

『般
舟
三
昧
経
」
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

次
に

『開
元
録
」
で
第
四
訳
と
い
う
欠
本
の

『般
舟
三
昧
念
仏
章
経
』
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

僧
祐
は
「
新
集
続
撰
失
訳
雑
経
録
」
に
初
め
て
こ
の
経
名
を
出
し
て
い
る
。
(
大

正
蔵
五
五
、

三
O
C)
こ
れ
は
道
安
の
録
に
は
な
か
っ
た
経
で
僧
祐
が
新
た
に
見
出

し
た
経
で
あ
る
。
次
の

『法
経
録
』
巻
一
に
は

『般
舟
三
昧
経
』
の
別
品
別
訳
で
あ

る
と
し
て

併
説
般
舟
三
昧
念
仏
章
経

一
巻
噌

(
同
一
二

O
a

と
記
し
て
い
る
。『
歴
代
三
宝
紀
」
に
も
そ
の
名
が
見
え
て
い
る

(
大
正
蔵
四
九
、

五
五
b
、
七
四
b
)
が、

『僧
祐
録
』
を
踏
襲
し
た
だ
け
で
確
認
し
た
わ
け
で
は
な

ぃ。

『仁
寿
録
』
に
は
早
く
も
欠
本
(
大
正
蔵
五
五
、

一
七
六

a

と
判
定
さ
れ

以
後
の
経
録
は
み
な
欠
本
と
し
て
い
る
。

『抜
肢
菩
薩
経
』
は

『出
三
蔵
記
集
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
新
集
安
公
古
異
経

録
」
に



披
陀
菩
薩
経
一
巻
(
問
、

一
五
b

と
あ
る
の
が
こ
れ
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
経
名
は
経
録
に
よ
っ
て

『険
陀
菩
薩
経
」、

『抜
陀
菩
薩
経
』
、
「
抜
波
菩
薩
経
」
、
「抜
肢
菩
薩
経
』
な
ど
と
様
々
で
、
こ
れ
は

∞
}
戸
白
色

E
E
E
(賢
護
)

の
パ
ド
ラ
の
部
分
の
音
写
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
様
に
統
一

を
欠
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
経
に
は
道
安
も
訳
者
の
名
を
記
さ
ず
、
以
後
の
経
録

に
も
す
べ
て
失
訳
と
さ
れ
て
い
て
一
度
も
訳
者
の
名
を
明
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
道
安
(
一
一
二
四
|
四
二
二
年
)
が
す
で
に
知
っ
て
い
た
こ
と
や
訳
語
が

古
い
用
語
を
使

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、

か
な
り
古
い
時
代
に
翻
訳
さ
れ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。

「大
方
等
大
集
経
賢
護
分
』
が
最
初
に
文
献
に
登
場
す
る
の
は

『法
経
録
』
で
、

そ
の
巻

一
に

大
集
賢
護
菩
薩
経
五
巻
特

許
惰
開
皇
年
間
那
帽
多
及
笈
多
於
-一大
輿
善
寺
一訳

皇
朝
奏
行
。
(
大
正
蔵
五
五
、

一
八
二

a)

と
あ
り
、
開
皇
年
間
の
訳
と
だ
け
記
し
て
い
る
が
、

『歴
代
三
宝
紀
』
巻
十
二
の
闇

那
帽
多
の
条
に
は

賢
護
菩
薩
経
六
巻
理
計
四
苛
K
m
臨
箱
詰
受

(
大
正
蔵
四
九
、

一
O
三
C
)

と
記
さ
れ
て
い
て
、
開
皇
十
四
年
(
五
九
四
年
)
十
二
月
か
ら
翌
十
五
年
二
月
ま
で

か
か
っ
て
訳
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ

『大
唐
内
典
録
』
巻
六
(
大
正
蔵
五

五
、
二
八
七

a

と
巻
九
主
二

四
b
)
に

惰
開
皇
年
耶
舎
於
二
大
興
善
寺
一訳

と
訳
者
の
名
を
異
に
し
て
い
る
の
は
、
何
か
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

経
名
は

『賢
護
菩
薩
経
」、
『大
集
賢
護
菩
薩
経
」、
『大
方
等
大
集
経
賢
護
分
」
、

『大
集
賢
護
経
」
な
ど
と
一
定
せ
ず
、

『法
経
録
」
に
「
大
集
」
な
る
語
が
頭
に
冠
せ

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
早
く
よ
り
〈
大
集
経
〉
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

経
録
に
よ
る
考
察
は
以
上
の
如
く
で
あ
り
、

お
そ
ら
く
竺
法
護
、
竺
朔
仏
に
よ
る

訳
経
と
い
う
の
は
支
婁
迦
識
訳
の

『般
舟
三
昧
経
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た

『般

舟
三
昧
念
仏
章
経
」
は

『法
経
録
』
に
行
品
で
あ
る
と
註
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
行
品

の
み
で
独
立
し
た
経
典
と
し
て
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
実
在
し
た
と

し
で
も
早
く
か
ら
失
わ
れ
て
い
た
。

三
、
『
三
巻
本
』
と

『一

巻
本
』
の
『
般
舟
三
昧
経
』

『大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
は
支
婁
迦
識
訳
と
し
て

『三
巻
本
』
と

『
一
巻
本
』

の

『般
舟
三
昧
経
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
但
し

『一

巻
本
」
は
高
麗
版
に
の
み
存
す

る
も
の
で
他
の
版
に
は
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
。
両
者
共
に
同
じ
支
婁
迦
識
訳
と
す
る

こ
と
に
古
く
か
ら
疑
問
を
持
た
れ
、

い
ず
れ
か

一
方
が
本
当
の
支
婁
迦
識
訳
で
あ
っ

て
、
他
方
は
後
に
改
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
憶
測
さ
れ
て
い
た
。

ま
ず

『一

巻
本
』
を
古
い
と
見
る
説
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
境
野
黄
洋
説
〕

『一

巻
本
』
が
支
婁
迦
識
訳
で

『三
巻
本
」
は
竺
法
護
訳
で
あ
る
。

〔
池
本
重
臣
説
〕

『三
巻
本
」
は
空
観
を
予
想
し
て
い
る
。
「
一

巻
本
』
に
も
あ
る
が
、

『三
巻
本
』
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は
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
「
摩
詞
街
」
の
語
は

『
一
巻
本
』
に
は
な

量以
龍三
海(五
説5芸

は
数
度
出
て
く
る

経
典
は
増
広
発
展
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
か
ら
、

『
一
巻
本
」
よ
り

『三
巻
本
』

r;:' -̂
色 と井

増秀
広譲( 与

説翌五

た

『
一
巻
本
」
は
般
若
経
典
以
前
、
少
な
く
と
も
そ
の
影
響
以
前
の
経
典
で
あ
り
、

こ
れ
に
般
若
空
観
的
基
礎
を
与
え
て

「三
巻
本
」
が
成
立
し
た
。

右
の
説
に
対
し
て
逆
に

『三
巻
本
』
が
古
く
、

「
一
巻
本
」
は
そ
の
抄
訳
で
あ
る

〔と
林

見
屋

る
友市説
仇は
郎(市
説包お

と
く
で
あ
る

赤 『
沼三
智巻
善(本
説~._
〕が

支
識
の
訳
で
あ
る

「
一
巻
本
」
は

『三
巻
本
」
を
簡
単
に
し
て
比
較
的
緊
要
で
な
い
諸
品
を
除
い
た

22 も
司、の
本

で
善

あ
隆(芝
説8ν

『三
巻
本
」

の
方
が
支
婁
迦
識
訳
の

『道
行
般
若
経
』
の
訳
語
と

一
致
し
て
い
て

支
婁
迦
識
訳
と
認
め
ら
れ
、
『
一
巻
本
」
は
そ
の
訳
語
か
ら
東
晋
時
代
の
訳
出
、
あ

量三
蓮(丘
説担当
、---'口J

本
で
あ
ろ
フ
と
思
わ
れ
る

『一

巻
本
』
と

『三
巻
本
」
と
は
、
も
と
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

お
そ
ら

く

『三
巻
本
」
か
ら
抄
出
改
訂
さ
れ
て

『
一
巻
本
』
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
ハ
リ
ソ
ン
説
〕
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川

一
七
九
年
に
支
婁
迦
識
に
よ
っ
て
現
在
高
麗
版
に
収
め
ら
れ
て
い
る

『三
巻
本
』

の
基
に
な
っ
た
も
の
が
訳
さ
れ
た
。
そ
れ
は
響
喰
品
第
四
の
途
中
ま
で
で
、
経
の
初

め
に
あ
る
因
縁
を
語
る
部
分
が
簡
略
で
、
偏
頒
で
あ
る
べ
き
部
分
は
長
行
で
あ
っ

，-。
ナ
九

ω次
い
で
二

O
八
年
に
支
婁
迦
識
の
門
下
生
、

お
そ
ら
く
支
亮
に
よ
っ
て
右
の
改
訂

が
行
わ
れ
、
高
麗
版
の
残
り
の
最
後
ま
で
が
訳
さ
れ
た
。
そ
し
て
因
縁
の
部
分
が
詳

し
く
な
り
、
偏
頒
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
は
偶
頒
に
書
き
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
現

在
、
宋

・
元

・
明
三
版
に
収
め
ら
れ
て
い
る

「三
巻
本
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
二

O
八

年
と
い
う
の
は

『般
舟
三
昧
経
記
』
の
建
安
十
三
年
に
校
定
し
た
と
い
う
記
事
に
も

と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
支
亮
に
よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
と
す
る
の
は
支
敏
度
の

『合
首
傍
巌
経
記
」
に
「
支
亮
は
学
を
識
に
資
け
:
:
:
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

ω四
|
五
世
紀
の
頃
に
宋

・
元

・
明
三
版
に
収
録
す
る

『三
巻
本
』
の
抄
本
が
作
ら

れ
た
。
こ
れ
が
現
在
高
麗
版
に
の
み
存
す
る

『
一
巻
本
」

〔
末
木
文
美
士
説
〕

で
あ
る
。

ハ
リ
ソ
ン
説
を
大
筋
に
お
い
て
認
め
、

『一

巻
本
」
は
必
ず
し
も
党
本
を
見
て
い

な
い
中
国
で
の
改
変
と
見
る
。

『
三
巻
本
」
と

「
一
巻
本
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
長
い
議
論
の
歴
史
も
最
近
に

な
っ
て
よ
う
や
く

『三
巻
本
」
の
方
が
古
く
て
、
支
婁
迦
識
の
訳
し
た
経
で
あ
る
と

の
説
が
有
力
と
な
り

ハ
リ
ソ
ン
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
決
定
打
が
放
た
れ
た
感
が
あ



る

以
上
の
説
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
論
点
に
絞
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

『一

巻
本
」
を
古
い
と
見
る
説
の
根
拠

1
.
経
典
と
い
う
も
の
は
漸
次
、
増
広
さ
れ
て
い
く
の
が

一
般
的
な
傾
向
で
あ
る
。

2
.
空
の
思
想
が

『三
巻
本
』
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、

「一

巻
本
」
は
そ
れ
程
で

も
な
い
。
た
と
え
ば

「三
巻
本
」
に
「
得
空
三
昧
」
(
大
正
蔵
十
三
、
九

O
五
b
)

と
あ
る
と
こ
ろ
を

『一

巻
本
』
で
は
「
得
是
三
昧
」
(
同
、

八
九
九
b
)
と
し
て
未

だ
般
舟
三
昧
が
空
の
境
地
を
得
た
三
昧
で
あ
る
と
言
っ
て
い
な
い
こ
と
。

と
く
に
空

思
想
を
強
調
す
る

『一
ニ
巻
本
」
の
「
無
著
品
」
は

「
一
巻
本
」
に
は
全
く
欠
け
て
い

る3
.
「三
巻
本
」
に

其
人
用
ν
念
ν
空
放
。
便
逮
-一得
無
所
従
生
法
楽
↓
即
逮
一一
得
阿
惟
越
致
↓

(
同
、
九
O
五
b
)

と
空
や
無
生
法
忍
を
説
く
と
こ
ろ
が

「一

巻
本
」
で
は
欠
け
て
い
る
。

4
.
『
三
巻
本
」
に

行
二
菩
薩
道
↓
来
一ニ
曽
離
ニ摩
詞
街
↓
逮
一一得
摩
詞
僧
那
僧
浬
極
畷
大
道
↓

(
問
、
九
O
四

a)

当
レ
索
-一摩
詞
術
↓
(
向
、
九

O
八
C
)

比
丘
尼
求
一一
摩
詞
街
三
抜
致
一是
三
昧
学
守
者
。
当
ニ
謙
敬
↓
不
レ
当
二
一
嫉
妬
↓

不
レ
得
-一
瞬
悉
↓
(
問
、
九
一

O
a
)

な
ど
「
摩
詞
街
」
の
語
は

『三
巻
本
』
に
は
し
ば
し
ば
出
て
い
る
が

『一

巻
本
」
で

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は

『一

巻
本
』
が
未
だ
大
乗
の
意
識
に
乏
し
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。

以
上
が

『
一
巻
本
』

の
方
を
古
い
と
す
る
学
者
た
ち
の
論
拠
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
反
対
に

『三
巻
本
』
を
古
い
と
す
る
学
者
の
論
拠
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
.
『
一
巻
本
』
に
は
空
の
思
想
が
稀
薄
で
あ
る
と
い
う
が
、
「
行
品
」
の
初
め
の
三

字
備
は
、
有
想
、
無
想
を
も
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
対
立
概
念
を
超
克
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
、
空
の
思
想
が
根
底
に
流
れ
て
い
る
と
見
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
「
行
品
」
の
終
わ
り
に
鏡
と
影
像
の
嘗
喰
が
説
か
れ
て
い
る

が
、
そ
の
影
像
は
中
よ
り
出
ず
る
も
の
で
も
な
く
、
外
よ
り
入
り
来
っ
た
も
の
で
も

な
い
。
そ
の
様
に
仏
は
「
無
所
従
来
」
で
あ
り
「
亦
無
所
至
」
(
大
正
蔵
十
三
、
/¥ 

九
九
b
)
で
あ
る
と
い
う
の
は

〈般
若
経
〉
に
説
く
空
の
思
想
と
全
く
異
な
る
と
こ

ろ
が
な
い
。

2
.
「三
巻
本
」
に
は
「
泥
沼
」
「
恒
辺
沙
」
「
釈
迦
文
」「
閲
文
」
「
阿
惟
三
仏
」
「
但

薩
阿
掲
阿
羅
詞
三
耶
三
仏
」「
阿
須
倫
」

「真
陀
羅
」「
摩
喉
羅
」
な
ど
の
語
を
用
い

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
は
支
婁
迦
識
訳

『道
行
般
若
経
』
の
訳
語
と

一
致
す
る
。

し
か
る
に

『一

巻
本
』
で
は
「
浬
繋
」
(
問
、

八
九
九

c
・
九

O
二

a)
「
夜
叉
」

(
問
、
九

O
一
C
)

な
る
新
訳
語
を
使

っ
て
い
る
。

「浬
繋
」
の
語
は
東
晋
時
代
以
後

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
語
で
あ
る
。

以
上
の
論
拠
に
よ
る
と
、

も
は
や

『一

巻
本
』
を
古
い
と
見
る
説
は
成
り
立
た
な

く
な
る
。
加
う
る
に
ハ
リ
ソ
ン
氏
の
詳
し
い
研
究
に
よ
っ
て

〈般
舟
三
昧
経
〉
諸
漢

訳
の
成
立
が
ス
ム
ー
ズ
に
解
明
で
き
よ
う
。
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第
二
章

初
期
阿
弥
陀
仏
経
由
(
の
成
立



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

四
、
〈
般
舟
三
昧
経
〉
諸
本
の
成
立
次
第

現
存
す
る

〈般
舟
三
昧
経
〉
諸
本
の
中
、

『大
集
経
賢
護
分
』
と

『チ
ベ
ッ
ト
訳
」

と
は
、
訳
経
史
の
上
か
ら
言
っ
て
も
、
内
容
か
ら
言
っ
て
も
最
も
後
期
の
展
開
を
示

す
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

「チ
ベ
ッ
ト

訳
」
の
方
が
章
区
分
が
細
か
く
、
新
た
な
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

「チ

ペ
ッ
ト
訳
」
を
最
も
新
し
い
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

問
題
は

『抜
阪
菩
薩
経
」
で
あ
る
。
こ
の
経
は
前
四
品
の
み
の
翻
訳
で
完
訳
で
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
形
を
原
初
形
態
と
見
て
望
月
信
亨
氏
は

抜
阪
経
↓
一
巻
本
↓
三
巻
本
↓
賢
護
分

と
発
展
し
て
い
っ
た
と
の
説
を
出
さ
れ
た
。
ま
た
静
谷
正
雄
氏
も

『抜
肢
菩
薩
経
』

を
最
古
の
経
と
す
る
説
を
述
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

戸
i
h

、a
o

+
匂
し右

の
説
に
対
し
て
色
井
秀
譲
氏
は

一
巻
本
↓
三
巻
本
↓
抜
披
経
↓
賢
護
分

の
成
立
順
序
を
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
『
抜
阪
経
』
は
前
四
品
の
み
の
訳
で

あ
る
が
、

そ
の
部
分
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
と

『三
巻
本
』
よ
り
も
む
し
ろ

「賢

護
分
」
の
方
に
近
く
、

「
一
巻
本
」
と
は
最
も
離
れ
て
い
る
と
判
定
さ
れ
た
結
果
で

ホ
り
ヲ
令
。

経
録
を
見
る
に

『抜
肢
経
」
は
す
で
に
道
安
も
知
っ
て
い
て

「出
三
蔵
記
集
」
巻

一
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
新
集
安
公
古
異
経
録
」
に

披
陀
菩
薩
経
一
巻
諒
一
時

(
大
正
蔵
五
五
、

一五
b
)

と
あ
る
か
ら

『道
安
録
」
編
纂
の
晋
の
康
寧
二
年
、
す
な
わ
ち
三
七
四
年
以
前
に
す
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で
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

ハ
リ
ソ
ン
氏
に
よ
れ
ば
経
の
終
わ
り
方
が
唐
突
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
テ
キ
ス
ト

の
途
中
ま
で
訳
し
て
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
そ

の
語
法
は
古
い
。
(
た
と
え
ば
泥
沼
、
須
摩
提
な
ど
の
語
を
用
い
て
い
る
。
)
こ
の
こ

と
か
ら
支
婁
迦
識
訳
本
(
ハ
リ
ソ
ン
氏
の
い
う
A
版
)

と
後
世
の
改
訂
版

(
B
版
)

と
の
中
間
の
形
を
も
っ
た
原
典
に
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
と
し
て
三
世
紀
ま
で
に
訳

出
さ
れ
た
と
言
う
。

梶
山
雄
一
氏
は
こ
の
経
の
成
立
に
つ
い
て
新
し
い
見
解
を
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は

『抜
阪
経
』
に
「
法
身
」
(
大
正
蔵
十
三
、
九
一
一

一
a
H
)
な
る
語
が
あ
る
。
こ
の
語

に
対
応
す
る
の
は

『三
巻
本
」
で
は
「
問
事
口
問
」
第
一
に
「
経
蔵
身
」
(
問
、
九

O

四

a
m
)
と
あ
り
、

『賢
護
分
」
で
は
「
一
切
法
」
(
問
、

八
七
四
a
M
m
)

と
あ
る
。

こ
の
語
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は

a
y
R
5白
l
w
M
E
で
あ
っ
て
、
そ
の
用
例
は
党
文

の

『八
千
頒
般
若
経
』
や
そ
の
漢
訳
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

『道
行
般
若
経
』
巻

九
で
は
「
仏
経
身
」
(
大
正
蔵
八
、

四
六
八
C
)

『大
明
度
経
」
巻
五
で
は
「
仏
経

等
」
「
問
、
五

O
二
C
)
、
『小
品
般
若
経
』
巻
九
で
は
「
諸
仏
法
蔵
」
(
同
、
五
七
七

C
)

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
未
だ
法
身
・
色
身
と
い
う
仏
陀
の
二
身
説
は

成
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
二
身
説
の
法
身
で
は
な
く
て
、
仏
陀
の
「
教
え
の
集

ム
巴
と
い
う
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
語
が
色
身
に
対
す
る
法
身

と
し
て
漢
訳
さ
れ
た
最
初
は
、
鳩
摩
羅
什
訳
の

『小
品
般
若
経
」
に
お
い
て
で
あ

り



諸
仏
如
来
不
ν
応
下
以
ニ
色
身
一
見
M

諸
仏
知
来
皆
是
法
身
故
。
(
問
、

五
八
四

b 

と
あ
る
。
焚
文
の

『
八
千
頒
般
若
経
」
で
は
右
の
文
は
第
三
十
一
章
「
ダ
ル
モ

1
ド

ガ
タ
菩
薩
品
」
に
あ
り
、
『
八
千
頒
般
若
経
」
と
し
て
は
原
初
形
態
に
属
す
る
部
分

で
は
な
く
て
後
に
増
補
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
で
あ
る
が
、
し
か
し
支
婁
迦
識
訳

の
『
道
行
般
若
経
」
に
は
「

無
掲
笠
口
薩
品
」
と
し
て
存
在
す
る
か
ら
、

か
な
り
古

い
成
立
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
龍
樹
は
「
ラ
ト
ナ

l
ヴ
ア
リ

l
』
克
己
ー

ロ
雪
山
口
)
第
三
章
、
第
十
て
第
十
三
備
に
お
い
て
も
法
身
と
色
身
と
に
つ
い
て
説

い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
梶
山
氏
は

『
八
千
頒
般
若
経
』
に
お
け
る
色
身

・
法
身

の
用
語
は
二

O
O年
前
後
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
結
ん

で
お
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

『抜
肢
経
』
に

a
gg
g
E苫
の
語
を
「
法
身
」

と
訳
し
て
い
る
事
実
は

『抜
破
経
」
の
成
立
が
『
三
巻
本
』
よ
り
も
遅
れ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、

『抜
肢
経
』
が
最
古
で
あ
る
と
の
説
は
崩
壊
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

最
後
に
党
文
原
典
に
つ
い
て
ハ
リ
ソ
ン
氏
は
へ
ル
ン
レ
蒐
集
の
断
簡
を
諸
本
と
比

較
し
て
、

「賢
護
分
』
の
方
に
増
広
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て

「サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
』

を

『
賢
護
分
」
の
前
に
位
置
づ
け
た
。

結
論
と
し
て
諸
学
者
の
研
究
成
果
を
総
合
す
る
と

〈
般
舟
三
昧
経
〉
諸
本
の
成
立

順
序
は
次
の
ご
と
く
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
巻
本
(
支
婁
迦
識
訳
で
高
麗
版
)
↓
三
巻
本
の
改
訂
本
(
宋

・
元

・
明
三

版
)
↓
抜
肢
菩
薩
経
↓
一
巻
本
↓
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
↓
賢
護
分
↓
チ
ベ
ッ
ト

訳

五
、
〈
般
舟
三
味
経
〉
と

〈
八
千
頒
般
若
経
〉

大
乗
経
典
で
は
最
初
期
の
成
立
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〈
八
千
頒
般
若
経
〉

の
中
に

〈般
舟
三
昧
経
〉
を
予
想
す
る
と
思
わ
れ
る
語
句
や
思
想
が
あ
る
。
た
と
え

ば
最
古
の
漢
訳
で
あ
る

『道
行
般
若
経
」

に
よ
っ
て
示
す
と
「
薩
陀
波
倫
菩
薩
品
」

第
二
十
八
に
「
薩
陀
波
倫
菩
薩
は
般
若
波
羅
蜜
の
教
え
を
聞
い
て
見
十
方
諸
仏
三
昧

四
七
二

a
・
四
七
三
C
)

と
か
、
薩
陀
波
倫
菩
薩
は
仏
の

中
の
深
事
の
法
を
聞
い
て
六
万
の
三
昧
を
得
た
と
い
う
中
に
、
「
悉
見
諸
仏
三
昧」

(
問
、
四
七
四

a)
な
る
名
が
あ
り
、
「
曇
無
掲
菩
薩
品
」
第
二
十
九
に
も
「
悉
念
仏

三
昧
」
(
問
、
四
七
六

a)
な
る
三
昧
が
出
て
い
る
。
そ
の
他
、
「
薩
陀
波
倫
菩
薩

い

ず

こ

よ

い

ず

こ

品
」
に
薩
陀
波
倫
菩
薩
が
「
仏
は
何
所
従
り
来
り
、
去
り
て
何
所
へ
去
る
の
か
」
の

を
得
た
」
(
大
正
蔵
八
、

問
い
に
対
し
て
、

曇
無
掲
菩
薩
は
「
仏
は
従
来
す
る
所
無
く
、
去
り
て
も
亦
至
る
所

無
し
」
(問、

と
答
え
て
い
る
と
こ
ろ
は

『般
舟
三
昧
経
」「
行
品
」
に

四
七
三
C
)

浄
水
や
磨
鏡
に
映
し
出
さ
れ
た
自
分
の
影
を
警
え
て
、

「
そ
の
影
は
内
よ
り
出
て
来

る
も
の
で
も
な
く
、
外
よ
り
入
り
来
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
様
に
仏
は
何
所
よ
り

従
来
す
る
所
無
く
、
亦
何
所
へ
至
る
所
も
無
い
」
(
大
正
蔵
十
三
、
九

O
五
C
)

と

説
い
て
い
る
の
と
軌
を

一
に
す
る
。
こ
れ
と
同
様
な
説
は

『般
舟
三
昧
経
』
「
問
事

品
」
第
一
に
も
、
諸
仏
が
悉
く
前
に
在
っ
て
立
つ
こ
と
を
幻
師
が
自
在
に
化
作
す
る

の
に
響
え
て
「
仏
は
従
来
す
る
所
無
く
、
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ま
た
従
去
す
る
所
も
無
し
」
(
問
、
九

O

現
代
に
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法
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解
明

第
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初
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阿
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仏
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成
立
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と
説
い
て
い
る
。

ま
た

『道
行
般
若
経
」
「
曇
無
掲
菩
産
品
」
に
般
若
波
羅
蜜
が
本
無
な
る
こ
と
を

「
夢
中
与
一一
女
人
↓
通
視
レ
之
本
無
」
(
大
正
蔵
八
、

四
七
五

a)
の
警
喰
を
も
っ
て

説
い
て
い
る
の
は
「
般
舟
三
昧
経
」
の
「
行
品
」
に
お
い
て
「
西
方
阿
弥
陀
仏
を
念

一
心
に
念
ず
る
こ
と
若
し
は
一
昼
夜
、
若
し
は
七
日
七

夜
、
七
日
を
過
ぎ
て
以
後
、
阿
弥
陀
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
。
能

r於
い
て
見
ざ
れ
ば

じ
て
戒
を
欠
く
こ
と
な
く
、

夢
中
に
於
い
て
之
を
見
る
」
こ
と
を
夢
中
に
姪
女
と
共
に
棲
宿
し
た
警
え
を
も
っ
て

説
明
し
て
い
る

(
大
正
蔵
十
三
、
九

O
五

a
l
b
)
こ
と
を
想
起
せ
し
め
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
『
道
行
般
若
経
」
は

『般
舟
三
味
経
」
の
説
を
知
っ
て
い
る
か

ら

『般
舟
三
昧
経
』

の
方
が
古
い
と
考
え
ら
れ
る
様
で
あ
る
が
、
経
典
成
立
史
は
そ

う
簡
単
で
は
な
い
。

『
道
行
般
若
経
』
に
『
般
舟
三
昧
経
」

の
思
想
が
見
え
て
い
る
の
は
「
薩
陀
波
倫

菩
薩
品
」
第
二
十
八
と
「
曇
無
渇
菩
薩
品
」
第
二
十
九
の
み
に
限
ら
れ
て
い
て
、

の
他
の
部
分
に
は
な
い
。
こ
の
二
品
は
党
文

「八
千
頒
般
若
経
」
に
お
い
て
は
第
三

十
章
と
第
三
十
一
章
に
相
当
す
る
。

干
潟
竜
祥
氏
の
(献
に
よ
る
と
、
〈
小
品
般
若
経
〉
の
原
初
形
態
は

『道
行
経
』
で

は
「
第
一
品
」
よ
り
「
累
教
口
問
」
第
二
十
五
の
中
途
(
仏
告
阿
難
。
汝
日
日
教
人

-
・
・
・
・
・
不
中
道
還
。
)

ま
で
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
他
の
テ
キ
ス
ト
で
は

「大
明
度

経
』
で
は
第
二
十
五
「
累
教
品
」
、
羅
什
訳
の

『小
品
般
若
経
」
で
は
第
二
十
四

「
嘱
累
品
」
、

『大
般
若

・
第
五
会
」
で
は
第
二
十
三
「
附
嘱
品
」
の
終
わ
り
ま
で
が

対
応
し
、
党
文
『
八
千
頒
般
若
経
』
で
は
第
二
十
八
「
散
華
品
」
(
〉
〈

ω
E
E白
l
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}
2
2
5同
志
ユ
〈
回
吋
門
出
)
の
途
中
に
、
世
尊
が
ア

l
ナ
ン
ダ
に
般
若
波
羅
蜜
を
付
嘱

す
る
文
が
あ
る
が
、
仏
が
弟
子
に
経
典
を
付
嘱
す
る
の
は
経
典
の
最
後
に
位
置
す
る

の
が
一
般
的
な
通
例
で
あ
る
か
ら
、
原
初
形
態
は
一
応
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
た
で
あ

コ
ン
ゼ
(即
や
梶
比
一
郎
も
こ
の
点
に
関
し
て
は
同
様
の
意
見

ろ〉つ、

と
論
述
さ
れ
た
。

で
あ
る
。

ま
た
末
木
文
美
士
(耐
に
よ
る
と
、
〈
般
舟
三
昧
経
〉
も
一
時
に
現
在
の
形
態
が
成

立
し
た
の
で
は
な
く
て
、
段
階
を
追
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
原
初
形
態
は
阿

弥
陀
仏
信
何
を
強
調
し
、
七
日
七
夜
の
念
仏
に
よ
る
見
仏
を
説
く
「
行
品
」
で
あ

り
、
「
四
事
口
問
」
以
下
と
は
断
層
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
「
四
事
品
」
以
後
で

は
阿
弥
陀
仏
信
何
は
警
喰
的
に
た
だ
一
度
出
る
だ
け

(
大
正
蔵
士
二
、
九

O
六

c

九
O
七

a)
で
あ
り
、
「
行
品
」
で
は

一
昼
夜
乃
至
七
日
七
夜
の
念
仏
の
み
に
よ
っ

そ

て
見
仏
す
る
と
説
か
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
四
事
品
」
で
は
三
月
の
間
の
修
行
が
要

求
さ
れ
て
い
る
こ
と

(
問
、
九

O
六

a)
に
矛
盾
が
あ
る
。
ま
た

「
四
事
品
」
に
は

仏
像
に
つ
い
て
の
記
述
(
問
、
九

O
六

a
、
b
)
が
あ
る
が
、
「
行
品
」
で
は
仏
像

に
つ
い
て
は
何
も
説
い
て
い
な
い
。
元
来
、
般
舟
三
昧
に
は
仏
像
は
必
要
と
し
な
い

は
ず
で
あ
る
。
観
仏
の
場
合
は
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
〈
般
舟
三
昧
経
〉
の
場
合
は
見

仏
で
あ
り
、
念
仏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
が
面
前
に
現
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

(
M
M
}
 

仏
像
は
必
要
と
し
な
い
。
仏
像
の
成
立
に
つ
い
て
高
田
修
氏
の
説
に
よ
る
と
、
ガ
ン

ダ
1
ラ
に
お
け
る
成
立
は
、
早
く
と
も
西
紀
後
一
世
紀
の
末
か
ら
二
世
紀
の
初
め
に



か
け
て
で
あ
る
、

と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

『般
舟
三
昧
経
』
の
「
四
事
品
」
以

後
の
部
分
は
仏
像
成
立
以
後
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
「
行
品
」
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
以
前
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

「道
行
般
若
経
』
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
、
仏
像
が
説
か
れ
る

の
は
「
曇
無
鴻
菩
薩
品
」
(
大
正
蔵
八
、

に
お
い
て
で
あ
り
、
支
謙
訳

四
七
六
b
)

の

『大
明
度
経
」
で
は
「
法
来
闘
士
品
」
第
二
十
九
(
問
、
五

O
七
a)
に
お
い
て

で
あ
っ
て
、
他
の
諸
本
に
は
見
出
せ
な
い
。
こ
の
部
分
は
前
述
の
ご
と
く
、

い
ず
れ

も
後
世
に
増
補
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
か
ら

『道
行
経
』
の
原
初
形
態
に
は
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
て
よ
い
。
静
谷
正
雄
氏
は
〈
小
口
問
般
若
〉
の
成
立
を
一

0
0
1
一
二
五

年
頃
と
し
、
原
初
的
な
部
分
の
成
立
は
さ
ら
に
古
く
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
結
論

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
コ
ン
ゼ
氏
は
、
基
本
的
テ
キ
ス
ト
(
『八
千
頒
」
の
原
型
)
の

成
立
を
西
紀
前

一
O
O年
か
ら
西
紀
後

一
O
O年
と
し
、

そ
の
テ
キ
ス
ト
の
拡
大
型

(『十
万
頒
」

『二
万
五
千
頒
」『

一
万
八
千
頒
」
お
よ
び

『八
千
頒
」
の
増
補
部
分
も

含
め
て
)
を
西
紀
後
一

O
O年
か
ら
三

O
O年
と
す
る
。
梶
山
雄
一
氏
は

『道
行

経
』
の
初
品
か
ら
第
二
十
五
品
ま
で
を
西
紀
後
一
世
紀
前
半
ま
で
の
成
立
と
見
て
、

「薩
陀
波
倫
品
」
と
「
曇
無
渇
品
」
と
を
含
む
第
二
十
六

1
第
三
十
の
諸
品
が
や
や

遅
れ
て
付
加
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、

『道
行
般
若
経
』
全
体
も
仏
像
が
出
現
し
た
後
一

世
紀
の
末
葉
ま
で
に
は
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
推
定
さ
れ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
梶
山
、
末
木
両
氏
の
結
論
を
総
合
す
る
と

『道
行
経
』
と

『般

舟
三
昧
経
」
と
の
成
立
は
次
の
様
に
次
第
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

て

『道
行
般
若
経
』
の
基
本
部
分

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

初
期
阿
弥
陀
仏
経
典
の
成
立

二、

『般
舟
三
昧
経
』
の
「
行
品
」

二
、
『道
行
般
若
経
」

の
「
薩
陀
波
倫
品
」
「
曇
無
掲
品
」

四、

「般
舟
三
昧
経
」
の
「
四
事
品
」
以
後
の
部
分

こ
の
成
立
次
第
は
概
ね
妥
当
な
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

『般
舟
三
昧
経
」

の
「
問
事
品
」
第
一
の
末
尾
に
「
今
現
在
仏
悉
在
前
立
三
昧
」
(
大
正
蔵
十
三
、
九

O
四
b
)
と
説
か
れ
て
い
る
の
を
知
何
に
解
釈
す
る
か
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
或
い
は
次
の
「
行
品
」
に
加
え
て
考
う
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

六、

「大
阿
弥
陀
経
』
と
〈
八
千
頒
般
若
経
〉

〈無
量
寿
経
〉
類
の
中
で
、

『大
阿
弥
陀
経
』
が
最
も
初
期
の
形
態
で
あ
る
こ
と

は
、
今
日
誰
も
異
論
を
挟
む
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
筆
者
は
こ
の
経
が
伝
統

的
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
呉
の
支
謙
訳
で
は
な
く
て
後
漢
の
支
婁
迦
識
訳
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
を
以
前
に
発
表
し
た
が
、
も
し
こ
の
説
が
許
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば

『道

行
般
若
経
」『
般
舟
三
昧
経
」『
大
阿
弥
陀
経
』
は
い
ず
れ
も
支
婁
迦
識
の
訳
で
あ

り

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
古
経
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〈
八
千
頒
般
若
経
〉
と
〈
般
舟
三
昧
経
〉
と
の
関
係
が
前
章
の
ご
と
く
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば

『大
阿
弥
陀
経
」
は
こ
の
両
経
と
比
べ
て
ど
の
様
に
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

静
谷
正
雄
氏
は
こ
の
問
題
に
触
れ
、

『大
阿
弥
陀
経
」
を
こ
れ
ら
両
経
よ
り
古
い

と
し
て
、
原
始
大
乗
と
い
う
名
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
ご
と
く
で
あ

る
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『大
阿
弥
陀
経
」
に
は

『小
品
般
若
経
」
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち

「
大
乗
」
(
『道
行
経
』
で
は
「
摩
詞
街
」
)
、
「
空
」
、
「
無
生
法
忍
」
(
『道
行
経
」
で
は

「
無
従
生
法
楽
」
の
思
想
が
な
く
、

『阿
悶
仏
国
経
』
に
現
れ
る
「
僧
那
僧
浬
」
、
「
発

菩
提
心
」
、
「
一
切
智
」
(
「道
行
経
」
で
は
「
薩
婆
若
」
)
、
「
無
上
菩
提
へ
の
廻
向
」
、

三
生
補
慮
」
、
「
般
若
波
羅
蜜
の
重
視
」
の
思
想
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
こ
れ
ら

の
諸
思
想
の
中
、
「
無
生
法
忍
」
、
「
僧
那
僧
浬
」
、
「
発
菩
提
心
」
、
「
廻
向
」
「
一
生
補

慮
」
な
ど
は

『無
量
寿
経
』
に
な
る
と
現
れ
て
い
て
、
〈
小
品
系
般
若
経
〉
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

平
川
彰
氏
は
〈
般
若
経
〉
に
は
阿
悶
仏
の
信
仰
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
〈
般
若
経
〉

は
阿
悶
仏
の
信
何
と
結
合
し
て
い
る
が
、
阿
弥
陀
仏
の
信
仰
は

〈小
品
般
若
経
〉
に

も
〈
大
品
般
若
経
〉
に
も
説
か
れ
て
い
な
い
か
ら
阿
弥
陀
仏
の
信
何
は
〈
般
若
経
〉

と
は
別
の
系
統
に
お
い
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
、

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し

〈小
品
般
若
経
〉
に
お
け
る
阿
悶
仏
は
、
後
の
挿
入
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
あ
る
の

で
、
〈
般
若
経
〉
の
原
初
形
態
に
阿
閃
仏
の
信
仰
が
盛
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑

問
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
〈
小
品
般
若
経
〉
よ
り
も
〈
阿
悶
仏
国
経
〉
の
方

が
先
在
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

平
川
氏
の
述
べ
ら
れ
る
ご
と
く
、
阿
弥
陀
仏
の
信
何
と

〈
小
品
系
般
若
経
〉
と
が

果
た
し
て
別
系
統
の
も
の
か
ど
う
か
。
確
か
に
す
べ
て
の
〈
般
若
経
〉
に
は
阿
弥
陀

仏
の
信
何
は
説
か
れ
て
い
な
い
が
、

初
期
の
〈
般
若
経
〉
と

『大
阿
弥
陀
経
』
の
菩

薩
道
を
比
較
す
る
と
、
意
外
に
も
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
『
道
行
般
若
経
」
巻
八
、

「
晶
子
口
問
」
第
二
十
二
(
大
正
蔵
八

四
六
五

a)
に
は

初
発
意
菩
薩
(
印
白
ヨ
苫

r
gヨぴ
O
岳

E
E
B
官
邸
丘
町
一

EY)
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関
般
若
波
羅
蜜
教
者
(
買
と

B
B
E
E
S
E
3
v
a官
ヨ

S
白
色
百
三
巾
)

阿
惟
越
致
菩
薩
(
白
〈
一
三
〈
白
「

zzzy)

な
ど
の
菩
薩
道
が
あ
げ
ら
れ
、
阿
惟
越
致
菩
薩
は
菩
薩
と
し
て
最
高
の
境
地
と
さ
れ

て
い
る
。
同
じ

『道
行
般
若
経
』

で
も
阿
惟
越
致
菩
薩
の
さ
ら
に
上
に
阿
惟
顔

(白
σ主
的

-5ω)
を
置
く
説
(
問
、

巻
八
の
ご
と
く
、

四
六
五
C
)
、
あ
る
い
は
羅
什
訳

「小
品
般
若
経
」

置
づ
け
る
説
(
同
、

の
窓
口
薩
を
最
高
位
に
位

五
七
五

a)
な
ど
が
あ
る
が
、
先
学
の
研
究
に
よ
る
と
、
〈
原

一
生
補
慮
(
岳
山
首
巴
℃
EZσ
白
色
号
ω)

始
般
若
経
〉
で
は
阿
惟
越
致
菩
薩
の
位
に
達
す
る
こ
と
が
菩
薩
の
目
標
で
あ
っ
た
、

と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
名
の
示
す
通
り
、
阿
惟
越
致
は
不
退
で
あ
る
か
ら
、
最
初

は
こ
の
位
が
最
高
位
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
意
味
の
方
か
ら
も
理
に
合
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
菩
薩
思
想
が
発
達
し
て
く
る
と
、

そ
れ
で
も
満
足
で
き
ず
に
さ
ら
に
そ
の

上
に
阿
惟
顔
と
か
一
生
補
慮
の
位
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
阿
惟

顔
は
そ
の
後
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
一
生
補
慮
は
あ
ら
ゆ
る
経
典
に
出
る

よ
う
に
な
る
。

こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
〈
無
量
寿
経
類
〉
を
見
る
と
、

〈初
期
無
量
寿
経
〉

に
は
一
生
補
慮
は
説
か
れ
て
お
ら
ず
、
阿
惟
越
致
を
菩
薩
の
最
高
位
と
し
て
説
い
て

い
る
が
、
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
に
は
こ
の
語
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

〈
後
期
無
量
寿
経
〉
に
は
ご
生
補
慮
の
願
」
が
あ
る
が
、
『大
阿
弥
陀
経
』
に
は
こ

の
願
は
な
い
。
ま
た
三
輩
段
を
見
る
と

「大
阿
弥
陀
経
』
で
は



上
輩
の
者
は
臨
終
の
時
に
阿
弥
陀
仏
が
来
迎
さ
れ
て
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
し
、
七

宝
水
池
の
蓮
華
の
中
に
化
生
し
て
阿
惟
越
致
菩
薩
と
な
る
。

中
輩
の
者
は
阿
弥
陀
仏
の
化
仏
が
来
迎
し
、
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
す
る
が
、
阿
弥

陀
仏
の
所
に
至
る
こ
と
が
で
き
ず
、
阿
弥
陀
仏
国
の
界
辺
に
あ
る
七
宝
城
中
を
見
て

大
い
に
歓
喜
し
、
そ
の
城
に
止
ま
っ
て
七
宝
水
池
の
蓮
華
の
中
に
化
生
す
る
。

「無

量
寿
経
」
で
は
「
往
生
者
は
不
退
転
に
住
す
」
と
説
か
れ
る
が

『大
阿
弥
陀
経
』
と

『平
等
覚
経
」
の

〈初
期
無
量
寿
経
〉
に
は
こ
の
記
述
は
な
い
。

下
輩
の
者
は
臨
終
の
時
に
夢
の
中
で
か
の
仏
を
見
て
往
生
す
る
の
で
あ
る
が
、
阿

弥
陀
仏
の
前
に
至
る
こ
と
が
で
き
ず
、
道
に
二
千
里
の
七
宝
の
城
中
を
見
て
独
り
歓

喜
し
て
そ
の
中
に
止
ま
っ
て
七
宝
浴
池
の
蓮
華
の
中
に
化
生
す
る
。
(
大
正
蔵
十
二
、

三

O
九
c

一三一
n
d
)

以
上
の
三
輩
段
は

『無
量
寿
経
」
ま
で
の
経
典
に
説
か
れ
る
が
、

『如
来
会
』
以

後
の
経
典
で
は
三
輩
の
区
別
は
抹
消
さ
れ
て
い
て
極
楽
に
往
生
す
る
も
の
は
す
べ
て

阿
惟
越
致
を
得
る
と
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る。

O
印
は
阿
惟
越
致
(
不
退
転
)

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
こ
と
を

示
す
。下 中 上

輩 輩 輩

大。
阿

覚。
経

寿。。
経

女日
000  来ぷ』

000  荘厳経

S 
000  

本

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

右
の
図
に
よ
る
と

『大
阿
弥
陀
経
』
と
「
平
等
覚
経
」
な
ど
の
初
期
の
経
典
で
は

阿
惟
越
致
を
得
る
の
は
上
輩
の
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。
上
輩
者
と
は

『大
阿
弥
陀

経
』
に
よ
る
と
「
家
を
去
り
、
妻
子
を
捨
て
て
愛
欲
を
断
じ
、
沙
門
と
な
る
も
の
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
出
家
者
を
指
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す

る
に

〈初
期
無
量
寿
経
〉
で
は
出
家
修
行
者
に
の
み
阿
惟
越
致
菩
薩
と
な
る
こ
と
へ

の
道
が
聞
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

理
想
と
す
る
仏
道
は
出
家
に
よ
る
修
行
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に

『道
行
般
若
経
」
に
お
い
て
菩
薩
道

の
最
高
位
に
阿
惟
越
致
菩
薩
を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
見

出
す
。
仏
道
に
関
し
て
、

『大
阿
弥
陀
経
』
と
「
道
行
般
若
経
』
と
の
共
通
点
は
他

に
も
あ
る
。

『大
阿
弥
陀
経
」
巻
上
に

阿
弥
陀
仏
は
諸
菩
薩
、
阿
羅
漢
の
た
め
に
経
を
説
き
己
っ
て
諸
天
人
民
の
中
で

未
だ
道
を
得
な
い
も
の
は
即
ち
道
を
得
る
。

未
だ
須
陀
一泡
を
得
な
い
も
の
は
即
ち
須
陀
一泡
を
得
る
。

未
だ
斯
陀
含
を
得
な
い
も
の
は
即
ち
斯
陀
含
を
得
る
。

未
だ
阿
那
含
を
得
な
い
も
の
は
即
ち
阿
那
含
を
得
る
。

未
だ
阿
羅
漢
を
得
な
い
も
の
は
即
ち
阿
羅
漢
を
得
る
。

未
だ
阿
惟
越
致
を
得
な
い
も
の
は
即
ち
阿
惟
越
致
を
得
る
。

(
大
正
蔵
十
二
、
三
O
七
b
l
c
、
『平
等
覚
経
』
巻
上
、
問
、
二
八
九

a)

と
説
か
れ
、
声
聞
道
の
四
向
四
果
の
上
に
阿
惟
越
致
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は

〈初
期
無
量
寿
経
〉
の
段
階
で
は
、
未
だ
大
乗
菩
薩
道
が
未
発
達
で
あ

っ
た
た

め
に
、
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四
向
四
果
の
声
聞
道
を
借
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
同
じ

第
二
重

初
期
阿
弥
陀
仏
経
典
の
成
立



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
|
|

〈
初
期
無
量
寿
経
〉
で
も
『
平
等
覚
経
」
に
な
る
と
や
は
り
こ
の
様
な
四
向
四
果
の

階
位
を
説
き
な
が
ら
も
、
声
聞
乗
を
抹
消
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
酌
み
と
れ
る
。
そ

れ
は
本
願
文
に
お
い
て

「大
阿
弥
陀
経
』

で
は
常
に
「
我
が
国
中
の
諸
菩
薩

・
阿
羅

漢
を
し
て
:
:
:
な
ら
し
め
ん
」
と
誓
願
す
る
の
で
あ
る
が
、
『
平
等
覚
経
」
で
は

「
我
が
国
中
の
人
民
」
あ
る
い
は
「
我
が
国
の
菩
薩
」
と
し
て
い
て
、
も
は
や
「
阿

羅
漢
」
な
る
語
は
使
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も

『平
等
覚
経
」
が

「大

阿
弥
陀
経
」
よ
り
も
以
後
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
つ
の
証
拠
で
あ
る
。

「無

量
寿
経
」
以
後
の
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
で
は
「
阿
羅
漢
」
な
る
語
は
全
く
姿
を
消
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
〈
無
量
寿
経
類
〉
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
初
期
の
段

階
で
は
未
だ
大
乗
菩
薩
道
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
声
聞
道
を
倍
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
が
、
阿
惟
越
致
の
菩
薩
は
仏
道
の
最
高
目
標
と
せ
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
同
じ
支
婁
迦
識
訳
の

「阿
関
仏
国
経
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
様
な
声
聞
道
に

言
及
し
、
(
大
正
蔵
十
て
七
六
二

b
)
且
つ
随
所
に
阿
惟
越
致
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
(
同
、
七
五
八
b
、
七
五
九
b
、
c
、
七
六

O
a
、

七
六
一

a
、
七
六
二

c
、
七
六
一
一一
b
、
c 

同
様
な
仏
道
は
〈
小
品
系
般
若
経
〉
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
林
凡
文

『
八
千
頒

般
若
経
」
に
よ
っ
て
示
す
と
、
そ
の
第
三
章
に

閤
浮
提
の
中
で
、
仏

・
法

・
僧
に
絶
対
的
な
浄
心
(
白
〈

2
E
胃
自
包
白
)
を

持
つ
も
の
は
僅
か
で
あ
る
。
そ
の
中
よ
り
も
さ
ら
に
僅
か
な
も
の
だ
け
が
須
陀

一
但
を
得
る
。

そ
の
中
よ
り
も
さ
ら
に
僅
か
な
も
の
だ
け
が
斯
陀
垣
・
・
・
・
・・
阿
那
含
・・
・
・
・
・
阿
羅
漢

:
:
:
猫
覚
:
:
:
無
上
正
等
覚
に
対
し
て
心
を
発
こ
す
。
:
:
:
般
若
波
羅
蜜
へ
の

136 

道
を
行
ず
る
。
:
:
:
阿
惟
越
致
の
菩
薩
地
に
住
す
る
。
:
:
:
無
上
正
等
覚
を
さ

と
る
の
で
あ
る
。
〔
要
約
〕
(
荻
原
本
、

召
・
巴
ω
ー
ム

〈
色
色
吉

本

刀
・
包
『
道
行

般
若
経
」
巻
二
、
大
正
蔵
八
、

四
三
二

b
、
『小
品
般
若
経
」
巻
二
、
同
、

五

四
二
C
)

と
説
か
れ
、
こ
の
階
梯
は
〈
小
品
系
〉
の
み
な
ら
ず
〈
大
品
系
般
若
経
〉
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
〈
大
品
系
〉
で
は

菩
提
心
を
発
こ
し
、
菩
薩
道
を
行
じ
て
い
る
阿
惟
越
致
の
菩
薩
で
も
般
若
波
羅

蜜
の
方
便
力
を
遠
離
す
れ
ば
声
問
、
辞
支
仏
地
に
堕
す
る
。
(
『摩
詞
般
若
経
』

巻
九
、
同
二
八
四

b
l
c
)

と
い
う
説
が
加
わ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
〈
大
品
系
般
若
経
〉
に
な
る

と
、
般
若
波
羅
蜜
が
さ
ら
に
重
視
さ
れ
た
こ
と
と
、
阿
惟
越
致
が
不
退
と
い
う
意
味

で
、
窓
口
薩
と
し
て
は
最
高
位
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
上
位
の
階

位
と
し
て
一
生
補
慮
の
菩
薩
位
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
不
退
で
あ
る
べ
き
は

ず
の
阿
惟
越
致
菩
薩
が
本
来
の
意
味
を
失
っ
て
単
な
る
菩
薩
の
一
通
過
的
な
階
位
と

な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様
に
四
向
四
果
の
声
聞
道
が
否
定
さ
れ
ず
に
菩
薩
道
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、

そ
の
上
に
阿
惟
越
致
菩
薩
を
位
置
づ
け
る
仏
道
体
系
は
〈
原
始
般
若
経
〉
も
〈
原
始

無
量
寿
経
〉
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
か
ら
す
る
と
両
者
は
同
じ
土
壌

よ
り
発
生
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
一
生
補
慮
の
観
念
は
い
つ
頃
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
漢
訳
と



し
て
最
初
に
現
れ
る
の
は
元
康
元
年
(
二
九
一
年
)

に
無
叉
羅
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た

と
い
う

『放
光
般
若
経
』
巻
十
五
に
、
初
発
意
菩
薩
|
久
発
意
菩
薩
1

阿
惟
越
致
菩

薩
1

一
生
補
慮
菩
薩
と
あ
る
。
(
大
正
蔵
八
、

一
O
一
C
)

〈
小
品
系
般
若
経
〉
で
は

羅
什
訳
の

「小
品
般
若
経
」
「
無
慢
煩
悩
品
」
第
二
十
二
(
問
、
五
七
五
三

と
玄

笑
訳
『
大
般
若
経

・
第
五
会
」
「
根
栽
品
」
第
二
十
二
(
大
正
蔵
七
、
九
一
四
C
)

に
一
生
所
繋
菩
薩
と
し
て
出
て
い
る
の
み
で
他
の
諸
本
に
は
出
な
い
名
で
あ
る
。
従

っ
て
初
期
の
〈
般
若
経
〉
で
は
未
だ
一
生
補
慮
の
観
念
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と

見
る
べ
き
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
が
〈
無
量
寿
経
類
〉
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、

「大
阿
弥
陀
経
」
に
は
一
生
補
慮
は
出
て
い
な
い
が
、

『平
等
覚
経
』
に
そ
の
萌
芽
と

も
見
ら
れ
る
「
不
一
生
等
」
と
あ
る
の
は
前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
但
し
中
国
で
最

も
早
く
一
生
補
慮
と
訳
さ
れ
た
の
は
支
婁
迦
識
訳
の
『
阿
関
仏
国
経
」

で
あ
ろ
う
。

そ
の
巻
上
に

住
レ
於
一一兜
術
天
一得
一二
生
補
慮
之
法
↓
(
大
正
蔵
十
一
、
七
五
四

c

と
あ
る
こ
と
は

『阿
悶
仏
国
経
』
原
典
成
立
史
の
上
で
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

次
に
無
生
法
忍
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
無
生
法
忍
は

『道
行
般
若
経
』
で
は

「
無
所
従
生
法
楽
」
な
る
語
を
も
っ
て
漢
訳
さ
れ
、

そ
の
語
は
「
不
可
計
品
」
第
十

(
正
蔵
八
、

四
五
一

a)
「
阿
惟
越
致
品
」
第
十
五

(
問
、
四
五
六

a
)
「
遠
離

品
」
第
十
八
(
問
、

四
六
三

a)
「
強
弱
品
」
第
二
十
四

の
四

問
、
四
六
七

c

箇
所
に
出
て
い
る
。
こ
の
語
は
支
婁
迦
識
訳
経
典
で
も

『般
舟
三
昧
経
』
「
行
品
」

(
大
正
蔵
十
三
、
九

O
五
b
)
に
あ
る
が
、

『阿
関
仏
国
経
」
や

『大
阿
弥
陀
経
』
に

は
出
て
こ
な
い
。
〈
無
量
寿
経
類
〉
で
は
初
期
に
は
な
く
て

「無
量
寿
経
」
以
後
の

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

初
期
阿
弥
陀
仏
経
典
の
成
立

〈
後
期
無
量
寿
経
〉
に
は
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、

「道
行
般
若
経
」
や
〈
後
期
無
量
寿
経
〉
に
あ
っ
て

『大
阿
弥
陀
経
」

に
な
い
用
語
と
し
て
は
「
僧
那
僧
浬
」
「
発
菩
提
心
」
「
一
切
智
」
「
廻
向
」
な
ど
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

経
典
成
立
を
考
え
る
上
で
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
一
つ
に
仏
像
が
あ
る
。

『大
阿

弥
陀
経
』
や

『平
等
覚
経
』
の
中
輩
段
に
は
「
阿
弥
陀
仏
即
自
化
作
形
像
」
(
大
正

蔵
十
二
、

三

一
O
b、
二
九
二

a)
と
あ
り
、

『無
量
寿
経
』
で
は
「
無
量
寿
仏

と
あ
る
と
こ
ろ
を
藤
田
宏
達
氏
は
党
本
で
は

化
ニ
現
其
身
こ

(
同
、
二
七
二

b
)

σ己仏門白
血
コ
一
司
ヨ
一
円
白
(
化
仏
)
に
当
た
る
も
の
で
、
有
形
的
な
造
像
を
指
す
も
の
で
は

t
当
、

少

''vv

と
述
べ
て
お
ら
れ
、
こ
の
文
で
は
そ
の
様
に
思
わ
れ
る
が
、

『無
量
寿
経
』

で
は
そ
の
少
し
前
に
「
起
立
塔
像
」
な
る
語
が
あ
る
。
こ
れ
に
相
当
す
る
語
は
他
の

ど
の
テ
キ
ス
ト
に
も
な
い

『
無
量
寿
経
』
独
特
の
用
例
で
あ
る
。

「般
舟
三
昧
経
」

「
四
事
品
」
や

『道
行
般
若
経
』
の
「
曇
無
掲
菩
薩
品
」
な
ど
、

い
ず
れ
も
増
補
部

分
に
仏
像
の
記
事
が
あ
り
、

そ
の
原
初
形
態
の
部
分
に
は
仏
像
の
記
事
が
な
い
こ
と

は
前
に
述
べ
た
が
、

〈無
量
寿
経
類
〉
に
お
い
て
も
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
の
段
階
で

は
仏
像
の
記
述
は
な
く
、
仏
像
製
作
以
前
の
成
立
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

つ。
仏
塔
に
つ
い
て
は

『大
阿
弥
陀
経
」
第
六
願
に

若
善
男
子
善
女
人
。
欲
レ
来
二
生
我
国
↓
用
レ
我
故
益
作
レ
善
。
若
分
樟
布
施
。

透
レ
庁指焼
ν
香
。
散
レ
花
然
レ
燈
。
懸
一一
雑
縛
綜
↓
飯
一一食
沙
門
↓
起
レ
塔
作
ν
寺。

断
ニ
愛
欲
一斎
戒
清
浄
。
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。
昼
夜
一
日
不
二
断
絶
一皆
令
レ
来
二
生
我
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国
↓
作
ニ
菩
薩
↓
(
大
正
蔵
十
二
、
三

O
一
b

と
塔
崇
拝
の
こ
と
が
出
て
い
る
。
こ
の
願
は

『平
等
覚
経
」
に
は
欠
け
て
い
て
、
他

の
諸
本
の
本
願
文
に
も
な
い
が
、
成
就
文
に
当
た
る
中
輩
の
段
に
は
『
大
阿
弥
陀

経
」
『
平
等
覚
経
』
『
無
量
寿
経
」
と
も
に
塔
を
起
こ
し
て
供
養
す
る
こ
と
が
往
生
の

条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
塔
は
釈
尊
の
舎
利
を
納
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
塔
へ
の
崇

拝
は
釈
迦
信
何
を
意
味
す
る
。
初
期
の
阿
弥
陀
仏
経
典
に
塔
崇
拝
が
り
、
後
期
に
な

る
と
そ
れ
が
消
え
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
平
川
彰
氏
は
阿
弥
陀
仏
信
何
は
最
初
は
塔

崇
拝
、

す
な
わ
ち
釈
迦
信
仰
よ
り
出
発
し
て
い
た
が
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
が
盛
ん
に
な

る
に
従
っ
て
両
者
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
な
り
、

や
が
て
塔
崇
拝
が
消
え
て
い
っ
た

の
で
あ
ろ
う
、
と
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
阿
弥
陀
仏
信
何
が
釈
迦
信
何
の
投
影

と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
初
期
の
〈
般
若
経
〉
で
は
初
め
か
ら
塔
崇
拝
を
否
定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち

『道
行
般
若
経
」
「
功
徳
口
問
」
第
三
に
お
い
て

七
宝
よ
り
な
る
如
来
の
舎
利
を
納
め
た
塔
を
千
万
も
造
っ
て

一
生
の
問
、
供
養

す
る
よ
り
も
、
般
若
波
緩
蜜
を
聞
き
、
書
写
し
、
経
巻
に
し
て
供
養
す
る
方
が

余
程
福
徳
が
多
い
。

〔趣
意
〕
(
大
正
蔵
八
、
四
三
二

b

四
三
三

b
、

〈
山
一
円
凶
苫
本
℃
℃
・
ω
H
l
N
白
)

と
説
か
れ
て
い
る
。
仏
滅
後
に
お
い
て
生
身
の
釈
迦
を
崇
拝
す
る
流
れ
が
塔
崇
拝
と

な
り
、

一
方
、
そ
れ
よ
り
も
教
法
(
法
身
仏
)
を
崇
拝
す
る
流
れ
が
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
流
れ
を
汲
む
の
が
〈
般
若
経
〉
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
見

方
を
す
る
と
、
阿
弥
陀
仏
経
典
と

〈
般
若
経
〉
と
は
異
な
る
流
れ
よ
り
生
成
さ
れ
た

と
言
う
こ
と
も
出
来
る
。

138 

ま
た
別
の
観
点
か
ら
考
察
し
よ
う
。
大
乗
経
典
で
は
誓
願
↓
仏
微
笑
↓
授
記
と
い

う
形
式
が
ほ
ぼ
一
定
の
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
説
か
れ
て
い
る
。

『無
量
寿
経
』

で
は

往
親
備
に
そ
れ
が
存
在
す
る
。
要
約
す
れ
ば
、
東

・
南

・
西

・
北
の
諸
仏
国
よ
り
菩

薩
た
ち
が
無
量
寿
仏
を
礼
拝
す
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
。
彼
ら
は
無
量
寿
仏
の
両
足

に
礼
拝
し
、
「
わ
れ
わ
れ
の
国
土
も
亦
、
こ
の
様
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
願
っ
て

仏
に
花
束
を
散
ら
す
と
、
花
は
百
由
旬
の
傘
蓋
と
な
っ
て
空
中
に
止
ま
っ
た
。
そ
の

時
、
無
量
寿
仏
は
微
笑
を
な
し
た
ま
い
、

三
十
六
倶
底
那
由
他
の
光
が
顔
面
よ
り
放

た
れ
て
千
倶
肱
の
国
土
を
照
ら
し
た
。
そ
の
光
は
再
び
元
に
還
っ
て
導
師
の
頂
の
中

へ
消
え
た
。
そ
こ
で
観
自
在
菩
薩
は
「
世
尊
よ
、

お
ん
身
は
今
い
か
な
る
原
因
、

し当

か
な
る
動
機
で
微
笑
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
と
無
量
寿
仏
は
彼
ら
に

記
別
を
授
け
ら
れ
た
。

〔趣
意
〕
(
大
正
蔵
十
二
、
二
七
二

C

|
二
七
=
王
、
足
利
本

円
)
円

y
t
印
)
こ
の
形
式
は
少
し
の
前
後
の
入
替
え
や
省
略
は
あ
る
も
の
の
、
燃
灯
仏

授
記
物
語
に
お
い
て
も
定
型
化
し
て
い
る
。
こ
の
形
式
が
見
ら
れ
る
の
は
〈
無
量
寿

経
類
〉
で
は

『大
阿
弥
陀
経
』
に
欠
け
る
以
外
、
他
の
す
べ
て
の
諸
本
に
説
か
れ
て

い
る
。
ま
た
〈
小
品
系
般
若
経
〉
や
〈
阿
関
仏
国
経
〉
に
も
あ
る
が
〈
般
舟
三
昧

経
〉
に
は
な
い
。
〈
小
品
系
般
若
経
〉
で
は
党
本
に
よ
る
と
「
ガ
ン
ガ
デ
l
ヴ
ィ

l

天
女
口
問
」
第
十
九
章
に
五
つ
の
誓
願
を
説
い
た
後
に
出
る
。
ま
た
同
経
の
「
ア
ヴ
ア

キ
ー
ル
ナ

・
ク
ス
マ
口
問
」
第
二
十
八
章
に
も
出
て
い
る
。
(
『道
行
般
若
経
」
で
は

「
但
渇
優
婆
夷
品
」
第
十
六
、
大
正
蔵
八
、

四
五
八

a
、
「
強
弱
品
」
第
二
十
四
、
大

正
蔵
八

四
六
八

a

b



こ
の
様
に
〈
無
量
寿
経
類
〉
と
〈
般
若
経
類
〉
と
は
互
い
に
交
流
し
合
っ
て
い
る

面
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も

「大
阿
弥
陀
経
』
は
最
初
期
の
経
典
で
あ

る
と
の
感
を
深
く
す
る
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
仏
道
の
中
に
声
聞
道
の
階
位
を
繰
り

組
み
、
阿
惟
越
致
の
菩
薩
を
最
高
の
菩
薩
位
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
。

一
生
補
慮

の
観
念
が
な
い
こ
と
。
無
生
法
忍
、
僧
那
僧
浬
、
発
菩
提
心
、

一
切
智
、
廻
向
な
ど

の
語
も
な
く
、
初
期
般
若
経
の
空
思
想
も
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。
仏
像
の
記
述
も
な

い
こ
と
。
塔
崇
拝
が
見
ら
れ
、
阿
弥
陀
仏
信
何
が
未
だ
純
化
し
て
い
な
い
こ
と
。
誓

願
よ
り
も
授
記
に
至
る
形
式
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
か
ら
〈
小
品
系
般
若
経
〉

や
〈
般
舟
三
昧
経
〉
よ
り
も
早
い
成
立
で
あ
る
こ
と
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
。
そ
れ
で

は

『大
阿
弥
陀
経
」
原
典
の
成
立
は
い
つ
頃
に
置
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
の
経

を
支
婁
迦
識
訳
と
す
れ
ば
、
そ
の
漢
訳
年
代
の
一
七
九
年
を
下
る
こ
と
は
あ
り
得
な

ぃ
。
こ
の
年
代
が
最
下
年
限
で
あ
る
が
、
も
っ
と
絞
る
な
ら
ば
仏
像
の
記
述
が
な
い

と
こ
ろ
か
ら
、
仏
像
の
成
立
年
代
た
る
一
世
紀
末
か
ら
二
世
紀
の
初
め
以
前
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

『大
阿
弥
陀
経
」

の
現
形
の
成
立
で
あ
る
が
、
す
で
に
論
じ

た
よ
う
に
、
こ
の
経
典
自
身
も
一
時
に
現
在
の
形
が
成
立
し
た
の
で
は
な
く
て
、
原

初
形
態
と
増
補
部
分
を
考
え
る
な
ら
ば
、
原
初
形
態
の
成
立
は
さ
ら
に
遡
る
こ
と
と

な
り
、

『八
千
頒
般
若
経
」
の
成
立
年
代
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、
西
紀
後
間
も
無
く
、

お
そ
く
と
も
、
西
紀
後
一
世
紀
の
中
頃
ま
で
と
い
う
漠
然
た
る
結
論
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
で
あ
ろ
う
。

七
、
〈
阿
弥
陀
経
〉
と

『大
阿
弥
陀
経
」

〈阿
弥
陀
経
〉
は
〈
無
量
寿
経
〉
よ
り
も
古
い
と
す
る
説
と
新
し
い
と
す
る
説
の

両
説
が
あ
り
判
断
に
苦
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
筆
者
は
次
の
諸
点
よ
り
、
少
な

く
と
も
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
よ
り
は
新
し
く
、
康
僧
鎧
訳
と
伝
え
る

『無
量
寿
経
」

と
ほ
ぼ
同
じ
位
の
時
期
の
成
立
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

い
ま
そ
の
理
由
を
い

く
つ
か
あ
げ
て
み
よ
う
。

〈
阿
弥
陀
経
〉
の
前
半
は
極
楽
の
荘
厳
を
説
き
、
後
半
の
部
分
は
六
方
諸
仏
に
よ

る
阿
弥
陀
仏
へ
の
讃
歎
が
説
か
れ
て
い
て
成
立
を
異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
後
半
部
分
の
六
方
諸
仏
の
名
は
〈
仏
名

経
〉
よ
り
の
採
用
と
見
ら
れ
、
特
に
菩
提
流
支
訳

『仏
説
仏
名
経
」
巻
六
(
大
正
蔵

十
四
、

に
出
る
仏
名
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
こ
の
様
に
多
く
の
仏
に

一
四
三
b
)

南
無
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
は
、

そ
れ
だ
け
現
在
諸
仏
の
思
想
が
発
展
し
た
証

拠
で
あ
っ
て
、
最
初
期
の
大
乗
経
典
に
は
見
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
る
。

阿
弥
陀
仏
の
焚
名
に
つ
い
て
〈
阿
弥
陀
経
〉
で
は
〉

E
S吉
印
(
無
量
寿
)
を
用

ぃ
、
〈
無
量
寿
経
〉
で
は
多
く
〉
3
X阻
害
回
(
無
量
光
)
を
用
い
て
い
る
の
と
対
照

的
で
あ
る
。
ア
ミ
タ
1
ユ
ス
と
ア
ミ
タ

l
パ
の
い
ず
れ
が
先
行
す
る
か
は
議
論
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
ア
ミ
タ
1
ユ
ス
の
方
が
古
い
と
考
え
る
学
者
に
岩
本
裕
氏
が
あ
る
。
そ
の
理

由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
〈
法
華
経
〉
に
は
阿
弥
陀
仏
は
次
の
三
回
登
場
す
る
。

化
域
機
品
(
西
紀

一
世
紀
頃

ア
ミ
タ
l
ユ
ス

薬
王
菩
藤
本
事
品
(
西
紀
二
世
紀
中
頃
)

ア
ミ
タ
l
ユ
ス

普
門
品
(
西
紀
二
世
紀
中
頃
以
後
)
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ア
ミ
タ
l
パ

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

初
期
阿
弥
陀
仏
経
典
の
成
立
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こ
の
こ
と
か
ら
最
初
は
ア
ミ
タ
1
ユ
ス
と
呼
ば
れ
た
の
が
西
方
の
光
明
思
想
の
影
響

を
受
け
て
ア
ミ
タ

l
パ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
。

ま
た
真
野
竜
海
氏
は
浄
土
教
に
関
す
る
諸
テ
キ
ス
ト
を
成
立
順
に
並
べ
、

そ
こ
に

出
る
無
量
寿
と
無
量
光
の
出
る
頻
度
を
調
べ
る
と
、
テ
キ
ス
ト
の
古
い
も
の
ほ
ど
無

量
寿
が
多
く
、
新
し
い
も
の
ほ
ど
無
量
光
が
多
い
と
い
う
。
し
か
し
こ
こ
で
扱
わ
れ

て
い
る
の
は
羅
什
訳
『
阿
弥
陀
経
』
以
後
の
〈
無
量
寿
経
〉
〈
阿
弥
陀
経
〉
の
焚
蔵

を
含
め
た
諸
本
に
限
ら
れ
て
い
て
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
は
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
な

ぃ
。
勿
論
、
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
の
原
典
に
は
ア
ミ
タ

l
ユ
ス
と
あ
っ
た
の
か
、
ア

ミ
タ

l
パ
と
あ
っ
た
の
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
で
は
阿
弥
陀

仏
の
光
明
は
最
尊
第
一
で
無
比
な
る
こ
と
が
『
無
量
寿
経
』
の
約
七
倍
の
分
量
で
く

ど
く
ど
と
説
か
れ
て
い
る
。
(
大
正
蔵
十
二
、

三
O
二
b

三
O
三

a
、
二
八
一

c

ー
二
八
二
b
)
そ
し
て
極
楽
の
厳
飾
を
説
い
た
後
に
再
び
阿
弥
陀
仏
の
光
明
が
極
大

で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
、
光
明
が
極
大
で
あ
る
か
ら
日
月
星
辰
も
蔽
わ
れ
て
現
れ

ず
、
し
た
が
っ
て
昼
夜
の
区
別
も
な
く
、
日
、
月
、
歳
も
な
い
。
そ
れ
故
に
阿
弥
陀

仏
の
寿
命
も
無
量
で
あ
る

(
問
、
三
O
八
b

c
、
二
九
O
b
c
)
と
寿
量
無
量

は
光
明
無
量
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ア
ミ
タ
|
パ
↓
ア

ミ
タ

l
ユ
ス
と
展
開
す
る
の
が
順
当
で
そ
の
逆
は
論
理
的
に
有
り
得
な
い
、

と
日

わ

れ
る
の
は
梶
山
雄
一
氏
で
あ
る
。

阿
弥
陀
仏
の
寿
命
に
つ
い
て
も
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
は
「
幾
千
億
禽
劫
歳
数
」

(
問
、
三

O
九

a
、
二
九

O
C
)
な
る
こ
と
を
説
く
が
、
こ
の
文
に
次
い
で
「
阿
弥

陀
仏
の
般
泥
沼
の
後
は
蓋
棲
一
日
一
(
観
音
)
菩
薩
が
作
仏
し
て
諸
天
人
民
を
過
度
す
」

と
説
き
、
ま
た
「
そ
の
仏
が
般
泥
沼
後
は
、
摩
詞
那
鉢
(
大
勢
至
)
菩
薩
が
作
仏
す
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る
」
と
い
う
。
こ
の
様
に
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
で
は
阿
弥
陀
仏
は
無
量
寿
で
あ
る
と

言
い
な
が
ら
も
、
こ
の
こ
と
が
徹
底
し
て
い
な
い
。
『
無
量
寿
経
』
に
「
仏
寿
命
四

十
二
劫
」
(
大
正
蔵
十
二
、
二
六
七
C
)

と
あ
る
が
、
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
で
は
こ
れ

に
対
応
す
る
文
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
に
お
い
て
は
無
量
光
(
ア
ミ
タ
1
パ
)

が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
に
比
べ
て
無
量
寿
(
ア
ミ
タ
l
ユ
ス
)

の
説
示
は
弱
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
ら
、

や
は
り
最
初
は
ア
ミ
タ

l
パ
が
説
か
れ
、
後
に
ア
ミ
タ
1
ユ
ス
な

る
名
も
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
方
が
理
に
合
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
〈
無
量
寿
経
〉

よ
り
も
後
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
〈
悲
華
経
〉
で
は
ア
ミ
タ

l
ユ
ス
が
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
そ
の
こ
と
を
証
す
る
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
〈
阿
弥
陀
経
〉
に
は
一
生
補
慮
が
説
か
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
ご
と
く

『大

阿
弥
陀
経
」
に
は
未
だ
現
れ
て
い
な
か
っ
た
観
念
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
も
っ
て

〈
阿
弥
陀
経
〉
は

『大
阿
弥
陀
経
」
よ
り
も
以
後
の
成
立
で
あ
る
と
決
定
づ
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

〈
阿
弥
陀
経
〉
の
巻
末
に
は

能
く
裟
婆
国
土
の
五
濁
悪
世
の
劫
濁
、
見
濁
、
煩
悩
濁
、
衆
生
濁
、
命
濁
の
中

に
於
い
て
、
阿
祷
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
得
て
、
諸
の
衆
生
の
為
に
是
の
一
切
世

間
難
信
の
法
を
説
く
。
(
大
正
蔵
十
二
、
三
四
八

a
、
『
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
』

同
、
三
五
一

b
、
党
本
は
浄
全
本
、
二

O
八
頁
)

と
五
濁
悪
世
の
思
想
が
出
て
い
る
。
こ
れ
を
〈
無
量
寿
経
〉
に
照
合
す
る
と
『
無
量



寿
経
』
と

『無
量
寿
如
来
会
」
に
の
み
あ
る
八
相
成
道
の
文
の
中
に
「
〔
菩
瞳
は
〕

五
濁
の
剰
に
現
れ
」
(
大
正
蔵
十
二
、
二
六
六
a
、
大
正
蔵
十
て
九
二
a
)
と

あ

る
。
こ
の
部
分
は
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
に
も
焚
蔵
両
本
に
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
か

ら
、
お
そ
ら
く
後
世
に
添
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
五
濁
悪
世
の
観
念
は
初
期

大
乗
に
お
い
て
も
す
で
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
、

た
と
え
ば
〈
法
華
経
〉

「
方
便
品
」
の
長
行
の
部
分
に
「
諸
仏
出
レ
於
-孟
濁
悪
世
↓
所
謂
劫
濁

・
煩
悩
濁

・

衆
生
濁

・
見
濁

・
命
濁
」
(
大
正
蔵
九
、

七
b
)
と
出
、
偏
頒
の
部
分
に
も
「
我

出一
一濁
悪
世
一」
(
同
一
O
a
)
と
あ
る
。
〈
法
華
経
〉
成
立
史
の
研
究
に
よ
れ
ば

「
方
便
品
」
は
原
型
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、

そ
の
長
行
の
部
分
は
や
や
遅
れ
て
第

二
期
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
偏
頒
の
部
分
に
仏
像
の
記
述
(
同
八

c
、
九
a
)
が

あ
る
か
ら
原
型
と
い
え
ど
も
仏
像
製
作
以
後
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
五
濁
悪
世
の
説
を
含
む
〈
阿
弥
陀
経
〉
も
そ
れ
ほ
ど
早
い
成
立
で
は
な
く
、

少
な
く
と
も

〈初
期
無
量
寿
経
〉
よ
り
後
の
成
立
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ〉フ。最
後
に
中
国
訳
経
史
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。
〈
阿
弥
陀
経
〉
の
漢
訳
は
四
O
二
年

に
鳩
摩
羅
什
に
よ
る
も
の
が
初
訳
で
あ
り
、

『大
阿
弥
陀
経
』
や

『平
等
覚
経
』
の

翻
訳
年
代
よ
り
か
な
り
遅
れ
て
い
る
。
筆
者
は
先
に
中
国
訳
経
史
と
経
典
成
立
史
と

は
概
ね
平
行
線
を
辿
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
こ
の
考
え
か
ら
す
る
と
羅
什

訳

『阿
弥
陀
経
』

の
原
典
の
成
立
は
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
よ
り
後
代
で
あ
る
こ
と
は

ほ
ぽ
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
今
ま
で
検
討
し
て
来
た
〈
仏

名
経
〉
と
の
関
係
、

ア
ミ
タ
l
パ
と
ア
ミ
タ
1
ユ
ス
の
前
後
関
係
、

一
生
補
慮
や
五

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

初
期
阿
弥
陀
仏
経
典
の
成
立

濁
悪
世
の
思
想
の
有
無
に
よ
る
成
立
年
代
の
考
察
と
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
「
無
量
寿
経
』
と
は
い
ず
れ
が
先
行
す
る
か
と
な
る
と
今
の
と
こ
ろ
判
断

を
下
し
か
ね
る
。
お
そ
ら
く
同
じ
頃
の
成
立
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註

(
l
)
 
中
村
元

「仏
教
文
化
の
普
遍
性
」
(
『中
外
日
報
』
昭
和
五
十
三
年

一
月

三
日

1
十
日
号
)
、
中
村
元

「
最
古
の
阿
弥
陀
仏
像
の
意
味
す
る
も
の
」

(『春
秋
』
Z
o
E
∞

一
九
七
八
年
七
月
号
)
、
定
方
展
「
ア
ミ
ダ
仏
の
起

源
」
(『講
座
大
乗
仏
教
』
5

九
O
頁
)
、
林
和
彦

「
『大
阿
弥
陀
経
』
に

あ
ら
わ
れ
た
光
明
の
性
格
と
北
西
イ
ン
ド
」
(
『仏
教
芸
術
』

一
六
五
号

昭
和
六
十
一
年
三
月

九

O
|
九
一
頁
)
、
肥
塚
隆
「
大
乗
仏
教
美
術
の

初
期
相
」
(『講
座
大
乗
仏
教
』
叩

二
七
二
|
三
頁
)

2 

』

o
yコ
切

H

・0
z
m
y
一Ebrig-gσ}冨
釦

ロ

己

〉

〈

ω
-
o
E円
白
山
〈
一白
『
山
一
口
同
ロ
-
コ
'

印
門
コ

σ巾
己
の
白
コ
己
}
戸
川
目
『
白
ロ

ω円
己
]
℃
門
口
吋
巾

J
日
ロ
門
目
。

-om-n白
叶
回
己
『
一
口
巾
コ
∞

5
・
〈

o--

}
ハ
(
司
吋

on巾
巾
門
間
口
問
的

O
『

吾

巾

h
o口
町
巾
叶
巾
ロ
の
巾

lω
巾
ヨ
宮
田
円
。
『
宮
門
目
。
一

cmtn同一

ω門
戸
】
門
出
巾
印
唱

]5
∞C
)

匂
匂
・
。
印
吋
C

こ
の
像
の
こ
と
に
つ
い
て
は
林
和
彦
前
掲
論
文
九
一
頁
、
肥
塚
隆
前
掲
論

文
二
七
二
頁
に
も
解
説
さ
れ
て
い
る
。

3 

拙
著

『無
量
寿
経
の
諸
本
対
照
研
究
』

一
一
一
七
頁

同

『浄
土
教
の
成
立
史
的
研
究
』

一
七

二
九
頁

4 

『出
三
蔵
記
集
」
巻
二
、
大
正
蔵
五
五
、
七
a
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浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

5 

平
川
彰

『初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
」
(
昭
和
四
十
三
年
三
月

春
秋
社

刊
)
九

一
頁

6 

」
の
経
は

『私
阿
末
経
』「
私
阿
昧
経
』『
菩
薩
道
樹
経
」
と
も
称
さ
れ

た
。
(
『出
三
蔵
記
集
』
巻
二
、
大
正
蔵
五
五
、
六

c
、
「法
経
録
』
巻
て

大
正
蔵
五
五
、

一
一
六
b

7 

『出
三
蔵
記
集
』
巻
二
、
大
正
蔵
五
五
、
七

a
、
「法
経
録
』
巻
一

大

正
蔵
五
五
、

一
一
六
b
、
「歴
代
三
宝
紀
」
巻
五
、
大
正
蔵
四
九
、

五
七

b 

(8) 
境
野
黄
洋

『支
那
仏
教
精
史
」

一
O
九
|
一
四
八
頁

(9) 
望
月
信
亨
訳
『
国
訳
一
切
経
」
大
集
部
四

香
川
孝
雄
訳

『新
修
国
訳
大
蔵
経
」
浄
土
部
二
、
発
刊
予
定

10 

稲
垣
久
雄
英
訳

回一
回白
O
E
印
肉白
EWHVM凶コ円
7
0
己
印白
コ
ヨ
包

n
E
Dm

般
舟
三
昧
経
(
、
H，E
ロ
印
E
C
O
D
5
5
Z
2
2
)
藤
田
宏
達
博
士
還
暦
記
念

論
集

『イ
ン
ド
哲
学
と
仏
教
」

3
・
S
l
g
(横
組
)

(日
)

ハ
リ
ソ
ン
氏
は
デ
ル
ゲ
版
(
宮
己O

2 
白

同吋
(
)
N
σ
ω
)

ナ
ル
タ
ン
版

(冨
色
。

ヤ
ロ
白
日)
、
ラ
サ
版

H
H
H
E
O)
、
北
京
版
(
昌
弘
O

吋}凶白

ロロ

(
冨
円
安
)
叶
E
H
lH
o
g-)
の
諸
版
を
校
合

・
校
訂
し
、

ロ
ー
マ
字
体
に
な

お
し
て
出
版
し
た
。

同ν
白
ロ
}
冨
・
出回『吋一
印。
コ・、『
}
d

巾
吋一
σ巾E
D

H
，g巳
O

同
吾
巾句
E
QCGω
ロコ白

ω白
ヨ
ヨ
己
}
内
}
d

白〈
2
5
-
E
lω白
ヨ
包
}己

lω日
日
・

(ω
門口門出
向

同uy-
一o
-om町一円同

∞ロ門同己町一円白

トー
) 

同N
ぬ
一日
、ロ}内白一

冨
O
ロ

omzzrュ2
・

吋
，o
r
目、。
・
、H
，
ym

F-σ
「白コ
テ
H
由
叶
∞
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同
氏
は
さ
ら
に
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
英
訳
し
、
序
文
と
四
つ
の
附
録
お
よ

び
ピ
プ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
付
け
て
出
版
し
た
。

、H，F
巾
ω白コ
J
M
己Y
一
O
向
。
一
司
巾
門
門
別
コ
noロロ門巾
H

・
宅
一
円
『
】
円
宮
町
切
口
門
呂
町
印
。
『
円
宮
町

同)「巾印巾
コ-r

〉ロコ
O
E
Z円
同
開
口
mzmy
、H
，E
ロ∞一白色
O
ロ
O
同

5
0
叶一
σ
2
2

〈巾『回一
O
コ
O
同門
Y
巾
司

g
q
z
G白
コ
コ
白
∞
ロ
仏
門
出
石

ω白
ヨ
ヨ
c
w
y帥〈釦丘町一
g

ω白
ヨ
削
己
主
lω
口
同
日

(
ω
E門出印刷
)
E
o一om一
日
∞
邑
a
z
g
富
Oコ
o
m
g吾

ω巾ユ巾
m-
〈
)
叶
O
K一司0
・、
H，F
巾目コ円。「ロ白
Z
Oロ
回
一
古
田
Z
Z
R
問。円切己門同門出
d
U
円

ω門戸』門出巾
m-
]戸

市

V
C
0
・

ま
た
同
氏
は
、
ト
ク
王
宮
写
本
と
も
校
合
し
て
右
の
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る

訂
正
表
も
作
成
し
た
。

12 

〉
明
，
河
-
Z
O
Rロ
}
巾
一
富
山
口
cmnコ
ヌ
河
巾
ヨ
白
戸
口
印
切
己
門
E
E印
門
口

5
3・

E
S
『OCロ
与
吉
開
白
2
2ロ叶己円}内巾印
E
ロ
・
0何
時

O
E
-
-
E少
匂
U-

∞ω18

へ

ル
ン
レ
氏
が
蒐
集
し
、
ト
l
マ
ス
氏
が
ロ

l
マ
ナ
イ
ズ
し
て
英
訳
し
、
註

記
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
(
拙
稿
「
カ
グ
リ
ツ
ク
出
土
∞
E
仏
E
E
E

印口
門『白

の
究
文
断
簡
に
つ
い
て
」

『印
仏
研
」
第
十
巻
、
第
二
号
、

九

九
ー
二
O
三
頁
)

ハ
リ
ソ
ン
氏
も
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
漢
訳
の
『
三
巻
本
」
、
『
賢
護

分
」
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
を
対
照
し
て
再
校
訂
し
、
英
訳
を
試
み
、
こ

れ
に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
い
る
。
(
ハ
リ
ソ
ン
英
訳
本
、
〉
匂
宮
コ
岳
凶
∞
)

13 

桜
部
建

一
ハ
リ
ソ
ン
氏
の
英
訳
研
究
に
対
す
る
書
評

『併
教
学
セ
ミ
ナ



ー
」
第
日
号
、

四
八
頁

14 

「開
元
釈
教
録
」
巻
十
一

に

(
大
正
蔵
五
五
、
五
八
八

C
|
五
八
九

a

三
部
を
現
存
本
と
し
て
あ
げ
同
巻
十
四
(
大
正
蔵
五
五
、
六
二
七
C
)
に

は
四
部
を
欠
本
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

15 

善
導
『
観
念
法
門
」
(
大
正
蔵
四
七、

一一一一一
b
|
二
四

a

「仏
告
抜
陀
和
、
有
三
昧
。
名
十
方
諸
仏
悉
在
前
立
。
:
:
:
便
於
此
坐
見

之
。
」
の
文
は
一
巻
本

『般
舟
三
昧
経
』
(
大
正
蔵
十
三
、

八
九
八
b

八

九
九

a)
、
す
な
わ
ち

「問
事
品
」
第

一
の
終
わ
り
か
ら
「
行
品
」
の

『一

巻
本
」
特
有
の
三
字
一
句
の
備
を
経
て
、
三
人
の
姪
女
の
嘗
喰
の
直

前
ま
で
の
部
分
に
当
た
る
。

16 

平
川
彰
「
阿
弥
陀
仏
の
経
典
と
仏
塔
」
(
『印
仏
研
』
第
十
四
巻
、
第
二

号
、
昭
和
四
十
一
年
三
月

三
三
三
|
三
四
O
頁
)

17 

『出
三
蔵
記
集
」
巻
七
、
大
正
蔵
五
五
、

四
八

c

18 

字
井
伯
寿

「訳
経
史
研
究
」
四
七
五
頁

19 

塚
本
善
隆

『中
国
仏
教
通
史
」
第
一
巻
、

一
O
九
頁

20 

僧
祐
は
竺
朔
仏
と
い
う
が

「高
僧
伝
』
以
後
は
竺
仏
朔
と
し
て
い
る
。

21 

前
掲
書

四
七
五
頁

宇
井
伯
寿

22 

『出
三
蔵
記
集
』
巻
七
、
大
正
蔵
五
五
、

四
七

c

23 

境
野
黄
洋

「
支
那
仏
教
精
史
』
八
八
一一一ーー
八
九
一
頁

24 

池
本
重
臣

「大
無
量
寿
経
の
教
理
史
的
研
究
」
九
O
|
九
五
頁

25 

真
野
龍
海
「
小
阿
弥
陀
経
の
成
立
」

『印
仏
研
』
第
十
四
巻
、
第
二
号
、

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

初
期
阿
弥
陀
仏
経
典
の
成
立

一
七
一
|
一
八
O
頁

26 

色
井
秀
譲

「浄
土
念
仏
源
流
考
』
二
八
O
|
二
八
七
頁

27 

林
屋
友
次
郎

「異
訳
経
類
の
研
究
』
五
五
八
頁
以
下

28 

赤
沼
智
善

『仏
教
経
典
史
論
』
四
O
O
|
四
O
一
頁

29 

塚
本
義
隆

「中
国
仏
教
通
史
」
第
一
巻
、

一O
八
頁

30 

桜
部
建
「
般
舟
三
昧
経
管
見
」
橋
本
博
士
退
官
記
念

『仏
教
研
究
論

集
』

一
七
九
頁

31 

前
掲

『般
舟
三
昧
経
』
英
訳
本
の
付
録
、
二
七
O
l
二
七

ハ
リ
ソ
ン

頁

32 

末
木
文
美
士

「『
般
舟
三
昧
経
』
を
め
ぐ
っ
て
」
藤
田
宏
遠
博
士
還
暦

記
念
論
集
『
イ
ン
ド
哲
学
と
仏
教
」
一
三

五
頁

33 

望
月
信
亨
「
浄
土
教
の
起
原
及
発
達
」
三
O
七
頁

34 

静
谷
正
雄

『初
期
大
乗
仏
教
の
成
立
過
程
」
三
O
二
頁

35 

色
井
秀
譲

前
掲
書

二
八
一
|
二
八
二
頁

36 

前
掲
書

二
一
六
|
一

一一一
O
頁

ハ
リ
ソ
ン

37 

J

ヘ
同
ハ
ど
一
苫
『
出
血

唱
、『「

ωコ回同
巾
司
白
コ
門
同
門
「
白
ロ
回
向
。
コ
H
d
m
w
t
。
ロ
。
同

5
0「
-
3
5

コ
山
一白
Z
O
D

門
O

巾
ロ
円
】
巴
コ
何
回
印・

Eω
門
己
己
一
巾
凹
一
口

∞
ロ
(
同
門
同
}
回
一
印
門
司
}
戸
一
一
。
印
。
円
)
}
M
M
¥
J

月
一
ロ
由
。
ロ
∞

o
o
f
n。
.
]
石
∞
。
・
℃円

)-AS--印
{〕

梶
山
雄

「
般
若
思
想
の
生
成
」
『
講
座
大
乗
仏
教
」
2
、
般
若
思
想
、

五
五
|
五
八
頁
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二
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頁

瓜
生
津
隆
真
訳

『宝
行
王
正
論
』
(『大
乗
仏
典
』
ニ

(
却
)

(
刊
)

梶
山
雄

竜
樹
論
集
、
二

「
般
舟
三
昧
経
阿
弥
陀
仏
信
何
と
空
の
思
想
|
」
(
『浄
土

仏
教
の
思
想
」
二
、
講
談
社
、

(
H
U
)
 

閉
山

U
N

ロ
m
y

。

一
九
九
二
年
、
二
六
一

一1
l

二
六
三
頁
)

回一
W
間
同
白

ω口
三
}
内
円
削
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i
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n
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w
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H
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o
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吋
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町
民
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】
削
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43 

梶
山
雄

『般
若
経
」
(
中
公
新
書

/¥ 

頁

44 

末
木
文
美
士

高
田
修

「仏
像
の
起
源
」
四
一
五
頁

二
九
四
頁

45 46 

静
谷
正
雄

前
掲
論
文

前
掲
書

前
掲
書

頁

(
訂
)

コ
ン
ゼ

『浄
土
仏
教
の
思
想
」
二
、
二
五
七
|
二
五
九
頁

「
初
期
浄
土
教
を
め
ぐ
る
最
近
の
情
報
」
平
成
二
年
七
月
十

八
日
、
併
教
大
学
仏
教
学
科
教
員
研
修
会
に
て
発
表

(
叫
)

梶
山
雄

(
的
)

梶
山
雄

(
印
)

末
木
文
美
士

拙
著

『浄
土
教
の
成
立
史
的
研
究
』
第
一
篇

第
一
章
「
〈
無
量
寿
経
〉

51 

前
掲
論
文

/¥ 
頁

諸
本
の
漢
訳
考
」

一
七
l
二
九
頁
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52 

静
谷
正
雄

一
O
O
-
-
O
一
頁

前
掲
書

(
日
)

平
川
彰

『初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』

一
O八
頁

(
M
)
 
同
N
-
E
-
w同
門
同
一

O
匂
・
円
一
円
・
句
。

ω
ω
ω

(
日
)

梶
芳
光
運
「
菩
薩
の
十
地
思
想
に
つ
い
て
」
宮
本
正
尊
教
授
還
暦
記
念

論
文
集

『印
度
学
仏
教
学
論
集
」
二

四
五
|
二
四
六
頁

山
田
竜
成

『大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』
一
一
一
一
|
一
二
七
頁

平
川
彰

前
掲
書

二
八
六
二
九
O
頁

56 

但
し
〈
初
期
無
量
寿
経
〉
の

『平
等
覚
経
」
の
第
二
十
願
に
「
不
一
生

等
」
(
大
正
蔵
十
二
、
二
八
一

C
)

と
あ
る
の
を
「

一
生
補
慮
」
と
解
す

れ
ば
、

『
平
等
覚
経
』
に
も
こ
の
思
想
が
あ
る
こ
と
と
な
る
。
本
願
の
順

序
か
ら
す
れ
ば
こ
の
願
は
「
一
生
補
慮
の
願
」
と
見
て
も
よ
い
。

57 

『放
光
経
記
』
(「出
三
蔵
記
集
」
巻
七
、
大
正
蔵
五
五
、

四
七
C
)

58 

藤
田
宏
達

前
掲
書

二
四
八
|
二
四
九
頁

59 

平
川
彰

七
八
一
七
八
八
頁

前
掲
書

60 

拙
著

『浄
土
教
の
成
立
史
的
研
究
」
第
一
篇

無
量
寿
経
の
研
究

第

五
章
〈
無
量
寿
経
〉
の
成
立
史

二
九

O
|
二
九
三
頁

61 

〈阿
弥
陀
経
〉
を
古
い
と
す
る
説

望
月
信
亨

『浄
土
教
の
起
原
及
発
達
』
一
二
一

一
|
一
三
四
頁

苅
谷
定
彦
「
『阿
弥
陀
経
」
と

『大
阿
弥
陀
経
』」『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』

第
四
十
二
号

八
五
|
九
九
頁
、
同
「
『阿
弥
陀
経
』
の
一
考
察
」

『宗
教



研
究
』
第
二
二
二
号

一
O
o
ー
一
O
一
頁

62 

〈阿
弥
陀
経
〉
を
「
大
阿
弥
陀
経
」
よ
り
も
新
し
い
と
す
る
説

平
川
彰
「
浄
土
思
想
の
成
立
」

『
講
座
大
乗
仏
教
』
5

四
六
頁

同
「
阿
弥
陀
仏
と
法
蔵
菩
薩
」
中
村
元
博
士
還
暦
記
念
論
集

『イ
ン
ド
思

想
と
仏
教
」

一
六
一
二
|
一
七
七
頁

高
崎
直
道
「
大
乗
経
典
発
達
史
」

『講
座
大
乗
仏
教
」
1

七
九
頁

静
谷
正
雄

『初
期
大
乗
仏
教
の
成
立
過
程
」
で
は

『阿
弥
陀
経
』
に
つ
い

て
は
何
も
触
れ
な
い
が
、
「
大
阿
弥
陀
経
」
を
原
始
大
乗
と
位
置
づ
け
て

い
る
か
ら
当
然

『大
阿
弥
陀
経
』
の
方
を
先
在
経
典
と
考
え
て
お
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

藤
田
宏
達

前
掲
書

二
一
O
|
一
二
二
頁
で
は
種
々
検
討
し
た
後
、

〈阿
弥
陀
経
〉
は

〈無
量
寿
経
〉
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
に
、

し
か
し
や
や
異

な
っ
た
視
点
か
ら
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、

と
結
ん
で
お
ら
れ
る
。

63 

『岩
本
裕
著
作
集
」
第

一
巻

二
三
九

二
四
O
頁
、
二
九
七
|
八
頁
、

「極
楽
と
地
獄
」
J¥ 

頁

64 

真
野
龍
海

「
浄
土
教
経
典
の
文
献
学
的
研
究
|
阿
弥
陀

・
称
名
に

つ
い

て
」
『
仏
教
文
化
研
究
」
第
二
十

一
号

一1
八
頁

昭
和
五
十
年

65 

梶
山
雄

「
阿
弥
陀
仏
論
争
」

『イ
ン
ド
古
典
研
究
』
第
六
巻

『神
秘

思
想
論
集
』

一
九
八
四
年
、

八
六
1

九
頁

66 

望
月
良
晃

「
法
華
経
の
成
立
史
」
『
講
座
大
乗
仏
教
』
4

「
法
華
思
想
」

四
八
|
五
五
頁

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

初
期
阿
弥
陀
仏
経
典
の
成
立

67 

四
、
同
五
五
、

『歴
代
三
宝
紀
」
巻
八
、
大
正
蔵
四
九
、
七
八

a
、
『開
元
釈
教
録
』
巻

五

c 
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1

初
期
菩
薩
道
と
阿
弥
陀
仏
信
仰

斉
藤
舜
健

序
『阿
弥
陀
仏
信
仰
論
」
と
い
う
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
信
者
と
の
関
係
を
探
る
共
通
課

題
の
下
で
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
初
期
菩
薩
道
と
阿
弥
陀
仏
信
何
と
の
関
わ

り
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。

大
乗
仏
教
と
は
菩
薩
と
呼
ば
れ
る
利
他
行
に
遜
進
す
る
修
行
者
の
仏
教
で
あ
り
、

そ
の
誕
生
は
、
所
調
〈
誰
で
も
の
菩
薩
〉
の
誕
生
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
菩
薩
が
ど
の
様
に
行
を
実
践
し
、
果
と
し
て
の
さ
と
り
を
獲
得
す
る

の
か
、
と
い
う
実
践
道
が
菩
薩
道
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
乗
仏
教
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
そ
の
最
初
期
に
、
す
で
に
阿

弥
陀
仏
に
対
す
る
信
仰
を
主
張
す
る
大
乗
経
典
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
は

『阿
弥

陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
檀
過
度
人
道
経
』
(
以
下
、
「
大
阿
』
)
・
「
無
量
清
浄
平
等
覚
経
」

(
以
下
、

『覚
経
』
)
の
二
つ
の
経
典
で
あ
り
、
康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
」
(
以
下

『寿

経
』
)
・
焚
文
『
無
量
寿
経
」
・
チ
ベ
ッ
ト
訳

『無
量
寿
経
』

・
『大
宝
積
経
』
「
無
量
寿

如
来
会
」

『大
乗
無
量
寿
荘
厳
経
』
を
後
期
無
量
寿
経
類
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
初
期

無
量
寿
経
類
と
呼
ば
れ
る
。

般
若
経
典
を
初
め
と
す
る
主
要
な
大
乗
経
典
、
あ
る
い
は
様
々
な
大
乗
の
論
書
で

は
、
あ
る
人
が
菩
薩
に
な
る
た
め
に
は
何
を
お
い
て
も
最
初
の
決
意
、

つ
ま
り
「
初

発
心
」
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
発
心
し
て
か
ら
行
を
実
践
し
、

え
」
ふ
り
に

146 

自
ら
の
仏
道
を
成
就
し
て
行
く
姿
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

『菩
薩
地
』
な
ど
で
は

体
系
化
さ
れ
た
菩
薩
道
を
説
く
場
合
に
は
、
必
ず
初
発
心
を
菩
薩
で
あ
る
た
め
の
要

件
と
す
る
。
そ
れ
故
に
、
菩
薩
道
を
語
る
場
合
に
は
、
こ
の
「
初
発
心
」
あ
る
い
は

「
菩
提
心
」
と
い
う
も
の
を
、
菩
薩
が
菩
薩
で
あ
る
た
め
の
前
提
と
考
え
る
の
は
当

然
の
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
初
期
無
量
寿
経
類
を
検
討
し
て
み
る
と
、
こ
の
菩
提
心

・
発
心
と
い
う

概
念
に
相
当
す
る
言
葉
が
な
か
な
か
見
あ
た
ら
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

「
初
期
菩
薩
道
と
阿
弥
陀
仏
信
仰
」
と
い
う
課
題
を
考
え
る
に
際
し
て
、
私
は
、

最
初
期
の
阿
弥
陀
仏
信
何
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

『大
阿
』
を
主
要
な
テ
キ

ス
ト
と
し
、
阿
弥
陀
仏
を
信
仰
し
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
者
を

仮
に
菩
薩
道
の
体
系
の
中
に
位
置
付
け
る
と
す
る
と
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
行
を
行
じ

る
べ
き
で
あ
っ
て
、

そ
の
行
が
「
菩
薩
道
」
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

も
の
な
の
か
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
無
量
寿
経
類
で
は
、
往
生
者
に
い
く
つ
か
の

区
分
を
設
定
し
、
往
生
の
在
り
方
を
差
別
化
す
る
。
さ
ら
に
、
阿
惟
越
致
な
ど
の
菩

薩
の
階
位
を
示
す
術
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
菩
薩
道
に
位
置
付
け
る
に
当
た

つ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
階
位

・
機
根
を
念
頭
に
お
い
て
区
分
し
て
検
討
し
よ
う
と
思

ぅ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
願
往
生
者

・
阿
弥
陀
仏
の
信
何
者
が
ど
の
様
な
在
り
方
で
、

ど
の
様
な
位
置
に
お
か
れ
る
の
か
を
明
確
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
作
業
を
通
し

て
初
期
無
量
寿
経
類
に
説
か
れ
る
願
往
生
者
と
阿
弥
陀
仏
と
の
関
係
を
明
確
に
し
て

行
き
、
菩
薩
道
と
阿
弥
陀
仏
信
何
者
と
の
関
係
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
思
う
。
初



期
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
に
お
け
る
菩
薩
道
の
位
置

・
意
味
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
与
え

ら
れ
た
課
題
に
対
す
る
答
え
と
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

無
量
寿
経
類
に
は
様
々
な
菩
薩
が
登
場
し
、
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
願
往
生
者
に
つ

い
て
も
、
明
ら
か
に
菩
薩
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
者
も
い
れ
ば
、

は
っ
き
り
と

し
て
い
な
い
者
も
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
願
往
生
者
の
在
り
方
を
、
三
輩
段
及
び
本

願
文
と
そ
の
成
就
文
に
基
づ
き
明
ら
か
に
し
た
い
。
次
い
で
後
期
無
量
寿
経
類
に
は

欠
落
し
て
い
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
、
阿
閣
世
王
太
子
、
観
音

・
勢
至
の
二
菩
薩
に
つ

い
て
の

「大
阿
」
の
記
述
を
順
次
検
討
し
た
い
。

一
、
三
輩
段
に
説
か
れ
る
願
往
生
者

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
求
め
る
者
の
在
り
方
を
端
的
に
示
し
て
い

る
の
は
所
調
三
輩
段
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
初
に
こ
の
三
輩
段
に
示
さ
れ
て
い
る
願

往
生
者
の
在
り
方
を
、
無
量
寿
経
類
の
内

『大
阿
』
・
『
覚
経
」
・
『寿
経
』
の
比
較
検

討
を
と
お
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

A
、
上
輩

『大
阿
』

最
上
第
一
輩
者
。
当
去
家
捨
妻
子
断
愛
欲
。
行
作
沙
門
。
就
無
為
之
道
。
当
作

菩
薩
道
。
奉
行
六
波
羅
蜜
経
者
。
作
沙
門
不
筋
経
戒
。
慈
心
精
進
不
当
膜
怒
。

不
当
与
女
人
交
通
。
斎
戒
清
浄
。
心
無
所
貧
慕
。
至
誠
願
欲
往
生
阿
弥
陀
仏

因
。
常
念
至
心
不
断
絶
者
。
〈
中
略
〉
仏
言
。
諸
欲
往
生
阿
弥
陀
仏
国
者
。
当

精
進
持
経
戒
。
奉
行
如
是
上
法
者
。
則
得
往
生
阿
弥
陀
仏
国
。
可
得
為
衆
所
尊

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

初
期
菩
薩
道
と
阿
弥
陀
仏
信
仰 敬

。
是
為
上
第
一
輩

最
上
の
第
一
の
人
々
は
、
家
を
去
り
、
妻
子
を
捨
て
、
愛
欲
を
断
ち
切
り
、
沙

門
と
な
っ
て
行
を
修
し
、
無
為
の
道
に
付
き
従
う
べ
き
で
あ
る
。
菩
薩
道
を
実

践
す
る
べ
き
で
あ
り
、
六
波
羅
蜜
経
を
奉
じ
て
行
ず
る
も
の
は
、
沙
門
と
な
っ

て
経
と
戒
と
を
欠
く
こ
と
な
く
、
慈
し
み
の
心
を
備
え
、
精
進
し
て
、
眠
怒
し

て
は
な
ら
な
い
。
女
人
と
交
わ
っ
て
は
な
ら
ず
、
斎
戒
を
持
ち
、
清
浄
で
、
心

に
む
さ
ぼ
り
執
著
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
心
の
底
か
ら
本
当
に
阿
弥
陀
仏

国
に
往
生
す
る
こ
と
を
求
め
願
っ
て
、
常
に
[
阿
弥
陀
仏
を
]
念
じ
て
心
か
ら

断
絶
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
〈
中
略
〉
仏
は
[
次
の
様
に
]
仰
っ
た
。
も
ろ

も
ろ
の
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
精
進
し
、
経
と
戒
と
を

持
っ
て
、
上
に
述
べ
た
こ
と
を
奉
じ
て
行
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
す
れ

ば
、
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
し
、
人
々
に
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ

が
上
の
第
一
の
人
々
で
あ
る
。

と
し
、
更
に
往
生
後
は
、

た
ち
ど
こ
ろ
に
阿
惟
越
致
の
菩
薩
と
な
る
と
し
、

則
往
生
阿
弥
陀
仏
国
。
便
於
七
宝
水
池
蓮
華
中
化
生
。
即
自
然
受
身
長
大
。
則

作
阿
惟
越
致
菩
薩

そ
こ
で
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
し
、

そ
の
ま
ま
七
宝
の
池
の
蓮
華
の
中
に
化
生

し
、
即
座
に
自
ず
と
身
体
が
長
大
と
な
る
。
そ
こ
で
阿
惟
越
致
の
菩
薩
と
な

る

と
い
う
。

『覚
経
』
で
も
ほ
と
ん
ど
一
語
一
句
違
わ
ず
、

当
去
家
捨
妻
子
断
愛
欲
。
行
作
沙
門
。
就
無
為
之
道
。
当
作
菩
薩
道
。
奉
行
六
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波
羅
蜜
経
者

家
を
去
り
妻
子
を
捨
て
、
愛
欲
を
断
絶
し
、
沙
門
と
な
り
、
無
為
の
道
に
付
き

従
う
べ
き
で
あ
る
。
菩
薩
行
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。
六
波
羅
蜜
経
を
奉
じ
て
行

じ
る
者
は

と
す
る
。

『寿
経
」
で
は

捨
家
棄
欲
。
而
作
沙
門
。
発
菩
提
心

家
を
捨
て
、
欲
を
棄
て
て
、
沙
門
と
な
っ
て
、
菩
提
心
を
発
す
。

と
あ
る
の
で
、
三
経
と
も
、
上
輩
は
菩
薩
を
対
象
と
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る

ち
な
み
に
『
大
阿
」
に
説
か
れ
る
法
蔵
菩
薩
(
『
大
阿
」

で
は
曇
摩
迦
菩
薩
と
音

訳
さ
れ
て
い
る
)
が
誓
願
を
た
て
た
後
の
菩
薩
行
は

仏
告
阿
難
。
阿
弥
陀
仏
為
菩
薩
時
。
常
奉
行
是
二
十
四
願
。
分
檀
布
施
不
犯
道

禁
。
忍
辱
。
精
進
。

一
心
。
智
慧
。
志
願
常
勇
猛
。
不
毅
経
法
。
求
索
不
慨
。

毎
独
捨
国
摘
王
。
絶
財
去
色
。
精
明
求
願
無
所
適
莫
。
積
功
累
徳
。
無
央

数
劫
。

仏
は
阿
難
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
阿
弥
陀
仏
が
菩
薩
で
あ
っ
た
時
、
常
に
こ
の
二

十
四
願
を
奉
じ
て
行
じ
分
檀
布
施
し
、
道
替
市
を
犯
さ
ず
、
忍
辱
、
精
進
、

心
、
智
慧
を
[
修
習
し
]
、
志
し
て
願
う
こ
と
は
常
に
勇
猛
で
あ
っ
た
。
経
と

法
を
破
壊
せ
ず
、
[
法
を
]
求
め
た
ず
ね
て
、
怠
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
[
生

ま
れ
て
国
王
と
な
る
]
度
に
一
人
で
国
を
捨
て
、

王
位
を
摘
て
て
、
財
産
か
ら

離
れ
、
女
色
を
遠
ざ
け
、
徹
密
に
明
白
に
求
願
し
、
[
そ
の
行
に
]

む
ら
が
な
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か
っ
た
。
功
徳
を
積
み
上
げ
る
こ
と
数
え
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

と
い
う
か
ら
、
二
十
四
願
を
奉
行
す
る
こ
と
を
除
い
て
、

「大
阿
」
の
上
輩
者
と
ほ

と
ん
ど
同
等
の
も
の
で
あ
る
。

B
、
中
輩

中
輩
の
往
生
者
の
条
件
の
中
に
、

『大
阿
」
に
は

仏
言
。
其
中
輩
者
。
其
人
願
欲
往
生
阿
弥
陀
仏
国
。
錐
不
能
去
家
捨
妻
子
断
愛

欲
行
作
沙
門
者
。
当
持
経
戒
無
得
筋
失
。
益
作
分
檀
布
施
、
常
信
受
仏
経
語
。

深
当
作
至
誠
中
信
。
飯
食
諸
沙
門
。
作
仏
寺
起
搭
。
散
華
焼
香
然
燈
。
懸
雑
絵

解
。
知
是
法
者
。
無
所
適
莫
。
不
当
眠
怒
。
斎
戒
清
浄
慈
心
精
進
。
断
愛
欲

臥念
止。
夢欲
中往
。生

見阿
阿弥
弥陀
陀(イム
仏盟国

一
日
一
夜
不
断
絶
者
。
其
人
便
於
今
世
。
亦
復
於

仏
は
仰

っ
た
。
そ
の
中
の
人
々
と
は
、
そ
の
人
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
往
生
し

ょ
う
と
願
い
な
が
ら
、
家
を
去
り
、
妻
子
を
捨
て
て
、
愛
欲
を
断
ち
切
り
、
沙

門
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
経
と
戒
を
持
ち
、
抜
け
落
ち
な
い
よ
う
に

し
、
益
々
分
檀
布
施
を
な
し
、
仏
の
経
の
言
葉
を
信
じ
て
受
け
入
れ
、
深
く
き

わ
め
て
誠
実
に
信
じ
、
沙
門
た
ち
に
食
事
を
与
え
、
仏
の
寺
を
造
営
し
塔
を
た

て
、
撃
を
散
ら
し
香
を
焚
き
、
灯
火
を
供
え
、
様
々
な
色
の
あ
や
絹
を
か
け
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
様
に
す
る
こ
と
を
む
ら
な
く
笑
践
し
、
眠
怒
す
べ
き
で
は

な
く
、
斎
戒
を
た
も
ち
清
浄
で
、
慈
し
み
の
心
を
も
っ
て
、
精
進
し
、
愛
欲
の

お
も
い
を
断
ち
切
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
し
よ
う
と
お
も
う
こ
と
、

日



一
夜
の
あ
い
だ
断
絶
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
は
今
世
に
、
夢
の
中
で
阿
弥
陀
仏

を
見
る
で
あ
ろ
う
。

と
説
く
。
上
輩
の
者
が
実
践
す
る
よ
う
な
出
家
し
て
の
行
が
で
き
な
く
て
も
、
沙
門

へ
の
施
し
な
ど
を
実
践
し
て
往
生
を
願
え
ば
よ
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

こ
の
文
中
に
は
、
上
輩
で
説
か
れ
た
「
作
菩
薩
道
」
と
い
う
願
往
生
者
が
菩
薩
で
あ

る
こ
と
を
積
極
的
に
示
す
語
は
、

な
い
。
ま
た
こ
の
中
輩
に
対
応
す
る

『大
阿
』
の

本
願
文
で
あ
る
第
六
願
に
は

第
六
願
。
使
某
作
仏
時
。
令
八
方
上
下
。
無
央
数
仏
国
。
諸
天
人
民
。
若
善
男

子
善
女
人
。
欲
来
生
我
国
。
用
我
故
益
作
善
。
若
分
橿
布
施
。
遺
塔
焼
香
。
散

花
然
灯
。
懸
雑
絵
緑
、
飯
食
沙
門
。
起
塔
作
寺
、
断
愛
欲
。
来
生
我
国
作
菩

薩
。
得
是
願
乃
作
仏
。
不
得
是
願
終
不
作
仏
。

第
六
願
。
そ
れ
が
し
が
仏
と
な
る
時
、

八
方
上
下
の
数
え
つ
く
せ
な
い
仏
国

の
、
諸
々
の
天

・
人
民
、
善
男
子

・
善
女
人
の
な
か
で
、
私
の
国
に
来
て
生
ま

れ
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
私
の
為
に
善
を
な
し
、
塔
を
ま
わ
り
、
香
を
焚
き
、

花
を
散
ら
し
、
灯
火
に
火
を
つ
け

い
ろ
い
ろ
な
色
の
あ
や
絹
を
か
け
、
沙
門

に
食
事
を
与
え
、
塔
を
た
て
、
寺
を
造
営
し
、
愛
欲
を
断
ち
切
る
と
、
私
の
国

に
来
て
生
ま
れ
て
菩
薩
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
こ
の
願
を
獲
得
す
れ
ば
そ
こ
で

仏
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
願
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
決
し
て
仏
と
は
な
り
ま
す
ま

~) 。

と
し
て
、
往
生
し
て
か
ら
菩
薩
に
な
る
と
す
る
。

つ
ま
り
、
中
輩
の
願
往
生
者
は
菩

薩
で
は
な
く
、
往
生
し
て
か
ら
菩
薩
と
な
る
の
で
あ
る
。

一方、

『寿
経
』
で
は

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

十
方
世
界
諸
天
人
民
。
其
有
至
心
願
生
彼
国
。
錐
不
能
行
作
沙
門
大
修
功
徳
。

当
発
無
上
菩
提
之
心

十
方
の
世
界
の
諸
々
の
天

・
人
民
で
、
心
か
ら
彼
の
国
に
生
ま
れ
た
い
と
願
う

も
の
は
、
沙
門
と
な
っ
て
大
い
に
功
徳
を
修
習
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て

も
、
無
常
菩
提
の
心
を
発
す
べ
き
で
あ
る
。

と
あ
る
の
で
、
中
輩
の
者
に
関
す
る
記
述
は
菩
薩
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る

C
、
下
輩

下
輩
の
往
生
者
に
つ
い
て
も
、
中
輩
と
同
様
で
あ
り
、

『寿
経
』
で
は

十
方
世
界
諸
天
人
民
、
其
有
至
心
欲
生
彼
園
、
仮
使
不
能
作
諸
功
徳
。
当
発
無

上
菩
提
之
心

十
方
世
界
の
諸
々
の
天

・
人
民
で
心
か
ら
彼
の
国
に
生
ま
れ
た
い
と
お
も
う
も

の
が
い
て
、

た
と
え
諸
々
の
功
徳
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

無
常
菩
提
の
心
を
発
す
べ
き
で
あ
る
。

てと
いあ
るり
と、

考最
え低
らで
れも
る菩
。 提

・-. ，1、
大子丞
ニ)発

す
T る

笠Bt
に主
笠あ
主て
t塾生 し〉

道る
セ台、
イ7 ら
ず菩
る薩
こを
と対
や象
菩と
提し

心
を
発
す
る
こ
と
を
求
め
な
い
の
で
必
ず
し
も
菩
穫
を
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、

「大
阿
』
・
『覚
経
』
で
は
上
輩
の
み
が
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
求

め
ら
れ
、
中
輩
下
輩
は
必
ず
し
も
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
が
、

『寿
経
」
に
な
る
と
往
生
を
求
め
る
も
の
は
何
を
お
い
て
も
菩
隆
で
あ
る
こ

と
、
菩
薩
の
自
覚
を
も
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
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初
期
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
に
お
い
て
は
往
生
の
行
が
必
ず
し
も
菩
薩
の
行
で
あ
る
と
は

捉
え
ら
れ
て
は
い
ず
、
後
菩
薩
行
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
例
え
ば

『大
阿
』
に
わ
ざ
わ
ざ

其
欲
求
作
菩
薩
道
生
阿
弥
陀
仏
国
者
。
其
人
然
後
。
皆
得
阿
惟
越
致
菩
薩

菩
薩
道
を
な
そ
う
と
し
て
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ま
れ
よ
う
と
す
る
も
の
は
、

そ
の

人
は
そ
の
後
皆
阿
惟
越
致
の
菩
薩
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
か
、

諸
欲
往
生
阿
弥
陀
仏
国
者
。
雄
不
能
大
精
進
禅
定
持
経
戒
者
・
:

阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
大
い
に
精
進
し
、
禅
定
に
は
げ

み
、
経
と
戒
と
を
た
も
つ
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
:
:
:

(
同
様
の
記
述
は

『覚

経
』
に
も
あ
り
)

と
述
べ
て
、
菩
薩
道
を
な
そ
う
と
し
て
往
生
を
求
め
る
も
の
と
、

た
だ
単
に
往
生
を

求
め
る
も
の
と
を
分
け
て
記
述
す
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
往
生
し
た
結
果
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

『大
阿
』

で
は
、
上
輩
は

則
往
生
阿
弥
陀
仏
国
。
使
於
七
宝
水
池
蓮
華
中
化
生
。
即
自
然
受
身
長
大
。
則

作
阿
惟
越
致
菩
薩

そ
こ
で
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
往
生
し
て
、

そ
の
ま
ま
七
宝
の
池
の
蓮
華
の
中

に
化
生
し
、
即
座
に
身
体
が
長
大
に
な
る
。
そ
こ
で
、
阿
惟
越
致
の
菩
薩
に
な

る

と
あ
り
(
『覚
経
』
も
ほ
ぼ
同
じ
て
往
生
し
て
か
ら
即
座
に
阿
惟
越
致
菩
薩
に
な
る

と
す
る
。
対
応
す
る
本
願
(
『大
阿
』
第
七
願
、

「覚
経
』
第
十
八
願
)

で
も
往
生
の
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後
に
阿
惟
越
致
の
菩
薩
に
な
る
と
さ
れ
る
。

一
方
、
中
輩

・
下
輩
で
は
、
往
生
す
る

け
れ
ど
も
、
往
生
行
を
実
践
し
つ
つ
も
疑
い
の
心
を
生
じ
た
場
合
、
途
中
で
七
宝
の

城
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
と
さ
れ
、
阿
惟
越
致
菩
薩
に
な
る
と
は
さ
れ
な
い
。
た
だ

す
で

来に
生述
我べ
固た
作よ
菩( う
薩22に

大
阿

の
中
輩
に
対
応
す
る
本
顕
で
あ
る
第
六
願
に
は

と
さ
れ
る
か
ら
菩
薩
と
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

少
な
く
と
も

『大
阿
』

で
は
中

輩
の
も
の
は
往
生
を
遂
げ
る
ま
で
は
菩
薩
で
は
な
い
。
こ
の
願
は

『覚
経
」
に
は
な

し
)
。
ま
た
中
輩
の
往
生
者
で
疑
い
を
持
っ
た
た
め
に
七
宝
の
城
に
五
百
年
間
お
り
、

そ
の
間
見
仏
間
法
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
た
後
、

其
人
久
久
。
亦
自
当
智
慧
開
解
知
経
。
明
健
勇
猛
。
心
当
歓
喜
。
次
当
復
如
上

第
一
輩

そ
の
人
は
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
ま
た
、
自
ず
か
ら
智
慧
は
開
け
経
を
理
解
す
る

よ
う
に
な
る
。
明
る
く
健
や
か
で
勇
猛
で
、
心
は
歓
喜
す
る
で
あ
ろ
う
。
上
の

第
一
撃
と
同
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
あ
る
か
ら
、
中
輩
の
も
の
も
や
が
て
は
上
輩
の
も
の
と
同
じ
く
、
阿
惟
越
致
菩
薩

に
な
る
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
は
下
輩
で
も
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
あ
る
の
で
、

下
輩
に
つ
い
て
も
や
が
て
は
上
輩
の
者
と
同
じ
く
阿
惟
越
致
菩
薩
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

一方、

『寿
経
」
で
は
、
上
輩

・
中
輩
で
は
、
往
生
し
て
か
ら
不
退
転
に
住
す
、

と
さ
れ
る
。
下
輩
に
は



亦
得
往
生
。
功
徳
智
慧
次
如
中
輩
者
也

ま
た
往
生
で
き
る
。
功
徳
と
智
慧
は
中
輩
の
者
に
つ
ぐ
。

と
あ
る
の
み
で
往
生
し
て
か
ら
ど
う
な
る
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

諸
有
衆
生
聞
其
名
号
。
信
心
歓
喜
乃
至

一
念
。
至
心
廻
向
願
生
彼
因
。
即
得
往

生
住
不
退
転
。

と
あ
る
の
で
、
上
輩

・
中
輩

・
下
輩
と
も
に
往
生
し
て
か
ら
不
退
転
の
菩
薩
に
な
る

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、

『大
阿
」
・
『覚
経
』
で
は
、
往
生
を
求
め
る
時
点
で
菩
薩

で
あ
る
も
の
は
、
往
生
の
後
直
ち
に
不
退
転
の
菩
藍
と
な
る
(
上
輩
)
。
往
生
を
求

め
る
時
点
で
菩
薩
で
な
か
っ
た
も
の
は
、
往
生
を
し
て
も
し
ば
ら
く
は
見
仏
聞
法
で

き
ず
、
暫
く
し
て
か
ら
よ
う
や
く
上
輩
の
も
の
と
同
様
に
な
る
。

つ
ま
り
、
菩
薩
で

あ
る
か
否
か
が
往
生
者
に
三
輩
と
そ
れ
ぞ
れ
の
得
果
の
区
分
を
設
定
す
る
基
準
で
あ

る
。
こ
れ
が

『寿
経
』
に
な
る
と
、
上
輩

・
中
輩

・
下
輩
と
も
菩
提
心
を
発
す
る
こ

と
に
お
い
て
は
同
等
で
あ
る
が
、

そ
の
他
の
あ
り
方
の
違
い
に
よ
っ
て
三
種
類
に
分

類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
往
生
の
行
全
体
を
菩
薩
道
と
し
て
捉
え
、

そ
の
菩

薩
道
の
階
梯
の
差
と
し
て
三
輩
の
区
分
を
設
定
す
る
様
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
発
心
」
の
問
題

香
川
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

『大
阿
」
に
は
発
菩
提
心
が
説
か
れ
て
い
な

ぃ。

『大
阿
」
の
第
七
願
と
そ
の
成
就
文
、

『覚
経
』
の
第
十
八
願
と
そ
の
成
就
文
は

上
輩
往
生
を
説
く
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は

「作
菩
薩
道
」
と
言
う
。

一
方

『寿

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

初
期
菩
薩
道
と
阿
弥
陀
仏
信
仰

経
』
で
は
こ
れ
を
「
発
菩
提
心
」
と
言
う
。
香
川
博
士
は

〈発
菩
提
心
〉
と
い
う
考

え
方
が
無
量
寿
経
類
に
現
れ
る
次
第
を
、

『大
阿
』
↓

「覚
経
』
↓

『寿
経
」
以
後

と
さ
れ
、

『大
阿
」
に
〈
発
菩
提
心
〉
が
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、

そ
の
成
立
の

古
さ
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。

般
若
経
類
に
は
新
学
菩
薩
が
、
先
ず
発
心
し

初
発
心
菩
薩
)
、

つ
い
で
修
行
し
、

不
退
転
に
至
り
最
高
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
説
か
れ
、
ま
た

『十
住
毘
婆
沙
論
」

「
序
品
」
に
は
発
心
を
、
あ
る
人
が
菩
薩
で
あ
る
た
め
の
必
要
条
件
と
す
る
。
ま
た
、

時
代
は
さ
が
る
が
、

「菩
薩
地
』
「
発
心
品
」
で
は
、
初
発
心
を
契
機
と
し
て
初
め
て

自
覚
的
な
菩
薩
の
活
動
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
発
心
が
菩
薩
を
菩
薩
た
ら
し
め
、
菩
薩
道
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と

は
、
大
乗
仏
教
の
最
初
期
か
ら
説
か
れ
統
け
て
い
る
の
だ
が
、

『大
阿
』
に
は
一

言

も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
菩
提
心
を
発
す
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
発
せ
ら
れ
た
瞬
間
か
ら
、
自
覚

的
な
菩
薩
道
の
修
習
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
も
の
が
菩
薩
で
あ
る

か
否
か
と
い
う
基
準
で
見
る
限
り
、

『寿
経
』
の

「発
無
上
菩
提
之
心
」
と
い
う
句

を
、
「
菩
薩
道
を
実
践
す
る
こ
と
」
と
同
義
に
扱
っ
て
差
し
支
え
な
い
と
お
も
う
。

結
『大
阿
」
・
『覚
経
」
と

『寿
経
』
に
一
不
さ
れ
る
往
生
者
の
あ
り
方
の
違
い
を
見
て

き
た
が
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
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『大
阿
」

一
上
輩
は
往
生
す
る
以
前
に
す
で
に
菩
薩
で
あ
る
。

中
輩
は
往
生
を
遂
げ
る
ま
で
は
菩
穫
で
は
な
い
。

下
輩
は
菩
薩
で
は
な
い
。
往
生
の
後
、
菩
薩
に
な
る
。

『覚
経
』

一
上
輩
は
往
生
す
る
以
前
に
す
で
に
菩
穫
で
あ
る
。

中
輩
は
菩
薩
で
は
な
い
。
往
生
の
後
、
菩
薩
に
な
る
。

下
輩
は
菩
薩
で
は
な
い
。
往
生
の
後
、
菩
薩
に
な
る
。

『寿
経
』

一
上
輩

・
中
輩

・
下
輩
と
も
に
菩
薩
で
あ
る
。
し
か
し
往
生
行
に
出

来

・
不
出
来
が
あ
る
。

上
輩
の
者
は
、
三
経
と
も
に
往
生
す
る
以
前
に
菩
薩
で
あ
り
、
往
生
の
後
速
や
か

に
不
退
転
に
至
る
、

と
い
う
ほ
ぽ
同
一
の
構
造
に
な
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

一方、

中
輩
・
下
輩
に
関
し
て
は
、

『大
阿
」
と

「覚
経
」
で
は
、
往
生
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
先
ず
、
窓
口
薩
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
、

そ
し
て
そ
の
後
に
菩
薩
と
し
て
の
あ
り

方
を
完
成
し
て
行
く
、

と
い
う
構
造
が
読
み
取
れ
る
。

『寿
経
」
に
示
さ
れ
る
も
の

は
、
既
に
菩
薩
で
あ
る
も
の
が
往
生
の
後
、

そ
の
あ
り
方
に
応
じ
た
経
路
を
た
ど
っ

て
菩
薩
と
し
て
の
あ
り
方
を
完
成
し
て
行
く
、

と
い
う
構
造
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

『
寿
経
」
で
は
、
往
生
行
が
そ
の
ま
ま
菩
薩
の
行
と
な
る

つ
ま
り
、
菩
薩
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、

「大
阿
」
で
は
、
上
輩
者
の
往

生
行
は
菩
薩
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
、
他
方
、
中
輩

・
下
輩
の
者

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
、
救
済
さ
れ
た
後
に
、
菩
薩

と
し
て
の
活
動
を
開
始
す
る
、
と
い
う
位
置
付
け
に
な
る
。
菩
薩
道
の
中
に
阿
弥
陀

仏
信
何
を
位
置
付
け
な
が
ら
も
、
菩
薩
と
な
る
前
段
階
を
設
定
す
る
の
で
あ
る
。
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『大
阿
」
の
こ
の
様
な
位
置
付
け
は
、

『大
阿
」
の
編
纂
者
が
、
菩
薩
と
し
て
の
活
動

が
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
の
た
め
に
菩
薩
と
な
る
と
い
う
こ
と
自
体
に
、
阿
弥

陀
仏
か
ら
の
働
き
か
け
を
必
要
と
す
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
は
な
か

ろ
う
か
。

二、

『大
阿
」
の
み
に
存
在
す
る
モ
チ
ー
フ

『大
阿
」
に
は
、
後
期
無
量
寿
経
類
に
は
存
在
し
な
い
い
く
つ
か
の
モ
チ
ー
フ
が

あ
る
。

一
つ
は
阿
弥
陀
仏
が
般
浬
繋
し
、

そ
の
後
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
の
教
主
と
し

て
、
観
世
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
が
相
次
い
で
作
仏
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
も

う
一
つ
に
は
、
阿
闇
世
王
太
子
と
五
百
人
の
長
者
の
子
供
た
ち
が
、
曇
摩
迦
菩
薩
の

誓
顕
で
あ
る
二
十
四
願
経
が
説
か
れ
る
の
を
聞
い
て
、
自
ら
も
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に

な
り
た
い
、

と
い
う
願
い
を
お
こ
し
、

そ
れ
に
対
し
て
、

そ
の
願
い
は
か
な
え
ら
れ

る
の
だ
、
と
い
う
釈
尊
か
ら
の
授
記
が
授
け
ら
れ
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

後
者
は
、
必
ず
し
も
阿
弥
陀
仏
国
へ
の
願
生
者
と
は
限
ら
な
い
と
は
い
え
、
阿
闇

世
王
太
子
と
五
百
人
の
長
者
の
子
供
た
ち
が
菩
薩
と
し
て
今
生
ま
で
修
行
を
つ
ん
で

き
た
こ
と
や
、
将
来
の
作
仏
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
阿
弥
陀
仏
を
契
機
と
す
る
菩

薩
道
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。

ま
た
、
前
者
は
、

す
で
に
阿
弥
陀
仏
国
に
存
在
す
る
菩
穫
の
在
り
方
を
示
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
両
者
と
も
、
菩
薩
道
と
阿
弥
陀
仏
と
の
関
わ
り
、

と
い
う
側
面
か
ら



検
討
さ
れ
る
べ
き
テ

i
マ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
、

そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

A
、
阿
閣
世
王
太
子
と
五
百
人
の
長
者

「
大
阿
」
で
は
、
曇
摩
迦
菩
薩
の
菩
薩
行
と
誓
願
が
説
か
れ
、
次
い
で
、
阿
弥
陀

仏
の
光
明
の
偉
大
さ
が
説
か
れ
る
。

そ
の
直
後
に
、
阿
闇
世
王
太
子
と
五
百
人
の
長

者
が
登
場
し
、
自
ら
も
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
な
り
た
い

と
願
う
。

以
下
、
少
々
長
く
な
る
が
全
文
を
引
用
す
る
。

仏
説
阿
弥
陀
仏
為
菩
薩
。
求
索
得
是
二
十
四
願
。
時
阿
閣
世
王
太
子
。
与
五
百

長
者
伽
羅
越
子
。
各
持
一
金
筆
蓋
。
倶
到
仏
所
。
前
為
作
礼
仏
。
以
頭
面
著
仏

足
。
皆
持
金
華
蓋
。
前
上
仏
己
。
悉
却
坐
一
面
聴
経
。
阿
闇
世
王
太
子
。
及
五

百
長
者
子
。
聞
阿
弥
陀
仏
二
十
四
願
。
皆
大
歓
喜
踊
躍
。
心
中
倶
願
言
。
令
我

等
後
作
仏
時
。
皆
知
阿
弥
陀
仏
。
仏
即
知
之
。
告
諸
比
丘
僧
。
是
阿
閣
世
王
太

子
。
及
五
百
長
者
子
。
却
後
無
数
劫
。
皆
当
作
仏
知
阿
弥
陀
仏
。
仏
言
。
是
阿

闇
世
王
太
子
。
及
五
百
長
者
子
。
住
菩
薩
道
己
来
無
央
数
劫
。
皆
各
供
養
四
百

億
仏
己
。
今
復
来
供
養
我
。
阿
闇
世
王
太
子
。
及
五
百
長
者
子
。
皆
前
世
迦
葉

仏
時
。
為
我
作
弟
子
。
今
皆
復
会
是
共
相
値
也
。
則
諸
比
丘
僧
聞
仏
言
皆
踊

躍
。
莫
不
代
之
歓
喜
者

仏
が
阿
弥
陀
仏
が
菩
薩
と
し
て
以
上
の
二
十
四
の
誓
願
を
求
め
獲
得
し
よ
う
と

し
て
い
た
の
を
お
説
き
に
な
っ
た
時
、
阿
闇
世
王
の
太
子
は
五
百
人
の
長
者
の

倣
羅
越
子
と
一
一
緒
に
、
各
々

一
つ
の
金
製
の
華
の
傘
を
も
っ
て
、
と
も
に
仏
の
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代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明
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初
期
菩
薩
道
と
阿
弥
陀
仏
信
仰

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、
前
に
進
み
、
仏
に
礼
を
な
し
、
頭
を

仏
の
足
に
つ
け
、

み
な
、
金
の
華
の
傘
を
も
っ
て
仏
に
さ
し
あ
げ
て
か
ら
、
全

員

一
方
の
端
に
退
い
て
、
す
わ
っ
て
経
を
聞
い
た
。
阿
闇
世
王
の
太
子
と
五

百
人
の
長
者
の
子
は
、
阿
弥
陀
仏
の
二
十
四
願
を
聞
い
て
、
誰
も
が
大
い
に
歓

喜
し
、
心
踊
っ
た
。
心
の
中
で
と
も
に
[
次
の
よ
う
に
]
願
っ
て
言
っ
た
。

「
後
に
仏
と
な
る
時
、
我
等
が
み
な
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

と
。
仏
は
即
座
に
こ
の
こ
と
を
知
り
、
諸
々
の
比
丘
の
集
団
に
仰
っ
た
。
「
こ

の
阿
闇
世
王
の
太
子
と
五
百
人
の
長
者
の
子
は
、
数
え
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
の
劫

の
後
に
、

き
っ
と
仏
と
な
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
。
仏

は
ま
た
何
っ
た
。
「
こ
の
阿
闇
世
王
の
太
子
と
五
百
人
の
長
者
の
子
が
菩
薩
道

を
実
践
し
始
め
て
か
ら
、
数
え
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
の
劫
が
経
過
し
て
い
る
。
み

な
そ
れ
ぞ
れ
四
百
億
の
仏
た
ち
を
供
養
し
て
か
ら
、
今
ま
た
私
の
と
こ
ろ
に
や

っ
て
き
て
供
養
し
た
。
阿
闇
世
王
の
太
子
と
五
百
人
の
長
者
の
子
は
、

み
な
前

世
の
迦
葉
仏
の
時
に
、
私
の
弟
子
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
今
ふ
た
た
び
、
こ
こ

で
相
見
え
た
の
で
あ
る
」
と
。
そ
こ
で
、
諸
々
の
比
丘
の
集
団
は
、
仏
の
言
葉

を
聞
い
て
み
な
心
踊
り
、
こ
れ
以
上
に
歓
喜
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。

『大
阿
』
で
阿
闇
世
王
の
太
子
と
五
百
人
の
長
者
の
子
供
た
ち
が
登
場
す
る
の
は

こ
の
箇
所
だ
け
で
あ
る
。
ま
ず
、
彼
ら
の
位
置
付
け
を
明
碓
に
し
て
お
き
た
い
。

釈
尊
の
言
葉
の
中
に
「
固
定
阿
閣
世
王
太
子
。
及
五
百
長
者
子
。
住
菩
薩
道
己
来
無

央
薮
劫
」
と
あ
り
、
彼
ら
が
遥
か
な
昔
か
ら
菩
薩
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
前
世
で
は
釈
迦
菩
薩
の
弟
子
と
な
り
、
多
く
の
仏
を
供
養
し
て
い
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た
。
そ
し
て
今
、
「
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
い
う
願
い
を
お
こ
し
て
、

そ
れ
が
実
現
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
予
言
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
菩
薩
と
な
っ
て
か
ら
相
当
の
期
聞
が
経
過
し
た
、
恐
ら
く
は
高
位
の
菩

薩
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
の
か
れ
ら
が
か
つ
て
実
践
し
て
き
た
菩
薩
道
に
つ
い
て
は
、

四
百
億
の
仏
を
供

養
し
た
、

と
い
う
以
外
に
知
ら
れ
な
い
。

一
方
今
後
実
践
す
べ
き
菩
薩
道
は
、
(
-

「
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
い
う
願
い
に
基
づ
く
。

(
2
)
阿
闇
世
王
太
子

の
登
場
の
直
前
に
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
が
諸
仏
の
中
で
最
も
勝
れ
て
い
る
理
由
を
、

所
以
諸
仏
光
明
所
照
有
近
遠
者
何
。
本
其
前
世
宿
命
求
道
。
為
菩
薩
時
。
所
願

功
徳
。
各
自
有
大
小
。
至
其
後
然
作
仏
時
。
各
自
得
之
。
是
故
。
令
光
明
転
不

同
等
。
諸
仏
威
神
同
等
爾
。
自
在
意
所
欲
作
為
不
漁
計
。
阿
弥
陀
仏
光
明
。
所

照
最
大
。
諸
仏
光
明
。
皆
所
不
能
及
也
。

諸
仏
の
光
明
が
照
す
範
囲
に
近
い
遠
い
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
も
と
も
と
前
世

の
宿
命
の
時
に
道
を
求
め
て
菩
薩
で
あ
っ
た
時
、
願
っ
た
功
徳
に
各
々
自
ず
か

ら
大
小
が
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
後
、
作
仏
す
る
時
、
各
々
そ
の
[
願
い
に
応
じ

た
も
の
を
]
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
光
明
が
同
等
で
な
い
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
。
[
し
か
し
な
が
ら
]
諸
仏
の
威
神
は
同
等
で
あ
る
。
自
在
で
あ
る

お
も
い
が
実
行
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
お
も
い
計
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
阿
弥

陀
仏
の
光
明
が
照
す
範
囲
は
[
諸
仏
の
中
で
]
最
大
で
あ
り
、
諸
仏
の
光
明
が

ど
れ
も
及
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

と
し
て
、
各
仏
が
菩
薩
で
あ
っ
た
時
に
願
っ
た
功
徳
が
違
う
か
ら
、
威
力
と
い
う
点

で
は
同
等
で
あ
る
が
、
光
明
は
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
、
こ
の
二
点
か
ら
、
当
然
、
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阿
弥
陀
仏
が
菩
薩
で
あ
っ
た
時
の
行

つ
ま
り
、
曇
摩
迦
菩
藍
が
楼
夷
亘
羅
仏
の
前

で
誓
を
お
こ
し
、
二
十
四
の
誓
願
を
え
ら
び
取
り
、
こ
の
二
十
四
願
経
を
実
践
し

た
、
と
い
う
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
実
践
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
阿
闇
世
王
太
子
た
ち
が
こ
れ
か
ら
実
践
す
べ
き
行
を
示
す
と
、

二
十
四
願
が
説
か
れ
た
直
後
に
述
べ
ら
れ
る
曇
摩
迦
菩
薩
の
修
道
で
あ
る
、

仏
告
阿
難
。
阿
弥
陀
仏
為
菩
薩
時
。
奉
行
是
二
十
四
願
。
分
檀
布
施
。
不
犯
道

禁
。
忍
辱
。
精
進
。

一
心
。
智
慧
。
志
願
常
勇
猛
。
不
盟
経
法
。
求
索
不
慨
。

毎
独
棄
国
摘
王
。
絶
去
財
色
。
精
明
求
願
無
所
適
莫
。
積
功
累
徳
。
無
央
数

劫
。
今
自
致
作
仏
。
悉
皆
得
之
。
不
亡
其
功
也

仏
は
阿
難
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
「
阿
弥
陀
仏
は
菩
薩
で
あ
っ
た
時
、
常
に
こ
れ

ら
の
二
十
四
願
を
実
践
し
、
分
檀
布
施
し
、
道
禁
を
犯
さ
ず
、
忍
辱
、
精
進
、

一
心
、
智
慧
を
そ
な
え
て
お
り
、
こ
こ
ろ
ざ
し
は
常
に
勇
猛
で
あ
り
、
経
と
教

え
を
破
壊
せ
ず
、
求
め
た
ず
ね
て
怠
る
こ
と
な
か
っ
た
。
[
人
身
を
受
け
る
]

た
び
に
国
を
す
て
王
位
を
す
て
、
財
産
と
色
香
を
断
ち
切
り
、
綿
密
・
明
白
に

求
め
て
、
[
求
め
る
こ
と
に
]
む
ら
が
な
か
っ
く
、
功
徳
を
積
み
上
げ
る
こ
と
、

数
え
る
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
の
劫
の
期
間
で
あ
っ
た
。
今
、
自
ず
か
ら
仏
と
な

り
、
[
以
上
の
二
十
四
願
を
]

み
な
獲
得
し
た
。
そ
の
功
徳
を
う
し
な
わ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
内
容
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
三
輩
段
を
検
討
し
た
さ
い
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ

れ
は
二
十
四
願
を
除
け
ば
、
そ
の
ま
ま
上
輩
の
も
の
の
往
生
行
で
あ
る
。



こ
の
阿
闇
世
王
太
子
と
五
百
人
の
長
者
が
こ
の
よ
う
な
誓
願
を
お
こ
す
こ
と
に
に

つ
い
て
は
、

『太
子
和
休
経
」
に
、
類
似
の
構
造
の
記
述
が
あ
り
、

薩
が
実
践
す
べ
き
様
々
な
行
と
、

そ
れ

対
応
す
る
得
果
カf

刀言

さ
れ
てそ
しミ こ
る~で

は

主主

B
、
観
世
音
菩
薩

・
勢
至
菩
薩

『
大
阿
」
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
寿
命
が
計
り
知
れ
な
い
と
説
き
な
が
ら
も
、

方

で
は
阿
弥
陀
仏
が
般
浬
繋
す
る
こ
と
を
い
う
。
そ
し
て
、

そ
の
後
に
、
観
世
音
菩
薩

と
勢
至
菩
薩
と
が
相
次
い
で
作
仏
し
、
阿
弥
陀
仏
が
教
主
と
し
て
な
し
て
き
た
こ
と

を
継
承
す
る

と
い
う
。

仏
言
。
阿
弥
陀
仏
。
至
其
然
後
。
般
泥
沼
者
。
其
蓋
楼
亘
菩
薩
。
便
当
作
仏
。

総
領
道
智
。
典
主
教
授
。
世
間
及
八
方
上
下
。
所
過
度
諸
天
人
民
。
一
但
飛
嬬
動

之
類
。
皆
令
得
仏
泥
沼
之
道
。
其
善
福
徳
。
当
復
如
大
師
阿
弥
陀
仏
。
住
止
無

央
数
劫
。
無
央
数
劫
不
可
復
計
劫
。
准
法
大
師
。
爾
乃
般
泥
沼
。
其
次
摩
詞
那

鉢
菩
薩
。
当
復
作
仏
。
典
主
智
慧
。
総
領
教
授
。
所
過
度
福
徳
。
当
復
如
大
師

阿
弥
陀
仏
。
止
住
無
央
数
劫
。
尚
復
不
般
泥
沼
。
展
転
相
承
受
。
経
道
甚
明
。

国
土
極
菩
。
其
法
如
是
。
終
無
有
断
絶
、
不
可
極
也
。

仏
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
「
阿
弥
陀
仏
が
そ
の
後
に
般
泥
垣
す
る
と
、

そ
の
蓋
楼

亘
菩
薩
が
す
ぐ
に
仏
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
道
智
を
総
領
し
、
教
主
と
な
っ
て
教

授
し
、
世
間
と
八
方
上
下
の
、
済
度
さ
れ
る
べ
き
諸
天
人
民

・
空
を
と
び
地
面

を
這
う
虫
た
ち
を
、

み
な
仏
と
し
、
泥
沼
の
道
を
歩
ま
せ
る
。
そ
の
善
き
福
徳

は
、
大
師
た
る
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
数
え
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
の
劫
の
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お
け
る
法
然
浄
土
教
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想
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仏
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、
住
ま
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
数
え
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
の
劫
、
計
量
で
き
な

い
ほ
ど
の
劫
が
あ
っ
て
、
法
大
師
「
た
る
阿
弥
陀
仏
]
に
倣
っ
て
、

そ
こ
で
般

泥
沼
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
次
に
は
摩
詞
那
鉢
菩
麗
が
仏
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

智
慧
を
つ
か
さ
ど
り
教
授
し
て
、
済
度
さ
れ
る
も
の
の
福
徳
は
大
師
た
る
阿
弥

陀
仏
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
数
え
つ
く
せ
な
い
ほ
ど
の
劫
の
問
、
住
ま
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
て
も
、

な
お
、
般
泥
一
但
し
な
い
。
[
以
上
の
よ
う
に
]
次
々
に
相
承

し
て

[
仏
国
を
]
受
け
る
の
で
あ
る
。
経
と
道
は
甚
だ
明
ら
か
で
あ
り
、
国
土

は
き
わ
め
て
よ
い
。
そ
の
教
え
は
以
上
の
よ
う
に
決
し
て
断
絶
す
る
こ
と
は
な

く
、
限
界
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、

「大
阿
』
で
は
、
遁
か
な
未
来
に
で
は
あ
る
が
、
阿
弥
陀
仏
が
般

浬
般
車
し
、

そ
の
後
、
観
世
音

・
大
勢
至
の
二
菩
薩
が
相
次
い
で
作
仏
し
て
阿
弥
陀
仏

と
同
様
に
国
土
を
受
け
継
い
で
行
く
、

と
示
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
「
其
法
如
是
、

終
無
有
断
絶
、
不
可
極
也
」
と
締
め
く
く
り
、
次
々
と
菩
薩
た
ち
が
作
仏
し
て
阿
弥

陀
仏
の
国
土
を
受
け
継
ぎ
、
こ
の
流
れ
は
決
し
て
断
絶
し
な
い
と
い
う
。

以
上
の
箇
所
で
は
、
阿
弥
陀
仏
に
直
接
引
続
い
て
、
観
世
音
菩
薩

・
大
勢
至
菩
薩

が
作
仏
し
て
行
く
こ
と
を
示
す
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
般
浬
繋
を
説
く

箇
所
の
直
前
に
、
阿
弥
陀
仏
が
救
済
し
た
有
情
が
、
更
に
菩
薩
と
し
て
有
情
を
救
済

し
て
行
く
在
り
方
を
示
す
文
が
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
寿
命
が
非
常
に
長
く
、
未
だ
般

浬
繋
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
上
で
、

於
世
間
教
授
。
意
欲
過
度
八
方
上
下
。
諸
無
央
数
仏
国
。
諸
天
人
民
。
及
娼
飛

嬬
動
之
類
、
皆
欲
使
往
生
其
国
。
悉
令
得
泥
沼
之
道
。
其
作
笠
口
薩
者
。
皆
欲
令
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悉
作
仏
。
作
仏
己
。
展
復
教
授
。
八
方
上
下
。
諸
天
人
民
。
及
蝿
飛
嬬
動
之

類
。
皆
復
欲
令
作
仏
。
作
仏
己
。
復
教
授
諸
無
央
数
天
人
民
。
蛸
飛
嬬
動
之

類
。
皆
令
得
泥
垣
道
去
。
諸
可
教
授
弟
子
者
。
展
転
復
相
教
授
。
展
相
度
脱
。

至
令
得
須
陀
。
斯
陀
合
。
阿
那
合
。
阿
羅
漢
。
僻
支
仏
道
。
転
相
度
脱
。
皆
得

泥
沼
之
道
悉
如
是
。

世
間
に
於
い
て
教
授
し
、

八
方
上
下
の
諸
々
の
数
え
つ
く
せ
な
い
仏
国
の
諸

天

・
人
々
、
空
を
飛
ぴ
地
面
を
這
う
虫
た
ち
ま
で
、
救
済
し
、

そ
の
国
に
往
生

さ
せ
よ
う
と
お
も
い
、
全
て
泥
沼
の
道
を
獲
得
さ
せ
る
。
そ
の
う
ち
、
菩
薩
と

な
っ
た
も
の
は
、

み
な
作
仏
き
せ
よ
う
と
す
る
。

[か
れ
ら
が
]
作
仏
す
る
と
、

今
度
は
、

[か
れ
ら
が
]

八
方
上
下
の
諸
天

・
人
々
、
空
を
飛
び
地
面
を
這
う

虫
た
ち
ま
で
教
授
し
、

み
な
ま
た
作
仏
き
せ
よ
う
と
お
も
う
。
作
仏
す
る
と
、

ま
た
、
諸
々
の
数
え
つ
く
せ
な
い
数
の
天
、
人
々
、
空
を
飛
び
地
面
を
這
う
虫

た
ち
を
教
授
し
、

み
な
泥
涯
の
道
に
ゆ
か
せ
る
の
で
あ
る
。
[
そ
の
う
ち
で
]

弟
子
を
教
授
で
き
る
も
の
は
、

ま
た
、
今
度
は

[彼
ら
が
]
教
授
し
、
相
次
い

で
救
済
し
て
行
く
。
須
陀
、
期
須
陀
、
阿
那
合
、
阿
羅
漢

1
僻
支
仏
道
ま
で
、

相
次
い
で
救
済
し
、

み
な
、
泥
沼
の
道
を
獲
得
さ
せ
る
の
は
、
す
べ
て
以
上
の

ょ
う
で
あ
る
。

と
い
〉
つ
。

つ
ま
り
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
で
菩
薩
と
し
て
あ
る
も
の
は
、
自
ら
が
阿
弥

陀
仏
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
た
の
と
同
様
に
し
て
、
次
々
と
有
情
を
救
済
し
て
行
く
と

い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
『大
阿
」
で
は
後
期
無
量
寿
経
類
と
は
異
な
り
、
阿
弥

陀
仏
の
般
浬
繋
を
説
き
そ
の
寿
命
が
無
限
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
も
の
の
、
阿
弥
陀
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仏
が
般
浬
架
し
た
か
ら
と
い
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
救
済
の
働
き
が
な
く
な
る
の
で
は
な

く
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
教
化
さ
れ
た
菩
薩
が
次
々
に
阿
弥
陀
仏
と
同
様
の
救
済
の

働
き
を
な
す

と
い
う
構
造
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

阿
弥
陀
仏
と
い
う
固
有
の
仏
を
契
機
と
し
て
仏
の
救
済
の
働
き
自
体
の
無
限
性
を

説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
ま
と
め

以
上
、

三
輩
段
、
法
蔵
菩
薩
の
菩
薩
行
、
阿
闇
世
王
太
子
と
五
百
人
の
長
者
の
息

子
た
ち
、
阿
弥
陀
仏
の
般
浬
繋
と
い
う
テ

l
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
、
菩
薩
の
修
習
の
過
程

と
み
た
て
て
検
討
し
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
テ

l
マ
の
う
ち
、
後
者
二
つ
は
後
期
無
量

寿
経
類
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
三
輩
段
は
、
菩
薩
の
修
習
過
程
と
い
う
観

点
か
ら
見
る
限
り
、
初
期
無
量
寿
経
類
と
後
期
無
量
寿
経
類
と
で
は
、

そ
の
主
張
す

る
内
容
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
異
な
り
は
、

『寿
経
』
が
全
て
の
願
往
生
者
に
対
し
て
、
菩
提
心
を
発
す
こ

と

つ
ま
り
菩
薩
と
な
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
の
に
対
し
て
、

「大
阿
」
・
『覚
経
」

で
は
、
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
の
は
上
輩
の
者
の
み
で
あ
り
、
中
輩
の
者

は
往
生
後
に
菩
薩
と
な
り
、
下
輩
の
者
に
つ
い
て
も
往
生
後
、

い
ず
れ
は
菩
薩
と
な

る
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
輩

・
下
輩
の
も
の
に
の
み
途
中
で
疑
い
を

生
じ
た
場
合
に
阿
弥
陀
仏
の
御
前
に
た
だ
ち
に
往
生
で
き
な
い
、

と
い
う
条
件
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。

『大
阿
』
の
末
尾
に
、
釈
尊
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
見
、
阿
弥
陀



仏
の
声
を
聞
い
て
慈
心
が
あ
っ
て
歓
喜
す
る
も
の
は
、
前
世
に
お
い
て
仏
道
を
為
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
菩
薩
で
あ
り
、
非
凡
の
人
で
あ
る
と
す
る
。

一
方
、
こ
の
時
に

疑
い
を
抱
く
も
の
は
、
悪
道
よ
り
来
た
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
未
だ
に
度
脱
さ
れ
て

と
い
う
。
前
者
は
上
輩
で
あ
り
、
後
者
は
中
輩

・
下
輩
に
対

い
な
い
も
の
で
あ
る
、

応
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
中
輩
・
下
輩
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
は
、

『大
阿
』

が
、
菩
薩
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
な
が
ら
も
、
菩
薩
た
り
え
な
か
っ
た

人
々
の
存
在
を
念
頭
に
お
い
た
経
典
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
初
期
無
量
寿
経
類
に
於
い
て
は
、
菩
薩
で
な
い
も
の
か
ら
菩
薩
と
し
て
す
で
に
活

動
し
て
い
る
も
の
ま
で
を
含
ん
だ
、
全
て
の
有
情
を
、
釈
尊
を
媒
介
と
し
て
阿
弥
陀

仏
を
見
聞
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
世
の
裟
婆
国
土
及
び
来
世
の
阿
弥
陀
仏
の
国
土

に
お
い
て
菩
薩
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
説
く
。
そ
し
て
そ
の
活
動
は
、

遠
い
将
来
に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
救
済
の
働
き
の
一
翼
を
担
う
も
の
、

と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
往
生
後
の
菩
薩
と
し
て
の
資
質
の
向
上
と
菩
薩
と

し
て
の
働
き
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
闇
世
王
の
太
子
と
五
百
人
の
長
者

の
子
が
「
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
願

っ
た
こ
と
や
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ

て
救
済
さ
れ
た
も
の
が
さ
ら
に
有
情
救
済
の
活
動
を
す
る
こ
と
に
は
、
釈
尊
の
菩
薩

道
を
手
本
と
し
て
菩
瞳
道
に
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
初
期
の
菩
薩
た
ち
と
、
同

様
の
構
造
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方、

「寿
経
』
以
後
に
な
る
と
、
往
生
者
が
阿
弥
陀
仏
の
救
済
の
働
き
の

一
翼

を
担
う
、
と
い
う
性
質
は
、
明
示
さ
れ
な
く
な
る
。
願
往
生
者
と
な
る
べ
き
菩
穫
に

対
し
て
釈
尊
が
阿
弥
陀
仏
と
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
救
い
を
説
く
と
い
う
働
き
か
け
に
対

し
て
(
三
輩
全
て
菩
薩
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
救
済
さ
れ
る
の
は
菩
薩
の
み
)
、
仏
を

信
じ
、
仏
を
念
じ
る
と
い
う
、
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
働
き
か
け
で
応
え
る
。
そ
し
て

そ
の
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
働
き
か
け
に
応
え
て
、
阿
弥
陀
仏
が
救
済
の
手
を
差
し
伸

べ
る
、
と
い
う
構
造
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
願
往
生
者
が
菩
薩
で
あ
る

と
規
定
し
な
が
ら
、

し
か
も
彼
ら
の
菩
薩
と
し
て
の
活
動
の
比
重
を

『大
阿
』
と
比

べ
て
小
さ
く
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
て
往

生
を
求
め
る
、

と
い
う
〈
仏

・
凡
の
呼
応
〉
を
重
視
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か

『大
阿
」
に
説
か
れ
る
願
往
生
者
の
二
つ
の
側
面
、

つ
ま
り
、
(
こ
菩
薩
た
り
え

な
い
よ
う
な
も
の
を
菩
薩
道
に
導
き
入
れ
菩
薩
道
を
実
践
さ
せ
る
、
(
二
)
菩
薩
と

し
て
阿
弥
陀
仏
の
働
き
の
一
翼
を
担
う
、

と
い
う
二
つ
の
側
面
は
、
前
者
の
方
面
か

ら
の
阿
弥
陀
仏
の
救
済
が
、
後
の
中
国

・
日
本
で
の
浄
土
教
の
在
り
方
に
つ
ら
な

り
、
後
者
は
、
例
え
ば
チ
ベ
ッ
ト
に
於
け
る
浄
土
教
の
在
り
方
に
通
じ
る
も
の
が

あ
る
。
自
ら
が
決
し
て
救
わ
れ
得
な
い
悪
人

・
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
通
じ
て

阿
弥
陀
仏
に
救
い
を
求
め
る
信
何
と
、
菩
薩
道
実
践
の
過
程
で
阿
弥
陀
仏
の
救
済
に

あ
ず
か
る
と
い
う
二
つ
の
側
面
は
、
す
で
に
初
期
の
浄
土
教
信
仰
の
な
か
に
見
事
に

包
含
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

註

l 

静
谷
正
雄

『初
期
大
乗
仏
教
の
成
立
過
程
』

p
・

同

町

}

p
ザ

fM
t
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(
2
)
 
例
え
ば
『
菩
薩
地
』
住
品
で
は
、
菩
薩
種
姓
を
具
足
し
た
も
の
が
、
初

発
心
を
契
機
と
し
て
勝
解
行
住
と
い
う
階
位
に
進
み
、
初
め
て
菩
薩
と
し

て
の
自
覚
的
な
実
践
が
可
能
に
な
る
と
す
る
。
ま
た
、

『菩
薩
地
』
初
心

品
で
は
、
菩
薩
種
姓
を
具
足
し
て
い
て
も
、
発
心
し
な
け
れ
ば
決
し
て
阿

祷
多
羅
三
貌
三
菩
薩
に
到
達
で
き
な
い
と
い
う
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
「
菩

薩
地
」
戒
口
問
所
説
の
三
爽
浄
戒
の
構
造
」

『悌
教
大
学
大
学
院
研
究
紀
元

要
』
第
一
七
号
(
平
成
二
年
三
月
)
。

3 

多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
が

と
く
に
、
静
谷
正
雄
教
授

は

『初
期
大
乗
仏
教
の
成
立
過
程
」
八
二
頁
に
お
い
て
、
「
「
菩
薩
の
意
」

を
お
こ
す
こ
と
は
強
調
さ
れ
た
が
、
「
菩
提
心
」
と
い
う
術
語
は
ま
た
生

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

『大
阿
』
テ
キ
ス
ト
の
編
纂
者
が
意
識
的
に
避
け

た
と
考
え
な
い
か
ぎ
り
、
彼
ら
の
菩
薩
思
想
に
関
す
る
知
識
は
き
わ
め
て

古
い
段
階
の
者
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、

『大
阿
」

を
静
谷
教
授
の
主
張
す
る

「
原
始
大
乗
」
に
属
す
る
経
典
と
す
る
根
拠
の

一
つ
に
あ
げ
る
。
同
書
九
三
頁

一
O
一
頁
参
照
。

4 

た
だ
し
、
明
確
に

三
輩
の
区
別
を
設
定
す
る
の
は
、

「大
阿
』
・
『覚

経
」
・
『寿
経
」
の
み
で
あ
り
、
他
の
無
量
寿
経
類
に
は
対
応
箇
所
は
あ
っ

て
も
、
絶
対
的
な
区
分
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

『大
阿
」
に
「
願
欲
往
生

阿
弥
陀
仏
国
者
有
三
輩
。

作
徳
有
大
小
転
不
相
及
」
と
い
っ
て
、
確
実
に

区
別
さ
れ
る
も
の
と
主
張
す
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

5 

大
正
ロ
巻
三
O
九
頁

1
コ
二

O
頁
上
。
以
下
、

『大
阿
」
・
『覚
経
」
・

『寿
経
」
か
ら
の
引
用
は
全
て
大
正
ロ
巻
か
ら
。
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6 

三一

O
頁
上

7 

二
九

一
頁
下

8 

二
九
二
頁
中

9 

三
O
二
頁
中

10 

三一

O
頁
上

11 

三
O
一
頁
中

12 

二
七
二
頁
中

l3 

二
七
二
頁
下

14 

三一

O
頁
下

(
日
)

二
九
二
頁
中

1
下

16 

頁
上

17 

三
一
一
頁
上

18 

二
九
三
頁
上

19 

=二

O
頁
上

20 

『大
阿
」
三

O
一
頁
中

1
下
、
『
覚
経
』
二
八
一
頁
下

21 

コ二

O
頁
中

1
一
二
一
一
頁
上

22 

三

O
二
貝
中

23 

三一

O
頁
中

24 

コ二

O
頁
下

25 

二
七
二
頁
下



(
お
)

二
七
二
頁
上
、
『
寿
経
』
で
は
「
至
心
願
生
彼
国
」
の
者
に
三
輩
が
あ

り
、
こ
の
箇
所
は
、

そ
の
総
説
と
し
て
の
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
幻
)

『大
阿
」
に
い
う
阿
闇
世
王
太
子
が
阿
闇
世
王
自
身
な
の
か
、
阿
闇
世

王
の
息
子
を
指
す
の
か
、
二
説
あ
る
。
阿
闇
世
王
自
身
を
指
す
と
考
え
る

の
は
、
平
川
彰

『平
川
彰
著
作
集
』
第
七
巻
「
浄
土
思
想
と
大
乗
戒
」
四

二
頁
、
あ
る
い
は
、
窺
基
の
撰
述
と
伝
え
ら
れ
る

『阿
弥
陀
経
疏
』
(大

正
三
七
巻
、
三
二
三
貝
中
、
こ
こ
で
は
阿
闇
世
王
太
子
を
阿
闇
世
王
の
息

子
と
す
る
読
み
方
を
明
確
に
否
定
す
る
)
。
阿
闇
世
王
の
息
子
と
考
え
る

の
は
、
静
谷
前
掲
書
七

O
頁、

一
八
九
頁
で
あ
る
。
『
大
阿
』
の
阿
闇
世

王
太
子
登
場
部
分
と
類
似
し
た
構
造
を
持
つ

『太
子
和
休
経
」
(
大
正
一

巻

で
は
、
阿
闇
世
王
太
子
を
、
師
子
と
い
う
名
で
呼
び
、
阿
闇
世
王

の
息
子
と
す
る
か
ら
、
阿
闇
世
王
の
息
子
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

っ。

(
犯
)

三
O
三
頁
中

(
却
)

三

O
二
頁
下

(
却
)

三
O
二
頁
中

(
幻
)

静
谷
教
授
が
前
掲
書
で
注
目
し
て
、

『大
阿
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立

と
考
え
て
い
る
。
菩
薩
道
の
実
践
内
容
と
い
う
観
点
か
ら

『大
阿
』
と
の

関
係
を
明
白
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

32 

「大
阿
』

で
は
、
観
世
音
菩
薩

・
大
勢
至
菩
薩
を
そ
れ
ぞ
れ
音
訳
し
て
、

蓋
楼
亘
主
口
薩
、
摩
詞
那
鉢
菩
薩
と
す
る
。
使
宜
上
、
観
世
音
菩
薩
、
大
勢

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

初
期
菩
薩
道
と
阿
弥
陀
仏
信
仰

至
菩
薩
と
表
記
す
る
。

(
お
)

三
O
九
頁
上

(
泊
)

ニ
O
八
頁
下

35 

こ
の
構
造
に
、
法
身
仏
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

36 

一一二

七
頁
中

1
下

37 

こ
の
指
摘
は
、
平
成
五
年
一
月
に
行
わ
れ
た
浄
土
宗
総
合
研
究
所
合
同

研
修
会
に
て
仏
教
大
学
教
授
小
野
田
俊
蔵
先
生
よ
り
ご
指
摘
を
受
け
た
。

例
え
ば
ツ
オ
ン
カ
パ
の
さ

cghvowミ
長
魚
崎
さ
ミ
守
N

守
的
芯
丸
、
Q

N

E

認
さ
円
p
o
h
的
宮
、
守
ミ

『最
上
国
土
の
開
門
』
で
は
、
往
生
と
同
時
に
、

自
ら
が
阿
弥
陀
仏
の
知
く
と
な
る
、

と
い
う
誓
を
説
く
。
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浄
土
の
問
題

|

|

「
十
住
毘
婆
沙
論
」

『
往
生
論
」

カ〉

ら

竹
内
真
道

こ
の
章
で
は
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
が

「十
住
毘
婆
沙
論
』
と

「往
生
論
』
で
ど

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
を
調
べ
考
察
し
た
。

一、

「十
住
毘
婆
沙
論
」
に
つ
い
て

『十
住
毘
婆
沙
論
』
は
龍
樹
造
と
さ
れ
て
い
る
が
、
不
明
な
点
が
多
い
。
ま
ず
こ

の
論
は
鳩
摩
羅
什
の
漢
訳
の
み
で
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
原
典
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
現
存
し

な
い
。
ま
た
中
国
華
厳
宗
第
三
祖
法
蔵
の

『華
厳
経
伝
記
」
巻
一
に
よ
れ
ば
、
こ
の

論
は
華
厳
経
十
地
品
す
な
わ
ち

「十
地
経
」
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
原
文
を
暗
請
し

て
い
た
仏
陀
耶
舎
が
第
二
地
ま
で
し
か
口
調
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
ま
で
し
か
訳

さ
れ
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
論
は

『十
地
経
』
の
第
二
地
ま
で
の
注

釈
書
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
こ
れ
に
つ
い
て
再
考
す
る
説
が
出
、
途
中
ま
で
の
訳
で
終
わ
っ
て

い
る
点
に
つ
い
て
は
、
藤
堂
恭
俊
博
士
が
、
次
の
よ
う
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
「
大

品
般
若
経
の
翻
訳
は
同
経
の
龍
樹
の
注
釈
書
た
る
大
智
度
論
と
密
接
な
関
係
の
下
に

お
い
て
」
訳
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
十
住
経
の
訳
出
に
あ
た
っ
て
、
同
経
に
関
す
る

龍
樹
の
論
書
た
る
十
住
毘
婆
沙
論
の
訳
出
」
が
併
行
し
て
、
鳩
摩
羅
什
と
仏
陀
耶
舎

の
コ
ン
ビ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
仏
陀
耶
舎
の
暗
譜
し
て
い
る
十
住
毘
婆

沙
論
は
大
智
度
論
の
よ
う
に
随
文
解
釈
の
形
式
を
と
ら
ず
、
「
十
住
経
の
翻
訳
に
対
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し
直
接
的
に
参
考
と
は
な
り
得
」
な
い
の
で
、
既
に
六
十
四
歳
と
な
っ
て
い
る
鳩
摩

羅
什
と
し
て
は
、
他
の
龍
樹
の
根
本
思
想
に
関
す
る
論
書
を
一
時
も
早
く
訳
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
か
ら
、
「
一
時
十
住
毘
婆
沙
論
の
訳
出
を
中
断
し
た
」
の
だ

が
、
そ
の
聞
に
「
仏
陀
耶
舎
は
残
部
の
請
出
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
な
く
、
帰
国
し
て

し
ま
っ
た
か
ら
、
遂
に
完
訳
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と

(2) 

い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

『十
地
経
』
の
注
釈
書
と
す
る
の
に
疑
問
を
だ
く
説
も
あ
り
、
平
川
彰
博

士
は
、
「
在
家
菩
薩
と
出
家
菩
薩
と
の
修
行
を
説
く
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の

論
は
完
結
し
た
論
と
も
見
う
る
」
と
し
、

『十
地
経
』
以
外
の
多
く
の
経
典
を
引
用

し
て
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
論
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
容
は
む
し
ろ
独
立
の
論
書

と
言
っ
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
瓜
生
津
隆
真
博
士
は
、
そ
の
こ
と
も
鑑
み
、

「
十
住
箆
婆
沙
論
は
、
十
地
経
を
中
心
に
、

さ
ら
に
そ
の
他
の
諸
経
典
に
拠
っ
て
、

大
乗
菩
薩
道
に
つ
い
て
の
要
説
を
と
り
あ
げ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
偶
頒
に
要
略
し
て

い{ ま
る土 と
。め

さ
ら
に
そ
れ
に
注
解
、
解
説
を
加
え
て
い

っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て

い
ず
れ
に
し
て
も

「十
住
毘
婆
沙
論
」
は、

『十
地
経
」
の
注
釈
書
と
い
え
る
か

ど
う
か
は
さ
て
お
き
、

そ
の
内
容
は
大
乗
の
菩
薩
道
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
論
書
で

あ
る
。

二、

『十
住
毘
婆
沙
論
』
釈
願
品
に
お
け
る
浄
土



「十
住
毘
婆
沙
論
』
で
は
易
行
品
に
阿
弥
陀
仏
を
讃
え
る
箇
所
は
あ
る
が
、

そ
の

極
楽
浄
土
に
つ
い
て
直
接
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
釈
願
品
之
余
で

は
笠
ロ
穫
の
十
大
願
の
う
ち
第
七
願
と
し
て

願
わ
く
は
仏
土
を
浄
め
ん
が
放
に

滅
除
せ
ん

諸
の
雑
悪
を

を
述
べ
、
殺
生

・
像
盗

・
邪
淫

・
妄
諮
問

・
両
舌

・
悪
口

・
締
語

・
貧
悉

・
邪
命
・

飲

酒
の
十
悪
を
は
じ
め
、
諸
の
不
浄
を
列
挙
し
、
こ
れ
ら
の
不
浄
は
略
せ
ば
衆
生
の
過

悪
と
行
業
の
過
悪
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
転
じ
る
と
衆
生
の
功
徳
と

行
業
の
功
徳
と
な
り
、
こ
の
二
功
徳
を
浄
土
で
あ
る
と
し
、

願
の
因
縁
に
随
う
と
す
る
。

そ
の
浄
土
は
菩
薩
の
本

つ
ま
り
、
菩
薩
が
そ
の
本
願
に
よ
っ
て
衆
生
そ
の
も
の
の
過
悪
と
衆
生
の
行
業
の

過
悪
の
二
不
浄
を
大
精
進
を
行
じ
て
転
じ
滅
除
し
て
あ
ら
わ
れ
る
功
徳
が
浄
土
な
の

で
あ
る
。
こ
の
浄
土
は
阿
弥
陀
仏
の
西
方
極
楽
浄
土
を
指
す
と
い
う
よ
り
も
、
菩
薩

が
こ
の
此
土
(
ま
た
は
仏
土
)
を
浄
め
て
示
現
す
る
浄
土
の
意
味
合
い
が
強
い
。
し

か
し
、
こ
の
後
に
浄
土
の
相
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
極
楽
浄
土
と
は
明
示
さ
れ

て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

『無
量
寿
経
』
の
極
楽
の
相
と
似
て
い
る
点
も
多
い
の
で
、

次
に
そ
れ
を
列
挙
し
て
み
る
。

[『十
住
毘
婆
沙
論
』
釈
願
品
之
余
の
浄
土
十
相
]

[
ニ
菩
薩
は
善
く
阿
祷
多
羅
三
額
三
菩
提
を
得
る

①
諸
々
の
苦
行
を
離
れ
る
|
菩
薩
は
苦
行
を
し
な
い
で
道
場
に
安
坐
し
て
仏
道
を

成
ず
る
。

②
厭
劣
の
心
無
し
|
菩
薩
は
少
し
の
厭
離
の
心
で
即
時
に
出
家
す
る
。

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

浄
土
の
問
題

第
二
章

③
速
疾
に
得
る
|
菩
薩
は
出
家
し
終
わ
れ
ば
即
阿
縛
多
羅
三
額
三
菩
提
を
得
る
。

④
外
道
の
師
を
求
め
ず
|
菩
薩
は
外
道
の
師
に
諮
求
し
な
い
。

⑤
菩
薩
具
足
す
|
菩
薩
が
仏
道
成
ず
る
と
き
、
他
の
諸
菩
薩
は
供
養
の
具
を
持
つ

て
そ
の
周
り
に
集
ま
り
、
成
道
し
て
光
明
が
放
た
れ
る
と
皆
周
り
の
諸
菩
薩
は

不
退
転
の
菩
薩
と
な
る
。

⑥
魔
怨
無
し
|
菩
薩
の
成
道
の
と
き
魔
軍
が
そ
れ
を
邪
魔
す
る
こ
と
は
な
い
。

⑦
諸
々
の
留
難
無
し
|
菩
薩
が
成
仏
す
る
と
い
う
と
き
微
塵
も
煩
悩
が
そ
の
心
に

入
り
込
む
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

⑧
諸
天
大
会
す
|
菩
薩
が
成
仏
す
る
と
い
う
と
き
、
諸
天
が
集
ま
り
そ
の
菩
薩
を

供
養
す
る
。

⑨
希
有
の
事
具
足
す
菩
薩
が
仏
を
得
る
と
き
大
地
が
震
動
し
た
り
し
て
希
有
の

事
が
起
き
る
。

⑩
時
具
足
す
|
時
に
疾
疫

・
災
横
な
ど
が
な
い
。

[一

己
仏
の
功
徳
力
が
あ
る
|
過
去
現
在
未
来
の

一
切
の
仏
の
威
力
が
あ
り
、
諸
仏

の
功
徳

・
智
恵
の
無
量
の
深
法
は
等
し
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
諸
仏
の
本
願
の
因
縁

に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
功
徳
が
あ
る
。

①
仏
の
寿
命
の
無
量
|
仏
は
衆
生
を
憐
懸
し
、
利
益
を
与
え
る
た
め
無
量
の
寿
命

が
あ
る
。
(
諸
仏
の
力
は
無
量
で
あ
る
が
、
世
に
住
す
る
寿
は
そ
の
本
願
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
)

②
仏
を
見
て
必
定
に
入
る
|
衆
生
は
仏
身
を
見
て
阿
惟
越
致
地
に
住
す
る
。
こ
の

衆
生
は
深
心
に

「見
仏
入
必
定
」
の
善
根
を
植
え
、
大
悲
心
を
首
と
す
る
。
こ
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の
善
根
が
成
就
す
る
と
き
仏
に
会
う
こ
と
を
得
る
。
ま
た
諸
仏
の
本
願
と

の
衆
生
の
)
因
縁
と
の
和
合
に
よ
り
こ
の
事
が
成
ず
る
。

③
衆
生
は
仏
の
本
願
に
よ
り
仏
の
名
を
聞
い
て
必
定
に
入
る
。

④
深
く
自
ら
厭
患
し
、
信
解
カ
あ
る
女
人
は
仏
を
見
て
女
形
を
転
ず
。

⑤
女
人
は
仏
名
を
聞
い
て
女
形
を
転
ず
(
こ
の
因
縁
は
見
仏
経
に
説
く
)
。

⑥
仏
名
を
聞
い
て
往
生
を
得
る
|
信
解
力
多
く
、
諸
善
根
を
成
就
し
、
業
の
障
擬

尽
き
た
人
は
、
仏
名
を
聞
き
諸
仏
の
本
願
の
因
縁
に
よ
り
往
生
を
得
る
。

⑦
仏
に
無
量
の
光
明
が
あ
る
。

⑧
衆
生
は
光
明
に
遇
え
ば
諸
蓋
を
除
く
こ
と
を
得
る
|
諸
仏
の
本
願
力
に
よ
り
仏

の
光
明
に
遇
っ
て
諸
蓋
を
除
く
。

⑨
衆
生
は
光
明
を
以
て
必
定
に
入
る
。

⑩
衆
生
は
仏
の
本
願
力
に
よ
る
光
明
が
そ
の
身
に
触
れ
れ
ば
、
苦
悩
は
滅
す
る
。

[
三
]
法
を
具
足
す
る
|
一
切
諸
仏
の
教
法
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
皆
具
足
し
て
い
る

が
、
諸
仏
の
本
願
の
因
縁
に
よ
っ
て
差
別
は
あ
る
。
こ
の
諸
仏
の
法
は
以
下
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

①
略
説
|
少
言
で
多
義
を
包
含
す
る
教
法
で
利
根
の
人
は
こ
れ
で
開
悟
す
る
。

②
広
説
|
鈍
根
に
し
て
分
別
を
楽
し
む
者
の
た
め
に
敷
演
解
説
さ
れ
た
も
の
。

③
略
広
説
|
一
言
で
広
義
を
ま
た
一
義
を
種
々
に
述
べ
た
も
の
。

④
声
聞
乗
を
具
足
す
る
。

⑤
辞
支
仏
乗
を
具
足
す
る
。

@
大
乗
を
具
足
す
る
。

v 
'-

⑦
神
力
護
法
|
仏
の
神
力
で
法
は
謹
念
さ
れ
る
。
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⑧
外
道
の
た
め
に
壊
せ
ら
れ
ず
。

⑨
一
切
の
魔
の
た
め
に
破
ら
れ
ず
。

⑩
法
の
久
住
|
教
法
は
一
劫
乃
至
無
量
無
辺
劫
住
す
る
。

[
四
]
声
聞
具
足
す
|
本
願
の
因
縁
に
よ
っ
て
数
に
多
少
は
あ
る
が
諸
仏
は
皆
声
聞

僧
を
具
足
し
て
い
る
。
こ
の
声
聞
僧
は
持
戒

・
禅
定

・
智
恵

・
解
脱

・
解
脱
知
見

を
具
足
し
、
同
等
清
浄
、
利
根
に
し
て
、
菩
薩
を
益
し
、
形
色
は
厳
浄
で
あ
る
。

[
五
]
菩
提
樹
具
足
十
五
種
の
菩
提
の
大
樹
が
あ
り
、
高
さ
は
五
十
由
句
、
華
色

鮮
明
で
傷
な
く
、
樹
皮
は
細
軟
で
虫
の
傷
も
な
い
。
ま
た
諸
天
は
常
に
憂
陀
羅
華

を
雨
ら
し
、
鳥
獣
は
側
に
遊
ぶ
が
寂
然
と
し
て
声
が
な
い
。
大
枝
は
宝
の
網
を
垂

れ
紫
金
の
山
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
菩
薩
の
百
千
万
阿
僧
祇
劫
の
あ
い
だ
の

善
巧
功
徳
を
修
集
し
た
結
果
に
よ
る
。

[
六
]
世
間
を
荘
厳
す
|
菩
薩
は
十
方
浄
土
の
最
上
妙
を
観
察
し
て
、
功
徳
を
修
集

し
第
一
無
比
の
国
土
を
得
る
大
願
を
発
す
。

[
七
]
衆
生
を
善
く
利
す
衆
生
の
寿
命
は
無
量
阿
僧
劫
で
、
皆
化
生
し
、
姿
は
端

正
、
三
十
二
相
を
具
足
し
、
光
明
は
無
量
で
あ
る
。
煩
悩
は
微
薄
で
化
度
し
や
す

1ρ 。
[
八
]
度
す
可
き
も
の
具
足
す
l
仏
の
一
坐
の
説
法
で
恒
河
沙
の
衆
生
が
同
時
に
自

ら
を
度
す
。

[
九
]
大
衆
集
会
す
|
仏
の
大
会
に
は
は
か
り
し
れ
な
い
ほ
ど
の
大
衆
が
集
会
す
る
。

[
十
]
仏
力
具
足
す
|
諸
仏
所
行
の
四
十
共
法
が
具
足
す
る
。



以
上
の
よ
う
に

『十
住
毘
婆
沙
論
』
に
あ
げ
ら
れ
た
浄
土
の
徳
相
を
み
る
と
、

『無
量
寿
経
』
の
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ワ
ニ

l
①

は
第
十
三
寿
命
無
量
の
願
、
[
ニ
]
|
③
は
第
三
十
四
聞
名
得
忍
の
願
、
つ
ニ

l
⑤

は
第
三
十
五
女
人
往
生
の
願
、
ワ
己
|
⑥
は
第
二
十
植
諸
徳
本
の
願
、
ワ
ニ
|
⑦

は
第
十
二
光
明
無
量
の
願
、
[
三
|
@
⑬
は
第
三
十
三
触
光
柔
軟
の
願
、
[
七
]
は

第
四
無
有
好
醜
の
願

・
第
十
五
答
属
長
寿
の
願

・
第
二
十
一
三
十
二
相
の
願
な
ど
で

あ
る
。
ま
た
、
[
六
]

は
『
無
量
寿
経
」

で
法
蔵
菩
薩
が
極
楽
国
土
を
構
え
る
た
め

に
諸
仏
の
妙
土
の
清
浄
の
行
を
摂
取
し
た
こ
と
と
似
て
い
る
。

し
か
し

「十
住
毘
婆
沙
論
」
で
は
諸
々
の
菩
薩
が
大
精
進
に
よ
っ
て
国
土
を
浄
め

る
そ
の
態
、
及
び
そ
れ
に
よ
っ
て
示
現
す
る
浄
土
の
相
の
概
略
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
極
楽
浄
土
の
み
を
念
頭
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
故
に

『十
住
毘
婆
沙
論
」
の
浄
土
十
相
は
極
楽
浄
土
と
相
似
し
て
い
る
所
も
あ
れ
ば
そ
う

で
な
い
所
も
あ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
こ
の
浄
土
十
相
に
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
極
楽
浄
土
の
相
こ
そ
、
他
の
諸
仏
の
浄
土
と
は
違
う
極
楽
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

ま
た

『十
住
毘
婆
沙
論
』
は
浄
土
十
相
の
説
明
の
う
ち
二
や
三
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
の
徳
相
は
仏
の
本
願
の
因
縁
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二、

『往
生
論
』
に
つ
い
て

婆
薮
般
頭
(
天
親
、
世
親
)
造

『往
生
論
」
(
真
宗
で
は
「
浄
土
論
』
)
は
正
し
く

は

『無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
傷
』
と
い
い
、
こ
れ
も
「
十
住
毘
婆
沙
論
」
と
同
様

菩
提
流
支
の
漢
訳
の
み
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
現
存
し
な
い
。

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

浄
土
の
問
題

し
か
し
内
容
か
ら
唯
識
思
想
と
の
つ
な
が
り
も
考
え
ら
れ
、
古
来
、
中
国
や
日
本
で

は
イ
ン
ド
唯
識
学
の
大
成
者
世
親
の
著
作
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容

は、

「無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
(
安
楽
園
)
を
偶
頒
を
も

っ
て
讃
歎
し
、
長
行
に
お
い
て
五
念
門
を
修
し
て
浄
土
往
生
を
得
る
こ
と
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の

『往
生
論
」
は
中
国
に
お
い
て
曇
鷺
に
よ
っ
て
注
釈
が
つ
け
ら
れ
、

『無
量

寿
経
優
婆
提
舎
願
生
傷
婆
薮
般
頭
菩
薩
造
詑
註
』
(
「
往
生
論
註
」
)
と
題
さ
れ
、
中

国
の
善
導
や
日
本
の
法
然

・
親
鷺
ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
阿
弥
陀
仏
教
徒
の
重

要
な
聖
典
と
な
っ
て
い
る
。

四、

『往
生
論
」
と

『摂
大
乗
論
』

『往
生
論
』

の
三
種
二
十
九
荘
厳
の
極
楽
浄
土
の
説
明
は
無
著
の

『摂
大
乗
論
』

に
説
か
れ
る
十
八
円
浄
と
関
連
が
あ
る
。

「摂
大
乗
論
』
で
は
諸
仏
の
清
浄
な
仏
土

の
相
は
ど
の
よ
う
に
し
て
知
ら
れ
る
べ
き
か
と
し
て
、
十
八
の
浄
土
の
相
を
述
べ
て

い
る
。
工
藤
成
性
氏
の

『往
生
論
』
と
の
対
照
表
を
あ
げ
て
み
る
と

「
摂
大
乗
論
』
(
十
八
円
浄
)
|
『往
生
論
』
(
二
十
九
荘
厳

・
五
念
門
他
)

第

色
相
円
浄
国
土
荘
厳
中
、
第
四
形
相
功
徳

・
第
五
種
種
事
功
徳

・
第
六

妙
色
功
徳

第

形
貌
円
浄
1

国
土
荘
厳
中
、
第
七
触
功
徳

・
第
八
三
種
功
徳

・
第
九
雨
功

徳
第

量
円
浄
1

国
土
荘
厳
中
、
第
二
量
功
徳
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浄
土
宗
総
合
研
究
所

第
四

第
五

第第
七

第
/¥ 

第
九

第
十

第
十

第
十

第
十

第
十
四

第
十
五

第
十
六

第
十
七

第
十
八

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

処
円
浄
土
|
国
土
荘
厳
中
、
第
一
清
浄
功
徳

因
円
浄
|
国
土
荘
厳
中
、
第
三
性
功
徳

果
円
浄
l
一
法
句

主
円
浄
|
国
土
荘
厳
中
、
第
十
光
明
功
徳

・
第
十
一
妙
声
功
徳

・
第
十
二

功
徳
荘
厳
八
種
功
徳

助
円
浄
|
菩
薩
荘
厳
四
種
功
徳

答
属
円
浄
|
国
土
荘
厳
中
、
第
十
三
番
属
功
徳
、
仏
荘
厳
中
、
第
五
大
衆

功
徳

持
円
浄
|
国
土
荘
厳
中
、
第
十
四
受
用
功
徳

業
円
浄
|
菩
薩
荘
厳
四
種
功
徳
中
の
教
化
利
生

利
益
円
浄
1

国
土
荘
厳
中
、
第
十
五
無
諸
難
功
徳

・
第
十
六
大
義
門
功

徳、

無
怖
円
浄
|
国
土
荘
厳
中
、
第
十
五
無
諸
難
功
徳

住
処
円
浄
|
国
土
荘
厳
の
総
体

路
円
浄
|
止
観
中
心
の
五
念
門
の
入
出
二
門

乗
円
浄
|
五
念
門
中
、
第
三
作
願
門

・
第
四
観
察
門

門
円
浄
l
五
念
門

・
五
功
徳
門

依
止
円
浄
五
功
徳
門
中
、
入
第
三
門
の
「
以

一
心
専
念
作
願
生
彼
修

と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
世
親
は

「摂
大
乗
論
』
の
諸
仏
の
浄
土
の
相
十
八
円
浄
説

著
摩
他
寂
静
三
昧
行
故
得
入
蓮
華
蔵
世
界
」
の
文

を
う
け
て
極
楽
浄
土
の
荘
厳
相
を
述
べ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に

『十
住
毘
婆

沙
論
』
の
浄
土
十
相
と
比
べ
る
と
、
こ
の

『模
大
乗
論
』
の
十
八
円
浄
と

『往
生
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論
』
の
二
十
九
種
荘
厳
と
は
関
連
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

『授
大
乗
論
」

は
仏
の
三
身
や
仏
の
国
土
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
「
往
生
論
』
は
あ
く
ま
で
阿
弥
陀
仏
の
西
方
極
楽
浄
土
の
荘
厳
を
観
察
し
て
往

生
を
願
う
た
め
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
違
う
。

従
っ
て
後
者
は
観
察
し
往
生
を
願
う
の
で
あ
る
か
ら
、
前
者
よ
り
も
浄
土
の
荘
厳
に

つ
い
て
細
か
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五、

『往
生
論
」
に
述
べ
ら
れ
る
三
種
二
十
九
荘
厳
の
浄
土

『往
生
論
」
は
そ
の
全
二
十
四
偶
文
の
う
ち
第
三
偽
か
ら
第
二
十
三
偶
ま
で
の
計

二
十
一
備
が
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
の
荘
厳
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
き
く

分
け
る
と
、
〔
二
極
楽
国
土
の
見
事
な
有
り
様
(
仏
国
土
荘
厳
)
、

〔二〕

仏
の
見

事
な
す
が
た
(
仏
荘
厳
)
、
〔
三
〕
菩
薩
の
見
事
な
す
が
た
(
菩
薩
荘
厳
)
、
の
三
種

に
な
り
、
こ
の
う
ち
〔

一〕

仏
国
土
荘
厳
は
十
七
、
〔
一
ニ
仏
荘
厳
は
八
、

〔
三
〕
菩

薩
荘
厳
は
四
の
計
二
十
九
に
分
け
て
極
楽
の
国
土
と
仏
と
菩
薩
の
有
り
様
が
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
こ
の
二
十
九
荘
厳
と
そ
れ
を
説
明
す
る
長
行
を
対
応
さ
せ
て
み
る
。

偽
ー
長
行

〉
内
は
長
行
で
の
要
約
語
句

)
は
筆
者
の
補
足
説
明

'̂ 

〔
二

仏
国
土
荘
厳

(
安
楽
世
界
は
)

[
二
三
界
(
欲

・
色

・
無
色
界
)
を
超
越
し
て
い
る
|
清
浄
な
功
徳
が
成
就
さ
れ



て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
清
浄
功
徳
〉

[
一
ニ
は
て
し
な
き
虚
空
の
如
く
広
大
無
辺
際
で
あ
る
|
量
の
功
徳
(
無
量
で
あ
る

こ
と
)
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
量
功
徳
〉

ヲ
己

出
世
の
善
根
で
あ
る
(
阿
弥
陀
仏
の
)
正
道
の
大
慈
悲
よ
り
生
じ
て
い
る
|

性
の
功
徳
(
本
性
は
大
慈
悲
心
で
あ
る
こ
と
)
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ

ま
〈
性
功
徳
〉

[
四
]
明
鏡

・
日

・
月
の
如
く
浄
光
明
で
満
ち
て
い
る
|
形
相
の
功
徳
が
成
就
さ
れ

て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
形
相
功
徳
〉

[
五
]
諸
々
の
珍
宝
の
本
性
を
備
え
て
最
上
の
荘
厳
を
具
足
す
る
種
々
の
事
物
の

功
徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
種
種
事
功
徳
〉

[
六
]
無
垢
の
光
が
さ
か
ん
に
し
て
明
浄
に
世
間
を
輝
か
す
|
妙
色
の
功
徳
(
世
界

が
絶
妙
な
る
こ
と
)
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
妙
色
功
徳
〉

[
七
]
宝
性
功
徳
草
が
柔
軟
に
し
て
左
右
に
め
ぐ
り
、
触
れ
る
者
に
勝
楽
が
生
じ
、

そ
れ
は
迦
施
都
陀
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
触
の
功
徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と

な
さ
ま
〈
触
功
徳
〉

[
八
]
宝
撃
は
千
万
種
あ
り
、
池
流
泉
を
覆
い
、
微
風
が
華
葉
を
ゆ
ら
す
と
交
錯
し

て
光
が
乱
転
す
る

(
水
)
。
宮
殿
や
楼
聞
か
ら
は
十
方
を
見
る
の
に
何
の
妨
げ

も
な
く
、
ま
た
種
々
の
光
色
の
樹
々
や
宝
欄
が

建
物
)
を
と
り
ま
い
て
い
る

(
ー
地
)
。
無
量
の
宝
が
交
絡
す
る
網
が
虚
空
(
一
面
)
を
す
べ
て
覆
い
、
種
々
の

鈴
が
響
き
を
発
し
て
妙
法
音
を
宣
べ
る
(
|
虚
空
)
。
|
水

・
地

・
虚
空
の
三
種

の
功
徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
三
種
功
徳
〉

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

浄
土
の
問
題

[
九
]
華
や
衣
が
雨
ら
さ
れ
、
無
量
の
香
が
あ
ま
ね
く
た
だ
よ
っ
て
い
る
|
雨
の
功

徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
雨
功
徳
〉

[
十
]
仏
の
智
恵
は
明
浄
な
日
の
ご
と
く
、
世
の
癒
闇
冥

を

除

く

光
明
の
功
徳
が

成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
光
明
功
徳
〉

[
十
二
発
声
が
深
遠
微
妙
に
十
方
に
聞
こ
え
て
悟
ら
せ
る
|
妙
声
の
功
徳
が
成
就

さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
妙
声
功
徳
〉

[
十
二
]
正
覚
の
阿
弥
陀
法
王
が
善
く
住
持
さ
れ
て
い
る

主
の
功
徳
が
成
就
さ
れ

て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
主
功
徳
〉

[
十
一
二
]
如
来
の
浄
撃
の
衆
は
正
覚
の
華
よ
り
化
生
す
る
|
替
属
の
功
徳
が
成
就
さ

れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
答
属
功
徳
〉

[
十
四
]
例
法
の
味
を
愛
楽
し
、
禅
と
三
昧
と
を
食
と
す
る
|
受
用
の
功
徳
が
成
就

さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
受
用
功
徳
〉

[
十
五
]
身
心
の
悩
を
永
く
離
れ
、
楽
を
う
け
る
の
に
聞
が
無
い
|
諸
難
無
し
の
功

徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
無
諸
難
功
徳
〉

[
十
六
]
大
乗
善
根
の
世
界
で
あ
り
、
平
等
で
議
る
嫌
う
と
い
う
言
葉
も
無
く
、
女

人

・
根
欠

・
二
乗
の
種
は
生
ぜ
ず
|
大
義
門
の
功
徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と

な
さ
ま
。
浄
土
の
果
報
は
議
嫌
の
体
も
名
も
離
れ
て
い
る
。
体
は
二
乗
の
人

・
女

人

・
諸
根
具
足
な
き
人
の
三
種
で
こ
れ
ら
が
無
く
、
名
は
二
乗
の
人

・
女
人

・
諸

根
具
足
な
き
人
の
三
つ
の
言
葉
で
こ
れ
ら
が
聞
か
れ
ず
、
(
浄
土
は
)
平
等
一
根

で
あ
る
。
〈
大
義
門
功
徳
〉

[
十
七
]
衆
生
の
願
楽
は
一

切
よ
く
満
足
さ
れ
る

一
切
の
求
め
る
と
こ
ろ
が
満
足
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さ
れ
る
功
徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
一
切
所
求
満
足
功
徳
〉

〔
一
ニ
仏
荘
厳

[
十
八
]
無
量
の
大
宝
王
で
あ
る
微
妙
の
浄
華
台
が
あ
る
|
(
仏
の
)
座
の
功
徳
が

成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま

〈
座
功
徳
〉

[
十
九
]
(
仏
の
)
相
好
の
光
り
は
一
尋
に
し
て
、
仏
身
は
群
生
を
越
え
て
い
る
|
身

業
の
功
徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
身
業
功
徳
〉

[二
十
]
知
来
の
微
妙
な
声
は
、
清
く
響
き
十
方
に
聞
こ
え
る
|
口
業
の
功
徳
が
成

就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま

〈
口
業
功
徳
〉

っ
こ
]
地
・
水

・
火

・
風

・
虚
空
と
同
様
に
(
仏
は
)
無
分
別
で
あ
る
|
心
業
の

功
徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
。
無
分
別
と
は
分
別
心
の
な
い
こ
と
。

〈心
業
功
徳
〉

ワ
コ
ニ
天
人
不
動
の
衆
は

(
仏
の
)
清
浄
な
智
海
よ
り
生
じ
る

l
大
衆
の
功
徳
が

成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま

〈
大
衆
功
徳
〉

ワ
=
己
須
弥
山
王
の
如
く

(
仏
は
)
勝
妙
に
し
て
過
ぎ
た
る
者
が
無
い
|
上
首
の

功
徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
上
首
功
徳
〉

[
二
四
]
天
人
丈
夫
の
衆
は

(
仏
を
)
恭
敬
し
、

ま
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
謄
仰
す
る
|

主
へ
の
功
徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
主
功
徳
〉

[
二
五
]
(
仏
の
)
本
願
力
を
観
ず
る
に
、
遇
う
て
空
し
く
過
ぐ
る
者
は
な
く
、
速
や

か
に
功
徳
の
大
宝
海
で
満
た
さ
れ
る
|
不
虚
作
住
持
(
虚
妄
で
な
い
仏
智
の
作
用

に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
る
)
功
徳
が
成
就
さ
れ
て
い
る
み
ご
と
な
さ
ま
〈
不
虚

作
住
持
功
徳
〉

〔
三
〕
菩
薩
荘
厳
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[
一
二
ハ
]
清
浄
な
安
楽
園
で
常
に
無
垢
(
の
法
)
輸
を
転
じ
て
い
る
化
仏
化
菩
穫
は
、

須
弥
山
の
住
持
す
る
が
知
く
太
陽
の
よ
う
に
(
不
動
で
あ
る
)
|
(
菩
薩
は
)

仏
土
に
い
て
身
は
動
揺
せ
ず
十
方
に
偏
し
、
種
々
に
応
化
し
知
実
に
修
行
し
て
常

に
仏
事
を
な
す
。
諸
の
衆
生
に
獄
、
泥
の
中
で

(
悟
り
を
)
聞
か
せ
る
た
め
に
で
あ

る
[
二
七
]
(
菩
薩
の
)
無
垢
荘
厳
の
光
は
一
念
及
び
一
時
に
普
く
諸
仏
の
会
座
を
照
ら

し
、
諸
の
群
生
を
利
益
す
る
|
(
菩
薩
の
)
応
化
身
は
一
切
の
時
に
、
前
後
無
く

(
同
時
に

一
心
一
念
に
大
光
明
を
放

っ
て
悉
く
十
方
世
界
に
至
っ
て
衆
生
を
教

化
す
る
。
(
菩
薩
の
)
種
々
の
方
便
修
行
の
所
作
は

一
切
の
衆
生
の
苦
を
滅
除

す
る
た
め
に
で
あ
る
。

[
二
八
]
(
菩
薩
は
)
天
楽

・
華

・
衣

・
妙
香
等
を
雨
し
て
供
養
し
諸
仏
の
功
徳
を
讃

え
る
が
、
(
そ
こ
に
)
分
別
心
は
無
い
|
(
菩
薩
は
)

と
こ
ろ
無
く
諸
仏
の
会
座
の
大
衆
を
照
ら
し
、
余
す
と
こ
ろ
無
く
広
大
無
量
に
供

一
切
世
界
に
お
い
て
余
す

養
し
恭
敬
し
て
諸
仏
如
来
の
功
徳
を
讃
歎
す
る
。

[
二
九
]
(
菩
薩
は
)

い
か
な
る
世
界
で
あ
っ
て
も
、
(
そ
こ
に
)
仏
法
功
徳
の
宝
が

な
い
な
ら
ば
、
皆
(
浄
土
)
往
生
す
る
よ
う
仏
の
如
く
仏
法
を
示
そ
う
と
願
う
|

(
菩
薩
は
)
十
方
一
切
世
界
で
三
宝
の
無
い
と
こ
ろ
で
、
仏
法
僧
宝
の
功
徳
の
大

海
を
住
持
し
荘
厳
し
て
、
遍
く
示
し
て
解
さ
せ
如
実
に
修
行
を
さ
せ
る
。

以
上
二
十
九
荘
厳
の
う
ち
、
〔
ニ
の
仏
国
土
荘
厳
は

『往
生
論
』
で
は
、
「
第
一

義
諦
妙
境
界
相
」
で
あ
る
と
し
、
阿
弥
陀
仏
の
不
可
思
議
力
の
成
就
、
自
身
の
大
功



徳
力
と
利
益
他
功
徳
の
成
就
が
な
さ
れ
た
か
ら
そ
の
仏
国
土
荘
厳
の
功
徳
が
あ
る
と

し
て
い
る
。
つ
ま
り
極
楽
の
見
事
な
有
り
様
は
、
阿
弥
陀
仏
が
不
可
思
議
カ
に
よ
り

自
利
・
利
他
の
功
徳
を
完
成
さ
れ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
、
悟
り
の
世
界
の
妙
境
の
す
が

た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
、

『往
生
論
』
は
、
仏
国
土
荘
厳
と
仏
荘
厳
と
菩
薩
荘
厳
の
「
三
種
の
成
就

は
願
心
を
も
っ
て
荘
厳
せ
り
」
と
述
べ
、
極
楽
が
法
蔵
菩
薩
の
願
心
に
よ
っ
て
完
成

さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

よ
っ
て
極
楽
世
界
は
、
国
土
荘
厳
は
阿
弥
陀
仏
の
不
可
思
議
力
の
成
就
に
よ
る

が
、
そ
の
不
可
思
議
方
も
そ
し
て
仏
荘
厳
も
菩
薩
荘
厳
も
、

み
な
阿
弥
陀
仏
が
法
蔵

菩
薩
の
と
き
に
衆
生
済
度
の
慈
悲
の
本
願
を
た
て
た
そ
の
願
心
か
ら
出
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
先
の

『十
住
毘
婆
沙
論
」
で
、
菩
薩
が
本
願
に
よ
り
大
精
進
を
行
じ

て
あ
ら
わ
れ
る
功
徳
が
浄
土
と
説
か
れ
て
い
た
そ
の
浄
土
を
極
楽
世
界
に
限
っ
て
述

べ
た
も
の
と
い
え
る
。
「
十
住
毘
婆
沙
論
」
も

『往
生
論
」
も
こ
の
点
で
は
両
者
の

浄
土
観
に
相
違
は
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

六
、
唯
識
思
想
よ
り
み
た
二
十
九
荘
厳

「往
生
論
」
で
は
極
楽
の
荘
厳
功
徳
は
略
し
て
説
く
と
「
一
法
句
」
に
入
る
と

い
う
。
そ
の
一
法
句
と
は
「
清
浄
句
」
で
あ
り
そ
れ
は
「
真
実
智
慧
無
為
法
身
」
を

示
す
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
清
浄
に
器
世
間
清
浄
と
衆
生
世
間
清
浄

の
二
種
が
あ
り
、
前
者
は
十
七
種
の
仏
国
土
荘
厳
、
後
者
は
八
種
の
仏
荘
厳
と
四
種

の
菩
薩
荘
厳
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
極
楽
の
国
土
と
そ
こ
に
住
す
る
仏
と
菩

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

浄
土
の
問
題

薩
等
す
べ
て
は
、
究
極
的
に
は
「
真
実
智
慧
無
為
法
身
」
に
お
さ
ま
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
逆
に
「
真
実
智
慧
無
為
法
身
」
よ
り
二
十
九
荘
厳
の
極
楽
世
界
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『往
生
論
』
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
も
チ
ベ
ッ

ト
訳
も
、

そ
し
て
こ
れ
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
イ
ン
ド

・
チ
ベ
ッ
ト
の
文
献
も
な
く
、
古
い
注
釈
書
は
中
国
の
曇
鴛

ら
の
も
の
し
か
な
い
。
こ
の
現
状
で
、
こ
れ
を
イ
ン
ド
唯
識
学
の
大
成
者
世
親
の
作

と
断
定
は
で
き
な
い
。
ま
た
内
容
も
、
阿
頼
耶
識
や
顕
現
な
ど
唯
識
の
重
要
語
句
が

用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
純
粋
に
こ
の
論
だ
け
を
み
れ
ば
イ
ン
ド
の
唯

識
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
曇
鷺
の

『論

註
』
を
一
応
参
考
に
し
て
、
今
こ
の
「
真
実
智
慧
無
為
法
身
」
と
二
十
九
荘
厳
の
関

係
を
唯
識
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
極
楽
世
界
は
阿
弥
陀
仏
の
智
慧
そ
の
も
の
、
悟

り
そ
の
も
の
で
あ
る
「
真
実
智
慧
無
為
法
身
」
よ
り
顕
現
し
た
世
界
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
唯
識
思
想
で
は
、
凡
夫
に
お
い
て
、
対
象
は
そ
の
人
の
汚
れ
た
識
の
顕
現
で

あ
り
、
修
行
に
よ

っ
て
こ
の
識
が
完
全
に
清
浄
に
な
っ
た
と
き
、
す
な
わ
ち
仏
と
な

っ
た
と
き
識
は
転
じ
て
智
(
転
識
得
智
)

と
な
る
。
智
に
お
い
て
も
対
象
は
顕
現
す

る
が
、

そ
れ
は
「
柳
は
緑
、
花
は
紅
」
の
よ
う
に
全
く
歪
み
の
な
い
自
然
で
純
粋
清

浄
な
す
が
た
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
よ
っ
て
極
楽
世
界
の
二
十
九
荘
厳
は
阿
弥
陀
仏

の
智
の
顕
現
で
あ
り
、
凡
夫
の
汚
れ
た
識
よ
り
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
凡
夫
が
往
生
し
た
と
き
極
楽
の
荘
厳
は
そ
の
往
生
人
か
ら
は
ど
の
よ
う

に
見
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
こ
の
往
生
人
の
心
が
裟
婆
世
界
の
と
き
と
同
じ
汚

れ
た
識
で
あ
る
な
ら
、
二
十
九
の
荘
厳
は
対
象
と
し
て
み
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
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か
し
極
楽
は
先
述
の
ご
と
く
「
器
世
間
清
浄
と
衆
生
世
間
清
浄
」
な
の
で
あ
る
か

ら
、
往
生
人
の
心
は
清
浄
で
あ
り
、

よ
っ
て
二
十
九
荘
厳
が
対
象
と
し
て
み
ら
れ
る

は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
極
楽
の
荘
厳
は
仏
か
ら
も
往
生
人
か
ら
も
同
じ
に
み

え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
仏
の
心
と
往
生
人
の
心
が

同
格
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
往
生
人
の
心
が
仏
よ
り
劣
っ
て
い
た
な

ら
ば
、
往
生
人
は
極
楽
で
仏
と
は
別
の
す
が
た
の
荘
厳
を
み
る
で
あ
ろ
う
し
、
も
し

そ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
極
楽
の
完
全
円
満
性
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し

さでつ。よ
っ
て
、
極
楽
に
往
生
し
た
衆
生
は
、
こ
の

「往
生
論
』
に
説
く
と
こ
ろ
に
従
い

唯
識
的
に
考
え
れ
ば
、
仏
と
同
じ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
極
楽
に
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
唯
識
で
い
う
転
識
得
智
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ

の
転
識
得
智
は
、
普
通
、
唯
識
で
説
く
何
度
も
生
ま
れ
変
わ
っ
て
修
行
を
続
け
阿
頼

耶
識
を
浄
化
し
て
の
転
識
得
智
、
す
な
わ
ち
往
生
人
自
身
の
自
力
の
精
進
努
力
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
衆
生
済
度
の
慈
悲
心
で
あ
る
本
願
力
の
お
か
げ
に

よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

七、

『往
生
論
」

の
極
楽
浄
土
よ
り
み
た
成
仏
に
つ
い
て
の
一
考
察

『往
生
論
』
の
極
楽
浄
土
を
唯
識
的
に
追
究
す
れ
ば
、
結
局
前
項
で
述
べ
た
よ
う

に
、
極
楽
往
生
し
た
衆
生
は
仏
と
同
じ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
仏
に
な

る
、
す
な
わ
ち
成
仏
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
大
乗
の
修
行
の
目
標
は
、
阿
羅
漢
と

(
お
)

さ
と
り
を
聞
い
て
悌
陀
と
な
る
こ
と
」
と
い
わ
れ
て
い

い
う
聖
者
の
位
で
な
く
、

る
。
な
ら
ば
、
極
楽
こ
そ
大
乗
仏
教
徒
に
と
っ
て
す
ぐ
に
仏
に
な
れ
る
最
高
の
世
界
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と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
阿
弥
陀
仏
が
成
仏
さ
れ
て
か
ら
十
劫
も
の
時
が
た
ち
、
往
生
し
た
人

の
数
は
計
り
知
れ
な
い
の
に
、
浄
土
三
部
経
に
も
『
往
生
論
』
に
も
成
仏
し
た
人
の

こ
と
は
全
く
出
て
こ
な
い
。
梶
山
雄
一
博
士
に
よ
れ
ば
、
仏
教
に
は
三
千
世
界
一

仏

・
一
切
諸
世
界
多
仏
説
と
い
う
の
が
あ
る
。
「
等
し
く
資
糧
を
成
就
し
た
二
人
の

菩
薩
が
同
じ
一
つ
の
三
千
世
界
の
仏
国
土
に
同
時
に
生
じ
て
成
仏
す
る
こ
と
は
な

ぃ
。
複
数
の
仏
が
一
つ
の
三
千
世
界
に
並
ん
で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
:
:
:
一

人
の
仏
陀
は
三
千
世
界
と
い
う
一
仏
土
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
仏
一
撃
を
な
す
こ
と
が
で

き
る
か
ら
(
『稔
伽
師
地
論
」
菩
薩
地
ご

右
の
説
は
一
仏
国
土
に
は
一
仏
し
か
お
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

イ
ン
ド
大
乗
仏

教
に
お
い
て
は
こ
れ
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
阿
比
羅
提
世
界
に
は
阿

閃
仏
、
浄
瑠
璃
世
界
に
は
薬
師
仏
と
い
う
よ
う
に
、
極
楽
世
界
に
は
阿
弥
陀
仏
し
か

仏
は
お
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
日
本
で
は
一
般
に
往
生
イ
コ

ー
ル
成

仏
と
と
ら
れ
て
い
る
が
、
厳
密
に
い
え
ば
極
楽
に
は
阿
弥
陀
仏
だ
け
な
の
で
あ
る
。

成
仏
を
め
ざ
し
て
修
行
す
る
の
が
、
大
乗
の
菩
薩
道
で
あ
る
の
に
、
極
楽
に
往
生
し

て
も
極
楽
世
界
の
中
で
は
仏
に
な
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
往
生
人
は
何
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
。

『無
量
寿
経
』
下
巻
に
「
か
の
菩
薩
な
い
し
成
仏
ま
で
悪
趣
に
か
え
ら
ず
。
神
通

自
在
に
し
て
、
常
に
宿
命
を
知
る
。
他
方
の
五
濁
悪
世
に
生
ま
れ
て
示
現
し
て
か
れ

に
同
じ

五
濁
悪
世
の
衆
生
と
同
じ
姿
に
な
り
)

わ
が
国
の
ご
と
く
せ
ん
を
ば



除
く
。
」
と
あ
る
。
極
楽
の
菩
薩
は
悪
道
に
二
度
と
落
ち
な
い
が
、

五
濁
悪
世
を
清

浄
な
世
界
に
す
る
た
め
に
あ
え
て
五
濁
悪
世
に
わ
ざ
わ
ざ
生
ま
れ
変
わ
る
菩
穫
が
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、

「往
生
論
」
に
説
く
極
楽
浄
土
か
ら
考
え

ら
れ
る
「
極
楽
往
生
し
た
衆
生
は
仏
と
同
じ
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
往
生
人
は
仏
と
同
格
の
菩
薩
に
な
る
が
あ
え
て
仏
と
は
な
ら
ず
、
極
楽
世
界

か
ら
ま
た
悪
世
界
へ
戻
っ
て
、
悪
世
を
清
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
往
生
人
が
も

し
極
楽
で
仏
に
な
っ
た
な
ら
ば

一
仏
国
土
に
一
仏
の
基
本
か
ら
し
て
、
即
極
楽
世

界
を
離
れ
、
別
の
浄
土
を
建
て
、
そ
の
世
界
の
教
主
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
浄

土
三
部
経
に
も

『往
生
論
」
に
も
そ
の
よ
う
に
し
て
、
仏
と
な
っ
た
往
生
人
の
こ
と

は
で
て
こ
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
極
楽
の
菩
薩
は
み
な
仏
に
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
即
、
仏
に
な
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
仏
に
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
お
慈
悲
の
願
心
を
い
た
だ
い
て
、

五
濁
悪
世
の
中
へ

ま
た
生
ま
れ
変
わ
り
、
衆
生
と
同
じ
姿
と
な
っ
て
衆
生
を
救
う
た
め
悪
世
を
清
め
る

こ
と
に
精
進
努
力
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
項
で
述
べ
た

『十
住
毘
婆
沙
論
』

に
お
け
る
菩
穫
の
十
大
願
の
う
ち
第
七
願

願
わ
く
は
仏
土
を
浄
め
ん
が
故
に

滅
除
せ
ん

諸
の
雑
悪
を

に
ま
さ
し
く
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

八、

『十
住
毘
婆
沙
論
』
と

『往
生
論
」
に
説
く
浄
土

『十
住
毘
婆
沙
論
』
の
浄
土
に
は
二
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
①
菩
薩
が
大
精
進

に
よ
っ
て
国
土
を
浄
め
る
と
い
う
意
味
で
の
浄
土
と
、
②
菩
薩
の
大
精
進
に
よ
っ
て

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

浄
土
の
問
題

不
浄
の
過
悪
が
転
じ
ら
れ
、
功
徳
と
な
っ
て
示
現
す
る
浄
土
の
二
種
が
あ
る
。

『往

生
論
』
の
浄
土
は
、
阿
弥
陀
仏
の
西
方
極
楽
浄
土
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら、

「十
住
毘
婆
沙
論
」
で
い
う
②
の
浄
土
で
あ
る
。
し
か
し
、

『往
生
論
」
の
浄
土

を
、
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
の
関
係
に
お
い
て
追
究
し
て
い
く
と
、

「十
住
毘
婆
沙
論
」

と
同
じ
く
二
種
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

I
極
楽
浄
土
と
い
う
仏
の

お
ら
れ
る
完
全
円
満
な
る
世
界
を
い
う
の
と
、
も
う
一
つ
は
前
の
七
項
で
述
べ
た
よ

予つに、

H
極
楽
に
往
生
し
た
衆
生
は
仏
と
同
格
の
菩
薩
と
な
る
が
、
仏
と
は
敢
え
て

な
ら
ず
、

ま
た
悪
世
に
戻
っ
て
土
を
浄
め
る
と
い
う
意
味
の
二
種
で
あ
る
。

『十
住

毘
婆
沙
論
』
の
①
の
浄
土
は
、

『往
生
論
』
の
H
の
浄
土
に
、

『十
住
毘
婆
沙
論
」
の

②
の
浄
土
は
、

『往
生
論
」
の
I
の
浄
土
に
、

ま
さ
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
現
代
日
本
で
は
一
般
に
浄
土
と
い
え
ば
、
②
ー
ー
に
あ
た
る
裟
婆
世
界
と
は
別

の
完
成
さ
れ
た
浄
土
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
(
浄
土

五
濁

・
悪
道
の
な
い
仏

菩
薩
の
住
す
る
因
。
十
方
に
浄
土
が
あ
る
と
さ
れ
、
特
に
、
西
方
浄
土
往
生
の
思
想

が
盛
ん
に
な
る
と
、
阿
弥
陀
の
西
方
極
楽
浄
土
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
[
『広
辞

苑
」
よ
り
]
)
。

け
れ
ど
も
、
①

l
H
の
意
味
の
浄
土
を
理
解
し
て
こ
そ
、
善
導
大
師
の

『発
願

文
」
の
「
上
品
往
生
せ
し
め
た
ま
え
。
彼
の
国
に
到
り
己
っ
て
六
神
通
を
得
て
、
十

方
界
に
入
っ
て
苦
の
衆
生
を
救
摂
せ
ん
。
」
の
言
葉
、
ま
た
総
願
備
の
「
衆
生
無
辺

な
れ
ど
も
誓
っ
て
度
せ
ん
こ
と
を
願
う
」
の
文
が
真
に
う
け
と
め
ら
れ
る
も
の
と
い

え
る
。
こ
こ
に
は
大
乗
仏
教
は
成
仏
を
め
ざ
す
菩
薩
道
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は

そ
の
菩
薩
の
最
終
目
標
は
成
仏
で
は
な
く
、
衆
生
救
済
(
悪
世
の
浄
化
)
、
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実
は
、
永
遠
に
衆
生
を
救
済
し
続
け
る

土
を
浄
め
続
け
る
)
こ
と
が
最
終
目
標
と

略
号

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
新
国
訳
」
|
新
国
訳
大
蔵
経
『
十
住
毘
婆
沙
論

I
」
瓜
生
津
隆
真
校
註

一
九
九

四
年
大
蔵
出
版
株
式
会
社
発
行

「
大
正
」
大
正
新
修
大
蔵
経

「
論
註
」
|
往
生
論
註
(
浄
土
宗
全
書
第
一
巻
所
収
)

註

1 

香
川
孝
雄
「
竜
樹
の
浄
土
思
想
」
(
『
浄
土
思
想
』
〈
講
座
大
乗
仏
教
5
〉

一
五
四
頁

昭
和
六
十
年
春
秋
社
発
行

2 

藤
堂
恭
俊
「
十
住
毘
婆
沙
論
漢
誇
攻
」
(
「併
教
文
化
研
究
」
第

3
号
五

一一一

1
五
五
頁

一
九
五
三
年
京
都
知
恩
院
悌
教
文
化
研
究
所
発
行
)

3 

「
新
国
訳
」

頁

4 

「
新
国
訳
」
二
四
頁

(
5
)
 
「
大
正
」
二
六
巻
三
一
頁
中

6 

「
大
正
」
二
六
巻
三
一

1
三
二
頁

7 

仏
土
ま
た
は
仏
国
土
に
つ
い
て
平
川
彰
博
士
は

「
こ
れ
を
直
ち
に
清
浄

な
国
土
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
釈
迦
仏
が
出
世
し

た
裟
婆
世
界
は
五
濁
悪
世
で
あ
る
:
:
:
」
(
平
川
彰
著
作
集
第
七
巻
『
浄

土
思
想
と
大
乗
戒
」

一
八
頁

一
九
九

O
年
春
秋
社
発
行
)
と
さ
れ
て
い

る
し
、
中
村
元
著

『悌
教
語
大
辞
典
』
(
一
一
九
七
頁
上
)

で
は
「
仏
土
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ー
①
仏
の
国
。
仏
の
世
界
。
仏
国
土
。
た
だ
し
我
々
の
住
む
現
実
の
世
界

を
い
う
。
〈
『維
摩
経
』
〉
〈
『法
華
経
』
〉
:
:
:
②
浄
土
に
同
じ
。
」
と
あ
る
。

こ
の
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
場
合
、
仏
土
は
極
楽
浄
土
な
ど
の
完
成
さ
れ

た
世
界
で
な
く
、
現
世
の
国
土
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

8 

「
大
正
」
二
六
巻
三
二

1
三
四
頁

(9) 
見
仏
経
と
い
う
経
は
現
在
み
ら
れ
な
い
。

10 

工
藤
成
性
「
世
親
教
学
の
体
系
的
研
究
」
(
山
口
益

「世
親
の
浄
土
論
』

九
九

i
一
O
O頁
註
所
収

昭
和
四
一
年
法
蔵
館
発
行
)

11 

原
文
を
現
代
語
的
に
訳
し
ま
と
め
た
。

12 

「
論
註
」
二
二
四
頁
上
で
は
「
故
正
道
大
慈
悲
出
世
善
根
生
」
と
は

「
平
等
大
道
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

13 

「
論
註
」
二
二
五
頁
上
で
は
「
七
宝
柔
軟
」
と
解
釈
し
、
極
楽
の
宝
石

は
草
の
よ
う
に
柔
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

14 

「
論
註
」
二
二
五
頁
下
で
は
「
流
泉
池
沼
」
と
釈
し
て
い
る
。

15 

「
論
註
」
二
二
六
頁
で
は
、
あ
る
国
土
で
は
服
飾
を
敷
い
て
仏
菩
薩
を

招
こ
う
と
す
る
が
な
か
な
か
で
き
な
い
。
そ
こ
で
極
楽
で
は
宝
衣
が
ふ
り

そ
そ
い
で
そ
の
上
を
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
釈
し
て
い
る
。

16 

「
論
註
」
二
二
七
頁
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
善
力
に
よ

っ
て
極
楽
国
土
は

住
持
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

17 

阿
弥
陀
経
な
ど
で
は
極
楽
に
は
声
聞
が
い
る
と
い
う
の
に
な
ぜ
こ
の
往



生
論
で
は
い
な
い
と
い
う
の
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
、
「
詳
細
註
」
二
二
八

頁
で
は
、
声
聞
と
い
う
の
は
極
楽
に
生
ま
れ
る
前
、
も
と
声
聞
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
か
ら
、

も
と
の
呼
び
方
で
よ
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
し

て
い
る
。

18 

原
文
「
照
諸
悌
舎
大
衆
」
を

『浄
土
論
註
』
三
五
九
頁
(
悌
典
講
座
二

早
島
鏡
正

大
谷
光
真

一
九
八
七
年
大
蔵
出
版
株
式
会
社
発
行

で
は
「
諸
仏
の
会
を
照
ら
す
に
、
大
衆
、
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
今
は
浄

土
宗
全
書
第
一
巻
の
読
み
方
「
諸
傍
曾
の
大
衆
を
照
ら
す
に
」

一
九
六
頁

に
従
っ
た
。

19 

浄
土
宗
全
書
第
一
巻
一
九
五
頁

20 

前
同

(
担
)

浄
土
宗
全
書
第
一
巻
一
九
六
頁

22 

本
論
第
二
項

(
お
)

浄
土
宗
全
書
第
一
巻
一
九
六
頁

24 

も
ち
ろ
ん
極
楽
は
二
十
九
荘
厳
で
説
明
さ
れ
つ
く
す
も
の
で
は
な
く

二
十
九
に
略
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

25 

浄
土
宗
全
書
第

一
巻
一

九
六
頁

26 

『併
教
入
門
』
六
三
頁
(
傍
教
大
学
併
教
学
科
編
一
九
八
四
年
東
方
出

版
発
行
)

(
幻
)

「
浄
土
の
所
在
」
(
渡
遺
文
麿
博
士
追
悼
論
集

『原
始
仏
教

梶
山
雄

と
大
乗
仏
教
」
所
収
)

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

浄
土
の
問
題

(
泊
)

『浄
土
三
部
経
上
無
量
寿
経
』

訳
註
一
九
六
三
年
岩
波
書
店
発
行
)

早
島
鏡
正

野
一
義

29 

出
典
註

(
5
)
同
じ

30 

『広
辞
苑
」

一
二
七
七
頁

B

庖
発
行
)

31 

『浄
土
宗
信
徒
日
常
勤
行
式
』

一
年
改
訂
新
版
浄
土
宗
発
行
)

32 

同
前
三

O
頁

衆
生
は
無
辺
で
あ
る
か
ら
永
遠
に
救
済
し
続
け
る
の
で
あ
る
。

33 

一
九
五
頁
(
中
村
元

紀

(
新
村
出
編
第
四
版
一
九
九
一
年
岩
波
書

四
一
頁
(
浄
土
宗
出
版
室
編
集
昭
和
六
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l

現
代
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
の
意
義
と
そ
の
展
開

|
|
絶
対
的
か
ら
相
対
的
意
義
の
確
立
へ
向
け
て
|
|

戸
松
義
晴

現
在
、
東
西
の
冷
戦
構
造
が
崩
れ
、
核
兵
器
開
発
競
争
は
終
了
し
た
も
の
の
、

方
で
は
こ
れ
ま
で
隠
さ
れ
て
い
た
民
族
問
、
宗
教
問
そ
し
て
国
家
間
の
対
立
や
矛
盾

が
吹
き
出
し
、
世
界
は
ま
す
ま
す
混
迷
の
度
合
い
を
深
め
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
複
雑
多
様
な
価
値
観
が
相
互
の
対
話
と
理
解
の
も
と

に
共
存
で
き
る
よ
う
な
、
普
遍
的
な
思
想
の
確
立
と
、

そ
れ
に
基
づ
く
実
践
で
あ

る
私
た
ち
は
、
智
慧
と
慈
悲
に
基
づ
き
菩
薩
行
を
説
く
仏
教
を
、
特
に
法
然
浄
土
教

に
縁
を
い
た
だ
い
た
者
と
し
て
法
然
上
人
の
貧
富

・
貴
賎

・
男
女
の
区
別
な
く
万
人

救
済
の
証
と
し
て
説
か
れ
た
念
仏
に
基
づ
く
信
仰
と
実
践
を
、

日
々
の
生
活
の
中
に

生
か
し
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
こ
そ
ま
さ
に
人
類
史
的
な
問
題
を
担
い
得

る
思
想
と
実
践
と
し
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
自
ら
の
課
題
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

人
間
の
欲
望
を
原
動
力
と
し
た
近
代
の
発
展
は
、
快
適
で
便
利
な
生
活
を
も
た
ら

す
一
方
、
こ
の
地
球
を
蝕
み
、
私
た
ち
の
消
費
生
活
が
、
環
境
の
破
壊
や
経
済
パ
ラ

ン
ス
の
悪
化
を
引
き
起
こ
し
、
他
国
、
特
に
第
三
世
界
の
人
々
の
生
き
死
に
に
切
実

な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
現
実
等
、
地
球
環
境
の
み
な
ら
ず
社
会
環
境
の
危
機

的
情
況
を
生
み
だ
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
危
機
に
、
す
べ
て
の
「
い
の

ち
」
を
育
み
、

お
互
い
を
生
か
し
合
う
「
縁
起
の
法
」
を
説
く
仏
教
の
自
然
観

・
人

172 

間
観
を
も
と
に
、
法
然
上
人
の
教
え
る
と
こ
ろ
の
「
信
機

・
信
法
」
を
念
仏
を
通
し

て
内
面
的
に
深
め
て
い
っ
た
時
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
被
る
人
々
の
視
点
に
立
つ
こ

と
が
で
き
、
私
の
生
か
さ
れ
て
い
る
「
い
の
ち
」
を
自
覚
し
、

さ
ら
に
阿
弥
陀
仏
の

説
く
慈
悲
の
世
界
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
自
分

自
身
を
よ
く
内
省
し
て
法
然
上
人
の
教
え
ら
れ
た
「
念
仏
」
「
阿
弥
陀
仏
」
「
往
生
」

の
意
義
を
主
体
的
に
問
い
直
し
、
本
来
の
意
味
を
い
ま
一
度
確
認
し
、
血
の
通
っ
た

自
分
自
身
の
信
何
と
し
て
、
小
さ
く
と
も
具
体
的
な
行
為
を
通
し
て
実
践
に
移
し
て

い
く
必
要
性
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
阿
弥
陀
仏
信
何
論
は
、
仏
身

・
仏
土
論
と
い

う
よ
う
な
各
論
で
、
分
析

・
専
門
化

・
文
献
ま
た
は
事
象
と
し
て
の
解
明
に
止
ま
る

こ
と
な
く
、
法
然
浄
土
教
の
中
核
を
な
す
「
阿
弥
陀
仏
信
仰
」
と
い
う
自
分
と
阿
弥

陀
仏
と
い
う
主
体
的
な
信
仰
的
問
い
か
け
を
諸
師
の
信
仰
論
よ
り
体
系
的
に
論
じ
、

従
来
の
伝
統
的
な
宗
学
方
法
論
を
よ
り
深
め
て
、
現
場
か
ら
の
、
具
体
的

・
実
践
的

な
問
題
提
起
を
通
し
て
、
信
仰

・
宗
義
と
自
己
の
あ
り
方
を
問
い
、
絶
対
論
で
終
わ

る
こ
と
な
く
、
法
然
浄
土
教
の
相
対
的
価
値
の
確
立
に
向
け
て
、
そ
の
意
義
と
問
題

点
を
主
体
的
に
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
然
上
人
の
教
え
を
具
体
的
な
行
為
を
通
し

て
、
自
分
自
身
の
生
活
に
、
家
族
に
、
社
会
に
示
し
て
い
く
宗
学
の
新
し
い
方
法
論

と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
の
中
核
と
な
る
「
信
機

・
信
法
」
の
逆
説
的
救
済

の
構
造
と
そ
れ
に
よ
り
至
る
、

又
徹
底
し
た
そ
の
人
間
観

・
凡
夫
観
と
阿
弥
陀
仏
と



の
人
格
関
係
に
見
ら
れ
る
絶
対
か
ら
実
践
の
領
域
に
お
け
る
相
対
的
意
義
の
確
立
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
。

機
根
論
に
お
け
る
救
済
の
逆
説
的
構
造
と
仏
教
の
転
換

さ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
は
法
然
特
有
の
否
定
の
論
理
の
中
に
お
い
て
、
悪
人
正
機

的
表
現
の
論
拠
と
な
る
救
済
の
逆
説
的
構
造
と
そ
れ
に
伴
う
必
然
的
な
仏
教
の
転
換

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
般
に
悪
人
正
機
説
は
親
鴛
の

「歎
異
紗
」
の

善
人
な
を
も
て
往
生
を
と
ぐ
、
い
わ
ん
や
悪
人
を
や
(
『真
宗
聖
教
全
書
」
二

P 
775 

と
い
う
文
を
も
っ
て
広
く
知
ら
れ
る
が
、
法
然
も
『
醍
醐
本
」
「
三
心
料
簡
事
」
に

善
人
尚
以
往
生
況
悪
人
乎
事
口
伝
有
レ
之
(
『
昭
法
全
」

p
刷
)

と
あ
り
、

さ
ら
に

此
宗
ハ悪
人
ヲ
為
ニ
手
本
↓
善
人
マテス
摂
也
。
聖
道
門
ハ善
人
為
ニ
手
本
↓
悪
人

Z
摂

也
云
云
(
同
P
制
)

と
あ
る
な
ど
、
確
か
に
救
済
の
対
機
を
悪
人
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
悪
人
正
機
説

で
あ
る
と
も
い
え
、
逆
の
廃
悪
修
善
的
表
現
方
法
も
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
悪
人
と
い
う
場
合
の
悪
は
、
常
識
的
な
善
悪
と
い
う
相
対
的
な
概
念
を
超

え
た
内
容
の
悪
で
あ
り
、
絶
対
的
な
意
味
内
容
を
も
っ
悪
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
往
生
す
る
悪
人
と
は
、
す
で
に
善
人
に
対
す
る
悪
人
で

は
な
く
、
善
人
悪
人
の
対
立
を
超
え
た
悪
人
で
あ
り
、
こ
の
悪
人
が
阿
弥
陀
仏
に
と

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第

章

っ
て
ま
さ
に
正
機
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
悪
人
正
機
説
は
、
仏
と
の
関
係

に
お
い
て
人
聞
を
把
握
し
、
こ
れ
を
客
観
的
に
規
定
す
る
と
と
も
に
主
体
的
に
自
覚

す
る
人
間
を
説
い
て
善
悪
を
論
じ
て
い
る
が
、
法
然
は
さ
ら
に
人
間
と
人
間
と
の
関

係
、
及
び
社
会
を
構
成
す
る
一
人
と
し
て
道
徳
的
行
為
を
説
き
、
反
戒
律
的
行
為
及

び
不
道
的
悪
を
極
力
排
除
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
常
に
仰
ら
れ
る
御
調
」
に

罪
ハ
十
悪
五
逆
の
も
の
な
お
む
ま
る
と
信
し
て
、
小
罪
を
も
を
か
き
し
と
思
へ

し
、
罪
人
な
お
む
ま
る
、

い
か
に
い
は
ん
や
善
人
を
や
、
行
ハ
一
念
十
念
む
な

し
か
ら
す
と
信
し
て
無
間
に
修
す
へ
し
、

一
念
な
お
む
ま
る

い
か
に
い
は
ん

や
多
念
お
や
(
『昭
法
全
」

p
瑚

と
あ
り

さ
ら
に
「
登
山
状
」
に
お
い
て
も

五
逆
を
つ
く
り
て
十
念
を
と
な
え
よ
、
十
悪
を
お
か
し
て
一
念
を
申
せ
と
す
す

む
る
に
は
あ
ら
す
、

そ
れ
十
重
を
た
も
ち
て
十
念
を
と
な
え
よ

四
十
八
軽
を

ま
ほ
り
て
四
十
八
願
を
た
の
む
は
、
心
に
ふ
か
く
こ
ひ
ね
が
ふ
と
こ
ろ
也
。
お

よ
そ
い
づ
れ
の
行
を
も
は
ら
に
す
と
も
心
に
戒
行
を
た
も
ち
て
浮
嚢
を
ま
ほ
る

か
こ
と
し
(
『昭
法
全
』

P
叫

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
文
面
に
は
宗
教
的
立
場
と
道

徳
的
立
場
と
の
相
違
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
か
、
相
対
的
な
内
容
を
も
っ
善
悪
と

絶
対
的
な
内
容
を
も
っ
善
悪
の
区
別
は
明
確
で
は
な
い
。
往
生
浄
土
と
い
う
立
場
か

ら
見
た
場
合
は
、
ど
ん
な
道
徳
的
な
善
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
は
絶
対
的
悪
と
な
る

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
不
道
的
な
悪
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
仏
教

徒
と
し
て
、
又
社
会
人
と
し
て
現
実
社
会
に
生
き
る
以
上
、
道
徳
的
価
値
観
は
当
然
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四

現
代
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
の
意
義
と
そ
の
展
開
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究
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報
告
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l

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
法
然
の
立
場
は
、
宗
教
的
実
践
と
倫
理
的
実
践
と
が
矛
盾
、
対
立
し
な

が
ら
も
な
お
互
い
に
媒
介
し
て
往
生
浄
土
と
い
う
宗
教
的
転
換
を
は
か
ろ
う
と
す
る

立
場
の
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
法
然
の

立
場
が
倫
理
的
実
践
か
ら
宗
教
的
実
践
へ
と
向
上
し
て
い
く
と
い
っ
た
立
場
の
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
禅
勝
房
伝
説
の
詞
」
に

そ
れ
善
人
は
善
人
な
が
ら
念
仏
し
、
悪
人
は
悪
人
な
が
ら
念
仏
し
て
、

た
た
む

ま
れ
つ
き
の
ま
ま
に
念
仏
す
る
人
を
念
仏
に
す
け
さ
き
ぬ
と
は
申
す
な
り

(『昭
法
全
』

p
拙

と
あ
る
よ
う
に
、
悪
人
が
悪
人
の
ま
ま
で
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
と
い
う
と

き
、
す
で
に
そ
こ
に
は
宗
教
的
転
換
の
事
実
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
次
に
こ
の
悪
人
が
悪
人
の
ま
ま
往
生
で
き
る
と
い
う
宗
教
的
転
換
が
い
か
な
る

立
場
か
ら
生
じ
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。

法
然
の
機
根
論
に
お
い
て
、
そ
れ
に
内
包
さ
れ
て
い
る
従
来
の
仏
教
と
異
な
る
独

自
の
立
場
に
立
つ
別
種
の
仏
教
と
な
る
原
因
は
、
既
に
法
然
が
浄
土
宗
を
開
立
す
る

ま
で
の
修
行
の
態
度
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
然
の
弟
子
聖

光
の
著
し
た

『徹
選
択
集
」
に、

か
つ
て
法
然
が
聖
光
に
語
っ
た
と
い
う
次
の
言
葉

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り

凡
ソ
仏
教
雛
レ
多
シト
所
詮
ハ不
レ過
二
戒
定
慧
之
三
学
一一
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
悲
哉

悲
哉
為
比ン
何
ヵ
為
ν
何
ヵ
愛
ニ如
吋
予
ヵ
者
己
ニ非
コ
戒
定
慧
三
学
之
器
一一
此
〆
三
学
ノ

174 

外
ニ有
刊
ャ
相
一一
応
スル
我
心
一一
之
法
門
上
耶

(
『浄
全
」
7
、
P
回
)

と
あ
り
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
「
非
コ
戒
定
慧
三
学
之
器
一一
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
従
来
仏
教
修
道
の
綱
領
と
さ
れ
て
き
た
戒
定
慧
の

三
学
に
よ
ら
な
い
で
そ
れ
と
は
別
の
修
道
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
然
に
と
っ
て
自
己
は
戒
定
慧
三
学
の
器
で
な
い
罪
悪
生
死
の

凡
夫
で
あ
っ
て
、
三
学
の
修
行
に
よ
っ
て
は
生
死
を
離
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
無
力

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
深
い
自
覚
が
先
に
立
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
ど
う

し
で
も
仏
教
従
来
の
実
践
体
系
で
あ
る
戒
定
慧
の
三
学
と
は
別
に
他
の
実
践
体
系
を

求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
法
然
に
お
け
る
仏
教
観
の
基
盤
が
あ
り
、
仏
教

転
換
と
な
る
契
機
が
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
「
非
コ
戒
定
慧
三
学
之
器
ご

と
あ
る

「
器
」
に
つ
い
て
、
機
根
の
「
機
」
と
は
ど
う
違
う
か
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
簡
単

に
述
べ
る
と
、
「
器
」
と
は
単
に
う
つ
わ
と
か
入
れ
物
と
い
う
意
味
で
「
法
器
」
「
道

器
」
と
し
て
仏
法
を
被
り
修
道
し
得
る
者
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
な
る
の
に
対
し
、

「
機
」
は
可
発
の
義
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
あ
く
ま
で
可
能
態
と
し
て
の
、

しミ

わ
ば
仏
性
論
や
如
来
蔵
思
想
を
そ
の
背
景
に
予
想
す
る
と
こ
ろ
の
第
一
義
的
な
意
味

を
根
本
と
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
法
然
が
自
ら
三
学
非
器
と
い
っ
た
言
葉
の

裏
に
は
仏
教
思
想
の
本
質
的
立
場
で
あ
る
「
悉
有
仏
性
」
の
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

法
然
は
、
主
著

『選
択
集
」
の
第
一
章
聖
浄
二
門
判
に
道
縛
の

『安
楽
集
」

の

一
切
衆
生
皆
有
一一
仏
性
一遠
劫
以
来
応
レ
値
一一
多
仏
一何
因
至
レ
今
侃
自
輪
-一
廻
生



死
一不
ν
出
二
火
宅
一」
(
『浄
全
」

7
、
P
3
)

と
い
う
一
文
を
引
用
し
、
「
一
切
衆
生
皆
有
仏
性
」
と
述
べ
、

さ
ら
に

「阿
弥
陀
経

釈
」
に
お
い
て
も
、

末
代
ノ
凡
夫
去
寸
聖
時
遥
ニ〆
智
識
転
劣
ニ〆
垢
ヲ
障
尤
モ
深
シ恒
ニ為
一一
煩
悩
塵
労
一之

所コ
テ
縛
葦
」
仏
性
無
由
顕
現
スル

(『昭
法
全
』

p
凶
)

と
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
文
章
を
み
る
と
、
衆
生
に
は
そ
れ
が
顕
現
さ
れ
る
か
否
か
は

別
と
し
て
、
本
来
仏
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
仏
教
に
お
け

る
人
間
存
在
の
本
質
的
立
場
を
明
示
し
て
い
る
も
の
で
、
法
然
の
浄
土
教
は
、
人
間

は
本
来
仏
陀
と
な
る
素
質
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
仏
教
思
想
の
大
前
提
に
立
脚
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
法
然
は
、
本
質
的
な
立
場
に
お
け
る
人
聞
は
仏

性
を
有
す
る
存
在
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
宗
教
的
実
践
の

場
ー
宗
教
的
実
存
の
立
場
か
ら
は
、
「
至
レ今
伺
自
輪
-一廻
生
死
一不
レ
出
二
火
宅
こ
と

、.，、
A

、

'V
B
V
 

さ
ら
に
「
仏
性
無
由
顕
現
」
と
い
い
、
実
存
的
立
場
に
お
い
て
は
、
人
聞
は

本
来
仏
性
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
が
現
実
に
は
そ
れ
を
顕
現
で
き
な
い
こ
と
を
告
白

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
存
的
立
場
は
、
中
国
に
お
い
て
そ
の
源
流
は
曇
驚
、
道
紳
に
お
い

て
見
ら
れ
、
善
導
に
お
い
て
は
そ
れ
に
伴
う
自
己
の
凡
夫
性
の
自
覚
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
文
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
本
質
的
立
場
と
実
存
的
立
場
は
互
い
の
立
場

を
認
識
し
、
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
の
二
者
聞
に
お
い
て
は
時

間
的
(
歴
史
的
)
連
続
性
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
法
然
に
お
い
て
は
さ
ら
に
そ

の
展
開
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
高
橋
弘
次
氏
は
、

『選
択
集
』
第
三
章
私
釈
段
(
『浄
全
」
7
、
P

日
)
に
お
け
る
唐
中
期
の
法
照
の

『浄
土
五
会
法
事
讃
」
か
ら
の
引
用
文
、
す
な
わ

ち

但
使
廻
心
多
念
仏
、
能
令
一
一瓦
様
変
成
v
金

(
『浄
全
』
6

P
附
)

の
「
瓦
礁
」
と
い
う
表
現
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
瓦
様
」
と
い
う
表
現
は
法

然
の
思
想
信
仰
に
お
い
て
、
本
質
的
な
立
場
を
想
定
す
る
こ
と
の
非
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
、
相
対
的
な
意
味
を
超
え
た
悪
人
の
自
覚
内
容
と
共
通
す
る
も

の
で
あ
り
、
先
述
し
た
三
学
非
器
と
い
う
こ
と
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
瓦
燦
」
と
金
と
は
全
く
異
質
の
物
で
あ
り
、
「
瓦
磯
」
に
お

い
て
金
を
想
定
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
人
間
存
在
を
「
瓦
燦
」
と

表
現
す
る
立
場
は
、
「
皆
有
仏
性
」
と
い
う
本
質
的
立
場
を
否
定
す
る
も
の
、
も
し

く
は
無
視
す
る
も
の
と
し
て
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
法

然
の
思
想
信
何
の
中
に
み
ら
れ
る
人
間
存
在
の
把
握
方
法
を
先
述
し
た
①
「
皆
有
仏

性
」
と
い
う
本
質
的
立
場
、
②
「
仏
性
無
由
顕
現
」
と
い
う
実
存
的
立
場
に
、
③
瓦

様
変
成
金
」
と
い
う
実
存
的
立
場
を
加
え
、
②
と
③
と
は
共
に
実
存
的
立
場
に
立
ち

な
が
ら
も
、
②
は
①
の
立
場
を
想
定
し
て
の
こ
と
で
あ
る
の
に
反
し
、
③
は
①
の
立

場
を
想
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
相
違
点
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
図
示
す
る
と
、

①
本
質
的
立
場
・
・
・・・
・・
・・
皆
有
仏
性

②
実
存
的
立
場
・
・
・
・
・
・
・
・
・
仏
性
無
由
顕
現

③
超
実
存
的
立
場
・
・
・・・・瓦様
変
成
金

と
な
る
。

つ
ま
り
、
②
か
ら
①
へ
は
時
間
的
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
③
か
ら
①
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El--

へ
は
時
間
的
連
続
性
は
認
め
ら
れ
ず
空
間
的
飛
躍
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
空
間

的
飛
躍
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
は
現
実
的
に
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
③
と

①
と
は
断
絶
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
③
の
立
場
は
法
然
独
自
の
も
の

で
あ
り
、
浄
土
機
根
論
の
中
に
見
出
さ
れ
る
人
間
存
在
の
実
態
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
人
間
存
在
す
べ
て
を
託
す
と
い
う
他
動
的
な
信
何
構
造
の
中

に
救
済
の
原
理
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
人
間
性
(
煩
悩
)

の
実
態
を
よ
り
鮮
や
か
に

自
覚
す
る
と
共
に
、
救
済
の
非
を
も
自
覚
す
る
と
い
う
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル

(
逆
説

的
)
な
信
仰
構
造
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
自
己
が
最
も
信
心
深
く
三
心
を
完
全
に
具
足
し
て
念
仏
す
る
典
型
的
な

念
仏
者
で
あ
り
、
救
済
さ
れ
る
第
一
の
機
な
り
と
自
負
す
る
人
は
、
仏
よ
り
遠
く
開

た
っ
た
最
も
救
わ
れ
難
い
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自
己
が
無
智

の
凡
夫
で
あ
り
罪
悪
生
死
の
も
の
で
あ
る
と
自
覚
す
る
人
は
、
仏
に
最
も
近
い
存
在

で
あ
り
救
済
さ
れ
る
第
一
の
機
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
「
上
人
と
明
遍
と
の
問
答
」
に

明
遍
問
た
て
ま
つ
り
て
の
給
は
く
、
末
代
悪
世
の
わ
れ
ら
が
や
う
な
る
悪
濁
の

凡
夫
、

い
か
に
し
て
か
生
死
を
は
な
れ
候
べ
き
。
上
人
答
て
の
給
は
く
、
南
無

阿
弥
陀
仏
と
申
し
て
極
楽
を
期
す
る
ば
か
り
こ
そ
し
え
つ
べ
き
事
と
存
じ
て
候

ノ¥。(
中
略
)

上
人
又
僧
都
退
出
の
後
、
当
座
の
聖
た
ち
に
か
た
り
て
の
給
は
く
。
欲
界
散
地

に
む
ま
れ
た
る
も
の
は
み
な
散
心
あ
り
。
た
と
え
ば
人
界
の
生
を
う
け
た
る
物

の
目
鼻
の
あ
る
が
ご
と
し
。
散
心
を
す
て
て
往
生
せ
ん
と
い
は
ん
事
、

そ
の
こ
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と
は
り
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
散
心
な
が
ら
念
仏
申
す
も
の
が
往
生
す
れ
ば
こ
そ

め
で
た
き
本
願
に
て
は
あ
れ
。
こ
の
僧
都
の
念
仏
申
せ
ど
も
、
心
の
ち
る
を
ば

い
か
が
す
べ
き
と
不
審
せ
ら
れ
つ
る
こ
そ
い
は
れ
ず
お
ぽ
ゆ
れ
と

(
「
昭
法
全
』

P 
375 

と
あ
り
、
法
然
は
全
て
の
人
聞
を
凡
夫
と
し
て
捉
え
、
凡
夫
で
あ
る
か
ぎ
り
ど
ん
な

人
で
も
煩
悩

・
妄
念
が
生
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
煩
悩
を
滅
却
し
て
念

仏
す
る
の
で
は
な
く
、
煩
悩
の
生
じ
る
中
か
ら
念
仏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

や
が
て

煩
悩
を
超
越
し
て
如
来
の
救
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
解
が
み
ら
れ
る
。

換
言
す
る
と
、
法
然
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
の
実
存
を
理
論
的
に
解

明
し
な
け
れ
ば
阿
弥
陀
仏
が
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
称
名
念
仏
に
よ

っ
て
往
生
で
き
る
理
由
が
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
念
仏
が
称
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で

も
な
い
。
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
念
仏
を
修
す
る
こ
と
が
先
で
あ
り
、
理
論
的
根
拠
は
そ

の
実
践
の
上
に
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、

そ
の
実
践
は
理
論
を
全
う
し
な
が
ら
理

論
を
超
え
て
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
仏
教
は
、
先
に
理
論
が
あ
り
そ
れ
に

基
づ
い
て
実
践
が
進
め
ら
れ
た
が
、
法
然
の
そ
れ
は
そ
の
体
系
が
転
換
さ
れ
、

た
だ

仏
の
本
願
を
信
じ
て
念
仏
す
れ
ば
必
ず
往
生
で
き
る
と
い
う
仏
と
の
人
格
関
係
の
上

に
全
て
が
か
り
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

法
然
の
機
根
論
に
お
け
る
凡
夫
性
の
自
覚
と
は
、
単
純
に
自
己
自
ら
凡
夫
と
認
識



す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
罪
悪
生
死
の
凡
夫
の
自
分
が
生
死
を
出
づ
る
に
は
、
阿
弥

陀
仏
を
信
じ
念
仏
を
修
す
る
以
外
救
済
さ
れ
る
道
は
な
い
と
し
て
そ
う
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
内
心
の
動
き
|
|
換
言
す
る
な
ら
、
自
分
は
、
生
死
の
苦
し
み
か
ら
の
が

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
実
存
的
、
自
力
的
救
済
の
否
定
に
対
す
る
主
体
的
自

覚
、
さ
ら
に
救
済
し
て
く
る
は
ず
の
仏
へ
の
現
実
的
な
救
済
に
対
す
る
絶
望
感
を
も

認
識
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
法
然
求
道
の
第
一
義
的
な
「
速
や
か
に

生
死
を
離
れ
る
事
」
と
は
、
論
理
的
に
は
煩
悩
を
滅
す
る
事
1

1
自
己
に
つ
き
ま
と

う
利
己
心
を
抑
え
た
り
、
執
着
心
を
排
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
現
実
に
、
生

き
る
と
い
う
こ
と
は
意
識
的
に
せ
よ
無
意
識
的
に
せ
よ
生
に
執
着
し
て
い
る
こ
と
で

あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
こ
の
執
着
(
煩
悩
)
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
な
し

に
生
き
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
法
然
は
、
人
間
の
人
間
的
な
も
の

を
否
定
せ
ず
、
逆
に
そ
れ
を
肯
定
し
て
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
は
人
間
的
で

あ
り
無
明
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
位
置
づ
け
、

さ
ら
に
無
明
で
あ
る
が
放
に
現
実
に

は
救
済
さ
れ
ず
、
だ
か
ら
こ
そ
、
仏
の
救
済
が
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

つ
宇
品

り
、
法
然
の
機
根
論
に
お
け
る
人
間
把
握
は
、
「
速
や
か
に
生
死
を
離
れ
る
事
」
は

不
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
ち
、

そ
れ
を
本
当
に
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
己
の
存
在
が
肯
定
さ
れ
そ
こ
か
ら
お
の
ず
と
救
済
の
道
が
開
け
て
く
る
と
い
う
、

救
済
に
対
す
る
否
定
の
中
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
最
も
新

し
い
学
問
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
遺
伝
子
理
論
、

す
な
わ

ち
、
人
間
の
行
動
形
態
は
全
て
遺
伝
子
の
構
成
要
素
で
あ
る

D
N
A
(
デ
オ
キ
シ
リ

ポ
核
酸
)
分
子
の
目
的
に
帰
せ
ら
れ
る
と
い
う
見
解
よ
り
科
学
的
に
も
証
明
さ
れ
る

現
代
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る
法
然
浄
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教
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想
信
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の
解
明
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も
の
で
あ
る
。

法
然
の
機
根
論
に
お
け
る
凡
夫
性
の
自
覚
は
、
人
間
存
在
の
根
本
的
矛
盾
、

つ
ま

り
煩
悩
存
在
認
識
の
自
覚
を
通
し
て
生
死
を
離
れ
た
い
が
離
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
真

実
を
認
識
し
て
、
救
済
の
不
可
能
を
知
る
こ
と
に
よ
り
成
立
す
る
主
体
的
自
覚
で
あ

り
、
人
間
把
握
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
逆
転
の
発
想
で
あ
り
、
必
然
的
に
仏
教
の
転
換

と
い
う
方
向
に
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

対
機
の
規
定

既
に
曇
鴛

・
道
縛
・

善
導
の
中
国
の
祖
師
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
よ
う

に
浄
土
教
の
機
根
論
は
善
導
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
凡
入
報
土
説
を
根
幹
と
し
て
い

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
機
根
論
に
お
い
て
、
自
己
自
身
の
人
間
把

握
を
通
し
て
人
間
一
般
の
機
根
を
考
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
考
え
る
の
は
自
己
自
身

の
救
済
の
み
で
あ
っ
て
、
人
間
一
般
に
ま
で
鉱
大
さ
れ
な
く
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
浄
土
教
、
と
り
わ
け
善
導
、
法
然
の
最
大
関
心

事
は
人
間
そ
の
も
の
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ

っ
て
、
決
し
て
人
間

一
般
の
あ
り
方
や

構
成
的
人
間
観
・
観
念
的
人
間
観
の
樹
立
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
浄
土
教
の
機
棋
論
に
お
け
る
悪
に

つ
い
て
語
ら
れ
る
場

合
、
決
し
て
人
間
を
性
悪
説
的
見
解
に
お
い
て
把
握
し
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
ま

た
こ
れ
と
関
連
し
て
、
浄
土
教
の
機
根
論
は
救
済
観
と
か
か
わ
る
こ
と
、
し
か
も
人

聞
の
本
質
規
定
が
ま
ず
な
さ
れ
て
、

そ
の
後
に
そ
の
人
間
の
救
済
が
問
題
と
な
る
の

で
は
な
く
、
救
わ
れ
る
べ
き
人
聞
は
い
か
な
る
機
根
の
人
間
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
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に
逆
の
方
向
を
た
ど
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
こ
の
救
済
さ
れ
る
べ
き
人
聞
を
法
然
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
か

を
、
換
言
す
る
な
ら
救
済
さ
れ
る
べ
き
対
機
の
規
定
を
概
念
的
に
述
べ
て
み
た
い
。

法
然
の
浄
土
教
に
お
い
て

そ
の
求
道
の
第
一
義
的
な
も
の
と
し
て
『
選
択
集
」

第
十
六
章
私
釈
段
の
い
わ
ゆ
る
「
略
選
択
」
の
最
初
の
「
夫
速
欲
離
生
死
」
が
あ
げ

ら
れ
る
。
パ
ウ
ル

・
テ
ィ
リ
ツ
ヒ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
究
極
的
な
る
も
の
」
を
い

か
に
認
識
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
然
は
こ
の
思
い
一
筋
に
人
師
に
学
び
、

経
典
を
読
み
、
教
学
を
学
ん
だ
。

つ
ま
り
、
教
法
を
先
と
し
て
自
身
を
教
法
に
導
く

こ
と
|
|
教
法
に
我
身
を
即
応
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
聖

道
門
の
教
法
に
よ
っ
て
救
い
の
道
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
従

来
仏
教
修
道
の
綱
領
と
さ
れ
て
き
た
戒

・
定

・
慧
の
三
学
に
よ
ら
ず
、

そ
れ
と
は
別

の
修
道
|
|
自
己
の
深
い
内
省
に
立
っ
て
仏
教
を
把
握
し
、
我
身
に
即
応
す
る
仏
教

で
な
け
れ
ば
何
の
価
値
も
な
い
と
す
る
立
場
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
実
の

自
己
の
可
能
性
の
限
界
を
見
極
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
凡
夫
性
の
自
覚
に
他
な
ら

t
、A
o

f
ャ
し法

然
は

「醍
醐
本
」
「
一
期
物
語
」
に

我
立
ニ
浄
土
宗
一意
趣
者
為
レ
示
日ムヵ
凡
夫
往
生
↓
也

(
『
昭
法
全
」

p
叫
)

と
あ
る
よ
う
に
、
人
聞
を
凡
夫
と
判
じ
そ
の
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
で
き
る
教
と
し
て

浄
土
宗
を
開
宗
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
救
済
さ
れ
る
べ
き
対
機
と
し
て
凡
夫

が
中
心
と
な
っ
て
い
て
、
中
国
の
祖
師
、
特
に
善
導
の
凡
夫
観
を
継
承
し
て
い
る
と
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い
う
こ
と
が
で
き
る
。
法
然
は
現
実
の
人
聞
を
各
著
作
の
中
で
、
①
「
五
濁
の
凡

夫
」
②
「
悪
世
の
凡
夫
」
③
「
煩
悩
罪
悪
の
凡
夫
」
④
「
造
罪
の
凡
夫
」
⑤
「
罪
障

の
凡
夫
」
⑥
「
常
没
流
転
の
凡
夫
」
⑦
「
乱
想
の
凡
夫
」
⑧
「
妄
想
顛
倒
の
凡
夫
」

⑨
「
未
断
惑
の
凡
夫
」
⑩
「
五
濁
極
増
の
凡
夫
」
等
と
説
示
し
、

さ
ら
に
「
浄
土
宗

略
抄
」

に
お
い
て
は

わ
が
身
は
こ
れ
煩
悩
を
具
足
せ
る
罪
悪
生
死
の
凡
夫
也
(
「浄
全
」
9
、
P
仰
)

と
あ
る
よ
う
に
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
深
心
釈
に
み
ら
れ
る
「
罪
悪
生
死

凡
夫
」
を
引
用
さ
れ
自
己
自
身
に
つ
い
て
も
凡
夫
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
浄
土
教
の
対
機
と
し
て
凡
夫
を
規
定
し
て
い
る
が
、

鴛

・
道
縛
の
機
根
論
を
無

意
識
的
に
継
承
し
、
善
導
の
機
根
論
を
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
受
容
し
た
も
の
で
あ
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
こ
で
法
然
浄
土
教
の
対
機
と
し
て
「
凡
夫
」
が
規
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
既
に
示
し
た
よ
う
に
凡
夫
を
説
明
す
る
修
辞
句
が
つ
い
て
凡
夫
の
性

質
を
大
ま
か
で
は
あ
る
が
表
し
て
い
る
。

つ
ま
り
そ
の
性
格
を
、

五
濁

・
悪
世
な
ど

の
時
代
に
生
ま
れ
た
も
の
、
罪
悪
を
造
る
も
の
、
生
死
流
転
す
る
も
の
、
心
の
落
ち

つ
か
な
い
も
の
、
煩
悩
を
断
じ
な
い
も
の
等
と
規
定
し
て
い
る
。

「
聖
光
上
人
伝
説
の
詞
」
に
お
い
て
は

凡
夫
の
心
は
物
に
し
た
が
ひ
て
う
つ
り
や
す
し
、
た
と
ふ
る
に
さ
る
の
ご
と

し
、
ま
一
挙
に
散
乱
し
て
う
ご
き
や
す
く
、

一
心
し
づ
ま
り
が
た
し
。
無
漏
の
正

智
な
に
〉
に
よ
り
て
か
お
こ
ら
ん
や
。
も
し
無
漏
の
智
鈎
な
く
ば
、

い
か
で
か

悪
業
の
き
づ
な
を
た
〉
む
や
。
悪
業
煩
悩
の
き
づ
な
を
た
〉
ず
ば
、
な
ん
ぞ
生



死
繋
縛
の
身
を
解
脱
す
る
事
を
え
ん
や
。

か
な
し
き
か
な
/
'
¥
、

い
か
y
せ
ん

/
¥
。
こ
こ
に
わ
が
ご
と
き
は
、
す
で
に
戒
定
慧
の
三
学
の
う
つ
は
物
に
あ
ら

ず
、
(
「昭
法
全
』

p
m
)

と
い
っ
て
、
先
述
し
た
凡
夫
の
性
格
に
つ
い
て
説
明
し
、
五
濁
悪
世
に
生
ま
れ
、
生

死
の
繋
縛
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
な
く
、
煩
悩
に
よ
っ
て
罪
悪
を
つ
く
り
心
が
乱
れ
た

も
の
と
規
定
し
、
戒

・
定

・
慧
と
い
う
仏
教
修
道
の
綱
領
で
あ
る
三
学
す
ら
否
定

し
、
凡
夫
と
い
う
も
の
は
三
学
非
器
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「
三
部
経
大
意
」
で
は

初
ニ
先
ツ
罪
悪
生
死
ノ
凡
夫
、
噴
劫
ヨ
リ
己
来
、
出
離
ノ
縁
ア
ル
事
ナ
シ
ト
信

セ
ヨ
ト
云
へ
ル
、
固
定
即
断
善
ノ
聞
提
ノ
如
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
(
『昭
法
全
』
P
羽
)

と
、
「
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
へ
進
ず
る
御
返
事
」
で
は

カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ノ
人
ハ
、

ム
マ
レ
テ
ヨ
リ
仏
性
ノ
マ
ナ
コ
シ
ヒ
テ
、
善
ノ
タ
ネ

ウ
シ
ナ
ヘ
ル
、
閣
提
人
ノ
ト
モ
カ
ラ
ナ
リ
。
(
『昭
法
全
」

p
悶

と
説
示
し
て
、
断
善
の
闇
提
と
ま
で
い
い
、
発
心
す
る
こ
と
さ
え
困
難
な
者
と
し
て

そ
れ
を
解
脱
か
ら
絶
望
的
な
も
の
と
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
、
法
然
に

お
け
る
凡
夫
は
、
仏
性
を
持
つ
こ
と
さ
え
疑
問
と
さ
れ
る
最
下
最
悪
の
も
の
と
し
て

規
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
煩
悩
悪
業
を
断
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
己
を
法
然
は

『
念
仏
往
生
要
義
抄
』
に
、

煩
悩
具
足
し
て
わ
ろ
き
身
を
も
て
、
煩
悩
を
断
じ
さ
と
り
を
あ
ら
は
し
て
、
成

仏
す
と
意
え
て
、
昼
夜
に
は
け
め
と
も
、
無
始
よ
り
貧
眼
具
足
の
身
な
る
が
ゆ

へ
に
、
な
が
く
煩
悩
を
断
ず
る
事
か
た
き
な
り
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
か
な
し

現
代
に
お
け
る
法
然
浄
土
教
思
想
信
仰
の
解
明

第
二
章

き
か
な
や
、
善
心
は
と
し
と
し
に
し
た
か
ひ
て
う
す
く
な
り
、
悪
心
は
日
々
に

し
た
か
ひ
て
い
よ
/
¥
ま
さ
る
。
き
れ
ば
古
人
の
い
へ
る
事
あ
り
。
煩
悩
は
身

に
そ
へ
る
影
、

さ
ら
む
と
す
れ
と
も
さ
ら
す
、
菩
提
は
水
に
う
か
へ
る
月
、

と

ら
む
と
す
れ
と
も
と
ら
れ
す
と
。
(
『浄
全
」
9

P
棚

1
棚

と
示
し
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に
認
め
、
さ
ら
に
は
最
後
の
表
現

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
煩
悩
の
永
遠
性
ま
で
論
究
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
凡
夫
を
罪

悪
深
く
、
生
死
流
転
し
、
煩
悩
深
い
も
の
で
あ
る
と
性
格
づ
け
た
こ
と
は
、
「
御
消

息
』
に
あ
る

わ
れ
ら
か
こ
と
き
、

い
ま
た
煩
悩
を
も
断
せ
す
、
罪
を
も
つ
く
れ
る
凡
夫
な
り

「昭
法
全
』

p
捌

ゃ
、
「
か
な
し
き
か
な
ノ
¥
、

い
か
が
せ
ん
ノ
¥
」
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

客
観
的
で
は
な
く
主
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
法
然
の
凡
夫
観
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

『十
二
箇
条
の
問
答
」
に

念
仏
の
時
悪
業
の
思
は
る
〉
事
は
、

一
切
の
凡
夫
の
く
せ
也
。
さ
な
な
か
ら
も

往
生
の
心
さ
し
あ
り
て
念
仏
せ
は
、

ゆ
め
/
l¥

さ
は
り
と
な
る
へ
か
ら
す
。

(「昭
法
全
」

p
m
)

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
凡
夫
は
念
仏
し
な
が
ら
で
さ
え
悪
業
を
お
も
い
煩
悩
を
お
こ

す
が
、
そ
の
凡
夫
と
は

一
切
の
凡
夫
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

念
仏
ノ
行
ハ
モ
ト
ヨ
リ
有
智
無
智
を
エ
ラ
ハ
ス
、
弥
陀
ノ
ム
カ
シ
ノ
チ
カ
ヒ
タ

マ
ヒ
シ
大
願
ハ
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ア
マ
ネ
ク
一
切
衆
生
ノ
タ
メ
ナ
リ
。

四

現
代
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
信
仰
論
の
意
義
と
そ
の
展
開



浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
1

1

と
い
っ
て
、
念
仏
の
対
機
を
一
切
の
衆
生
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
に
念
仏
の
対
機
が
凡
夫
で
あ
り
、

か
っ
一
切
の
衆
生
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
法
然
の
凡
夫
は

一
切
の
衆
生
を
さ
す
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
法
然
に
お
い
て
は
、
「
耳
四
郎
を
教
化
し
た
る
御
調
」
に

そ
の
ゆ
へ
は
弥
陀
の
本
誓
は
も
と
凡
夫
の
た
め
に
し
て
、
聖
人
の
た
め
に
は
あ

ら
ず
と
い
ふ
文
に
よ
り
で
な
り
。
(
『昭
法
全
」

p
m)

と
あ
る
よ
う
に
、
凡
夫

・
聖
人
を
対
比
さ
せ
る
場
合
も
あ
っ
て

一
見
、
聖
道
門
的

諸
経
論
と
類
似
す
る
よ
う
な
表
現
も
あ
る
が
、
こ
の
凡
夫

・
聖
人
の
対
比
は
、
自
己

の
機
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
等
し
い
人
々
に
対
し
て
弥
陀
の
本
願
を

強
調
し
て
発
言
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

一
切
衆
生
を
凡
夫
と
す
る
こ
と
と
矛
盾
は
な

ぃ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
法
然
の
場
合
は
人
間
の
機
根
に
聖
人
の
存
在
は
認
め
な
い
の
で

あ
り
、

そ
れ
は
罪
悪

・
生
死
流
転

・
煩
悩
具
足
と
し
て
人
間
存
在
の
規
準
で
機
を
把

握
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

法
然
は
浄
土
教
の
機
根
と
し
て
人
間
に
お
け
る
凡
夫
の
自
覚
を
ど
こ
ま
で
も
強
調

し
て
い
て
、

「醍
醐
本
』
「
三
心
料
簡
お
よ
び
御
法
語
」
に
お
い
て
は

①
凡
聖
道
門
極
智
慧
離
生
死

②
浄
土
門
還
愚
療
生
極
楽
(
『法
伝
全
』

P 
754 

と
あ
り
、
「
愚
療
に
還
る
」
を
も
っ
て
浄
土
門
の
基
本
的
立
場
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
①
は
自
ら
智
慧
を
磨
い
て
法
を
語
る
為
の
実
践
体
系
で
あ
り
、
法
と
つ
な

が
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
法
に
よ
る
仏
教
で
あ
る
が
、
②
は
「
愚
療
に
還
る
」

と
い
う
自
己
の
限
界
を
知
る
こ
と
に
よ
り
仏
に
救
わ
れ
る
為
の
実
践
体
系
で
あ
り
、

仏
と
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
立
す
る
仏
に
よ
る
仏
教
で
あ
る
。
ま
た
法
然
の
最
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後
の
遺
訓

『一

枚
起
請
文
」

も

一
文
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
な
し
て
、
尼
入
道
の
無
知
の
と
も
か
ら
に
お
な
し
く

し
て
、
智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を
せ
ず
し
て
、
只
一
向
に
念
仏
す
べ
し

と
あ
る
よ
う
に
、
「
愚
鈍
の
身
に
な
す
」
こ
と
を
促
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
愚
凝
に

還
る
」
と
か
「
愚
鈍
の
身
に
な
す
」
と
い
う
の
は
、

そ
こ
に
愚
疲

・
愚
鈍
へ
の
自

覚

・
意
識
が
要
請
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
「
愚
療
に
還
る
」
と

か
「
愚
鈍
の
身
に
な
す
」
と
い
う
こ
と
が
、
単
に
愚
か
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

い
う
の
で
は
な
い
。
言
葉
の
上
で
は
、
愚
療

・
愚
鈍
と
愚
か
も
の
を
意
味
す
る
が
、

こ
れ
が
宗
教
的
自
覚
の
中
に
生
じ
る
、
ま
た
生
じ
せ
し
め
よ
う
と
す
る
こ
の
「
愚
か

も
の
」
(
凡
夫
)
で
、

ま
さ
に
人
間
の
実
存
的
存
在
性
|
煩
悩
の
自
覚
で
あ
り
、
あ

り
の
ま
ま
の
自
己
の
姿
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
「
愚
か
も

の
」
(
凡
夫
)

の
自
覚
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
浄
土
教
に
お
け
る
主
体
的
な
自
己
の

確
立
が
み
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

法
然
は
浄
土
教
の
対
機
と
な
る
機
根
を
、
罪
悪

・
生
死
流
転

・
並
び
に
愚
か
な
も

の
の
凡
夫
と
し
て
把
握
し
、

ま
た
そ
れ
を
も
っ
て
全
て
|
|
一
切
衆
生
と
し
た
と
い

え
る
。
こ
れ
は
前
章
で
述
べ
た
末
法
の
意
識
が
主
体
的
な
意
味
で
内
面
を
通
し
て
一

般
化
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、
凡
夫
が
罪
悪
な
も
の
と
し
て
内
面
的

・
主
体
的
に
自
己

内
に
お
い
て
み
つ
め
ら
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
元
来
の
意
味
で
の
凡
夫
を
超
え
て
、
凡

夫
が
一
切
衆
生
に
ま
で
一
般
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、

一
般
化
へ
の
展

聞
に
お
け
る
中
心
的
契
機
は
、
末
法
や
凡
夫
を
内
面
的
に
把
握
す
る
と
い
う
、
あ
る



い
は
そ
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
の
愚
療
に
還
る
と
い
う
自
己
の
否
定
に
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
「
つ
ね
に
仰
ら
れ
け
る
御
調
」
に
「
我
は

こ
れ
烏
帽
子
も
き
ざ
る
男
也
。
十
悪
の
法
然
一
房
一
、
愚
智
の
法
然
房
の
念
仏
し
て
往
生

せ
ん
と
云
也
」
(
『昭
法
全
」
、

と
あ
る
よ
う
に
、
「
十
悪
の
法
然
」
「
愚
智
の

P
制
)

法
然
」
と
規
定
し
、
こ
の
よ
う
な
前
述
し
た
「
無
智
の
衆
生
」
「
常
没
の
衆
生
」
が

私
で
あ
る
と
自
己
自
身
を
規
定
す
る
自
己
の
罪
悪
に
対
す
る
主
体
的
自
覚
が
み
ら

れ
、
凡
夫
が
主
体
的
に
把
握
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
、
並
び
に
一
切
衆
生
が
凡

夫
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
の
二
点
で
、
こ
の
両
者
が
融
合
し
て
曇
鴛

・
道
縛
・
善
導

の
思
想
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
す
る
一
つ
の
凡
夫
観
が
成
立
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

結

至五
口口

人
間
存
在
が
問
わ
れ
る
と
き

そ
こ
に
二
つ
の
立
場
が
あ
る
。

一
つ
は
人
聞
を
包

む
外
的
な
も
の
と
の
関
係
か
ら
の
問
い
で
あ
り
、
二
は
人
間
そ
の
も
の
か
ら
人
間
の

本
質
的
立
場
か
ら
の
問
い
で
あ
る
。

中
国
の
仏
教
に
お
い
て
も
、
機
に
つ
い
て
の
思
想
に
大
別
し
て
二
つ
の
流
が
あ
っ

た

一
は
客
観
に
お
い
て
説
き
、
二
は
主
観
に
即
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
的

に
は
、
前
者
か
ら
生
じ
、
機
の
論
理
的
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
そ
の
構
成

を
論
じ
そ
の
本
質
を
論
究
し
た
。
陪
の
天
台
大
師
智
韻
は
、
微
と
関
と
宜
の
三
義
を

も
っ
て
そ
の
哲
学
的
根
拠
を
建
設
し
、
初
唐
に
起
こ
っ
た
新
議
伽
派
に
お
い
て
も
イ

ン
ド
以
来
の
伝
承
説
を
継
承
し
、
本
質
論
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
教

相

・
文
理
の
面
に
お
い
て
観
念
的

・
抽
象
的
に
機
を
論
ず
る
方
法
に
満
足
せ
ず
、
自

己
の
機
と
い
う
一
点
に
集
中
し
現
実
的

・
具
体
的
に
ま
ず
自
己
の
機
根
を
反
省
内
観

す
る
こ
と
こ
そ
根
本
の
要
件
な
り
と
す
る
浄
土
教
と
三
階
教
が
誕
生
し
た
。
す
な
わ

ち
主
観
に
即
し
て
機
根
を
み
る
思
想
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
も
種
々
の
思
想

が
あ
り
、
浄
土
教
が
一
仏
に
帰
着
す
る
の
に
対
し
、
三
階
教
は
普
仏
に
帰
着
し
、

さ

ら
に
浄
土
教
に
お
い
て
も
曇
鷲
・
道
縛

・
善
導
と
時
間
的
変
遷
と
共
に
そ
れ
は
完
成

の
域
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。
曇
鴛
が
阿
弥
陀
知
来
の
本
願
力
を
信
じ
て
凡
夫
往
生
の

可
能
性
を
力
説
し
た
こ
と
は
、
浄
土
教
史
上
一
大
功
績
で
あ
る
が
、
単
な
る
理
論

・

学
説
と
し
て
主
張
し
た
の
で
は
な
く
、
自
己
一
身
の
修
道
の
問
題
と
し
て
い
る
点
、

さ
ら
に
そ
れ
が
自
己
の
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
浄
土
教

の
機
の
思
想
史
上
で
不
滅
の
功
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
曇
驚
に
お

い
て
は
、
(
「
五
濁
の
世
」
「
無
仏
の
時
」
と
い
う
の
み
で
)
未
だ
時
代
観
(
末
法
思

想
)
の
明
ら
か
な
も
の
が
な
く
、
次
に
道
紳
が
出
て
こ
の
点
に
お
い
て
画
期
的
地
位

を
占
め
る
の
で
あ
る
。
道
線
の
機
根
論
の
基
盤
は
教
が
時
に
か
な
う
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
り
、
自
己
の
機
を
反
省
し
機
と
教
が
相
応
し
て
初
め
て
修
行
が
可
能
に
な
る
と

信
じ
、
時
機
相
応
を
力
説
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
道
紳
の
独
創
で
は
な
く
、
実
は

曇
驚
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
H

留
鷺
が
「
無
仏
の
時
」
と
い
っ
た
こ
と
を
、
道

縛
は
当
時
流
布
し
た
末
法
思
想
の
中
に
受
容
し
て
、
新
た
な
る
体
験
と
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
切
実
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
放
に
、
従
っ
て
機
教
相
応
も
さ
ら
に
当
時

の
社
会
状
況
と
あ
い
ま
っ
て
一
層
力
強
く
主
張
さ
れ
、
聖
浄
二
門
判
を
さ
れ
浄
土
門
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浄
土
宗
総
合
研
究
所

研
究
成
果
報
告
書
ー
ー

を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
表
現
に
お
い
て
は
罪
悪
的
機
根
論
と
共
に

宿
善
的
機
根
論
も
み
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
に
後
者
は
前
者
に
内
包
さ
れ
る
も
の
で
、

本
質
的
に
は
絶
対
悪
的
な
機
根
論
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
さ
て
善
導
に
お
い
て

は
、
道
縛
の
思
想
を
継
承
し
つ
つ
も
な
お
一
層
、
直
接
自
己
の
機
そ
の
も
の
に
つ
い

て
深
刻
な
内
観
を
徹
底
し
て
行
い
、
入
報
土
説
を
確
立
し
た
。
そ
れ
は
、
罪
悪
観
で

あ
り
、
出
離
の
縁
が
な
い
と
い
う
餓
悔
で
あ
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
機
の
深
信
説
が
そ
れ

を
最
も
力
強
く
表
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
自
身
は
現
に
是
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫

積
劫
よ
り
己
来
常
に
没
し
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
」
と
説
く
罪
悪

生
死
の
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
主
体
的
自
覚
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
罪
悪
観
は
「
余
既

に
こ
れ
生
死
の
凡
夫
智
慧
浅
短
な
り
」
と
説
く
善
導
自
身
の
体
験
か
ら
生
じ
た
も
の

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
凡
入
報
土
説
が
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
。
道
縛
が
末
法

思
想
を
強
調
し
た
の
に
比
べ
、
善
導
は
直
接
そ
の
表
現
を
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
末
法
思
想
を
人
間
性
の
本
質
に
基
づ
く
宗
教
的
内
観
に
内
包
し
た
の
で
あ

る
。
善
導
の
機
根
論
は
、
合
理
的
世
界
に
お
け
る
人
間
把
握
で
は
な
く
、
信
仰
成
立

の
事
実
と
し
て
把
握
さ
れ
た
人
間
像
で
あ
り
、

そ
れ
放
に
弘
願
の
信
心
に
お
い
て
は

あ
ら
ゆ
る
人
間
の
可
能
性
の
放
棄
と
人
間
我
性
の
徹
底
的
な
否
定
が
要
請
さ
れ
る
と

い
う
自
己
に
非
常
に
き
び
し
い
徹
底
し
た
主
体
的
自
己
内
省
に
お
け
る
実
存
的
本
質

的
人
間
把
握
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
師
と
も
全
く
同
一
の
機
根
論
で
は
な
い
が
、

一
貫
し
た
太
い

線
と
し
て
そ
れ
ら
諸
師
に
普
遍
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
徹
底
し
て
自
己
の
修
道
能
力
と
し
て
の
機
を
根
本
的
出
発
点
と
し
て
い
る

こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
れ
へ
の
深
刻
な
る
省
察
に
お
い
て
成
立
す
る
機
根
論
を
軸
と
し
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て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
最
初
は
論
理
的
な
る
も
の
よ
り
発
足
し
哲
学
的
に
深
め
ら
れ
た

が
、
こ
れ
を
宗
教
的
に
主
観
の
内
部
へ
受
容
し
た
の
が
中
国
浄
土
教
で
あ
り
、
善
導

に
お
い
て
そ
の
完
成
を
み
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
中
国
仏
教
は
概
し
て
観
念
的
抽

象
的
な
思
想
を
基
盤
と
し
て
い
る
の
で
、
実
践
面
に
お
い
て
は
い
ま
だ
徹
底
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
裏
書
き
す
る
か
の
よ
う
に
約
五
百
年
後
、

日
本
に
お

い
て
現
実
的
具
体
的
に
機
を
宗
教

・
哲
学
の
面
よ
り
把
握
し
、
進
ん
で
実
践
の
領
域

に
ま
で
発
展
さ
せ
た
法
然
浄
土
教
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

法
然
浄
土
教
の
立
教
の
根
本
的
立
場
は
、
機
教
相
応

・
時
機
相
応
と
い
う
機
中
心

の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
機
と
い
わ
れ
る
も
の
は
現
実
社
会
に
生
活
し
て
い
る
人
間
で

あ
っ
て
、
老
若
男
女
貧
富
貴
賎
を
問
う
こ
と
な
く
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
一
切
の

人
聞
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
あ
く
ま
で
も
大
乗
仏
教
の
思
想
を
パ
ッ
ク

ボ
ー
ン
と
す
る
「
可
発
の
義
」
と
し
て
時
間
、
場
所
を
超
え
て
「
救
済
さ
れ
る
べ

き
」
存
在
と
し
て
普
遍
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
法
然
は
、
こ
の
よ
う
な

人
間
に
相
応
す
る
教
と
し
て
浄
土
宗
を
立
て
た
。
こ
の
教
判
成
立
は
、
教
義
的
に
は

法
然
自
ら
「
偏
依
善
導
一
師
」
と
い
う
よ
う
に
善
導
の
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ

っ
た
が
、

そ
れ
は
法
然
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
て
、
機

・
法
の
両
方
を
深
化
さ
せ
絶

対
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
ゆ
き
つ
い
て
、

そ
の
教
説
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ



の
こ
と
は
時
代
観
に
つ
い
て
も
い
え
、
機
の
自
覚
の
深
化
に
お
い
て
、
末
法
に
対
す

る
考
察
は
契
機
と
し
て
大
き
な
役
割
を
示
し
、
(
そ
れ
は
教
説
的
に
道
縛
を
受
け
、

歴
史
的
に
は
時
代
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
)
内
面
化
を
通
し
て
き
わ
め
て
普

遍
的
な
教
説
と
な
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
は
極
限
状
況
に
お
け
る
認
識
に
よ

り
、
末
法
が
一
般
化

・
普
遍
化
さ
れ
て
人
間
存
在
そ
の
も
の
に
至
り
、
文
、
こ
れ
は

凡
夫
や
罪
悪
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
普
遍
化
に
よ
り
人
間
存
在
の

レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
ゆ
き
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
時
機
の
双
方
の
一
体
化
を
も
た
ら
し
て
、

法
然
の
自
己
に
関
す
る
認
識
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
法
然
の
教
説
は
普
遍
性

を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
機
の
把
握
内
容
に
お
い
て
は
、

以
上
の
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
著
作
で
時

に
「
罪
」
が
強
調
さ
れ
て
い
た
の
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
の
状
況
か
ら

逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
の
自
覚
が
き
び
し
く
み
つ
め
ら
れ
て
い
た
。
法

然
の
い
う
「
罪
」
は
、
人
間
存
在
の
根
源
的
矛
盾
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
す
る
仏
の
教

に
そ
む
く
存
在
上
の
行
為
を
示
し
た
も
の
で
あ

っ
て、

そ
れ
は
「
悪
」
や
「
煩
悩
」

以
上
に
深
く
追
究
さ
れ
て
お
り
、
「
無
始
よ
り
こ
の
か
た
六
道
に
輪
廻
し
て
」
と
あ

る
よ
う
に
、
今
の
状
況
の
そ
の
原
因
を
無
限
の
過
去
に
遡
源
し
た
自
覚
で
あ
る
。
し

か
し
、
未
来
が
未
だ
来
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
過
去
は
既
に
過
ぎ
去
っ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
実
で
は
な
い
が
、
自
覚
し
内
省
す
る
の
は
現
実
に
存
在
す
る

自
己
で
あ
り
ま
た
現
実
の
心
の
働
き
で
も
あ
る
。
即
ち
現
実
を
他
に
し
て
過
去
及
び

未
来
は
存
在
せ
ず
、
現
実
に
お
い
て
推
測
し
内
省
す
る
と
こ
ろ
に
未
来
が
あ
り
過
去

が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
過
去
に
対
す
る
内
省
と
未
来
の
推
測
を
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も
っ
た
現
存
在
の
認
識
が
「
罪
悪
生
死
凡
夫
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ

ば
、
現
実
の
人
聞
が
罪
悪
生
死
の
凡
夫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
無
限
の
過
去
よ
り

罪
悪
生
死
の
存
在
と
し
て
流
転
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
未
来
永
遠
に
罪

悪
生
死
の
存
在
と
し
て
流
転
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

過
去
と
未
来
の
流
転
を
含
む
現
存
在
の
認
識
が
罪
悪
生
死
の
凡
夫
で
あ
り
、

そ
れ
が

機
の
深
信
の
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
存
在
の
認
識
の
中
に
過
去
の

内
省
と
未
来
の
推
測
と
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
ま
た
、
永
遠
な

る
流
転
の
中
に
お
け
る

一
存
在
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
自
己
の
認
識
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
他
な
ら
ぬ
「
現
在
」
「
自
己
」
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
人
間
あ

る
い
は
自
己
の
把
握
と
し
て
の
「
罪
」
の
性
格
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
法
然
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
実
存
的
把
握
は
、
過
去
と
未
来

を
含
ん
だ
現
実
の
罪
業
の
自
覚
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
自
覚
は
仏
教
の
永
劫
流
転

・

六
道
輪
廻
の
考
え
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
苦
集
滅
道
の
四
諦
観
の
中
の
苦
集

二
諦
の
考
え
と
同
じ
論
理
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
法
然
の
自
覚

し
た
現
実
な
る
も
の
は
、
仏
教
の
基
本
的
思
想
に
対
す
る
十
分
な
理
解
な
く
し
て
論

理
的
に
認
識
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
人
間
存
在
の
根
源
的
矛
盾
に
対
す
る
主
体
的
自
覚
は
、
永
年
の
修
学
に
よ

っ
て
智

慧
を
み
が
い
て
証
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
浅
薄
な
知
識
や
無
知
無
学
の
私
の
よ

う
な
も
の
に
と

っ
て
論
理
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
必
然
的

に
生
じ
て
き
た
の
が
念
仏
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
機
の
自
覚
の
深
化
、
絶
対
化

の
末
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が
念
仏
の
絶
対
性
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
け
る
機
と
の
対
応
関
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係
は
前
述
し
た
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
は
げ
し
い
緊
張
状
態
を
伴
っ
て
い
る
。
こ
の

関
係
は
、
法
然
の
信
機
信
法
の
論
理
上
に
信
仰
の
構
造
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
自
己
の
自
覚
を
否
定
契
機
と
す
る
論
理
構
造
、

さ
ら
に
い
え
ば
救
済
に
お
け
る

逆
説
的
構
造
は
、
機
と
法
の
絶
対
的
な
隔
絶
性
と
一
体
性
が
同
時
に
そ
こ
に
あ
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
こ
で
法
然
は
こ
の
よ
う
な
二
律
背
反
す
る
よ
う
な
構
造

を
現
実
へ
の
対
応
化
に
よ
っ
て
解
決
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
出
発
点
は
あ
く
ま
で
白

己
の
救
済
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
す
る
可
能
な
実
践
を
求
め
て
い
た
故

に
、
そ
こ
に
探
究
し
え
た
教
説
に
は
修
道
可
能
な
実
践
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
現
実
の
問
題
と
観
念
上
の
問
題
と
を
同
時
に
解
決
し
て
修
道
可
能
な
実
践
方
法

を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
観
念
と
実
践
の
出
会
い
が
な
し
と
げ
ら
れ
、
信

機

・
信
法
の
相
互
規
定
性
も
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
点
に
お
い
て
、

諸
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
相
対
的
な
表
現
も
見
出
さ
れ
、

そ
こ
で
は
相
対
性
を
超
え

る
絶
対
性
を
相
対
的
日
常
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
表
現
し
て
い
た
と
い
え
る
。

法
然
の
機
根
論
に
お
け
る
逆
説
的
な
論
理
構
造
も
実
践
面
に
お
け
る
実
現
の
為
の

も
の
で
あ
り
、
虚
構
の
観
念
で
は
な
い
。
法
然
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
実

存
的
な
人
間
の
能
力
や
素
質
の
差
別
・
区
別
を
超
え
た
と
こ
ろ
の
人
間
存
在
、
即
ち

「
罪
人
」
で
も
な
け
れ
ば
「
善
人
」
で
も
な
い
、

た
だ
「
人
」
を
救
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
「
人
」
が
義
希
有
歳
さ
れ
る
の
は
、
罪
に
よ
っ
て
で
も
な
く
、
悪
に
よ

っ
て
で
も
な
く
、
善
に
よ
っ
て
で
も
な
い
、

そ
れ
は
ま
さ
に
念
仏
の
一
行
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
然
の
人
間
把
握
は
、
既
存
の
人
間
把
握
に
対
す
る
価
値

観
を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
超
実
存
的
立
場
に
立
つ
も
の
で
、

そ
れ
は
ま
さ
に
発
想

の
転
換
で
あ
り
、
必
然
的
に
仏
教
の
転
換
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
超
」
と
い
う
も
の
は
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た
だ
単
に
既
存
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
な
く
、

そ
の
も
の
の
レ

ヴ
ェ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
人
間
に
対
す
る
一

元
的
な
把
握
で
な
く
、
二
元
的
、
三
元
的
に
あ
ら
ゆ
る
角
度
に
お
い
て
人
聞
を
把
握

し
て
、
真
の
存
在
認
識
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
法
然
に
お
い
て
は
み
ご
と
に
そ
れ
が

な
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
真
理
に
お
い
て
は
現
代
に
お
け
る
諸
科
学
の
示
す
通
り
で
あ

る

以
上
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
超
実
存
的
思
想
は
今
日
の
価
値
観
の
多
様
化
に
伴

う
危
機
的
社
会
状
況
に
お
い
て
有
効
性
を
も
ち
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
我
々
は
こ
の
法

然
浄
土
教
を
、
個
人
の
内
面
か
ら
今
日
の
時
代
の
状
況
を
き
り
ひ
ら
く
も
の
と
し
て

実
現
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
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(6 ) 生没年は不明であるが後述する弟子の年代から推測すると17世紀の人物。

( 7) Beitrage 2ur 2entralasienforschung， herausgegeben von R. O. Meisezahl und Dieter 

Schuh， Band 1， VGH Wissenschaftsverlag， St. Augustin， 1978. 

( 8 ) 宗川宗満、「完全清浄極楽園土誓願Jr今同教授還暦記念論文集j大正大学浄土学研究会、 pp.

643-670。
( 9) Musashi Tachikawa， Tshulkrim Kelsang and Shunzo Onoda， A CATALOGUE OF THE 

UNITED STATES LIBRERY OF CONGRESS COLLECTION OF TIBETAN LITERA-

TURE IN MICROFICHE， lnternational lnstitute of Buddhist Studies， Tokyo， 1984; part 

II， by Musashi Tachikawa， Yasuhiko Nagano， Shunzo Onoda and Fujio Taniguchi ed. 

1989.参照。

(10) 長野泰彦編 『国立民族学博物館研究報告別冊 1号j青木文教将来チベット民族資料目録，

NO.110. このカタログでは著者を Karmachags medとしており、 Ragaa syaとは別人と

見なしているようだ。私は友人の ]onathanAlan Silk博士から注釈書の著者が別人であるこ

とに注意するようご教示をいただいたが、筆者はこの問題に関していまだ結論するに至って

いない。

(11) TTP vo1.l53， 67-3-3. 

(12) TTP vo1.l53， 70-5-1 

(13) TTP vo1.l53， 70-3-8 

(14) TTP vo1.l53， 69-3-5: [小野田:1981年]p. 150参照。

(15) TTP vo1.l62， 141-3-5; [小野田:1983年]p. 185参照。なお、この部分は 『浄全J(=浄土

宗全書)23巻 「蔵和対訳無量寿経Jr党蔵和英合壁浄土三部経Jp.286、24頁からの援引であ

る。

(16) Schwieger， text， p.57， trans.， p. 72: Eine tiefgrundigere Unterweisung als diese gibt es 
nicht. Sie ist die Grundlage des Dharma fur mich 

(17) Schwieger， text， p. 57， trans.， p. 72: Weil sie zur Sutra-Klasse gehδrt， ist es erlaubt， sie zu 

rezitieren， auch wenn man keine Erlaubnis erhalten hat 

(18) Schwieger， text， p. 59， trans.， p. 74 : Wenn irgend jemand， nachdem er den Namen des 'Od 

dpag-med gehort hat， aufrichtig vom Grunde seines innersten Herzens nur ein einziges 

Mal Glauben erzeugt hat， weicht er nicht vom Erleuchtungsweg ab." 

(19) r浄全j、p.288、 16行~22行。

(20) 民博所蔵本、 fol.12a6-12b4 

(21) 民博所蔵本、 fol.12b5. 

(22) r浄全j、p.292 、 8 行~11行。

(23) 康僧鎧訳 rf弗説無量寄経』巻上、 1巻、 p.21、2行。

(24) 民博所蔵本、 fol.13b2-14a3 

(25) r浄全j、p.286、 9 行~12行。

(26) 民博所蔵本、 fol.10b3-10b4. 

(27) r浄全J1巻、 p.238、上、 11行~13行。

その他の参考文献として以下のものを参照した。

香川孝雄 『無量蕎経の諸本封照研究』永田文昌堂、昭和59年。

同 『浄土教の成立史的研究j山喜房、平成 5年。

大乗仏典 6r浄土三部経j中央公論社、昭和51年。

Hisao lnagaki， lndex to the LARGER SUKHAVATIVYUHA SUTRA， A Tibetan Glos. 

sary with Sanskrit and Chinese Equivalents， Nagata Bunshodo， Kyoto， 1978. 
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dgongs yod mkhyen yod snyam du yid the tshom med pa zhig gal che che/ /(26) (無量

光仏の御眼差しは、昼に三回、夜に三回の六時に、衆生のすべてを慈しみをもって常に御

覧になっており、それは例えば明鏡に映像が写るように、あるいは大海に明星がのぼるよ

うに紛うことなくお分かりになるのである。即ち、すべての衆生が心に何を思い起こして

いるのか、どんな雑念が通り過ぎているのかを常時事細かに御心でご了解なさっており、

常にすべての衆生が語る言葉が何であるかを一つも洩らさず紛うことなく御耳でお聞きに

なっているので、一切智無量光に頂礼します。それも只の一回の合掌でも、たった一度の

尊崇でも確かにお考え頂けるのだ、ご了解頂けるのだと心得て、疑いなくあるのが極めて

重要なのである。)

日没、初夜、中夜、後夜、展朝、日中の六時に阿弥陀仏を礼拝して讃歎する六時礼讃の修行

は善導 (613-681)や道紳 (562-645)の時代から今日まで中国日本の浄土教徒の聞で盛んに行

われてきた。そのような六時毎の礼拝讃歎の法則を説く善導大師の I往生礼讃偶jは余りにも

有名であるが、この六時礼讃の修行は勿論善導の独創ではなく例えば、曇鴛の 『往生論註jに

も、

菩薩之法、常以董三時夜三時躍十方一切諸{弗、必有願生意、今常作願生意、故鵡阿弥陀知

来(2九

とあるように古来から伝わるものであったと考えられている。ラーガアスヤが伝える考えが何

を出典としているかは不明であるが、衆生が六時に阿弥陀悌を礼拝して讃歎することの根拠を

提供するもののようで興味深い。

このようにラーガアスヤの 『極楽願文jはツォンカパのものよりも所謂浄土教的色彩が濃い

という印象をもっ。ラーガアスヤなる人物が如何なる人物であったのか、そしてその弟子であ

りこの I極楽願文jの布教に大きな力を成したと考えられるカルマ ・ミギュルドルジェ

Karma mi 'gyur rdo rje (1628/29-1668)がどのような経緯を経て浄土教にこのように深く 触

れていったのか、不明の点は多い。

註記

本稿は筆者が1989年10月韓国東国大学校に於いて開催された第三回韓日悌教壁術研究舎議での研

究発表の為に準備した要旨に、補加筆したものである。

要旨の一部は後に 『中外日報』紙上(平成 2年 1月19日号)に載録されている。

( 1 ) ソナム ・ギャツォ編 f西蔵憂茶羅集成J，講談社，東京， 1984 (Sonam Gyatso， ed. 

TIBETAN MANDALAS， THE NGOR COLLECTION， Kodansha， Tokyo， 1984)当該の

マンダラは第11番目のマンダラである。

(2 ) 或いは寧ろ超宗派的に信仰された、と表現するほうが適切かも知れない。

( 3 ) TTP. VOL. 153， 67-2-6， GA， 87b6-102a4. 

( 4) TTP， VOL. 162， 141-1-3， KHA， 142a3-146a2 

( 5 ) TTP， VOL. 162， 142-4-2， KHA， 146a2-155b2. 
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く解説している。

stong gsum gyi 'jig rten rab 'byams grangs med pa'i zhing kun/ rin po che sna tshogs 

kyis phyur bar bkang nas rgyal ba sras bcas la mchod pa/ sems can thams cad la sbyin 

pa byin pa de bas mi gang zhig gis mgon po 'od dpag tu med pa'i mtshan dang bde ba 

can gyi zhing gi yon tan thos nas rab tu dad pas lag thal mo sbyar bar byas na/ de ni 

snga ma de bas bsod nams che ba ste/ zhin bkod kyi mdo las/ gang gi phra rab rdul 

snyed 'jig rten khams/ bshig cing btags te rdul du byas gyur pa/ / de bas mang ba'i 'jig 

rten rnams kyi khams/ rin chen bkang ste sbyin pa byin pa bas/ gang gis 'od dpag med 

pa'i 'od mtshan dang/ bde ba can gyi yon tan khyad 'phags rnams/ thos nas dga' ste 

thal mo sbyor byed pa/ bsod nams de yi char yang 'gyur ma yin/ / de Ita bas na thos 

nas yid gnyis sol/ / zhes gsungs pa/(24) (広大な三千世界の無数の国のすべてを種々の大

宝を集めて充たして仏菩薩に供養し、全ての衆生に布施をなす、それよりも、或る者が救

世無量光の名と極楽園の功徳を聞いて深い信心を起こして合掌をなすなら、彼は前述のこ

とよりも福徳がより大きいのである。即ち f無量寿経jに 「或る者が微塵数の世界を破壊

し砕いて粉々にしたそれよりも多い諸世界に、宝を満たして施しをなすものによっては、

無量光の名と極楽の功徳の極めであり難い様子を聞いて歓喜して合掌するものの福徳の一

部にもならないのである。その様であるから[無量光の名を]聞いて二心を滅せよ。Jと

説かれている。)

引用の部分は 『無量寿経j本文(25)にほぼ対応する。

「聞名j と「称名j との関係はそれがそのまま浄土教信仰の歴史的な深まりを語るものと考

えてよい。浄土教の初期の段階では十方の諸仏が阿弥陀仏を称讃するその名を聞くことが大き

な功徳であり、自分自身で阿弥陀仏の名を称することは無かったと考え られている。そしてそ

の「聞名Jの功徳が往生や不退転の位を生むと考えられたのであった。

注釈書に於ける解説には興味深い表現でありながら出典が明確でないものも多く含まれる。

次の部分は六時に関する記述であるが筆者にはその出典に思い当たる節がない。

sangs rgyas 'od dpag med pa'i spyan gyis nyin lan gsum dang/ mtshan lan gsum ste dus 

drug tu sems can kun la brtse ba chen pos dus rtag tu gzigs shing/ de 'ang dper na me 

long dangs ma'i ngor gzugs brnyan nam/ rgya mtsho chen po la gza' skar shar ba Itar 

ma 'dres par mkhyen te/ 'di ltar sems can kun gyi yid la gang dran pa'i/ rnam rtog 

gang 'gyus pa phra mo yang dus rtag tu thugs kyis sa lar mkhyen cing/ sems can kun 

gyis rtag tu gang smras pa'i tshig gcig tsam yang rtag tu ma 'dres so sor snyan gyi 

dbang po la gsan pas na/ kun mkhyen 'od dpag med pa de la phyag 'tshal 10// de'ang 

dad pas lag ya gcig thal mo sbyar ba dang/ mos gus lan cig byas pa'ang nges par 
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る。このことはツオンカパとラーガアスヤの態度の違いを語っていて大変興味深い点である。

注釈書ではさらにこの「聞名」の功徳が詳しく述べられる。そこで著者は教証として I無量

寿経jの本願のなかの所調「聞名往生の願J(勿論このような呼称をしている訳ではないが)

を引用し、

de 'ang 'od dpag med kyi zhing bkog kyi mdo las/ bcom Idan 'das gal te bdag byang 

chub thob pa'i tshe sems can gang dag 'jig rten gyi khams gzhan dag tu bla na med pa'i 

byang chub tu sems bskyed nas bdag gi ming thos te sems rab tu dang par gyur la/ 

bdag rjes su dran pa de dag gal te 'gum pa'i dus nye bar gnas pa'i tshe bdag dge slong 

ge dge 'dun gyis yongs su bskor zhing mdun du bdar ba 'di Ita ste/ gyeng ba ma mchis 

pa'i sems kyis gnas par ma gyur ba de srid du bdag bla na med pa rdzogs pa'i byang 

chub tu mngon par 'tshang rgya bar mi bgyi'o/ / zh巴ssogs dang/(20) (また『無量寿経j

に、「世尊よ、もしも私が菩提を得た時に、衆生の誰でもが他の世界において無上正等菩

提に心を起して我が名を聞いて、心が極めて清浄になって我を憶念するならば彼らが、も

し臨終の時に至ったなら我は比丘の僧侶にあまねく回線せられて彼らの前に現れるのはこ

のようであって、[彼らが]動揺なき心で住することとならないその聞は私は完全に証得

することはないであろう。J等々と説かれており、そして)

そして続けて、

sems can gang dag nga yi ming thos pas/ / nga yi zhing du rtag tu 'ong bar shog/ces 

sogs smon lam btab pa bzhin 'grub pas/(21) (，衆生の誰でもが私の名を聞くならば、私の

国に常に来たらしめよ。」という誓願を起こされたその通りに成就されたのであるから…)

と述べているがこれも 『無量寿経jの中の

sangs rgyas tshe dpag med kyis lung bstan pa/ / ngas ni smon lam 'di skad btab/ / sems 

can gang gis nga yi ming thos na/ / nga yi zhing du rtag tu 'ong bar shog/ / nga yi smon 

lam bzang po de rdzogs pas/ / 'jig rten khams mang dag nas sems can 'ong/ / de dag 

nga yi zhing du lhags nas ni/ / de dag skye ba gcig las phyir mi ldog/ /(22) (無量寿仏が

お説きになった。我は願を次のように立てた。衆生の誰でも私の名を聞くならば、私の国

に常に来たらしめよ。我がこのよき願いは成就したので、多くの世界から衆生が来る。彼

らは我が国に集まって、彼らは一生不退転である。)

からの引用である。後者は「聞名得益偏J(其備本願力、聞名欲往生、皆悉到彼園、自致不退

転)(23) として中国日本の浄土教徒が特に重視する部分である。いずれも他の願と並べてという

のではなく、単独で「聞名往生の願」を取り出しているところに注釈者の特徴があると言え

る。

注釈書ではさらに特別に「聞名の利徳 (mtshanthos pa'i phan yon) Jなる節を設けて詳し
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これによっても分かるように、ツォンカパにしてもチャンキャにしても極楽往生の為の積極

的な行を勧めており、しかもその行の中心はあくまでも浄土の「観想」なのである。そしてツ

オンカパの著述や宗教活動全体を見ても分かるように、他の修行を時機不相応な難行として退

けることは決してなかったのである。

さて、第二のラーガアスヤによる 『極楽浄土願文jの官頭で著者は、

'di las phan yon che ba med/ 'di las zab pa'i gdams ngag med/ nga yi chos kyi rtsa ba 

yin (これに過ぐる利徳はない。これより深い教えはない。私の教法の根本である。)(16) 

と述べ更に、

'di ni mdo lugs yin pa'i phyir/ lung ma thob kyang 'don ni rung/ (これは頼教であるか

ら直伝を得ずとも唱えることが出来る。)(17) 

と述べて広く人々に教えを勧めている。

ラーガアスヤは願文のなかで「聞名」の功徳について特別に言及している。この事等から考

えると、第一のツオンカパのものより「浄土教的」であると言えるかも知れない。

gang zhig 'od dpag med pa'i mtshan thos nas/ /kha zhe med par snying khung rus pa'i 

gting/ /Ian gcig tsam zhig dad pa skyes pa na/ /de ni byang chub 1am 1as phyir mi 

ldog/ /(18) (若し或る人が無量光の御名を聞いて、誠実に、心の奥底から、たとえ一度で

も信心を生じたなら、彼は菩提の道から退転することはない。)

この文章は明らかに I無量寿経』の中の、

kun dga' bo sems can gang dag de bzhin gshegs pa de tha na sems bskyed pa gcig tsam 

rjes su dran par byed cing sangs rgyas kyi zhing der skye bar 'dod la/ chos zab mo dag 

'chad pa na dga' ba 'thob cing sgyid lug pa med la mi 'gong mi zhum zhing tha na sems 

bskyed pa gcig tsam de bzhin gshegs pa 'od dpag med de yid la byed de 'dod pa yang 

bskyed na de dag rmi 1am na de bzhin gshegs pa 'od dpag med de mthong zhing 'jig rten 

gyi khams bde ba can du skye bar 'gyur/ bla na med pa yang dag par rdzogs pa'i byang 

chub las phyir mi ldog par yang 'gyur ro/ j<問(阿難陀よ、衆生の或る者がかの如来を少

しでも心に念じ、たとえ一度だけでも憶念してかの仏国に生ずることを希望して、深々な

る諸法をお説きになる時歓喜を得て薦賭することなく、誘惑せられず畏怖せずして、少な

くとも心を生ずることただ一度でもかの無量寿如来を作意して望みを生ずるならば、彼ら

は夢に無量寿如来を見て極楽世界に生ずるのである。無上正等菩提から退転しないように

もなるのである。)

を典拠とした文章であると言える。ところが、この部分の直前までをツオンカパは願文のなか

で「往生の因」として引用しているにも拘らず、この部分には敢えて言及していないのであ
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bdag lta bu'i dbang po rtul po rnams la..y2) (私のような劣った能力をもった者たちに...)

として「機Jの観点からも著述の動機を語っている。そして、

'dun pa'i yul zhing gi yon tan mdor bsdus pa de rnam dmigs phyed par byas nas zhing 

der skye ba la 'dun pa yang yang sbyangs nas 'dun pa shugs drag po shin tu gal che 

ba..(13) (欣求の対象である[極楽]国土の功徳を要略したこれら [r無量寿経j等]を詳

しく観察して、かの国への往生に対する欣求を繰り返し繰り返し修習して強い欣求[を起

こすこと]が非常に重要である..)

として、極楽国土と無量寿仏の観想を勧めている。

またツオンカパは強い欣求の重要性を説く部分で、

'dun pa'i yul du zhing gi yon tan sngar gyi de tsam zhig smos pa de ni/ mgo smos pas 

go ba'i dbang po rnon po rnams la de tsam mi dgos mod/ 'on kyang bdag Ita bu'i dbang 

po rtul po rnams la de bzhin du ma smos na skye bar 'dod pa'i 'dun pa'i yul dmigs mi 

phyed cing/ dmigs ma phyed na zhing gi yon tan mthong bas rgyu byas pa'i 'dun pa 

drag po mi skye bar snang bas cung zad spros te bshad pa yin no/ /(14) (欣求の対象と

して[極楽]国土の功徳を以上 [に少し]ばかり語った[が]それは、少し語っただけで

[すべてを]理解する鋭い能力を持った者達には不必要であるけれども、しかし私のよう

な劣った能力を持った者達にはそのように語らなければ往生したいという欣求の対象を詳

しく観察し[得]ない。詳しく観察出来ないなら[極楽]国土の功徳を見て[往生の〕要

因を修行しようという強い欣求が生じない。そのように判断して少し長くなったが説いた

のである)

と説明している。即ち、詳しく観察することが強い欣求の為に必要であり強い欣求がなければ

往生が難しいことを強調しているのである。

二種の注釈書を残しているチャ ンキャはこの『極楽願文Jを読請し易いように纏め上げて

I無量寿経jに基づく浄土観想法の手順を示しているが、それによれば、

1) zhing mchog ston pa dang bcas pa'i yon tan yid la yang yang sems pa (教主[であ

る]無量寿仏]をはじめとする最上国の功徳を繰り返し締り返し思い起こす)

2) bde ba can du skye ba'i rgyur dge rtsa mang po sog pa (極楽に生まれる要因として

善根を多く積む)

3) byang chub tu sems bskyed pa (菩提心を起こす)

4) de dag gis dge ba rnams bde ba can du skye ba'i rgyur bsngos (それらによる諸々

の善を極楽に生まれる要因として廻向する)

5) der skye bar smon lam 'debs (そこに生まれようとする願をたてる)

と纏めている(1九
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Tsong kha pa Blo bzang grags pa'i dpal (ツォンカノ¥')， bDe ba can gyi zhing du skye 

ba 'dzin pa'i smon lam zhing mchog sgoゆed(極楽園への往生を得る為の願文 〈最上国

開門>)(3) 

ICang skya Ngag dbang blo bzang chos Idan (チャンキャ， 1642-1714)， Zhing mchog 

sgo 'byed kyi dm忽.srim mdor bsdus (く最上国開門〉の観想次第要略)(4) 

同(チャンキャ)， bDe ba can gyi zhing du bgrodρa'i myur lam gSaI bar byed仰 'i

sgrom me (極楽園に赴く為の易行道く具明の燈火>)(5) 

第二番目の系統は、カギュ派系のカルマ派のラーガアスヤ Ragasya(Karma Chags medと

も称される)(6)によって著された『極楽願文jを中心としたものである。このラーガアスヤの

『極楽願文jに関しては1978年にドイツの Peter SchwiegerがEin tibetisches Wunschgebet 

um Wiedergeburt in der Sukhtivati (7) と題してテキス トとその翻訳研究を公刊している。同

書では言及されていないが、前述したように、この願文はすでに1931年の業績として宗川宗満

氏による邦訳が存在する(8)。

この 『極楽願文jには多数の異なった写本や版本が現存するが、注釈書と合わせて原題を書

き出すと、

mKhas grub Ragasya (ラーガアスヤ)，rNam dag bde chen zhing gi smon lam (極楽浄

土 [に往生する為の]願文) (Institute for Advanced Studies of world religions， 

IASWR， Tibetan Religious Works， PL480 and SFC Collections中の R-525，R-544， R-

545， R-607等参照)(9) 

Karma chags med， rNam dag bde chen zhing gi smon lam gyi 'byed 'grel bDe chen 

zhing du bgrodμ'i them skas bzangρo (<極楽浄土願文〉の注釈 ・極楽園に登る優れた

梯子)(10) 

上記の注釈書は Schwieger氏の研究書にも言及がなく、内容の紹介は今日まで行なわれて

いないが、後段で言及するように大変興味深いものである。

さて、第一番目に紹介したツオンカパの 『極楽願文jは、主として 『無量寿経』に基づく観

想法を整理したものであると言える。前述の拙論でも言及したところであるが、ツォンカパ自

身による言葉をここで重ねて書き出してみると、

da Itar gyi gang zag rnams kyis kyang sgrub par mi nus pa mi snang ba(川(今[の時

代]の人々でも決して成し遂げるられないものではない)

として「時」の観点から述べ、そして、
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3号， 1991年。

b)梶漬亮俊「パンチェン ・ラマ一世著 f極楽の国土に障害なく行くための迅速な道jの研

究j摂大学術 Ser.B No. 10， 1992年。

c)梶漬亮俊「ツォンカパの浄土思想、の研究J大阪工大摂南大学中研所報第24巻 3号1992

年。

d)梶漬亮俊「チャンキャ一世の浄土思想」大阪工大摂南大学中研所報第25巻 3号，1993年。

e)梶演亮俊 iMiphamの浄土思想」印度準備教筆研究第41巻第 1鋭、 1992年。

f)梶演亮俊「ミパァムの浄土思想の研究」摂大学術 Ser.B No. 11、1993年。

(a)は筆者拙稿(1)で触れたツオンカパ造の読語用略本 I極楽願文』のチベット文原典テキストと

和訳および英訳を対照させたものである。拙稿の雑考および稗舎氏の研究をさらに進めたもの

と言える。 (b)は、“Myurlam" (迅速道)と略称されるパンチェン一世による文献の訳と詳細

な註記である。 (c)は筆者拙稿(2)で試訳したツォンカパ造『極楽願文』広本の訳である。 (d)はチ

ャンキャによる浄土教文献二本の内の一本の訳で構成されている。なおチャンキャによる他の

一本は筆者拙稿3)で試訳されている。 (e)と(f)はニンマ派の学僧として有名なミパムの著になる

浄土教系文献の解説と訳である。同書もゲルク派系のものと同じく 『無量寿経jに主として基

づいた顕教的色合いの濃いものと見受けられる。

梶漬氏(a)で和訳された文献すなわち筆者拙稿(1)の試訳 (1981年)、稗舎氏の和訳 (1985年)

を経て梶涜氏によって再訳(1991年)されたものは、小谷信千代氏 ・ツルティムケサン氏によ

って複た再び邦訳されている。

ツ/レティムケサン ・小谷信千代共同執筆「チベットの浄土教Jr浄土仏教の思想J3 講

談社、 1993年。

ツォンカパ造『極楽願文Jの確定訳と言うべきであろう。但し恐らく編集上での制約があっ

て註記が略されたであろうことは理解できるにせよ、稗舎氏の和訳に関する言及が存在しない

のは理解し難い。

チベットの浄土教は独立した宗派こそ形成しなかった仰が、広く一般に信何されてきた教

えで、その中でも二系統のものが有名であった。両者は、同じく rbDesmon (極楽願文)J

即ち rbDeba can la skye ba'i smon lam (極楽に往生する為の願文)Jと略称される別個の二

種の願文を中心に伝承されている。

まず、第ーのものとして前述のゲルク dGelugs派の派祖ツオンカパ (Tsongkha pa Blo 

bzang grags pa'i dpal， 1357-1419) によって著された rbDesmon (極楽願文)Jとその注釈書

類がある。
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西蔵仏教の浄土教理解

小野田俊戴

西蔵仏教所伝の浄土教について筆者はいままでに数種の雑記を公表している。

1) rチベット撰述の浄土教系仏典Jr例教大学大学院研究紀要j第 7号、 1979年。

2) rツオンカパ造 『最上国開門j試訳Jr仏教文化研究j第27号、 1981年。

3) rチベット所伝の浄土観想修法Jr国立民族学博物館研究報告j別冊 l号、 1983年。

4) rr阿弥陀鼓音声陀羅尼経』に基づく西蔵憂茶羅Jr日本仏教学会年報j第52号、 1987

年。

これらの中、 (lX2X3)は、ゲルク dGe]ugs派所伝の典籍の中から派祖ツオンカパによって著

された rbDesmon (極楽願文)Jとその注釈書および手引書類の翻訳研究であり、 (4)はサキ

ャ派所伝の憂茶羅集成(ゴル Ngorコレクション)(1)に収載されるものを、その儀規書と照合

した図像研究である。

西蔵仏教所伝の浄土教に関しては、青木文教氏等の先学諸師も深い関心を持っておられたら

しく、民博所蔵の青木文教氏将来文献にもそれを示す自筆の書き込み等が発見される。また、

河口慧海氏のお弟子であった宗川宗満氏は昭和 8年に後述するラーガアスヤ造の 『極楽浄土願

文jの訳を発表されている。

さて、ここでその後の研究の進展について纏めておきたい。筆者による 3種の雑文の後、

1985年には、稗舎幸紀氏が大正新情大蔵経第十九巻に収められている漢訳 I極楽願文J(大正

No.935)とツオンカパによる原文 ・和訳を対照させた論文を発表されている。

稗舎幸紀「無量光仏礼讃文をめぐって(序説)ーその解説と和訳-J (高田短期大学紀要

第 3号)

ツオンカパの著述は同じ漢訳者の名の下に大正蔵経の中に合計二本存在するが、著者名が明

示されずに収録されたこともあって一般にはあまり 知られていない。稗舎氏の当該の論文は

『極楽願文j略本を漢訳本およびチベット原文からの日本語訳とによって解説したものである。

1991年から精力的に西蔵仏教の浄土教について多くの論文を発表されているのは、梶潰亮俊

氏である。

a)梶涜亮俊「ツォンカパ著『極楽への誓願文』の研究J大阪工大摂南大学中研所報第23巻
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普賢行願讃蔵訳 5ηa-bhadracaηφranidhanaraja ('p加'gspa bzanρo styod仰す smon lam 

gyτrgyal po)デルゲ台北版 1098 (デルゲ東北1095).VoL 20， 462/524 (5) 

463/531 (3) =デルゲ台北版 4382 (デルゲ東北4377). VoL 52， 259/600(1)司
260/606(3) 

与デルゲ台北版 44(デルゲ東北44)，VoL 8， 442/716 (7) -443/723 (6) (大

方康悌華厳(経)所収).

普賢行願讃蔵訳註釈註釈 1 Arya-Bhadracaηlapranidhanamaharajanibandhana by Klu sgrub 
(龍樹)デルゲ台北版 4016 (デルゲ東北4011)VoL 521/326(4)-526/363(1) 

往生論

往生論註

往生礼讃

観経疏

北京版 VoL 105 ni 189b7~211a2. 

註釈 2 Samanωbhadracaryapranidhanarthasamgraha by Phyogs kyi glan 
po (陳那)デルゲ台北版 4017 (デルゲ東北4012)VoL 20， 526/363 (1) -532/ 

401(4) 北京版 VoL 105 ni 211a2~231a5. 

註釈 3 Arya-Bhadracaryapranidhanarajatika by ~ãkya'i bses gnen (釈友)

デルゲ台 北版 4018(デル ゲ東 北4013)VoL 20， 532/401(4)-541/467(4) 

北京版 VoL 105 ni 231a6~267a7. 

註釈 4 Arya-Bhadracaryapraηidhanarajatika by Rgyan bzan po (厳賢)

デルゲ台北版 4019(デルゲ東北4014)VoL 20， 541/467(4)-546/504(4) 
北京版 VoL 105 ni 267a7~288a3. 

註釈 5 Arya-Bhadracaryapranidhanatika by Dbyig gnen (世親)デルゲ台

北版 4020(デル ゲ東北4015)VoL 20， 546/504 (5) -551/537 (7) 北京版

VoL 105 ni 288a3~308a. 

註釈 6 Bhadracaryacatus tikapi nd arthabhismara na by Ye ses sdeデルゲ

台北版 4364(デルグ東北4359)VoL52， 137/367(1)-145/426(1) 北京版

5846 VoL 145 cho 217a2~252a4. 

婆簸繋豆菩薩造菩提流支謬「無量寄経優波提舎願生f局J正蔵26巻(No.

1524)， pp.230-233. 

沙門曇鴛註解「無量寿経優波提舎願生偽婆薮祭頭菩薩造珪註j浄全1 pp. 

219-256 

沙門善導集記「往生礼讃偶」浄全 4pp.354-376. 

沙門善導集記「観経玄義分第一、序分義第二、定善義第三、散善義第四j浄

全 2 pp.1-74. 
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種々の妙行を遮せんとにはあらずj と説かれ、その他の妙行(雑行)を全く禁止するものでは

ないとされる。

この様に、法然上人の五種正行は口称念仏の一行に集約される。そして、この選び取った称

名念仏は、その他の行を含摂するものでもある。例えば、前の普賢行願讃にみられたように、

大乗仏教で行を修していく場合に発菩薩心は必須なものである。菩提心を持つことは、往生要

集に説かれる五念門では、作願門の内容とされる。この菩提心について法然上人は、「浄土宗

の菩提心は浄土に生まれようとする心であるJ(三部経大意)と言われ、総て口称念仏一行に

集約する方向にそ って解釈される。さらに口称念仏をなす者は阿弥陀仏の光明に浴して、浄土

に往生することとなる。そのことを 『選択集』七の「阿弥陀仏が余行の者を照らしたまわず、

ただ念仏者を摂取する文」にて明らかにされている。

(4)の註釈

参考文献

石井教道 『選捧集全講』平楽寺書庖. 1967. 

大橋俊雄 『法然全集j全三巻 春秋社. 1989. 

坂上雅翁 「念仏と諸行一法然教学における菩提心の基本的理解J浄土宗学研究11.pp. 77-92.知

恩院浄土宗学研究所. 1978. 

藤堂恭俊 「五種正行論 特に 『選探集第二章jを中心として一」仏教大学大学院研究紀要2. 仏教

大学.pp.101-136. 1971. 

藤堂恭俊 「法然浄土教の実践大系とその内実J日本仏教学会編 仏道の大系. pp. 183-195. 1989. 

藤本惇彦 rr五番相対』私考ー善導と法然をめぐって-J r小沢教授頒寿記念 善導大師の思想、とそ

の影響J.pp.329-349. 1977 

略語表

Bbh: Bodhisattvabhumi， ed荻原雲来 『党文菩薩地経J1936. repr. 1971チベット大蔵経デルゲ版

No.4037. 

Bhc 1:焚文普賢行額讃.ed.泉芳環，大谷学報10-2.pp. 370-426. 

Bhc S: Bhadracari， ein Sanskrittext des heiligen Jiun. Abdruck im J ahre 1783， von Shindo 

Shiraishi. r白石真道仏教学論文集」所収. 1988.伸.444-461.

Bhc V: Gandaりuhasutraed. P. L. Vaidya， 1960， tt.428-437. 

MVB: Madhyanla-Vibhaga-Bhasya ed. Nagao Gadjin， 1964 

Ybh: Yogacarabhumi， ed. Vidhushekhara Bhattacharya， The Yogacarabhumi 01 λcaηla Asanga， 

Calcutta， 1959. チベット大蔵経デルゲ版 No.4036. 

稀伽論 菊勅菩薩造 『議伽師地論j玄笑訳 100巻正蔵30巻 (No.1579).

中辺分別論 天親菩薩造『中辺分別論j真諦訳 2巻 正 蔵31巻 (No.1599).

普賢行願讃漢訳 貞元訳『大方厳f弗華厳経j40巻般若訳正蔵10巻 (No.293).

不空訳『普賢菩薩行願讃j1巻 不空訳正蔵10巻 (No.297).

普訳『文殊師利発願経j1巻 f弗陀践陀羅正蔵10巻 (No.296).
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法然上人は、 『選択集j二に上述の善導の観経疏を引用し、善導の教えに依止し、五種正行

を浄土往生業と立てる。そして、正業 ・助業について次の様に説く。

「ーには正業、 こには助業なり。初に正業とは、上の五種の中、第四の称名を正定の業とな

す。即ち文に 『一心に専ら弥陀の名号を念じて、行住坐臥の時節の久近を問わず、念念に捨て

ざるもの、これを正定の業と名づく。彼の仏の願に順ずるが故に』と云える是なり。次に助業

とは第四の口称を除いての外、読調等の四種を以て助業となす。即ち文に 『もし礼調等に依る

をば即ち名づけて助業となすj と云える是なり。問うて日く何んが故ぞ五種の中に独り称名念

仏を以て正定業とするや。答えて日く、彼の仏の願に順ずるが故に。意に云く、称名念仏は是

れ彼の仏の本願の行なり。放にこれを修する者は、彼の仏願に乗じて必ず往生することを得る

なり。J

ここでは称名念仏一行のみが、阿弥陀仏の本願の行であるから、往生浄土の正因となるとい

う善導大師の 『観行疏j散善義の説を受けて、称名正行が正業となる理由が述べられる。これ

は 『選択集j十六の私釈段にも見られる。「正行を修せんと欲せば、正助二業のなかには、助

業を傍らにして正定を専らにすべし。正定の業とはこれ仏名を称するなり。名を称すれば必ず

生ずることを得。仏の本願によるが故なり Jとある文である。

次いで五種の正行に続いて五種の雑行が説かれる。

「次に雑行とは、即ち文に Iこの正助二行を除いて己外の自余の諸善を悉く雑行と名づく j

と云えるとれなり 。意の云く、雑行無量なり。具に述ぶるに逗あらず。但し今且く五種の正行

に翻対して以て五種の雑行を明さん。 ーには読諭雑行、 こには観察雑行、三には礼拝雑行、四

には称名雑行、五には讃歎供養雑行なり 。第ーに読諦雑行とは、上の観経等の往生浄土の経を

除いて己外の大小乗、顕密の諸経において受持し、読請するを悉く読諦雑行と名づく。第二に

観察雑行とは、上の極楽の依止を除いて己外の大小顕密、事理の観行皆悉く観察雑行と名づ

く。第三に礼拝雑業とは、上の弥陀を礼拝するを除いて己外の一切諸余の仏菩薩等及び諸の天

等において礼拝恭敬するを悉く礼拝雑行と名づく。第四に称名雑行とは、上の弥陀の名号を称

するを除いて巳外の自余の一切の仏菩薩等及び諸の世天等の名号の称するを悉く称名雑行と名

づく 。第五に讃歎供養雑行とは、上の弥陀仏を除いて巳外の一切の諸余の仏菩薩等及び諸の世

天等において讃歎供養するを悉く讃歎供養雑行と名づく。」

ここでは、五種正行に対して五種雑行を説き、五種雑行を行じたのでは、阿弥陀仏の浄土へ

往生する行とはならないと主張している。

さらに、正行と雑行とを対比して五番相対の批判がなされている。

五番相対とは、親疎対 ・近遠対 ・無間有間対・不回向回向対 ・純雑対であり、正行は親・

近 ・無間 ・不回向・純であるが、一方雑行は疎 ・遠 ・有間 ・回向 ・雑であるとする。その理由

を、雑行は阿弥陀仏の本願の行でないから、弥陀浄土に往生するには、本願の行である五種の

正行によらねばならないからであるとする。しかしながら、『念仏を勧めることは、これ余の

36-



浄土宗総合研究所研究成果報告書-1

2.一心に彼の国の二報荘厳に専注し、思想し、観察し、憶念し、

3. もし礼するには即ち一心に専ら彼の仏を礼し、

4. もし口に称するには即ち一心に専ら彼の仏を称し、

5.もし讃歎供養するには即ち一心に専ら讃歎供養す。これを名づけて正となす。

またこの正の中に就いてまた二種あり。ーには一心に専ら弥陀の名号を念じて、行住坐臥に

時節の久近を問わず、念念に捨てざるは、これを正定の業と名づく。彼の仏の願に順ずるが放

』こ。

もし礼請等に依るをば、即ち名づけて助業となす。

この正助二業を除いて以外の自余の諸善を悉く雑行と名づく。もし前の正助二行を修すれ

ば、心常に親近して憶念断ぜれば名づけて無間となすなり。もし後の雑行を行ずれば、即ち心

常に間断す。回向して生ずることを得べしといえども、すべて疎雑の行と名づくるなり」と説

いている。

これら五種の行は、阿弥陀仏の浄土に往生するためのまさしく正行とされる。また五種正行

の中の4.称名正行を特に正定業と規定し、称名念仏を前面に打ち出している。五種正行の中

のl.読諦 2.観察 3 礼拝の三正行と、 5.讃歎供養正行を正定行の前三後ーを助ける助業

と規定している。

また善導の著作のいづれにも説かれているのは機悔である。観経疏の定善観法の回想、観では

餓悔は観想、と結びついて、一つの行法を構成している。道場を荘厳し、仏前において無始己来

の身口意業によって造る十悪 ・五逆 ・四重 ・誘法 ・闇提等の罪を機悔し、その後観想をなすと

いう様に、機悔は観想に結びつけられ一つの行法となっている。このことは前述の普賢行願讃

の往生行の中に餓悔が一つの行法として取り入れられていること軌をーにしている。

(3)の註釈

参考文献

坪井俊映 「善導大師の餓悔と法然上人←称名念仏と餓悔について一」浄土宗学研究12，知恩院浄土

宗学研究所， pp. 71-95， 1979A. 

坪井俊映 「善導と法然の本願についてー特に第十八念仏往生願の確証と選取について-J仏教文化

研究25，浄土宗教学院研究所， pp. 1-15， 1979B. 

藤堂恭俊 「善導大師編著たる 『往生礼讃』所説の五念門孜Jr小沢教授頒寿記念 善導大師の思想、

と影響J，pp.83-103， 1978. 

福原隆善 「善導大師の餓悔思想J浄土宗学研究12，浄土宗学研究所， pp.45-70， 1979. 

三枝樹隆善 ir観経疏jの研究j善導教学の研究，仏教文学善導教学研究会， pp.233-257， 1980. 

(4) 法然上人の五種正行
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はならない。

(3) 善導大師の五念門と五正行

善導大師の五部九巻の著作には種々の往生行が説かれているが、その内で五念門と五正行と

はどのような位置を占めるのであろうか。そこでまず善導大師の五念門の解釈を見てみよう。

善導大師は 『往生礼讃jの前序において五念門を説いている。

1 礼拝門は、一心専至して恭敬合掌して香華を供養し、阿弥陀仏のみを礼拝することであ

る。

2 讃嘆門は、意を専らにして仏菩薩の身相光明、浄土の荘厳光明を讃嘆することである。

3.観察門は、意を専らにして仏菩薩の身相光明、浄土の荘厳などを睡眠時を除いてつねに

憶し念じ想い観ずることである。

4.作願門は、心を専らにして一切時一切処において真実心の中に発願して、浄土に往生す

ることを願うことである。

5 回向門は他のなした善根に随善し、その善根と自己のなした善根とを衆生と共有し、そ

れらを浄土に廻向し、往生した後六神通をえて生死界に廻入して衆生を教化し成仏するに至

ることである。

この五念門は「往生論」の五念門と比べると、作願門 ・観察門の順序が組みかえられてい

る。これは、礼拝門 ・讃嘆門 ・観察門の三門は身 ・口 ・意の三業としてひとまとめにされ、三

心の内の至誠心と対応させられるために、善導の五念門では第三番目に観察門が置かれている

からである。また、作願門を発願の意味に解釈している点、に特長がある。しかし称名念仏は

「往生礼讃Jでは五念門に含まれず、五念門の枠外で詳説される。

そして往生行として四修の法を行ずることが説かれているが、その内の無余修と無間修につ

いて、

こには無余修。謂わゆる専ら彼の仏の名を称して、彼の仏及び一切の聖衆等を専ら念じ、専

ら想い、専ら礼し、専ら讃じ、余業を雑えず、放に無余修と名づく。

三には無間修。謂ゆる相続して恭敬して礼拝し称名し讃歎し、憶念し観察し、廻向して発願

する。心相続して余業を以って来し間えず。故に無間修と名づく。

と説く。これよりすると称名念仏は五念門の枠外に置かれていても往生業として重視されてい

たことがわかる。

次ぎに五正行を見てみよう。

善導大師は、 『観経疏j散善義に「行に就いて信を立つとは、然るに行に二種あり。ーには

正行、二には雑行なり。正行と言うは、専ら往生経に依って行を行ずる者、これを正行と名づ

く。何者か是なる。

l.一心に専らこの f観経j・『弥陀経1・f無量寿経j等を読請し、
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ここでは仏国土の力によって、煩悩を成就したまま往生し、さとりを得ると説く。

曇驚は五萄の世で、無仏の時に菩薩が不退転地を求めることは難行であるが、一方易行道で

は仏に対する信仏の因縁によって浄土に往生を願えば、仏の願力によって浄土に往生すること

ができると説く。上記の例で見られるように、修行者が往生行を修して阿弥陀仏に対して信心

称名をもって呼びかければ、阿弥陀仏はその願力により修行者を往生させ、不退転地を得せし

めることで応えるという、仏と凡夫との間の呼応関係が成り立っている。

(2)の註釈

参考文献

香川孝雄 『無量寿経の諸本対照研究』永田文昌堂，1984. 

藤堂恭俊 「世親の浄土観」仏教文化研究4 仏教文化研究所， 1954. 

藤堂恭俊 「無量寿経論註の研究」仏教文化研究所研究報告 4 仏教文化研究所， 1958. 

藤堂恭俊 「無量寿経論註解題」国訳一切経和漢撰述部， 1978. 

藤堂恭俊 「天親と盆鷲の浄土教思想」浄土思想く講座大乗仏教 5>春秋社， pp. 180-215， 1985. 

早島鏡正 ・大谷光真 『浄土論註J<仏典講座23>大東出版， 1987. 

向井 亮 「世親造 『浄土論jの背景一「別時意J説との関連から」日本仏教学会編 I仏教における

浄土思想J，pp.161-176， 1977. 

山口 益 『世親の浄土論j法蔵館， 1981. 

山本正文 「五念五正に関する一考察(正)J宗教研究第14号， pp.34-65，同 i(続)J第15号， pp 

17-71， 1937. 

註

(1)この三厳二十九種の内の浄土相とは、 『摂大乗論j天親釈に称される十八円浄説と関係が深いと

される。(藤堂恭俊(1985))また三厳三十九種と五念門 ・五功徳門を十地経法雲地と比較し、浄

土論と十地経が密接な関係があるとの指摘もある。(長谷岡一也「世親浄土論における十地的要

素J，印仏研6-2，pp.493-496， 1958). 

(2) この引用された無量寿経の文のサンスクット原典を見てみると、

ye kecit sattvas tasya 'mitabhasya tathagatasya namadheyam srnvanti， srutva cantasa 

ekacittotpadam apy adhyasayena prasadasahagatam utpadayanti， sarve te 'vaivartti. 

katayam samtisthante 'nuttarayah samyaksambodheh. (上記無量寿経香川本， p.246-p 

247) 

「およそいかなる生ける者たちでも、かの無量光如来の名前を聞き、聞きおわってから心底か

ら浄信 (prasada)をともなった心を、たとえ一度であっても起こすならば、すべての者はこ

の上ない正しいさとりから退かない状態に住する。」サンスクリット原典との比較において指摘

されるのは次のことである。

(1) サンスクリ ット原典には、五逆の者と正法を誹誘する者がない。これは第18願に対する成

就文である。第18願には五逆 ・正法とを誹誘する者があるので、ここでは省略されたと考え

られる。

(2) i一念をなす」の原語は iekacittotpadaJ (たとえ一度であっても心を起こす)であり、い

わゆる「念仏」の「念Jの原語のーっとされる。すでに先学の指摘がある様に、 cittotpada

(心を起こす)は、意業として心中に念ずることであって、語業として称名念仏をなす意味に
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さて往生行を行ずることによって、衆生の悪業 ・煩悩はどのように変化をし、滅罪を得るの

であろうか。

いくつかの例を見てみよう。

<1>八番問答に 『論註jは無量寿経を引用して次の様に説く。

答えて日く。王舎城所説の 『無量寿経jを案ずるに「仏、阿難に告げたまわし十方↑E河沙

の諸仏如来、皆な共に無量寿仏の威神功徳、の不可思議なることを称嘆したまう。あらゆる衆

生、その名号を聞きて、信心歓喜し、乃至一念至心に廻向して彼の国に生ぜんと願ずれば、す

なわち往生することを得て不退転に住す。ただ五逆と正法を誹誘するをば除く Jと。此れを案

じていうに、一切の外凡夫の人、皆な往生を得。

ここで聞名を契機とし、阿弥陀仏を念じて往生を願えば往生できるとするヘ

< 2 >また観無量寿経を引用して、臨終時の下品下生の者が、十度南無阿弥陀仏と仏名をと

なえれば、憶念するごとに、八十億劫にわたる輪廻の罪が除かれるとする。

これは臨終時の称名念仏による滅罪を説くものである。

< 3 >凡夫は身口意を悪業をなして、罪を造って三界に輪転しつづける。だから仏や菩薩は

身口意の三業を荘厳して、凡夫のうそいつわりの三業を正される、と論は説く。さらにそれを

次の様に詳説する。

身の悪業については、阿弥陀如来の光明の仏身を見ることによって、身業の繋縛から解脱

し、浄土に生まれて平等の口業を得る。

口業については、阿弥陀仏如来の尊い名号とその説法を聞くことによって、口業の繋縛から

解脱し、浄土に生まれて平等の口業を得る。

意業については、阿弥陀如来の平等の意業を聞けば、意業の繋縛から解脱して、浄土に生ま

れて平等の意業を得る。(荘厳身業 ・口業 ・心業功徳成就)

ここでは見仏による身悪業の浄化、聞名による語悪業 ・意悪業の浄化が説かれている。また

浄土に往生して後に行者の身 ・語 ・意業は質的な転換をなし、平等の身 ・語 ・意業を得ると説

カ'nる。

< 4)下下品の者でも清浄な宝珠のような阿弥陀知来の名号を聞けば、一瞬の内に罪障が滅

して心清浄となり浄土に往生できる。また下下品の者が仏名を称することにより、実の生を見

ょうと煩悩の火(見生の火)が自然と消えて、無生の生をさとる智慧(無生智)が生ずる。

ここでは聞名による往生と、称名による煩悩の滅(すなわち無生智の獲得)が説かれてい

る。(氷上燃火の喰)

< 5 >凡夫の人煩悩成就することあれども 、また彼の浄土に生ずることを得れば、 三界の繋

業畢寛じて牽かず。則ち是れ煩悩を断ぜずして浬繋の分を得。いずくんぞ思議すべけん。(清

浄功徳成就)
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(2) 往生論と往生論註

f無量寿経優波提舎願生偽J(以下「往生論J)は世親 (Vasubandhu，天親)が造ったとさ

れ、菩提流支訳の漢訳一本のみが現存する。 『往生論jは、無量寿経に基づいた二十四の偽頒

と、それに続く偽頒を解説する長行よりなる。その偏頒は阿弥陀如来に対する帰依と、安楽世

界に往生を願う帰敬備に始まり、あらゆる衆生とともに安楽園に往生することを願う回向文で

結ぼれている。

この 『往生論』の長行に五念門が説かれている。それは 1)礼拝 2 )讃嘆 3 )作願 4)観

察 5 )回向の五門である。そしてそれぞれを次の様に説明する。

1 )阿弥陀仏の浄土に往生せんがために身業によりかの仏を礼拝するのが礼拝門である。

2 )如実に修行して相応せんがために語業によりかの如来の名を称し、かの如来の光明智相

のごとく、名義のごとく讃嘆するのを讃嘆門である。

3 )如実に奪摩他(止)を修行せんがために、意業により一心にもっぱらかの国に生ぜんと

作願するのが作願門である。

4 )如実に毘婆舎那(観)を修行せんがために、智業によりかの国の三種二十九句の荘厳を

観察するのが観察門である。

5 )一切衆生の苦を抜かんがために、方便智業によって一切衆生とともにかの国に生ぜんと

願ずるのが回向門である。

礼拝は身業、讃嘆門は語業、作願が意業であり、観察は意業(智業)であり、廻向は三業

(方便智業)となる。観察は智業と、また廻向は方便智業と名づけられることよりわかるよう

に、五念門は凡夫というよりは、高い位の菩薩のための往生行となっている。

この五念門は作願、観察門がその中心であり、それぞれきamatha(止)と vipasyana(観)

を具体的な内容としている。観察門で説かれる、三厳二十九種功徳成就相とは、浄土の様相

(国土荘厳功徳成就相)十七種と、阿弥陀仏の様相(仏荘厳功徳成就相)八種と、浄土の菩薩

の様相(菩薩功徳成就相)四種のことである。そして長行の最後に五念門の行を修し自利利他

すれば、速やかに無上等正覚 (anuttarasamyaksambodhi) を成就すると結んでいる。

曇鴛の著した f往生論註(以下論註)J (無量毒経優波提舎願生偏註)は世親の I往生論1の

註釈である。曇鴛の活躍した時代は、世親の著作が 『十地経論j と 『唯識二十論』の二部しか

漢訳されておらず、世親の稔伽唯識の教理を充分に活用することは不可能であった。曇鷲は四

論を学び講義した学者であり、中観仏教の立場よりその論を造り出した。それは衆生を実体視

することを否定して、因縁和合なるが故に、仮名人であるとすべきだとしたり、浄土を無の有

であるとする所などに見い出せる。 『論註jにおいて曇鴛は 『往生論jの二十四の備を五念門

に配当し、また I往生論jの長行に示されている五念門を往生行として受け入れ独自な解釈を

加えた。
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sambodhau parinamayita bhavati. <9>kalena ca kalam vicitranam samyakpranidhananam 

tri-ratna-piljayas ca sarv'akarayah udarayah karta bhavati. <lO>abhiyuktas ca bhavaty ara-

bdhavlryah satata-samitam kusala-pakse. a-pramada-viharT kayena vac亘 siksapadanamsmr・

tisamprajanya-carikaya caraksakah. indriyais ca gupta-dvaro bhojane matrajnah pilrva-ratra-

para-ratram jagarika-yuktah satpurusa-sevl kalyana-mitra-samnisritah atmaskhalitanam ca 

parijnata bhavati. <ll>dosa-darsl ca. jnatva ca drsta pratisamharta bhavati. <l2>skhalitas ca 

buddha-bodhisattvanam sahadharmikanam camtike atyayadesako bhavati. evam 

bhaglyanam kusalanam dharmanam arjana-raksana-vivardhanaya yac chllam. tad bo-

dhisattvasya kusala-dharma-samgrahakam sj]am ity ucyate. 

[ 7 ] 善根を修習する極歓喜住の菩薩 (Bbh. p. 330， 14-p. 331， 8稔伽論555c27-556a13)

tasyasmin vihare vyavasthiasya dvabhyam karanabhyam bahavo buddha abhasam gac-

chanti darsanasya. ye ca tena sruta bhavanti bodhisattva-pitake. ye ca cetasa 'dhimukta 

bhavanti. dasasu diksu nana-namasu loka-dhatusu nana-namas tathagata iti. tan audarika-

prasada-sahagatena cetasa darsanay' ayacate. tasya tathabhiltasya rdhyaty eva sa ayacana. 

idam ekam karanam 

<2>evam ca cittam pranidadhati. yatra buddhotpadah. tatra me janma bhaved iti. tasya 

tathabhiltasya rdhyaty eva tat pranidhanam. 

<3>sa evam audarika-prasada-darsanataya pranidhana-balataya ca tams tathagatam drs-

tva (1) sarv'akaram piljam sukhopadhanatam upasamharati yatha-sakti-yatha-balam sam-

gha-sammananam ca karoti. tesam ca tathagatanam amtikad dharmam srnoti udgrhnati 

dharayati. dharmanudharma-pratipattya ca sampadayati. (3) tani ca kusala-mulani mahabo・

dhau parinamayati. (2) caturbhis ca samgraha-vastubhih sattvan paripacayati. tasyaibhis 

tribhir visuddhi-karanaih tani kusala-mUlani yadbhilyasya matraya visudhyanti 

(3) 山本正文「五念門五正行に関する一考察J(宗教研究14，p.60， 1937.)の表を引用した。

(4) 普賢行願讃のサンスクリットテキストには三つの edition がある(略語表参照)。その内、

Bhc Sを底本とした。

(5) Bhc 1.， Bhc V. janmasu 

(6) Bhc 1.， Bhc V. OupapattL 

(7) Bhc S. kumbhandu 

(8) Bhc 1.， Bhc V. sarvarutani jagasya. but Tib. 'gro ba kun gyi skad = Bhc S. 

(9) Bhc V. ye khalu 

(10) Bhc S. vimuhye 

(11) Bhc S. asesa 

(12) Bhc 1. vyasanogha・

(13) 香川孝雄 『浄土教の成立史的研究j山喜房悌書林， pp. 220-225， 1993.普賢行願讃のチぺ

ツ卜訳の註釈は、 6本ある(略語表参照)。この註釈の研究及び和訳は月輪博士によってすで

になされている。(月輪賢隆普賢行願讃の註疏仏典の批判的研究， pp.468-514， 1971). 

註釈 lから、註釈 5まではその内容がほぼ類似している。月輪博士の和訳(概要)は主とし

て、註 1と註2によっている。今回は世親の註釈である註釈 5を中心に試訳した。

(14) las kyi stobs rnams yons su rdsogs byed cin (業力を円満する)とあるが、頒備と他の註

釈によ って、 rdsogsbyedをdagbyedと読みかえた。

(15) pham paを註 1，註 2，註4により phasphamと読みかえる。

(16) 註釈 lにより、 namspar gyur baを補う。

(17) 註釈 2により、 lhunba dan lhun ba ma min paをlhunba ma mun pa dan lhun baと読

みかえる。

(18) 文意を要約した。

(19) 註釈 5 (i!t親釈)は言葉の省略が多く読みづらいので、註釈 Iを参照して要約した。
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である。

(2) 五念門の成立の素地となった資料としてこの華厳経の十大願以外にも数多く指摘がされてい

る。[1 ]三部経の所説[2 ]十波緩蜜である。また世親が稔伽唯識の論師であることから、稔

伽論等に典拠を求めるこ ともなされている。それは[3 ]十法行[4 ]修学七法などである。

また聡伽論の中に、それ以外にもいくつかの素材が見いだせた。以下[5 ]八種に分類される

法[6 ]摂善法戒[7 ]善板を修習する極歓喜住の菩薩である。それらを挙げておこう。

[ 3 ] 十法行 (MVB p. 63， 13-20 中辺分別論 461a24-b3，瑞伽論 706c22-707al) 

身業 1.書写 (lekhana)11.供養 (pujana)III.施 (dana)IV.聴 (sravana)

口業 V読 (vacana)V1.受持 (udgraha)VII.広説 (prakasana)

VIII.読諦 (svadhyaya)

意業 IX.思惟 (cintana)X修習 (bhavana)

[ 4 ] 修学七行 (Bbh p. 95， 1-11議伽論500b，10-17) 

nirdistam tavad yatra bodhisattvena sksitavyam. yatha punah siksitavyam. tad vaks-

yami uddanam. 

くl>adhimukter bahulata <2>dharma-paryesti-<3>desana-<4>pratipattis tatha <5><6> 

samyag-avavadanusasanam 

ih'<l>adita eva bodhisattvena bodhisattva-siksasu siksituk亘menadhimukti-bahulena

bhavitavyam <2>dharma-paryesakena <3>dharma-desakena く4>dharmanudharma-

pratipannena く5>samyag-ava vadanu詰 sakena <6>samyag-avavadanusasanyam ca 

sthitena <7>upaya-parigrhita-kaya-van-mamas-karmana ca bhavitavyam. 

己に菩薩所臆筆慮を説けり。是の如く、感に与すべきことをば、我れ今嘗に説くべし、 BE柁

南に日く、["< 1>勝解多きとく 2>求法とく 3>説法とく4>修法行とく 5>正教授 とく 6>

教誠とく 7>方便に婿むる三業なりJ。
若し諸の菩薩、菩薩所腹壁慮に於いて、精勤し修撃せんと欲せばく1>最初に定んで謄に多くの

勝解を具すぺく、<2 >感に正法を求むべく、<3 >慮に正法を説くべく 、<4>膝に正しく法随法

行を修行すべく、<5 >臆に正しく教授すべく 、<6>臆に正しく教誠すぺく 、<7>臆に無倒の教

授教誠の方便所掻の身語意業に住すぺし。

[ 5 ] 八種に分類される善法 (Ybh.p. 63， 1 -4 聡伽論292a21-25)

asta vidham < 1 > abhivadana -vandana -pratyutthanananjalikarma剖 mgrhitam<2>subhasi-

te sadhukara咽 tyabhuta-varnaharana-samgrhitam <3>glanopasthana叩 mgrhitam <4>guru 

nam gauravenopasthana-samgrhltam <5>anumodana-samgrhitam <6>para-samadapana-samgr-

hitam <7>parinamana-samgrhitam <8>apramana-bhavana-samgrhitam/ 

或は八種を立つ。謂く く1>起迎と合掌と問訊と礼敬の業の所擬の善と、<2 >彼の妙説を讃

し実徳を称場する[業]の所摂の善と、<3 >病者に供承する[業]の所摂の善と、<4>師長を

敬事する[業]の所摂の善と、<5 >随喜所摂の善と、<6 >勧請所摂の善と、く7>廻向所摂の善

と、<8 > [四]無量を修する[業]の所摂の善となり。

[ 6 ] 摂善法戒 (Bbh. p. 139， 1 ~p. 140， 3 蒲伽論511a21-12)

tatra kusala-dharma-samgrahakam silam yat-kimcid bodhisattvah sila-samvara-sama-

d亘nadurdhvam maha-bodhaya kusalam acinoti kayena vaca. sarvam tat samasatah kusala-

dharma-samgrahakam silam ity ucyate. tat punah katamat. iha bodhisattvah <l>silam nisritya 

silam pratisthaya srute yogam karoti cintayam samatha-vipasyana-bhavanayam ek' 

aramatayam. <2>tatha gurunam abhivadana-vandana-pratyutthanamjali-karmanah kalena 

kalam karta bhavati. 

tatha kalena kalam tesam eva gurunam gauravenopasthanasya karta bhavati. <3> 

glananam satkrtya karunyena glanopasthanasya karta bhavati. <4>tatha su七hasitesadhu-

karasya data bhavati. <5>gunavatam pudgalanam bhutasya varnasya harta bhavati. <6>tatha 

sarva-sattvanam dasasu diksu sarva-punysy'asayena prasannam cittam utpadya vacam bha-

samanah anumodita bhavati. <7>tatha sarvam vyatikramam pratisamkhyaya paresam ksa-

mita bhavati. <8>tatha sarvam kayena vaca manasa krtam kusalam anuttarayam samyak 
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さらに註釈は(果報の)受が定まっていない罪業を清浄にするためには、行者は悪趣に生じ

ようという有情のために有情に代わって種族・色彩 ・外形 ・量など異な りのある異熟果を受け

ることによって、罪業が清浄となるとする。

また善業の有果の能力を清浄にするには、異熟果を捨てて、菩提に対する誓願の力によって

廻向することによって清浄になるとする。また色と無色に関係する不動業は有情の利益のため

に努力することによって清浄となるとする。以上の様に註釈は「業力の除滅jについて詳説し

ている。

次に、頒備の煩悩のカを除滅することについて註釈(19)は次の様に述べる。

煩悩とは身心を悩ます貧等である。それら(煩悩)は威力があり、趣に往くこと ・趣に往か

ないことまた利益があること ・利益がないことまた軽いこと ・重いこと等のことがある。一切

の無知となったものが増大することがある。それら(煩悩)を征服するためには、不浄[観]

等の修習そして世間道によって[煩悩を]威圧することである。略していえば、その煩悩を支

配して菩提分(法)を修することである。

次に頒備にある「魔力を無力化することJについて、註釈は次の様に説く。

魔とは天子等であり、それらの力は菩薩の行の障磁をなす力がある。それらを慧の力によっ

て、無力 ・無能力 ・無依止とするべきである、と。以上が第三十八備の註釈により、どの様に

すれば業 ・煩悩が除滅できるかを見てきた。

第五十一備では、普賢行願讃を諦すことの功徳によって、五無開業が消滅することを説き、

註釈には以下の様にある。

五無開業は無智のカによって造られたものである。無智は根本的な煩悩で、他の貧等も無智

より造られる。普賢行願讃を請して清浄なる (prasada)水を心に満たし、またこの普賢行願

讃を心勝解し、念請し、保持し、修習することを昼夜誓つてなせば、すみやかに(罪が)消滅

するであろう、と。

最後の第六十二備で、(普)賢行を廻向した功徳により浄土に往生することを説く。

以上の様に普賢行願讃は聖道門に属する自力の行であり、浄土に往生するためには種々な行

を必要とすること、つまり以下に述べようとする五念門 ・五種正行と比べてはるかに難行道で

あることが理解されよう。

(1)の註釈 ・参考文献

(1) 普賢行願讃の漢訳は三本ある。略語表に示した様に四十華厳(貞元訳)に含まれているもの

と、独立した経典となっている「普賢行願讃J(不空訳)と「文列師利発願経J(晋経)の二本
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る、その衆生は悪趣に趣くことはないとは私は説く。なぜかと言えば、煩悩の離に関しては実

物がなく、一切の煩悩の生滅が[なくなり](16)、因縁和合の道理によってその(煩悩)が生じ

ても生ずるやいなや滅する[からである]。心とは生じて滅するものであり、そのことは煩悩

もまた滅するものであると、この様に勝解して(17) 堕落もなく堕落の依処も少しもない (17)。

住所もなく機会もない。障凝のない住所において、堕落の依所が存在することはないjと。

同様に菩提心を起こし、それを起こすことによって一切の堕落から全く逃れることがある。

(それは)r優波離所問経』に説かれている如くである。

「もし、菩薩は朝に墜落しても午前中に菩薩心を起こすべきである。その様にすれば、その

菩薩の戒離は顛倒したものにならないと知るべきである。この様に午前中に堕落しでも、午後

に菩提心をおこすべきである。その様にすれば、その菩薩の戒菰は顛倒したものにならないと

知るべきであるJなどと[説かれて]いる。

『聖華厳経 (gandavyuha)Jにも同様に説かれている。

「善男子よ。菩提心は大劫の火の如くであって、一切の悪業を焼きつくすjなどとある。

三百 [偽]にも(同様に)説かれている。

「さらにまた須菩提よ。善男子あるいは善女人が、この様な性質のこの経典を受持し、執持

し、暗請し、知理作意し、それを廻向すると、極めて清浄となる。なぜかと言えば、その衆生

達彼らは前世において不善の業をなして、悪趣に生ずることが決定しているが、現世において

受けるべき前生の不善業を滅蓋しているからである」などとある。

[以上が] [果報を]受けることが定まった悪業を全く滅除してしまうことである。

註釈はこれに続いて、ある者が小品 ・中品の罪業は餓悔等で取り除くことができるが、五無

開業等の重罪は総てを根本から抜除できないであろうと言う。 (18) それについて重罪に対する

対治の心を生ずる努力で抜除できるであろう。業を徹底して破嬢することによって取り除ける

と答えている (18)。

以上、世親の註釈によって第三十八偽の「業力の除滅」の内の果報の定まった不善業が除滅

されることを見てきた。以上これをまとめて見ると次の様になろう。

1 )衆生を三悪道に沈ませるカのある不善業は、機悔することによって、不善業の根本を除

き去ることができる。

2 )対治力によって不善業の根本を除き去ることができる。つまり有情の利益を願ずる菩提

心を発起する。

3 )勝縁のカによる。つまり三宝に帰依をする。

4 )仏教の真理を領悟する。つまり、 一切法の無我性を領悟する。甚深の法を勝解する。諸

法の自性清浄を領悟する。知:章作意をなすことなど。

5 )経典の受持 ・執持 ・読請することの功徳による。
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[ここで]有情のためにこのように願心を生ずるとはどの様なことか、と言うならば、語る。

総ての趣において有情はだれでもこの様に人の世で私と同様な行為をなすであろう。彼らすべ

ての者による行為により、私の頂の輪に輪廻の苦を普く集め、断ずることなく[それを]受け

取って、輪廻にある有情だれもが、この様に[業の果を]受けることを(私は)なくそうとす

ることである。

縁のカによっても[除滅すると偽頒にあるが]それは rsul王arikavadanaJにある知くであ

る。ある天子が死んで牝猪の胎内に生を受けるべき業の果が起こる。[時に]三[宝に]帰依

をなしただけで総てが根本より滅除した。[そして]三十三天の内から、命終して兜率天に生

じた。

諸法無我を領解することによっても、全く根本より[悪業を]滅除する。[それは]r浄除業

障経jにも説かれている如くである。

ある比丘が不浄行と人を殺すことの二つの波羅夷罪(15)がなした。後で、機悔 (kaukrya)の

心を生じて苦悩した。心が焼けるごとく苦悩を生じ、狂乱者の様に僧房(vihara)から僧房へ村

から村へその周辺地域などに行って、多くの人の前で「悪人を殺すべきである。ああ、殺せ。

殺せ」と(言って)たびたび、罪を機悔する力によって(自身を)投げ出して、乃至、その業

[活動力]を弱めて住した。(彼は)実にその(為したことの)ために心を悩ましていた。彼と

は別の、神通を得ているかの菩薩が、この様に甚深の法を説示した。そのおかげであらゆる種

類の罪惑を滅して法の無我性をさとり、無生法忍を獲得した、と。一切の堕落を機悔を除滅し

て一切の業障を滅除することによって、甚深の法性を勝解すると信じられるべきである。

同様に [聖如来蔵経jにも詳細に説かれている。

「迦葉よ。父である独覚の生命を奪うことは殺生の中で重[罪]である。与えられないもの

を取ることの内で重[罪]は、すなわち三宝物を奪うことである。欲邪行中の重[罪]は、す

なわち母である阿羅漢と不浄を行ずることである。妄語中の重[罪]は、すなわち如来を誹誘

することである。両舌中の重[罪]は、すなわち僧伽を破すことである。粗悪語中の重[罪]

は、すなわち聖者を誘語することである。鯖語中の重[罪]は、すなわち求法者を非難するこ

とである。貧心中の重[罪]は、すなわち [正しく]生活している者の所得を貧ろうとするこ

とである。眠心中の重[罪]は、すなわち無間[業]を行じようとすることである。邪見中の

重[罪]は、すなわち虚無の見解である。

この様に不善の十悪業道は総て大罪があるものである。迦葉よ。もしここである衆生がある

時に、この様な罪悪のある不善の十業道を有していながらも、彼はまた如来が因縁の相応の法

を教示することによって領解し、その(法)について我 (atman)、あるいは有情 (sattva)、

あるいは命者(jiva)、あるいはプトガラ (pudgala)、あるいは作者 (karaka)、あるいは受

者は、何ものも存在しないと作意して、造作され雑汚がなく幻に等しい法性こそが一切法であ

ると自性より明らかにして行く。本来的に清浄な一切法について浄信を持ち、勝解をしてい
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bhadracarim parinamya yad aptam punyam anantam ativa visistam / 

tena jagad vyasanaugha(12)nimagnam yatv amitabhapurim varam eva //62// 

賢行を廻向して得られる、無辺の極めてすぐれた福徳によって、厄難という暴流におぼれた

衆生は、そ(の福徳)によって最上なる無量光(仏)の宮殿に往生するであろう。

まず十大願の一番目の礼敬諸仏が、第一、二備に説かれる。その場合に敬礼する行者は身・

語 ・意の三業が清浄である (prasanna) と述べられている。この清浄なる (prasanna) とい

う語は pra+sad-より作られた過去分調(形容調)であり、「清浄なるJi(浄)信のある」と

いう意味で使われることが多い。 pra+sad-の名詞の prasada(prasanna)は「無量寿経」で

は往生にいるための、三昧と散乱しない憶念を生ずる前提として説かれる重要な語とされてお

り(12)、往生の前提として、清浄なること・浄心のあること (prasanna，prasada)が必須であ

るという共通性が指摘される。

普賢の十願の内の第四にあたる機悔業障が第八備に説かれる。これは通常略餓悔と云われ、

日常勤行式に唱えられるものである。三不善根を主たるものとする煩悩によって、身語意の三

業により造られた罪悪を、機悔告白して滅しようとするものである。

第十六偏から第十九偽までの四備は、道心不亡門(菩提心を忘失しないための教示)とされ

る。第十六備では宿命を知ること、第十七偏では戒行を常に行ずること、第十八偏ではあらゆ

る言語で説かれた説法をなすこと、第十九備では(十)波羅蜜多行を行ずることが説かれる。

これら第十六偶より第十九偏に説かれた四種の行為により、多くの罪悪が滅除されると説かれ

ており、滅罪のためには種々の行が必要であることが説かれている。

第三十八備は対治門であり、業 ・煩悩 ・悪魔の三力を取り除くことを説く。註釈では詳細に

説明されているので、どの様にすれば普賢行と相い反する業 ・煩悩が滅除されるのか、見てみ

ょう (13)。

業カを除滅する(14) と[偽頒に]あって[偽頒では]分類していないので[分ければ]善 ・

不善 ・不動の区別によって、それはまた三種となる。この中で不善業は(定まった生を)受け

る場合に三悪趣の果を与える力を持つものである。それを全く取り除くのは断 (prahana) と

持戒 (samvara律儀)とであり、[つまりは]対治等の力によるのである。[以下]この様に

説かれている。

i(悪)業をなすことによって極めて恐怖し、自分自身を誹誘して反省し、それら(の悪業)

を機悔し降伏することによって、全く根本よりヲ|き抜く、と私は説く」と。

対治の力によっても完全に清浄となるのは[次の如くである。]例えば慈悲心のない娘が別

の国土で母に対して悪く言うことで、不善の業が発起して[それが]現在において、果を与え

ることもある。果はどの様なものであれあるのである。そして殊勝の意楽を起こして有情の利

益を目的として願心を生じることにより、残らず総て(の悪業)がなくなる、と。
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十方の世界の三世にい らっ しゃる、人師子なる彼ら総てに対して身 ・語・意が完全に清浄で

ある私は敬礼いたします。

ksetrarajopamakayapramanaih sarvajinana karomi pranamam / 

sarvajinabhimukhena manena bhadracaripranidhanabalena //2// 

(普)賢行の願力によって、一切の勝利者達に対面しようという心をもって、国土の塵にも

等しい(自分自身の)身体を手段として一切の勝利者に敬礼をいたします。

yac ca krtam mayi papu bhaveyya ragatu dvesatu mohavasena/ 

kayatu vaca manena tathaiva tam pratidesayami ahu sarvam //8// 

貧 ・膜 ・療のために、私によって造られた悪(業)がある。それら総てを、私は身 ・語 ・意

によって、機悔いたします。

bodhicarim ca aham caramano bhavi jatismaru sarvagatisu / 

sarvasu jatisu(5) cyutyupapatti(6) pravrajito ahu nityu bhaveyya //16// 

そして私は菩薩行を行じていて、一切趣における宿命を知れる者となるであろう。生と滅と

のある総ての生において、私は常に出家者にふさわしい者であるべきであろう。

sarvajinan anusiksayamano bhadracarim paripurayamanah / 

silacarim vimalam parisuddham nityam akhandam acchidra careyam //17// 

一切のジナ(=仏)に学んでいる(私は)、(普)賢行を完成しつつあり 、完全に欠くこと な

く無垢で清浄な戒行を常に行ずるであろう。

devarutebhi ca nagarutebhir yaksakumbhanda(7)manusyarutebhih / 

yani ca (8)...sarvaj agasya rutanij agasya附 sarvarutesvahu desayi dharmam //18// 

そして、天(人) の言語 ・龍の声 ・ヤクシヤとクムパーンダと人間の言語によってあらゆる

衆生の言語があるが、私は衆生のあらゆる言語で、法を説くであろう。

pesalu(9) paramitasv abhiyukto bodhiyi cittu ma jatu vimuhyet(lO)/ 

ye 'pi ca papaka avaraniyas tesu pariksayu bhotu asesam(川 //19//

熱心に波羅蜜を行じる者は、菩提心を忘れることは決してないであろう。また障礎をなす罪

悪が、彼らにとってことごとく浄除するであろう。

karmabalam parisodhayamanah klesabalam parimardayamanah / 

marabalam abalam karamanah purayi bhadracaribala sarvan //38// 

業の力を清浄にしながら、煩悩の力を除滅しながら、魔の力を無力にしながら、私は総ての

賢なる行の力を完成するであろう。

papaka panca anantariyani yena ajnanavasena krtani / 

so imu bhadracarim bhanamanah ksipru bhoti asesam //51// 

無知のために五無開業をな したその者は、この(普)賢行(願讃)を請せば、(その罪が)

速やかに残りなく消滅するであろう。
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「はじめにJの註釈

参考文献

藤堂恭俊 「阿弥陀仏信仰論」浄土宗綜合研究所報 2，pp. 7-14， 1991. 

望月信享 「菩薩行と往生浄土行」浄土学20，大正大学浄土学研究会， pp. 5-15， 1942. 

(1) 普賢行願讃

漢訳の別訳 I四十華厳経jの普賢行願品では、普賢菩薩が善財のために如来のすぐれた功徳

を称賛した後に十大願が説かれる。この十大願を円満することにより浄土(無量光仏の宮殿)

に往生が可能となるのである。この巻の終りに六十二頒が結頒としてあり、それが普賢行願讃

である(1)。この普賢菩薩の十大願は『往生論jの五念門の成立の素地になっているとの指摘も

なされている (2)。

五念門と礼仏法経と普賢の十願の対照表を引用してみよう (3)。

[五念門] [干し仏法経八願] [普賢十願]

l礼敬諸仏

l供養願 _____ / __......-2称讃如来

2讃嘆仏徳ドア -----3康修供養

2讃嘆_./ 4機悔願---- /5随善功徳

3作願 ← 一 一 ， 5勧請願一一/ ，6請転法論

4観察 ¥¥  L 6随善願./ L 7請仏在世

5廻向 ~--7廻向願 _____ ， 8常随仏学

8褒願 ¥叶 9恒順衆生

LlO普皆廻向

この対照表を見て、一つ問題となるのは、礼仏法経や普賢十願に機悔(願)が挙げられるの

に五念門には機悔(業障)の語がないことである。それは曇鷺の説く五念門についても同様で

ある。また普賢行願讃は、古来より略華厳経と言われる様に華厳経をコンパクトにまとめたも

のであり、また普賢菩薩の十大誓願もうまくその中に収められている。この様に五念門とも関

連の深い普賢行願讃の中から、浄土に往生をなそうとする行者の悪業の果 ・罪の消滅に関して

述べた偶頒を中心にして検討しよう (4)

yavata keci dasaddisi loke sarvatriyadhvagata narasimhah/ 

tan ahu vandami sarvi asesan kayatu vaca manena prasannah //1// 
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念仏と業
一普賢行願讃から五種正行へ

松濡泰雄

はじめに

仏教を歴史的に見てみると、さとり(成仏)を目的として種々な修行道が設定されている。

初期仏教では出家者の行として、四諦 ・十二縁起の観法、四禅四無色等の定の修行など種々な

行が説かれており、在家者のためには八正道 ・十善業道という正しい生活規範も説かれてい

る。

大乗仏教に至って般若経典では六波羅蜜が菩薩の修行の方規として説かれ、筆厳経、解深密

経では十波羅蜜をあげる。唯識では、修行に五つの階程を設ける。つまり、それは資糧位 ・加

行位 ・通達位・修習位 ・究意位である。資糧位では六波羅蜜をはじめ三十七菩提分法が修さ

れ、加行位では菩薩の十地修行の内の極喜地の修行がなされ、修習位では十地の修行を次々と

修していく。

往生浄土とは、菩薩の願行によって出来上がった浄土に衆生が往生することである。衆生は

浄土に往生してからさとりを得るために修行する。往生浄土のための行としては六波羅蜜があ

げられることもあり、般舟三昧経では見仏の法があげられている。標題の五念門と五(種)正

行は浄土に往生する行の代表的なものである。

またこの往生行を通じて凡夫の阿弥陀仏に対する呼びかけ(=念仏)に、法蔵菩薩の時の行

願が満たされ浄土におられる阿弥陀仏は本願の力によって応じるという、仏と凡夫とには呼応

関係が成立すると藤堂先生は指摘されてお られる。種々の往生行によって、 特に称名念仏によ

って浄土に往生する過程また は浄土に往生してのちにおいて、その凡夫(願行者)の有する

罪 ・悪業の果はどのようになるのであろうか。その願行者自身の業には何か質的な変化はある

のであろうか。願行者の念仏はその者の業にどのようにかかわるのであろうか。小稿は種々に

説かれる往生行を通じてこれらのことを、 (1)普賢行願讃 (2)往生論と往生論註 (3)善導大師の

五念門と五正行 (4)法然上人の五種正行の四項目に分け、考察してみたいと思う。
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(68) 大8，p. 497 

(69) 大8，pp. 530c-531a 

(70) 大8，p. 568a 

(71) 大8，pp.832c-833b 

(72) 大8，pp.647c-648a. 

(73) 藤田前掲書(1970)p. 410， 416. 

(74) 藤田の訂正に従う。藤田宏達 『党文和訳無量寿経 ・阿弥陀経j法蔵館:京都， 1979，左 p

33. 

(75) Sukhavativyiiha (Sukh.)， ed. by Ashikaga， Kyoto， 1965， p. 42. 

(76) Sukh. pp. 42-43 

(77) See F. Edgerton， Buddhist Hybrid Sanskrit Dictionary， 1953， p.579. 

(78) 大12，p. 310a 

(79) 大12，p. 292a 

(80) 大12，p.272c 

(81) 大11，p.98a. 

(82) 藤田の訂正に従う。 藤田前掲書 (1979)p.33. 

(83) 藤田の訂正に従う 。藤田前掲書 (1979)p. 34. 

(84) Sukh. p. 43 

(85) 大12，p.310c. 

(86) 大12，p.292c. 

(87) 大12，p.272c. 

(88) 大11，p.98a. 

(89) r浄土宗全書J23， p. 202 

(90) この他にも 〈阿弥陀経〉には、衆生の誓願が説かれている箇所がある。『浄土宗全書J23， p 

208.大12，p. 348a 

(91) 大12，pp. 344c-345b 

(92) Sukh. p. 23 

(93) 大12，p. 343a， 344b， 345cに 「誓願Jに類する語が散見し得るのみである。

(パーリ資料は PTS版、漢訳は大正新情大蔵経を用いた。)
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(22) Av. p. 10， 18， 25 (誓願文なし)、 32，37， 43， 51， 59. 

(23) Mv. III， p. 183. 

(24) ed. by E. B. Cowell and R. A. Neil， Cambridge， 1886 

(25) Divyの誓願説に関しては、拙稿を参照されたい。平岡聡 rrディヴィヤアヴァダーナ』に見

られる二種の誓願説Jr宗教研究J293 (1992)， pp. 71-90. 

(26) Divy. p. 346 

(27) Th-a. 222-223 

(28) Th-a. 514， 996-997. 

(29) Paramatthadipani IJ， p. 86， 216.尚、最初に考察したパッチャヤ長老の用例での panidhiは、

他の語で置き換え られていない。

(30) 藤田宏達 f原始浄土思想の研究j岩波書庖 :東京，1970， p.405の注(14)並びに香川孝雄

「原始{弗教経典における誓願Jr坪井俊映博士頒蕎記念 仏教文化論孜J(昭和59)p. 678 

(31) Bv. p. 12 

(32) Mv. 1， p. 238-239 

(33) これに関しては、次節で表に纏める。

(34) 大3，p. 32a. 

(35) Mv. 1， p. 38 

(36) Ibid. 1， p. 39 

(37) Ibid. 1， p. 49 

(38) Ibid. 1， p. 50. 

(39) Ibid. 1， p. 60 

(40) Ibid. 1， p.238. 

(41) Ibid. 1， p.239. 

(42) Ibid. 1， p. 330 

(43) Ibid. 1， p. 330 

(44) Ibid. 1， p. 335 

(45) Ibid. III， p. 138. 

(46) Ibid. III， p. 138 

(47) 大3，p.5a. 

(48) 大3，p.17a 

(49) 大3，p. 19a 

(50) 大3，p. 24b 

(51)大3，p.25b. 

(52) 大3，p.26b. 

(53) 大3，p. 32a 

(54) 大3，p. 37a 

(55) 大3，p.38a-b. 

(56) 大3，p.38a. 

(57) 大3，p. 38a 

(58) 大8，p. 101c 

(59) 大8，p.358c. 

(60) 大8，p. 302a 

(61) 大8，p:465c 

(62) 大8，p. 501a 

(63) 大8，p. 575a 

(64) 大7，p.849a 

(65) 大8，p. 660a 

(66) 党本には、 pra-ni.r dhaに相当する語はない。

(67) 大8，pp. 457c-458a. 
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たいj という衆生の「願いj とが、浄土経典において見事に融合し、「誓願j という宗教的行

為を通して、仏は衆生と、衆生は仏と関わりを持つという、仏凡の呼応関係が成立するのであ

る。

〈注〉

( 1 ) 本稿においてく無量寿経〉、〈阿弥陀経〉と表記する時は、この二経の諸異本のもとになった

種々なる原本を総称する経名を意味し、 『無量書経J(康僧鎧(? )訳)、『阿禰陀経J(鳩摩羅什

訳)とは区別する。

( 2 ) ところが浄土経典の誓願説に関する従来の研究では、救済する側の誓願説が研究の対象にな

ることはあっても、救済される側の誓願説が取り上げられることは非常に稀で、さらにその両

者の誓願説の相違ということになると、全く問題視されなかったのが現状である。

( 3 ) 普通「誓願jと漢訳される原語は、 Skt.では pra-niFdha、及びこの動詞の名調形 prani-

dhana， prandhiである。この動詞は「置く、向けるjという意味を基本にした語で、本来「誓

願Jを意味しないが、仏教文献では「心 (citta)J等の語と共に用いられることが多く、「心を

〔何処かに〕向りる」というところから、派生的に、何らかの「願望」的な意味が付加されるよ

うになったようだが、仏教以外のインド文献では、この意味で使用されることはなく、仏教独

自の用法と言えよう。ところで、誓願思想を研究する場合には、この語を中心にし、この語の

用例総てを検討すべきであろうが、本稿では、 誓願の内容とその箸願を成就させる行為という

視点から誓願思想を扱うために、誓願文を持たない pra-niFdha等の原語は、研究の対象外と

する。逆に、それらの語がなくとも誓願文がある場合、また pra-niFdha以外の語と共に誓願

文が説かれている場合は、これを研究の対象とする。

( 4) SN_!， p_ 133. Cf.TherTgatha 197. 

(5) SN. !V， p. 302 

(6) SN. !V， p. 303. 

( 7) DN. III， p. 238-239. 

( 8) DN. III， p. 258-259; AN. IV， pp.239-241 

(9 ) 本節では、 『増一阿含経Iの用例を扱わない。というのは、ここでの誓願説がいずれも仏陀を

中心と する本生話の中で説かれており、本節よりは、むしろ次節の「本生経類の誓願説jで扱

う方が適切であろう。

(10) Ap. p. 4. Ap.と対応する箇所も多い 『五百弟子自説本起経jでも、同種の誓願説が見られる。

大4，p. 190b-c， pp. 191c-192a. 

(11) 先程取り上げた「五つの心の束縛」と いう経説に見られる panidhayaは南伝の注釈書

ManorathapiiranT (III， p. 326) によれば、 patthayitvaと解釈されているので、この二つの用

語の意味内容は近いものと考えられる。

(12) ]a. VI， p. 480. 

(13) この他にも patthanaの用例として、 ]a.1， p. 409 ; IV， pp. 318-320 ; V， p. 40， 44， 212， 289等が

挙げられる。また saccakiriya(真実語)という諾も「誓願」に奮い意味で用いられることが

ある。 Cf奈良康明 11真実語」について一一仏教呪術の一側面一一Jr日本仏教学会年報1
38 (1973)、pp.19-38 

(14) 大2，p. 824b 

(15) ed. by E. Senart， Paris， 1882-1897 

(16) Mv. 1， p. 112 

(17) Mv.!， p. 113，115，116，117 

(18) 大2.p.611a-b. 

(19) 大2.p. 599b， 613a， 686b， 759a， 824a etc 

(20) ed. by ]. S. Speyer， Netherlands， 1958. 

(21) Av. p.4 
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無量蕎経jで見た用例は、第一章第三節で考察した用例と共通し、典型的な誓願説 Iの用例と

言えよう。

B.誓願説IIの用例

誓願説IIが詳細に説かれているのは、何といっても〈無量寿経〉である。党本によると、ダ

ルマーカラ(法蔵)比丘が、五劫をかけて仏国土の功徳の厳飾と荘厳の成就を収めとった後、

ローケーシュヴァラ ・ラージャ(世自在王)如来の前で四十七の誓願を立てるが、この後、仏

陀はアーナンタ'に向かつて次のように述べている。

sa khalu punar ananda dharmakaro bhik~us .... iman evaf!lrupan .2!:担当主vise詞n

nirdisya yathabhutam pratinapratipattisthito 'bhut.附

「さて、アーナンダよ、かのダルマーカラ比丘は、(中略)かくの知き特別な誓願を述べ終

わって、その通りに誓いの実践に専念したのだ」

この後、引き続いて、ダルマーカラ比丘は、その誓願を成就せんがために、自利利他行を修し

たことが、言葉の限りを尽くして語られている。漢訳でも同様に、彼が誓願の実現に向けて勇

猛に修行している姿が描かれており、特に I無量寄経j と『無量霧如来曾j とでは、焚本同

様、実に多くの言葉がこれに費やされている。この用例は、先ず如来の前で誓願を立て、そし

てその後で、その誓願を実現すべく、長時にわたって修行しているという点で、「誓願→行」

を内容とする Bv.の誓願説と極めて近いものがある。

尚、 『観無量書経jには、〈無量寿経〉のように、法蔵比丘の誓願(あるいは阿弥陀仏の本

願)を積極的に説く箇所はなく、また く阿弥陀経〉に到っては、極楽の見事な景観を説くのに

終始し、法蔵比丘の誓願や阿弥陀仏の本願には言及していない。

4.小結

本稿では、浄土経典に見られる二種の誓願説に注目し、それぞれの誓願説の起源と展開とを

考察してきた。そのうち、誓願説 Iは「善業(菩根)→誓願」を内容とし、「すでになされた

善業の方向性を決定するものjと定義し得るものであった。これに対し、誓願説IIは「誓願→

行」を内容とするもので、「これからなすべき行の方向性を決定するものj と表現し得るもの

であった。これら二種の誓願説を、浄土経典との関係において、成立史的に見るならば、誓願

説 Iは初期仏教以来の在家的な「願いjに端を発し、浄土経典の中では救済される側の衆生の

誓願へと継承されていった。一方、誓願説IIは、 Bv.に代表される燃灯仏授記の、スメーダの

「誓い(自利利他の決意)Jに起源を求めることが出来、浄土経典の中では、特にく無量寿経〉

において、衆生を救済する側の法蔵菩薩の誓願説へと展開していったことが理解された。

成立史的に見て、全く異なった思想基盤の上に展開していった二つの誓願説、即ち「衆生を

極楽国土に救い取らずにはおかない」という阿弥陀仏の「誓いJと、「阿弥陀仏の国に生まれ
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便往生。何等民三。ー者至誠心。二者深心。三者廻向毅願心。具三心者必生彼園。復有三

種衆生。嘗得往生。何等民三。ー者慈心不殺具諸戒行。二者讃語大乗方等経典。三者修行

六念廻向授願生彼併園。具此功徳。一日乃至七日。 即得往生。(中略)上品中生者。不必

受持謂諦方等経典。善解義趣。於第一義心不驚動。深信因果不誘大乗。以此功徳。廻向願

求生極繁因。(中略)上品下生者。亦信因果不誘大乗。但護無上道心。以此功徳。廻向願

求生極楽園。(中略)中品上生者。若有衆生受持五戒。持八戒粛。修行諸戒。不造五逆。

無衆過怒。以此善根。廻向願求生於西方極繁世界。(中略)中品中生者。若有衆生。若一

日一夜持八戒驚。若一日一夜持沙菊戒。若一日一夜持具足戒。威儀無欲。以此功徳。廻向

願求生極祭園(91)。

仏陀は阿難及び章堤希に言われた。

「凡そ極楽に生まれる仕方に九種の区別がある。上品上生の者とは〔次の如くである〕。も

しも衆生の中でかの国に生まれたいと願う者があれば、三種の心を起こすと直ちに往生出

来る。三種とは何か。第ーに至誠心、第二に深心、第三に廻向愛願心である。この三心を

具足している者は必ずかの固に生まれるのである。また衆生の中に三種があり、いずれも

往生することが出来る。その三種とは何か。第ーには慈悲の心を持って殺生せず、戒律に

従った行為を具足している者、第二には大乗の方等経典を読請する者、第三には六念を修

行し、〔この功徳を〕回向して、かの仏国土に生まれたいという願いをおこす者である。

この功徳を具足することが一日乃至七日に及ぶならば、直ちに往生出来るであろう。上品

中生の者とは〔次の知くである〕。必ずしも方等経典を受持し読請するわけではないが、

よくその意味内容を理解し、〔そこに説かれた〕最高の真理に対しても心が驚いたり動揺

したりせず、深く因果〔の道理〕を信じ、大乗〔の教え〕を護ることがない。三笠塾箆主

回向して、極楽園に往生せんと願い求めるのである。(中略)上品下生の者とは〔次の如

くであるJ0 (前と〕同じように、因果 〔の道理〕を信じ、大乗〔の教え〕を護ることはな

いが、ただ無上の道〔を得ょうとする〕心のみを起こす者である。この功徳を回向して極

楽園に往生せんと願い求めるのである。(中略)中品上生の者とは〔次の如くである〕。も

しも衆生の中で、五戒を守り、八斎戒に従うなど、様々な戒律を実践し、五逆罪を犯さ

ず、その他罪過を犯すことがなければ、この功徳を回向して西方の極楽世界に生まれたい

と願い求めるであろう。(中略)中品中生の者とは〔次の知くである〕。もしも衆生の中

で、一日一夜の問、八斎戒を守り、あるいは一日一夜の問、沙弥戒を守り、あるいは一日

一夜の問、具足戒を守って、その威儀作法に欠けるところがなかったならば、この功徳を

回向して、極楽園に生まれたいと願い求めるであろうJ

このように善業あるいは善根の内容はそれぞれ違うが、総て「善業→誓願Jという形で説かれ

ている。また今までの用例とは違い、「以此功徳Jという j節が付加されることによって、そ

の誓願を成就させる要因が誓願前の善業によって出来た功徳であることが分かる。よって f観
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【阿弥陀経】

次にく阿弥陀経〉の用例を検討してみよう。この経典に見られる誓願説 Iは、仏陀がシャー

リプトラに語りかけるという形式で次のように説かれている。

tatra khalu punah sariputra buddhaksetre sattvaih pranidhanam kartavyam/ tat 

kasmad dheto~/ yatra hi 凶 matatharüpaiり satpuru~ai~ saha samavadhanaJ!1 bhavati/ 

navaramatrakena sariputra kusalamulenamitayusas tathagatasya buddhaksetre 

sattva upapadyamte yah kascic chariputra kulaputro va kuladuhita va tasya 

bhagavato 'mitayusas tathagatasya namadheyam srosyati srutva ca manasikarisyati 

ekaratram va dviratram va.…saptaratram vaviksiptacitto manasikarisyati yada sa 

kulaputro va kuladuhita va kalam karisyati tasya kalam kurvatah so 'mitayus tath-

agatah sravakasamghaparivrto bodhisattvaganapuraskrtah puratah sthasyati so 

'viparyastacittah kalam karisyati ca/ sa kalam krtva tasyaivamitayusas tathagatasya 

buddhaksetre sukhavatyam lokadhatav upapatsyate tasmat tarhi sariputra idam 

arthavasam sampasyamana evam vadami satkrtya kulaputrena va kuladuhitra va 

tatra buddhaksetre cittapanidhanam kartavyam/<刷

「また、実に、シャーリプトラよ、衆生達はかの仏国土に対して誓願をおこすべきである。

それは何故か。実にそこにおいてこのような善き人と会うことになるからである。シャー

リプトラよ、衆生達は、少しの善根では、アミターユス如来の仏国土に生まれないのだ。

シャーリプトラよ、どのような善男子や善女人でも、かのアミターユス知来 ・世尊の名を

聞き、聞き終わって作意し、一夜、二夜、(中略)七夜の問、散乱しない心を以て作意す

るであろうならば、かの善男子や善女人が命終の時に、かのアミターユス如来は声聞の僧

伽に取り固まれ、菩薩衆に恭敬されて、命終者の面前に立たれるであろう。そして、かの

者は心が顛倒することなく死ぬであろう。彼は死んでから、その同じアミターユス知来の

仏国土である極楽世界に生まれるであろう。故に、シャーリプトラよ、ここで私はこの道

理を見て、次のように言う。『善男子や善女人は慎んでかの仏国土に心を差し向ける(=

誓願する)べきであるJ(と)J

このようにく阿弥陀経〉では、「善業(あるいは善根)→誓願Jという明確な形で誓願説 Iが

説かれているわけではないが、二番目の pranidhanaはcitta(心)と共に用いられているか

ら、初期仏教以来の誓願説 Iの流れを汲むものと考えられる(刷。

【観無量蕎経】

ここには、極楽往生する者を上品上生から下品下生までの九種に分けて説く箇所があるが、

このうち、上品上生から中品中生までの五つの段階に、それぞれ誓願説 Iの用例が見られる。

仏告阿難。及章堤希。凡生西方有九品人。上品上生者。若有衆生願生彼園者。褒三種心即
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また、かの如来を多くは作意せず、また多くの善根を絶えず植えはしないが、かの仏国土

に心を向ける(=誓願する)衆生達がいるならば、色 ・姿 ・高さ ・広さの点でも、比丘僧

伽に取り固まれている点でも、かのアミターパ如来 ・阿羅漢 ・正等覚者と全く同様の化仏

が、彼らの臨終の時に、〔彼らの前に〕立たれるであろう。彼らは如来を拝見することで

心が落ち着き、〔その知来を〕所縁とする三昧によって、億念を失うことなく、死渡して、

まさしくかの仏国土に生まれるであろう。

党本には、 pra-niFdhaに相当する語は見られないが、原文で下線を施した (cittam)sam-

praFisという動調は、 pra-ni F dhaと極めて近い意味を持っている。即ち、この動調は、心

(citta) と共に用いられると、 pra-niFdhaの本来の意味がそうであったように、「心を 〔ど

こかに〕向けるJ(77)乙とを意味する。従って漢訳を見ると、この部分は、それぞれ、 『大阿菊

陀経Jr欲往生阿菊陀悌園J(78)、『無量清湾平等質経Jr欲往生無量清浄傍園J(79)、『無量蕎綴j

「願生彼園J(80)、『無量蕎如来曾Jr願欲往生J(81)となってお り、いずれも「誓願jに近い訳語が

与えられている。よ って、ここでも如来を作意することによって善根を植え、その後に誓願し

ているから、これは誓願説 Iと見ることが出来よう。

最後に下輩者は、次のように説かれている。

ye punar ananda sattvas tal!1 tathagatal!1 dasacittotpadat(82) samanusmari号yantispr-

hams ca tasmin buddhaksetre utpadayisyanti gambhIresu ca dharmesu bhasyaman-

esu tustim pratilapsyante na vipatsyante na visadam apatsyante na samsIdam apat-

syante 'ntasa ekacittotpadenapi tal!1 tathagatal!1 manasikarii?yanti盟企amcotpadayi号・

yanti tasmin buddhaksetre te 'pi svapnantaragatas tam amitabham(83) tathagatam 

draksyanti sukhavatyam lokadhatav upapatsyante 'vaivarttikas ca bhavisyanty 

anuttarayah samyaksambodheh. (84) 

また、アーナンダよ、十たび心を起こすことにってかの知来を作意し、かの仏国土に対し

て願望を起こし、深遠なる法が説かれつつある時に、満足を得て、怯まず、絶望せず、落

ち込まず、たとえ一度心を起こすだけでも、かの如来を作意し、かの仏国土に対して願望

を起こす衆生達もまた、夢の中でかのアミターパ如来を見て、極楽世界に生まれ、無上な

る正等覚より退転しない者となるであろう。

この用例も、党本を見る限り、 pra-niFdhaに類する語は見られないが、本文中に下線で示し

たsprha(願望)という語は、知来を作意するという善根を積んだ後、かの仏国土に生まれた

いと願う所で使われているから、この語の意味内容は「誓願jに近い。これも漢訳を見てみる

と、 I大阿菊陀経Jr欲生阿粥陀併園J(85)、『無量清浄平等質経Jr欲生無量清浄イ弗園J(刷、 『無量

蕎経jr願生其園J(87)、『無量蕎如来曾Jr願生其園J<88)とあり、漢訳者はいずれもこの語を「誓

願」に類する語として解釈している。よって、これも誓願説 Iの用例と考えれよう。
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では、何故、本来性格の違う誓願説11を言い表す場合にも pra-ni，r dhaという言葉が用いら

れるようになったのかは、現時点では不明であり、今後、この点を中心に誓願説の起源と展開

を更に明確にしていく必要があるだろう。

3.浄土経典に見られる誓願説

A.誓願説 Iの用例

これまでに見てきた誓願説 Iは、浄土経典の中では、阿弥陀仏に救済されるべき衆生の誓願

説へと継承されており、いずれも往生の方法を説く箇所に見られる。

【無量寿経】

ここでは、往生する衆生の機根を三つに分けて、それぞれの往生の仕方を説く、所調三輩段

に誓願説 Iが見られるが、先ず上輩者は次のように説かれている。

ye cananda kecit sattvas tam tathagatam punah punar akarato manaslkari号yanti

bahv(74) aparimitam ca kusalamulam avaropayisyanti bodhaya cittam parinamya tatra 

ca lokadhatav upapattaye pranidhasyanti tesam so 'mitabhas tathagato 'rhan samyak-

saf!1buddho maraI/akalasamaye pratyupasthite 'nekabhik~ugaりparivJ;"taり purask~t功

sthasyati. tatas te tam bhagavantam drstva prasannacittah santi tatraiva suk-

havatyam lokadhatav upapadyateY5) 

また、アーナ ンダよ、およそいかなる衆生であっても、かの知来を行相という点から何度

も何度も作意し、多くの善板を植え、悟りに心を傾け、かの世界に生まれたいと誓願する

であろうならば、かのアミターパ如来 ・阿羅漢 ・正等覚者は、彼らの臨終が近づいた時

に、多くの比丘衆に取り固まれ、恭敬されて、〔彼らの前に〕立たれるであろう。それか

ら、彼らはその世尊を目にして心が落ち着き、まさしくかの極楽世界に生まれるのであ

る。

このように、上輩段では、如来の行相を作意することによって善根を作り、その後で「かの国

に生まれたい」と誓願しているのである。

次に中輩者は次のように説かれる。

ye punas tam tathagatam na bhuyo manasIkarisyanti na ca bahv aparimitam 

kusalamulam abhIl王snamavaropayisyanti tatra ca buddhaksetre cittam sampresayis・

2旦ite~af!1 tad~senaiva so 'mitabhas tathagato 'rhan samyaksaf!1buddho varI/asaf!1-

sthanarohaparinahena bhiksusamghaparivarena tadrsa eva buddhanirmito maran-

akale puratah sthasyati te tenaiva tathagatadarsanaprasadalambanena samadhina-

pramusitaya smrtya cyutas tatraiva buddhaksetre pratyajanisyanti.(76) 
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【般若経所説の四弘誓願】

出典 誓願前の表現

大 『放光般若経』 意念(58)

口口口 f摩詞般若波羅蜜経』 以是{，、作是願(59)

系 『大般若波羅蜜多経』 褒起種種堅固大願(60)

I道行般若経j 心作是念(61)

『大明度経』 心作是念、(62)

口口口 『小品般若波羅蜜多経』 愛知是JL/
63

)

系 『大般若波羅蜜多経j 設起種種堅固大願(64)

『仏説仏母宝徳蔵般若波羅蜜経j 起立口是J心(65)

【小品系般若経の五願説】(刷

出典 第一願 第二願 第三願 第四願 第五願

f道行J(67) 心念言 心念言 自今""・き<=t 自念言 心念言

『大明度j(68) 念 心念言 ，[、i、~】7、、モ-仁ーコ- 願日

I抄経J(日) 心念言 J ・L、J'市ペAλーコ，、Z ー一Fコ- 川コLi、"メtー合コ?、、そ一E三コ-吾 J 回u、J、~一AlJ?2、= 一一aコ

『小品J(70) 作是念 作是念 作是念 作是念

『大般若J(71) 恒作是念 恒{乍是念 恒作足念 作念願言

I仏母J(72) 作如是念 作如是念 作如是念 作如是念 作知足念
一一一-E --'ー』

IIは 「これからなすべき行為の方向性を決定するものJと定義出来よう。さてこの誓願説IIが

必ずしも pra-ni;-dhaあるいは「誓願」という語で表現されないことは既に論じたが、この

傾向は誓願説IIを説く般若系経典において特に顕著である。これを表に纏めると、上のように

なる。

このように誓願説IIとpra-ni;-dhaあるいは「誓願」という語の聞に確固たる対応関係は認

められず、特に般若経所説の誓願説がこのことを如実に証明している。この問題に関しては、

藤田宏達が既に指摘しているが(問、結論を見るには到っていないので、今この問題について

考えてみると、これは pra-ni;-dhaという 語が本来持っている意味内容と深く係わっている

と思われる。即ち、誓願文と共に用いられる pra-ni;-dhaという語は、大乗仏教以前におい

ては、基本的に「善業→誓願」を内容とする誓願説 Iを表現するのに用いられた用語であるか

ら、「誓願→行」を内容とする誓願説IIを表現するには相応しい言葉ではなかったのであろう。

だからこそ誓願説IIを表現する場合には、必ずしも pra-ni;-dhaに類する言葉が用いられて

いないのである。これは次に考察するく無量寿経〉の法蔵菩薩の誓願にも見られる傾向であ

る。それが部派仏教から大乗仏教に移行する過程で、その理由は明確ではないが、誓願説IIを

表現する場合にも pra-ni;-dhaという用語が使用されるようになったと考えられるのである。

-13-
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ここでは、凡そ10の誓願説IIの用例が説かれているが、その1例として、精進度無極章第四

の第55話に見られる用例を見てみよう。

菩薩存想。吟泣無寧。日吾従得天師経典翫請。執行以致局{弗。愈衆生病令還本浮乎。 (34)

菩薩は次のように考えると、咽び泣き、居ても立ってもいられなかった。

〈私は得天師に従って経典を読請し、修行して仏陀となり、衆生の病を癒して、本来清ら

かな状態に戻そう〉と。

ここでは、誓願文の前にも後ろにも「誓願」に類する語は存在せず、ただ「日く Jとして誓願

文が表現されている。ここでも誓願後の「得天師に従い、経典を読諦し、行を執るJという行

為が、この誓願を成就させる要因になっている。この後、この経典には、隣町の凡夫から、仏

の三戒の一章を聞くために、その凡夫から出された条件、即ち「身体の毛孔総てに針を刺し、

血が流れて痛みを感じても後悔しないこと」を喜んで実践してまでも、自分の立てた誓願を実

現しようとする菩薩の勇猛な姿が描かれている。この経典でも、誓願説IIの用例総てが「誓

願jに類する語と共に用いられているわけではないのである。

c.誓願説11の問題点

誓願説 Iの特徴が「すでになされた善業の方向性を決定するものjであるとすれば、誓願説

【本生経類】

出典 誓願前の表現 誓願後の表現

Bv evam me aSl cetaso abhinihara 

evam cittam utpadesi(35) pranidhana(36) 

evam ca pranidhesi(37) pranidhi(38) 

evam cittam utpadesi(39) 

恥1v evam cittam utpadesi(40) cetoprani dhana (41) 

parivitarka utpadye42) parivitarka(43) 

evam ca anupranidhesi川)

cittam utpadensuh(45) cetopranidhana(州

誓願{日)

誓願(48)

誓願{刊)

誓{叩)

念日(51)
『六度集経』

輿慈念日間
日(53)

誓日制

日(55) 発願{問

誓日(57)
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考えるべきではない。何故ならば、このように「仏はとなって衆生を利益せんJという誓願を

なした後、その誓願を実現せんがために、仏となるべき法を詮索し、輪廻を繰り返しながら、

十波羅蜜を実践し、諸仏を供養し、実際に悟るまで、実に四阿僧抵十万劫の年月を要している

からである。

またこの用例で注目すべき点は、この誓願が後に abhinihara(決意)という語で表現され、

pra -ni，r dhaに類する語は全 く使われていないということである。このことは誓願思想を考え

る上で非常に重要であり、誓願節IIに共通する特徴と考えられるから、後にこの問題を取り上

げてみたし」

【Mahavastu]

この燃灯仏授記物語は Mv.にも見られ、ここでも同様の誓願説が見られる。ここでは彼の

名前はメーガとなっているが、彼は自分の髪でディーパシカラ仏の足を拭いて供養した後、次

のように誓願する。

evam cittam utpadeti/ / aho punar aham pi bhaveyam anagatam adhvanam tathagato 

'rham samyaksambuddho vidyacaranasampannah sugato lokavid anuttarah purus-

adamyasarathiJ:l詰stadevanam ca manusyaηal!l ca yathayal!l bhagaval!l dipal!lkaro 

etarahim/ /・… evamtirno tarayeyam mukto mocayeyam asvasto asvasayeyam yath 

ayam bhagavam dipamkaro etarahi/ / bhaveyam bahujanahitaya bahujanasukhaya 

lokanukampaya mahato janakayasyarthaya hitaya sukhaya devanam ca manusyanam 

ca/ /(32) 

〔彼には〕このような心が生じた。

くああ、私もまた世尊ディーパンカラのように、未来世において、如来・阿羅漢 ・正等覚

者 ・明行足 ・善逝 ・世間解 ・無上士・調御丈夫・天人師となろう。一中略 この世尊ディ

ーノfンカラのように、〔自ら〕渡って〔他を〕渡し、〔自 ら〕解脱して〔他を〕解脱せし

め、〔自ら〕安穏を得て〔他に〕安穏を得させよう。多くの人々を利益せんがために、多

くの人々の安楽のために、世間を憐懸せんがために、多 くの人々の利益のために、諸天人

民の安楽と利益のために、私は〔仏と〕なろう>(と〕。

この誓願文は、 Bv.と同じく「このような心を起こしたj として記されており、 pra-ni，rdha
に類する語は見られないが、この誓願文が記された後では、 cetopranidhana(心の誓願)と

いう語で表現されている。この誓願説は Mvの中で他に 6箇所で説かれ、多少の異同はある

ものの、その内容は殆ど同じである。そしてこれらの誓願文総てがpra-ni，r dhaに類する語

で表現されているわけではないのである (33)。

【六度集経】

11 
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うことである。 pra-niFdhaという語の本来的な用法は、前章で考察したように「善業→誓

願」を内容とするものであり、 Th-a.に見られる panidhiの用例は例外的なものと考えられよ

う。このことは、次に考察する誓願説II (特に、燃灯仏授記におけるスメーダの誓願説と、般

若系経典所説の誓願説)の誓願文と pra-niFdha等の語との聞には、必ずしも一定の対応関

係が認められないことからも窺い知ることが出来よう。

B.本生経類

【Buddhavamsa，Bv.] 

ここでは、スメーダというバラモンがディーパンカラ仏に道で出会うが、道が泥土であった

ため、スメーダは自分の髪を解き、樹皮の衣と獣皮の衣とを泥土の上に敷いてうつ伏せにな

り、その上を、仏および仏弟子達が踏み行かれんことを望んだ後、次のような誓願を立てるの

である。

pathaviyam nipannassa evam me asi cetaso/ 

icchamano aham ajja kilese jhapaye mamam/ / 

kim me annatavesena dhammam sacchikaten' idha/ 

sabbannutam papunitva buddho hessam sadevake/ / 

kim me ekena tinnena purisena thamadassina 

sabbannutam papunitva santaressam sadevake/ / 

imina me adhikarena katena puris' uttame/ 

sabbannutam papunitva taremi janatam bahum/ / 

samsarasotam chinditva viddhamsetva tayo bhave/ 

dhammanavam samaruhya santaressam sadevake/ ;<31) 

大地に臥した私の心に、このような〔思い〕が生じた。

く私は、望むならば、今、我が煩悩を焼き尽くす事が出来よう。

〔しかし〕私がここで、見せ掛けだけで法を悟って何になろう。

〔むしろ〕私は一切智性を獲得し、天界を含む〔世間〕おいて仏となろう。

〔自己の〕力を見せびらかし、私一人で渡って何になろう。

〔むしろ〕私は一切智性を獲得し、天界を含む〔世間の人々〕を渡そう。

最上者に対してなした、この私の奉仕によって、

一切智性を獲得し、多くの人々を渡そう。

輪廻の流れを断ち切り、三有を滅し、

法の船に乗って、天界を含む〔世間の人々〕を渡そう>(と〕。

この誓願説では、誓願する前に布髪という善業がなされ、また誓願文の中で「最上者に対して

なした、この私の奉仕によって」とあるから誓願節 Iのように思われるが、実際はそのように
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するというところにある。善業(あるいは発行)をなすことによって善根を蓄えた者は、その

善根が成熟すると、それは必ず何らかの楽果をその人にもたらすわけであるから、楽果を得る

のに必ずしも誓願という行為は必要ではない。しかし誓願をしなければ、どのような楽果を得

るかは分からない。そこで数ある楽果の中から、自分の希望するものを選択したい時には、こ

の「誓願j という行為が必要になるわけで、そこに誓願説 Iの存在価値があるのである。従っ

て誓願説 Iの特徴は、序で指摘したように、「既になされた善業の方向性を決定するもの」と

定義出来るのである。天に生まれたい者は、善業をなした後、「天に生まれますようにj と誓

顧するであろうし、また来世で金持ちの家に生まれたいと希望する者は、「金持ちの家に生ま

れますようにj と誓願するのである。そして興味深いのは、 Divyの用例でも見たように、そ

の誓願の内容が悪いことでも、しかるべき善根のある人が誓願すれば、それが成就してしまう

ということである。要するに、善根を有する人の誓願は、その内容の如何に係わらず、成就し

てしまうのである。この意味において、誓願説 Iの特徴は、「既になされた善業の方向性を決

定するもの」と言うことが出来るのであり、悪い方向にでも善板の方向を回向することが可能

であるということは実に興味深い。ここに誓願説 Iの特徴があると言えよう。

2.誓願説II

A.初期仏教経典

初期仏教経典で、誓願節IIが見られるのは、唯一 Theragatha(Th-a.)においてである。

ここでは、 パッチャヤ長老の箇所で次のような誓願説が見られる。

pancahaham pabbajito sekho appattamanaso/ 

viharam me pavitthassa cetaso panidhI ahu/ / 

nasissam na pivissami viharato na nikkhame/ 

na pi passam nipatessm tanhasalle anuhate/ /(27) 

私は五日前に出家して学ぶ者であり、心はまだ完成していなかった。

精舎に入った私の心に誓願がおこった。

「渇愛という矢が号|き抜かれないかぎり、私は飲むまい。

食べるまい。精舎から出るまい。また脇をつけて臥すまいJ(と〕。

ここでは誓願説 Iと違い、ここでは誓願する前に何ら善業はなされておらず、また誓願を成就

させるのは、 誓願後の行為であるから、この用例は、一応、 誓願説IIと考えられる。 Th-a.に

は、このような誓願説がこの他にも 2箇所で説かれ(28)、その注釈書によると、これら 2例の

panidhiは、 abhinihara(決意)と解釈されている(29)。とすれば、 Th-aに見られる panidhi

は、いずれも出家者の決意を表明していることになる。しかしここで注意すべき点は、既に指

摘されているように{刷、このよ うな用法が極めて稀であり、こ の他には殆ど見られないとい
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【Divyavadana，Divy.】(24)

ここには38の説話が収められており、誓願説 Iに属する用例が数多く存在するが(25)、その

中でも、極めて特徴的な用例を紹介してみたい。即ちここでは、その誓願の内容が邪なものと

なっているのである。第24章には次のような話が見られる。

ある時、龍の子がガルダ鳥に連れ去られ、スメール山に運ばれてきた。そこでその龍の子は

ガルダ鳥に食い殺されるが、その前に彼は、スメール山麓で比丘達が修行しているのを目にし

て心を浄らかにした。このためにその龍の子は次の世でバラモンの家に再生し、出家すると、

阿羅漢になった。阿羅漢になった彼は、自分の前生が龍であったことを知ると、龍の世界に行

き、両親に再会する。そこで両親は彼に「毎日ここまで我々の食事の供養を受けに来てほし

い」と願い、彼もその申し出を受け入れた。ある時、彼に師事していた沙弥も彼について龍の

世界に赴いた。したしその沙弥は、龍達が自分よりも自分の師匠を手厚くもてなしたことに腹

を立て、次のように誓願する。

sa pranidhanam kartum arabdhah/ yan maya bhagavati kasyape samyaksambuddhe 

'nuttare mahadaksiniye brahmacaryam cIrnam anenaham kusalamUlenaitam nagam 

asmad bhavanac cyavayitva 'traivopapadyeyam iti!(26) 

彼は誓願し始めた。

「私は、世尊 ・正等覚者 ・無上にして偉大な応供者カーシャパのもとで発行を修した。ど

うかこの善根によって、私はこの〔龍〕宮から龍〔ども〕を死波せしめ、〔その後〕この

同じ場所に生まれますように」と。

このように、誓願の内容は明らかに邪であるが、この誓願の後、彼の誓願は見事に成就してい

る。ここで興味深いのは、その誓願の内容が邪であれ、しかるべき善根を持っている人が誓願

すると、それを成就させる働きを「誓願」という行為が持っているということである。

以上、初期仏教に始まり、本生経類へと継承されていった誓願説 Iの用例を考察してきた。

そしてその内容に注目するならば、それは在家的なものから出家的なものへと展開していった

ものもあれば、依然として初期仏教所説の在家的な内容をそのまま伝承するものもあったこと

が確認された。また、 誓願説 Iの構造を明確にするために、北伝の本生経類の中には、誓願文

の冒頭に、その誓願を成就させる善業のことを明記するものも現れてきたことが理解された。

D.誓願説 Iの特徴

これまでの考察からも明らかなように、誓願説 Iの特徴は、先ず善業をなして善根を作り、

その後で誓願するというものであった。従ってその誓願を成就させるのは、誓願前の善業(あ

るいは善根)であり、「誓願」とは言っても「願い」を内容とするものであったことが理解さ

れるが、この誓願説の特徴は、何らかの善根を持つものが何かを願うと、その願いは必ず成就
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かったところである。このように誓願前になした善業の功徳によって、その誓願が成就せんこ

とを願っている。 これはほんの I例であり、 この他にも 『増一阿含経jには、同じタイプの誓

願説が数例存在している(1九

【Avadanasataka，Av.J(叫

この中では第 1章の10話(但し第 5話は欠)総てに、 この形の誓願説が説かれている。例え

ば第 l章では、プ-1レナパドラと呼ばれるバラモンは、仏陀および比丘衆に食事を施し、浄信

を生じた後、次のように誓願する。

bhagavatah padayor nipatya pranidhim kartum arabdhah/ anenaham kusalamulena 

cittotpadena deyadharmaparityagena candhe loke anayake aparinayake buddho 

bhUyasam atirnanam sattvanam tarayita amuktanam mocayita anasvastanam 

asvasayita aparinirvrtanam parinirvapayiteti/ /(2 

〔彼〕は世尊の両足に平伏して誓願し始めた。

Fこの善根により、発心により、そして施物を施すことにより、私は導師も案内者もない

盲目の世間において仏陀となり、救済されざる衆生達を救済する者となり、解脱せざる衆

生達を解脱させる者となり、安穏ならざる衆生達を安穏ならしめる者となり、般浬繋せざ

る衆生達を般浬繋させる者となりますようにj と。

Av.の他の箇所でもほぼこれと同じ誓願説が説かれているが(22)、自利利他を内容としている

ところに、いままで見たものとの相違点が見出せよう。

【Mahavastu，Mv.J 

この中のウパーリ ・ガンガパーラ本生話では、 ウパーリとガンガパーラの二人が独覚に出会

い、信何心を生じてその独覚に粥を施した後、それぞれ誓願を立てる。

te dani prItisaumanasyajatah pranidhanam utpadenti/ eko aha/ aham anena 

l<usalamulena raJa bhaveyam ksatriyo murdhnabhisi kto / dvi tfyo aha/ anena 

kusalamulena brahmanamahasalakule upapadyeyam adhyo mahadhano 

mahabhogo/(23) 

さてその二人は喜悦と歓喜とを生じ、誓願を立てた。一人が言った。

「私はこの善根によって、支配者たる濯頂王となりますようにJ[と〕。

もう一人が言った。

iC私〕はこの善根によって、バラモンの大家に、裕福で大いなる財産と大いなる資産を有

する者として生まれますようにJ[と〕。

この後、 二人の誓願が成就したことが直ちに記されている。 ここでは、独覚に対して粥を布施

し、その後で誓願を立てている。
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siti catur uttara tava vibhu viharan aham demi/ / 

so tam danam dattva tasmim naresvarake anupranidhim/ 

匹豆豆生笠ieval!l bhaveyam adhigaccheyal!l jinabalani/ /(16) 

アパラージタと呼ばれる転輸聖王がいた。

清浄心を具足した彼は、人間の主である十カ〔尊〕に、次のように言った。

「私は七宝によって輝き、多くの宝石を飾り付けた、

この八十四以上の素晴らしい精舎をあなたに布施いたしますJCと〕。

〔王〕はそれを布施として与え、かの人間の主〔たる仏〕に誓願した。

iC私〕もあなたのようになりますように。勝者のカを獲得しますようにJ

このような用例は、この同じ第五地において他に 4例を数え得る(1九そしてその誓願の内容

は、これまでに見てきた在家的なものから、出家的(自利)なものへという推移が窺えるが、

「善業→誓願」という誓願説 Iの原則はよく守られている。

c.本生経類(その 2) 

ここでは、誓願説 Iの中でも、誓願文の内容に変化が見られるものについて考察する。その

変化とは、即ち、誓願文の冒頭に誓願前の善業が明記されていることであり、誓願を成就させ

る要因が誓願前の善業であることを明確に意識している。この形の誓願説は、北伝の資料のみ

に見出し得る。

【増一阿合経】

巻第十三では仏陀の前生で純黒という使人であった時に誓願する物語を伝えている。

是時域内有一使人名目純黒。時彼使人見如来執鉢入城乞食。見己便作是念。今如来入城必

須飲食。即入家出食施輿知来輿後願。持此功徳莫堕三悪趣中。使我嘗来之世。亦嘗値如此

聖尊。亦嘗使彼聖尊民我説法時得解脱(1ヘ
その時、都城の中には、純黒と呼ばれる使用人がいた。ある時、その使用人は、如来が鉢

を手にして都城に入り、乞食しているのを見た。見終わると次のように考えた。〈今、如

来は都城に入られ、必ずや食事をなさるに違いない〉と。

〔そこで彼は〕すぐさま〔如来を自分の〕家に入れ、食事を出して知来に施すと、次のよ

うな警を立てた。

i(願わくば〕この功徳によって、 三悪趣に堕することなく、未来世には、あなたのような

聖なる世尊にお会いし、その聖なる世尊が私のために説法して下さり、解脱を得させて下

さいますように」

このように、純黒使人は如来に食を施すという善業をなした後、誓願しているが、その誓願文

の冒頭に「この功徳を持して」という一節が見られる。この部分が従来の誓願説には見られな
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という物語がある。

jettha candanacunnena dasabalassa suvannavannam sarlram pujetva sesacunnani 

gandhakutiyam vikiritva bhante anagate tumhadisassa buddhassa mata bhaveyyan ti 

patthanam akasi. kanittha tathagatassa suvannavannam sarlram sumalaya katena 

uracchadena pujetva bhante yava arahattappatti tava idam pasadhanam mama sarTra 

ma vigatam hotu ti patthanam akasi(12) 

姉は栴檀香を以て十力尊の金色の身体を供養した後、残りの香粉を香殿に撒布し、「大徳

よ、〔私〕は未来世に、あなたのような仏の母になりますようにj

と誓願した。〔一方〕妹は、如来の金色の身体を、優れた華重から作られた胸飾りで供養

した後、

「大徳よ、私が阿羅漢果を証得するまでは、この胸飾りが私の身体から離れませんようにJ

と誓願したのである。

この後、姉と妹のなした誓願が、いずれも成就したことが記されている。ここでも「善業(仏

の供養)→誓願→願成就」という流れの中で、誓願説 Iが説かれている (1九

これまで見てきたのは南伝の資料であったが、次に北伝の資料ではどのような誓願説がとか

れいてるかを見ることにする。

【増一阿含鰹】

巻五十では、仏陀の本生を説く中で、次のような誓願説が見られる。

復興長者居士作婦。爾時長者婦復以妙衣好服奉上知来。教此筈願。使我将来之世得作女

身。時彼婦女命終之後生三十三天顔貌端正勝彼天安14)。

また〔仏陀は過去世で〕長者居士の婦人となった。その時、長者居士の婦人は素晴らしい

衣や素敵な服を知来に差し上げた後、次のような誓願を立てた。

「私は、未来世において〔も〕女となりますように」と。

さてその婦人は亡くなると、三十三天に再生し、その顔かたちは麗ししその〔三十三天

の〕天女よりも勝っていたのである。

ここでも「善業(衣服の布施)→誓願Jという形の誓願説 Iが見られるのである。

【Mahavastu，Mv.】(15)

次に Mv.であるが、ここでは「善業→誓願」を内容とする誓願説が比較的多く説かれてい

る。特に十地品の第五地ではその傾向が顕著であるが、その一例を示せば以下の如くである。

raja ca cakravarti abhusi aparajito ti namena/ 

so dasabalaf!1 narendraf!1 prasannacitto idam uvaca/ / 

saptaratanangacitra imam anekaratanasampattTyo/ 
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だ」と。彼はその心を〔そこに〕固定し、集中し、修習する。低次においては解脱した

が、それ以上は修習されていない彼の心は、そ〔の境遇〕に生まれるための助けとなるの

である。実に私は彼を持戒者と言い、悪戒者とは言わない。友よ、持戒者の心の向き(=

誓願)は清浄であるが放に成就する(以下、六欲天、党天に関しでも同様に繰り返され、

合計八つの生まれが説かれる)。

「五つの心の束縛」では、「禁戒→誓願J、「八つの布施による生まれ」では、「食物等の布施→

誓願」を内容とする誓願説が、それぞれ説かれている。これらの用例では、誓願を成就させる

善業が、かなり明確な形で表現されていると言えよう (9)。

B.本生経類(その1)

では次に、本生経類で説かれている誓願説のうち、先程見た初期仏教経典所説の誓願説と同

類のものについて考察することにしよう。

【Apadana(Ap.)】

ここでは、初期仏教経典で説かれていた誓願説を偶煩の形で見事に定型化している。例え

ば、仏陀の響機では次のような形で説かれている。

manasa danam maya dinnam manasapasadam avahim / 

piljita sabbasambuddha pacceka jinasavaka/ / 

tane kammena sukatena cetanapanidhihi ca/ 

jahitva manusaI!l dehaI!l tavatiI!lsam aganchi 'ham/ /(10) 

私は心から布施をし、心からの浄信を持っていた。

総ての覚者 ・独覚 ・勝者の声聞達を供養した。

この善業と、心を〔そこに〕向けた(=誓願した)ことにより、

この人身を捨て去って、私は三十三天に赴いた。

この他にも Ap.にはこれと同類の誓願説が数多く説かれているが、そのパターンは総て同じ

である。即ち、 a句で善業を、 b句で誓願を、そして c-d句でその果報を説き、初期仏教経典

に見られる誓願説を知実に継承し、その内容を偽頒の形に定型化することに成功している。 a

句での善業は布施が一番多く、また c-d句の果報を特箇所では、様々な内容が認められるが、

ここで見た用例のように、 三十三天への再生が最も多いのが特徴と言えよう。

【jataka(Ja.)】

次に Ja.であるが、この中には「誓願jを意味する pra-ni F dha等の用語は見出し得ない

が、 patthanaという語の用法は pra-niFdhaと極めて近いので川、ここではこの語の用例を

見てみることにする。

Ja.547には、 二人の姉妹がそれぞれヴィパッシン仏を供養した後、誓願 (patthana)する
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「このチッタ居士は、持戒者であり、善法者である。もしも彼が『未来世に転輪聖王にな

りますようにj と誓願すれば、持戒者の心の向き(=誓願)は、清浄なるが放に成就する

であろう。正しき者は正しき果〔報〕に従うであろうJと。

この用例では、誓願を成就させる善業が幾分意識されている。即ち、チッタ居士がこの誓願を

成就させるためには、誓願する以前に、持戒者であり、善法者でなげればならず、そのような

善業を有する者の誓顕であればこそ、清浄であるから成就するというのである。ここに、先程

の用例を一歩進めた、「善業→誓願」を内容とする誓願説 Iが説かれていると言えよう。

さて次に挙げる二つの用例では、誓願を成就させる善業が明確にされている。先ず最初の用

例は、出家者にとっての「五つの心の束縛 (pancacetaso vinibandha) Jという教説の第 5番

目に見られる。

puna ca pararp. avuso bhikkhu annatararp. devanikayarp. 回豆生主主主_brahmacariyarp. 

carati. imina 'ham vatena va sllena va tapena va brahmacariyena va devo va bhavis-

sami devannataro va ti.... tassa cittam na namati atappaya anuyogaya sataccaya 

padhanaya.(7) 

そして、さらにまた友よ、〔ある〕比丘は、ある天の部類〔に生まれたい〕と願って発行

を修す。〔日く)["私は、この禁戒、戒、苦行、あるいは焚行によって、〔この〕天あるい

は別の天に生まれよう j と。〔中略〕彼の心は、熱心、専修、常行、努力に傾かない。

また、「八つの布施による生まれ (atthadauppattiyo) Jという在家的な教説の中にも、誓願

説 Iに属すると考えられる用例が存在する。

idh' avuso ekacco danam deti samanassa va brahmanassa va annam panam vattham 

yanarp. malagandhavilepanarp. seyyavasathapadipeyyarp.. so yarp. deti tarp. paccasirp.-

sati. so passati khattiyamahasalam va brahmanamahasalam va gahapatimahasalam 

va pancahi kamaguI!ehi samappitarp. samangibhutarp. paricarayamanarp.. tassa evarp. 

hoti. aho vataharp. kayassa bheda param maraI!a khattiyamahasalanarp. va brahmaり-

amahasalanam va gahapatimahasalanam va sahavyatam uppajjeyyan ti. so tam 

cittam dahati tam cittam adhitthati tam cittam bhaveti. tassa tam cittam hine 

vimuttam uttarim abhavitam tatr' uppattiya samvattati. tan ca kho silavato vadami 

no dussllassa. ijjhat' avuso snavato cetopanidhi suddhatta.(8) 

友よ、この世で、ある者は、沙門あるいはバラモンに、食物 ・飲物 ・衣服 ・乗物・花環 ・

芳香・塗油・寝台・房台・灯明を布施する。〔そして〕彼は布施したところ〔の果報〕を

期待する。彼は、王族の大家、バラモンの大家、あるいは長者の大家〔に生まれた者達〕

が五種類の欲望の対象を具足し、所有し、満足させているのを見る。〔すると〕彼には次

のような〔思い〕が生ずる。「ああ、実に私は、身が滅んで死んだ後、王族の大家、バラ

モンの大家、あるいは長者の大家〔を享受する人々〕と同じような境遇に生まれたいもの
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願説を「誓願説 1J、後者の誓願説を「誓願説IIJとする。このように誓願説を二つに分ける

と、次のような点でも両者は大きな隔たりを見せる。即ち、両者とも人間の「行為Jと深く関

わりを持つてはいるものの、誓願説 Iは 「すでになされた善業(善根)の方向性を決定するも

のj、誓願説Hの方は「これからなすべき行の方向性を決定するものJと表現することが出来

るのであり、同じく「誓願」と言っても、前者は「願い」を、後者は「誓い」を内容としてい

るのである。そこで本稿では、この分類に従って初期仏教から初期大乗仏教に到る誓願説を整

理した後、その流れの中でく無量寿経〉を中心とした浄土経典所説の誓願説を位置づけ、その

起源および歴聞を明らかにすることを目的とする(九

1.誓願説 I

A.初期仏教経典

誓願説 Iは、 「善業→誓願」と表現し得るものであるが、ニカーヤにおける誓願説 Iの特徴

は、いずれも来世の生と(特に生天)と深く関係している点にある。そこで先ず最初の用例と

して、 SN.5.7の誓願説を見てみよう。ここでは悪魔がシースーパチャーラー比丘尼に次のよ

うに言っている。

tavatimsa ca yama ca/ tusita capi devata/ 

nimmanaratino deva/ ye deva vasavattino/ / 

tattha cittam panidhehi/ ratim paccanubhossasiti/ /(4) 

三十三天、夜摩天、そしてまた兜卒天、化楽天に〔地化〕自在天、

そこに心をけよ(=誓原せよ)0 C汝〕は楽を享受するだろう。

ここに説かれているような用例が誓願説 Iの原初的な形態と考えられる。というのも、「苦業

→誓願」の中の善業が、ここでは明確に意識されていないからである。しかしそのように誓願

すれば、それは成就するというのであるから、当然、誓願前の善業は予想されていると見るべ

きであろう。何故なら、業報思想により、しかるべき苦業のない者が善趣に生まれることは有

り得ないからである。ただここでは、その善業が成文化されるには到っていない。

次に SN.41.10に見られる用例を検討してみよう。ここでは、重病のチッタ居士のもとに

神々が見舞いにやって来て、彼に次のように告げる。

E空豆生生i_gahapatianagatam addhãna~ raja assa~ cakkavattiti/ /(5) 

「居士よ、 rc私〕は未来世に転輪聖王になりますようにj と誓願せよ」

その理由として、次のような説明がなされている。

aya~ kho citto gahapati sllava kalyal)adhammo sace panidahissati anagatam add-

hanam raja assam cakkavattfti ijjhissati silavato cetoanidhi visuddhatta dhammiko 

dhammikam phalam anusarissatiti/ /問
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浄土経典に見られる誓願思想、の起源と展開

平岡 聡

o.序

大乗仏教の興起に伴い、インド仏教史上に出現した浄土教は、〈無量寿経(1))を中心とする

浄土経典に見られるように、実に多彩な思想、を背景に成立している。その中でも、法蔵菩薩の

誓願、或いは阿弥陀仏の本願に関する思想は、阿弥陀仏が衆生を救済する根拠を示すものとし

て、非常に重要な地位を占めている。このような理由で、「浄土教における誓願説」と言えば、

それは直ちに「法蔵菩薩の誓願」、或いは「阿弥陀仏の本願jを想起せしめる。否、浄土教に

止まらず、大乗仏教一般においても、注目されるのは、専ら衆生を救済する仏 ・菩薩の誓願説

であると言っても過言ではない。しかしながら、浄土経典に目を通すと、そこには法蔵菩薩の

誓願や阿弥陀仏の本願等、衆生を救済する側の誓願説と平行し、救済されるべき衆生の側の誓

願説も同様に説かれているという事実を看過すべきではなかろう。何故なら、両者の誓願説の

起源を迫るべく、初期仏教以来の箸願説を、ある視点から整理し考察してみると、両者の誓願

説はその起源を異にするものであり、同一の思想基盤の上に展開していったものとは考え難い

からである(2)。

では次に、本稿における研究の視点について述べておく。誓願思想、の成立史を扱った従来の

研究では、誓願(文)の内容に主眼を置くというのが基本的な姿勢であったと考えられる。つ

まり、その内容が在家的であるか、出家的であるか、また出家的である場合、それは自利のみ

を意味しているのか、あるいは利他をも含んでいるのか等が問題にされてきた。この立場は、

誓願の内容の変遷から、その展開を跡付けようとするものである。勿論、誓願の内容に注目す

ることは、誓願思想を考察する上で重要ではあるが、これだけで誓願思想の全貌が明らかにな

ったわけではない。そこで本稿では、従来 とは全く違った視点、 即ち、「誓願を成就させる行

為Jという視点から誓願思想を考察する。こような観点から誓願思想、を整理してみると、あら

ゆる誓願説は凡そ二種に大別出来、同じ「誓願」という行為でも、両者聞には著しい相違点が

見出せる。即ち、衆生の誓願の場合、その誓願を成就させる行為は誓願前の「苦業jあるいは

「善根」にあるのに対し、仏 ・菩薩の場合、それは誓願後の「行 (carya)Jにあるのである。

これを図式化すれば、前者は「善葉→誓願J、後者は「誓願→行Jとなり、便宜上、前者の誓

-1 
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